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SONY 
Tektronix) @ クラ フィ ンク 世界 の リー ダー 


ソニ ー・ テ クト ロニ クス 


ソニ ー・ テ クト ロニ クス 株 式 会 社 

情報 機器 部 東京 都 品川 区 大 崎 1-6-4 新 大 崎 勧業 ビル T141 
TEL03・779-7611 

仙台 営業 所 TEL022・267-2181 土浦 営業 所 TEL0298・24-2602 

名 古屋 営業 所 TEL052・581-3547 大 阪 営業 所 TEL06・947-0321 

広島 地区 TEL082・247-0661 福岡 営業 所 TEL092・472-2626 


WRIT in ザン か 簡単 に 3 次 元夫 示 に 


@⑧ ロ コタ イフ シン ボル マー ク 、 ビク トグラフ バター ン る @ ア ニメーション 


線画 や マー ク を 立体 表示 /3D グ ラフ ィ ッ ク ・ デ 


ザイ ン ・ ク リエ ー タ は 手描き 線画 、 ロ ゴ タ イ フ 、 シン 
ボル マー クビ ピク トグラフ ス パタ ー ン 等 の 2 次 元 グラ 
フィ ッ ク を 元 に し て 任意 の 奥行 きわ 与 を る だ け で 
瞬時 に 3 次 元 表現 化 を 行 を る シス テム で す 。 
立体 モデ ル 、 ろ くろ 機能 、 パ イプ 機能 で リア ル 
な 表現 に / 基 本 的 な モデ リン グ 機 能 で 2 次 元 
グラ フッ ク か ら 球 、 円 雛 、 円 柱 、 ド ー ナ ツ 型 、 直 方 
体 等 の きれ いな 3 次 元 形状 化 が リア ル タ イ ム で 
行 を ます 。 さら に ろ 〈 み 機能 に より な め ら ヵ な 回 転 体 
を 作成 し た り 、 曲線 を 自由 に た どれ る パパ イプ 機能 
等 が あり 、 リ アレ な 表現 が 得 ら 5 られ ます 。 


クリ エイ ティ ブ 表現 / 出 来 あ が っ た 3 次 元 表示 は 


拡大 、 縮 小 、 回 転 、 移 動 、 コ ピー 等 自由 自在 。 組 
合せ も る 自由 で す の で クリ エイ ティ ブ な 3 次 元 グ ラ 
フィ ッ ク ・ デ ザイ ン を 作成 で きま す 。 

半 透 明 表 示 も 行え る 豊富 な カラ ー/ カ ラー は 
管 面 の メニ ュー を 見 な が ら イ ンタ ラク ティ ブ に 色相 、 
明度 、 彩 度 を 選び ます 。 豊富 な カラ ー に 加え て 
半 透 明 表 示 も 行え を ます 。 

リア ル な ライ ティ ング / ラ イ テ ィ ング は 最大 5 光源 
v RETEST, 周囲 光 、 拡 散 光 の 強弱 や 方 向 も 
思い の まま に 設定 て きま すむ 

アニ メー ショ ン 作 成 / 簡単 な 操作 で 拡大 / 縮 小 、 


(資料 請求 番号 表 2) 


回 転 、 移 動 を 利用 し て 自動 補間 に よる な め ら か な 
アニ メー ショ ン を 作成 で きま す 。 当社 の 3D アニ メ ・ 
クリ エー タ と の 組合 せ で ビデ オ ・ ア ニメーション も 
短 時 間 で で きま す 。 


30727497 
7 ザイ ン ツ リエータ 


テロ ジー を 


16-dot プ mm の 高 解像度 で 4096 色 の フル カラ ー 出 力 。 
世界 初 の A0 一 A4 サ イズ ・ オ ー ト カッ ト 連 続出 力 。 タイ 
ミン グマ ー カ の 検出 に よる 用 紙 走 行 、 巻 戻 し の 高 精度 
化 に よる 色 ず れ の な い 鮮 明 な 出力 。 クラ ス 最高 38mm / 
秒 の 実 速 を 誇る 用 紙 送り 速度 。 デー タ 処 理 速 度 5000 
ベク タン 秒 以上 、 他 に 類 の な い 64Mdot/ 秒 以上 の 


ラス タ 化 速度 。 イー サ ネ ッ ト 、 チャ ネル な どの 豊富 な イン 
タフ ェ ー ス な ど 、 エン ジニ アリ ング ニー ズ を 満た す 高 機 


能 を 標準 で 装備 し た 国産 初 の カラ ー 静 電 プ ロッ タ 
EP-4010 が 、 待ち 望ま れ だ フル サイ ズ 、 フル カラ ー 、 
フル ッ パ フォー マン ス に 対す る D-SCAN か ら の 解答 で す 。 


SEIKO! © 


by 


広がり 続 
ける エン ジニ アリ ング に 、 創 造 力 と 表現 カカ 
の 大 幅 な パワ ー ア ッ プ を 実現 し 、 膨 大 な 情報 を 含む 
長 尺 図面 か 5 ら A4 サ イズ まで の 色 ズ レ の な い 高 画質 
カラ ー 出 力 を 自動 レイ アウ ト ・ オ ー ト カッ ト で 今 ま で に 
な い 前 面 出力 する EP-4010。 る きら に 、 ラ イン は も と より 、 


塗り つぶ し 時 の 重なり 部 分 を 明確 に 再現 する 後書き 
優先 機能 、 日 本 で 欠か せな い JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 
の サポ ー ト な ど 、 日 本 の エン ジニ ア と エン ジニ アリ ング 
の 隅 ず み ま で を 熟知 し た 、CG の 総合 プラ ンド D- 
SCAN な ら で は の 実績 と テク ノロ ジー が 、 カ ラー 静 電 


= wes 4 Es フロ * y, ^ ^ —m 
の g の EP-4010 


フル サイ ズ 、 フ ーー 


AOD~A4:Auto-Cut 


4096-Color 


ブロ ッ タ を 開発 ・ 設 計 の 戦力 と し て 具体 化し まし た 。 


画 EP-4010 の 主 な パフ ォ ー マ ンス 園 自 動 レ イア ウト 機能 、 オ ー ト カッ 
タ を 標準 装備 し て 、1 ロ ー ル 長 (150m) 038 £r 72 & 382 ^ L— 20) 
操作 性 を 重視 し た 用 紙 の 前 面 セ ッ ト 較 イー サ ネ ッ ト 、 チ ャ ネル な ど 豊 富 な 
イン タフ ェ ー ス 圏 コ ント ロー ラ を 内 蔵 し た コン パク ト ・ 軽 量 設計 田 ラ スタ メモ 
リ ユ ニ ッ ト ( オ プシ ョ ング 最大 140MB) に よる 大 量 ベ クタ デー タ へ の 対応 
圏 LCD パ ネル を 採用 し た 優れ た オペ レー タイ ンタ フェ ー ス 機能 時 普通 紙 、 
トレ ー シ ン グ ペ ー パ ー な ど 豊 富 な 用 紙 種 類 に 対応 田 ホ スト 、 ロ ー カ ル で 
可能 な カラ ー プ モノ カラ ー 出 力 の 切り 替え 較 EP-2000 シ リー ズ で 培っ た 

ノウ ハウ に よる ハイ コス ト パ フ ォ ー マ ンス の 達成 な ど 、 カ ラー 出力 を 使い こ 
な せる 身近 な テク ノロ ジー と し て 提供 じ て い ます 。 * イ ー サ ネッ ト は XEROX 社 の 商標 で す , 


OEM・ 販 売 代 理 店 募集 中 


o a 


: 
ý 
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セイ コー 電子 工業 株 式 会 社 本 社 : 東 京都 江東 区 亀戸 6-31-1 〒136 TEL: 03-684-5711 
情報 関連 事業 部 


KF :0292-26-5701// 4 & B :052-731-3181// ARR :06-305-6002/ ik & : 082-263- 6260 


(資料 請求 番号 1) 


ARF2U-AS 


40m の 記録 紙 を 自動 給 紙 する オー トロ ー ル フィ ー 
ダ を 装備 し た 省力 化 デ ロッ タ 「ARF シ リー ズ 」。 最 
上 位 モ デル に は 鉛筆 芯 80 本 を 自動 給 排 す る <CLE 
AR シス テッ > を 搭載 し 、 初 め て 鉛筆 で の 大 量 無人 
連続 作図 も 可能 と な り ま し た 。 作図 効率 の (向上 、 
夜間 自動 作図 で の 省力 化 な ど CAD の 本 格 稼動 に 向 
け て 、 限 りな く 可 能 性 が 拓 か れ て きま し た だ た 。 
(40m ロ ー ル 紙 を 使用 時 、A0 で 33 枚 、 Al で 44 枚 、A2 で 57 枚 、 A3 で 88 
枚 の 連続 作図 が 可能 で す 。) 


無人 連続 作図 プロ ッ タ 「ARF シ リー ズ 」 は 、AO X 
イプ か ら A3 タ イプ まで 11 機 種 。 用 途 に 合わ せ て 多 
和 彩 に お 応え を いた し ます 。 いずれ も 16 ビ ッ ト CPU 搭 
載 、 デ ジタル サー ボ 駆 動 方 式 の 採用 に よ り 処 理 束 
度 も 一 段 と 向上 。 ま た 作図 順序 を 効率 的 に 並べ か 
ぇ たり ( ベ クト ルソー ティ ング 機能 ) 、 ペ ン 交 換 時 
間 を 削減 する (ペン ソー ティ ング 機能 ) 最 新 の イン 
テリ ジェ ント 機能 の 搭載 に よっ て 当社 従来 機種 と 
比べ て 作図 時 間 が 半減 いた だ し まし た だ た 。 


FP6304R 


| amus ups Pa 本 社 /〒108 東京 都 港 区 三田 3-13-I6 三田 43 森 ビル |6 階 
グリ SITS j^) T @ カタ ログ の ご 請求 は 、 本 社 広報 宣伝 部 まで 。 
GQ SHOSHE 7O-y 7 HARB TEL. 0466-87-41 1 1) 


@ 北海 道 営業 所 0|| -232-1332 東北 営業 所 022-236-3405 @ 関 東 営業 所 0485-25-238| @ 茨 城 営業 所 0298-58-121 | 
@ 東京 営業 所 03-444-7011 @ 公 需 営業 所 03-444-828| @ 秋 葉 原 営業 所 03-834-5688 € 多摩 営業 所 0423-25-5050 
@ 神奈 川 営業 所 045-541-6811 @ 厚 木 営業 所 0462-22-497| @ 中 部 営業 所 052-776-082| @ 関 西 営業 所 06-305-138| 
@ 西部 営業 所 082-261-293|  @ 九 州 営業 所 092-474-2441 


(資料 請求 番号 2) 


x 価格 は いづ れ も RS-232-C・ セ ント ロニ クス 両用 機 。 


月 一 金 AM9:30 一 PM5:30 
TEL.03-453-0512 


プラザ 


東京 都 港 区 三田 3-13-16 三 田 43 森 ビル |6F( 本 社内 ) 
JR 田町 駅 、 都 営 地下 鉄 三田 駅 下車 徒歩 5 分 


電話 に よる ご 相談 は 03-453-0512 イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 


見 て 、 触 れ て 、 体 験 で きる グラ フ テ ッ ク 総 


I PLAZA TOKYO/OSAKA NN 


情報 を 描く 
GRAPHTEC 


Hen $5 E080 ZI) OD RUE ED ERUN 


シッ CLEARYATA 


鉛筆 作図 の オー トメ ーション 化 を 推進 する NEW テク 
ノロ ジー で ぜ す 。 8 本 の 
れ 10 本 の 芯 を 挿入 。 それ ぞ れ が 芯 の 消耗 を 検知 し 、 
自動 的 に 交換 し て いき ます 。 鉛筆 プロ ッ タ の 理想 を 
求め た メカ ニズム CLEAR シス テム で す 。 


合 シ ョ ツル ー ム 


月 一 金 AM9:30 一 PM5:30 


z Fd J TEL.06-305-1381 


ARMA IE) || 15-14-53 X ER INCI F (関西 営業 所 内 ) 
JR 新 大 阪 駅 、 地 下 鉄 御堂 筋 線 新 大 阪 駅 下車 徒歩 2 分 


多 芯 鉛筆 プラ ンジ ャ に 、 そ れ ぞ 


T), 高速 性 ・ 高 描画 品質 に 差 が て る 
駆動 方 式 


ボ 駆 動 方 式 は DC モー タ 制 御 に より 、 


デジ タル サー 


VS RK’ A VES HE 


[e XR 画 品質 ”^ 低 騒音 "が 可能 と な り ま し た 。 
また フィ ー ド バッ ク 機 能 に より 、 よ り 正確 "な 駆動 が 得 
られ る この 方 式 は 、 グ ラフ テッ ク が 他社 に 先がけ て 


票 準 化 し た ひと クラ ス 上 を 行く 高 性 能 駆動 方 式 で す 


ペン レス プロ ッ タ テク ニカ ル セ ン ター 
横浜 市 港北 区 新横浜 3-18-14 光正 第 1 ビル 6 階 
TEL 045 (474) 2828 
CAD テ クニ カル セン ター 

東京 都 港 区 港南 2-13-31 上 品川 NSS ビ ル 6 階 

グラ フ テ ッ クエ ンジ ニア リン グ 内 TEL 03 (450)0511 


み を (る 、 明 日 の か だ ち 


速 さ を 追求 すれ ば ブロ ッ タ は 線 か ら 面 へ 。 
MUTOH の ラス ター・ ブ ロッ タ 


ひと つの イメ ー ジ を 表現 する の に も 、 表 現 手段 は ひと つ だ け で は あり ませ ん 。 そ の 場 の 状況 に 応じ て 、 最 適 な 手段 を 
選択 で きる の が 理想 で す 。 を その た だ ため に は 、 ひ と つの 技術 に こだわ る だ け で な く 、 技 術 の 幅 を 広げ る こと も 大 切 。 そ こ で 、 
ラス ター。 ラ スタ ー の 技術 が プロ ッ タ に 未知 の ^ 速 る "も も だ た らし まし だ た 。 い っ て みれ ば 、 線 で は な 〈 面 で 描く プロ ッ タ 。 
図面 情報 の 量 に か か わら ず 、 ど ん な 図面 も 驚く ほど すばやく 〈 出 図 し ます 。MUTOH の プロ ッ タ は いま 、 超 ・ 線 ・ 力 。 
線 を 超え る カカ を めざし ます 。 速 く 、 も っ と 速く 。 プ ロッ タ は ラス ター で 加速 を 始め まし た 。 


ラス ター の 性 能 を 身近 に し た 、VERSATEC8500 そ し て CP-310。VERSATEC8500 シ リー ズ は 従来 コス ト 1/2 の ロ 
_ 一 コス ト を 実現 し た 本 格 的 汎用 静 電 プ ロッ タ 。 を の 出 図 速度 は A1 サ イズ で 1 秒間 に 最大 2 .54cm。 ま た 記録 紙 に は 
ロー ル 紙 を 対応 し 、 長 時 間 連 続 自動 作図 を 実現 。 無 人 化 運転 も 可能 に し ます 。 る ら に 1 イン チ 200 ド ッ ト の 解像力 に 
(bz. 自由 に モレ クト で きる 線 幅 、 ハ ー フ トー ン 、 塗 りつ ぶし な ど 豊 か な 表現 力 を 身 に つけ まし だ 。CP-310 で は A3 
で 15 秒 の 高速 出 図 を 可能 に し 、 し か も 従来 機種 の 1/2 と 大 幅 に プラ イス ダウ ン 。 そ の うえ PPC 用 紙 が その まま 使用 
で き 、 ラ ン ニ ング コス ト の 削減 も 実現 し まし た 。 ま だ た 解像力 1 イン チ 400 ド ッ ト の 美しき に くわ え ぇ 超 軽 量 、 き る ら に ペン プロ ッ タ 
と の コン パチ ブル を 可能 に する な ど 、 こ れ が まさ に 国内 初 の A3 ス タン ダー ド ・ レ ー ザ ー ビ ー ム プロ ッ タ の 実力 で す 。 


VERSAT EC 55e noe 


8500seres CP-310 


高 解 像 レ ー ザ ー ビ ー ム プロ ッ タ ・CP シ リー ズ 


高速 ・ 高 機能 静 電 プ ロッ タ 


VERSATEC 
8536 <Ao 対 応 > 


あな た に す 


MUTOH PLOTTER 


@ カ タロ グ を 差し 上 げ ま す 。 ハ ガキ に 希望 製品 の 資料 請求 券 を お 貼り の うえ 、 
下記 住所 総合 企画 室 まで ご 郵送 くだ さい 。 

| 資料 請求 券 : 

t xt 3 

| VERSA・CP | 


武藤 工業 株 式 会 社 東京 都 目 黒 区 中 目黒 4-6-| T153 TEL (03)760-611149 


S, 時 代 の 一 線 へ 。 


High-Resolution Laserbeam Plotter 
Professional Plotter 


“daa > 


CP-310«XAsXJ Ji» 


技術 者 募集 中 お 問い 合わ せ 人 事 部 TEL(03)795-0111 


小山 久美 
スタ ー ダ ン サ ー ズ ・ バ レ エ 団 在 団 。 
度 大 卒業 後 、 文 化 庁 在外 研修 員 と し て 2 年 間 米 国 留 学 。 

メリ ッ サ ・ ヘ イド ン 女 喝 に 師事 。 

1 年 間 在 団 し た タン フク *・ パ レ エ で て は 、 キー タ 、 の ソリ スト 等 を 踊る 。 


「 幅 の ある 表現 力 を 身 に つけ たい から 、 
ひと つの 技術 を マス ター し た ら 、 


まだ 新しい 技術 に 挑戦 する ん で す 」 
請求 番号 5) 


fii OBI 


"ü RK: BEA | HW の めくり: PAM | Whe i eee 
httk > WSO, UDS, DNO, DTO 


1- | Be | E6939 | R リィ ント 


C X 


図面 : TEKIB HK. :430(1189,841 ) RIS : 10:1 


し LN PV の や eo ew te Seoi ら なの で | 
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FLAS af 


tes 0-3 


HICAD/W 


マル チビ ュー ポー ト 機 能 を 利用 し て 、 複 数 図面 の 同時 操作 が 行え まず 
⑨ 業 務 の 効率 を 向上 させ る ユー ザイ ンタ フェ ー ス を 用 意 し て いま すず 


⑨ 定 形 的 な 一 連 の コマ ンド 列 を 登録 で きる マク ロコ マン ド 機 能 を 備え て いま すず 
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ホス トコ ンピュータ に 収め られ だ デー タ を 分 析 し て 、 市 場 ニ ー ズ に 
合っ た 製品 を いち は や く 企 画す る 。 実 際 に 設計 し 、 解析 ・ シ ミュ レー 
ショ ン を 行う 。 そ れ を 製品 企画 書 ・ 説 明 書 と し て まとめ あげ る …。 
2050G で は 、 この よう な 一 連 の 作業 を すべ て 画面 上 で 行う こと が 
で きま も 本 格 的 な 2 次 元 設計 ・ 製 図 シス テム <HICAD/W> ゃ 、 
表 や グラ フ 、 文章 と く HICAD/W> で 作成 し た 図形 デー タ を 組み 
合わ せ た 高 品質 な 技術 文書 が 完成 で きる く エ ンジ ニア リン グ 支援 
ライ ブラ リ EL シ リー ズ >〉 を 用 意 し まし た 。 また 、 さま ざま か 解析 


ソフ トウ ェ ア や AI ツー ル な ど に より 、 エ ンジ ニア リン グ 業務 の OA 化 


*Hitachi Computer Aided Design System/Workstation 
ネ ※Engineering Support Library 


@ 日 立 ト ー ク ン リ ング ネッ トワ ー ク TR4 や WS-NET に より 、 ホ ス 
トコ ンピュータ と の 強力 な 連携 を 実現 する 垂直 ・ 水 平 分 散 ネ ッ 
トワ ー ク を 構築 で きま す 日 立 ク リエ イ テ ィ ブ ワ ー ク ステ ーション 
2050 / 32、2050 と の 混在 も 可能 で す 。 代 ソフ トウ ェ ア 開 発 支援 
ツー ル 、 Al ツー ル 、0A ソ フト ウェ ア な ど 多 彩 な ソフ トウ ェ ア を 利 
用 する こと が で きま すま た 、 解 析 ソ フト ウェ ア も 豊富 に 利用 で きま す 


を 支援 し し いま 


= @ お 問い 合わ せ は = 情報 シス テム 営業 本 部 電話 (03)763-2411 また は 最寄り の 支店 へ … 北 海道 (011)261-3131・ 東 北 (022)223-0121・ 
株 =k Sy it 4 Jr 
日 3E XR 1E AT eie-(045)664-1521- dt BE(0764)33-8511 - "H&B (052)562- I111- 関西 (06)261-1111 ・ 中 国 (082)223-4111・ 四 国 (0878)31-2111 
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- タ レヒ よっ て 小形 化 、 e ETE. A BE 
PEERS. タ を 開発 。 且 ぎわ りか カ 
# を を 小 か くし まし た 。 さ た に ビモータ を 垂直 に 
リウ: ay tbo) CEM COSY. 


1 モー ター の 音 を も らき きか 3 XU ERO 
消音 筒 で 団 い 、 き らち に モー タケ ー ス 、 
) VEIT ICONE Bb. T. Boo 
LEN P T. =" | : 


— = 
TERCER 


に レシ リー スズ 
文章 ・ 図 形 ・/ グ ラフ な どの 混在 する 文書 を 、 画 面 を 見 な が ら 容 易 に 作成 編集 で きま す 
今 高度 な 文書 管理 機能 を 提供 し ます ( 章 ・ 節 管理 な ど )。 
表 や グラ フ 、CAD 図 面 、 文 章 な ど を 、 用 紙上 に 自由 に レイ アウ ト ユー ザ ア プ リケーション ソフ トウ ェ ア と 連携 させ る こと が で きま す , 
で きま す 。 完 成 し た 文書 を この 状態 で 修正 する こと も 可能 で す 。 


BY エン ジニ アリ ン 7「「7ー7 ス テー ショ ン 
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・ 九 州 (092)741-1111 返 詳 し い 資料 を ご 希望 の 方 は 、 お 手数 で す が 資料 請求 券 を は が き に 貼り 、 貴社 名 、 所 在 地 、 電 話 番 号 、 ご 氏名 を 明記 し て PEL 


右記 へ お 送り くだ さい 。 〒140 東京 都 品川 区 南大 井 6-27-I8 WARE コン ピュ ー タ 事業 部 宣伝 グレ ー プ 
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方 向 光線 追跡 法 に より 完全 大 
を 完全 に 考慮 し た 迫真 の 画像 
ム の た め の 画 像 生成 ソフ トウ 
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TBT に よる 拡散 光 を 考慮 し た 相互 反射 : 間接 照明 が 可能 


資料 提供 : 

@ 建築 モデ ル 
ARK D EE az 
照明 器具 配 光 デ ー タ 
東芝 電材 帳 

'@ インテリ ア 
A ZDA 
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照度 分 布 の 色 出 力 


TBT は 、 特 定 の DA ロリ シス テム と の イン テグ レー ショ ン 
だ け で な く 、 お 客 様 が 現在 御 利 有 中 の 〇 AD シス テム を 機能 
補間 する 形 で も 利用 いた だ け ま す 。 


(業務 内 容 
* 照明 シミ ュ レ ーション 
* 測定 ・ 解析 結果 の 視覚 化 ( 照 度 、 温 度 、 電 磁 波 等 


* CAD/CAM シ ステ ム の イン テグ レー ショ ン =| E 株 式 会 社 イ > テグ ラ 


6 ias dde POSU x に 
その 他 、 科 学 、 技 術 分 野 に お ける 高度 に 専門 作 さ れ た じ ロ シス meer | |〒|70 東京 都 豊島 区 駒込 2 一 7ーI| 比 米 ビル 2F 
等 LL] ] PH0oNE:03(94926620406640 FAX:03(949)6640 


| O Y O まだ ひと つ 、 理 想 へ 。 一 一 TOYO の 熱転写 方 式 ク レ カ ラ ー 


ビデ オブ リン ターTPG-4300、 先 進 の 機能 は! ゆ た か な 表現 
力 を フル 装備 じ て 、 待望 の 新 登 場 ! コン ピュ ー タ ー に よる 
画像 処理 、3 次 元 CAD / CAE シス テム な ど を 中 心 に 、 
研究 開発 や ビジ ネス の きま ざま な シー ン で 活躍 し ます 。 


高 機能 ビデ オプ ロ セ ッ サ ー 搭載 

3.75MHz か ら |25MHz の 高周波 RGB ビ デオ 信号 まで 、 短 時 間 
で 容易 に 接続 で きる 新開 発 の 広帯域 ビデ オプ ロ セ ッ サ ー を 
内 蔵 ! そ の 安定 し た 性 能 は 、1280X1024 の 高 解像度 グラ フィ ッ 
クタ ー ミ ナル と も 信頼 度 の 高い 接続 を 可能 と し 、 ホ スト コン ピュ 
ー タ ー を ソフ ト 開 発 負担 か らら 一挙 に 解放 し まし た 。 

3 次 元 の 世界 を ゆたか に 表現 

世界 に 誇る ビデ オ 接 続 機能 と 、 洗 練 さ れ た イン ク 特 性 お よび 
高度 な E 印 字 ヘ ッ ド 制御 技術 と の マッ チン グ に より 、 他 に は 類 
を 見 な い 光 沢 と 深み の ある 高 品質 3 次 元 ハ ー ド コピ ビー を 供給 し まあ 
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30Udpi で 印字 ズレ 色 ム ラ を 追放 
サー マル プリ ンタ ー と し て は 最高 の 300dpi(11.8 本 /mm) 高密 
度 印 字 ヘ ッ ド と 精密 な プリ ンタ ー 機 構 が 印字 ズレ 色 ム ラ を 
ー 掃 、 級 密か な ワイ ヤー フレ ー ム 画像 や 高密 度 電子 回 路 映 像 


を も 鮮明 に 再現 し ます 
豊富 な 特殊 プリ ント 機能 


世界 初 の 0.| 倍 ス テッ プ 拡 大 機能 は プリ ント 画面 の 大 き さ を 
XY 方 向 そ れ ぞ れ に 1.0 倍 か ら 16.0 倍 ま で 任意 の 大 き さ に 
拡大 で き 、 ど ん な サイ ズ の ディ スプ レー 画面 で も 常に 記録 紙 
面 い っ ぱい に ハー ドコ ピー し ます 。 

その 他 白 黒 反転 、 ト リ ミ ン グ 、 自動 セン タリ ング 、 プリ ント 位置 
任意 指定 、 カ ラー アサ イン カラ ー イ ン テ ン シテ ィ ー 調 整 、YMC 
個別 プリ ント 、 左 右 反 転 、 コ ピー モー ド 等 各 ユ ー ザ ー の 用 途 
に 合わ せ た 使 い 方 が 自由 自在 。| 台 で 8 台 の 種類 の 異な 
る EWS を 接続 で きる リモ ー ト 機能 付き マル チ プ レク サー ほか 
シス テム 化 対応 付属 装置 も 豊富 で す 。 


株 式 会 社 
mJ 7. J] 
ZARRA 東陽 CVP 販 売 担当 
TEN Y 7103 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 石町 1-1-2 TEL 245-1351 FAX 271-4757 
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(資料 請求 番号 9) 


あら め る アン グル ご 
NEE KE 


ひと つの 物体 を 複数 の カメ ラ で 同時 に 撮影 し 、 
画像 処理 し た い そん な ご 要望 に お 応え する の が 、 オ ムロ ン 
の ヘッ ド 分 離 型 シ ャ ッ タ ー ビ デ オカ メラ で す 。 監視 や 検査 工程 に お いて 、 
取り つけ スペ ー ス を 気 に する 必要 が な く 〈、 小 る な 空間 で 小 き な 被写体 を 撮影 する こと が で きま す 。 


小さ な 空間 に 取り つけ で きる 外部 シャ ヤッター ト リガ ー 機 能 

` E J 
ヘッ ド 分 離 型 $5 ウィ イ ン ドッ 設定 に な いて 、 和 被写体 の 識別 部 位 を 画面 
ヘッ ド 部 だ け を 必要 な アン グル に 取り つけ る こと が で き 上 の 定位 置 に 確実 に 収め る こと が で きま す 。 


ます の で 、 小 る な 空間 で も 複数 の カメ ラ で 撮影 する こ 


と が 可能 で す 。 AC ア ダブ タタ 内 蔵 


-— d AC ア ダフ タ 内 | 蔵 に より 、 AC100V 電 源 が その 
i * -— M 
スリ ム な カメ ラコ ント ロー ル ユ ニッ ト di. 


スリ ム な ブッ クタ イプ で す 
の で 、 小 る な スペ ー ス に ⑧ | / 700 一 1/5600sec の 7 段階 の 速度 設定 が 可能 
並べ て 設置 で きま す 。 ま た 、 ⑧ 外 部 同期 モー ド も 可能 フレ ー ム トラ ンス ファ 方 
"— a 式 採用 OLOZ の 豊富 な C マ ウン ト 方 
| 操作 部 ・ 結 座 部 を 全面 | 採用 ああ スト ロボ な 
B に 集中 る せ て いま す の で どの 光源 は 不要 
操作 が 容易 で す 
- * mm EOS ^ N 
` > ン 
CCD シ ジ シャッター ビデ オカ メ P 。 形 PJLG-60 


_ 情報 シス テム 統轄 事業 部 画像 シス テム プロ ジェ クト 
_ 〒541 大 阪 市 東 区 南 久宝寺 町 4-39 御堂 筋 セ ンタ ー ビ ル 
TEL 06(282)2643 


立石 電機 株 式 会 社 


技術 面 で の ご 質問 は 、 上 記 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


(資料 請求 番号 10) 


統合 型 設計 シス テム 構築 ツー ル 


TED 30 


TEO/3D! Mix, zn CHA Ei FBS 
れ て いた 3 次 元 図形 と 属性 デー タ を 同 
一 の デー タベース で 一 元 管理 。 し か も 高 

応答 を 可能 に し た 先進 の 設計 デー タ 
ベー スシ ステ ム で すま チー ム 開 発 に 必要 な 
設計 デー タベース を 容易 か つ ロ ー コ スト 
で 構築 し 、 次 世代 CIE/CIM シ ステ ム の 
だ め の 統 合 環境 を 実現 。 ま た 日 本 デー 
タ ゼ ネ ラ ル の Al 技術 と の 融合 に より 、 知 
的 CAD シ ステ ム を 構築 する こと も 6 で きま す 


x 


D 


TE0/3D の 主 な 特長 

人 @ 最新 の リレー ショ ナル ・ デ ー タ ベー ス 技 術 
と 3 次 元 設計 技術 を 統合 。 図 形 / 文 字 デ 
ー タ を 一 元夫 理 ずる エン ジニ アリ ング ・ デ 
ー タ ベー ス を 実現 。 


@3 炊 元 グ ラフ ィ ッ クス / 図形 作成 ツー ル 、 イ 
メー ジ 表 示 ツ ー ル な ど を サポ ー ト 。 

人 @ 業界 標準 言語 で 記述 され た ユー ザ ・ プ ブロ 
グラ ム を 統合 する アプ リケーション ・ イ ンタ 
ズブ ェ ー ズ を サポ ー ト 。 

人 @ 分 散 型 開発 を 実現 する ネッ トワ ー ク 機能 。 


(資料 請求 番号 11) 


ANTONIA BED ENII 
STRIBUTED ARCHITECTURE 


TE0/3D の 主 な 適用 分 野 


E 動車 、 造船 、 プラ ント 、 建築 / 土 木 、 環 境 開 
発 お よび 流通 業 に お ける 情報 サー ビス 等 。 


TEO/3D は 、 デ ー タ ゼネ ラル 社 の 商標 で す 。 


HIT JUR 全社 


社 :〒105 東京 都 港 区 虎ノ門 4-3-13 ff 03(438) M 
= 場 :〒361 埼玉 県 行田 市 持田 2165 220485 (54) 716 
内 拠点 : 札 幌 / 仙 台 / De Oe Ea) XB P 
海外 拠点 : ア メカ / カ サダ / イギリス / フ ラン ス / イタ リア / オ ー ス トラ リア [72718535 


The Quest ... Art & Technology 


TEXNE 


| テク ネ 」 


^Technique “の 語源 を な す 古典 ギリ シャ 語 。 
模 信 技術 と し て の 芸術 や その 他 の 諸 技 術 を 統一 的 に 表現 し た 言葉 で 、 
建築 、 絵 画 を は じ め 、 文 学 、 医 術 、 弁 諭 術 、 魔 術 、 占 星 術 な ども 全て 
“Texnai "の ひと つと し て 考え られ て いた 。 


シス テム 開発 HW System Development 
シス テム ・ エ ンジ ニア リン グ EH System Engineering 
ソフ ト ・ ウ ェ ア 開 発 BE Software Development 
グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン W Graphic Design 
コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 制作 UW Computer Graphics Laboratory 
シス テム 販売 MH System Sales 
電子 機器 輸出 入 販 売 BE International Business 


※ 営 業 部 員 、 技 術 者 、 グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ザイ ナー 募集 。 
株 式 会 社 テ ク ネ T150 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 2-1、No. 620 傘 03-464-6927 FAX. 03- 476-2372 


CADDA Cini 


三井 造船 シス テム 技研 」 が 、 新 し いじ AD の 世界 を 創造 し ます 。 


三井 造船 の 長年 の 実績 と 優れ た 技術 力 を 集約 し て 生ま れ た 
三井 造船 シス テム 技研 」。 
CAD の 設計 ・ 製 造 を 行う と 同時 に CAD を 使用 する と いう 、 
ユー ザー に し て メー カー の 立場 か ら 得 た 総合 エン ジニ アリ ング ・ ノ ウ ハ ウ で 、 
つね に CAD シ ステ ム を 進化 させ て いき ます 。 


さま さま な 企業 ・ 用 途 に 対応 する 豊富 な ライ ン ア ッ フ プ 。 地理 図形 EA (Aiea rhe Maat 


@EWS 型 CAD/CAM シ ステ ム 配管 計画 設計 シス テム XCELA(3 次 元 構造 体 モデ アラ ) @ 地 理 情報 管理 レス テム U-DAMS 
CADEX10 設 計 製 図 レ シス テム 板金 加工 シス テム 人 地理 デー タ 入 力 編集 シス テム MERCARTGRAPH 
@ タ ー ン キー 型 大 規模 CAD/CAM シ ステ ム | 鉄筋 加工 ・ 積 算 ン ステ ム e 数 値 写 真 測量 シス テム MiGEOS 
@ デ プリ ケー ショ ン ・ ソ フト ウェ ア 指輪 彫刻 シス テム MCARES " 
機械 電気 ・ 板 金 ・ 金 型 設計 シス テム SCHEMA | 図面 情報 検索 システム RAMDA Sy 39997499 AANEEN RAD/OMBLB II / DIRECT. 
盤 設計 製図 シス テム ETIE E peace 
ーー いさ フー a 
射出 成形 金 型 シス テム MOLDAGUGEY REF) @ グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ ⑤② 三 井 造船 シス テム 技研 株 式 会 社 
E . | CAD/CAM 事 業 部 営業 部 電話 03-544-3455 直 通 
配置 計画 設計 シス テム XCELA[3 次 元 構造 体 モ デフ 7030/7150・20* ラ スタ 型 カ テー ディ スプ レイ | 304 東京 都 中 央 区 築地 5-6-4 


3 次 元 の 概念 設計 か ら 詳 細 設 計 
する 画 期 的 な パラメトリック ・ ツ リッ ド ・ モ デリ ング * 
シス テム て す 。 オプ ジェ クト 志向 の "フィー チャ ー・ 
ベー ス ・ モ デリ ング 、 フラ メト リッ ク RBAN. A 
東 、 使 易い" 寸法 駆動 方 式 ” を 特長 も し た 、 だ 
れ で も 思い の まま に 利用 で きる フッ パラ メト リッ ク ・ ソ 
リッ ド ・ モ デル です 。 


ま て サポ ー ト 


@ バ パラメトリック ・ ス ケッ チャ ー 機 能 


CADWIN 
2D/3D MCAD 


CADWIN “は 従来 型 の 高 機能 CAD を EWS 
版 に し た 高 機能 2D/3D MCAD で す 。 CADO 
コア で ある デー タ ・ ベ ご ベース は サー フェ イス まで の 
豊富 な 要素 タイ プ を サポ ー ト し て お 0、EWS の 
特長 で ある マル チ ・ ウ ィ ン ド ウツ ウ 機能 を ふん だ ん に 
利用 し 、 そ の 操作 性 、 機 能 性 を 飛躍 的 に 向上 
きせ まし た 。 


@ パラ メト リッ ク ・ パ ー ト ・ モ デラ ー 機 能 

@ パラ メト リッ ク ・ ア セン ブ プリー 機能 

@ バ パラメトリック ・ ド ロー イン グ 機 能 

@ ノ バラ メト リッ ク ・ メ ッシュ 機能 

@ カ ラー・ シ ェ ー デ ィング ク 、 自 動 高 速 陰線 処理 機能 


Pro/ENGINEER "は 他 の CAE、CAD、CAM 
シス テム と の 豊富 な イン ター フェ ー ス を 用 意 し て 
お り 、 他 シス テム と の 共存 利用 が 可能 で す 。 
また 、 機 能 別 オプ ショ ン ・ ソ フト ウェ ア の 利用 に 
ょ り 、 カ スタ ム 化 、 複雑 な 3 次 曲面 モデ ル 作 成 、 
自動 組立 、 自 動 メ ッシュ 発生 、 図 面 化 等 、 ア プリ 
ケー ショ ン の 拡張 が 可能 で す 。 


@ 便 利 な 製図 機能 
JIS 寸 法 線 、 ワー プロ ウィ ンド ウ 機 能 、 ド ラフ ター に 
近い 作図 手法 


e 高度 な CAD 機 能 
MODEL/DRAW、CPL/VIEW、 シ ェ ー テ ィング 等 
e 拡張 性 
2 次元 図面 一 3 次元 サー フェ イス まで の 幅広 い 
ニー ズ に 対応 


@ ユー ザー 言語 
LINK-DAT に よる カス タマ イズ が 可能 

@ 豊富 な イン ター フェ イス 
従来 の CAD デ ー タ 変換 、 Pro/ENGINEER と 
の 統合 利用 
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画 お 問合せ ・ 資 料 請求 : 東京 エ レク トロ ン 株 式 会 社 
コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム 事 業 部 CIM シ ステ ム 部 
本 社 :〒163・ 東 京都 新宿 区 西新 宿 1-26-2 新宿 野村 ビル 容 03-344-8921 


BELA gl 3Xxv70sR-ET2—ZKOC. 次 の 機能 を 実現 し まし た 。 


対話 的 に ソリ ッ ド ・ モ デル の 構築 が 可能 で す 。 マウ ス と エコ ー に よる 直感 的 な 
形状 操作 、 豊富 な 局所 変形 操作 に より 、 エ ンジ ニア の イメ ー ジ どう 5 の 立体 
モデ ル を 表現 で きま す 。 

@ マウ ス 王 体 の 操作 @3 次 元 ピ ッ ク 機 能 @ 豊富 な 局所 変形 機能 @ 変 
形 形状 の エコ ュー @undo 機 能 @ 複数 面 の 同時 変形 ( 面 モ ッ ト 機能 ) ev 
ィ ン ド ウ 毎 に 異な る 表示 モー ド で 、 マ ル チ ウ ィ ン ド ツウ 表示 (GMW ず ) @ 複数 ウ 
ィ ン ド ウ か ら の 同時 アク セス 、 同 時 エコ ュー 日 本 語 処理 (Wnn**) @ キー ボ 
ー ド か ら も 、 マ ウス か ら も 同等 な 操作 が 可能 


従来 の 同種 製品 し は 、 比較 に な ら な い は ほど と 応答 性 が 向上 し まし た 。 

e 高速 演算 アル ゴリ ズム @ ブ ー ル 演算 より 高速 な 局所 変形 操作 @half 
edge 法 に よる B-Reps 表 現 @C 言 語 に よる 高速 処理 @ 移植 性 が 良く 、 常 
に 最新 ハー ドウ ェ ア へ の 対応 可能 @ データ の メモ リト 上 へ の 常駐 に よる 高 
速 化 


32 bit EWS 上 で 稼働 、 従来 シス テム 価格 の 数 分 の 一 を 実現 し まし た 。 


@ 各 社 の 汎用 ワー クス テー ショ ン で 使用 可能 @ 特 殊 な ハー ドウ ェ ア 不 要 
e 安価 な デイ スク レス マシ ン へ の 対応 


株 式 会 社 アス テッ ク 


開発 ・ 販 売 ・ 


BORNEA 


TEL 109)47 7-154] (t) 


(資料 請求 番号 


T150 東京 都 渋谷 区 道玄坂 1-88-18 長島 第 一 ピル 


e 高い 改造 性 
シェ ル 言 語 ( マ クロ 、 制 御 構造 を 持つ 言 レイ アッ ウト 機能 (ウィ 
ンド ウ 、 メニ ュー 等 の レイ アウ ト が 自由 ) に より 、 カス タマ イズ が 容易 て 、3 次 元 
CAD の プラ ッ ト ・ フ ォ ー ム と し て 使用 で きま す 。 

e ネッ トワ ー ク 対応 
ネッ トワ ー ク 対応 の 、 マ ル チ ・ ウ ィ ン ド ツウ ・ シ ステ ム (GM W ) と 、 日 本 語 処理 シス 
テム ( Wnn) に より 、 ネ ットワーク 上 の 複数 マシ ン へ の 同時 表示 、 CAD デ ー 
タ 、 ド キュ メン ト 類 、 日 本 語 変 換 辞書 等 の 集中 管理 が 可能 で す 。 

@ 日 本 語 完全 対応 ーー 一 
純 国 産 の ツ ソフト ウェ ア で すか ら 、 コ マン ド 、 立体 名 を の 他 へ の 日 本 語 の 使用 ま 
で 考慮 され て いま す 。 

e 統合 的 な 環境 一 ーー 
マル チ ・ タ スク 、 マル チ ・ ウ ィ ン ド ウ を 利用 し 、 2 次 元 CAD、 文書 処理 シス テム 、 
構造 解析 シス テム と の 、 統合 的 な 環境 の 実現 を 子 定 し て いま す 。 

(販売 形態 ) ソー ス 、 ロ ー ド ・ モ ジュ ー ル の 2 種類 

*VENU は 情報 処理 振興 事業 協会 の 委託 

を 受け 、( 株 ) アス テッ ク と デザ イン オー トメ ー 

ショ ン (株 ) が 、 東京 大 学 精密 機械 工学 科 木村 

研究 室 の 指導 の も と に 開発 し た も の で す 。 

VENUS は Visual Engineering Network 


Unification System の 頭 文字 を と っ た も の 
Cos 


xx (SMW、Wnn は 、 京 都 大 学 数 理解 析 研 究 所 、 
(株 ) アス テッ ク 、 立石 電機 (株 ) が 共同 開発 し た 
も の で フリ ー・ ソ フト ウェ ア と し て 広く 配布 され 
て いる も の で すむ 


デザ イン オー トメ ーション 株 式 会 社 
T'160 東京 都 新宿 区 百人 町 |-13-] ロー ズ ベ イ ビ ル 
TEL (03)360-8033 (tt) 


16) 


woe と ュー ダ O 


タイ タン 


リア ル タ イ ム ・ ク グラ フィ ックス の 未踏 領域 を 拓く TITAN 


コン ピュ ー タ の ニュ ー カ テ デ ゴリ ー と し て 誕生 し た グラ フィ ックス ・ ス ー パ ー コ ンピュータ 
TITAN, 89 年 の エン ジニ アリ ング 環境 を きら に 深め よう と し て いま す 。 スー パー コン 
ビュ ー タ 並 の 演算 パワ ー と 高速 3 次 元 グ ラフ イッ クス 機能 を 、 ハ イバラ ンス に 融合 。 一 挙 に 
リア ル タ イ ム ・ グ ラフ ィ イッ クス を 実現 し まし た 。 科 学 技術 計算 と 、 そ の 結果 を リア レタ イム で ビジ 
ュ ア ライ ズ す る リア ル タ イ ム ・ グ ラフ イッ クス の 世界 。 今 日 まで 、 ど ん な に 高価 な スー パー コン ピ 
ユー タ も 、 グ ラフ イッ クス ・ タ ー ミ ナル も 到達 し し な か っ た この 未踏 領域 に <TITAN> が 第 一 
歩 を 印 し た の で す し か も 、 エ ンジ ニア 一 人 一 人 に 手 が 届 〈 低 価格 で ……。 科学 技術 シ 
ミュ レー ショ ン 、 モ デリ ング に 新 次 元 を 拓く <TITAN>、 ク ボタ コン ピュ ー タ が お 届け し ます 。 


ボタ コン ビ ピュー 株 式 会 社 


T160 東京 都 新宿 区 新宿 2-8-8 03 (225)0741 大阪 支店 〒541 大 阪 市 東 区 本 町 5-15-2 谷 06(264)2501 


(資料 


Graphics Supercomputer 


TITAN 


< 構成 > 

ハー ドウ ェ ア : 本 体 (1 一 4 プロ セッ サ 並 列 処理 、8 一 128MB メ モリ 、380MB デ ィ ス ク 3 台 お よび 
120MB テ ー プ 内蔵) 、19 イ ンチ カラ ー モ ニタ (1670 万 色 ) 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウス ft 

ソン ソフトウェア : UNIX(System V.3 お よび BSD4.3) 、 自 動 ベ クト ル 化 自動 パラ レル 化 コ ン パ イラ 
(FORTRAN-C) 、VAX/VMS 互 換 コ ン パ イラ (FORTRAN)、NFS、Dore ク グラフィック ツー ル 、 
TCP/IP、 イ ー サ ネッ ト 、X-WINDOW、 日 本 語 機 能 他 

< 性 能 > 

ビ ピーク 演算 性 能 : 16 一 64MIPS、16 一 64MFLOPS(1 一 4 プロ セッ サ ) 

倍 精度 LINPACK:6.1MFLOPS (1 プロ セッ サ 時 ) 、10MFLOPS (2 プロ セッ サ 時 ) 

グラ フィ ッ ク 性 能 :5 千 万 グロ ー シ ェ ー デ ィ ド ピク セル / 秒 、 40 万 ショ ー ト ベク トル / 秒 、7.5 一 20 
万 ポリ ゴン / 秒 (1 一 4 プ ロ セ ッ サ ) 


* ま UNIX は AT&T 社 の 開発 し た OS で す 。 

* VAX/VMS は DIGITAL EQOUIPMENT 社 の 登録 商標 で す 。 

.* NFS は Sun Microsystems 社 が 開発 し ライ セン ス し て いる ソフ トウ ェ ア で す 。 
ネイ ー サ ネッ ト は XEROX 社 の 登録 商標 で す 。 


山梨 工場 1400-02 山梨 県 中 巨摩 郡 白根 町 下 今 諏 訪 907-8 110552 (84) 4861 


操作 性 を 重視 し た 対話 型 統合 CA ヒ シス テム 


。 DESIGN SU 
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T102 東京 都 千代 田 区 東 神田 2-6-2 タカ ラビ ル 9 


TEL 03-864-69120 


男女 ソフ トウ エア エン ジニ ア 募 集中 


コン ピュー タグ ラフ ィ ッ クス に 興味 の ある 方 は 履歴 書 
を 送付 、 ま た は ご 連絡 下さ い 。 担当 広瀬 


RIS 


IRIS は エン ジニ アリ ング 業務 の 効率 化 を 図る だ め 、 設 計 か ら 解 析 ・ 評 価 る ら に は 製 
、 技 術 レ ポー ト 作 成 と 幅広 く サ ポー ト す る ソフ トウ エア パッ ケー ジ 群 で す 。IRIS は 、 対 
話 形 式 で ポッ プア ッ プ ・ メ ニュ ー を マウ ス あ る い は ペン で 指示 する こと で 必要 な 機能 
操作 で き 、 ま た 形状 の 生成 に な いて も 、 デ ィ イス プレ イ 上 に 表示 きれ て いる 形状 ある い は 
コマ ンド を 指示 する こと で シス テム を 操作 で きま す 。 
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2. FEM 入 カテ 
の 作成 


sputo 
wcl’, FRE 
者 分 制 を 行 2。 


セン チュ リリ サー チ セ ンタ 株 営業 開発 第 1 部 〒103 東 京都 中 央 区 日 本 橋本 町 3-6-2 TEL 03-665-9741 

ニチ メン デー タ シ ス テム (本 営業 部 〒103 東 京都 中 央 区 日 本 橋本 町 1-3-2 共 同 ビ ル TEL03-241-2611 

メモ レッ クス ・ テ レッ クス ( 林 EWS 営 業 部 〒103 東 京都 中 央 区 八重 洲 1-7-20 八重 洲 口 会 館 TEL03-275-0452 
東芝 エン ジニ アリ ング (株 EWS シ ステ ム 部 F210 神奈 川 県 川崎 市 幸 区 堀川 町 66-2 興和 川崎 西 ロ ビル TEL 044-548-3354 
日 本 鋼管 株 コン ビ ピュー ター・ 機 器 営業 部 〒102 東 京都 千代 田 区 九段 北 4-1-3 飛 栄 九段 北 ビル TEL 03-222-5965 

キヤ ノン 販売 株 特 機 営業 部 〒108 東 京都 港 区 港南 2-13-29 キ ヤノ ン ・ オ プティ カル セン ター TEL03-740-3334 

日 本 電子 計算 株 科学 技術 事業 部 〒103 東 京都 中 央 区 日 本 橋 免 町 6-7 TEL 03-668-6171 
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MAPPING SUPER 
GRAPHICS GRAPHS 
Ga ioc cot 


を 専用 の カス タム LSI で 


SpaceGraph 450 は 、 ナ ン バ ー ワ ン の 実績 を 誇る 410 シ KGMTERETG E RR 
PE i ico e500.000 ベ クト ル / 秒 以上 
リー ズ の 機能 を きら に 革新 させ 、600.000 シ ョ ー ト ベク トル / の 超 高速 表示 
秒 の 描画 性 能 を 実現 し た マッ ピン グ 専用 の グラ フィ ッ ク テ イ @ 高度 な イン タラ クティ ブ 機 能 
$ gt T TM EA 2 
スプ レイ で す 。 そ の 超 高 速 表 示 性 能 と 比類 な き 応答 性 は 、 ga 
| l ] e 豊富 な 入出 力 装置 
地図 の 緊急 検索 シス テム や 大 量 デー タ を 持つ 新た な 地図 e 実績 の ある グラ フィ ッ ク 


情報 処理 シス テム の 実現 を 約束 し ます 。 パッ ケー ジ 


F3 JAAN E E 株 式 es = お 問 合 わせ は 電子 営業 部 情報 機器 課 ヘ ーーーー 
it 本 社 事務 所 T107 東京 都 港 区 赤坂 2 丁目 17 番 22 号 赤坂 ツイ ンタ ワー 本 館 
zy TN PD\ — ii ft (03)584 一 8821( ダ イヤ ルイ ン ) ファ クシ ミリ (03)584- 2482 


@ it BiB x $t (AL) / fe (011) 261—8321 Qe F dit x 社 (仙台 )/ 容 (022) 225—6831 @ 関 西 支社 (大 阪 )/ 容 (06) 344—1640 信和 九州 支社 (福岡 ) ノ 容 (092) 761—2636 
e 森 支店 (八戸 )/ 容 (0178) 33 一 5222 @ 東 海 支店 (清水 )/ 容 (0543) 53—0138 人 @ 中 部 支店 (名 古屋 )/ 容 (052) 203—1225 07$ ^ * 5 ン 容 (078) 321—2431 
人 @ 四 国 支 店 (高松 )/ 容 (0878) 33 一 9800 人 @ 中 国 支 店 (広島 )/ 容 (082) 243—0686 @ 長 崎 支 店 / (0958) 61—8148 @HFRERE ン 容 (0992) 23—5261 


CaC Computers and Communications 


一 彼 妙 な 色彩 表現 が で きる 1677 万 色 の 
カラ ー 入 力 。 色彩 豊 か な イラ スト や 微妙 
な 色調 の 写真 な どの カラ ー 原 稿 を 、1 画 
素 当 た 0RGB 各 最大 8 ビッ ト 、256 階 調 

高 精 細 で 読み 取り 、1677 万 色 の フル 
カラ ー を 再現 し ます 。 


(デー タ 保 証 値 は 、64 階 調 ・26 万 色 ) 


に 2 
1850), 
5036 


"^ NEW グラ フィ ックス 自由 自在 

微妙 な 濃淡 も くっ きり 。 ど ん な 画像 も 
鮮やか に 読み 取る 64 階 調 の 高 精細 、 多 機能 イメ ズー ジス キャ 大 
イメ ー ジ スキ ャ ナ PC-IN503G 


日 本 電気 クル ー 


プ < 技術 的 な ご 質問 ・ ご 相談 に 電話 


ルカ ラー、 高速 ・ Ir 月 ! 


ゆる グラ フィ ッ ク ・ ニ ー ズ に 応え ます 。 


一 多彩 な 機能 が 鮮明 で 自然 な 表現 を 可能 
a E74 3 BBELL d 0 KED 
的 に 自然 画 に 近い 表現 が で きま す 。 ま た 、 
RARA RL, CELEO E 
な っ た 部 分 で も 文字 は っ きり と 読み 込む 
こと が 可能 で す 。 

画 最 大 A4 サ イズ まで の 読 
ビジ ネス の 高度 な ニー ス ( 
取り サイ ズ で 応え ます 

画 線 密度 等 の 設定 状態 が 一 目 で わか る 液 
晶 デ ィ ス プレ イ を 装備 。 複雑 な 読み 取り 
条件 を わか りや すく 表示 し 、 快 適 な 入力 を 
実現 し ます 。 

田 接 続 を 容易 に する 。 豊富 な イン タフ ェ ー ス 
を 用 意 。 標 準 装備 の RS-232C イ ンタ フェ ー 
ス に 加え を 、 オ プシ ョ ン で GP-IB/ パラ レル 
イン タフ ェ ー ス を 用 意 。 


取 り が 可能 。 
- も 余裕 の 読み 


本 体 標準 価格 145.000 円 


で お 答え じ ます > 
NEC パ ソコ ン イ ン フ ォ メ ーション セン ター 


(資料 請求 番号 20) 


ソナ ルイ メー 
な 画像 デー タ に 対応 する スタ ンダ ー ド 機 。 

詳 ハ ン デ ィ イ メー ジス キャ ナ PC-IN5II 本 体 標準 価格 69,800 円 
A6 サ イズ まで の 8 読み 取り 可能 。 手軽 に 使え る ハン ディ タイ プ . 


a/'— 
マン 


ZK 


NE バー ソナ ルコ ンピュータ 
ラー イー ジス キャ ナ 


C-IN506 


本 体 標準 価格 228,000F3 


| あら ゆる ジャ ン ル で 手軽 に 使え る 、 | 
AB サイ ズ 対 応 の パー ソナ ルカ ラー 


| イメ ー ジ スキ ャ ナ 。 | 


| PC-IN505 
体 標 準 価 格 138,000 円 


※ 記 事 中 の 使用 例 は 、 
原稿 を イメ ー ジ スキ ャ ナ で 読み 込ん で ソフ トウ ェ ア 処 理 し た も の で す 


ジス キャ ナ PC-IN502 本 体 標準 価格 99,800 円 


受付 時 間 …9:00 一 17:00 月 曜日 金曜 日 (祝日 を 除く ) 
東京 03(452)8000 大 阪 06(211)9800 電話 番号 は 、 よ く お ぉ 確かめ の うえ お か け く だ さい 


rcé Sm-rn--—mA3i 
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D 


arcae ce pr ES Odi SE 


を の 優れ た EWS 技 術 と 世界 中 で 豊富 な 実績 を 持つ 
. CADDS ン ソフ トウ エア が 融合 し まし た 。3 次 元 モデ リン グ ・ 
解析 な ど 高 度 な 作業 を 支援 する CADDStation と 手軽 に 
2 次 元 設計 ・ 製 図 を 行う パー ソナ ル CAD CS-3100/HR。 
この 2 つの シス テム を 結ん だ CS-CADDS ネ ットワーク 。 
技術 者 の 個性 と 創造 性 を 確実 に シス テム に 活か せま す 


uua 


i 


( 1 


d a 


¢ 


CADDStation と CS-3100/HR で 双方 向 の デー タ 交 
換 が 可能 で まあ この CS-CADDS ネ ットワーク に は 、 転 送 
速度 10Mbps と いう 高速 の イー サ ネ ッ ト , TCP/IP を 採 
用 。 大 量 デ ー タ の 転送 も スピ ー デ ィ に で きま す 。 


業務 の 形態 に 応じ 2 次 元 作業 、3 次 元 作業 の 分 担 が 
で きま す 。 個々 の シス テム を フル 活用 する 組み 合わ せ を 
フレ キシ プル に 構成 で きま す 。 


93r C^ PER CUR | CIBO EI odd EOS 


コン ピュ ー タ 資産 を 活か し な が ら 、 必 要 に 応じ て シス テム 
拡張 が で きる Add-on 方 式 で ま 


※CADDS:Computervision Automated Design and Drafting System 
※CADDS は COMPUTERVISION 社 の 開発 ソフ ト で す 。 


_ celo c 


2 次 元 パ ー ソ ナル CAD 
CS-3100/HR 3 


3 次 元 CAE/CAD/CAM 
CADDStation 


. m コン ピュ ー タ 事業 部 電話 (03)457-2725( ダ イヤ ルイ ジ ) 
お ぉ 問合せ は 株 式 会 社 Rs / 産業 シス テム 事業 部 電話 (03) 457-4340 (タイ ヤレ イン ) 
F105 東京 都 次 区 芝浦 1-1-1 (東芝 ピル デイ ンダ ) 


エネ ルキ ー と エレ クト ロニ クス 


JO m DNA AA Ke HORS ( 盗 料 請求 番号 21) 


inage maker 


IM-9800° 
@P「 ベイ ント @3 ロ リア ニメーション elM RAY-TREKI e3DM eDTPAU 


新 製品 

邊 並列 処理 で CG 画 像 制作 の 大 幅 な 時 間 短 縮 を 可能 に する SUPER ENGINE IM-9800SE 
IM-9800SE 対 応 レ 條 レー シン グ ソ フト IM SUPER- THEK 

@⑥ 高 品位 の 建築 プレ ゼン テー ショ ン を 可能 に する IM-DYNAPERS 


新宿 営業 本 部 TEL 03(342)2471 
T163 東京 都 新宿 区 西新 宿 2-4-1 新宿 NS ビル 1F 


Fell | ae . 大 阪 支店 TEL06(532)7051 
会 ig ケー F500 大 阪 市 西区 阿波 座 2-2-1 サン キン ビル 内 


(資料 請求 番号 22) 


a 


Polaroid camera module 


日 本 バイ ナリ ー 株 式 会 社 


Tl50 東京 都 渋 谷 区 渋谷 ど -1 7-3 南 塚 ビ ル 
TELADS)40 7-9 751002) 


高 品位 フォ ント を パソ コン 上 で 
Ed 271 作成 する 「 真 名 」、 日 本 語 DTP 時 代 
の ニー ズ に 応え て 、 新 登場 。 


パソ コン 上 で 稼働 

真名 は パッ ツッコ ユン 上 で アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト F 成 
を 実現 し ます 。 特別 な ハードウェ ア は 必要 な く 〈、 
従来 の よう に ミニ コン や EWS を 使用 する 場合 に 
比べ 、 低 コス ト で す 。 

ドッ ト ・ パ ター ン 編 集 機 能 

スキ ャ ナー、 TV カメ ラ よ り ド ッ ト ・ バ パタ ー ン を 入 
力 で きま す 。 マ ウス に より 読み 込ん だ パタ ー ン に 
追加 、 修 正 が 可能 で 、 ス ムー スズ 拡大 機能 
入力 ノイ ズ の 修正 機能 な ど 高 度 な 編集 機能 
装備 し て いま す 。 

円 好 、 ベ ツェ ー ル 曲線 の あて は め 

真名 で は 、 特 殊 な アル ゴリ ズム の 開発 に より 、 


Wangs SAX SS) 


LN 曲線 部 の 円 弧 、 ベ ツェ ー ル 曲線 の あて は め を 
0 高速 に 自動 的 に 行い ます 。 ド ッ ト ・ パ ター ン で は 
LINE 59 不可 能 な 美 い アウ トラ イン 抽出 を 実現 し まし た 。 
d NE 59 アウ トラ イン 編集 機能 
QA 作成 され た アウ トラ イン は 、 直 線 、 円 弧 、 ベ ツェ 
US ー ル 曲線 EL て 修正 、 追 加 が 可能 で す 文字 の 
core 大 き さ の 自由 な 選定 、 回 転 、 晶 抜き な ども 容易 
LINE に 実現 。 ノ パソ コン CAD ク ラス の 編集 機能 を 

ト 持っ て いま す 。 

3 o oo バッ チ 処 理 機能 

7) レン ユー ザー が 設定 し た バッ チ ・ プ ログ ラム に よ 

> LINE り 、 同 一 処理 の 多い アウ トラ イン の 抽出 を 自動 
iN 実行 する こと が 可能 で す 。 


カッ ティ ング プロ ッ タ ー に 対応 

作成 され だ アウ トラ イン は 、 カ ッ テ イ ング ブ プロッタ 
ー で て 出力 て きま す 。 ボッ プ 文字 や ロゴ タイ プ の 
作成 は も ちろ ん 、 各 種 デ ザイ ン 作 業 に 威力 を 発 


T 
EZ, 
ad 


揮 し ます 。 


Te 


アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト 作 成 シス テム 
LINE 126 532 226 G32 NEC PC-9800 シ リー ズ 用 
LINE 226 509 226 532 
LINE 226 532 216 944 : 価格 150 万 円 (MS-D0S は 別売) 
LINE 216 544 214 562 
* BEZR 214 562 215.007 218 980 216 596 使用 条件 
ハッ チン グ 処理 を し だ が. di RM OU 作成 され た 文字 元 パ ター ン Li v `~ :N P -98 P -08 P -908 2 
アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト 」 NE 210 622 アウ ト 有 ヌス スン ・ フ ォ ン ト di: E EC PC-98XA、PC-98XL、PC-98XL 
G 684 l 入力 装置 NEC PC-IN502 お よび TV カメ ラ 等 
A m e nd : CRT: パ イリ ヅ ツリ ュー ショ シン ディ スプ レイ 
G33 2 @ メ モリ 768K バ イト 実装 @MS-DOS 3.0 以 上 


@ マ ウス が 必要 で す 。 た だ し 、 アウ トラ イン の 抽出 部 分 の 

プロ グラ ム に は 必要 あり ませ ん 。 

@ ア ウト ライ ン ・ フ ォ ン ト の 編集 プロ グラ ム に つい て は 80287 
等 の NDP が 必要 で す 


※MS-DOS は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す 。 


総 発売 元 Mitsubishi Corporation 


《 


ーー a 
oe 三菱 商事 株 式 会 社 Information and Control Laboratory Co., Ltd. 


取扱 セク ショ ン = 
技術 部 イン フォ ー メ ーション テク ノロ ジー チー ム 株 式 会 社 イ ン フ ォ メ ーション アン ド コン トロ ー ル 研究 所 
〒]00- 86 東京 都 千代 田 区 丸の内 8 丁目 5 番 3 号 TEL.03(210)2538. 7543. 7386 T160 東京 都 新宿 区 新宿 5 丁目 ]] 番 96 号 中 島 ビル 5F TEL.03(35)4746 FAX.03(357) 714 


(資料 請求 番号 24) 


RICO 
A3 判 出力 の レー ザー だ か 


オフ ィ ス で 使え る 。 設 計 分 野 で 使え る 。 
B4・A4 判 へ の 縮小 印字 も 自由 目 在 。 
さら に 、 各 社 の パソ コン に 接続 で きる 。 
高 性 能 レ ー ザ ー プ リン ター、 

“PC LASER” っ つい に 誕生 。 


NW 
WW 
WW 
WW 
WW 
WWW 
ww 
ANN 


か える だ け で 、 BAO ペソ コン 用 プリ ン 
ター と し て 、 威 力 を 発揮 し ます 
適応 機種 :NEC PC-9800/N5200、 
TOSHIBA J3100、 日 立 BI6、 リ コー Mr マイ ツー ル 


現在 お 使い の ドッ ト プ リ ンタ ー と プラ グ コ ン パ チ ブ フル 。 適 応 d 
機種 に 対応 する ほとん どの 市 販 ソ フト は その まま 使え ます 


プリ ンタ ー 上 で 設定 で きる 縮小 サイ ズ は 5 種類 。 操 作 は 、 
パネ ル の 縮小 キー を 押す だ け な の で と て も 簡単 。 ご 希望 講 準 シス テム 価格 ……|……628.000 円 


の ファ イリ ング サイ ズ で 、 鯉 明 な プリ ント アウ ト が 行え ます , Na o c) 
フォ ント カー トリ ッ ジ F24M 含む 


パソ コン 用 レー ザー プリ ンタ ー 


A4 判 出力 の 超 小 型 


ay = 
姉妹 機 、LP1060-SP3 も 好評 発売 中 。 
@ カ タロ グ を 差し 上 げ ます 。 ハガキ に 資料 請求 券 を 貼っ て 右記 住所 まで お 気軽 に お 送 の (だ きい 。〒107 東京 都 港 区 南青山 1-15-5 株 式 会 社 リ コー 宣伝 部 auge En 
また 、 電 話 に よる お 問い 合わ せ は 容 03(578)3111 1/O 営 業 部 計画 課 まで お 気軽 に どう ぞ 。 XN Qu 


(資料 請求 番号 25) 


NISA I/ DISPLAY II on Sony News 


1989 年 3 月 31 日 まで 


Sony News 
NWS-841 


汎用 構造 解析 ソフ ト 
NISA I/DISPLAY I | + 


世界 2,500 社 で 使用 され て いる 、 
構造 解析 ソ プ か ウエ ア 。 


キー ボー ド 、 マ ワ ス 


17' 高 解像度 カナ ラー モニ ター 
カラ ー ビ ッ トマ ッ プ ボー ド 付 


特別 価格 キャ ン ペ ー ン 実施 中 // 


キャ ン ペ ー ン 価格 


= 525 万 円 


別売 ソフ ト 
@ 最適 設計 (NISAOPT) 
ー 構 造 の 最適 化 
ー 形 状 の 最適 化 
ー 梁 構造 物 の 最適 化 
e 流体 解析 (NISA3D-FLUID) 
ー3 次 元 流体 解析 
ー 圧 縮 流 / 非 圧縮 流 
ー 定 常 / 非 定常 流 
ー 層 流 / 乱 流 
ー 相 変化 を 伴う 流れ 
ー ボ ポー ラス メデ ィ ア 
@ 疲 労 / 破 壊 解 析 (ENDURE) 
ー ク ラッ ク 発 生 予 測 
ー ク ラッ ク 進 展 予測 
ー 静 解析 / 動 解析 この 直接 イン ター フェ イス 
@ プリ ント 基板 解析 (FEAP) 
ーPCB の 熱 、 応 力 、 振 動 の 解析 
ーー 電子 部 品 の 形状 ライ ブラ リー を 完備 
ー 自 動 メ ッシュ 生成 


NSAI «^ — ME DISPLAY II 
NISA IL に は 以下 の 解析 機能 が 含ま れ ま す 。 @ ブ プリ プロセッサ 
@ 線形 静 解 析 ー3 次 元 対 話 型 カラ ー グ ラフ ィ ク ス 
ー 複 数 荷重 ケー ス と その 重ね 合わ せ -3N ERRET J27 
ー 等 価 応力 計算 ー モ デル チェ ッ ク 機 能 
@ 非 線形 静 解析 @ ボ スト プ ロ セ ッ サ 
ー 超 弾性 材料 (ゴム な ど ) -BEQERE mA 
ー 温 度 依存 性 材料 ー 特 定点 の 時 間 履 歴 
ー 弾 望 性 解析 | 
B 有限 歪み NISA I の 特長 
@ 熱 伝導 解析 @NISA I ファ ミリ ー は 広範 囲 の 解析 機能 
ー 線形 、 非 線形 解析 を 提供 する 総合 CAE ソ フト で す 。 
ー 定 常 、 非 定常 解析 @NISA I ファミリー は 高 機能 、 低 価格 で 
— NEZ 一 す 。 
ee a @NISA I ファ ミリ ー は バ パソ コン か ら ス 一 
"IX n パー コン ピュ ー タ まで 同一 の ソフ ト 体 系 
-— 古 Cdo 
m @NISA I ファ ミリ ー は 各種 CAD/CAM 
ー 周波 数 応答 解析 シス テム に 幅広 く 対応 し て いま す 。 
ー シ ョ ッ クス ペク トル 解析 
ー ラ ンダ ム 振 動 解析 
お 問い 合わ せ 先 


e セ ンチ ュ リ リサ ー チ セン タ 株 式 会 社 


〒103 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 3-6-2 Tel.03(665)9828 


e 久保 田 鉄工 株 式 会 社 


* NISA T ファミリー は 、 EMRC が 開発 し ライ セン ス し て いま す 。 


e デー ゼル 機器 株 式 会 社 


〒150 東京 都 渋谷 区 渋谷 3-6-7 Tel.03(5485)4160 


@ メモ レッ クス ・ テ レッ クス 株 式 会 社 


T103 東京 都 中 央 区 日 本 橋 室町 3-1-3 Tel.03(245)3836 〒103 東京 都 中 央 区 八重 洲 1-7-20 Tel.03(275)0452 


(NWS-841 の 主 な 特長 ) 

e CPU、I/O プ ブロ セッ サ と も に 、 MC68020 を 使用 し 
処理 速度 2.4MIPS を 実現 。 

@ メイ ン メ モリ 8MB、 最大 16MB ま で 拡張 可能 。 

@286MB ハ ー ド ティ スク 内 蔵 。 

@ 標準 シフ トウ ェ ア 
NEWS-OS2.2 : UNIX4.2BSD +X Window 
System Ver 10+NFS Rel 3.0/C, Fortran, 
Pascal etc. 


開放 型 分 散 処理 ワー クス テー ショ ン 


※UNIX は 、AT&T の ベル 研究 所 が 開発 し 、AT&T が ライ セン ス し て いま す 。 
※NFS は Sun Microsystems 社 が 開発 し 、 ラ イセ ンス し て いま す 。 


(資料 請求 番号 26) 


GO 


UNIVERSAL 


SCAN CONVERTER 
高速 リア ル タ イ ム ・ ユ ニ バ ー サ ル ・ ス キャ ンコ ン バ ー タ 


ビデ オタ 人 ング の アッ ズ ダウ ン が 思い の まま 。 


あら ゆる 映像 を V TRIXEX 


高 解像度 CAD/CAM 画 像 , リモ ー ト セン シン グ 画 像 , 各種 PC/ 
EWS 画 像 , ハイ ビジ ョ ン 映 像 , 各種 ニュ ー メ ディ イア 画像 を リア ル タ 
イム で NTSC タ イミ ング に 変換 レプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン や 放送 ビデ オ 
パッ ケー ジ の 制作 に 利用 で きま す 。 


限ら れ た ディ スプ レイ を 有効 利用 


] 台 し か な い ビ デオ プロ ジェ クタ や CRT に あら ゆる 映像 ソー ス が 表 
示 で きれ ば プレ ゼン テー ショ ン 効 果 は も っ と 上 が る は ず で す 。 また 
CRT デ ィ ス プレ イ は た く 〈 さ ん ある の に 表示 タイ ミン グ が 異な る 、 ビ デオ 
プリ ンタ に も 出力 し た い が タ ング が 合わ な いな と 出力 側が 限定 き 
れ て いて も 、 あ ら め ゆる 入力 タイ ミン グ を 任意 の 出力 タイ ミン グ に 「 9110 
型 」 が 変換 し ます 。 


Bb 


人 水平 同期 周波 数 : 
o £ | [5] 88/8] EK : 
人 @ イン ター レー ス 比 : 
人 @ 標 本 化 周波 数 : 


人 @ 最 大 画面 構成 : 
人 @ 最 大 変換 速度 : 
・ 入 出力 独立 ユー ザ プ ロ グラ マブ ル 

: NTSC・RGB・ デ ジタル RGB (スイッチ 切替 え ) 


@ 入出 力 同期 タイ ング 
@ 入 75 信 5 


ez 源 : 
e^t 形 TF 法 : 


Up 
Through 


I 5KHz^-64KHz 
25Hz~240Hz 

(stl E els DN 

A 73 fBl | 20M HzMAX 
出力 側 125MHzMAX 
2032(H) x 1016(V) 
55MPIXEL /sec 


AC-100V X 1096 消費 電力 350VA 
471(W) x 280(H) x 462(D)mm 


内 ASTRODESIGN. | アス トロ デザ イン 株 式 会 社 神奈 川 県 川崎 市 中 原 区 上 小田 中 863 T211 TEL(044) 751-1011 FAX(044)751-1300 
nc. 関西 営業 所 大 阪 市 東淀川 区 東 中 島 |-18-27 新 大 阪 丸ビル 新館 510 T533 TEL(06)328-8558 FAX(06)328-5058 
第 造 開発 : クロ マテ ッ ク 株 式 会 社 


(資料 請求 番号 27) 


Sun-34 用 フル カフ ラー グラ フィ ッ ク ボ ー ド 


UDC-3400 Series 


(米国 ) ユ ニ ビ ジョ ン テ ク ノロ ジー 社 


UDC-3400 シ リー ズ は 、SUN ワ ー ク ステ ーション の バス フォ ー マ ッ ト | ソリ ソン ドモ デリ ング B CAD/CAE 
で 設計 され た 高 性 能 カ レ カ ラ ー グ ラフ ィ ッ クボ ー ド で も イメ ー ジ メモ 


E 画像 処理 園 アノ ニメーション 
リ は 2048X1024dot の 場合 、(24bit) 十 (8bit Z Buffer)-- bit overlay) Em d 
の 構成 まで 可能 で ディ スプ レイ コン トロ ー ラ 82786 に よる 高速 描画 が 軒 リ モー ト セ ン シ ン グ NH 各種 プレ ゼン テー ショ ン 用 
行え ます 画像 の 解 折 イメ ー ジ 生成 


@ 
erro RR UDC-800 / 2600 Series 


61 X1280x10240 RARE RE (60Hz/v44v—2) 


@ 最 大 2048x 2048 の 表示 メモ リ UDC-800 及 びび UDC-2600 シ リー ズ は IBM-PC/AT 又 は 、 互 換 機 
GU ビッ トマ ッ フ メモ リ : 8Mbytes 組み 込み タイ プ の グラ フィ ッ ク ボ ー ド で 直 最 大 1600x1280 の 超 高 解 
ディ スプ レイ リス トメ モリ :4+Mbytes i r = 示 が 可能 で 
BOREAS "NIC 像 度 で 256 色 又は 、1600 万 色 の 同時 表示 が 可能 で す 。 
OETA UK : 107MHz 
@ETAHA : RS-343 
対応 モニ タ : 64KHz( 水 平 走 査 ) 
: 60Hz (ノン イン タレ ー ス ) 

〇 ⑦VME サ ンマ イク ロ シ ス テム フォ ー マ ッ ト 準 拠 
⑥② メ モリ アク セス NAEP セス 

・ ワ ー ド アク セス 時 : ホス トバ ス よ り 2^ ン 400 万 ピク セル / 秒 

・ ロ ング ワー ドア クセ ス 時 : VSB バ ス よ り 1000 万 ピク セル / 秒 


る @ レ ジス タ ア クセ ス / メモ リア ドレ ッ シ ン グ : メ モリ マッ プ ド 方 式 
る ⑧Sun-3 は 米国 サン マイ クロ シス テム ズ の 製品 で も 


E ASTRODESIGN アス トロ デザ イン 株 式 会 社 神奈 川 県 川崎 市 中 原 区 上 小田 中 863 F211 TEL(044) 751-1011. FAX (044)751-1300 


(資料 請求 番号 28) 


KOMATSU 
Three-Dimension Plotter 


設計 者 の イメ ー ジ を すばやく 立体 モデ ル に 具現 化す る コマ ツ ご 次 
元 プ ロッ タ に 、 従 来 機 を さら に 上 回 る 高 性 能 機 が 誕生 し まし た 。 
19.PK ボ ー の 高速 デー タ 伝 送 と 高 性 能 じ DU の マル チ 制 御 に よ 
り 、 最 高 切削 速度 は 毎 分 7.5m で 、 高 精度 加工 を 実現 。 設 計 ・ 試 作 
期間 の 大 幅 な 短縮 に 、 ま た 、 開 発 業務 の 錦 の 向上 に 真 献 致 し ます 


高 精度 / 最 高 切削 速度 三 紀 分 /.5m 


高速 d 次 元 加工 な ら コ マツ で 3 

fex) JU 0 

主 な 特長 

>: ワー クサ イズ : 400 x315 メ 225mm と 拡大 し まし た 。 

スケール 機能 に より 、 大 型 モ デル の 縮小 切削 、 小 物 の 拡大 切削 が 可能 で すれ 

設置 面積 は 従来 機 比 25 め 削減 。 よ り 一 層 の 機動 性 と 省 ス ペー ス を 実現 し まし た 。 
高 性 能 主 軸 モ ー タ 採用 : AC ス ピン ドレ モー タ IKw 2,000—16,000rpm 

高 精 度 加工 を 達成 : 精度 0.03mm 繰返し 精度 0.0Imm 以 下 

了 > ワッ クス 、 ア クリ ル ・ABS 樹 脂 等 プラ スチ ッ ク 、 木材 な ど 各 種 素材 が 使用 で きま す 


幅広 い 用 途 に 

@ あ ら ゆ る タイ プ ブ の CAD CAM シ ステ ム ・ 自 
動 プ ログ ラミ ング 装置 の 端末 機 と し て 、 設 
Bt EX PE で の 形状 確認 に 。 

@ 各 種 型 の 形状 確認 や 工具 和 干渉 な どの 
だ モウ ツク グ に 。 

@ フ ラス チッ ク 部 品 の 高速 加工 や 、 彫 刻 、 
木工 作業 な ど へ 応用 し 、 多 品種 短 納期 
に 対応 。 

@ な らい 機械 用 の モデ ル 製作 に 。 

@ 簡易 型 の 製作 に 。 


- コマツ 3 次 売 ブ ロッ タダ 


ede [ROR Ar 営業 課 


T 254 神奈 川 県 平塚 市 四 の 宮 2597 


EE + 機 zx A M-— 部 TEL. (0463) 23-131340) (0463) 23-5250( 直 通 
に J= n FAX. (0463)23-2917 


(資料 請求 番号 29) 


HUOUPS バ ー ジ ョ ン 日 米 で 同時 に 発売 開始 


ワー クス テー ショ ン 用 


 SOLUTIONS3000' | 


完全 三次 元 の デー タベース を 持つ CAD ソ プ bY a m 
豊富 な 作図 / 編 集 機能 や 強力 な 投影 機能 に よる 三次 元 ワ イヤ ー・ 
レー ム モ デル ⑪ ど の よう な 三次 元 空 rio 
示 で きる マル チビ ュー ユーザ が 簡単 に 専用 化す る こと が で きる オー 
プン アー キテ クチ ャ スク リー ン メ ニュ ー グ プル ダウ ン メ ニュ ー ノ / ズ ポッ プ 
アッ プ メ ニュ ー プ アイ コン メニ ュー タブ レッ トメ ニュ ー/ シ ョ ー ト キ 
ー グ マク ロビ ュー 他 る 他 の CAD シ ステ ム と の デー タ 交 換 DXF サポ ー 
トノ 各 目 動車 メー カー の 標準 フォ ー マ ッ ト に も 対応 


(Designer Surfaces) 

参 4 *4 の コン トロ ー ル ポイ ント GBezier/U&V9—7r—2A 

G Revolution “Ruled “Swept Blended Swept Cone 
Spheres € 


& > 


@Cylieders @Toroids Blended Fillets 
SOLUTION3000 で 作成 さて た デー タ を を の まま 利用 で きま す 。 


(DGL ( (Designer Graphics Language) ] 


SOLUTION3000 の 機能 を 専用 化す る た め の プ ログ ラミ ング 言語 
る デー タベース 中 の 情報 の 管理 や ルー プ 、 変 数 設定 、 演 算 、 フ ァ 
イル 管理 な ど を 行え ます 。 


(Advanced Coons-Patch Surface Design ) 


メイ ン フ レー ム ・ ク ラス の COONS-SURFACE 
DESIGNER SURFACES で 作成 され た デー タ は 簡単 な 変換 に より 利 
用 で きま す 。 IGES サ ポー ト 


(N/C Programing Software) 

プラ ッ ト ノ スカ ルプ ア チ ュ ョ ア ・ マ シ ニ ン グ 

イン サイ ドコ ー ナ ー・ カ ッ ト 

2 軸 か ら 5 軸 まで サポ ボー ト ドリル 
ミリ ング 

DGL に より あら ゆる Too| Path 

に 適用 可能 

ゼネ ラル ポス ト ・ プ ブロ セ ッ サ 

CL デ ー タ 出力 


( Millmaster™ } 

(Multiple Surface Machings) 

BVIF- 7 —7r1—2AX13$2 
カッ ター・ パ ス の バッ ジ 処 理 
を 行う こと が で きま す 。 


( Digimaster ) 
DF IIRC 
の 3 次 元 人 人力 ソフ トウ ェ ア 


HOOPS" 


du ET ブラ リィ と 異な 
り 、 簡単 な 宣言 に よっ て 高度 な 三次 元 グ 
ラフ ィ ッ クス 表現 が 行え ます 。 
00PS を ベー ス に し て 作成 され た アプ リ 
ケー ショ ン は 、 HOOPS が サポ ー ト する 汎 
用 機 か ら パ ソコ ン ま で の 機種 で 共通 に 利 
用 で きま す 。 
⑥ 王 な 機能 に は ウィ ンド ウ 機 能 、 図 形 変換 、 
隠 線 / 隠 面 消去 、 光源 設定 、 カ メラ 機能 、。 _ 
入力 マネ ー ジ ャ 機能 な ど が あり ます 。 
: や FORTRAN な ど で 作 成 さ れ た アプ リ ケ 
| ーション か ら コ ー ル する こと も 可能 で す 。 [ 


オブ ジェ クト 指向 の 三次 元 グ ラフ イッ クス ライ ブラ リィ 


UG E JL 
CAD/CAM 
リフ トワ ウェ エア 


Solution 3000 シ リー ズ 


「SOLUTION3000」 は 設計 ・ 製 造 の 現場 か ら 生 まれ 、 大 型 シ ステ ム を 超 
える 本 格 的 な CAD/CAM ソフ トウ ェ ア と し て 、 そ の 応答 性 、 デ ー タ 容量 、 
機能 な ど に 加え 、 基 本 パッ ケー ジ て 作成 され た 三次 元 デ ー タ が 、 そ の まま N 
C へ の デー タ と し て 利用 で きる 「ALL-IN-ONE」 設計 が 高い 評価 を 受け 、 
既に デトロイト 周辺 の GM や フォ ー ド 、 ク ライ スラ ー な ど で 急 速 に 採用 さ 
れ は じ め て いま す 。 し か も 今回 発売 され る 新 バ ー ジ ョ ン で は ベー ス に な る 
グラ フィ ックス ・ ラ イブ ラリ イィ と し て 注目 を 集め て いる 「HOOPS'W」 を 
採用 する こと に より 、 高 度 な 三次 元 表現 を 実現 する と 同時 に 、HOOPS が 
稼動 し て いる 多く の 機種 で 利用 で きる 統合 CAD/CAM ソフ トウ ェ ア と し 
て パワ ー ア ッ プ され まし た 。 


I ロボ ポッ トシ ュ ミ レー ショ ン : ソ フト ウェ ア 


IGRIP” 


各自 動車 メー カー、 航 空 機 メー カ | 
ー、NASA な ど で 採 用 され て いる 高 | 
度 な リア ル タ イ ム ・ シ ュ ミ レー シ | 
ョ ン ソ フト ウェ ア 
対話 形式 の メニ ュー や 専用 の 簡易 | 
言語 に よっ て ロボ ポ ボット ・ シ ュ ミ レ § 
ーション 以外 の F A 関係 の シュ ミ : 
レー ショ ン な ど に も 簡単 に 応用 で 
きま す 。 : 


Deneb Roboticstt o% £&ng ps C 4 , 


y モテ イィ does 

150 東京 都 渋谷 区 代官 山 町 7 番 
Shape nip liie 

TEL (03)780-4681 FAX (03)780-4682 


zl N 


Eg E 


( 資料 請求 番号 30) 


SOLUTION 3000'™ / Millmater'™ (Micro Enginering 
Solutionstt, HOOPS “tI thaca Software 社 の 、IGRIPY は 


pP me e — ee ee ee ee eee ee ee ee ee ee ‘j 


| 

| 

i 

. | 
i 

i 

i 

onal 


=> * 5 5 uz 2:73 — いで で 
いっ た ブリ ニテ イン gr る ソウ リント EE po cw. MR LL NUES OT UT sau 


; を 生成 de oa — mus 387 を 使用 
unis IATA に また は ブロ グラ で ラム を 生成 表示 と 同仁 て レッ サ B087、 60667、 や ロコ セッ サ が な く 
モデ リン グ は や ーー ます 自動 的 に プロ グラ WANT D, な り ま す 。 数 二天 話さ れ て お り 、 
ーー ニー イ "ue 6 K r ロ ラム cC 
ター マダ マテ に 機能 も 備え て いま す * —€— 2€ 入力 A eee IT yg Se と も 可能 
_ っ ps( 境 界 表現 ) と さて tm の アプ リ ケ eU パソ コン 上 で モ ィ 
デー タ 表 現 ( キ で me れ て いま すのこ 細目 ょ び PC 
: 分 は 公開 で iid geometry ‘ he P — 980! 
ぉ よび 出力 部 structive So ud し た り 、 で す 。 パソ コン は 、 ェ ン ス 社 の スズ 
gSA ean カ デ ー タ ご 現在 対応 し て いつ ON ょ サビ が 実 


107 
| RA, MS-D 


Ultra C G rap hyeise 


oft C Ve 
c ver 


3. 1.Micro® 
.g.0, Lattice 
品 ) レン プラ で 記述 され て で 

が 


デモ プロ グラ ム を 用 1 


開発 スタッフ 募集 
※ 新 卒 者 同時 募集 ※ 見 習 も 可 


Arrhrain 


AN AN NS DS HN 


xU BUSES. VHEEEELEEEELEEEELLEEELLELELLELEELELEEEELEELELELLELELLELELL ELLE ELLE EL ELE ELLA 


ERE ER ラー クン プン T= ae P x = m 4 
ンー F151 PRB HDR BR B3-20-2 FTILEFKLY 2S 1 +B 207 TEL.(03)375-8968 FAX. (03)375-8767 


HiL AD. ZALI A 《 振 込 銀行 》 

『 マ ドレ ー ル SF』、『UCG』 は パソ コン ・ シ ョ ッ プ また は 当社 で 直接 お 買い 求め いた だ け ま す 。 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 ・ 八千代 信用 金庫 笹塚 支店 当座 005-1043492 
商品 名 (UCG で は 0 言語 の 種類 も 明記 )・ 個 数 ・ デ ィ ス ク の 種類 を 明記 の うえ 電話 、FAX ま た は 封書 に て お 申し 込み 第 一 勧業 銀行 笹塚 支店 当座 161-0115523 
下さ い 。 お 支払 い は 銀行 振込 、 現 金 書 留 ま た は 郵便 振替 に て お 願い 致し ます 。 入金 確認 後 、 即 日 発送 いた し ま す 。 三菱 銀行 笹塚 支店 普通 138-4857406 
送料 は 当社 で 負担 いた し ます 。 | 《 振 替 口 座 》 東京 1-251652 


@ MS-DOS. Microsoft C. Quick C は Microsoft 社 の 商標 で す 。 @ TURBO C は Borland 社 の 商標 で す 。@Lattice C は Lattice 社 の 商標 で す 。 


(資料 請求 番号 31) 


図形 処理 情報 セン ター で は ら 月 に 東京 に お いて 図形 処理 新春 セミ ナー を 開催 いた し ます 。 図形 処理 新 
春 セ ミナ ー は これ か ら の CAD CAM / CAE, コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 展望 を 切り 開 

く タ イム リー で 話題 豊か な キー ワー ド ・ テ ー マ を 中 心 に 開催 され ます 。 現状 の テク ノロ ジー で は 問題 — 
解決 が 難し いと 考え て いる 先進 的 エン ジニ ア , 技術 管理 者 の 参加 を 求め ます 。 


コン ピュ ー タ ・ グ クフフ イッ クス 


2 月 14 Bk) 150k) 2 日 間 10:00~17:00 


主 な テー マヤ (予定 ) 
e ハイ バー メデ ィ ア e Al & CG 
e 物理 法則 アニ メー ショ ン e 人 工 知能 と コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
eL7 47774 | e コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス こ 
@ メデ イア ・ テ クノ ロジ ー と の ホロ グラ フィ ー 
イン ター フェ ー ス e フラ クタ ル と CG 
e レイ ・ ト レー シン グ 6 立体 視 と CG 


2H17& 1 日 10:00~17:00 


主 な テー マ (予定 ) 

e CG ビデ オア ニメーション の 作り 方 

e コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 産業 応用 を どう 進め る か 
e ブラ ント 設計 ・ 施 工 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
e 容器 設計 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 

e コ 次 元 ア バレ ル CAD の 最新 動向 


(資料 請求 番号 32) 


| 2 月 23 林 244) 2B 10: 00~17: 00 
主 な テー マ (予定 
e AD/CAM ノ CAE の デー タ 交 換 e 図面 読取 り と 図面 認識 


eCIM e 動作 解析 

© ART CAE e 非線形 問題 

e イン テリ ジェ ント CAD e CAD/CAM の た め の 
e ソリ ッ ド ・ モ デリ ング ワー クス テー ショ ン 

e 3 次 元 CAD/ CAM’ CAE 

e テク ニカ ル ・ イ ラス ト 


2 月 20 


主 な テー マ (予定 ) 

eMach OS の 最新 動向 e ネ ットワーク と ワー クス テー ショ ン 
ee ニューロ ・ コ ンピュータ 

e 人 工 知 能 バ ソコ ン 

e ワー クス テー ショ ン か ら ス ー パ ー コ ンピュータ まで 

ー ア ー キ テク チャ ヤ と 性 能 評 価 


会 場 東吉 邦生 年 金 会 館 東京 ・ 新 宿 


参加 料 1 名 ご 参加 の 場合 2 名 以上 ご 参加 の 場合 ( 注 ) 
2 日間 セミ ナー 38000 円 34000 円 
1 日 セミ ナー 19000 円 17000 円 


@ 2 名 以上 ご 参加 の 場合 と は , 同一 コー ス に 同一 申し 込み 書 に て 2 名 以上 ご 参加 の 場合 で す 。 
@ 各 コー ス と も 定員 に な り 次 第 , 募集 を 締め 切り ます 。 

※ 詳 細 む な パンフレット を 下記 まで ご 請求 下さ い 。 

図形 処理 情報 セン ター セミ ナー 係 

101 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1 一 64 神保 町 協和 ビル A03 (293) 6161 FAX03 (293) 6164 


(資料 請求 番号 33) 


Q SEIKOSHA 
IKURE A à DA 64 階 調 で 微妙 な トー ン ま で 


超 ・ 高 解像度 ハー ド . ーーーー スピ ー ド ・ ス チル 。 


ined ceca HE MNA より 使い や すく 、 多 目的 に 、 
Techno-wi EE G PES 29 最大 プリ ント ・ ラ スタ 数 1.40 本 
ーー -a ビデ オ ・ プ リン タ 、 登 場 。 


亀 最大 プリ ント ・ ラ スタ 数 1,240 本 の 
高 解像度 で 最大 87MHz ま で の ビ 
デオ 信号 ! に ォ ー ト ・ ・ ス キャ ン で 対応 し 
各社 ハー ド ・ ウ ェ ア に 接続 可能 。 

@ 各 種 ビ デオ 映像 を 鮮やか に 、 スピ ヒー 
プイ に ハー ド ト * コ ピー。 

@ 見 や すい 液 唱 パネ ル を 装備 、 操作 
設定 は テン ・ キ ー で ワン タダ タッチ 

人 水平 解像度 ププ リン ト ・ ス ピー トバ 
階 調 数 の 選択 が 可能 。 

01,.290X1,280X6bits OU TA > 7 

レー ム ・ メ モリ を 内 蔵 。 


※VP-3500 に 関す る お 問合せ は 、 下 記 の 住所 まで お 願い いた し ます 


SEIKOSHA 。 VP-35 00 As A i 


i ue 
y 


ーー 


株 式 会 社 ML: 


電子 機器 事業 本 部 第 二 販 売 部 sünx 
〒130 東 京都 黒田 区 太平 4-1-1 PIXEL 2 月 号 
Z (03)621-350149 


(資料 請求 番号 34) 


画像 処理 用 
カメ ラス タン ド は 
エス ・ エ フー シー・ 


小型 の じ CD カ メラ か 
ら 大 型 の 3 管 式 カメ ラ 
まで 、 ご ん な タイ プ の 
カメ ラ に も 対応 


SCC Yy X "9 X rq. p SEC Has X 3E 


1300- XY 型 1300-PD* 


lt XK YT TIA xe e. RM 


ーー SFC カ メ 写 スウ ニム ルビ 


1500VT-3z! 1100- V #! 


カメ ラ 正 像 取付 型 


SEC ビデ テオ スタ ン ド "13909 「 sec オペ レー ター スタ ンド OAI ら 5 戸 上 マルチ カメ ラ ホ ル ダ ー ら 司 C VH アダ プター 
し ゃ 光 幕 付 カ メラ スタ ンド 型 カ メラ 用 ラ 垂直 . 変装 置 
ブル セッ ト 型 モニ ター ラッ ク , 室内 灯 の 下 や 窓際 で の オペ Vidi 
CCU 格納 棚 付 し に 


くわ し く は 下記 宛 カ タロ グ を ご 請求 下さ い 


式 会 t MM ET Be PX 係 〒101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-38 秋元 ビル TELO3(291)378149 FAX03(291)3783 


株 


(資料 請求 番号 35) 


ベク トル スキャ ナ VS-300 


i 


T 


ベク トル スキ ャ ナ VS-300 は 、A3 サ イズ の 
イメ ー ジ スキ ャ ナ に よっ て 読み 込ん だ 文字 や 図 
形 の イメ ー ジ 情報 を も と に 自動 的 に ベク トル 
デー タ (輪郭 線 補間 デー タ ) を 生成 し 、5C8I 
イン ター フェ イス を 介し て ホス トコ ンピュータ 


へ 受渡 し ます 


ホス トコ ンピュータ 4 


t 14-2 247 FD ORY ARAS RMR / 100-2008 7/77 GTÉSRIE / 218 X 7 640(W) x 547 (D) x 110(H) mme E /#125kg @18 FIER - 
312888 73/AC100V 50/60Hz* | 80W<VS -3002k 4 88» @ CPU / M68000 (12MHz) @DRAM/4M BG4»*—7-:/41X74)/2—0 スキャ ナ ・ イ ンタ ー フ ェ イ スグ 16 ビッ ト パ ラ レル 
@ ホス ト ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ノ ズ SCSI@⑧ 大 き さ /287(W) x 270(D) x 147(H) mm & & / fj6ekg e 使用 電源 ・ 消 費 電 カノ ACI100V50/60Hz・! 00W< デ ー タ 形式 > る 直線 近似 ベク 


LODI + 直線 近似 ベク トル (オプ ショ ン ) る @ ラ ン レ ング ス (オプ ショ ン ) @MS-DO0S フ ァイル コン バー タ ( オ プシ ョ ン ) 


4n 
«v RASSCO 
ラス ココ 株 式 会 社 


@ 本 社 /170 東 京都 豊島 区 南大 塚 2-45-4 三栄 ビル @ 分 室 /170 東 京都 豊島 区 南大 塚 2-39-7 ヤマ モト 大 塚 ビル 


(資料 請求 番号 36) 


※ 予 告 な し に 仕様 変更 する 場合 が あり ます 


イメ ー ジ / ベ クト ル デ ー タ 自動 変換 ベク トル 
スキ ャ ナ VS-300 は OEM 対 応 も 可能 で む 


TEL03-946-8664( 営 業 部 ) FAX03-946-4383 


= MER 1989 2 


3 m 新しい CG 表現 を 可能 に する 


メタ ホー ル と その 師 


76 メタ ボー ル と こと 私 @ 計 沖 ※= 
81 メタ ボー ル 実 験 ブロ グラ ム 人 栗 き x 


— MEliliGo 2-489 aBUS 


86 避 次 元 設計 用 CAD 概 請 nts. Ure- ATE 
94 次 元 機械 設計 用 CAD/CAM/CAE ユ ー ザ ー 調 査 


CAD が 9 人 


133 -] ここ まで きた リア リズ ム us 
一 四半 世紀 の 進展 一 


[トレ ンド ] 


63 飼 こ そ ベ ペ ベンチャー 企業 が カス タム | を 使っ て 
GWS を 作る 時 代 だ 


PIXELBITENO. e itur atre Missis. 6 Jiu axo PN ot ガイ FTF; 18 88, より も 情報 源 と し て の 使 し = 


最新 の 技術 ・ さと 情報 量 を さ ら に アッ TL, これ を 通し て この 分 野 に 関す る あら ゆる 情報 に 
動向 ペン ター s po s SUARUM JGAE, aye クセ ス 可 能 に な り ま す 。 ユ ー ザ ー. eet 研究 者 を 問わ ず お 使い いた だ け ま す 
T rA es 画像 処理 と その 応用 ) 野 に お ける 各種 情報 を 網 羅 し た オ こ 予 約 は お 早 目 に どう ぞ 。 詳細 は お 知ら せ ペ ー ジ ( P39) を ご 参照 くだ さい 。 


QR OD BER 


"Bubblisque" 


モデ リシン シグ の に ぱ 自 作 の ジー ル ,。 ダイ ナブ ブー ジョ ン ・* 
ジス テム を 使用 し , 多数 の オプ ジェ クト の 集合 体 を さ 
ら に 滑ら か に 変形 させ , 現実 に あり 得 な い シ ャ ボン 玉 
の 構成 物 を 表現 し て みた 。 
フロ ント を 使用 し て いる 。 
BUTS, コン ジン ピュー タタ ・ グ シブ プア ュ ィ ッ クズ に よる 人 


征 は ど と と な く 安 っ ぱい 感じ が する の が 否め な か っ た 。 


し か し , 最近 の モデ リン グ や 質感 の 表現 の 多様 性 , 解 


レン ダリ ング に は ウェ イデ 


像 度 や 計算 可能 な オプ ジェ クト 数 の 増大 と いっ た と と 


に より , 写真 や 絵画 に 見 劣り し な い (ある い は それ 以 E 


上 の ) 画像 が 作成 可能 と な っ て きた 。 

私 は 少年 の 頃 , ドイ ツ の 画家 マッ クス ・ エ ルン スト 
が 大 好き で よく 画集 を 眺め . いつ か こん な 絵 を 描き た 
いと 夢見 て いた 。 


く で きる よう に こ に なる と こと ろ ま で きた と 感じ られ て 感 低 
深い も の が ある 。 
和則 ハイテック ラボ ・ ジ ェ ャ パン ン 出 洋 豪 一朗 


と の 作品 を 見 て いる と , = ie f ae = P» Y P" 
Ke PATA YA ACHRICUNSNAlEMMED O NES 


[注目 の 新 製品 」 
176 選 次 元 レ ンダ リン グ を 高速 処理 する ディ スプ レイ 
COMTEC3555 レ ンダ リン グ ・ タ ー ホ 


⑧ 増田 孝 


[寄稿 
55 ボリ ュー ムレ ンダ リン グ okra 
59 物理 法則 ベー スモ デリ ング き キ 沢 幹 産 ・ 楽 本 
143 テク ニカ ル ・ イ ラス ト の 変 居 と CAD 化 へ の 可能 性 nmm 
150 連 電 eC じ CG の た め の 図 学 (10) e&&2 


154 連載 e じ ブロ グラ —— i ii フト の 
実践 シリ ー ズ (4) eussn—m 


17] 連載 @ ラス ター・ グ ラフ ィ ッ クス の ソフ トウ エア (27) 
レイ ・ ト レー シン グ (5) 大野 義夫 
169 連載 GIS 総 論 (3) 
米国 に お ける GI ら の 現状 s+m*y 


47 COLOR IMAGES 66 NEW PRODUCTS 179NEWS SCAN 


お 知ら せ ペ ー ジ 180 掲示 板 


105° 175 BIBLIOGRAPHY 


182 編集 後記 
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79279407 B S T? 2- e 


EFACHSCG RAHI (AAS) 今春 販売 開始 し , 大 好評 いた だ い 


た 「 ビ デオ で 見 る CG 最 前 線 」(ACM/SIGGRAPH 監 修 ) の 日 本 語 版 が 出来 まし た ^ 
容 も 英語 版 未 収録 の も の も 加わ り , さら に 充実 。 CG の 最新 情報 は 「…… II | 日 本 語 aa 
版 で / 詳し く は お 知ら せ ペ ー ジ (40 ペ ー ジ ) を ご 覧 くだ さい 


英理 新春 セミ ナー ムロ の matg は 2 月 に 決定 いた し まし た 。 新春 セミ 


ナー で は これ か ら の CAD/CAM/CAE, CG の 展望 を 切り 開く タイ ムリ ー て 話題 豊富 
な テー マ を 中 心 に , CG, CG の 産業 応用 , CAD/CAM/CAE, 最新 の コン ピュ ー タ の 4 
つの コー ス 別 で 行い ます 。 詳 細 は 広告 (33, 34 ペ ー ジ ) を ご 参照 くだ さい 。 


V3-3C(3C-2VS 相 当 3 本 ) 


4.3C(3C-2VS 相 当 4 本 ) 


BNO 型 コネ クタ 付 セ パレ ー ト ケー ブル 


局 筐 ケー プル が マル ヂ チ に こ に なっ た 。 
ATL eH IVF T—T bo 


特性 イン ピー ダン ス :750 
画像 情報 機器 の 進歩 に 伴っ て 、 従 来 1 本 の 同 
軸 ケ ー ブ ル で 伝送 し て いた も の が 、 最 近 で は 3 
ー5 本 で 伝送 する よう に な り ま し た 。 そ の 結果 、 
機器 周辺 は ケー ブル が いっ ぱい …:。 
そこ で カナ レ で は 同軸 マル チケ ー ブ ル を 開発 。 
機器 周辺 の 配線 を スッ キリ と させ ます 。 
各回 線 は カラ ー 同 軸 ユ ニッ ト で すか ら 、RGB 信 
号 等 を 容易 に 識別 で き 、 確 実 で 手 早 い 接続 が 
可能 で す 。 さ ら に 、 リ ター ン ・ ロ ス は 1GHz ま で 25 
TU PPS dB 以上 と 高 性 能 、 減 衰 量 は 30-2VS と 同等 
CG 機 器 、 デ ジタル 放送 機器 、 ビ デオ プロ ジェ ク 


ター 等 に ご 利用 いた だ け ま す 。 
製造 ※ コ ネ ク タ 付 ケー ブル の 製作 も 承り ます 。 下 記 ま で お 問い 合わ せく だ さい 、。 


"コネ クタ に 最適 な ケー ブル を 。 
ケー ブル に 最適 な コネ クタ を 。" 
設計 か ら 製造 、 ハ ー ネ ス 加工 まで 


— . 


penis Mos V3-3C V4-3 V5-3C 
カナ レ な ら お 応え で きま す 。 (3C.2VS 相 当 3 本 ) (3C.2VS 相 当 4 本 ) (3C2VS 相 当 5 本 ) 
プ 7 ブ ノレ 2 レプ た et 
@ 東 京 本 1:/7103(635)824140 T130 東京 都 墨 田 区 両国 4 丁目 37-2 TKF 会館 4F @ 福岡 出張 所 / 谷 092(524)6951 T810 福岡 市 中 央 区 平尾 5 丁目 3-17 
e 大 阪 営業 所 / 公 06(229)8021 代 T541 大 阪 市 東 区 伏見 町 2 丁目 19-2 J ビル 4F e 名 古屋 本 社 / 谷 05616(2)5446 代 7480-11 愛知 県 愛知 郡 長久 手 町 大 字 長 汰 字 段 之 上 | -2 


PIXEL 別冊 号 NO. 7 昨年 に 続く 第 一 弾 
CAD/CAM で CAE, コ ンピュータ 。 
グラ フィ ックス (CG)。 画 像 処理 の 
最新 記事 , 製品 動向 . メー カー 一 覧 , 
役に立つ 各種 の 資料 を 

この 1 冊 に 集成 し まし た 。 

これ 1 CE, JH. 製品 の 


最新 動向 が わか り ま す 。 
| 本 書 の 特長 | 


@CAD/CAM, CAE, コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス , 画像 処理 の 分 野 全体 に 
わた り , 最新 の 動向 が 把握 で きる よう に 編集 され て いま す 。 

島 営業 か ら 技 術 , 企画 ま で 企業 の いろ いろ な セク ショ ン の 人 に , また 研究 や 
教育 関係 の 人 に も 必要 な 内 容 に な っ て いま す 。 

島 製 品 関係 の 記事 お よび メー カー・ ベ ンダ ー の 一 覧 に よ り , 製品 バイ ヤー ズ 
ガイ ド と し て も 役に立ち ます 。 

の 資料 編集 は 電話 帳 代 わり に も な り ま す の て で, 座右 の 書 と し て 便利 で す 。 

記事 編 


CAD/CAM/CAE, 画像 処理 と その 分 野 で 使用 され る シス テム , BR, ソフ トウ キア が と 
最新 の 製品 動向 の 解説 と それ ら の 製品 名 を 掲載 し ます 。 
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年 


る 民 博 映像 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス @ 機 械 設計 に お ける デー タ 交 換 
⑧ 専 門 学校 に お ける CG 教育 カリ キュ ラム 信金 型 の C A E の 最新 動向 
⑧ 安 全 性 検証 の た め の シ ミュ レー ショ ン 人 @ 機 械 設計 に お ける 最新 の プリ ・ ポ ボス ト 動 向 
@ 上 ] 刷 に お ける 画像 処理 @ 3 次 元 ア パレ ル C A D の 最新 動向 
OF) FH EUIZO RADA) @ イ ン テ リ ジェ ント CAD の 機械 設計 へ の 応用 
0 3 次 元 メ ディ カル に お ける 画像 技術 応用 人 妊 築 に お ける CAD と プレ ゼン テー ショ ン 
人 図面 自動 読取 り の 最新 技術 動向 @ 自 動車 デザ イン に お ける CG 
僅 地 理 情報 処理 の 最新 動向 @ グ グラフィック ・ デ ザイ ン に お ける CG 応用 
⑧ 最 新 の 分 子 設 計 と 薬物 設計 @ 放 送 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
9 最新 の テク ニカ ル ・ イ ラス トレ ーション ⑧ 景 観 設 計 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 応用 動向 
@ デ ジタル ・ フ ォ ン ト の 最新 動向 き 最 新 の サイ エン ティ フィ ッ ク ・ ビ ジュ アラ イィ ゼー ショ ン 
る ⑧ 人体 モデ ル の 動向 る パッケージ ・ デ ザイ ン に お ける コン ビ ピュー タ ・ グ フラ フラ フィ ックス 
製品 編 
CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 に つい て の 最新 技術 お よび 活用 方 法 の 解説 , 分 野 ご と 
の 技術 動向 , 使い 方 な と 第 一 線 の 専門 家 が わか り 易 〈 く 解説 し ます 。 
@ ペ イン ト る カラ ー・ ハ ー ド コビー @ ワ ー ク ステ ーション "o BM 
@CG 用 フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ @⑧ 機 械 用 CAD CAM @⑧32 ビ ッ ト ・ パ パーソナ ルコ ンピュータ | た 
パー ソナ ル CG 機械 用 CAE 久 建 築 用 CAD ^ | ク イク セラ レー タ | ; vmm 
On (SU @PCB 用 CAD CAM 8" ^7 (v2: ディ スン ノレ イ M 
る 9 パソ コン 画像 処理 @LSI 用 CAD CAM る デジタ イザ ダ プ レッ ト | 
0 上 I 刷 用 画像 処理 ©- リ コン ・ コ pit フ 人 @ 図 面目 動か 読取 jJ ンズ テム CAD CAM CAE, コン ピュ = 342A. Wikio co 
@ デ スク トッ プ ・ パ プ ブリッ シン グ @ ア パレ ル ・ テ キス タイ ル 用 C AD スキ ャ ナ RERUM ince E PEPERIT 
eS き の バ パー ソナ ル C AD る ペン ・ ブ ロッ タ 
る ⑧ 人 分子 設 計 @ レ ンダ リン グ ・ ア ニメーション 059777 
CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 の 分 野 に つい て , 問合せ を し た い , どこ に 依頼 すれ ば 良 
い の か 一 一 の 時 な どす ぐに 役に立つ 資料 ば か り を 集め まし た 。 
@ CG ブロ ダク ショ ン 一 覧 
@ 学校 一 覧 
@ イベ ント ・CG 展 な どの 一 覧 
メー カー・ ベ ンダ ー 編 


メー カー や ベン ダー の 社名 , EM, 扱い 製品 名 と その 内 容 な ど を 掲載 し ます 。 製 品 購入 
や 問合せ の 際 に 役に立ち ます 。 


購読 の お 申込 み は 巻末 の は が き を ご 利用 くだ さい 。 


編集 ・ 発 行 thes #303(293)6161  Fax03(293)6164 
101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-64 神 保 町 協和 ビル 


サイ ズ @A2 判 
ペー ジ @?204 ペ ー ジ 
定価 @.800 円 


Cr Ch る し に 最前 


図形 処理 情報 セン ター で は AOM/SIGGRHAPH 監修 に よる コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 解説 ビデ オカ セッ ト 「 ビ デオ 
で 見 る 最前 線 II」 (日 本 語 版 ) を 販売 いた し ます 。 
この ビデ オカ セッ ト は , 今春 発表 し 大 好評 いた だ いた 「 ビ デオ で 見 る 〇 〇 最前 線 」 の 内 容 に 未収 録 の , 最新 機器 ・ 最 新 技術 を 
60 分 に まとめ た も の で す 。 
「 ビ デオ で 見 る CG 最前 線 」 を 既に ご 購入 の 方 は 「 ビ デオ で 見 る 最前 線 IL」 を お 求め いた だ く こ と に よっ て 今夏 開催 され 
た IGGHAPH'88 で 新た に 登場 し た 製品 や 論文 発表 が 行わ れ た 新 技術 , 最新 の じ G アニ メー ショ ン が ご 覧 いた だ け ま す 。 
m 「 ビ デオ で 見 る CG 最前 線 」 と 合わ せ て お 買い 求め 下さ い 。 

«IL, に お いて は 日 本 語 に よる ナレ ーション と 日 本 語 テ キス ト が 加え られ て いま す の で CG の 最新 情報 を より 少な い 労力 で 


入手 する こと が で きま す 。 
VN 
収録 内 容 
$ 高 性 能 プ ロ セ ッ サ 6© カ ラー 人 出力 周辺 機器 
- AT&T PIXEL MACHINE 964d ・ 入 力 ス キャ ナ 
・STELLAR GS1000 ・ 熱転写 プリ ンタ 
・ARDENT TITAN ・ 融 溶 型 熱 転写 プリ ンタ 
- APOLLO DN10000 ・ イ ンク ジェ ッ ト 型 プリ ンタ 
・SILICON GRAPHICS IRIS 4D/GTX ・ カ ラー 複写 機 
・ALLIANT VFX/80 各 方 式 の 最新 機器 解説 
・HEWLETT-PACKARD 825TurboSRX © ビデ オ 
UU ERRAT ee mee eA UII STINET | E RESEARCH ADRORA/S00 
9 レン ダリ ング - PARALLAX 1280 
- HP TurboSRX 上 の ラジ オシ ティ 法 ・D2 対 1 イン チ NTSC 
・PIXAR RenderMan の アク セラ レー タ (プロトタイプ) サイ エン ティ フィ ッ ク ・ ビ ジュ アリ ゼー ショ ン 


e -] に zi — e E E^ E 
sun TAAC-1 に よる ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ dicU qi ute me 


6 カラ ー・ デ スク トッ プ ・ パ パブリッシング ・ チ ャ ー ル ズ ・ ス ー リ 


・CROSFIELD STUDIO 875 ・ ド ナ ・ コ ックス 
・PANSOPHIC STUDIOWORKS ee eB! の 
* LINOTRONIC L300 ・ ベ ノワ ・ マ ン デ ルプ ブロ 
・AVALON PHOTOMAC ら 豪 華 な 解説 車 に より 科学 技術 結果 の 視覚 化 の 最新 動向 を まとめ ます 
Ee 
監修 
@ ACM/SIGGRAPH 


価格 


VHS( 家 庭 用 1/2 イ ンチ) 45000 
※VHS(60 分 全 1 巻 ) ※ 日 本 語 解説 書 お ょ び 製 品 の 仕様 (英文 ) が 付属 し ます ※ ナ レー ショ ン は 日 本 語 で す 


制作 


パシ フィ ッ ク ・ イ ンタ フェ ー ス デュ ボン 


お 問合せ 先 参 図形 処理 情報 セン ター SIGGHRHAPH ビデ オ 係 
85101 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-64 神保 町 協和 ビル  203(093)68161 FAX03(293)6164 
本 ビデ オカ セッ ト を お 申し 込み の 方 は , 下 の 申込 用 紙 に ご 記入 の 上 , 上 記 の 住所 へ 郵送 も し く は ファ クシ ミリ に て こ ご 送 付 下 さい 。 受付 後 , 請 求 書 を お 送り いた し ます 。 


「 ビ デオ で 見 る CG 最前 線上 I」 申込 書 


※ コ ピー で も 構い ませ ん 。 年 月 日 


勤務 先 ・ 学 校 名 


巻数 ノ 価格 x 45000 円 = 円 
備 z | 


8812 


図形 処理 情報 セン ター の 海外 技術 視察 団 


NCGA09CUAD/ 
コソ ピュ ー タ ・ E. 
KERR 


DE SORELNOSISS 


図形 処理 情報 セン ター で は CAD/CAM お よび コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 産業 応用 に 関す る 権威 ある 大 規模 な イベ ント で ある NCGA 89 
が 4 月 に 開催 され る の に 合わ せ て , この イベ ント を 視察 する と 同時 に 最 先端 の 技術 に 直 に 触れ る 研究 機関 企業 訪問 を 行う 視察 団 の 派遣 を 企 
| 画 し て お り ま す 。 

CAD/CAM, コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 分 野 に お ける 代表 的 な 研究 者 に コー ディ ネー ター と し て 同行 ・ 指 導い た だき, 各 訪 問 先 に は 通訳 
が 同行 いた し ます の で , 初心 者 の 方 で も 安心 し て 参加 で きま す 。 

長年 この 分 野 で 実績 を も つ 当 セン ター な ら で は の 企画 で す 。 ぜ ひご 利用 下さ い 。 


| 

ONCGA, SIGGRAPH な ど CAD/CAM, コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス (国際 会 議 / 展 示 会 へ の 技術 視察 団 派遣 に 長年 の 実績 を も っ て お り ま す の で , 安 心して ご 参加 いた だ 
け ま す 。 

O 一 流 の 研究 者 が コー ディ ネー ター と し て 同行 ・ 指 導 さら に 通訳 が 同行 いた し ます の て , 初心 者 の 方 で も 安心 し て 参加 で きま す 。 

O コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス , CAD/CAM の 専門 誌 で ある PIXEL 編集 部 が 選ん だ , 今 最も 注目 され て いる 大 学 * 研 究 機関 , MERRARECEETBA TAD ED TS 
に くい 先端 企業 ・ 研 究 機関 で す の で , 日 本 で 得 ら れ な い 最 新 の 情報 が 短期 間 て 効率 的 に 収集 で きま す 。 

ONCGA に 長年 参加 し て きた ノウ ハウ , 経験 か ら , 展示 会 の 特長 , 見 どこ ろ な ど を 十分 に 把握 し て いる た め , 参加 者 の ご 要望 な ど に 十分 に お 応え で きま す 。 


| NCGA '89 と は 

米国 の コ ユ コンピュー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス ,CAD/CAM/CAE に 関す る 団体 で ある NCGA(National Computer Graphics Association) 
が 主催 する , コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス と その 応用 に つい て の 大 規模 な 国際 会 議 お よび 機器 展示 会 で す 。NCGA "89 は 4 月 17 日 か ら 20 日 
EC, 米国 ペン シル ベニ ア 州 フィ ラ デ ル フィ ア で 開催 され , 最新 の 論文 発表 , 実用 的 な セミ ナー,200 社 以 上 の 大 規模 な 製品 展示 , コン ピュ ー タ ・ 
グラ フィ ックス 映像 の 発表 が 行わ れ ま す 。 ま た ,CGM, PHIGS, CALS, MAP/TOP と いっ た グラ フィ ックス や CIM の 標準 に 関す る 展示 
会 で ある INTEGRATE '89 も 隣接 会 場 で 開催 され ます の で , グ ラフ ィ ッ クス 標準 化 に 関心 を お も ちの 方 は 非常 に 効率 的 に 情報 収集 が で きま 
す 。 


NE 旅行 期間 1989 年 4 FH 10 日 月 一 23 日 日 
語 還 還 国 還 還 国 還 還 視察 訪問 先 (以下 の 候補 か ら 4 一 5 ヶ所 を 訪問 する 予定 で す ) 


OWavefront Technologies ONASA Ames Hesearch Center 
ウェ ー ブ フ ロン ト ・ テ クノ ロジ ー ズ NASA エイ ムズ 研究 所 
OCalifornia Institute of TBahnelosy OAutoDesk 
リフ ォ ル ニア 工科 大 学 ( カ ル テ ッ ク ) オー ト デ ス 
Mee o Graphics Division OApple Computer 
シン ボリ ックス グラ フィ ッ ク 事 業 部 アッ プル コン ピュ ー 
〇 University Of Utah OUniversity of North Carolina 
ュ ユタ 大 学 ノー スキ ャ ロラ イナ 大 学 
Evo Young SF Oum Designs . 
ブリ ガム ・ ヤ ング 大 学 (BYU) ニュ ー メ リカ ル ・ デ ザイ ンズ 
ONCSA (National Center of Supercomputing Applications) OMassachusetts Institute of Technology 
米国 スー パー コン ピュ ー テ ィング ・ ア プリ ケー ショ ン ji マサ チュ ー セ ッ ツ 科大 学 
OUniversity of Illinois OPrime Computer 
イリ ノイ 大 学 プラ イム コン ピュ ー タ 


M Microsystems 
サン ・ マ イク ロ シ ス テム ズ 


企画 @ 図 形 処 理 情報 セン ター 主催 @ 日 本 交通 公社 団体 旅行 新宿 支店 


[ 企画 内 容 に つい て の お 間 合 せ 先 

図形 処理 情報 セン ター 担当: 松尾 

82101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-64 神保 町 協和 ビル 
1203(293)6161 IFAX03(293)6164 

[ 」 お 申し 込み ・ お 問合せ 先 

日 本 交通 公社 団体 旅行 新宿 支店 < 運輸 大 臣 登録 一 般 旅 行 業 第 64 号 > 
担当 : 手 塚 (営業 第 6 課 井 上 グル ー プ ) 

$160 東京 都 新宿 区 西新 宿 1-18-8 新宿 スカ イ ビ ル 4F 2203(346)0181 


DCAM PIbJ» 


CAD/CAM ア ルフ ァ ・ シ リー ズ は ,CAD/ E i リーズ 
CAM/CAE の 基礎 技術 , 最新 の 話題 , 運用 
の ノウ ハウ な ど に つい て , いま 最も 必要 と し No 1 
て いる 記事 を 満載 し て いま す 。 | 大 特集 どう な る , これ か ら の 
各 号 は 大 きみ zaamaZ ご と に 編集 され , 初心 CAD/CAM & CAE / 
3 5 : | 最近 の パー ソナ ル CAD と 
E d-A0 ワー クス テー ショ ン 
エン ジニ アリ ング ・ ワ ー ク ステ ーション 
ここ ディ ツチ 
パー ソナ ル CAD と 分 散 処理 
画像 処理 の 製造 業 へ の 応用 
一 般 やさし い CAD/CAM 入門 の 入門 
わが 国 に お ける CAD/CAM 導入 の 現状 
CAD/CAM シス テム の 研究 


jt 集 いま 最も 注目 され とい る パソ コン CAD 
の 実力 と 使い 方 
ー ザ ー 事 例 ミサ ワ CAD シス テム (SE) 
岡村 製作 所 (機械 設計 ) 
リコ ー (LSI 設計) 
大 信 工 業 , 重野 製作 所 ( 金 型 ) 
プラ スチ ッ ク 人 金 型 設計 
新 領 域 に 臨む パソ コン CAD ハン ド ヘ ルド CAD 
Ex ri AE Aid od ILIA 小型 モデ リン グ ・ マ シン > 
A4 変型 判定 価 各 号 1,500 円 送料 当社 負担 ソン コン に 接続 する 小型 モデ リン グ ・ マ シン 


シリ サー ズー アプ リケーション キャ アン 東芝 日 立 : プリ デス トン 
ae ae 
m4 


コン ピュ ー タ ・ ヴ ラフ ィ ッ クス ユー ザー 事例 集 


jun 


製造 業 に お ける CAD/CAM を 東洋 工業 に お ける CAD/CAM 
PU, アーニー メ ーション, 建築 ・ 自動 車 部 品 へ の CAD/CAM の 適用 
TA, 構造 解析 , マッ ピン ツ , 航空 機内 装 品 生産 に お ける CAD/CAM シ ステ ム の 利用 
apo PSU T 石川 島 播磨 重工 業 で の 船 殻 CAD/CAM の 現状 
レル BCOSARIC SIF 日 本 建 鉄 の 金 型 加 工 に お ける CAD/CAM シ ステ ム の 適用 事例 定価 4.500 円 
る 代表 的 wees 1 jü 立石 電機 に お ける CAD-CADAM シ ステ ム の 紹介 $ 
g pene CAD 一 貫 シ ステ ム へ の 取組 み と そ の 事例 A 
ad 冷 間 コイ ル ば ね 成型 へ の CAE 導 入 ステ ム を 効率 的 に 使い 
る (EX, 機能 ハッ ツブ se aaa ae, | こなす だ め に は , 他社 で 
を 考え て いろ る 企業 に 光学 設計 分 野 に お ける CAD/CAM DE Bem 究 す る ご と 
と つて 見 逃 が せ な い 有限 要素 法 解析 に お ける 図形 処理 の 一 例 ガ き わ め て 重要 で す 。 本 
TH と な り ま す 。 コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 分 散 統合 処理 へ の アプ ロー チ 婦 は 道 入 の 検討 , シス テハ 
ブラ ント 機械 設計 用 CAD シ ステ ム の 開発 と 適用 の 設計 と 選択 , 標準 化 な ど 
電設 メー カー に お ける CAD/CAM 適 用 例 の 受入 れ の 準備 , 実際 の 運用 , 
集積 回 路 設計 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 利用 EY dc S4 DRESS d cC 
電子 回 路 基 板 に お ける CAD/CAM の 適用 つい て , さま ざま ね な 業種 ・ 分 野 
お 申込 み は 巻 末 の 葉書 を 日 立 電 子 に お ける CAD/CAM の 適用 ガ ら の 事 全 報 告 を まとめ まし だ た 。 
こ 利 用 下さ い 。 ブリ ント 配線 基板 の 設計 ・ 製 造 へ の CAD/CAM の 導入 事例 他 


85101 東京 都 生 代田 区 神田 神保 町 1-64 神 保 町 協和 ビル 


※ お 申込 み は 巻 末 の は が き を ご 利用 くだ さい 。 E 編集 発行 図形 処理 情報 セン ター 
1203(293)6161 Fax03(293)6164 


PIXEL 別冊 No.6 


CADCAM, 0 見 00 


CAD/CAM, コ ンピュータ ・ pev ELE lr M n. ンス テム ・ 
機器 の 製品 一 覧 , 伝 に 立 立つ 資料 な ご 満載 


記 

CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 の 基礎 技術 と 応用 分 野 に 
つい て , 技術 動向 , 使い 方 の 動向 を や さ し く まとめ まし た 。 
e 〇 AD/CAM,CG 用 汎用 コン ピュ ー タ ・ 画 像 生成 用 コン ピュ ー 
タ ・ シ ステ ム @ ハー ドコ ピー 機器 建築 CAD e 工業 デザ イン 用 じ 
ADe レ ンダ リン グ と アニ メ @ 地図 情報 処理 c 


製品 編 
CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 と その 応用 分 野 で 使用 され 
る シス テム , 機器 , ソフ トウ エア な ど を 収録 , 解説 。 
e CAD/CAM, OCG 用 コン ピュ ー タ @ グラ フィ ッ ク ・ デ イィ スプ レイ 
装置 デジタイザ / ス キャ ナ e 各種 じ CAD/CAM シ ステ ム eCG 
用 シス テム , ハ ー ド ウエ ア , ソ フト ウエ ア @ など 


資料 編 
CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 の 分 野 で 仕事 に 役立つ 資料 
を 集め ま L fts 
e CG プロ ダク ショ ン 一 覧 々 CG クリ エイ ター, 研 究 者 一 覧 学校 
一 覧 々 イベ ント ,CG 展 一 覧 関連 団体 一 覧 


メー カー・ ベ ンダ ー 編 


メー カー や ベン ダー の 人 社名, 住所, 扱い 製 品 を 収録 。 A 43/204 — 2 73,5008 | 


ンピュータ に よる 設計 ・ 生 産 技術 の 理解 「 | 人 EL 別冊 No. 


CAD CAM CAEoss 


CAD/CAM/CAE の 入門 書 ・ 教 科 書 こし て 最適 / 


第 1 Æ CAD/CAM/CAE の 基礎 技術 

CAD/CAM/CAE 概論 CAD 概論 CAM 概論 な ど 
第 2 章 CAD/CAM/CAE の 個別 技術 

統合 化 さ れ た 設計 と 生産 CIM FA, FMS 

ロホ ッ ト 数 値 制御 (NC) な ど 
第 3 章 形 状 モ デリ ング と コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
» - | 形状 モデ リン グ 図形 表示 の た め の 変 換 
"ivi | SE ABE, ME CHE NEN EE USO CaaS 

に "| AE C 第 4  CAD/CAM/CAE シス テム 
NN Lr Ws CAD /C CAD/CAM シス テム の さま ざま な 形態 
£315 : コン ピュータ ・ シ ステ ム 
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※ お 申込 み は 巻 末 の は が き を ご 利用 くだ さい 。 編集 発行 / 図 形 処理 情報 セン ター 
7103(293)6161 Fax03(293)6164 


PIXEL バック ナン バー/ 分 野 別 一 覧 


※ お 申込 は 巻末 の ハガキ に て お 申込 みく だ さい 。 


定価 /980 円 
(88 年 1 月 号 の み 1,280 F3) 


※ 送 料 が か か か る 場合 も あり ます 


各 タ イト ル 後 ( ) 内 は 号 を 表わし ます 。 
例 :(87 年 1 月 ) は 1987 年 1 AS 


CAD/CAM 関連 記事 


金 型 専業 メー カー に お ける 実践 的 CAD/CAM 活用 事例 II (87 年 9 月 ) 
金 型 専業 メー カー に お ける 実践 的 CAD/CAM 活用 事例 皿 (87 年 10 月 ) 
金 型 専業 メー カー に お ける 実践 的 CAD/CAM 活用 事例 W (87 年 | 月) 


シリ ー ズ 特集 )CAD/CAM, CG の ニュ ー・ ア プリ ケー ショ ン (87 年 7 月 ) 
シリ ー ズ 特集 )CAD/CAM, CG の ニュ ー・ ア プリ ケー ショ ン (87 年 9 月 ) 
シリ ー ズ 特集 )CAD /CAM, CG の ニュ ー・ ア プリ ケー ショ ン (87 年 10 月 ) 
特集 ) コ ンピュータ 映像 の いろ いろ (88 年 | 月 ) 
シ ツリー ズ 企 画 ) ユ ー ザ ー の た め の CAD/CAM/CAE シス テム 入門 

第 | 回 機械 設計 用 CAD/CAM 入門 (前 編 ) (88 年 | 月 ) 

機械 設計 用 CAD/CAM 入門 (後編 ) (88 年 2 月 ) 

第 2 回 電子 ・ 電 気 回 路 設計 用 CAD/CAM/CAE シス テム (88 年 2 月 ) 

第 3 回 機械 設計 用 CAE と 構造 解 折 (88 年 3 月 ) 

第 4 回 建築 用 CAD シス テム (88 年 4 月 ) 

最終 回 金 型 設計 用 CAD/CAM/CAE (88 年 5 月 ) 


) 

) 

) 機 械 設計 用 CAE と 構造 解 折 (88 年 8 月 ) 

) 計 算 シ ミュ レー ショ ン の 世界 ここ まで きた 未来 予測 技術 (前 ) (88 年 10 月 ) 

) 計 算 シ ミュ レー ショ ン の 世界 ここ まで きた 未来 予測 技術 ( 後 )(88 年 中 月 ) 

レン ド ) 異 な る CAD/CAM 間 の デー タ 交 換 は 不満 だ が IGES を 使う (88 年 6 月 ) 

トレ ンド ) ミ シ ガ ン 大 学 に お ける CAE ネッ トワ ー ク (88 年 7 月 ) 

トレ ンド ) パ ソコ ン CAD の デー タタ 交換 標準 案 PCES (88 年 7 月 ) 

トレ ンド ) CAD/CAM の デー タ 交 換 に 対す る メー カー の 取り 組み (88 年 8 月 ) 

トレ ンド ) パ ー ソ ナル CAD デー タ 互 換 の た め の 中 間 フ ァイル PCES が |0 月 を 目途 に 製品 化 
(88 年 9 月 ) 

〔 ト レン ド )CAD シス テム の 新しい 将来 像 「 属 性 モデ リン グ 」 と は な に か (88 年 10 月 ) 

(トレ ンド ) 製 品 モ デル の 交換 仕様 STEP の 動向 いつ IGES が 不用 に な る の か ? 

(88 年 中 月 ) 
(トレ ンド ) 最新 の イン テリ ジェ ント CAD の 最新 動向 (88 年 中 月 ) 


ハー ドウ エア , ソフ トワ エア , VAT bem 


〔 企 画 ) パ ー ソ ナル ・ ソ リッ ド ・ モ デリ ング 「 マ ドレ ー ル 」 の 機能 と 使い 方 (87 年 | 月 ) 
特集) ワー クス テー ショ ン で 利用 で きる CAD/CAM/CAE シス テム と ソフ トウ ェ ア (前 ) ( 後 ) 
(87 年 2 月 3 月 ) 

(シリ ー ズ 企画 ) ユ ー ザ ー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム (① (エン ジニ ア 
リン グ ・ ワ ー ク ステ ーション ) (87 年 5 月 ) 

(シリ ー ズ 企画 ) ユ ー ザ ー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム ② (グラ フィ ッ 

ク ・ デ ィ ス プレ イ ) (87 年 6 月 ) 

ユー ザー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム (③ (デジ タイ ザ 

と 図面 読取 装置 ) (87 年 7 月 ) 

ユー ザー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム ④⑭ (画像 処理 

用 機器 : シ ステ ム ) (87 年 8 月 ) 

ユー ザー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム ⑤ (ハー ドコ ピ 

ー 機 器 ・ 装 置 ) (87 年 9 月 ) 

(シリ ー ズ 企画 ) ユ ー ザ ー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 ・ と ステ ム ⑯ (CG 用 ハー 
ドコ ピー と ソフ トウ ェ ア ) (87 年 10 月 ) 

(特集 ) 今 、 ど ん な 製品 が 売れ て いる か (87 年 12 月 ) 

〔 ト レン ド ) ス テラ ・ コ ンピュータ 社長 / ア ー サ ー・ カ ー 氏 イン タビ ュー(88 年 6 月 ) 

(トレ ンド )NCGA "88 ハ イラ イト 製品 (88 年 6 月 ) 

〔 ト レン ド ) ワ ー ク ステ ーション が CAD/CAM, CG を 変え る (88 年 6 月 ) 

(トレ ンド ) 米 国 の 最新 CG 製品 紹介 (88 年 8 月 ) 

( 

( 
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(シリ ー ズ 人 5 画 


ペー 


(シリ ー ズ 企画 


ペー ニン 


(シリ ー ズ 企画 


w 


トレ ンド ) 分 子 グ ラフ ィ ッ クス 学会 年 次 大 会 の 概要 決ま る (88 年 8 月 ) 
特集 ) 最 新 の リー クス テー ショ ン (88 年 8 月 ) 


(3) SIGGRAPH '88 と CG の 最新 動向 (88 年 中 月 ) 


PIXEL バッ ク ナ ン 


コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 


コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 小史 (前編 ) (87 年 | 月 ) 


載 
載 ) メ ディ ア ・ テ クノ ロジ (87 年 | 月 ~3A) 
) パー ソナ ルコ ンピュータ に よる 新しい アイ デア の CG (87 年 2 月 ) 
画 ) プ ロ の CG 映像 が で きる まで (87 年 2 月 ) 
載 ) コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス (87 年 2 月 一 中 月) 
載 ) ラ スタ ー・ グ ラフ ィ ッ クス の ソフ トウ ェ ア (87 年 3 月 ~IA) 
企画 )CG 年 賀 状 (87 年 3 月 ) 
シリ ー ズ 特集 )CG 映 像 プロ ダク ショ ン と その 作品 ①(87 年 4 月 ) 
シリ ー ズ 特集 )CG 映 像 プロ ダク ショ ン と その 作品 ②(87 年 5 月 ) 
シ ツリー ズ 特 集 )CG 映 像 プロ ダク ショ ン と その 作品 ③(87 年 6 月 ) 
シリ ー ズ 特集 )CG 映 像 プロ ダク ショ ン と その 作品 (④(87 年 7 月 ) 
シリ ー ズ 特集 )CG 映 像 プロ ダク ショ ン と その 作品 ⑤(87 年 8 月 ) 
シリ ー ズ 特集 )CG 映 像 プロ ダク ショ ン と その 作品 ⑥(87 年 9 月 ) 
シリ ー ズ 特集 )CG 映 像 プロ ダク ショ ン と その 作品 ⑦(87 年 10 月 ) 
特集 )SIGGRAPH "87 報 告 (87 年 10 月 ) 
特集 ) 最 新 の グラ フィ ッ ク ・ エ ンジ ン と レン ダリ ング ・ シ ステ ム (87 年 中 月 ) 
シリ ー ズ 企画 ) ユ ー ザ ー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 * シ ステ ム ⑯ 
CG 用 ハー ドウ エア と ソフ トウ エア (87 年 10 月 ) 
コン ピュ ー タ 映像 の いろ いろ (88 年 | 月 ) 
日 本 の CAD/CAM, CG 研究 (88 年 2 月 ) 
コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 原点 SKETCHPAD と その 果たし た 役割 (88 年 3 月 ) 


( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 


D 
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* 
集 )CG アニ メー ショ ン の いろ いろ と 作り 方 (88 年 7 月 ) 

集 ) 誰 に も 出来 る パー ソナ ル ・ グ ラフ ィ ッ クス の た め の い ろ い ろ ツ ー ル (88 年 7 月 ) 
き 集 )CG に よる 自然 物 の リア ル な 表現 (88 年 8 月 ) 
男 
集 


at E» di ak dm dB ak RO di dE 


)CG に よる リア ル な 映像 生成 入門 (88 年 10 月 ) 

(トレ ンド ) コ ンピュータ 映像 制作 の 現状 と これ か ら (88 年 6 月 ) 

(トレ ンド )PIXAR が 3 次 元 レ ンダ リン グ の 標準 RenderMan を 提案 (88 年 8 月 ) 
(トレ ンド )39.600 円 で CG が で きる ? SIG の 挑戦 (88 年 9 月 ) 

(トレ ンド ) 実 用 化 に 向かい つつ ある 最新 の レイ ・ ト レー シン グ ・ ソ フト ウェ ア (88 年 9 月 ) 
(トレ ンド )SIGGRAPPH "88 CG 実用 化 へ の スタ ー ト (88 年 10 月 ) 

(トレ ンド ) レ イト レー シン グ を どう 使う か ? (88 年 10 月 ) 

(トレ ンド )SIGGRAPH '88 CG 実用 化 へ の スタ ー ト (88 年 10 月 ) 

(トレ ンド ) 大 手 ゲ ー ム メー カー の ナム コ が CG 映像 ビジ ネス に 参入 (88 年 中 月 ) 
(トレ ンド ) ス ー パ ー コ ンピュータ に お ける ビジ ュ ア リゼ ーション (88 年 中 月 ) 
(特集 )SIGGRAPH '88 と CG の 最新 動向 (88 年 中 月 ) 

(連載 )CG の た め の 図 学 (88 年 4 月 ) 


CAD/CAM/CAE, コン ピュ ー タ ・ 


グラ フィ ックス , 画像 処理 共通 

集 )NICOGRAPH "87 の ハイ ライ ト 論 文 (87 年 2 月 ) 

集 ) 日 本 の CAD/CAM, CG 研究 (88 年 2 月 ) 

集 )CAD/CAM, CG 画像 処理 を 支え る 日 本 の 研究 最前 線 ( 前 ) (88 年 4 月 ) 
集 )CAD/CAM, CG 画像 処理 を 支え る 日 本 の 研究 最前 線 ( 後 )(88 年 5 月 ) 
集 ) リ アル な レン ダリ ング ・ ア プリ ケー ショ ン | (88 年 5 月 ) 


CG, 画像 処理 の 応用 


(シリ ー ズ 特集 )CAD/CAM, CG の ニュ ー・ ア プリ ケー ショ ン (87 年 8 月 ) 
(シリ ー ズ 特集 )CAD/CAM, CG の ニュ ー・ ア プリ ケー ショ ン (87 年 | 月) 


( 特 
( 特 
( 特 
( 特 
( 特 


バー/ 分 野 別 一 覧 


画像 処理 関連 記事 


(シリ ー ズ 企画 ) ユ ー ザ ー の た め CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム (④(87 年 8 月 ) 
連載 ) 新 し い 画像 処理 (87 年 10 月 ) 

連載 ) 新 し い 画像 処理 (87 年 月) 

特集 ) コ ンピュータ 映像 の いろ いろ (88 年 | 月 ) 

特集 ) 日 本 の CAD/CAM, CG 研究 (88 年 2 月 ) 

特集 )CAD/CAM, CG 画像 処理 を 支え る 日 本 の 研究 最前 線 ( 前 )(88 年 4 月 ) 

特集 ) 


( 
( 
( 
( 
( 
(特集 )CAD/CAM, CG 画像 処理 を 支え る 日 本 の 研究 最前 線 ( 後 )(88 年 5 月 ) 


地図 情報 処理 


期待 され る 地図 情報 処理 ①) 一 最新 シス テム と その 使い 方 (前 ) (87 年 3 月 ) 
期待 され る 地図 情報 処理 ② 一 一 最新 シス テム と その 使い 方 (中 ) (87 年 4 月 ) 
期待 され る 地図 情報 処理 ③ 一 最新 シス テム と その 使い 方 ( 後 ) (87 年 5 月 ) 
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期待 され る 地図 情報 処理 ⑨(87 年 中 月 ) 
期待 され る 地図 情報 処理 ⑩(88 年 4 月 ) 
期待 され る 地図 情報 処理 ⑪(88 年 10 月 ) 
コン ピュ ー タ 映像 の いろ いろ (88 年 | 月 ) 
日 本 の CAD/CAM, CG 研究 (88 年 2 月 ) 


) 
) 
) 
) 
) 
) 
) 
) 期待 され る 地図 情報 処理 ⑧(87 年 10 月 ) 
) 
) 
) 
) 
) 
) 最 新 の 地図 情報 処理 レス テム (88 年 9 月 ) 


特 


特集 ) コ ンピュータ 映像 の いろ いろ (88 年 | 月 ) 


トレ ンド ) 急 転 開 す る デス クト ッ プ ・ パ ブリ ッ シ ン グ (88 年 7 月 ) 


( 

(企画 ) 電 子 出 版 の た め の デ ジタル フォ ント (88 年 4 月 ) 
( 

(KL LR) 


DTP の た め の 高 品位 日 本 語 デ ジタル フォ ント (88 年 8 月 ) 
電子 出版 の た め の Post Script 入門 (87 年 8 月 ) 


図面 目 動力 


特集) 図形 の 自動 読み 取り と 認識 , 理解 (88 年 7 月 ) 
(特集 ) 図 面 読み 取り シス テム と その 機能 (88 年 | 月 ) 


その 他 
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( 特 
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( 連 
( 連 
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) 

) 

) 

) 

) 

) 

}) コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス に よる 光 の シミ ュ レ ーション (87 年 | 月 ) 
}) コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス 入門 (87 年 | 月 一 12 月 ) 
講座 :CAE の た め の 数 値 解析 入門 (87 年 | 月 一 2 月 ) 
) プ リン ト 基 板 CAD/CAM の 現状 (87 年 | 月 ) 

) イ メー ジ で 理解 する 人 工 知能 入門 (87 年 | 月 一 5 月 ) 

) 

) 

) 

) 

) 

) 


連載 ) メデ ィ ア ・ テ クノ ロジ (87 年 | 月 —3R) 


LO ーー ヘム へ ーー へー へ ーー へー へ LON LON 一 へ ーー ンー へ 


その 果たし た 役割 (88 年 3 月 ) 

(連載 ) サ ンタ モニ カ 通 信 (88 年 | 月 一 2 月 ) 

(連載 ) び くせ る ・ ぶ れい く (88 年 6 月 ・8 月 ) 

(連載 ) 流 れ の シミ ュ レ ーション (88 年 7 月 ~) 
(連載 ) 展 示 用 特殊 映像 の 種類 と 歴史 (88 年 10 月 ) 


#1 PIXEL CG グラ ンプ リ 
PER SRE 


図形 処理 情報 セン ター で は コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 映像 に お ける デザ イン , 技術 の 水準 を 向上 させ , 
その 限り な い 映 像 表現 力 を 追求 する と と も に , アー ト や プレ ゼン テー ショ ン , デザ イン , ビジ ュ ア ル ・ シ ミ 
ュ レ ーション な どの 分 野 に 大 き な 刺 激 を 与え る こと を 目的 に , 第 1 回 PIXEL CG グラ ンプ リ を 行い ます 。 
第 1 回 PEL CG グラ ンプ リ は コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス お よび 画像 処理 に E る 静止 画 の 作品 を 対象 
CLT, 応募 作品 の 中 か ら グ ラン プリ 作品 お よび 優秀 作品 を PIXEL 誌上 に お いて 掲載 し , その 栄誉 を 讃 
えま す 。 TA, アマ お よび コン ピュ ー タ の 機種 を 問わ ず , どなた で も 応募 で きま す の で , コン ピュ ー タ ・ 
グラ フィ ックス に よる 作品 制作 を 進め て いる 多く の 方 の 応募 を 求め ます 。 

コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス に 新風 を 吹き 込む よう な 意欲 的 な 作品 を 期待 し ます 。 


応募 要項 


コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス お よび 画像 処理 を 使用 し た アー ト , プレ ゼン テー ショ ン , デザイン, ビジ ュ 
アル ・ シ ミュ レー ショ ン な どの 分 野 に お ける 静止 画 作品 で , 未 発表 の も の に 限り ます 。 

作品 は デザ イン , 技術 , アイ デア , 新規 性 な どの 点 か ら 和 審査 し . グラ ンプ リ 作 品 お よび 優秀 作品 を 選定 し 。 
PIXEL 誌上 で 掲載 、 表彰 し ます 。 


締切 り e 1989 年 ] 月 0 日 (PIXEL CG 7577) SKB) DE 
人 賞 作品 @ (入賞 作品 に は 賞状 と 賞金 が 授与 され ます ) 
グラ ンプ リ 賞 選 応 募 作 品 の 中 か ら 特 に 優れ た 作品 を グラ ンプ リ 作 品 と し て 表彰 し ます 。 
優秀 賞 ロ デザ イン , 技術 」 ア イデ ア な どの 点 で 優秀 また は 新規 性 が あり , 作品 と し て の 完成 度 の 高い 作品 を 
優秀 作品 と し て 表彰 し ます 。 
入賞 作品 の 発表 e グラン プリ 作品 お よび 優秀 作品 は PIXEL 89 年 4 月 号 に て 発表 表彰 いた し ます 。 | 
記 募 規定 @ ・ コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス お よび 画像 処理 を 使用 し た 作品 で ,。 アー ト , プレ ゼン テー ショ ン , デザ イン , 
ビジ ュ ア ル ・ シ ミュ レー ショ ン な どの 分 野 に お いて 映像 表現 力 を 追求 し た 静止 画 を 対象 と し ます 。 
・ 未 発表 の 作品 に 限り ます 。 
・ 作 品 の 全部 また は 一 部 に コン ピュ ー タ を 使用 し て いる こと か が 必 要 で す 。 


・ 類似 する 絵柄 は 応募 者 で 選択 の 上 , 一 点 に 絞っ て 応募 下さ い 。 
・ プ ロ ・ ア マ お よび 職業 。 国籍 を 問わ ず , ご な た で も 応募 で きま す 。 


・ 作 品 制作 に 使用 する ハー ドウ ェ ア , ソフ トウ ェ ア の 機種 は 問い ませ ん 。 ご どの よう な シス テム を 使用 し て 制作 
し た 作品 で も か まい ませ ん 。 


・ 作 品 は モノ クロ ー ム (白黒 な ど )、 カ ラー どちら で も 結構 で す 。 
・ 作 品 と し て の 完成 度 が 必要 で す (絵柄 が 途中 か ら 切 れ て いる も の , ブラ ウン 管 の 縁 が 写っ て いる も の な ど は 
審査 の 対象 か ら は ず さ れ る こと が あり ます )。 
・ 個 人 で の 応募 の ほか , グル ー プ で の 応募 も で きま す 。 
応募 され る 作品 の 形態 @ カラ ー ポ ジフ ィ ル ム ( イ ンス タン ト ・ カ ラー ポジ フィ ルム は 印刷 に 適し ませ ん の で , 応募 で きま せん ) 
・ 曰 黒 の 場合 は キャ ピ ネ 判 一 四 切 サイ ズ の プリ ント 
・ グ ラフ ィ ッ ク ・ プ リン タタ な ご ど に よる 出力 原図 (最大 A 3 サイ ズ ま で ) 
応募 方 法 ⑯ ・ 応 募 作品 ご と に 別紙 の エン トリ ー・ シ ー ト を つけ て 応募 し て 下さ い 。 
・ 作 品 は 必ず 保護 し て 書留 , 速達 . 宅配 な ご で 送付 くだ さい 。 
(送付 過程 で の 破損 等 に つい て は 責任 を も ちか ね ます の て 梱包 に は 注意 し て お 送り くだ さい ) 
※ 応 募 い た だ いた 作品 は 原則 と し て お 返し いた し ませ ん 。 
主催 @ 図 形 処理 情報 セン ター 


協賛 ⑯ (11 月 21 日 現在 の 協賛 企業 は 以下 の 通り で す 。 順 不同 ) 
e 旭 テ クノ コン ピュ ー タ 帳 ゅ アス トロ デザ イン 帳 和則 エス ・ ア イ ・ ジ ー エイ ・ ア ー ル ・ シ ー・ ヤ マギ ワ 相 
ぁ ク ボタ コン ピュ ー タ 幌 SHTIR eNKK 日 本 シン ボリ ックス 帽 ゅ ソニ ー・ テ クト ロニ クス 悼 
@ 覆 リン クス 
#H®PIXEL ログ ラン プリ の 応募 作品 は 次 の 審査 貞 に よっ て 審査 され , 入賞 作品 が 決定 され ます 。 (順不同 ) 
e ネル ソン ・ マ ックス 氏 /Hikari Kinema 社 CG コ ・ デ ィ レ クタ ー 
@ 藤 幡 正樹 氏 プ 邊 フロ ッ グ ス 主 宰 
三井 秀樹 氏 ノ 筑波 大 学 芸術 学 系 助教 授 
eIKBSEGULZZAmlIftfBbT—277947—&7«v25— 
e 河内 隆幸 図形 処理 情報 セン ター PIXEL 編集 長 


お 問 合 わせ ・ 作 品 送付 先 @ 図形 処理 情報 セン ター PIXEL CG グラ ンプ リ 事 務 局 
$5101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-B4 神保 町 協和 ビル 6F 人 な 03(893)616] FAX 03(293)6164 


日 本 放送 協会 AM pp. 81~85 
人 体 プ ロジ ェクト ディ レク ター 伊藤 博文 


実験 的 に メタ ボー ル ( 随 円 メタ ) を 表示 する プロ グラ ム を 紹介 する 。 


図 1 サン プル デー タ を リス ト 1 の プロ グラ ム に よっ て レン ダ 
リン グ し た 結果 


「 和 驚異 の 小宇宙 ・ 人 体 」 ポ スタ ー 用 の レン ダリ ング 


2 人 金子 徳明 氏 に よる モデ リン グ で tracygt に よる レン ダリ ンク 結果 


3 金子 徳明 氏 に よる モデ リン グ で tracygt に よる レン ダ 
リン ク 結 果 


メタ ホー ル と 私 


AX pp.76—80 — 
株 メタ ・ コ ー ポ レー ショ ン ・ ジ ャ パン 代表 取締 役 Sf 英二 


META EDITOR 開発 の 経緯 と 筆者 が 使用 し て きた シス テム の 変遷 , メタ ボー 
ル の 造形 的 特性 と 医学 分 野 な ど へ の 応用 例 と 可能 性 に つい て 述べ る 。 
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6 伊東 細胞 


4 全身 骨格 


5 骨格 部 分 ( 背 髄 ) 


META EDITOR 画面 
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META EDITOR 画面 
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AM pp. 133—142 
広島 大 学 工学 部 中 前 栄 八郎 


CG が 誕生 し て か ら 四 半 世 紀 , リア リス ズム の 進歩 に つい て , 
SIGGRAPH を 中 心 に し て その 動向 を 探 ぐ る 。 


18 波 の 動き の 表現 


曲面 の 表示 法 


L- DA 
m2 


13 線 光 源 に よる 半 影 と 


NÉ 
eo 


gy 


PME ey tae 


エイ リア シン グ あ り 


エイ リア シン ク 際 去 
7 エイ リア シン グ の 除去 


指数 関数 を 用 いた 遠 行 法 と 投光器 で 照ら され た ビル 


PESTANA 


フェ イス ・ フ ァ ン クシ ョ ン あ り 


フェ イス ズ ・ フ ァ ン クシ ョ ン な し 
22 av CR o5. 7-5O KH 


15 画像 合成 の 例 


3 次 元 設計 用 CAD 機 論 


本 文 pp. 86--93 
日 立 造船 情報 シス テム 株 山本 理 


設計 を 支援 する 3 次 元 CAD の 機能 と, それ を 支え る ソフ ト 
ウエ ア と リー ドウ エア の 要素 技術 に つい て 述べ る 。 
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注目 の 新 製品 3 次 元 レン ダリ ング を 高速 処理 する ディ スプ レイ 
COMTEC3555 レン ダリ ング ・ タ ー ボ 


ダイ キン 工業 則 電子 機器 事業 部 企画 課 増田 孝 テク スチ ャ & バ ンプ ・ マ ッ ピ ング を は じ め , 従来 ソフ トウ エア て 処理 し て いた 
AMX pp. 176~178 高度 な レン ダリ ング 機能 を ハー ドウ エア 化し た 3 次 元 CG の 概要 と , 特長 に つ 
いて 述べ る 。 | 


4 テク スチ ャ マッ ピン グ 


3 テク スチ ャ マッ ピン グ 


5 テク スチ ャ ナ キバ ンプ ・ マ ッ ピ ング 透明 感 
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ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ に 関し て , 概説 , デー タ 構 造 , 特徴 , 
表示 方 法 に つい て 述べ る 。 


ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ と は 


ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ と は ,。 ボリ ュー ム を 直接 レン ダリ 
ング する 技術 で ある 。 “ボリ ュー ム ” と は 「 3 次元 空間 に 存在 す 
る 立体 の , 表面 だ け で な く 内 部 を 含む 一 塊 り 」 を いう 。 "直接" 
と は , 立体 の 内 部 を 面 な どの 幾何 プリ ミ テ ィ ブ で 近似 する 処理 
- な し で その まま 表示 する こと を 意味 する 。 

従来 の コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス (CG) の レン ダリ ング 
は 物体 の 表面 を 対象 に し て いる も の が 多かっ た 。 立体 の 断面 を 
CG で 表現 する 場合 は 。 幾何 モデ ラー な ど を 用 いて 新た に その 
_ 部 分 に 面 を 生成 し な けれ ば な ら な い 。 し か し , 最近 CG の 適用 分 
野 が 拡大 し て き て お り , 医療 分 野 , 結晶 の 分 子 解析 , ある い は 
応力 解析 な ど 。 も と も と 人 間 に は その まま の 形 で 見 る こと が で 
き な い デー タ の 可視 化 と いう 方 向 に も 範囲 が 広がっ て きた 。 こ 
の よう な 分 野 で は , 測定 し た 立体 的 な デー タ か ら 画 像 を 作ら な 
けれ ば な ら な い 。 従来 の レン ダリ ング 技術 を 利用 する に は , Al 
定 デ ー タ か ら レ ンダ リン グ の た め の デ ー タ に 変換 する 作業 が 必 
要 と な る 。 つ まり , 面 デ ー タ を 生成 し な けれ ば な ら な い 。 し か 
し 。 これ は 多く の 場合 うま くい か な い 。 面 を 生成 する こと は , 
換言 すれ ば 物体 の 内 部 と 外部 の 境界 を 定義 むす る こと に 他 な ら な 
い 。 し か し , た と え 測 定 し た デー タ が は っ きり と 二 値 に 区 別 で 
きた と し て も , そこ か ら 面 を 求め る の は 形状 が 複雑 に な る と 大 
変 困難 で ある 。 例 えば 医療 デー タ の 場合 , 対象 と する 物体 は 何 
種類 も の 組織 で 構成 され て お り , お の お の の 境界 面 を 求め な け 
れ ば な ら な い の で さら に 複雑 こ な る 。 そ の うえ , 実際 の デー タ 
の 場合 , 境界 付近 で は 組織 ご と の 値 が ば ぼんやり と し か 変化 し な 
い の で 境界 面 を 規定 し に くい 。 結 卓 の 場合 , 境界 面 は あく まで 
人 間 に と っ て 理解 を 容易 に する 仮想 的 な も の で あり , 細か い 面 
が 求め に くい 。 しかも, 測定 デー タ に エラ ー が あれ ば アル ゴリ 
ズム 的 に 正しい 算出 方 法 で あっ て も 面 が 求 ま ら な い 。 ま た , Z 


ボリ ュー ムレ ンダ リン グ 


AUN i 


の 測定 デー タ は 面 を 生成 する に は デー タ の 量 が 少な い の が 普通 
で ある 。 こ れ ら の 問題 を 解決 する 方 法 と し て , 3 次元 の ボリ ュー 
ム デ ー タ を 直接 レン ダリ ング する 技術 が 要求 され て きた 。 これ 
が ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ 技 術 で ある 。 


ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ の デー タ 構 造 


ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ で は 表面 だ け で な く , 内 部 の 情報 


も も っ た 立体 の 表示 を 目的 に し て いる 。 こ の よう な 立体 を 定義 


する た め に , 通常 の 場合 3 次 元 座標 上 に 規則 正しく 格子 状 に 並 
ん だ 点 を 使用 する 。 こ れ は 別 の 見 方 を すれ ば ぱ , 3 次 元 空間 に 充填 
し て いる 細か い 立 方 体 を 考え , それ ら が 値 を も っ て いる と 考え 
る こと が で きる 。 こ の 立方 体 を ボク セル と いう 。 ボ クセ ル が も 
つ 値 は 色 で あっ た り 密 度 で あっ た りす る 。 こ の よう な スカ ラー 
量 だ け で な く ,。 流体 の 解析 な ど で は ボク セル が ベク トル デー タ 
を も つこ と も ある 。 さらに , 最近 で は さま ざま な 属性 を も つよ 
うに な っ て きた 。 こ れ ら の ボク セル の デー タ を 用 いて レン ダリ 
ング を 行う が , 1 ボク セル 8 ビッ ト を 使っ た 場合 , 1 辺 を 128 分 
割 す る と デー タ 量 は 2M バイ ト , 1 辺 が 256 の 場合 16M バイ ト 
の 容量 に な っ て し まう の で , あま り 多 く の 点 に 対し て デー タ を 
得る こと は で き な い 。 こ の た め ,。 少な ね データ で わか りや すい 
画像 を 生成 する 技術 も 大 切 で ある 。 

デー タ 量 が 多い の で , これ ら の ボク セル デー タ を 人 間 が 直接 
入力 する こと は 稀 で ある 。 生 物 の デー タ で あれ ば , CT (Comput- 
ed Tomography) スキ ャ ナ を 用 いて 立体 の 断面 デー タ を 輪切り 
状 に 何 枚 も 測定 する 。 流 体 や 構造 解析 な どの 解析 デー タ の 場合 。 
測定 の 結果 を 計算 機 で 解析 し 各 格子 点 の デー タ を 生成 する 。 


ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ は 
3 次 元 画像 処理 に 近い 
2 次 元 の イメ ー ジ デー タ と 描画 ブー タ に つい て 考え て みる 。 


イメ ー ジ デー タ と は カメ ラ や スキ ャ ナ な どか ら 得 た 画像 デー タ 
で あり 。 デ ー タ は ピク セル と よ ば れる 正方 形 ( あ る い は 長方形 ) 
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の 画素 を 単位 と し て 記録 きれ る 。 こ の イメ ー ジ デー タ は 直接 表 
示 で きる か た ち に な っ て いる が , 必要 で あれ ば 色 の 変更 (特定 
の 色 の 抽出 ), 微分 (エッ ジ 抽 出 ), フィ ル タ リ ング な どの 処理 
を 行う こと が で きる 。 これ は 簡単 な 画像 処理 で ある 。 そ れ に 対 
し て 描画 ブ データ は 直線 ・ 円 弧 な どの 描画 操作 コマ ンド で デー タ 
を 表現 し た も の で ある 。 デ ー タ の 量 そ の も の が イメ ー ジ デー タ 
に 比べ て 著しく 減少 する だ け で な く ,。 1 つ 1 つの デー タ を 後 か 
ら 編 集 可 能 で ある 。 すなわち, 位置 を 変更 し た り , 拡大 ・ 縮 小 
を 自由 に 行う こと が で きる 。 ま た ,。 デー タ に 幾何 以外 の 属性 情 
報 を 付加 する こと に より ,。 デー タ に 意味 を も た せる こと が 可能 
で ある 。 こ れ は グラ フィ ックス 処理 で ある 。 

この イメ ー ジ デー タ と 描画 デー タ の 関係 を 3 次 元 に 拡張 する 
と ボリ ュー ム デ ー タ と 従来 の サー フィ ス ・ デ ー タ と の 関係 に 対 
応 付け る こと が で きる 。 つ まり ボリ ュー ム デ ー タ は コマ ンド で 
は な く , 3 次 元 空間 の その 位置 で の 物体 の 実 デ ー タ な の で ある 。 
仮に ボリ ュー ム デ ー タ を 3 次元 の イメ ー ジ デー タ と 考え る と 。, 
ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ は 3 次 元 の イメ ー ジ デー タ を 2 次 元 
の イメ ー ジ デー タ に 変換 する 処理 と いう こと も で きる 。 も ちろ 
ん , サー フィ ス ・ レ ンダ リン グ と 同様 の シェ ー デ ィング 手法 な 
ども 用 いる が , そこ で 行わ れる 処理 は むし ろ 画 像 処理 に よっ た 
も の に な る 。 


表示 方 法 

BRE TORRE 

ボク セル 表現 で 3 次 元 空間 デー タ が 求 ま っ て いる と する 。 こ 
の デー タ を 表示 する 方 法 は 従来 まで 大 きく 分 け て 2 つ あ っ た 。 
ー つ は クロ ス セ クシ ョ ン ・ レ ンダ リン グ (切断 面 表示 法 ) で あ 
0, も う 一 つ は スレ ッシュ ホー ルド ・ レ ンダ リン グ (ME 
示 法 ) で ある 。 
(1) クロ ス セ クシ ョ ン ・ レ ンダ リン グ (切断 面 表 示 法 ) 

最も 簡単 な 表示 方 法 で ある 。 xy A, yz m, 2x 面 に 平行 な 任意 
の 面 で 3 次 元 デ ー タ を 切断 し, 切断 面 の データ の み を 表示 する 。 
表示 に 際 し て は , 2 次 元 の 切断 面 デ ー タ を 単純 に 表示 する の で 
は な く , 切断 に よっ て 切り 出さ れ た 直方 体 を 3 次 元 的 に 表示 す 
る の が 普通 で ある 。 そ の た め に , 求め た 切断 面 の デー タ を テク 
スチ ャ ・ マ ッ ピ ング の 要領 で 直方 体 の 各 面 に か ラー・ マ ッ ピ ン 
TFS 

この 方 法 は 処理 が 簡単 で 単 一 の 方 法 で 例外 な く 表 示 で きる た 
i, ハー ドウ エア 化 さ れ た 例 も ある 。 欠点 は , 切断 面 だ けし か 
表示 され ず 。 内 部 が 見 えな いこ と で ある 。 そ の た め 。 人 間 が 切 
断 する 位置 を イン タラ クティ ブ に 変え な が ら , 3 次 元 画像 を 自 
分 の 頭 の 中 で 再 構築 し な けれ ば な ら な い 。 ハ ー ド ウェ エア で 高速 
表示 する こと は イン タラ クティ ビ テ ィ 向 上 の た め に 必要 で あ 
4. kk, 任意 の 角度 で 切断 する こと も で きる と 思う が , 実現 
例 は な いよ う で ある 。 
(2) スレ ッシュ ホー ルド ・ レ ンダ リン グ ( 賠 値 面 表示 法 ) 

3 次元 デー タ 中 に 存在 する 複数 の 物質 の 中 か ら 観 察 の 対象 と 
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する 特定 の 物質 の み を 表示 する 手法 で ある 。 基 本 的 に は , その 
物質 に 対応 する 値 を ちっ た ボク セル を つない で 面 を 作り 従来 の 
手法 で 表示 する の だ が , 表示 品質 を 上 げ る た め に さま ざま な 方 
法 が 提案 され て き て いる 。 処 理 は お お むね 3 段階 に 分 けら れる 。 
第 1 は 同一 の 値 (ある い は 一 定 の 範囲 に ある 値 ) を も っ た ボク 
セル を 探し て 近接 し た も の を 接続 する 処理 。 第 2 は 接続 され て 
で きる 形状 を 面 で 再 構成 (近似 ) する 処理 。 第 3 は 面 に シェ ー 
ディ ング を 施し 表示 する 処理 で ある 。 

この 表示 法 は 医療 用 の 応用 が 多く , 人 体 の 表示 な ど に 用 いら 
れ て きた 。 人 体 な どの 場合 , 朋 と 肉 の よう に は っ きり と 分 か れ 
た 物質 で 構成 され て お り , デー タ 値 の 差異 が 明確 で デー タ の 連 
続 人 性 も ある 。 その た め , 多面 体 や 曲面 に よる 近似 が 行い や すい 。 
CT スキャン や MR 画像 に よる デー タ を 使う こと が 多い が , A 
ライ ス さ れ た デー タ か ら 正 確 に 接続 関係 を 見 つけ , 面 を 再 構 成 
する こと は か な り の 困難 を 伴う 。 

以前 試み られ て いた の は , 1 枚 の スラ イス 画像 の 中 で 輪郭 抽 
出 を 行い , 得 られ た 輪郭 線 を スラ イス 順に 接続 する 方 法 で あっ 
た 。 通常 , イ ンタ ラク ティ ブ に 輪郭 抽出 を 行っ て 自動 的 に 輪郭 
線 を つなぐ 場合 が 多い が 。 接続 ミ ス が 起こ りや すい 。 

ここ で は ,。 優れ た 方 法 と し て 「Marching Cubes Algorithm | 


2 面 の 貼り 方 の 種類 (COMPUTER GRAPHICS, Vol. 21, No. 4, pp. 165) 
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Slice ん 十 1 


Slice ん 


k : : 
/ Voxel 
| K j 


1 Marching Cube(COMPUTER GRAPHICS, Vol. 21, No. 4, pp. 164) 


を 取り 上 げ て 説明 する 。 この 方 法 で は 8 個 の ボク セル を 頂点 と 
する 立方 体 (キュ ー ブ ) BBA, あら か じ め 指 定 し た 値 (= 表示 
し た い 面 が も つべ き 値 ) と 各 ボ クセ ル が も っ て いる 値 と の 大 小 
関係 を 調べ , 表示 し た い 面 が キュ ー ブ の どの 位置 に ある か を 判 
EL, キュ ー ブ の 中 に 面 を 再 構成 し て いく 。 こ れ は 以下 の よう 
に し て 実現 きれ る 。 

キュ ー ブ は 隣接 し た 8 個 の ボク セル を 頂点 と し て , 図 1 の よ 
うに 定義 きれ る 。 キ ュー ズブ の 頂点 の 値 が 表示 し た い 面 の 値 より 
大 きい か 等 し いと き に は 頂点 に 1 を 立て る 。1 が 立っ た 頂点 は 
面 の 内 側 ま た は 面 の 上 に ある と 考え る 。 頂点 の 値 が 表示 し た い 
面 の 値 よ り 小 さい と き に は 頂点 に 0 を 立て る 。0 が 立っ た 頂点 


レイ 


v 


"a 


X ズ キ ャ ン ラ イン 


AM A 


は 面 の 外側 に ある こと に な る 。 こ の 頂点 の 1 か 0 か の 値 を 使う 
と , キュ ー ブ の エッ ジ を 面 が 交差 する か どう か を 判定 で きる 。 
面 は 3 角形 で 考え る 。 こ の 交差 の 仕方 は 28=256 通り ある が , 1 
と 0 が 逆 の 関係 の も の を 同じ トポロジ と 考え , 回 転 対称 を 考え 
る と 図 2 の 14 種類 に 減ら すこ と が で きる 。 


が も つ 値 ) か ら 比 例 配分 で 求め る 。 

3 角形 頂点 の ノー マル ベク トル を 求め る に は , キュ ー ブ の 頂 
点 の ノー マル ベク トル を 求め 。 2 頂点 の クノ クー マル ベク トル を 内 
挿し て 3 角形 頂点 の 値 と する 。 キ ュー ブ の 頂点 の ノー マル ベク 


える 。 キ ュー ブ の 頂点 で の デー タ 値 の 勾配 ベク トル C の 3 成分 
は 隣接 キュー ブ プ の 頂点 デー タ 値 を 使っ て , 

GG, j, K) (DG 1, j, £) - DG -1, j, )/A* 

G, (i, j, F) (DG, j - 1, k)—D (i, j—i, ))/Ay 

GG, j, k) - (DG, j, k¥1)—D(i, j, ん 一 1)) /Az 

と 表 さ れる 。 た だ し , Ax, Ay, Az は キュ ー ブ の エッ ジ の 長き 
で ある 。 こ れ ら を 正規 化す る と ノー マル ベク トル と な る 。 デ ー 
タ 値 の 勾配 ベク トル が 面 の ノー マル ベク トル と 同じ と 考え て よ 
い の は , 表示 し た い 面 の 接線 方 向 の デー タ 勾 配 は 0 で あり , F 
ー タ 勾配 ベク トル は 求め る 面 に 垂直 な 方 向 (ニノ フー マル ベク ト 
ル ) と 考え られ る か ら で あ る 。 

最後 に , 求 ま っ た ノー マル ベク トル を 使っ て シェ ー デ ィング 
T7115. 
画 ボ リュ ー ム ・ レ ンダ リン グ 

mae herve YO ee Caer eo ee <<, Te 
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ボリ ュー ム 


図 3 レイ ・ キ ャ ステ ィング 法 
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[l4 セル 順次 法 に お ける セル ・ ス バン の 求め 方 


ル デ ー タ 値 を 直接 表示 し , 内 部 の 様子 も 観察 で きる よう に する 。 
ここ で 主要 な 技術 は 。 ボク セル デー タ を どの よう に し て スク リ 
ー ン 上 に 投影 する か , 内 部 を どの よう に し て 見 せる か 。 デー タ 
補間 と アン チ ・ エ イリ アシ ング を どの よう に 行う か 。 シェ ー デ 
ォ ネン ダ を どう 行う か な ど で あ る 。 

(1) スク リー ン へ の 投影 方 法 

ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ で は 。 ボク セル デー タ を スク リー 
ン へ 投影 する 方 法 と し て 「 レ イ ・ キ ャ ステ ィング 法 」 を 採用 す 
る こと が 多い 。 これ は レイ ・ ト レー シン グ 法 と 似 て お り 。 レイ 
(視点 と 画素 を 結ん で で きる 直線 ) と 交差 し た ボク セル の 情報 
を 画素 の 色 と し て 表示 する ( 図 3 , 前 ペー ジ )。 

この 方 法 で は , ボリ ュー ム に 対し て レイ が 斜め に 当たる た め 
計算 が 複雑 に な り , メモ リ に 対し て ラン ダム ・ ア クセ ス が 頻繁 
に 起こ る の で 仮想 記憶 の コン ピュ ー タ で は 時 間 が 急激 に 増加 す 
る 。 この 点 を 改良 し よう と する ( 画 期 的 な ) 考 え 方 が PIXAR ft 
か ら 提 案 さ れ た 。 規則正しく 3 次 元 格子 状 に 配置 され た ボク セ 
ル に 透視 変換 を か け , どの 画素 の 位置 で も レイ が z 軸 に 平行 に 
な る よう に する 。 こ うす る と 。 透視 変換 後 の ボ リュ ー ム に 対し 
て レイ は 常に 正面 か ら 当 て れ ば よい の で , 変換 に 相当 多く の 計 
算 量 を 必要 と し 変換 後 の リ サン プリ ング の 正確 さも 要求 され る 
DB, その 後 の 表示 処理 が 非常 に 楽に な る 。 

PIXAR 社 で は , この 考え 方 を 回 転 や 位置 の 移動 と いっ た ア 
フィ ン 変 換 に も 適用 し て いる 。 ボ リュ ー ム デー タ は 通常 オリ ジ 
ナル の 視点 に 対し て 正面 を 向く よう に 作ら れる の が 普通 で あ 
り , この 状態 で ボク セル デー タ を 投影 する の は 上 記 の よう に す 
れ ば 簡単 に で きる 。 し か し 視点 が 変換 を 受け た 場合 , ボク セル 
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ix UcvA4zx8$5ic::59cUE2,* zc, 視点 の 変換 に 際 
し て 視点 を 変換 せ ず ボク セル デー タ を 逆 変 換 し , 視点 が 変換 さ 
れ た の と 同じ 効果 を だ す よ うに する 。 こ うす る と , 常に ボク セ 
ル が デー タ 構 造 上 で 正面 を 向き ,。 レイ ・ キ ャ ステ ィング は z 軸 

< 平行 な レイ で 行う こと が で きる 。 画像 デー タ に 対し て 変換 を 
施す の は 2 次 元 画像 処理 で は 基本 的 な 操作 で ある が , 3 次 元 画 
像 処理 の 場合 で も 重要 な 汎用 技術 と な り そ う で ある 。 

その 他 の 表示 方 法 と し て 「 セ ル 順 次 (Cell by Cell) 法 」 が あ 
る 。 MVE LIers TCR UO LSE TEV, Č 
の 方 法 で は セル を スク リー ン に 直接 投影 する 。 投 影 方 法 は 図 4 
の よう に スキ ャ ン 面 で セル を 切断 し , 得 ら れ た 断面 を スキ ャ ン 
ライ ン 上 の 画素 に 投影 する 。 原理 的 に は セル 情報 が も れ な く 表 
MEH, セル の 奥行 き 方 向 に つい て の 計算 も で きる の で (比較 
的 少な い 数 の セル で ボリ ュー ム を 表し た と き に ) レイ ・ キ ャ ス 
ティ ング 法 が も っ て いる ポイ ント ・ サ ンプ リン グ の 和 欠点 を 解消 
する の に 有効 で ある 。 

(2) 内 部 の 見 せ 方 

ボリ ュー ム の 内 部 を 見 せる た め に 半 透 明 表 示 手 法 を 使う の が 
普通 で ある 。 この 場合 ,、 ち も と も と の ボク セル デー タ を 寄与 率 ( 不 
ARR) a と し て 使う こと も ある が 。 新た に g 値 を 別に 設け る 
と , 目的 と する 物質 の a 値 を 他 の 物質 より も 大 きく し て 見 や す 
くす る こと も で きる 。 レ イ ・ キ ャ ステ ィング で 表示 する 際 , F 
前 の ボク セル か ら 順 番 に ボク セル の デー タ 値 を Z 倍 (0 ミ Z ミ 1) 
し て 加算 し て いき , a も 加算 し て ぃ いく <。 a の 総和 が 1 と な る か , 
レイ が ボリ ュー ム を 通過 し た ら 1 つの 画素 へ の 投影 を 終了 し , 
加算 し た デー タ 値 を その 画素 の 値 と し て 表示 する 。 

上 記 の 方 法 は , ボリューム に 物質 が 1 種類 だ けし か 存在 せ ず 
密度 の み が 異 な る よう な 場合 。, 正確 さき を 欠い た 表示 と な る 。 こ 
の よう な 場合 の た め に 光 の 伝播 を 考慮 し た モデ ル も 考え られ て 
いる 。 | 
(3) デー タ 補 間 の 方 法 

レイ ・ キ ャ ステ ィング 法 で は ,。 レイ と ボク セル が 交差 し た 点 
の デー タ 値 を 求め る た め に 上 記 の キュ ー ブ や セル の よう な 構造 
を 考え て , 交差 点 の デー タ を その 周囲 8 個 の ボク セル 値 か ら 内 
挿 に よっ て 求め る こと が 多い 。 こ うす る こと に よっ て その 点 で 
の 補間 値 は 求まる が , レイ ・ ト レー シン グ 法 と 同様 に ポイ ント ・ 
サン プリ ング に よる エタ ラー が 起こ る 。 こ れ を 防ぐ に は 。 レイ ・ 
トレ ー シ ン グ 法 で 使わ れ て いる マル チレ イ な どの 方 法 を と る 必 
要 が ある 。 セ ル 順 次 法 で は この 問題 を 解決 し て いる 。 
シェー ITE 

面 デ ー タ で 用 いた ライ ティ ング ・ モ デル に よる シェ ー デ ィ ン 
グ 手 法 を 適用 する こと が 多い 。 す な わ ち , 光源 を 設定 し ボリ ュ 
ー ム 中 に 面 が ある と 想定 し て , 前 述 し た 勾配 ベク トル を 使っ て 
ボク セル ご と に ノー マル ベク トル を 求め て シェ ー デ ィング す 
G; 

この 方 法 は , 同一 物質 の み で 構成 され る ボリ ュー ム に は 適さ 
な い の で 。 発光 する 粒子 の 集まり に よる 光 の 伝わり 方 を モデ ル 
化す る こと も ある 。 
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BA RIJ^N— 


コン ピュ ー タ ・ ア ニメーション の 分 野 で 最近 話題 の 物理 法則 べ 
ー ス モデ リン グ に つい て 概説 し , その 研究 動向 を サー ベイ する 。 


W; 


ーー< メ ーー ミミ ーー メニ ミー ニー ミミ ーー ミミ ーー ミミ ーー ミミ ーー ミミ ニー ミミ ーー ミニ ーー ミミ ーー ミミ ーー ミミ ーー ニニ ーー ニニ ーー メニ ーー ニニ ーー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニー 


物理 法則 ベー スモ デリ ング と は 


1987 年 ころ か ら 物 理 法則 ベー スモ デリ ング (Physically - 
Based Modeling) と いう 新しい 言葉 が 。 主 に コン ピュ ー タ ・ ア 
デメ ーション の 分 野 で 広く 使わ れる よう に な っ て きた ?。 これ 
は 。 コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 映像 を より 現実 世界 に 近 
付け る た め に , 自然 界 を 支配 する 諸 法則 (慣性 則 , 運動 量 保存 
則 な ど ) を コン ピュ ー タ の 世界 に も 取り 入れ た も の で ある 。 ア 
ニメーション の 制御 性 の 良さ に , 科学 シミ ュ レ ーション の 正確 
さ を 取 り 入 れる た め の モ デル 化 と いっ て も よい 。 しかし, #0 
定義 は 必ず し も 明確 で は な く , 人 に よっ て は 雲 や 樹木 の 表示 の 
よう に 広く 自然 現像 の モデ ル 化 と と ら え る 場合 も あれ ば , 狭く 
リン ク 機 構 の 動力 学 を 用 いた モデ ル 化 と と ら え る 場合 も ある 。 
CO TIZ 物 環 本 時 ベー スモ デリ シン グ を セロ ンピュータ アニ 
メー ショ ン に お いて , 自然 な 動き を 実現 する た め に 自然 界 の 物 
理 法則 を 用 いて 物体 や 現像 を 実用 的 な 時 間 で 計算 する 汎用 な 手 
法 」 と 考え る こと に する 。 


BRN AR 


CHECK, コン ピュ ー タ ・ ア ニメーション に お いて 動き を 
指定 する た め の 方 法 が いく つも 提案 きれ て きた 。 こ れ を 大 きく 
分 類する と 次 の よう に な る "や. 

1) 対話 法 (Interactive Method) 
ダイ ヤル や ジョ イス ティ ッ ク な どの 装置 を 使っ て リア ル タ イ 


ム に 動き を 確認 し , 試行 錯誤 で 動き を 決定 し て いく 指定 方 法 。 


ある フレ ー ム で の 位置 や 姿勢 を 指定 し , 間 の フレ ー ム を 補う 
キー フレ ー ム 補間 , 対話 的 に 物体 の 軌道 を 生成 する 軌道 指定 
法 。 各 自由 度 に 対し て 制御 関数 を 指定 する 制御 関数 法 が 対話 
法 と し て あげ られ る 。 

2) スク リプ ト ・ ア ニメーション (Scripted Animation) 
個々 の 自由 度 の 指定 で は な く , マク ロ な 動き を 台本 (Script) 
で 記述 する 指定 方 法 。 ア ニメーション 記述 言語 . ロ ボッ ト 言 
語 な どの 言語 に よる 指定 が この 例 と し て あげ られ る 。 


* ま て ら さ わ みき お * ゃ も し は ば は も と XUL 
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寺沢 幹雄 * AR AU 
また , D, 20m Cb, コマ ンド ・ ラ イブ ラリ , 有限 状態 マ 
シン 。 階層 化 。 パラメータ 化 と いっ た 高 レ ベル の も の と , 軌道 
や 関節 の 動き を 各自 由 度 に 対し て 指定 する 低 レ ベル な も の が あ 
る 。 | 
こう し た 従来 の 方 法 で 実現 で きる 動き に は 限界 が ある 。 例え 
ば , 人 の よう に 複雑 な 動き を 表現 する 場合 , 多く の 指定 を 慎重 
に 行わ な けれ ば 自然 な 動き を 得る の は 難し い 。 し か し , よく 考 
えて みる と それ ら の 労力 の 多く は, 物理 法則 を 満た す の に 費 や 
され て いる 。 歩く 動作 を 考え て みる と , 足 は 急 に 持ち 上 が ら な 
v, 脚 が 曲がっ た と き に は 筋肉 が 膨れ る , 着地 時 に 床 の 下 に 足 
が 突き 抜け な い , 着地 の 衝撃 は 足 の 先 か ら 伝わる , ERROR 
り 具 合い や 歩く 速 さ に よっ て も 歩行 の 様子 は 異な る …。 も と も 
と アニ メー ショ ン で は , 現実 世界 で は あり 得 な いよ うな こと ま 
で 表現 で きる 高い 自由 度 を も つが , 実際 に 全く 現実 を 離れ た 動 
き が 必要 に な る 場合 は そう 多く な い 。 この た め に , 物理 法則 を 
考慮 する こと は アニ メー ター の 労力 を 大 幅 に 軽減 し 。 これ まで 
で き な か っ た よう な リア ル な アニ メー ショ ン が 可能 に な る 。 


お ちろ ん 。 ト ラディ ジョ ナル な コン ピュ ー ダ タダ * ア ニニ メー ジョ 
ン 手 法 に お いて も 物理 法則 を 全く 考慮 し て こ な か っ た わけ で は 
な く , 運動 学 的 (Kinematic) に は 考え られ て きた 。 運動 学 は 速 
度 , 加速 度 の よう な 時 間 と 位置 の 関係 の み で あり , 力 , トル ク , 
相互 作用 な ど に は 関係 し な い 。 し か し , 最近 の 物理 法則 ベー スモ 
デリ ング で は , 動 力学 (Dynamics), 弾性 学 (Elasticity The- 
ory), レオ ロジ ー (Rheology) な どの より 高度 な 手法 を 用 いて 
いる 。 これ ら の 手法 自体 新しい も の で は な く , ATE, AA 
年 と 研究 され , 確立 され て きた 分 野 で ある 。 そ れ が 近年 に な っ 
て コン ピュ ー タ ・ ア ニメーション の 分 野 で 急 に 使わ れ 始め た の 
ik, 最近 の コン ピュ ー タ (特に パー ソナ ルコ ンピュータ 。 ワー 
クス テー ショ ン ) の 急速 な パフ ォ ー マ ンス の 向上 に よる と ころ 
BREW, DED, これ まで 大 型 汎 用 計算 機 で し か 実現 で き な 
いと 考え られ て いた よう な 高度 な 計算 が , 廉価 な 計算 機 で 実現 
可能 に な っ て きた た めで ある 。 ま た , も う 一 つの 理由 と し て ロ 
ボテ ィ ッ クス で の 研究 成果 が あげ られ る 。 ロ ボテ チ ティッ クス で は , 
精度 向上 や 隊 性 計算 の た め に 多 関 節 型 の ロボ ッ ト の 制御 に 動 カ 
学 的 解析 (Dynamic Analysis) を 適用 し , リ アル タイ ム に 計算 で 
き あ な よ プ な デル ゴリ ズム を 王 夫 し た 。 ご これ が , 大 年 を どの よう 
な 関節 で つなが る 物体 の アニ メー ショ ン に 適用 さき れる よう に な 
っ て きた 。 さ ら に 。 コ ンピュータ ・ ビ ジョ ン で の 研究 成果 も 未 
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軟 物体 の モデ リン グ に 影響 を 与 を て いる 。 


拘束 ベー スモ デリ ング と 目的 指向 モデ リン グ 


物理 法則 ベー スモ デリ ング と 密接 な か か わり を も つも の に , 
拘束 ベー スモ デリ ング と 目的 指向 モデ リン グ が ある 。 

一 般 に 物理 法則 ベー スモ デリ ング で は , 物体 が どの よう に 振 
る 舞う か は 予測 で き な い 。 例 えば, ボー ル に 位置 と 初速 を 与え 
WER, ボール が どこ に 飛ん で いく か が わか ら な い 。 アニメ ー 
ショ ン で は アニ メー ター の 意図 し た 動き を 伝え る こと が 大 切な 
DT, 途中 の 動き を も う 少 し 細か く 制 御 す る 必要 が ある 。 こ の 
た め に いく つか の 拘束 を 定義 し , 制御 し よう と する の が 拘束 べ 
ー ス モデ リン グ (Constraint-Based Modeling) で ある 。 拘束 
に は さま ざま な も の が 提案 され て いる 。 例 えば, Witkin ら は 物 
理 的 で な い エ ネル ギー 関数 を 用 いて 点 の 固定 , 面 と 面 の 接触 , 
滑り 対 偶 な どの 拘束 を 定義 し て いる 9。 従来 の キー フレ ー ム 法 
や 軌道 生成 法 な ども , 物体 の 動き に 拘束 を 加え て いる と いう 意 
味 で 拘束 ベー スモ デリ ング の サブ セッ ト と 考え られ る 。 よ り 一 
般 的 に 拘束 条件 を 機構 設計 に 応用 し て いこ うと いう 研究 に 文献 
6) , 7) , 37) が ある 。 

物理 法則 ベー スモ デリ ング と 拘束 ベー スモ デリ ング は 相 い れ 
な い 概 念 で は な く , 後者 の 手法 で 制御 し , 前 者 の 手法 で 自然 な 
動き を 計算 する と いっ た こと が 可能 で ある 。 例 えば, Isaacs ò 
は 慣性 系 を 考慮 し た 振舞 い 関 数 で 拘束 を 定義 し て 人 の 動き を 
xx 7z L9, Witkin ら は 時 空間 法 を 用 い , 簡単 な 運動 学 的 拘束 
の 指定 に より 関節 物体 で ある ラン プ の 跳躍 を リア ル に 見 せる ア 
StS Ya YR, 

Barr は , 物理 法則 ベー スモ デリ ング や 拘束 ベー スモ デリ ング 
を 含ん だ か た ちの , 物体 の 統一 的 な 表現 の 枠組 み を 目的 指向 モ 
デリ ング (Teleological Modeling) EKA CWA”, COREA 
み で は , 目的 と する 動き を 2 次元 表示 画面 上 の イメ ー ジ と し て 
得る た め に 対象 を 4 層 に 階層 化し , 概念 を 整理 し て いる 。 

各階 層 の 対象 と な る 要素 は , OME, 方 向 , 力 な どの 拘束 関 
係 と いっ た 目的 イベ ント 要素 の 時 系 列 ,② 時 間 に よ ら な い 剛 体 , 
柔軟 物体 と いっ た ニュ ー ト ン 力 学 的 要素 , ③ 多 面体 ,。 パ ッ チ と 
いっ た 3 次 元 形状 要素 ,④ 画 素 の 色 や 線 素 と いっ た 2 次 元 イ メ 
ー ジ 要素 で ある 。① て ③ の 各階 層 に お いて , それ ぞ れ 目的 論 的 
手法 , 数 学 的 シミ ュ レ ーション 。 レン ダリ ング と いう 方 法 を と 
る こと に より 次 の 随 層 で の 要素 を 得 ら れ , 最終 的 な 2 次 元 表示 
画面 上 の イメ ー ジ が 求まる 。 


物理 法則 ベー スモ デリ ング 手法 


最近 発表 され た 物理 法則 ベー スモ デリ ング の 論文 に つい て 以 
下 に 概説 する 。 こ こ に あげ た 文献 の 中 に は , いく つか の 分 類 に 
また が っ て いる も の が ある こと を ご 了承 願い た い 。 

(1) 剛体 
時 間 が 経過 し て も 変形 まず, ある 時 間 で の 状態 を 物体 座標 の 
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平行 移動 , 回 転移 動 だ け で 記述 で きる 物体 を 剛体 (Rigid Body) 

と よぶ 。 剛体 の 中 で 最も 単純 な モデ ル は 質点 で ある 。 質点 の 場 
合 に は , 「 質 点 の 運動 量 の 時 間 変 化 は , その 質点 に 作用 する 力 に 
等 し いと いう ニュ ー ト ン の 第 2 法則 を も と に , この 力 と し て 
重力 な どの 相互 作用 , 摩擦 力 , 粘性 力 , 弾力 な ど を 当て は め , 
運動 方 程 式 を 解け ば よい 。 た だ し , 慣性 座標 系 で は な く 加 速度 
座標 系 の 場合 に は , 有効 な 力 を 得る た め に , 慣性 力 と し て 直進 
力 の 他 に 遠心 力 . コリ オリ の 力 , 回 転 の 加速 に よる 力 を 考慮 し 
な く て は な ら な い 。 Lundin iX, 地上 を 動き 回 る ロボ ッ ト の 上 下 
方 向 の 動き に , ば ね ・ マ ス 系 の 解析 を 適用 し て いる や 。 いく つか 
の 物体 の 集まっ た 系 (System) の 場合 に は , エネ ルギー 保存 則 , 
運動 量 保存 則 も 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 パーテ ィ ク ル ・ シ ス 
テム (Particle Systems) な ど は , 火 や 水 な ど を 小さ な 質点 の 
集合 体 と 考え , 問題 の 単純 な モデ ル 化 を 図っ て いる 。 一 般 の 剛 
体 の 場合 に は 直進 運動 の 他 に 回 転 運動 を 考慮 し な けれ ば な ら な 
VOT, 問題 は より 複雑 に な る 。 Hahn は , 一 般 の 剛体 の 個々 の 
動き や 系 と し て の 相互 作用 に つい て , 汎用 性 の ある 定式 化 と 解 
法 を 提案 し て いる "9。 

(2) 柔軟 物体 

布 や ゴム ボー ル の よう に 時 間 変 化 に つれ 変形 する も の を 柔軟 
物体 (Flexible Body) と よぶ ゆ 。 こ こ で は 。 ねじ り , 引っ 張り , 
引 伸 し の よう な 連続 変形 の 他 に , 引 裂 き の よ うな 不 連 続 変形 す 
る 物体 も 柔軟 物体 に 含め て 考え る こと に する 。 

Weil は 布 を 縦糸 , 横糸 の 集まり と し , 基準 と な る 糸 に 懸垂 線 
を 当て は め 。 糸 の 長 さ 一 定 の 条件 か ら 布 の モデ ル 化 を 行っ た ぎ 。 
同様 に 市 の モデ ル 化 を 行っ た も の に 文献 11) が ある 。 Ter- 
zopoulos id, TA, f, 紙 , 柔らか い 金 属 と いっ た , より 一 
般 的 な 弾性 変形 体 に つい て の モデ ル 化 を 行っ た ⑦⑳。 この 論文 で 
iX, AJ, 減衰 , 弾性 , 外力 の 時 間 関 数 に つい て の ラグ ラン ジ 
ェ 形 式 の 微分 方 程 式 を 解い て いる 。 さらに, 適応 力 と し て 衝突 
回 避 力 も 加え , 非 貫 通 物体 の 扱い も モデ ル 化 し て いる 。 文 献 28) 
で は これ を 発展 させ , 粘 弾 性 , WE, 破壊 に つい て も 考慮 し て 
いる 。 Platt ら は 物理 法則 と 最適 化 理 論 に 基づい て 拘束 を 導入 
する こと で , 柔軟 物体 に 対す る アニ メー ター の 制御 を 可能 に し 
Aa 
(3) 関節 物体 

関節 物体 (Articulated Body) と は , リン ク 機 構 の よう に 関 
節 を 介し て いく つか の 要素 が 集まっ て で きた 物体 の こと で あ 
る 。 要素 自体 は 剛体 で も 柔軟 物体 で も か まわ な い が , 現状 で は 
多く の 場合 剛体 系 で あり , 要素 どう し が 木 構造 状 の 親子 関係 を 
な し , 親子 の 間 は 回 転 1 自由 度 の 関節 で つなが っ て いる 。 人 や 
動物 や ロボ ッ ト と いっ た 数 多く の 物体 が 関節 物体 と し て 扱え る 
の で 。 コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス に お いて 関節 物体 は 非常 
に 重要 な 対象 と な っ て いる 。 こ の た め 。 多く の 研究 が な され て 
の TERM) 

関節 物体 の 運動 方 程 式 に は , ラグ ラン ジェ 方 程 式 と ニュ ー ト 
ン - オ イラ ー 方 程 式 の 2 つが ある ぐず"。 

ラグ ラン ジェ 方 程 式 (Lagrangian Equation) は , 運動 エネ 
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ルギー と 保存 エネ ルギー を も と に 方 程 式 を 立て て お り , 定式 化 
が 容易 で 理解 し や すい が , 計算 効率 が 比較 的 悪い 。 こ の た め 和 新 
化 式 表現 に し て , リア ル タ イ ム に 計算 し よう と する 研究 が な さ 
れ て いる "79。 WESCE, 最初 に 親 か ら 子 へ 順 々 に 直進 , 
回 転 の 速度 , 加速 度 を 求め て いき , 次 に 子 か ら 親 へ と 力 と トル 
ク を 計算 し て いく と いう 方 法 を と る 。Wilhelms ら は , 同様 に , 
各 リ ンク で の 運動 エネ ルギー の 関係 に 基づい た Gibbs- Appell 
の 定式 化 に より 関節 物体 の 動力 学 を 解い て いる "。 

ニー ニュー トン - オ イラ ー 方 程 式 (Newton-Euler Equation) i, 
各 リ ンク に 対し て 直進 運動 は ニュ ー ト ン の 方 程 式 , 回 転 運動 は 
オイ ラー の 方 程 式 を 適用 し た も の で ある 。 ニ ュー トン - オ イラ ー 
方 程 式 に つい て も 和 閣 化 式 表現 が な され , 効率 的 な 解法 が 示さ れ 
Cv 2?^, Armstrong Ò は 関節 に トル ク 関 数 を 与え , ニュ ー ト 
ン - オ イラ ー 方 程 式 に 基づい て , 直接 動 力学 的 に 解く た め の 効 率 
的 な ( 〇 (n) の ) アル ゴリ ズム を 考案 し た 、 Featherstone も 
O(n) の 効率 の 良い 解法 を 示し た 。 

関節 物体 に 対す る 制御 と し て は , 力 や トル ク を 与え て 軌道 を 
生成 する 直接 動力 学 (Direct Dynamics) と , 軌道 か ら 各 関 節 の 
力 や トル ク を 求め る 逆 動 力学 (Inverse Dynamics) が ある 。 モ 
ー タ ー で 動き を 制御 する 場合 に は 前 者 を , 運動 軌跡 で 拘束 する 
場合 に は 後者 を 用 いる 。 ど ちら を 解く 場合 で も , も と に な る 式 
自体 は 同じ だ が 。 漂 化 式 表現 に し た 場合 ,。 どちら の 立場 で 解く 
か な よっ て アル ゴリ サリ ズム が が 異な っ て くぐる 。 
(4) 衝突 回 避 

コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ォ ッ クス の 措 界 で は 。 物 休 ど だ うし が 互 
い に ぶ つか っ て も その まま 吐 通 し て し まう 。 こ の よう な 不 自 然 
な 振舞 い を な くす た め に , 物体 どう し の 干渉 を 避け る こと を 衝 
突 回 避 と いう 。 大 きく 分 ける と 衝突 回 避 は , 物体 が 剛体 で あり 
は ね 返る こと で 衝突 を 避け る も の と , 物体 が 柔軟 物体 で あり 物 
体 自 体 が 変形 し て 衝突 を 避け る も の が ある 。 前 者 の 例 と し て , 
Moore 5 ら は 柔軟 物体 や 多面 体 に 対す る 衝突 検出 法 と , その と き 
の 衝撃 に よる 物体 系 の 振舞 い の 動 力学 的 な 解析 を 述べ て いる 2〉 
後者 の 例 と し て , 寺沢 ら は 自由 形状 変形 を 用 いて 衝突 に よる 物 
体 変 形 を モデ ル 化 し た %。 
(5) 自然 現象 

自然 現象 の モデ ル 化 で は な ん ら か の か た ち で 物理 法則 が 考慮 
SHTS, 

その 中 で も , 重力 や 幾何 学 的 な 拘束 な どの 影響 を 考慮 し た 例 
と し て 。 XM 12), 13), 24) な どの 疲 の モデ リン ダ が ある 。 また 。 
流体 力学 な ど を 用 いて 木星 の 雲 の 流 れ を シミ ュ レ ー ト し た 文献 
36) な ど が ある 。 


お わり に 
物理 法則 ベー スモ デリ ング は , 米国 に お いて 近年 急 に 話題 に 
な っ た 研究 分 野 で あり , 1987 年 の ACM SIGGRAPH で も 
Topics in Physically-Based Modeling と いう コー ス が 新た に 
設け られ た 。 ま た 実際 , 従来 と は 比べ も の に な ら な い ほ ど 動 き 


の リア ル な アニ メー ショ ン が 何 本 か 作ら れ て いる 。 これ ら の 作 
品 を 見 る と , 単に 現実 世界 の 模 條 だ け で な く , コン ピュ ー タ ・ 
グラ フィ ックス の 表現 力 が 格段 に 増し て いる の が わか る 。 今 後 , 
コマ ー シ ャ ル ・ フ ィ ル ム , 番組 タイ トル を は じ め 。 プレ ゼン テ 
ーション ・ グ ラフ ィ ッ クス ,。 CAI な ど さ ま ざま な 分 野 で 物理 法 
則 バ ベー スズ スモ デリ ング は 紙 力 な ツー ル と な っ て いく で あろ る う 。 

HATCH, まだ あま りこ の 分 野 に 関す る 論文 は 出さ れ て いな 
いよ う で ある が , 物理 法則 ベー スモ デリ ング は 裾野 の 広い 分 野 
で あり , ロボ ッ ト 制 御 を は じ め と し た さま ざま な 基礎 研究 は 進 
ん で いる の で , 今後 コン ピュ ー タ ・ ア ニメーション へ の 適用 が 
期待 で きる 。 

な お , 基礎 的 な 知識 の 多く は 大 学 の 教養 課程 程度 の 力学 で 十 
分 で あり , 1987 年 の SIGGRAPH の コー スノー ト 中 の 文献 33) 
が 簡潔 に まとまっ て いる 。 動 力学 的 解析 手法 に つい て は , 文献 
2), 32), 40) な ど に 詳し い 。 その 他 に , 材料 力学 , 弾性 力学 , 
敵性 力学 , 流体 力学 。 レ オロ ジー な どの 専門 書 が 参考 に な る で 
あろ う 。 
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公衆 回 線 で 万 Dps を 実現 !| 


マイ クロ コム の 革新 技術 は 、MNP ク ラス 9 の 技術 を 使っ た 0X/V.32c で 最大 38.400bps を 実現 
し まし た 。 当社 主催 の 公開 実験 で も 、 ユー ザー の CAD デ ー タ を 弊社 の ファ イル 転送 ソフ ト “ファ 
ー ス ト " を 使っ て 35Kbps を 記録 し て いま す !I 

まさ に 、ISDN も びっ くり の 高速 性 で す 。 是非 と も 、 テス ト し て みて 下さ い 。 

0QX/V 32c は 、 専用 線 モ デム と し て も 最高 に 高 性 能 で 安価 で す 


この 度 ヒュ ー コ ム で は 、 急速 に 盛り 上 が る 高速 ファ イル 転送 等 の ニー ズ に お 応え し 、NEC98 シ リ 
ー ズ で 115 Kbps を 実現 で きる RS-232c ボ ー ド の 販売 を 始め ます 。 か の 有名 な PDS の “SIM” Iz 
対応 し て 設計 し て いま す の で 、PC 98 シ リー ズ 上 で IBM PC-AT で の 卓越 し た 通信 ソフ ト 、 及び 、 
LAN ソ フト 等 が その 高速 性 を 生か し た まま で 少し の パッ チ 当 て て 利用 可能 で す 。 本 ボー ド は 、 
1 ボー ド 上 に 2 チャンネル の 232c ポー ト を 持ち 、 基本 は 2 枚 まで 対応 。 

定価 39.800 円 (サン プレ ソフ ト 付き デバ イス ・ ド ライ バー 込み 45,000 円 ) 


@ 米 マイ クロ コム 社 総代 理 店 


株 式 会 社 ヒ ュー コム 


一 技術 、 営 業 スタ ッ フ 募集 中 / あな た も 、 先端 ビジ ネス に チャ レン ジ し ませ ん か ? 
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「 力 学 三 新しい 視点 に た っ て 」。 増 


「 ロ ボッ ト ・ モ ーション I 一 動力 学 編 」, HBJ 出版 局 , 


RE 05 UE LIYE EU! 


MNP は 、 世界 の 標準 で す 。 

全 世 界 で MNP は 標準 モデ ム と し て 使わ れ て いま す 。 現在 、V.42 と し て 使え る の は 、MNP モ デム だ 
け で す 。 現在 、 米 国 で は クラ ス 5 の ベン ダー は 、50 社 ほど 有り ます , 最近 で は 、 大 手 半導体 メー 
カー が クラ ス 5 チ ッ プ の 供給 を アナ ウン ス し て いま す 。 又 、CCITT で は LAP-M を 主張 し て いた 
BT も 、 併記 が 決ま っ た 直後 か ら 、 ク ラス 5 を 彼ら の ノー ド に サポ ー ト し 始め まし た 。 LOH TH 
る か 分 か ら な 〈 て 、 メーカー 間 の 互換 性 が 保証 され な いし 、 物理 スピ ー ド し か 期待 出来 な (て 
高価 な V.42 完全 準拠 モデ ム と 、 現行 で も V.42 と 互換 性 が あり 大 量 流通 、 安 価 及び メー カー 間 
互換 性 が 保証 され た MNP モ デム の どちら が メジ ャ ー が 結論 は 出 て いま す 。 

責 社 も 、 間 違い の 無い 選択 MNP モ デム を 選択 下さ い 。 

その 人 為 の 下取り サー ビス も あり ます 。 MNP は 、 MAT MALLET, 

MNP を 採用 され れ ば 、 安 心 で す 。 

最高 の スピ ー ド 、 最高 の コス ト パ フ ォ ー マ ンス 、 最高 の サー ビス を 保証 し ます 。 


ご 相談 を 中 


ネッ トワ ー ク シス テム の 事 な ら 、 ハー ド も ソフ ト も シス テム も ヒュ ー コ ム に 
ヒュ ー コ ム は 、 ネ ットワーク ・ ア ー キ テク ト と し て も 、 超一流 で す 。 


(高速 で CAD 等 の 大 量 の デー タ を 転送 され る ユー ザー 及び 付加 価値 の 高い 仕事 に 従事 され 
て いる 方 等 ) この ソフ ト を 使え ば 、MNP ク ラス 6 以上 の モデ ム の 高速 性 及び MNP の 卓越 性 を 
完全 に 生か し きれ ます 。 0EM も 可 。 例え ば 、PC-98 で 38Kbps が 本 当 に 生か せま す 。 プ ロト コル に 
よる オー バー ヘッ ド が 殆ど 有り ませ ん 。 計時 機能 も 付い て いま す 。 

上 記 、 超 高速 RS-232C ボ ー ド 対応 バー ジョ ン も 有り ます 。 

ユニ ックス 用 も 有り ます 。 お 問い 合わ せ 下 さい 。 

= だ いま 、 代 理 店 募集 中 * 


TEL.(03)220-0535 4 (es 715 東都.30-2 グロ リア ビル 


(西日本 支社 ) 〒604 mr hos Uit 条 下 ル 白 壁 町 444 容 075(256)026| FAX.075 (256) 0262 
Mee 株) オー エッ クス エン ター プラ イズ 情 幸村 器 部 TEL.(022)262-5540 F980 仙台 市 一 番 町 4-6-| 


PIXEL (No. 77) 


NK 
ベン チャ ヤー 企業 が カス タム IC を 
使っ て GWS ESRR 


グラ フィ ッ ク ・ ワ ー ク ステ ーション は , CAD CAM, 
CAE, コン ピュ ー タ ・ ク ラフ ィ ッ クス を イン タラ クティ 
ブ プ に 扱う た め の コ ンピュータ と し て 確立 され , 市 場 で も 
急激 に 伸長 し て いる 。 そ の 中 で も , 特に ハイ エン ド の グ 
ラフ ィ ッ クス 環境 を 構築 する た め の コ ン ビ ュー タ で ある 
グラ フィ ッ ク ・ ス ー パ ー ワ ー ク ステ ーション を 市 場 に 投 
入 し て いる 日 米 の ベン チャ ー 企 業 , 米国 ステ ラ ・ コ ン ヒ 
ュー タ の ジョ ン ・ ウ ィ リ アム ・ ポ ダス カ 会 長 と 日 本 電算 
機 の 石井 孝 利 社 長 に , CG の キー・ テ クノ ロジ と 今後 の 
展望 を テー マ に し て 語っ て いた だ いた 。 和 石井 社長 は グ 
ラフ ィ ッ ク ・ ワ ー ク ステ ーション 専業 メー カー で ある 日 
本 電算 機 の 若き トッ プ と し て 世界 に 目 を 向け て いる 。 ポ 
` ダス カ 会 長 は スー パー・ ミ ニコ ン の プラ イム コン ビュ 
1 ー ク タク エン ソン ニア リン グ ワー クス テーション ・ ベ ンダ 
ー で ある アポ ロコ ンピュータ の 創設 者 で も ある 。 現 時 点 
で は それ ほど 大 きく な いこ の 市 場 を どの よう に 応 け て い 
く のか , 技術 を 見 すえ た 起業 家 で ある 2 人 が 熱 っ ぽく 語 


リ 人 な っ た 。 


ジョ ン ・ ウ ィ リ アム ・ ボ ダス カ 会 長 
(米国 ステ ラ ・ コ ンピュータ ) 


石井 孝 利 社 良 (日 本 電算 機 ) 


や 大 容量 フレ ー ム ・ パ バッファ に より コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ 
クス の 製品 が 低 価 格 と な り ま し た 。 日 本 の 市 場 に つい て は 門外 
漢 で す が , 当社 の 日 本 法人 や 販売 代理 店 も この 市 場 に お ける ビ 


② う カス タム IC の 技術 に よっ て 
CG が 成熟 し つつ ある 


PIXEL 本 日 は お 忙し いと ころ を あり が と う ご ざ いま す 。 お 
PIES AMIS SEY PSI ST Foo AT 
ーション の リー ダー と し て ご 活躍 中 で す が , まず 今後 の ワー ク 
ステ ーション を ペー ス に し た コン ビュー タク ャ クラ ティ イッ アズ の 
市 場 動 各 に つい て うか が いた いと 思い ます 。 特 に, ハイ エン ド 
な ワー クス テー ショ ン の 市 場 は 非常 に 魅力 的 で あり , COR 
い 方 や 仕様 。 価 格 な ど に つい て は これ か ら 固 まっ て いく も の と 
思わ れ ま す が 。 
ジョ ン ・ ウ ィ リ アム ・ ポ ダス カ (以下 ポ ダス カ と 略す ) AYE 
ュー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス は アメ リカ で は よう や く 成 歌 し て きた 
産業 で すね 。 以 前 か ら 製 品 は あり まし た が , これ まで は や や 高 
価 で し た 。 こ こ 2 年 で 製品 も 低 価 格 化 し , 大 変 良質 に な っ て き 
た と 思い ます 。 

カス タム 1IC や ASIC な どの 技術 が 日 本 で 就 成 され て き て , 
特に 生産 技術 に 優れ た 日 本 の メー カー が 力 を つけ て 高度 な 製品 
を 低 価格 か つ 良 質 に 作れ る よう に な っ た こと が , コン ピュ ー 
タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 市 場 が 広がっ て きた 大 き な 理 由 と 思わ れ 
ます 。 石井 さん の 会 社 で も 同様 だ と 思い ます が , われ われ の ア 
ー キ テク チャ の 中 で も 多用 され て いる よう に カス タム 1IC 技術 


ジネス で 大 き な 成 功 を 収め ゆら れる と 期待 し て いま す 。 

石井 孝 利 (以下 石井 と 略す ナ ) これ まで は グラ フィ ックス は グラ 
フィ ックス 。 コ ンピュータ は コン ピュ ー タ と いう よう に 2 つの 
世界 は 別々 に 展開 され て きた と 思い ます 。 そ こ へ ネッ トワ ー ク 
の 発達 に よ に り ワ ー ク ステ ーション 化 の ブー ム が 巻き 起こ り ま し 
た 。 と ころ が 。 現在 の ワー クス テー ショ ン の ユー ザー は さら に 
大 き な CPU パワ ー を も っ た 高速 な ワー クス テー ショ ン と ,。 Z 
の 出力 を グラ フィ ッ ク 化 し た いと いう 2 つの 新しい 要求 を 感じ 
始め て いる わけ で す 。 今後 3 年 間 , ユー ザー は CPU の 高速 化 と 
レン ダリ ング の 多様 化 の 必要 性 を 感じ 。 より パワ フル な グラ フ 
ィ ッ ク ・ ス ー パ ー コ ンピュータ を 求め て いく で し ょ う 。 


Q 新 技術 の 出現 が ベン チャ ー の 成功 を 助け る 


PIXEL 一 般 的 に 申し 上 げ て , ワー クス テー ショ ン 分 野 だ け 
CHK, コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 分 野 全 体 で いわゆる べ 
ンチ ャ ー 企 業 の 進出 が 著しい わけ で す 。 ベ ンチ ャ ー 企 業 が 多く 
進出 する に は , これ まで の 既成 企業 が 進出 し な い , また は で き 
に くい こと に つい て それ な り の 理由 が ある は ず で す が , これ ま 
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で ベン チャ ー 企 業 を 成功 させ て きた ポ ダ スカ さん は その 大 き な 
要因 を 何だ と お 考え で すか ? 
ポ ダ スカ これ まで の 既成 の 技術 を 大 きく 改善 する 余地 が あっ 
た り , その 新しい 市 場 の 伸び が 確認 で きれ ば (ベン チャ ー 企 業 
が 進出 し て ) ビジ ネス ・ チ ャ ンス を つか お む 機 会 が 十分 に ある と 
いえ る で し ょ う 。 ベンチャー 企業 を スタ ー ト させ る タイ ミン グ 
と し て は , ステ ラ ・ コ ンピュータ の 場合 は カス タム IC 技術 の 発 
達 が 要素 の 一 つと な っ て いま す 。GS1000 で は カス タム 1IC を 61 
個 ,、 デー タロ ジッ ク を 250 万 個 も 使用 し て いま す が , この よう 
な こと は 3 年 前 は 不可 能 で し た 。 ス テラ ・ コ ンピュータ は この 
技術 を ペース と し て シス テム ・ デ ザイ ン を 可能 と し まし た 。 こ 
こ で も 日 本 の 技術 が 可能 性 を 高め た と 考え て いま す 。 比 較 的 資 
本 力 の 小さ な ベン チャ ー 企 業 が カス タム IC を 手軽 に 手 に 入れ 
られ る と いう こと は , ベ ンチ ャ ー 企 業 に と っ て 大 き な 福 音 で す 。 
この よう な 新 技術 が 出現 する と いう こと は , 一 般 的 に みて べ 
ンチ ャ ー 企 業 が 成功 する 可能 性 が 残さ れん て いる と いえ る で し ょ 
う 。 1980 年 に は アポ ロコ ンピュータ と サン ・ マ イク ロ シ ス テム 
ズ が , 同じ よう に シン グル ボー ド ・ マ イク ロ プ ロ セ ッ サ に よっ 
て 飛躍 的 な 成長 を 遂げ まし た 。 こ の 他 の ベン チャ ー 企 業 を スタ 
ー よ させ る ダイ ミン ダグ 引 つい て も 同様 の こと が 当て は まる : で し 
ら 
石井 まさ に お っ し ゃ る 通り で , 日 本 電算 機 で も 60 個 以上 の カ 
スタ ム ESI を 活用 じ で て いま す 。 コ ンピュータ ドグラ フィ ックス 
の 最前 線 で は レン ダリ ング を 含め た 表示 スピ ー ド の 速 さ や 。 レ 
ンダ リン グ ・ バ リエ ーション の 豊富 さき が 要求 され て き て いま す 。 
グセ ーー の ケー ディ キ テ グー フ ォ ジン ドジ シェ ュー デ オン ダー アデ ンチ 
エイ リア シン グ が 利用 きれ て お り , 私 も これ ら の 新しい 要求 に 
対し て は カス タム IC, ASIC の よう な 最新 の 技術 が 解決 に お お 
Vike fie. Clee BAT we hea eI AAP AIG 
や ASIC と いっ た 技術 が 今後 の 新しい 技術 お よび ベン チャ ー 企 
業 の 創造 に 及ぼ す 影 響 が 非常 に 大 きい と いう こと で すか 。 
ポ ダ スカ その 通り で す 。 


Q ベン チャ ー 企 業 は 新しい 市 場 を 
目 ら の 努力 で 広く 大 きく し て いく 必要 が ある 


Ait. 、 ミ ニ ・ ス ー パ ー コ ンピュータ グダグダ ラフ ィ ッ ク ・ ス ーッ パー 
コジ ンジ ビュー アク BOM Cts BM, Bet ry KS AU ee 
異な り ,。 この 分 野 に 対す る 取組 み が 消 極 的 で す 。 こ うし た ニュ 
ー・ ニ ッ チ ・ マ ー ケ ッ ト (新しい 隙間 市 場 ) は どの よう に 開拓 
し で も さん べべ 放 な の で も ょ うか 。 

ポ ボ ダス カ 日 本 の ニッ チ ・ マ ー ケ ッ ト が 小さ いと いう こと を 心 
配 す る 必要 は あり ませ ん 。 確か に アメ リカ は 市 場 全体 が 大 きい 
KR. ツチ ーー マー ケッ トト の サイ ズ も それ だ は 大 きい と らい えま 
す 。 し か し ベン チャ ー 企 業 の 戦略 は (現在 ある 市 場 だ け を 対象 
に まる の で は な く ) ニッ チ * マ ー ケ ッ ト を 作っ て ん Ma き 。 大 きく 
育て て いく と いう こと で す 。 そ の ニッ チ ・ マ ー ケ ッ ト に くさ び 
_ を 打ち 込み , 深く 広く し て いく も の で す 。 ア ポロ コン ピュ ー タ 
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の ワー クス テー ショ ン 戦 略 を 例 に と り ま す と , 最初 は 「1 人 1 台 
の 時 代 」 を うた っ て 1 台 3 万 ドル の マシ ン を 開発 し まし た 。 OM 
C, これ に カラ ー・ グ ラフ ィ ッ クス を 加え を , 機能 ・ 性 能 の 向上 
を 図っ て 1 台 6 万 ドル の 製品 を 出し まし た 。 を その 後 。 価格 を ま 
celer9gVTobXUC RRO Cae この まう に な も 市 場 を だ ん 
Pie Re Sie Ed aa 

ステ デラ ・ コ ンピュータ も 同じ 方 法 を と る と 思い ます 。 第 1 段 
隊 と し て は ハイ エン ド ャ グラ フォ ックス ー パ バ パー コピ ュー 
で 基礎 を つく り , 次 々 に 市 場 を 拡大 し て いく こと で その 後 の ハ 
ー ト ウエ アテ ASS PET BML Tye CS eee 
いま す 。 製品 の 購買 力 が 伸び 。 ハイ エン ド ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ ワ 
ー ク ステ ーション が で き て , これ が また 低 価 格 に な る と いう サ 
イク ル で 市 場 を 広げ て いけ る は ず で す 。 


ゆ グラ フィ ッ ク ・ ス ー パ ー の 各 メ ー カ ー は 
企業 こと に 独自 の 市 場 を 作り 出 そ う と し て いる 


PIXEL ワー クス テー ショ ン の 定義 も 当初 ワー クス テー ショ 
ン が 提案 され た と きか ら , これ は 当然 の こと で す が , その 仕様 
な ど は 大 きく 変わ っ て き て いま す 。 現 在 は ワー クス テー ショ ン , 
エン ジニ アリ ング ・ ワ ー ク ステ ーション ,。 パー ソナ ル ・ ワ ー ク 
ステ ーション , グラ フィ ッ ク ・ ワ ー ク ステ ーション 。 スーパ ー・ 
ワー クス テー ショ ン , グラ フィ ッ ク ・ ス ー パ ー ワ ー ク ステ ー シ 
ョ ン な ど と いろ いろ な 呼び 名 が あり ます 。 ユ ー ザ ー も あま り に 
多く の 名 称 が ある こと で や や 困惑 し て いる ほど で す 。 それだけ 
市 場 が 大 きく な りつ つ あ る と いう こと で し ょ う が 。 今後 の ワー 
クス テー ショ ン が どの よう な 方 向 に いく か , 大 き な 期 待 が あり 
ee 

ポ ダ スカ ワー クス テー ショ ン 全 体 は か な り 広 義 な も の に な っ 
て きま し た 。 ワ ー ク ステ ーション 市 場 へ 参入 する 企業 が 増え た 
Ot, 技術 自体 が 変化 し た こと が その 理由 で す 。 ス テラ ・ コ ン 
ピュ ー タ の 場合 も , 今年 (1988 年 ) の 新 製品 は その 第 1 歩 に す 
ぎません 。2 倍 の 性 能 を も つつ 製品 を 次 の 年 に は 発表 し, 再来 年 に 
は さら に その 2 倍 に で きる は ず で す 。 競 合 す る 企業 は アメ リカ , 
Hd, ヨーロッパ で 書 え て くる で し ょ う 。 そ うい っ を た 湊 泥 の 中 
C, われわれ も 含め た すべ て の メー カー は 各 メ ー カ ー ご と に 独 
目 の 市 場 を 見 い だ そ うと し て いま す 。 例え ば ,。 シリ コン グラ フ 
ィ ッ クス は IRIS POWER と いう ハイ エン ド ・ マ シン を 投入 す 
る 一 方 で , 非常 に 低 価 格 な パー ソナ ル ・ ワ ー ク ステ ーション で 
ある Personal IRIS を 出し て きま し た 。 ア ー デ ント ・ コ ン ピ ュ 
ー タ の TITAN シリ ー ズ は グラ フィ ックス より も 演算 能力 の 


EI Ea fe AGIOS SY ASS EES 
Chin と 考え て あま 。 

これ は どこ が 正しく どこ が 間違っ て いる と いう の で は な 、 く , 
みん な が それ ぞ れ 正しい の だ と 思い ます 。 これから 新しい 技術 . 
が 開発 され て いけ ば , さら に 市 場 の 分 化 が 進み , 大 きく な っ て 
いく で し ょ う 。 飛行 機 を 例 に と る と , 50 年 前 に 飛行 機 が 作ら れ 
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た 当時 。 多く の 企業 が 参入 し まし た が 。 マ クダ ネル ・ ダ グラ ス 
は 軍事 用 に , ボー イン グ は 旅客 用 に と 異な る 道 を 歩み まし た 。 
旅客 会 社 に し て も パン ナム , TWA は 国際 線 へ , ノース イー ス 
ト , イー スタ ン は 国内 線 へ と 分 化 , 集中 し て いき まし た 。 日 本 
電気 , 日 立 製作 所 , 富士 通 , 東芝 な ど 半 導体 の 世界 で も 同じ よ 
うな こと が いえ る の で は な いで し ょ うか 。 富士通 は ASIC に 強 
€, 東芝 は メモ リ に 強い と いっ た 具合 に で す 。 

石井 新しい マー ケッ ト の 多様 化 と 特徴 を も っ た 各社 に よる 新 
し いい マー ケット ・ セ グ メ ン テ ー シ ョ ン , これ が 今後 の 傾向 で し 
x5. 日 本 市 場 は 多く の 競合 会 社 が 次 々 に 参入 し , ベン ダー と 
し て は 大 変 厳し い 状況 に な る と 思わ れ ま す 。 各社 の 棲み 分 け は 
今後 の 日 本 市 場 で も 重要 な こと に な る と 思い ます 。 


O 新 会 社 を 設立 し て も 前 の 会 社 と 
依然 と し て 良好 な 関係 に ある の が 
アメ リカ の ビジ ネス の ルー ル で ある 


PIXEL ポ ダ スカ さん は すでに 3 つの 会 社 を 設立 し て 2 つの 
会 社 を スピ ン ア ウト し て いる わけ で す が , 新 会 社 を 設立 する た 
め に は な ん ら か の アイ デア と , それ を 実現 する た め の タ イミ ン 
グ が あっ た と 思い ます 。 ど の よう に すれ ば その よう な アイ デア 
や タイ ミン グ が つか め る の で し ょ うか 。 

ポ ダ スカ 一般 的 に いっ て ,。 新しい アイ デア は これ まで の 企業 
の 中 で 熟成 きれ る も の で す 。 プ ライ ムコ ンピュータ で は きま ぎざぎざ 
まな コン ピュ ー タ の アイ デア , マー ケッ ト の アイ デア が 考え 出 
され まし た 。 ア ポロ コン ピュ ー タ に お いて も 同様 で す 。 新 し い 
アイ デア が 新しい マー ケッ ト で 生ま れる の は 稀 な こと な の で 
す 。 

SIA LDS YRS BRAC YI Ee} し アポ ロコ シン ゼ ぜ ュ ーー グ 
を 設立 し た 1980 年 に は ,。 ワー クス テー ショ ン は 極小 市 場 で し 
た 。 こ の と き に は 。 プ ライ ムコ ンピュータ は ワー クス テー ショ 
ン の 開発 に は 全く ぐ 関 到 が な か っ た の で す 。 デ ライ ム ゴ ジ ピ ミー 
タ は すでに スー パー・ ミ ニコ ン を 中 心 と する 市 場 を も っ て お り , 
タネ ムシ ェアリング ダマ シン 。 ゼネ ス ・ デ デー タダ ズ ロ セッ ササ の 
開発 を し て いま し た 。 そ の 中 の 小さ な グル ー プ が ワー クス テー 
ショ ン の 開発 へ と 手 を 伸ばし て いっ た の で す が , 成功 する か ど 
うか は まだ 疑わ し い 状 況 で し た 。 そ の た め 私 が スピ ン ア ウト し 
て 小さ な 会 社 を 作り 。 ワー クス テー ショ ン 市 場 に 参入 し た の で 
す 。 そ の 一 方 で 。 プ ライ ムコ ンピュータ は は 従来 の 路線 の 活動 を 
続け て いま す 。 し か し な が ら , 現在 プラ イム コン ピュ ー タ と 私 
と の 関係 は 大 変 良好 で , 敵対 する 要素 は 全く あり ませ ん 。 ビ ジ 
ネス に お いて も 個人 的 に も 非常 に 親密 で す 。 

ステ ラ ・ DPS we Oy Peo ee eee デラ イ 
ムコ ンピュータ と 現在 で も 良好 な 関係 を 保っ て いま す 。 ちょう 
ど 私 が 日 本 へ 来る 前 に も アポ ロコ ンピュータ の トム ・ バ ンダ ス 
ライ ス 社 長 と 会 食し まし た 。 そ れ ぞ れ が お 互い の 道 を 歩み , そ 
れ ぞ れ の 領分 で 協力 を し 合っ て お ぉ お り , 双方 に 問題 は あり ませ 
ん 。 ア ポロ コン ピュ ー タ の 株 式 も 多少 は 持っ て いま す が , 決定 
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権 が ある ほど の 数 で は あり ませ ん し 。 プ ライ ムコ ンピュータ や 
アポ ロコ ンピュータ を コン トロ ー ル する つも り は あり ませ ん か 
ら ね 。 企 業 機密 や アイ デア を 盗ん で 新 会 社 を 設立 する な ど と い 
う の は 全く 論外 で す が , 例え ば ステ ラ ・ コ ンピュータ か ら 独 立 
し て パー ソナ ルコ ンピュータ の 新しい 会 社 。 例え ば アッ プル ・ 
コン ピュ ー タ の よう な ベン チャ ー を 作り た いと いう 社員 が いる 
な ら , 握手 を 交わ し て 互い の 幸運 を 祈る で し ょ う 。 

石井 それ は 日 本 と は 相当 に 違っ た 状況 で すね 。 や は り ア メリ 
カ が いか に 自由 と いう も の を 大 切 に し て いる か , いか に 人 間 と 
いう も の を 大 切 に し て いる か が 今 の お 話 か ら も わか り ま すね 。 
ステ ラ ・ コ ンピュータ に は 。 ア ポロ コン ピュ ー タ か ら ポ ダス カ 
さん と 一 緒 に 移っ て きた スタ ッ フ は いら っ し ゃ ら な い の で すか な 。 
ポ ダ スカ 何人 か は いま す 。 協定 に よっ て アポ ロコ ンピュータ 
な どの 社員 は 3 年 間 は 雇用 し な いこ と に な っ て いま す 。 実に 公 
平 な シス テム で す 。 た だ 。 ボス トン 地区 に は レベ ル の 高い 人 間 
が 多い の で 雇用 に 関す る 問題 は あり ませ ん 。 

石井 この あたり は 日 本 と 違っ て 。 アメ リカ で は ルー ル が 確立 
し て いて ベン チャ ー 企 業 を 創設 する 人 間 と その 周辺 と の 関係 が 
非常 に うま くい っ て いる と 思わ れ ま す 。 こ うし た こと は 日 本 の 
ベン チャ ー 企 業 を 考え る 場合 に 大 変 参考 に な る ルー ル だ と 思い 
ます 。 も う 一 つの 間 題 は 雇用 に つい て で す が , 日 本 で も 優秀 な 
人 材 が ベン チャ ー 企 業 に 活力 を 提供 で きる よう に な っ て 初め て 
本 格 的 な ベン チャ ー 企 業 の 時 代 を 迎え る こと に な り ま すね 。 残 
ARA, 現在 で は そう な っ て いま せん 。 


O ステ ラ は 日 本 の 市 場 に 大 き な 期 待 を か け て いる 


PIXEL 最後 に , 日 本 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
の 市 場 性 に つい て は どの よう な 印象 を お も ち で すか 。 
ポ ダ スカ 日 本 の 市 場 性 に つい て は 満足 し て いま す 。 日 本 は ア 
ジア , 太平 洋 , 韓国 。 台湾 , 香港 。 シン ガ ポ ー ル , 中 国 。 オー 
スト ラリ ア , フィ リピ ン の 中 心 と な っ て お り , 当社 の 1/3 OR 
務 を 日 本 に は 期待 し て いま す 。 売上げ で は 米国 が 半分 を 少し 切 
る くら いで , 米国 以外 の 市 場 に 半分 以上 を 期待 し て お り , その 
ほとん ど は 日 本 で す 。 素 晴らし い ビ ジネス に な る と 思い ます 。 
ここ まで 比重 が 高い と いう の は も ちろ ん ドル 安 の お か げ も ある 
の で す が 。 ド ル 安 は 私 が コン トロ ー ル し て いる わけ で は あり ま 
せん し 。 レー ガン 大 統領 や ブッ シュ 次 期 大 統領 か ら 日 本 で ビジ 
ネス する よう に いわ れ た わけ で も あり ませ ん 。 大 統領 が ブッ シ 
ュ 氏 に 決ま っ た お か げ で や りや すい と いう の は あり ます けれ ど 。 
日 本 と アメ リカ と は いろ いろ な 面 で 異な る 点 が あり ます が , 
アメ リカ 人 は 忍耐 、 高 品質 , 協調 性 , 生産 技術 , 在庫 管理 な ど 
を 日 本 か ら 学 ん で いま す 。 一 方 , 日 本 人 は アメ リカ か ら 規 制 を 
愛 け ず , 正しい こと を 全う する 方 法 を 学ぶ べき だ と 思い ます 。 
この よう に 互い の 良い と ころ を 学ん で 新しい 両国 の 間柄 を 構築 
レ て いく べき だ と 思い ます 。 | 
PIXEL 本 日 は お 2 人 と も お 忙し い 中 を あり が と う ご ざ いま 
ET. 
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amu product 


3 次 元 ア ニメーション 統合 化 ソ フト 


VAZAT FR ve a FF = 
メー ジ ション ャ シネ テム PERSONAL 
LINKS NEWS 版 の 統合 ソフ トウ エア 
「ANNIE」 の 販売 を 開始 し た 。 

PERSONAL LINKS ij; フル カラ 
ー・ フ レー ム ・ パ バ パップ ァ FMX-32, モデ 
リン ダ ェ ソフ トウ エア POLYGON EDI. 
FOR レイ ・ ド レー シン グ ゲソ フト ウエ 
T RHADTS リー uu TE A: 
oy Pe Od BR WR» ET 
PICTORIS な どか ら 構 成 さ れ て いる 3 
座 元 アニ メー ショ ン ・ シ ステ ム で あり 。 
ANNIE は 各 ソ フト ウェ エア の 管理 。 呼出 
L, 実行 な ど を 行う 。 

また 。 形状 , 質感 。 デ ー タ 。 動画 な ど 
に 対す る CG デー タ ご と の ビジ ュ ア ル ・ 
エディ タ 。 グラ フ 表 示 に よる アニ メー シ 
ョ ン ・ デ ー タ の 編集 。 ワイ ヤー・ フ レー 
ム に よる 高速 プレ イ バ ッ ク 。 オ ン メ モ 
の dw 
よる 低 解像度 ディ スプ レイ で の 高速 プレ 
イ バ ッ ク な どの 機能 が ある 。 

価格 は 300 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 リ ンク ス 事業 部 
8 140 東京 都 品川 区 東 品川 3-13-6 
f? 03(450)8163 


カラ ー デ ザイ ン ・ ソ ラフ トウ エア 


精工 舎 は 。 カラ ー デ ザイ ン ・ ソ フト 
「 丁 echno-CANVAS」 の 販売 を 開始 し 
し 

同 製品 は 。 Techno-PRO シリ ー ズ , 
FA386, FA286 II な ど で 動 作 す る ペイ ン 
ト ・ ソ フト で あり , 2 色 3 方 向 の グラ デー 
vay, モノ クロ 8 種 ・ カ ラー8 種 の 計 
16 種類 の スク リー ント ー ン , 指定 短 形 の 
色 の 瞬時 変換 , デー タ に 対す る マス ク 機 
能 な どの 各種 機能 を も っ て いる 。 ま た , 
スキ ャ ナ か ら 人 入力 し た 画像 ,。 ワー ド プロ 
セッ サ 。 パー ス 図 作成 シス テム な ど と デ 
ー タ 交換 を 行う こと も で きる 。 

価格 は 10 万 円 と な っ て いる 。 

同社 で は , 建築 。 アパ レル 。 パッケ ー 
ジ , RA, XE, 美容 , 広告 , 一 般 文書 な 
ど へ の 需要 を 見 込ん で いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 精工 舎 情報 機器 事 
業 本 部 89130 東京 都 墨 田 区 大 平 4-1-1 
f? 03(621)4011 


リア ル タ イ ム 描 画 が 可能 な 
パー ス 図 作成 ソフ トウ エア 


セイ コー 電子 工業 は , 高速 3 次 元 グ ラ 
フィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ の 機能 を 生か し , 
本 格 的 景観 レシ ミュ レー ショ ン を リア ル タ 
イム で 行う こと が で きる パー ス 図 作成 ソ 
フト ウェ エア 「SG-PERS」 の 販売 を 開始 し 
Is 

従来 は リア ル な 表現 と り リア ル タ イ ム 人 性 
の 両立 は 困難 で あっ た が ,。 SG-PERS は 
SIGS PFI aD FT AT VA GR- 
4416 の 機能 を 利用 する こと に より 実現 
Liz, GR-4416 の ロー カル な 機能 と し 
て , 3 次 元 シ ェ ー デ ィング 機能 . ライ ティ 
ング 機能 , ビュ ー イ ング 機能 な ど を も っ 
て いる た め , グラ フィ ッ ク 表 示 の 際 に か 
か る ホス ト ・ コ ンピュータ の 負担 が 少な 
く な り , 描画 速度 が 向上 し , リア ル タ イ 
ム で 色付け , 光源 , 視点 位置 な どの 変更 
を 行い , 確認 する こと が で きる 。 

また , 外壁 の 色 や 材質 感 。 季節 に よる 
大 陽光 の 違い に よる 変化 , 建物 の 移動 , 
回 転 。 拡大 , 縮小 な どの 各種 機能 の 他 , 
レイ ・ ト レー シン グ ・ ソ フト ウェ エア SG- 
RAY と の イン タフ ェ ー ス を も っ て いる 
た め , レイ ・ ト レー シン グ で の リア ル な 表 
現 も 可能 で ある 。 操作 は , 日 本 語 に よる 
メニ ュー 選択 方 式 を 採用 し た 。 

価格 は 380 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : セイ コー 電子 工業 株 式 会 社 


情報 関連 事業 部 電子 機器 2 部 
$ 136 東京 都 江東 区 亀戸 6-31-1 
Z 03(684)5722 


リア ル タ イ ム 画 像 処理 シス テム 
tik T 7 PHA TY Z 
伊藤 中 テク ノ サ イエ ンス は 。 米 イメ ー 
ジン グ ・ テ クノ ロジ ー 社 の イメ ー ジ プロ 
セッ サ 「Series151」 と 。 米 アプ ライ ド ・ 


メモ リ ・ テ クノ ロジ ー 社 の 画像 処理 用 デ 
AAD 「 モ デル 8300 リア ル タ イ ム ・ デ ィ 
スク シス テム 」 の 販売 を 開始 し た 。 
Series151 は , Sun な どの VME バス ・ 
ベー ス の ワー クス テー ショ ン や PC/ 
AT, PS/2 な ど と 接続 で きる イメ ー ジ ・ 
プロ セッ サ で ある 。 ま た ,。 各種 の 画像 処 
理 用 モジ ュー ル と 組み 合わ せ て , R&D, 
マシ ン ビ ジョ ン , 医療 な どの 画像 処理 ア 
プリ ケー ショ ン に 対応 で きる 。 画像 処理 
用 モジ ュー ル は 。 ユー ザー の シス テム ご 
と に ボー ド 単 位 で の 提供 も 可能 で ある た 
b, 開発 シス テム か ら 目 的 シス テム まで 
の 一 貫 し た アー キテ クチ ャ の 構築 が ロー 
コス ト で 行え る 。 

グラ フィ ックス 解像度 512X512X8 ビ 
ッ ト の 画像 に 対し , 四則 演算 , 論理 演算 , 
コン ボリ ュー ショ ン , ヒ スト グラ ム 抽 出 , 
特徴 抽出 。 メ ディ アン フィ ル タ 。 モ フ ォ 
ロジ ー, パイ プラ イン な どの 処理 を 1/30 
CRA T 6. また に キオ ゲン ast 
20MFLOPS の アレ イプ ロ セ ッ サ ・ ボ ー 
ド も 用 意 さ きれ て お り , FFT, ワー プ な ど 
の 処理 の 高速 化 が 図れ る 。 付属 ノ ソフ トウ 
エア と し て Sun 用 の イン タプ リタ を 含 
む ラ イブ ラリ が 提供 され る 。 

モデ ル 8300 は , 512X512X8 Ev kD 
画像 デー タ を 30 画 面 / 秒 の 読み 書き が で 
き , 記録 し た 画像 に 対し て 再生 , 逆 再生 , 
フリ ー ズ な どの 処理 を 行え る 。 記 憶 容 量 
iX, 340M バイ ト (動画 33 秒間 ), 680M バ 
イト (動画 67 秒間 ), 1.02G バ イト (動画 
100 秒間 ) の 3 タイ プ が 用 意 さ れ て いる 。 
両 製品 は , 同時 に 使用 する こと が で き 
る た め , 同社 で は 輸入 販売 を 行っ て いる 
Sun シリ ー ズ な ど と 組み 合わ せ て 医療 
FH, FA 用 な どの 画像 処理 シス テム や フ 
ルカ ラー の アニ メー ショ ン ・ シ ステ ム へ 
の 需要 を 見 込ん で いる 。 

価格 は 。 Series151 が 基本 シス テム で 
236 万 円 か ら , 画像 処理 用 モジ ュー ル が 
41 万 円 か ら , モデ ル 8300 が 340M バイ 
ト ・ デ ィ ス クタ イプ で 626 HH, E 680M 
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バイ ト が 812 万 円 , 同 1.02C バ イト が 
998 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 伊藤 皿 テ クノ サイ エン ス 株 式 
会 社 半導体 シス テム 事業 部 

電 154 東京 都 世田谷 区 駒沢 1-16-7 

f? 03(419)9190 


パソ コン 用 
フレ キシ ブル CAM シス テム 


アン ドー ル は , NC 加工 対応 の フレ キ 
シブ ル CAM シス テム 「CAM CORE, の 
販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , 各種 金 型 , 機械 部 品 加工 , 
レー ザー 加工 , 土木 加工 な どの 各種 業務 
EY mcm NE SOTA, 
ワイ ヤー・ カ ッ ト , レー ザー, 土木 機械 
な どの 各種 の 加工 機 に 対応 し た CAM ソ 
フト ウエ ザ CRS OG O4 X» A 
化 が 容易 に 行え を る 。 また , IGES, DXF な 
どの 汎用 画像 フォ ー マ ッ ト に 対応 し て い 
る と 同時 に , 同 製品 自体 の 図形 デー タフ 
ォ ー マ ッ ト が 公開 され て いる た め , ユー 
ザー が カス タム 化し て きた CAD シス テ 
ム の デー タ が その まま CAM シス テム の 
RE tie 

加工 機能 は , 周 径 加工 , 形状 加工 , E 
残し 加工 , 等 高 線 加工 , 路上 加工 , 穴 加 
I, 3 次 元 加工 な ど 各 種 が サポ ー ト され 
TiS. 222, BAS SAV RTT 
リタ 言語 に より , 加工 に 必要 な 道具 , HM 
料 加 工 条 件 な ど は すべ て ユー ザー に 合わ 
せ て 設定 で きる 。 

価格 は , 基本 部 90 万 円 , IGES イン タ 
フェ ー ス な どの 各種 オプ ショ ン が 30 万 
円 か ら と な っ て いる 。PC- 98XA/XL/ 
XL' で 動作 する 。 


問合せ 先 : アン ドー ル 株 式 会 社 CAE 
シス テム 部 CAM 開発 グル ー プ 

@ 650 兵庫 県 神戸 市 中 央 区 中 町 通 2-3-2 
Z 078(351)5241 


フル カラ ー 写 真 
デー タベース シス テム 


MISAWA * VAN 


MISAWA・VAN は , カラ ー 写 真 を フ 
ァ イ リ ング , 検索 , 表示 で きる カラ ー 写 
真 デ ー タ ベー スシ ステ ム の 販売 を 開始 
be. 

同 製品 は 。 カラ ー 写 真 。 MF, グラ フ 
ィ ッ クス を 同時 に 管理 で きる デー タ ベ ー 
スシ ステ ム で あり 。 カ ラー 写真 は 1.677 


万 色 の 同時 表示 が 可能 で ある 。 デー タ の 
検索 。 表示 な どの 指定 は すべ て CRT 上 
に 装着 きれ た タッ チ パ ネル に よっ て 行え 
D. 

AMB, EFTIR AFA 
239.WVIN SEAT FAZED 
NTSC 信号 と パー ソナ ルコ ンピュータ クタ ク 
の RGB 信号 に 対応 し て お り , カラ ー 画 
面 は 専用 の カラ ー 写 真 プ ロ セ ッ サ に より 
フル カラ ー で 表示 され る 。 ま た , 画像 は 
1/16, 1/8, 1/4 の 3 段階 の 圧縮 を 行う Z 
と が で きる 。 

ソフ トウ エア は 。 カー ド 型 デー タ ベ ー 
ス の 「 フ ォ ト クリ ッ パ ー」 と , 階層 構造 
型 デ ー タ ベー ス の 「 フ ォ ト ファ イル 」 が 
準備 され て いる 。 

専用 の 高速 モデ ム を 使用 し て オン ライ 
ン で の 利用 も で きる 。 デ ー タ ベー ス に は 
固定 ディ スク , 光ディスク の いずれ も 使 
用 で き 。20M バイ ト の ディ スク で 約 400 
枚 の 写真 の デー タベース が 構築 で きる 。 

シス テム は ,。 カラ ー 写 真 プ ロ セ ッ サ , 
アグ: や ジア ゴル また は プ ギ キト ダリ 5X 
—, それ に タッ チ パ ネル か ら 構 成 さ れ て 
i0, PC-9801 シリ ー ズ の MS-DOS 上 
で 作動 する 。 

価格 は , カラ ー 写 真 プ ロ セ ッ サ が 139 
万 3.000 円 , フ ォ ト ファ イル が 38 万 円 , 
フォ トク リッ パー が 58 万 円 。 タ ッ チ パネ 
ル が 31 万 8,700 円 , オプ ショ ン の 高速 モ 
デム が イン タフ ェ ー ス ・ ボ ー ド 込み で 35 
万 5.500 円 と な っ て いる 。 

同社 で は 。 ショール ー ム や ロビ ー な ど 
で の 商品 紹介 , 結婚 式場 や ホテ ル で の 案 
内 シス テム , 美術 館 や 博物 館 で の 展示 品 
ガイ ド シ ス テム , 企業 の 資料 室 で の 写真 
アル バム シス テム な ど へ の 需要 を 見 込ん 
で いる 。 


問合せ 先 : MISAWA・VAN 株 式 会 社 
コン ピュ ー タ 技術 部 

8$» 160 東京 都 新宿 区 新宿 3-24-1 

Z 03(352)4511 


汎用 画像 認識 装置 


エヴォ ッ ク は 。 米 ア レン pb デラ み ギ ン レ 
ー 社 製 汎用 画像 認識 装置 ' エ キス パー ト 
PVS2805」 の 販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は 通常 の 画像 処理 装置 と 異な 
り , 画像 認識 形態 学 ( モ フォ ロジ ー) を 初 
め て ハー ドウ エア に 採用 し た , 高速 並列 
処理 が 可能 な 汎用 性 ・ 拡 張 性 を 備え た 画 
像 認識 装置 で あり , 半導体 ウエ ハー の 個 
体 識別 , 機械 部 品 の 加工 ・ 組 立 検 査 , 部 


品 の 寸法 検査 , プリ ント 基板 外観 検査 , 
組立 ロボ ッ ト ・ ガ イダ ンス な ど 欧 米 の 工 
場 自動 化 で すでに 実績 が ある 。 
Afia, ビザ デキ カメ ラ 、 ツ パタ レル イ 
ンタ メタ フェーズ スズ, RS-232C な ど に 対応 し 
て お り , コ ・ プ ロ セ ッ サ 処理 で 画像 の 取 
込み 処理 , 外部 装置 と の 通信 が 同時 に 行 
える 。 グ レー スケ ー ル お よび 二 値 化 画像 
を 含め た 入力 画像 に 対し て 強調 処理 。 フ 
ィ ル タリ ング 処理 , 画像 再 構成 , 構造 解 
析 な どの 処理 が 行え を る 。 ま た , 業務 に 応 
じ て プ ロ セ ッ サ / メ モリ 基板 を 追加 で き 
55 

価格 は , 製品 構成 に より 300 H~800 
万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : エ ヴ ィ ッ ク 株 式 会 社 マー ケ 
ティ ング 部 

153 東京 都 目黒 区 青葉 台 4-4-5 

f? 03(467)7321 


PostScript 対応 の フォ ント 


アイ コン は 。 グル ー プ 会 社 で ある ユー 
ミー ズ 社 開発 の PostScript フォ ント の 
販売 を 開始 し た 。 

同 製 品 は , 米国 で 主流 と な っ て いる ア 
ド ビ 社 の ペー ジ 記 述 言語 PostScript に 
よっ て 記述 され た ベジ エ 曲 線 の アウ トラ 
イン ・ フ ォ ン ト で あり , PostScript 対応 
の プリ ンタ で あれ ば , 6 ポイ ント ( 約 
2mm 四方 ) か ら 約 300mm 四方 の 大 き さ 
まで の 文字 を 出力 で きる 。 

今回 発表 きれ た フォ ント は , FARA, 
ゴシック 体 , 江戸 文字 の 3 種類 で ある が , 
同社 で は , 全部 で 12 種類 ・ 約 60 書体 の 
フォ ント を 提供 する 予定 で ある 。 

価格 は , 字母 と し て 切り 売り する 場合 で 
2,000 万 て 5,000 万 円 、。 ソ フト ハ ウス な ど 
へ の ロイ ヤリ ティ 販売 の 場合 , 基本 料金 
Oth, 販売 量 に 応じ た ロイ ヤリ ティ を 取 
る 仕組 み 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 ア イコ ン 


8$ 185 東京 都 国分 寺 市 本 町 3-10-22 
Z 0423(26)0085 
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日 本 語 版 MacDraw II 


シス テム ソフ ト は , 米 ク ラリ ス 社 の 
Macintosh 用 作図 ツー ル MacDraw II 
の 日 本 語 版 で ある 「 マ ッ ク ド ローII」 の 
販売 を 開始 し た 。 | 

同 製品 は , 約 500 層 ま で の マル チレ イ 
ヤー 機能 。 作成 し た 図形 を 部 品 と し て 登 
録 す る ライ ブラ リ 機 能 , 設定 縮尺 率 や 設 
定 単位 に 合わ せ て の 自動 採寸 機能 , 線 の 
パタ ー ン や 大 さ の カス タマ イズ 機能 な ど 
の 多く の 機能 を も つ 作 図 ツ ー ル で あり , 
プレ ゼン テー ショ ン 用 資料 作成 , DTP, 
建築 ・ 機 械 設計 な どの 簡易 CAD な ど に 
米国 で 使用 きれ て いる 。 

日 本 語 化 で は , Macintosh の 漢字 フロ 
ント ・ プ ロ セ ッ サ で ある 漢字 Talk2.0 へ 
の 完全 対応 と , 大 部 分 の 表示 の 日 本 語 化 
を 行っ た 他 , 定規 の 作図 単位 を イン チ 中 
心から セン チ メ ー ト ル 中 心 の 設定 に し た 
0, ペン 幅 の 作図 単位 を ポイ ント か ら ミ 
リ 単 位 に 変更 する な ど 日 本 で の 使用 環境 
に 合わ せ て いる 。 ま た , 日 本 語 の 注釈 を 
PALT その の 部 券 太 ア ンダ ー ラ イン を 
引く こと が で きる 。 デ フォ ルト の フォ ン 
ト は Osaka12 ポイ ント と な っ て いる 。 

出力 は 。 Laser Writer な どの Macin- 
tosh 用 プリ ンタ の 他 , 各種 プリ ンタ / プ 
ロッ タ に 対応 し て ぃ る 。 動作 に は , 
Macintosh II/SE/Plus の いずれ か の 機 
種 と 漢字 Talk2.0 と 空き メモ リ 1M バ 
イト が 必要 で ある 。 

価格 は 7 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 シ ステ ム ソ フ ト 
© 810 福岡 市 中 央 区 天神 5-7-2 
人 092(714)6236 


ロボ ッ ト ・ シ ミュ レー ショ ン 用 
シス テム 


住 両 エレ クト ロニ クス 
住商 エレ クト ロニ クス は ,。 米国 デ ネ 
ブ ・ ロ ボテ ィ ク ス 社 製 で ファ モテ ィ ク 人 社 
が 輸入 し て いる ロボ ッ ト ・ シ ミュ レー シ 
ョ ン 用 シス テム 「IGRIP」 の 販売 を 開始 し 
is 

同 製品 は , 工場 の FA 化 に 伴い 。 産業 
用 ロボ ッ ト が 急速 に 増え る と 同時 に , ロ 
ボッ ト 管 理 や 安全 動作 の た め の 技 術 が 複 
雑 に な っ て きた こと に 対応 し た も の で , 
ロボ ッ ト の ティ ー チ ング を 行う 。 

対話 形式 で の モデ リン グ 機 能 で ロボ ッ 
ト の 形状 を 入力 し た り , IGES に よる 入 
出力 機能 を 利用 し 上 位 CAD シス テム か 


ら デ ー タ を 入力 し て 形状 の 作成 が で き 
る 。 新規 に ユー ザー が 定義 し た ロボ ッ ト 
に 対し て 運動 特性 (キネマ ティ ックス ) を 
EA, その 運動 特性 に 対し て 回 転 率 , 移 
動 系 。 駆動 速度 な どの 属性 を 与え る こと 
が で きる 。 ま た , 運動 特性 の チェ ッ ク の 
72D JOG 機能 も ある 。 

シミ ュ レ ーション は ,。 複数 の ロボ ッ ト 
の 協調 動作 が 可能 で あり , 正確 な サイ ク 
ル タ イ ム の 計算 が で きる 。 Pascal ライ ク 
な シミ ュ レ ーション の た め の 制 御 言語 
IGRIP/GSL が 準備 され て お り , ユー ザ 
ー は 独自 の シミ ュ レ ーション 環境 を 構築 
する こと が で きる 。 同社 で 販売 し て いる 
米 シ リコ ング ラフ ィ ッ クス 社 製 の GWS 
IRIS シリ ー ズ を ハー ドウ エア と し て 採 
用 し た こと に より , 従来 の シス テム に 比 
て より リデル タイ ム み ム に シミ ミュ レー ショ 
ン が 行え る 。 

価格 は ハー ドウ エア を 含め て 約 2.000 
方 央 と な いる 。 


問合せ 先 : 住 商 エ レク トロ ニク ス 株 式 会 社 
CAD 営業 部 

101 東京 都 千代 田 区 神田 錦町 3-1-1 
Z 03(292)2411 

デー タ 解 析 用 。 

グラ フィ ッ ク ・ ソ フト ウエ ア 


ニチ メン は , 東洋 情報 シス テム 社 と そ 
の 販売 会 社 で ある ティ アイ エス シス テム 
エイ ジ と 共同 で 。 米 プレ シ ジ ョ ン ・ ビ ジ 
ュ ェ MyeE の の が あみ 本広 ダテ イヴ ネリ 
「GFX-4000」 と , デー タ 解 析 ソ フト ウエ 
ア 「PV-WAVE」 の 販売 を 開始 し た 。 

GFX-4000 ld, 3 次 元 グ ラフ ィ ッ クス 
標準 で ある PHIGS の 機能 を 取り 入れ る 
と と も に , 独自 の 機能 を も っ た グラ フィ 
ッ ク ・ ラ イブ ラリ で ある 。PHIGS と 同 
様 。 ウィ ンド ご と に 複数 の ビュ ー が 設定 
で きる が ,。 プロ セス ご と に 複数 の ウィ ン 
ド を 作っ た り 。 PHIGS で いう ワー クス 
テー ショ ン ご と に 複数 の ウィ ンド を オー 
プン する こと が で きる 。 ま た 。 最大 の パ 
フォ ー マ ン ス を 得る た め に ハー ドウ エア 
の 機能 を 多用 し て いる が 。 ハー ドウ エア 
に 依存 し な いた め の シ ミュ レー ショ ン ・ 
ライ ブラ リ も 用 意 き れ て いる と 同時 に , 
ライ プラ リ は すべ て C 言 語 で 書か れ て 
いる た め 移 植 が 可能 で ある 。 ラ イブ ラリ 
の アグ グリ ケー ジョ ンプ ログ ラム ホン 
77r1-—AIXCEATFORTRAN を も っ 
て いる 。 

基本 プリ ミ テ ィ ブ は PHIGS で 定義 し 


て ある も の と , 三角 形 , A, 平行 四辺 形 
な どの 独自 の も の を も っ て いる 。 入力 機 
felt PHIGS の 各 機 能 と ウィ ンド を サポ 
ーー トレ て いる 。 By GAS ー* オ < レレ 
ーション ,。 隠 線 ・ 隠 面 処理 も サポ ー ト し 
て いる 。 同社 で は , 各種 デー タ 解 析 ア プ 
リケーション 用 と し て の 需要 を 見 込ん で 
いる 。 

PV--WAVE は 。 ワ ー ク ステーション 
上 で 対話 処理 方 式 で デー タ の 解析 か ら 表 
示 ま で を 行う ソフ トウ ェ エア で あり , 実験 
結末 や 測定 デー タ な どの デー タ を 読み 込 
A, さま ざま な 処理 や 変換 を 行っ た うえ 
で グラ フィ ックス 表示 を 行う 。 イ メー ジ 
デー タ の 表示 , ヒ スト グラ ム に よる 分 析 , 
組込み 関数 お よび ユー ザー 定義 関数 な ど 
の 各種 の 処理 が 簡単 に 行え る 。 同 社 で は , 
物理 学 , KMS, 医学 , 航空 宇宙 学 , エ 
ンジ ニア リン グ な どの 分 野 で の 需要 を 見 
込ん で いる 。 

両 製 品 と も 現在 は VAXstation シリ 
ー ズ 用 の み 販 売 さ れ て お り , 今後 Sun な 
どの ワー クス テー ショ ン 用 に 移植 する 予 
定 で ある 。 

価格 は , GFX-4000 が 100 万 円 , PV 
WAVE が 150 万 円 か ら と な っ て い 
De 


問合せ 先 : ニチ メン 株 式 会 社 電子 情報 
機器 部 情報 機器 課 

103 東京 都 中 央 区 日 本 橋 3-11-1 

Z 03(277)5851 


低 価格 CG 画像 の コマ 撮り シス テム 


シー ビー 通商 

シー ビー 通商 は , CG の 画像 な ど を コ 
マ 撮 り で きる VTR を 含む シス テム の 販 
売 を 開始 し た 。 

従来 。 3/4 イン チ や 1 イン チ な ど で コ 
マ 撮 り で きる シス テム は あっ た が 。 同 製 
品 は VHS 規格 の VTR を 制御 する こと 
に より シス テム の 低 価格 化 を 実現 し た 。 
画質 は 1 インチ や 3/4 イン チ に 比べ て 劣 
Si, ローコスト で CG アニ スー ション 
を 作成 する 場合 な ど に 利用 で きる 。 

また 。 Iyasa 4 
ファ イル され て いる CG 画像 を 呼び 出し 
な が ら VTR に コマ 撮り する た め 。 人 が 
付い て いる 必要 は な い 。1 コマ を 1 フレ 
ー ム また は 4 フレ ー ム の いずれ か に 設定 
で きる 。 


PIXEL (No. 77) 


シス テム は , コマ 撮り 専用 VHS VTR 
と モニ ター 用 14 型 テ レビ 。 プレゼン テー 
ショ ン 用 ポー タブ ル VTR と 6 型 ポ ー タ 
ブル テレ ビ 。 VTR コン トロ ー ラ か ら 構 
成 さ れ て いる 。 

価格 は 120 万 円 と し な っ て いる 。 


問合せ 先 : 有限 会 社 シ ー ビ ー 通 商 
8» 173 東京 都 板橋 区 中 板橋 15-5 
T 03(962)7341 


32 ビッ ト DTP シス テム 


日 本 デジ タル 研究 所 は , 文 作 くん シリ 
ー ズ の 新 機種 で ある DTP シス テム 「 文 
作 -30DTP」 の 販売 を 開始 し た 。 

シス テム は , CPU に MC68020, 数 値 演 
算 プ ロ セ ッ サ に MC68881 を 採用 し た ホ 
スト ・ コ ンピュータ に 。 主 記憶 3M バイ 
h, 19 イ ンチ CRT ディ スプ レイ 。 レー 
Fes FY ARES? OL eo 
ざれ て いる 。 テ アティ スズ ス デ レイ は 280 x 
1.280 ド ッ ト の 高 解像度 で 。 16 ド ッ ト 文 字 
で 79 行 X60 文字 の 表示 が で きる た め , 
A4 FID ARO, 横 の 表示 が で きる 。 レ 
ー ザ ー・ プ リン タ は 400dpi の 解像度 で , 
A4 判 の 用 紙 を 8 枚 / 分 出力 で きる 。 ま 
た , オプ ショ ン で 写真 や イラ スト が 読み 
込め る 400dpi の 解像度 の イメ ー ジ リー 
ダー の 接続 が 可能 で ある 。 

文書 作成 は ,。 シス テム 文 作 パブ リッ シ 
ング を 機能 強化 し た も の を 搭載 し , 段 組 , 
ペー ジ 内 の 縦 書き ・ 横 書き 混在 , 回 転 文 
字 な ど 従 来 困難 だ っ た 操作 も で きる 。 フ 
FS E ドグマ さ プ ォ ン トペ クキ キル 
フォ ント の どちら に も 対応 し て いる 。 べ ベ 
クト ル ・ フ ォ ン ト で は 4 へ 70 ポイ ント の 
表現 が , 各 文 字 に 対し て 斜体 , 回 転 体 な 
どの 表現 が で きる 。 また , LAN シス テム 
の 中 に 組み 込む こと も で きる 。 

価格 は 225 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 日 本 デジ タル 研究 所 
経営 企画 室 

$163 東京 都 新宿 区 西新 宿 2-1-1 

Z 03(348)6751 


地籍 情報 管理 シス テム 


E JF 
桜井 は 。 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ を べ 


ー ス と し た 地籍 情報 管理 シス テム . 
 「LANDMAN」 の 販売 を 開始 し I 


この シス テム は 。 国土 庁 の 標準 フォ ー 
マッ ト に よる 国土 調査 成果 の デー タ 作 成 
を 行い 。 作成 し た デー タベース を も と に 
測量 設計 , 計算 , 製図 な どの 処理 を 行う 。 
デー タ は 40M バイ ト の 固定 ディ スク に 
格納 され , 検索 , 修正, 追加 な ども 簡単 
に 行う こと が で き 。, 事業 計画 か ら , 計算 , 
集計 業務 , 認証 , 登記 業務 まで の 作業 を 
EL tC CSS, 

同社 で は , 市 町 村 の 土地 行政 業務 の 合 
理化 , 住民 サー ビス , 登記 業務 。 固定 資 
産 税 務 な ど へ の 需要 を 見 込ん で いる 。 

HATARAT “AYU 2 See 
IBM の パー ソナ ル シ ス テム /55 モデ ル 
5550 を 採用 。 プリ ンタ , スト リー マ 。 タ 
Fvyh, X-Y プロ ッ タ 。 それ に 衝 自 に 
作成 し た ソフ トウ エア を 組み 込ん で い 
る 。 
価格 は 518 万 円 で ある 。 


問合せ 先 : 桜井 株 式 会 社 
8110 東京 都 台東 区 東上 野 1-11-12 
@ 03(835)4311 


CAD/DTP 用 
イン タフ ェ ー ス ・ ボ ー ド 


サピエンス は , 通常 の PC-9801 で 高 解 
像 度 ハ ハイ リゾ レー ショ ン ) モ ー ド 用 ソフ 
トウ エア を 動か す CAD/DTP 用 イン タ 


Ne 


の を の の の ふと ゃ w TET. 


PE Ret we meee ee 


フェ ー ス ・ ボ ー ド 「SuperLattice」 の 販 
売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , CAD, DTP な ど 多 く の ソ フ 
トウ エア で PC-98XA/XL/XLZ の み が 
サポ ー ト し て いる 高 解像度 の モー ド 用 に 
作ら れ た も の で ある た め 。 通常 の PC- 
9801 で 使え る よう に し た 。 この ボー ド を 
拡張 スロ ッ ト に 差し 込ん で マル チ シ ン ク 
の ディ スプ レイ を 用 いる と, 高 解像度 対 
応 ソ フト ウェ エア が 使用 で きる 。 また, オ 
プシ ョ ン で SP98745 を 追加 すれ ば , デフ 
ォ ル ト の 8 色 表 示 か ら 1,670 万 色 中 256 
色 の 表示 が で きる 。 ま た , ピク セル 単位 
の 書込み , プレーン 単位 の 書込み の い ず 
れ も 可 能 で 。 プレ ー ン 単位 の 書込み の 場 
合 8 ま た は 16 ピク セル の 同時 書込み が 
で きる 。 

価格 は 15 万 8,000 円 で ある 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 サ ピエ ンス 
& 169 東京 都 新宿 区 高田 馬場 4-9-11 
T 03(367)0734 


2 次 元 デ ー タ か ら 3 次 元 モデ ル を 
作る シス テム 


ペパーー QC D as AI oe 
2 次 元 形状 か ら 3 次元 アニ メー ショ ン を 
作成 する こと が で きる シス テム 「3D グラ 
フィ ッ ク ・ デ ザイ ン ・ ク リエ ー タ 」 の 販 | 
売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , 2 次 元 CAD ソ フト Te- 
kniCAD で 作成 し た デー タ 。 マ ウス 。 7 
ブレ ッ ト を 用 いて リア ル タ イ ム で 作成 し 
た 図形 な どの 2 次 元 形状 を 入力 し , その 
形状 を も と に し て 任意 の 厚み 付け , 回 転 , 
曲線 の パイ プ 化 な どの 処理 を 行っ た うえ 
で 3 次 元 の モデ ル を 作成 する ソフ トウ ェ エ 
ア で あり , EWS の 4337 型 の 上 で 使用 で 
きる 。 作 成 し た 3 次 元 モ デル は 4337 HO 
グラ フィ ックス 機能 を 用 いて 各 オ ブ ジ ェ 
クト ご と の 回 転 , BH, 拡大 , 縮小 な ど 
の 処理 を 行う こと も で きる 。 

まだ た だ 。 レ ンダ サン クマ ツア アキ Wave- 
front と の イン タフ ェ ー ス も 可能 な 他 , 
VTR コン トロ ー ル 用 の アニ メ ・ コ ント 
ロー ル ャ テニ ッ ドド や を 便 用 する こと に より 
ビデ オ ・ ア ニメーション の 作成 も で きる 。 

価格 は ソフ トウ エア の み で 95 万 円 と 
な つて で て いる 。 


問合せ 先 : ソニ ー・ テ クト ロニ クス 株 式 
会 社 情報 機器 部 | 

8$ 141 東京 都 品川 区 北 品川 5-9-31 

Z 03(779)7602 
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EWS で 動く 
プリ ント 基板 設計 シス テム 


日 本 IBM 


日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム は 。 図研 社 開発 
の プリ ント 基板 の 設計 か ら 製 造 ま で を 一 
貫 し て 支援 する 統合 化 ツ フト ウエ ア を , 
EWS に 移植 し た 「IBM プリ ント 基板 設 
at’ AFA CR-3000」 の 販売 を 開始 し 
Tees 

同 製品 は , すでに 業務 実績 が ある プリ 
ント 基板 の 設計 準備 , 配置 設計 , 配線 設 
H, アー トワ ー ク 設計 , 設計 検証 , RR 
作成 , 製造 デー タ 作 成 と いっ た 一 貫 設 
計 ・ 製 造 が で きる ソフ トウ エア で あり , 
EWS で ある IBM6100 プ ロフ ェ ッ ショ 
ナル ・ ワ ー ク ステ ーション で 稼働 する 。 
また , EWS で 稼働 する た め マ ル チ ウ ィ 
FARMEC, FHF, FYI, 
アナ ログ / デ ジタル 混在 の 各 プ リン ト 基 
板 を 簡単 に 設計 し , 製造 する こと が で き 
Bo 

シス テム は , 基本 と な る 対話 型 の アナ 
ログ 基板 設計 基本 モジ ュー ル , アナ ログ 
と デジ タル 混在 の HIC( ハ イブ リッ ド 
ICO) 基板 設計 用 対話 型 モ ジュ ー ル , デー タ 
を プロ ッ タ に 出力 する た め の プ ロッ タ ・ 
サポ ー ト ・ モ ジュ ー ル ,。 設計 デー タ か ら 
NC 機器 用 デー タ を 作成 する CAM モジ 
ュー ル 。 プリ ント 基板 を 設計 する フォ 
ト ・ プ ロッ タ の デー タ を 取り 込む た め の 
NC サポ ー ト ・ モ ジュ ー ル か ら 構 成 さ れ 
t5, 

価格 は アナ ログ 基板 設計 基本 モジ ュ 
ー ル が 890 万 円 , HIC 基板 設計 用 モジ ュ 
ー ル が 390 万 円 ,。 プロ ッ タ ・ サ ポー ト ・ 
モジ ュー ル が 80 万 円 , CAM モジ ュー ル 
が 230 万 円 , NC サポ ー ト ・ モ ジュ ー ル が 
138 OFER o ThS, 


問合せ 先 : 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム 株 式 会 社 
© 106 東京 都 港 区 六本木 3-2-12 
£t 03(586)1111 


久保 田 鉄 工 と 共同 で 
J-3100 版 CADKEY を 販売 


日 本 オリ ベッ ティ は 久保 田 鉄工 と 共同 
C, 米 キ ャ ドキ ー 社 の 3 次 元 パ ー ソ ナル 
CAD「CADKEY」 の 販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , 2 次 元 の 製図 , 3 次 元 の 設計 
シス テム を 完全 に 結合 し た パー ソナ ル 3 
次 元 CAD シス テム で あり 。3 次 元 デ ー タ 
は 独自 の デー タベース に 格納 され て い 
る 。 標準 で ワイ ヤー・ フ レー ム で の , X 


Je 


プション で ソサ リッド ・ モ デリ ング で の 雪 
現 が 可能 と な っ て いる 。 ま た , デー タ ベ 
ー ス 構造 は 公開 され て いる の で 。 イ ンタ 
フェ ー ス 言語 CADL や CK-IGES トラ 
ンス レー タ を 用 いて 。 ユ ー ザ ー の カス タ 
マイ ズ や 外部 プロ グラ ム と の リン ク が 可 
能 な 他 , マク ロ 定 義 な ども サポ ー ト され 
て いる 。 

CADKEY は , 米国 を 中 心 に 世界 で 約 
45.000 セッ ト の 売上 げ を も つ 3 次 元 パ ー 
ソナ ル CAD ソ フト ウェ エア で あり ,。 久保 
田 鉄工 が 日 本 国内 で 総 販売 代理 権 を も っ 
て いる が 。 SA, 日 本 オリ ベッ ティ 東芝 
の パー ソナ ルコ ンピュータ 丁 -3100 用 
CADKEY の 販売 を 開始 し た 。 

価格 は , J-3100SGT と の シス テム で 
190 万 て 370 万 円 ,. ソ フト ウェ エア の み は 英 
語 版 が 75 万 て 107 AW, 日 本 語 版 が 110 
万 て 160 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 日 本 オリ ベッ ティ 株 式 会 社 
8$» 152 東京 都 目黒 区 碑文 谷 1-26-17 
f? 03(714)1211 


フル カラ ー・ オ ー ト スキ ャ ン 型 
高 解像度 ・ 低 価格 ハー ドコ ピー 
LIT. 

三菱 電機 は 。 フル カラ ー A4 サイ ズ の 
高 解像度 ハー ドコ ピー と し て カラ ー・ ビ 
デオ コピ ー・ プ ロ セ ッ サ 「SCT-CP200」 
の 販売 を 開始 する 。 

同 製品 は 。 すでに 販売 され て いる A6 
サイ ズ の ハー ドコ ピー SCT-CP100 の 上 
位 機種 と し て 位置 付け られ , A4 サイ ズ 
の 紙 に 出力 で きる 。 入 力 信 号 は パー ソナ 
ルコ ンピュータ な どの アナ ログ RGB 信 
号 の 他 。 NTSC, S-VHS な ど に 対応 し て 
BO, 水平 周波 数 が 15~36kHz の 間 の 
信号 で あれ ば 自動 的 に 追従 する オー トス 
キャ ン 方 式 を 採用 し た 。 

印刷 方 法 と し て 昇華 式 熱 転写 方 式 を 採 
用 し た た め , 水平 1.280, 垂直 960 ドット 
の 高 解像度 で 出力 する 。 こ れ は , 通常 の 
アナ ログ RGB ディ スプ レイ の 解像度 よ 
り も 高い が 内 部 で 色 の 補完 を 行っ て お 
0, 実際 の 画面 上 より も 色 の 表示 が リア 
ル な も の と な る 。 表 示 色 は , イエ ロー, 
シア ン , マ ゼン タ 各 6 ビット 64 階 調 の 約 
26 万 色 が 出力 で きる 。 また , モノ クロ 出 
力も 可能 で ある 。 

入力 は 。 パラレル ・ イ ンタ フェ ー ス を 
使用 し て いる た め , 通常 より も 高速 な ダ 
ウン ロー ド が で きる 。1 枚 当 た り の 印刷 
速度 は 約 160 秒 と な っ て いる 。 出力 の 際 
に は , AA, 。 コ メン ト な ど を 記入 する こ 


と も 可能 。 専 用 の イン ク を カー トリ ッ ジ 

交換 で き , 専用 紙 を 含め た 1 枚 当 た り の 

ラン ニン グ ・ コ スト は 200 円 程度 で ある 。 
価格 は 69 万 8,000 円 で ある 。 


問合せ 先 : 三菱 電機 株 式 会 社 電子 商品 


事業 部 
© 100 東京 都 千 代田 区 丸の内 2-2-3 
Z 03(218)3108 


土壌 利用 の た め の 地 図 情報 シス テム 


社会 調査 研究 所 

日 本 土壌 協会 は 社会 調査 研究 所 が 開 
発し た 土壌 デー タ 利 用 の た め の 「 要 因 別 
分 布 図 作 成 シ ステ ム 」 の 販売 を 開始 し た 。 
同 シ ステ ム は , 土壌 , 気象 な どの デー 
タ 項 目 ご と の 分 級 図 を 作成 する ソフ トウ 
エア で あり , 特定 の 作物 の 成育 適地 や 各 
種 土壌 要因 別 の 疎外 要因 を 判別 する こと 
に より , 作物 へ の 影響 が 明らか に な り 最 
適 な 判断 を 行え る 。 

シス テム は , デー タ 管 理 部 , 検索 部 , 
出力 部 か ら 構 成 さ れ て お り , デー タ 管 理 
部 は デー タベース の 登録 ・ 更 新 を 行う 。 
検索 は , 市 町 村 や 図 幅 単位 な ど 地 域 検 索 
と 土壌 の 種類 , 気象 条件 な ど 条 件 検索 も 
で きる 。 Hit, 4v» 3; m EO 
グラ フ な どの 画像 と 統計 表 な どの 帳 表 が 
出力 で きる 。 

動作 環境 は PC-9801 シリ ー ズ の MS- 
DOS で あり 。 シ ステ ム に は , 土壌 図 デ ゲー 
タ 。 PEDRA, ネー ム フ ァ イル な どの 
基本 デー タ が 含ま れ て いる 。 

価格 は 20 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 財団 法人 日 本 土壌 協会 
e» 101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-58 
Z 03(292)7281 


パー ソナ ル CAD 用 
大 型 ペ ン ・ プ ロッ タ 


横 河 ・ ヒ ュー レッ ト ・ パ ッ カ ー ド は , 
パー ソナ ル CAD 用 の 大 型 プ ロッ タ 
「DraftProDXL(HP7575A)」 と 
「DraftProEXL(HP7576A)」 の 販売 を 開 
始 し た 。 

今回 発表 きれ た 2 機種 は 低 価格 化 が 進 
む パ ー ソ ナル CAD シス テム に 対応 し た 
も の で , 従来 機種 に 比べ 高 精 度 で 低 価 格 


PIXEL (No. 77) 


を 実現 し た 。 作 画 は マイ クロ グリ ッ ド 方 
式 を 採用 し , 精度 は 機械 的 分 解 能 0.0125 
mm, 再現 性 0.1mm の 高 精度 , 出力 は 加 
速度 2.8G, 80cm/ 秒 の 速度 で 行う こと が 
で きる 。 

また , 米国 ヒュ ー レ ッ ト ・ パ ッ カ ー ド 
の グラ フィ ッ ク 言 語 で ある HP-GL を 標 
準 内 蔵 し て いる た め , 従来 機種 と の 互換 
性 が 保 た れ て いる 。 オ プシ ョ ン で 1M バ 
イト , 2M バイ ト の バッ ファ ・ メ モリ , B 
F ROM な ど が 準備 され て いる 。 

価格 は , AlI~A4 サイ ズ 対 応 の DXL 
が 95 AA, A0—A4 サイ ズ 対 応 の EXL 
が 420 BS Bs tv, ER, 4x 
ョ ン の 1M バイ ト の バッ ファ ・ メ モリ が 
13 万 5,000 円 , 2M ^34 hb 2323 75 5,000 
円 , 漢字 ROM 十 HP-IB イン タフ ェ ー ス 
が 10 万 8,000 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 横 河 ・ ヒ ュー レッ ト ・ パ ッ カ 
ー ド 株 式 会 社 コン ピュ ー タ 第 2 部 門 周 
辺 機器 マー ケティング 

8» 168 東京 都 杉並 区 高井 戸 東 3-29-21 
f? 03(335)8234 


VAX ファ ミリ ー 新 製品 4 機種 


日 本 ディ ジタル イク イッ プ メ ント は, 
VAX シ リー ズ の 新 機種 と し て , WA 
型 コ ンピュータ MicroVAX3300; 
「MicroVAX3400」 と , これ ら を ベー ス と 
し た ネッ トワ ー ク ・ サ ー バ ー「VAXserver 
3300」「VAXserver3400」 の 販売 を 開始 し 
Vite 

MicroVAX3300/3400 は , CMOS 技術 
に あま りり ESE tee Fee So Se 


MicroVAX II に 比べ ほぼ 同じ 価格 で 約 
2.5 倍 の CPU 性 能 を 実現 し た 。 メ モリ 容 
量 は , 4M バイ ト の オン ボー ド EEC メモ 
リ と 8M バイ ト の EEC メモ リ ・ ア レイ ・ 
モジ ュー ル の 計 12M バイ ト を 標準 装備 , 
8M バイ ト ず フ つ 最 大 28M バイ ト ま で 拡 
張 で きる 。 

固定 ディ スク 装置 と し て , 1 基 150M 
バイ ト の 新開 発 の イン テグ レー ティ ッ 
ド ・ ス トレ ー ジ ・ エ レ メ ン ト (ISE)RF30 
に より , MicroVAX3400 で 最大 900M 
バイ ト ま で 搭載 可能 で ある 。 ま た , 新 し 
い デ ジタル ・ ス トレ ー ジ ・ シ ステ ム ・ イ 
ンタ ー コ ネ ク ト (DSS) と 組み 合わ せる 
こと に よっ て 複数 の ISE が 同時 に 動作 
CS, 従来 の 機種 に 比べ て デー タ 転 送 束 
度 が 向上 し た 。 

OS は , 基本 の VMS, VAX 版 UNIX 
で ある ULTRIX-32。 リ アル タイ ム 専 用 
の VAXELN の 3 種類 が 使用 で き , 従来 
の VAX フ ァ ミ リー の アプ ブリ か ケー ジョ 
ン ・ ソ フト ウエ ア は その まま 使用 で きる 。 
I/O バ ス は 従来 と 同じ Q バ ス を 使用 し 
て いる 。 

同社 で は , オフ ィ ス , 流通 サー ビス 。, 
金融 , 研究 開発 , 製造 な ど さ ま ざま な 分 
野 で の 需要 を 見 込ん で いる 。 

VAXserver3300/3400 は それぞれ 
MicroVAX3300/3400 を ベー ス と し た 
ネッ トワ ー ク ・ サ ー バ ー で あり 。 LAN 
続き され た EWS や パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー 
タ の プロ グラ ム や デー タ の 管理 へ の 需 
を 見 込ん で いる 。 

価格 は , MicroVAX3300 が 970 万 円 
か ò, MicroVAX3400 が 1.172 万 円 か 
5, VAXserver3300 が 591 万 円 か 5, 
VAXserver3400 が 793 万 円 か ら と な っ 


て いる 。 


問合せ 先 : 日 本 ディ ジタル イク イッ プ 


メン ト 株 式 会 社 広報 宣伝 部 
85 170 東京 都 豊島 区 東池袋 3-1-1 
f? 03(989)7145 


グレ ー ス ケー ル も 取り 込め る 
画像 処理 装置 


ダイ キン 上 業 

ダイ キン 工業 は 。 ビ ジョ ン シ ス テム ( 汎 
用 画像 処理 装置 ) 「ROBOTEC V-200」 
の 販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , 従来 は 高価 格 機 で し か 行え 
な か っ た 256 階 調 の グレ ー ス ケー ル の 画 
像 取込み が 可能 に な る と と も に , 512X 
480 ピ クセ ル と いう 同社 従来 比 の 2 FO 
取込み が 可能 に な っ た 。 こ れ に より ,。 Z 
値 化 シス テム で は 得 ら れ な か っ た 鮮明 な 
画像 が 得 ら れる 。 

まだ た, 専用 CPU を 採用 し た 高速 化 , 日 
本 語 表示 メニ ュー,。 BASIC ライ ク な 高 
級 言 語 の 採用 に よる ユー ザー・ カ スタ マ 
イズ の 容易 さ , 外部 記憶 装置 と し て メモ 
リカ ー ド を 採用 する , な どの 特徴 が ある 。 

A NUR: SA, VY POST, 
RS-232C, RS-422, デジ タル 入出 力 な ど 
に 対応 し て いる 。 

価格 は 170 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : ダイ キン 工業 株 式 会 社 ロボ 
ッ ト シ ステ ム 部 

8566 大 阪 府 摂津 市 西 一 津屋 1-1 

Z 06 (349) 7361 


7] 


図面 を 入力 し 
ベク トル 化す る シス テム 


中 村 留 精密 工業 

中 村 留 精密 工業 は 。 スキ ャ ナ で 読み 取 
SKÍRN- TF FEE ERICK E 
化 , 円 弧 認識 , 文字 認識 な ど を 行っ た う 
え で 編集 な ど が で きる 図面 自動 読取 り シ 
ステ ム 「POLUX」 の 販売 を 開始 し た 。 

Alls, スキ ャ ナ 。 ベク トル 化 シ ス 
FL 編集 シス テム か ら 構 成 さ れ て いる 。 
スキ ャ ナ は , A0CA4 サ イズ が 読取 り 可 
能 で あり , 解像度 は 最大 16 ド ッ ト /mm, ACF! 
の 読取 り 時 間 は 80 秒 と な っ て いる 。 ベ ク 
トル 化 シ ステ ム 部 で は , ノイ ズ 除 去 を 行 
っ た うえ で 芯線 化 。 ベル トル 化 の 順に 行 
v, 円 弧 , XF, 線 な ど を 認識 する 。 編 
集 シ ステ ム は ,。 ベク トル デー タ の 解析 と 
円 弧 , XF, 線 な どの 追加 , 変更 , 削除 
な どの 編集 作業 が で きる 。 ま た 。 オ プシ 
a 'C, RBHERCADASAJIJAUCAR SX» 
に IGES フォ ー マ ッ ト へ の 変換 を 行う ソ 
フト ウェ エア が 準備 され て いる 。 

シス テム は , ハー ドウ エア に PC- 
98XL? ( 主 記憶 2.5M バイ ト , 数 値 演算 プ 
ロモ セツ ッ サ 付き ) と イメ ー ジ スキ ャ ナ 
TOMEC-EYE, それ に ベク トル 化 ソ フ 
トウ エア と 編集 ソフ トウ エア の 構成 で 
985 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 中 村 留 精密 工業 株 式 会 社 
OA 機器 事業 部 
W 920-21 石川 県 鈴 来 町 鈴 野 町 口 15 
Z 07619(3)1111 


パソ コン 用 分 子 計算 ソフ トウ エア 


東レ シス テム セン ター は ,。 本 格 的 な パ 
ー ソ ナル コン ピュ ー タ 用 分 子 計算 ソフ ト 
ウエ ア 「 パ ソコ ン MOPAC」 の 販売 を 開 
始 し た 。 

同 製品 は ,。 パー ソナ ルコ ンピュータ で 
初め て 水素 原子 20, 水素 以外 の 原子 11 
に つい て 電子 状態 の 計算 な どの 分 子 軌道 
計算 を 行う こと が で きる ソフ トウ エア で 
あり , 分 子 軌道 計算 で 世界 的 に 有名 な プ 
ログ ラム MOPAC(Ver.3.1) を パー ソナ 
ルコ ンピュータ に 移植 し た も の で ある 。 
遷移 状態 計算 。 グ リッ ド 計 算 , 多重 項 状 
態 計 算 な どの いく つか の 機能 を 除い ぃ て 
MOPAC の 機能 を その まま 継承 し て お 
り Ot eee YT I Ye ae 
で 3 次 元 分 子 計算 が 行え を る 。 MOPAC か 
ら 機 能 拡張 され た も の と し て , 計算 の 収 
東 状態 リアルタイム ・ モ ニタ ー 機 能 が 


amu products 


また 。 同社 が すでに 販売 し て いる 3D- 
MOL .o0o»559Tt7U7«X--cm 
At MM2PP と いう 分 子 力 場 計 算 プ ロ 
グラ ム を 組み 合わ せる こと に より , パ ー ソ 
weI YE a7 ECHOES FT 
か ら 分 子 力 場 計算 や 分 子 軌道 計算 まで を 
SmE Oe ce Ce Se 

動作 環境 は , PC-9801 シリ ー ズ 。 PS/ 
55, FMR シ リー ズ , PC-286 な ど と MS- 
DOS, 主 記憶 640M バイ ト , 数 値 演算 プ 
ロ セ ッ サ が 必要 で ある 。 

価格 は 。 MOPAC が 9 万 円 , 3D-MOL 
が 18 万 8,000 円 , MM2PP キッ ト が パー 
ツナ ル ゴ コンピュー 用 で 6 万 回 呈 っ て 
いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 東 レシ ステ ムセン タ 
ー 営業 部 

8» 103 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 1-5-9 
Z 03(245)5006 


大 容量 高速 画像 メモ リ 


べ ぺんてる 電子 は 。 ラン ダム に 画像 デー 
タ を アク セス する こと が 可能 な 画像 メモ 
) 装置 「MFR-IK 型 」 の 販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , 最大 7C バイ ト の 画像 メモ 
リ を 使用 し て , 画像 デー タ を ラン ダム 
か つ リ アル タイ ム に 取り 出す こと が で き 
る 装置 で あり , 従来 この 種 の 製品 で は デ 
ィ ス ク 装 置 を 使用 し て いた も の で ある 。 

入出 力 と も NTSC, PAL, HD-TV, 
RGB に 対応 し て お り , フレ ー ム 数 は 
NTSC コ ン ポ ジッ ト 時 で 最大 3.840 ま 
で 格納 する こと が で きる 。 入力 は リア ル 
タイ ム で 行え , 通常 の ビデ オ 入 力 の 他 ス 
ロー スキ ャ ン ・ デ ジタル と 映像 デー タ の 
入力 が 可能 と な っ て いる 。 

カラ ー 表 示 の 場合 RIGLB 各 8 ビッ ト 
の 1.670 万 色 . モノ クロ 表示 の 場合 256 
階 調 で の 表示 が 可能 で ある 。 マ ル チ バ ス 
仕様 の コン ピュ ー タ に 対応 し て いる 。 


同社 で は アニ メー ショ ン 製 作 な ど へ の 
需要 を 見 込ん で いる 。 

価格 は 実装 メモ リ に 応じ て 2.000 万 
<>7,000 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : ぺん て る 電子 株 式 会 社 シス 
テム 技術 営業 部 

8104. 東京 都 中央 区 新川 1-7-11 

f? 03(553)6549 


高 画質 の カラ ー・ ハ ー ド コピ ー 
天 朋 本 コン ビ ピュー タダ タンス テム 

大 日 本 コン ピュ ー タ シス テム は , EB 
像 度 グ の ラフィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ の 画面 
イメ ー ジ を ,。 その まま 印刷 する こと が 可 
能 な 昇華 型 熱転写 カラ ー・ プ リン タ 
「FCP-10」 の 販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , 最近 の グラ フィ ッ ク ・ デ ィ 
スプ レイ の 高 解 像 化 , 多 色 表示 化 に 対応 
し た も の で ,。 画面 イメ ー ジ を 写真 と 変わ 
ら ぬ 画質 で 再現 する こと が で きる 。 

100MHz と 60MHz の ビデ オ ・ イ ンタ 
フェ ー ス を 内 蔵 し て いる た め , ホス ト ・ 
コン ピュ ー タ を 介さ きず 直接 グラ フィ ッ 
ク ・ デ ィ ス プレ イ と 接続 で き ,。 ホス トマ 
シン に 負担 が か か ら な い 。 

表示 方 式 は 昇華 型 熱転写 方 式 を 採用 , 
表示 色 は R, G, B 各 128 色 の 約 210 万 
色 。 分解能 は 10 ドッ ト /mm, 出力 サイ ズ 
は A4 判 の 専用 紙 ま た は OHP 用 紙 に お 
いて 1 枚 当たり 最大 3 分 で 出力 する 。 

接続 可能 ハー ドウ エア は , IBM5080, 
IRIS, Sun, COMTEC な ど 各 種 EWS に 
対応 し て いる 。 

価格 は 650 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 大 日 本 コン ピュ ー タ シス テム 
株 式 会 社 サイ エン ス 営 業 部 

€ 160 東京 都 新宿 区 高田 馬場 2-14-2 
Z 03(207)3321 


自動 NC デー タ 作 成 シ ステ ム 


コム シス は , スキ ャ ナ で 読み 込ん だ 画 
像 に 対し て グラ フィ ッ ク 処 理 を 行っ た う 
た ベタ タラ イズ も し ょ NNC デー タ Se 
する シス テム 「C.C.N. シ ステ ム 」 の 販売 
を 開始 し た 。 

従来 。 NC デー タ を 入力 する に は デジ 
APOE =A CP ASA HERR 
ル 化 を 行っ て いた が 。 同 シス テム で は , 
ラス ター デー ターCG デー ター CAD デ 
ター NC デ ー タ の 一 連 の 過程 を 自動 化 
する こと に よっ て 作業 の 省力 化 を 図っ 


PIXEL (No. 77) 


Br EERIE T= y GRES Yva 
ン で 編集 で きる 。 

作業 例 と し て ,。 まず 。 ス キャ ナ で 読み 
込ん だ 画像 に 対し て 色 ・ デ ザイ ン の 修正 
の 系 ペ ベタ タラ オズ に カラー ィ グ ダン ィ 
ッ ク の 色 ご と の 輸 郭 線 を 抽出 し CAD F 
ー タ を 作成 , この 段階 で 文字 や 他 の デザ 
イン と の 合成 を 行う 。 次 に , 運 針 情報 な 
ど NC デー タ の 各種 設定 を 行っ た うえ 
で NC デー タ を 作成 する 。 画像 デー タ の 
編集 は 。 ラス ター デー タ , ベク トル デー 
タ そ れ ぞ れ に 対し じ て 行 うこ と が で きる 。 
グラ フィ ッ ク 解 像 度 は 16.000 16,000 
ドッ ト で , 1,677 万 色 中 256 色 の 表示 が 可 
能 で ある 。 ラス ター デー タ は カラ ー プ リ 
ンズ に クキ ホル デア データ は で 
タ に それ ぞ れ 処理 の 途中 で 出力 可能 で あ 
な 

PAT R IDA Ug SENE 
PC-98XLZ。 カ ラー スキ ャ ナ 。 ディ スプ レ 
キュ カート シタ ジュ な お デブ リン ダッ 
デジタ イザ まま 呈 際 ランド ロー tHe 
ソフ トウ エア か ら 構 成 さ れ て いる 。 
予定 価格 は 500 777-600 万 円 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 コ ムシ ス 
8» 101 東京 都 千代 田 区 岩本 町 3-5-12 
Z 03(865)4591 


高速 サー マル ・ プ ロッ タ と 
レー ザー ャ ブッ タク 


マッ クス は , 感熱 方 式 の プロ ッ タ 2 機 
種 と レー ザー 方 式 プ ロッ タ 1 機種 の テス 
ト 販 売 を 開始 し た 。 感 熱 方 式 の RP-600T 
は Al 判 で 静 電 プ ロッ タ の 約 1/2 の 低 価 
格 を 実現 し て いる 。RP-900T も 感熱 方 式 
で , A 0 判 の 出力 が 可能 。 レー ザー 方 式 の 
RP-300L は A3 判 の 図面 を 約 6 秒 で 高 
速 出力 する こと が で きる 。 ま た , 3 機種 と 
も リピ ー ト 機能 を 備 を て お り , 同じ 図面 
を 99 枚 ま で 連続 出力 する こと も 可能 で 
ある 。 

RP -600T/900T の 印字 解像度 は 約 
200dpi, Al 判 の 出力 時 間 は 約 60 秒 と な 
っ て いる 。 給 紙 に 関し て は , 専用 ロー ル 
紙 1 巻 で A1 判 図面 100 枚 ま で 出力 する 
こと が 可能 で , RP-600T の 場合 に は 自動 
的 に 図面 を 切る オー トカ ッ ト 方 式 が 採用 
され て いる 。 

RP-300L は レー ザー 方 式 に よっ て 普 
通 紙 に 約 400dpi の 印字 解像度 で 出力 す 
る こと が で きる 。 用 紙 は カセ ッ ト 給 紙 方 
式 に よっ て 250 枚 ま で を 一 度 に セッ ト す 


る こと が で きる た め , 用 紙 を 取り 替え る 
手間 を 省く こと が で きる 。 

価格 は , RP - 600T が 160 万 A, RP- 
900T が 180 HA, RP-300L が 150 万 円 
で ある 。 


問合せ 先 : マッ クス 株 式 会 社 図形 事業 部 


8103 東京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 6-6 
Z 03(669)8100 


UNIX 専用 EWS 


精工 舎 は 。 UNIX ベ ー ス の EWS 
「vision386」 の 販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , CPU に 25MHz の i80386, 
数 値 演算 プロ セッ サ に 180387 を 採用 し , 
OS i£ UNIX ^ — A 00 Techno - UX3.0 
を 採用 し た EWS で あぁ あり, CAD/CAM/ 
CAE, ジフ ドウ ェ ア 開 発 。 グラ フィ ッ ク 
AALE, 論理 シレ シミュレー ショ ン 。 数 値 解 
析 な ど へ の 需要 を 見 込ん で いる と と も 
IZ, 今後 EWS 市 場 に 積極 的 に 参加 し て 
いく 予定 で ある 。 

ネッ トワ ー ク は RFS を サポ ー ト し て 
お り , 同じ シス テム 間 で 資源 の 共有 が で 
き る 。 漢 字 入力 は JAE 環境 下 で 使用 する 
こと が で き , 内 部 コー ド は UNIX 標準 の 
EUC と な っ て いる 。 グ ラフ ィ ッ ク ・ ラ イ 
プラ リ と し て GKS が サポ ー ト され て い 
2, X-Window, Ethernet, NFS も サポ 
ー ト する 予定 で ある 。 プ ログ ラム 言語 と 
LTC, FORTRAN が サポ ー ト され て 
BO, 数 値 演算 プロ セッ サ と し て 
WTL3167 も 使用 で きる 。 

今回 発表 きれ た の は , 固定 ディ スク が 
86M バイ ト の 「vision386/10」 と 320M 
バイ ト の 「vision386/30」 の 2 機種 。 


価格 は 。 vision386/10 が 395 万 HH, 
vision386/30 が 490 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 精工 舎 情報 機器 事 
業 本 部 第 1 販売 部 シス テム 2 課 

8130 東京 都 墨 田 区 大 平 4-1-1 

Z 03(621)4011 


NC ツー ル バ ス ・ テ スト 用 ソフ ト 


HRP RIS PSS er PF 
FP OFS SASF Ey 
パス ・ テ スト 用 アプ リケーション ・ ソ フ 
トウ エア 「VERICUT」 の 販売 を 開始 す 
Da 

これ まで CAD/CAM シス テム や 自動 
グラ ミン まっ NC 
ス を 作成 し た 場合 , モデ ル ( 被 切削 物 ) 
の 最終 形状 の チェ ッ ク は , 工業 機械 に よ 
っ て 何 度 も 繰り 返し て いた 。 同 製品 は こ 
の 試し 削り を CG に よっ て シミ ュ レ ー シ 
ョ ン す る た め , 手間 と 材料 が 少な く て す 
む 。 

操作 は , マウ ス と キー ボー ド に より 対 
庄 型 で 行い 。 デー タ 形 式 は 多く の CAD/ 
CAM で 使用 され て いる APT 仕様 の 
CL (Cutter Location) で ある た め デ ー タ 
の 再 利用 が で きる 。 表示 は 3 次 元 ソ リッ 
ト ・ モ デル で 行い 。 モデ ル を 削る 様子 , 
切削 後 の モ デル の 形状 な どの 一 連 の 様子 
を 表示 する こと が で きる 。 
予定 価格 は 120 777-130 万 円 で ある 。 


問合せ 先 : ニチ メン 株 式 会 社 電子 情報 
機器 部 情報 機器 課 

埋 103 東京 都 中 央 区 日 本 橋 3-11-1 

Z 03(277)5083 


フル カラ ー・ ビ デオ プリ ンタ 


東陽 テク ニカ 
東陽 テク ニカ は , 高 解 像 度 の フル カラ 
ー・ ビ デオ プリ ンタ 「TPG-4300」 の 販売 
を 開始 し た 。 

同 製 品 は , 同社 従来 機種 の 約 1.5 倍 の 
記録 密度 で ある 300dpi と , 熱転写 プリ ン 
タ で は 最高 の 解像度 を 実現 する と と も 
に 。 広帯域 イン テリ ジェ ント RGB ビデ 
オプ ロ セ ッ サ を 標準 装備 する こと に より 
フル カラ ー を 実現 し た 。 

トリ ミン グ , 印刷 位置 の 指定 , 自動 セ 
ンタ リン グ 。 白黒 反転 ,。 カ ラー アサ イン , 
色 強 度 調整 , YMC 個別 プリ ント , 最高 99 
枚 の 自動 コピ ー, 左右 反転 。90 度 ロ ー テ 
ーション な どの 各種 機能 の 他 , 0.1 倍 単位 
で 指定 で きる 最高 16 倍 の 拡大 機能 は , 
アア それぞれ の 方 向 に 指定 で きる 。 取 込み 
画像 は 1,280 x 1,280 の 解像度 に 対応 し て 
BO, 約 2 秒 で 読取 り を 行う 。 

価格 は 198 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 東陽 テク ニカ BA 
部 CVP 販売 
© 103 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 石町 1-1-2 
Z 03(245)1351 


マル チ AV コン トロ ー ラ ー 


ケー シー は 。 コ ンピュータ か ら AV 機 
器 を 制御 する こと が で きる 「 マ ル チ AV 


コン トロ ー ラ ー」 と ,。 16 種類 の 制御 ボー 

ド の 販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は 。 PC-9801 な どの コン ピュ ー 
タ で 作成 し た デー タ に 従い 。 家庭 用 
VTR, 業務 用 VTR, LDP, CD な ど 各 種 
AV 機器 を 制御 する も の で ,。 マル チビ ジ 
ョ ン や 館内 CATV な どの 映像 を 無人 で 
表示 で きる 。 

本 体 の スロ ッ ト に VTR に 応じ た 26 
種類 の ボー ド の 中 か ら 選 択 し た も の を 差 
し 込み 。 パーソ ナル コン ピュ ー タ な ど を 
ホス トマ シン と し て AV 機器 を 制御 す 
A. 制御 可 能 な AV 機器 は 。 ベー タ , 
VHS, U マチ 727, 8mm E77, VHD, 
TV チュ ー ナ 。 CD プレー ヤ 。 カ セッ ト デ 
ッ キ な ど 多 種 に わた り , 1 台 の コン ピュ 
ー タ で 同時 に 複数 の AV 機器 の 制御 が 
可能 で ある 。 

制御 は RS-232C で 行う た め , 多数 の 
コン ピュ ー タ に 対応 し て いる 。 今回 発表 
され た ボー ド は 17 種類 で 。 パラ レル I/O 
ボー ド や セン トロ ニク ス ・ ポ ー ト か ら 受 
信 す る ボー ド な ど が あり , 最 大 20 チャ ネ 
ル に 対応 し て いる 。 

同社 で は 同 製品 の 発売 と 併せ て , コン 
ピュ ー タ 制御 デー タ の プロ グラ ミン グ , 
映像 演出 の 企画 , CC・ ビ デオ 映像 の 制作 , 
シス テム コン サル ティ ング な どの サポ ー 
ト も 行っ て いる 。 

また 同社 で は , 博物 館 や ショ ー ル ー ム 
な ど へ の 需要 を 見 込ん で いる 。 

価格 は 。 2U タイ プ の AVC-2U が 19 
万 円 , 4U タイ プ の AVC-4U が 23 AB, 


ボー ド が 3 万 6,000~7 万 9,000 H, 標準 
的 な シス テム 構成 が 40 万 円 前 後 , 20 チ 
ャ ネル ・ マ ル チ プ レク サ 仕 様 で 70 万 円 前 
後 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 ケ ー シ ー 
550 大 阪 市 西区 北 堀江 1-1-7 
Z 06(535)4339 


低 価 格 の 大 型 プ ロッ タ 
ジン も a) EP d 

ミ マ キ エ ン ジニ アリ ング は 。 KH, 8 
速 。 低 価格 の デジ タル ・ ペ ンプ ロッ タ 「 北 
斎 シ リー ズ MX-11m II 」 の 販売 を 開始 
し た 。 

MX-11m II は , 従来 販売 され て いる 
MX-10/11 シリ ー ズ の 低 価 格 版 で , 作図 
サイ ズ は Al 判 の デジ タル ・ ペ ンプ ロッ 
タ で ある 。 作図 精度 は 距離 精度 が 0.5 
mm, 直角 精度 が 0.6mm の 高 精度 で 。 作 
図 時 間 は 60cm/ 秒 の 高速 を 実現 し た 。 ま 
7:,28K--540K バイ ト の 受信 バッ ファ を 
内 蔵 し て いる た め 。 ホス ト ・ コ ン ピ ュ ー 
タ へ の 負担 が 少な く て すむ 。 出力 用 紙 の 
サイ ズ は 最大 A4 FIT, A1— AA 判 の 入 
力 用 紙 の サイ ズ を 自動 検出 する 。 

価格 は 98 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 ミ マキ エン ジニ アリ 
ング 営業 部 

8150 東京 都 渋 谷 区 恵比寿 南 1-20-11 
Z 03(760)5500 
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From The Editor s Desk 


ETABI Zaara ye S75. BOO, "AS XT- 
手 だ と 多く の 外国 人 が 指摘 する 。 理 由 は いろ いろ と 考え られ る 
が 。 指摘 は お お か た 正しい で あろ う 。 例 えば, コン ピュ ー タ ・ 
グラ フィ ックス 分 野 の 経営 者 同士 の 付合い 。CG デザ イナ ー 同 士 
の 付合い な ど は , 米国 と 比較 し て 格 邊 に 少な い 。 フ ラン ク に 付 
き 合う 機会 が 少な いと いう こと だ け で は な く 〈, 明らか に 避け て 
いる , また は 必要 が な いと 判断 し て いる の で は な いか と 思わ れ 
る 。 

付合い と は 雑談 を する ,。 お 酒 を 飲み 合う と いう こと だ け に と 
に で は な て コミ ニケ ー ツ ジョ ン を 深め る こと に よ ず すず 言 
いさ に た 笑 発 し 含 い 高め 合う ,。 また は ビジ ネス と し て 良い パー トナ 
ー に な れる か どう か を 考え る と いっ た 意味 の こと で ある 。 

同じ よう な 仕事 を し て いる 者 同士 が 話し 合う こと で , 技術 や 
経営 ノウ ハウ を 盗ま れる , 何 か 損 を する と いう 彼 害 者 意識 ば か 
り が 先 に で て し まい , 自分 が 高め られ る , 得 を する と いう 意識 
が わが 日 本 人 に は 少な いよ うだ 。 また, 外国 人 と は 積極 的 に 接 
し て いて も 日 本 人 に は 警戒 する と いう エセ 思考 の 人 も 見 受け る 。 

この 号 の トレ ンド 記事 の 中 で ステ ラ 社 の ポ ダ スカ 氏 が 述べ て | 
いる よう に , 以前 の 会 社 と は 依然 と し て 個人 的 に も 企業 的 に も | 
良い 関係 を も っ て いる , 社員 が 良い アイ デア を も っ て スピ ン ア 
ウト する 場合 は 彼 の 成功 を 願っ て いる 一 と いっ た 考え は 日 本 人 
の 平均 的 な 思考 で は な い だ ろ う 。 も ちろ ん , フラ ンク に 話し 人 台 
える 関係 を も っ て いる か ら と いっ て 自社 の 企業 秘密 的 な こと ま 
で 漏らす と いう わけ で は な い 。 あ く 〈 く まで も 企業 人 と し て 企業 の 
利益 を 追求 する こと が 前 提 で ある こと に 変わ り は な い 。 

高い 意識 を も っ て いる 人 で あれ ば 容易 に 納得 し て いた だ ける 
た Se 


1989 年 2 月 | 日 
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特集 ] 新しい CG 表現 を 可能 に する ハツ ボール と その 使い 方 


META EDITOR 了 開発 の 経緯 こ 芋 者 が 使用 し て きた 


シス テム の 変 遷 . メタ ボー ル の 人 造形 的 特性 こ 医 学 分 野 
な ご へ の 応用 例 こ 可能 人 性 に つい て 述べ る 。 


は し じ め に 


私 自身 が いま だ に コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス (CG) の 初心 
者 で ある と 思っ て いる の に ,。 メタ ボー ル に つい て 書く こと は 真 
に せん えつ で は ある が ,。 222, 3 年 メタ ボー ル か か わっ て 
きた 者 と し て の 経験 と 。 その 経験 を 通し て 抱い た 多少 の 感想 
を 述べ て みた い 。 自 分 が 思っ て いる こと を CG で 表現 し て みた 
いと 思わ れる 方 や 。 メタ ボー ル に 関心 の ある 方 の 参考 と な れ ば 
幸い で ある 。 

まず , 私 が な ぜ 。 どの よう に CG 一 特に メタ ボー ル に か か わり 


始め た の か , そし て 今や 手放せ な い 道 具 と な っ た META EDI- 


TOR が な ぜ で きた か と いう 辺り か ら 話 を 始め , 次 に メタ ボー 
ル に 関す る 私 見 を 。 さら に メタ ボー ル の 応用 に つい て の 展望 を 


述べ る 。 
META EDITOR の 開発 こ ニシ ステ ム の 人 変遷 


一 メタ ボー ル に 出合 う 

私 の CG に お ける 活動 は , も と も と メタ ボー ル で 何 が で きる 
だ ろう か と いう 発想 か ら で は は なく 。 CG アー ニー メス メージ ショ ジジ で 本 当 
に 美しい 人 体 に 本 当 に 美しい 動き を させ た い , と いう 欲求 か ら 
出発 し て いる 。 

以前 か ら 彫 刻 を 勉強 し て いた 私 は , ある 日 突然 CG アニ メー 
ショ ン 作 品 を つく る こと を 思い 立ち , 当時 大 阪 大 学 に お られ た 
大 村 蜂 一 先生 の 門 を 叩い て , 1986 年 の 春 か ら 1 年 間 電 子 工学 科 
の 研究 生 に し て いた だ いた 。 当然 , 生活 の た め に 働か な けれ ば 
な ら ず , 仕事 の 合間 に と きど き 研 究 室 に 顔 を 出す と いう よう な 
eur SIC. 


※ ま た か お き そい し 
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ui ox c" 


メタ ボー ル と META EDITOR を 用 いた 作品 例 (COLOR IMAGES も 参照 ) 


言語 を 学び 始め て 最初 に 作っ た プロ グラ ム は , 対数 らせん 
関数 を 使っ て 員 の 形 の ポリ ゴン デー タ を は き 出 す ツ ー ル (「 作 り 
貝 」 と 名 付け た ) で , 貝殻 の 縁 の 形状 を 与え る と 巻貝 で も 二枚貝 
で も で きる と いう も の だ っ た だ (「 まず カイ より 始め よ 」 eee 
談 を 言っ た り し た ) 。 それ を 使っ て ホタテ 貝 を 作っ た の だ が , € 
の 濾 打 っ た 面 が 十分 滑ら か に な る よう に ポイ ント を 細か く 取 る 
と デー タ が 巨大 に な る 。 パ ッ チ で は デー タ が 膨大 に な っ て し ま 
5, と いう 印象 を その と き に も っ た 。 も と も と 人 体 彫刻 を 学ん 
で きた 者 に と っ て , 微妙 な 曲面 や その 微妙 な 輪郭 が 不 本 意 に , 
少し で も 角張っ て し まう こと は 耐え られ な い の で ある 。 'CG に 
よる 人 体 表現 」 が 研究 テー マ で あっ た の で , 当面 パッ チ は 使え 
な いと いう 結論 を だ し て し まっ た の で ある 。 

も ちろ ん 新しい オブ ジェ クト ・ モ デリ ング 法 を 開発 する こと 


稀 メ タ ・ コ ー ポ レー ショ ン ・ ジ ャ ノッ ツン 8150 東京 都 渋谷 区 神山 町 1-3-103 
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も 考え た が 。 と 区 か く 早 く ア ニメーション を つく り た いと いう 
一 心 で 。 と りあ え ず メタ ボー ル を 使う こと に し た の で ある 。 し 
PL, メタ ボー ル の モデ リン グ は 試行 錯誤 を 必要 と する た め 。 
LINKS-1 シス テム の 大 部 分 を 長 時 間 占 有する こと に な る 。 当 
時 大 村 先 生 の も と に は 多く の 学生 , 大 学院 生 , そん に アー チ ス 

ト が 集まり , 大 変 混み 合っ て いた の で 。 ほ と ん ど そ うい うこ と 
が 許さ れる 状態 で は な か っ た 。 そ こ で 私 は , パー ソナ ルコ ン ピ 
LHF EOS SR POSS ISS Ee CSS Ss IIE 
METAC (27 97) と いう 名 で 開発 する こと に し た の で ある 。 

METAC は 当初 か ら 単 に メタ 専用 の モデ ラー で は な く ,。 アー 
チ ス ト が 目 由 に その 創造 性 を 発揮 する 環境 と し て 考え て いた 。 
アナ アーチスト だ が 価 か も し よう と 選 天 上 よ ぐ で に それ が で まる よう 
IZ, と いう こと を 常に 考え な が ら 開 発 を 行っ た の で ある 。 例え 
ば , マウ ス の 機能 切替 え の 高 速 化 の た め に , オク ティ コン 
(OCTICON) と いう 新しい メニ ュー 方 式 も 開発 し た 。 こ の メニ 
ュー は , 呼び 出さ れる と カー ソル を 中 心 に 放射 状 に 並ん だ 8 個 
の アデ アイ コン が ポッ プア ッ プ し ,。 や ひみ ス マカ カー ソル の スラ イド すず 
る 距離 で は な く , その 方 向 に よっ て 選択 さき れる 。 し た が っ て 。 
わずか な 動き で 素早 く 。 し か も 覚え て し まえ ば 全く 見 な く て も 
使え る も の で ああ ズラ スギ ンド マ で マ ウス)。 Corer rv 
特に 試行 錯誤 が 必要 な メタ ボー ル の モデ リン グ に 効果 を 発揮 し 
て いる 。 

METAC 開発 に は 当初 の 予想 以上 に 時 間 が か か り , メタ ボー 
ル の モデ ラー と し て 一 応 使 を る よう に な っ た の は 1986 年 の 11 
月 ころ だ っ た 。METAC 自 体 は まだ 完成 し て いな い が , 
META EDITOR は その メタ ボー ル ・ モ デラ ー の 機能 を 独立 さ 
せ た も の で ある 。 そ の ころ に 医学 部 の 辰巳 治之 氏 と 共同 で 臓器 
DAR OE RCO DS 3 次 元 像 を 再 構築 する 研究 を 始め た の だ 
DB, これ に つい て は 後 で も う 少 し 詳し く 述 べ る 。 

その 年 の 暮れ か らい よい よ META EDITOR を 使っ て 人 間 
の 顔 を 作り 始め た が , 年 を 越し て か ら も CG 以 外 の 仕事 に 追わ 
hh, ほとん ど LINKS-1 で レン ダリ ング を し な いう ち に 研究 生 
と し て の 1 年 間 が 終わ っ て し まっ た 。 

田 バ パソ コン ・ マ ル チ タ スク の 時 代 

1987 年 4 月 か ら 。 トー ヨー リン クス (現在 。 リン クス ) より 
お 借り し た PC-98 hk PERSONAL LINKS 上 で よう や く 本 格 
的 な 画像 生成 が 始ま っ た 。 図 1(COLOR IMAGES 参照 ) は 1986 
年 の 5 月 ころ 制作 し た も の で , PC-9801E を 用 い , レン ダリ ング 
に 約 10 時 間 か か っ て いる 。 ちょ うど , 夜 に デー タ を セッ ト し て 
お け ば 翌朝 に 絵 が 出来 上 が っ て いる と いっ た 具合 で ある 。 

私 が 使っ て いた シス テム に は いろ いろ 変遷 は あっ た が 。 最も 
充実 し た 時 期 に は , 中 古 で 買っ た 4 台 の PC-9801 シリ ー ズ (5 
ち 2 台 は ディ スク レス ) を 1 台 の ハー ド ディ スク ・ ド ライ ブ ( ラ 
ンド コン ピュ ー タ 製 LHDU40) に つなぎ ファ イル を 共有 し な が 
5, 1@0 CPU 上 で META EDITOR を 使い モデ リン グ , 2 台 
で それ ぞ れ 別 の デー タ を 与え て レン ダリ ング 。 残り の 1 台 で 
META EDITOR の 開発 を 並行 し て 行っ て いた 。 デ ィ ス プレ イ 
の 1 つ は 切替 を え スイッチ を つけ て 2 台 の CPU で 共有 し て いた 
が 。 キー ボード は まお 谷 を 2 彼 に し て 冶 べ て いた 。1 人 で と の ジス 
テム を 操っ て いた わけ だ が , 実際 に META EDITOR を 使い な 
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図 2 当社 の シス テム 構成 図 


が ら , 改善 点 や バグ に 気がつく と すぐ に 隣 の 開発 用 CPU で プ 
ログ ラム を 書き 換え コン パイ ル を か け て ,。 また モデ リン グ に 戻 
る 。 そ うこ うし て いる うち に レン ダリ ング が 完了 する と いっ た 
BGC, 大 変 能率 が 上 が っ た 。 た だ , 泣き どこ ろ は 主 記 憶 容量 
の 不足 で 大 き な デ ー タ が の ら な い , つま り 人 間 の 全身 の デー 
PROBE SS Ve eres, と いう 点 だ っ だ 。 

1987 年 の 9 月 に 活動 の 場 を 東京 に 移し た が , その 契機 は 
NHK の 伊藤 博文 氏 と の 出会い で あっ た 。 彼 は いち 早く META 
EDITOR に 注目 し 。 NHK エン ター プラ イズ の 「 人 体 」 プロ ジ 
ェ グ トド の も ば チー ム や と の アト ウッ エア や 消 用 し で ゆる 。 

画 会 社 を 作り , つい に アニ メー ショ ン が 可能 に な っ た 
1988 年 2 月 に な っ て IMAGICA の テレ ビ CM の 制作 依頼 の 
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話 が 決ま り , 最後 の ロゴ を 除く 12.5 秒間 の CC アニ メー ショ ン 
を 担当 する こと に な っ た 。 それ と 同時 に カラ ー・ ビ ッ ト マ ッ プ ・ 
ディ スプ レイ 付き の SONY の NEWS (NWS831) を 導入 し , 
1 週間 ほど か け て META EDITOR を 移植 し た 。 こ れ に よっ て 
復 雑 な 人 間 の 全身 の デー タ が 初め て 一 度 に 扱え を る よう に な っ 
た 。3 月 中 旬 に は 株 式 会 社 を 設立 し た 。CM の 内 容 に つい て は 途 
中 大 き な 変 更 が あり , 最終 的 に 「 水 の 中 を 泳ぐ で ヴィーナス 」 と 
いう こと に 決ま っ た の が 3 月 下旬 。 念願 の コマ 撮り 用 VTR が 
FZAD, 制御 プロ グラ ム を 組み , 実際 に コマ 撮り が で きる よ 
うに な っ た の は 4 月 の 初め だ っ た 。 それから 1 カ月 間 。 VAT 
ム の 開発 。 モ デリ ング, アニメ ーション を 私 1 人 で 同時 に 進行 
する と いう 大 変 な 日 々 を 送っ た が 。 ディ レク ター の 増田 氏 。 プ 
ロロ デュー サー の 平 氏 を は じ め リ ンク ス の スタ ッ フ の 支援 を 得 
て 。 完成 する こと が で きた 。 4 月 30 日 に 375 枚 分 の 画像 デー タ 
を リン クス に 渡し , 私 の 仕事 は 終わ っ た 。 その後 の LINKS-1 で 
の 最終 的 な レン ダリ ング ,。 VTR へ の 収録 , 音 入 れん など は リン ク 
ATUS LE 

一 現 在 の シス テム 

現在 の メタ ・ コ ー ポ レー ショ ン ・ ジ ャ パン の シス テム は , 前 
述 の カラ ー・ ビ ッ ト マ ッ プ 付き の NEWS が 1 台 , それ に 16 ビ 
ッ ト ・ パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ 4 台 を 前 述 の ハー ド デ ィ スク に 
接続 し て いる 。 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ の 1 台 (PC-9801U2) 
は NEWS の 端末 に も な る 。 モ デリ ング は NEWS と 2 台 の パー 
OF ie Ee rH C, P TIE UE ger 
NEWS 0 7 — 2 HK lx PC-9801U2 を 介し て 行う (U2 か ら 
NEWS “iz 3.5 4 “FO 2DD フロ ッ ピ を 用 いる )。 フ レー ム メ 
tUHULZAOPFMX-327T, VTR は BVW75( ペ ー タ カム ) 
を 用 い , NEWS か ら 東 通 の RMBV を 介し て コン トロ ー ル し て 
コマ 収録 し て いる ( 図 2。 前 ペー ジ )。 


メタ ボー ル こ と は 


一 名 前 の 由来 と プリ ミ テ ィ ブ と し て の 特徴 

メタ ボー ル 開 発 の 中 心 で も っ た 西村 仁志 氏 (現在 , 西村 技研 
社長 ) は ,「 煙 が 空間 中 に 広がっ て いく 状態 」 を イメ ー ジ し て い 
た そう だ 。 彼 に よる と メタ ボー ル と いう 名 称 は , 当時 開発 中 の 
濃度 分 布 関数 に よる プリ ミ テ ィ ブ 和 群 を メタ モル フォ ー シ ス と い 
う 意味 で メタ と 総称 し て いた の で 。 ボー ル 状 の も の は メタ ボー 
ル ち と を な っ た と いう こと て ある 。 な お TRACY や は メタ Es 
リ ミ テ ィ ブ に メタ ボー ル (ball) & XY HALA (ellipsoid) が あ 
る 。 今 まで 単に メタ ボー ル と いう 言葉 を 使っ て きた が , 実際 に 
lak JIRA SEL TVS, 

メタ ポー ル の アル ゴリ ズム つい て ここ で は ふれ な いり が,。 用 
語 を 簡単 に 説明 し て お く 。 

メタ の 重き と は ボー ル の 中 心 部 の 濃度 で あり , 濃度 は 濃度 分 
布 関数 に 従っ て 周辺 部 へ いく ほど 低下 し 。 ついに 0 に な っ た と 
ころ が 有効 半径 で ある 。 濃度 < ( 関 値 =1) と な る と ころ か ら み 
て 濃度 = ( 関 値 =1) に な る と ころ に 面 が で きる 。 1 つの メタ ボー 
ル ( 球 ) に 必要 な パラ メー タ は 中 心 座標 (x,y,z) と 半径 , 重き の 
5 個 で , メタ 椿 円 体 は 中 心 座標 (x,y,2), HORS (x,y,z), 回 
転 角 (x,y,z), そし て 重 さ の 10 個 で ある 。 
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META EDITOR に お いて は , 上 に 述べ た 概念 と 用 語 を 完全 
に 無視 し て モデ リン グ す る こと が で きる 。 

田 造 形 的 に みて , メタ ボー ル は メタ ボー ル 

メタ ボー ル は 他 の プリ ミ テ ィ ブ と は 異な り , 日 常 的 な 感覚 で 
何 か に 比 隊 する こと が 難し い 。 そ こ が メ タ ボ ー ル の 面白 いと こ 
ろ で ある 。 確か に メタ ボー ル は 何 か の 代替 物 で は な い 。 結局, 
メタ ボー ル は メタ ボー ル と いう べき で ,。 人 類 が ここ に き て 初め 
て 手 に 入れ た 新しい 造形 表現 の 手段 な の で ある 。 そ の よう な 意 
TROD, メタ ボー ル に は 他 の プリ ミ テ ィ ブ に な い 上 魅力 が ある 。 

同じ 粘土 で も 彫刻 家 に よっ て 全く と ら え 方 が 違う 。 私 の 場合 , 
前 か ら 押 す と 横 に は み 出 す , と いう こと が 粘土 の 魅力 で は な く , 
自由 に 削り 取る こと が で き , し か も や り 直 すこ と が で きる ,。 と 
いう こと が その 魅力 で あり 本 質 な の で ある 。 そ うい う 意 味 で , 
私 に と っ て メタ ボー ル は 粘土 と は 本 質 的 に 異な る も の で あり , 
異な る 魅力 を も っ た 素材 な の で ある 。 

何 年 も 彫刻 を 学ん で きた 私 に と っ て 粘土 で 問 像 を 作る の は 簡 
単 な こ と な の で , BRPARRD > 3 次 元 デ ジ タ イ ザ で デー タ 
を 取っ : て も よさ そう な も の だ が ,。 それ を する 気 は 今 の と ころ な 
Vag 一 つ に は デジ タイ ザ の 精度 の 問題 で あり ,、 サン プリ ング ・ 
ポイ ント の 数 と 手間 , さら に 最終 的 に 望み の 形 が レン ダリ ング 
され る か どう か の 確証 が な いか ら で あ る 。 

彫刻 の 世界 で は , は る か 昔 か ら 「 星 取り 法 」 と いう の が ある 。 
これ は 主 に 石彫 を 作る と き に 使う 手法 で , まず 粘土 で 原型 を 作 
り , 石 菅 で その コピ ー を 作る 。 次 に 石 礼 像 の 表面 に 多く の 点 ( 星 ) 
を 取り , デジ タイ ザ の 代わ り に 星 取 り 器 の スラ イド 式 の 針 の 先 
を 基準 と し て 目的 の 石 を 削っ て いく の で ある 。 こ の 作業 は 人 に 
任せ て も よい の だ が , 最終 的 に は 彫刻 家 が 自ら 削ら ちな けれ ば な 
ら な い 。 それほど 彫刻 作品 の 曲面 は 微妙 な も の な の で ある 。 
圏 メ タ ボ ー ル に よる 人 造形 の こつ | 

メタ ボー ル の 使い 方 は 人 それ ぞ れ で よい わけ で , これ と いう 
決ま っ た 方 法 は な い 。 適当 に 投げ 込ん で いけ ば それ な り の 面白 
い 形 が で きる も の で ある 。 し か し , いつ も 偶然 に 任せ て いて は 
ゅ いずれ 飽き が くる 。 ど うし て も こう いう 形 が 表現 し た いと いう 
気持 ち が 起 こっ て くる の が 自然 で ある 。 

ここ で は , 何 か 作 り た い 形 が 決ま っ て いて それ が 頭 の 中 に あ 
Sm, また は 目 の 前 に ある よう な と き ,。 メタ ボー ル を 使っ て ど 
うす れ ば その 形 を うま く 再 現 で きる か と いう 問題 に つい て 考え 
て みよ 

通常 の 美術 教育 で も 「 最 初 に 大 ま か に 形 を と ら え る よう に 」 
と 教え る こと が 多い に が, 私 は メタ ボー ル の 造形 に お いて も この 
考え 方 が 通用 する と 考え て いる 。 実際 に 私 自身 も ほとん どの 場 
合 そ うい う 作 り 方 を し て いる 。 できるだけ 少数 の メタ ボー ル で 
その 形 の 本 質 を 表現 し た いと いう 気持 ち が あ る 。 芸術 表現 に お 
いて , 無駄 や 無 意 味 と いう も の は 往々 に し て 嬢 われ る 傾向 に あ 
0, 私 も そう いう も の は 人 避け た いと 考え て いる 。 無 意味 な メタ 
ボー ル を や た ら 多 く 置 きま くる より ,。 要点 を 押さ える よう に メ 
タ ボ ー ル を 1 つ 1 つ , 最も 効果 的 な と ころ に 決め て いく の は な 
か な か 気分 の 良い も の で ある 。 こ の よう に 芸術 表現 上 の 要求 が 
計算 時 間 を 減ら す と いう の は , は な は だ 結構 な こと で ある 。 

まず 形 を 大 きく と ら え る 。 す な わ ち , 大 き な メ タ ボ ー ル を 使 
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っ て 全体 の 大 ま か な 形 を 再現 する 。 例 えば 人 体 を 作る 場合 , 胴 
体 を 1 つの メタ ボー ル ,。 腰 に 1 つ , WAKE, FRR, 足 部 に そ 
れ ぞ れ 1 個 ず つ で 表現 する 。 同 じ よ うに 上 腕 , 前 腕 , 手 を それ 
ぞ れ 1 個 ず つ ,。 そ し て 頭 部 に 1 個 , 首 に 118, 合計 16 個 の メタ 
ボー ル を 使っ て 最も 大 ま か な 人 体 を 表現 し て みる 。 そ し て , HE 
さ を 加 減 し な が ら 融 合 の 状態 を みて みる 。 初心 者 は ここ で 何 度 
も 試行 錯誤 する の が よい 。 何 度 も 試行 錯誤 し て いる と , どう し 
て も 1 つの メタ ボー ル で は まず い , と いう と ころ が 見 えて くる 。 
だ うな っ た らち ら 。 その 1 つの メタ ポー ル の 代わ り に 2 み 2 つの メタ ポ 
ー ル を 置い て みる 。 お そら く こ うい うこ と の 繰返し に よっ て 最 
も シン プル で けじめ の ある 形 が で き て くる に 違い な い 。 と 私 は 
考え て いる の で ある 。 
一 断 面 を 見 る こと の 重要 性 

META EDITOR に は , メタ ボー ル で で きた 物体 (つま り 複 
数 の メタ ボー ル ど うし が 融合 し た 結果 の 形 ) の 断面 を 表示 する 
機能 が ある 。 こ の 断面 を 連続 的 に 取っ て いく と , その 物体 の 形 
状 が か な り 正 確 に 把握 で きる 。 それは, 等高線 に よっ て 地形 が 
正確 に 把握 で きる の と 同じ こと で ある 。 あ る 意味 で は シェ ー デ 
ィング し た 画像 より も , 等 高 線 表示 の 方 が 形状 を 正しく 伝え て 
ゅ いる の で ある 。 断面 の 形 を 把握 する こと は , 物 の 形 を より 深く 
理解 する こと に つなが る 。 ま た 見 取り 図 , 透視 図 よ り も 平行 投 
影 し た 3 面 図 の 上 で モデ リン グ し た 方 が 。 正確 な 造形 が 可能 と 
な る 。 こ れ ら の こと は すべ て , 見 る 方 向 あ る い は 見 る 方 法 を い 
ろ い ろ と 変え て みる こと の 重要 さ を 示 し て いる 。CG で は この 
見 方 に 多様 性 を 与え を る の が 容易 で ある 。 
田 ア ニメーション の た め の 配 慮 

BE, 真っ すず た 伸ばし た 肝 を 作っ て よく で きた と 師 っ て 
いて も 。 豚 を 折り 曲げ る と 関節 部 が 不 自然 に 変形 し て し まう と 
ゅ いう こと が 起こ る 。 ア ニメーション に する 場合 は 。 あらかじめ 
関節 な どの 運動 の 範囲 を 考慮 し て 造形 する 必要 が ある 。 図 3 に 
見 る よう に , 細長 い 椿 円 体 は 有効 半径 が 意外 に 長 軸 方 向 へ 伸び 
て いる の で 注意 が 必要 で ある 。 この よう な 場合 に は 図 4 の よう 
IZ, その メタ ボー ル を 3 つの メタ ボー ル に 置き 換え る こと に よ 
っ て 長 軸 方 向 へ の 広がり を 減ら すこ と が で きる 。 


諸 分 野 へ の 信用 
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FATE, 私 の 唯一 の 弟子 で ある 当社 の 皆川 氏 は 東京 医科 歯科 大 
学 第 一 解剖 学 教室 の 専攻 生 で も ある の だ が , も と も と 医学 ・ 生 
物 学 の 専門 書 の イラ スト を 描く バイ オ ・ メ ディ カル ・ イ ラス ト 
レー ター と し て 出版 業界 で 仕事 を し て きた 。 こ の 仕事 は 肉眼 で 
は 見 えな い 世 界 の も の (細胞 の 中 の 様子 , 各 器 官 が 実際 に どの 
よう に 体 の 中 に 収まっ て いる か 。 な ど ) を , 主 に 平面 的 な 情報 
か ら 立 体 的 な リア ルイ ラス ト に 再 構成 する も の で ある 。 そ の よ 
うな ノウ ハウ が あっ た の で 。 コ ンピュータ に 触れ る の が 初め て 
だ っ た に も か か わら ず す ぐに META EDITOR を 使い こなす 
よう に な っ た の だ ろう 。 図 5 の 骨格 は 彼女 が META EDITOR 
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を 使い 始め て 正味 約 1 カ月 で 仕上 げた も の で , BORER - 
いく つか の 標本 を 参考 に し て , 人 の 全身 の 骨 1 個 1 個 の 典型 的 
な 特徴 を か な り 正 確 に 再現 し て いる 。 骨格 と いう も の は か な り 
個体 差 が あり , ある 1 つの 標本 を 忠実 に コピ ー す る こと が 医学 
教育 の た め の 教材 と し て 必ず し ゃ 最良 と は いえ な い 。 最近 , CT 
スキ ャ ン や NMR な ど 断 層 像 に よる 臓器 や 骨 の CG 化 が 話題 
に な っ て いる が ,。 そこ で 再 構築 され た も の は あく まで その 被験 
者 個人 の も の な の で ある 。 

CG の 骨格 は 。 アニ メー ショ ン に し て 動き を 与え た と き そ の 
利用 価値 は 飛躍 的 に 増大 する 。 今後 , 私 た ち は 時 間 軸 を 加え た 
3 次 元 動 的 解剖 学 と で も いう べき も の を 進め て いこ うと 考え て 
いる 。 

で は , 実際 の 制作 過程 を 奪 柱 (背骨 ) を 例 に と り 紹 介し よう 。 

モデ リン グ は すべ て パー ソナ ルコ ンピュータ 上 で 行っ た 。 ま 
ず 胸 椎 の 代 表 と し て 第 7 胸椎 ( 胸 の 辺り に ある 背骨 ) か ら 作り 
始め た 。 硝 椎 及 は すべ て 左右 対称 な の で , 右側 の み を 作り 鏡面 
コピ ー を し た 。META EDITOR の 等 高 線 表 示 だ け で は な く レ 
ンダ リン グ も 数 回 行っ て 形状 を 確認 し た 。 胸 椎 は 全部 で 12 個 あ 
る が , それ ら は 基本 的 に は 同一 の 構造 を ちっ て いる の で デー タ 
を コピ ー し て 作る こと が で きる 。 つ まり 第 7 胸椎 を コピ ー レ し 変 
形 さ せ て 第 6 胸椎 さら に 5・4。 8・9・10 と いう よう に 順次 コ 
ビー と 変形 を 繰り 返し て いっ た 。 胸椎 の 基本 形状 と 異な る 頸椎 
( 首 の 骨 ), 腰椎 EOF) に つい て も , それ ぞ れ の 基本 形 を 作 
り コ ピー し 変形 し て いっ た 。 仙骨 は 5 個 の 骨 が 融合 し て 1 つ に 
な っ た も の だ が, 今回 は 1 つの 人 世 と し て 第 デリ シン グ し た (TÈ 
わ ち 1 つの シェ イブ と し た )。 ま た 尾骨 は 通常 4~5 個 あ る が , 
これ ル ら だ 1 つの 人 過 と し て 披 っ た 。 

パー ソナ ルコ ンピュータ 上 で 作っ た 硝 槍 の デー タ を NEWS 
に 送り , 仙骨 (腰椎 を 支え る 骨盤 を 形成 する ) を 基本 に , 第 5 腰 
椎 。 第 4 腰椎 と 順に 木 構造 を 組み 立て て いっ た 。 硝 椎 は 。 どれ 
も 40 個 前 後 の メ タ ボ ー ル で で き て いる が , 仙骨 は 約 120 個 も あ 
る ( 図 6)。 全 身 の 骨 格 で は 合計 4,000 個 以 上 も の メタ ボー ル を 
使っ て いる 。 

骨格 を 動か す 場 合 , 骨 と 骨 が 単純 に 関節 で つなが っ て いる だ 
け な の で , メタ ボー ル 特 有 の 難し さ は な い ( 胸 郭 を 除く )。 メ タ 
ボー ル で で きた 通常 の 人 体 を 動か す よ り は る か に 容易 で ある 。 
関節 に は それ ぞ れ の 標準 的 な 自由 度 (専門 用 語 で は , 関節 可動 
域 range of motion (ROM) と いう ) が あり , 動き の プロ グラ 
ム に は その 数 値 を 与え て いる 。 

Bi BM 

私 は 1986 年 より , 大 阪 大 学 医学 部 第 3 解剖 学 教室 (藤田 尚 男 
教授 ) の 辰巳 治之 氏 と , CG に よる 3 次 元 再 構築 法 に つい て 共同 
研究 を 行っ て きた 。 図 7 は 魚 (タラ ) の 肝臓 の 伊東 細胞 (脂肪 
摂取 細胞 , ビタ ミン A 貯蔵 細胞 。 星 細胞 な ど と も いう ) お よび 
毛細 血管 の 立体 再 構築 像 で ある ( 赤 が 毛細 血管 。 紫色 が 伊東 細 
胞 の 核 )。 メタ ボー ル に よる 立体 再 構築 の 利点 は , 細長 く 入 り 組 
ん だ 物体 を 扱う と き に も デー タ 量 が 他 の 手法 に 比べ て 圧倒 的 に 
少な いと いう こと で ある 。 | 

TAME OO EEUU Fr ORD 5 BERÉSE L5 LT 2 fHfkoo ss 
郡 を 取り 出し て ,。 その 内 側 を メタ ボー ル で 埋め て いく の だ が , 
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将来 。 この 作業 を 自動 化す る こと を 考え て いる 。 

この 研究 は , 昨年 の 3 月 31 日 ~4 月 3 日 に 名 古屋 で 行わ れ た 
「 日 本 解剖 学会 」 と , 11 月 30 日 て 12 月 2 日 の 「 札 幌 国際 コン ピ 
ュー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス ・ シ ン ポ ジウ ム 」 で 発表 きれ た 。 近年, 
解剖 学 , 形態 学 の 分 野 で は 立体 再 構築 へ の 関心 が 急速 に 高まり 
20$ Ss 
BG, 工業 デザ イン へ の 応用 

例え ば , ルイ ジ ・ コ ラー ニ 風 の 微妙 な 曲面 を も っ た デザ イン 
を 手軽 に 生み 出す こと が で きる 。 し か も 。, GR, 模型 の 製作 , 
木 型 , 金 型 の 製作 まで 一 貫 し た 自動 化 の シス テム も 可能 で ある 。 
一 美術 教育 の 教材 と し て の 意義 

前 述 し た が ,。 メタ ボー ル は 適当 に 組み 合わ せ た だ け で 一 見 面 
白い 形 が 簡単 に で きる 。 し か し , いろ いろ や っ て いる うち に , 
良い 形 と 良く な い 形 。 ある い は 面白 い 形 と 面白 く な い 形 , Xu 
い 形 と 美しく な い 形 , 魅力 的 な 形 と 魅力 的 で な い 形 , 強い 形 と 
弱い 形 。 けじめ の ある 形 と けじめ の な い 形 な どの 差 が 見 えて < 
る 。 こ の よう な 生徒 の 試行 錯誤 の 軌跡 を その まま デー タ と し て 
残し , 再現 で きる こと は 美術 教育 上 , 非常 に 有効 で ある 。 

また メタ ボー ル を どう 置く か と いう 問題 は , 形 を どの よう に 
理解 し , 解釈 し て いる か と いう 問題 に 他 な ら な い 。 生徒 が どの 
よう に メタ ボー ル を 置い て いく か を 見 て , 教師 は 容易 に 生徒 の 
行っ た 理解 と 解釈 の あり 方 を 把握 する こと が で きる 。 

この よう に メタ ボー ル は , 美術 教育 の うえ で も 非常 に 有力 な 
教材 と いえ る の で ある 。 


あお わ ね わり に 


まず 自然 (人 間 を 含む ) を 見 る 。 次 に 古典 を 見 て 過去 の 人 々 


が 自然 を どの よう に と ら え た か を 学び 。 も う 一 度 自然 を 見 て 自 
分 の と ら え 方 を 試み る 。 そ し て その と ら る え 方 で 表現 し て みる 。 

この 一 連 の 作業 を 何 度 も 繰り 返す こと が 「 芸 術 」 だ と 考え て , 私 
は それ を 行っ て きた 。 し か し 「 芸 術 」 は , 同時 に 社会 に 対す る 
行為 で や る べき で ある 。 

以前 の 私 の 場合 , 表現 の 素材 は 粘土 で あり , 石 で あっ た 。 自 
分 で 山 へ 行っ て 粘土 を 取っ て 来る わけ で は な い が , 自ら の 手 で 
練り , 自ら の 手 で 組み 上 げた 支柱 に 粘土 を 付け て いく 。 そ し て 
自ら の 手 で 削っ た ヘラ で 造形 し て いく と いう , きわ め て 原始 的 
な 作業 だ っ た 。 石彫 の 場合 も 似 た よう な も の で ある 。 

それ に 引き 換え CG と いう も の は , な ん と 多く の 人 々 の 知恵 
と 情熱 と 努力 の うえ に 成り 立っ て いる の だ ろう 。 私 は た また ま 
必要 に 人 迫 ら れ て モデ ラー を 開発 し た が , その 開発 に 用 する 時 間 
と 労力 は , ヘラ を 削っ た り た が ね に 焼き を 入れ る と き と は 比べ 
も の に な ら な いし ほど 大 きい と と を 知っ だ 。 そ の と と を 選 う だ たつ 
iF, CG に お いて は 「 私 の 作品 」 と いっ て も 私 1 人 の 力 で で きた 
の で は な いと いう こと を ゆ ひし ひし と 感じ る 。 

CG は いろ いろ な 意味 で , 従来 の 表現 手段 と は 異な っ た も の 
で ある よう な 気 が す る 。 も っ と 引き 下がっ て 考え て みれ ば 。 a 
ンピュータ と いう 道具 は 従来 の 道具 と は 完全 に 異質 な も の な の 
か も し れ な い 。 私 は そん な コン ピュ ー タ の 中 に ,。 十分 に 人 間 の 
美 し さ を 持 ち 込ん で お きた い の で ある 。 そ れ が いつ まで も 上 真 に 
人 間 の た め の 道具 で ある よう に 。 
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メタ が ー ル 実 


実験 的 に メタ ボー ル ( 頂 円 メタ ) を 表示 する プロ グラ 
ム を 紹介 する 。 


は し め に 


1989 年 の 6 月 か ら 放送 予定 の NHK OKH PHBH ' BRO 
小宇宙 ・ 人 体 」 で は , 各 臓 器 や 人 体 な どの 柔らか な 物体 を 表現 
する た め に メタ ボー ル を 用 いて いる 。 これ まで メタ ボー ル は 制 
御 が 難し いと いう こと で 一 般 的 で は な か っ た が , 優れ た モデ リ 
ング ・ ツ ー ル ( 高 沖 英二 氏 の 開発 に よる METAC な ど ) の 登場 
に より 。 従来 の コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス (CG) で は 見 ら 
れ な か っ た 高度 な モデ リン グ が 可能 に な り 注 目 を 集め て いる 。 

人 体 CC プロ ジェ クト で は CC デザイ ナー 金 子 徳明 氏 が 胃 
腸 。 肝臓 。 心臓 , 胎児 , 人体 な どの モデ リン グ を 行い メタボ 
ー ル 専用 の モー ショ ン ・ デ ザイ ン ・ ツ ー ル を 開発 し て アニ メー 
ショ ン を 制作 中 で ある 。 0 

本 稿 で は 。 プロ ジェ クト 内 で メタ ボー ル 関 連 の ツー ル を 開発 
する た め 。 ア ル ゴ リ ズム の 研究 の た め に 作ら れ た メタ ボー ル ( 椿 
円 メタ ) を 表示 する ルー チン を 紹介 する 。 


あみ ポー ル ど ご ば で 


メタ ボー ル は 大 阪 大 学 工学 部 に お いて 大 村 星 一 氏 ( 現 大 阪 学 
院 大 学 教授 ) を 中 心 に 開発 され た , 実用 的 な 濃度 球 ア ル ゴ リ ズ 
ム に よる レイ ・ ト レー シン グ の モデ リン グ お よび レン ダリ ング 
手法 で ある 。 

通常 の レイ ・ ト レー シン グ ・ プ ログ ラム で は 球 。 BAR, = 
fast, 直方 体 な ど を 組み 合わ せ て , いわ ば 積木 の よう に 形状 を 
組み 立て る と いう 手法 の た め , 臓器 や 人 体 の よう な 滑ら か な 曲 
面 を 表現 する に は 限界 が あっ た 。 ま た , 曲面 を パッ チ (小さ な 
三角 形 ) を 組み 合わ せ て 作る 方 法 も ある が , 人 体 の よう な 複雑 
な 曲面 を 覆い 尽く す パ ッ チ は か な り の 数 に な っ て し まう 。 ま た , 
輪郭 の 部 分 で パッ チ の 1 辺 が 直線 的 に 見 えて し まう の で , 完全 


ECE G ひろ ふ 、 み 


M NHK エ ンタ ー プ ライ ズ 人体 プロ ジェ クト $150 


HEX 


伊藤 


⑧ 図 1, 2 は COLOR IMAGES 参照 。 

に 滑ら か に 見 せる た め に は さら に 膨大 な 数 の パッ チ が 必要 に な 
$5 

これ に 対し て , いわ ば 粘土 の よう に 造形 する メタ ボー ル で は , 
比較 的 少な い 数 の プリ ミ テ ィ ブ で 複雑 な 曲面 を 表現 で きる 。 例 
えば 図 1 の 人 体 で も 。 せい ぜ い 320 個 の メタ ボー ル し か 使わ れ 
て いな い 。 

また 。 メタボ ー ル を 用 いる と 物体 の 滑ら か な メタ モル フォ ー 
ゼ が 可能 な の で ,。 人 体 プ ロジ ェクト で は 胎児 の 発生 の アニ メー 
ショ ン な ど に 利用 し て いる ( 図 2)。 


メタ ホー ル の 原理 


濃度 球 は , 空間 内 の 点 電 荷 分 布 の 等 電位 面 を モデ ル に する と 
理解 し や すい 。 空間 内 に メタ ボー ル が 存在 する と すれ ば ,。 その 
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点 に ある 一 定 の 濃度 = 電位 (ポテ ン シ ャ ル ) が 与え られ る こと 
に な る 。 こ の メタ ボー ル の 中 心 値 (例え ば 1.5) は メタ ボー ル の 
ウエ イト (weight: 重み ) と よ ば れ , メタ ボー ル の 中 心から 遠 
さか る に つれ て 濃度 は 小さ く な り , ある 距離 (メタ ボー ル の 半 
径 ) 以上 遠ざかる と その 値 は 0 に な る 。 逆 に その 中 心 点 に 近 づ 
くに つれ て 濃度 は 次 第 に 大 きく な り ,。 あ る スレ ッ シ ョ ルド (fi 
えば 1) を 超え る と , その メタ ボー ル は 可視 化す る 。 他 の メタ ボ 
ー ル の 影響 が な い 場 合 , 濃度 が 等 し い 点 の 集合 は 単純 な 球面 に 
な る が , 別 の 複数 の メタ ボー ル が 近く に ある と 。 ある 点 に お け 
る 濃度 は それ ぞ れ の メタ ボー ル の 中 心から その 点 ま で の 距離 に 
よっ て 定まる 濃度 の 合計 に な る の で , 球面 の 表面 が 引っ 張り 合 
っ て 盛り 上 が っ た り ,。 球面 と 球面 が 滑ら か に つなが り 合 っ た り 
し て 複雑 な メタ 曲面 を 構成 する こと が で きる 。 

また , メタ ボー ル の ウエ イト は 人 負 の 値 (例え ば ー10 な ど ) を 
と る こと が で きる 。 こ の 場合 は , その メタ ボー ル の 中 心 に 近い 
ほど 値 は 小さ く な り , 中 心 で ウエ イト の 値 と 一 致す る 。 中 心 か 
ら 遼 ざか る に つれ て 濃度 は 大 きく な り , 半径 より 大 きく な る と 
濃度 は 0 に な る 。 これ は 負 メ タ と よ ば れ , メタ 曲面 を 削る 場合 
に 使わ れる 。 


メタ ボー ル の アル コ ゴリ ズム 


メタ ボー ル の 基本 的 な アル ゴリ ズム は 文献 1) に 詳し い 。 その 
要点 は 以下 の 通り で ある 。 
① 視 線 と 各 メ タ ボ ー ル と の 交点 を 求め る 。 
② 視 線 と 交わ る メタ ボー ル が ヵ 個 と する と , 視点 か ら 各 交点 ま 
で の 距離 7 を 』 ヵ ーー ん と する 。 
O ょ < な の 小さ い 順 に ポイ ンタ を 用 いて 並べ た t リ スト を 作成 
する 。 
④ 視 点 に 最も 近い 交点 に 着目 し , そこ か ら 後 方 に 向かっ て 視線 
上 で 濃度 が スレ ッ シ ョ ルド (1.0) に 達する 点 (この 点 の 集合 
が メタ 表面 に な る ) を 求め る 。 
た だ し , 濃度 を 求め る 関数 が 解析 的 に 解け な いため, COR 
数 を 4 つの 2 次 式 に 区 分 し て 近似 解 を 求め る と いう 方 法 を と 
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OR 4 4 は 85 ペー ジ 参 照 。 


る 。 こ の 各区 分 点 と 2 次 式 を 決め る の に 用 いら れる 関数 ( 図 3 で 
は ei( )) が 。 メタ ボー ル の レン ダリ ング の スピ ー ド と 精度 を 左 
BTS. 

図 3 の ei( ) は 。 今回 は パー ソナ ルコ ンピュータ で イン スタ 
ント に メタ ボー ル を 表示 する 実験 な の で , 精度 を 重視 し て いな 
いた だ め メ タ ボ ー ル の 表面 に 段差 を 生じ る こと が ある 。 こ こ で 得 
られ る 各 メ タ ボ ー ル の 4 つの 区 分 点 か ら 視 点 ま で の 距離 も t リ 
スト に 加え ,t リ スト 間 の 隣り 合う 各 要 素 間 で 濃度 =1 に な る 位 
置 。 つま り 視 点 か ら メ タ 表 面 ま で の 距離 を 求め る 。 こ の 距離 が 
求 ま れ ば その 点 の メタ 表面 上 の 座標 が 計算 で きる の で ,。 COR 
に 影響 を 与 を る すべ て の メタ ボー ル の 影響 を 考慮 し て 法 線 ベ ク 
トル を 求め , 照明 の ベク トル と 乗算 し て その 点 の 明る さ を 決 定 
する 。 

た だ し , 文献 1) の アル ゴリ ズム は 球形 の メタ ボー ル の み を 扱 
っ て いる 。 これ で は 細長 ぃ 形状 を 表現 する 場合 な ど , プリ ミ テ 
ィ ブ の 数 が 不 必要 に 増え て し まう 。 最 近 で は LINKS Cd 78H 
体 の 濃度 の 広がり を も つ 椿 円 メタ を 使う 場合 が ほとん ど で あ 
So そこ で 図 3 で は 本 門 メ クタ を 表示 で きる よう に し た 。 そ で の ア 
ル ゴ リ ズム に つい て は , リス ト と その 注釈 を 参考 に 解読 し て い 
に た 


マロ ラム に っ いて 


3 は , PC-9801 上 の MS-C で 書か れん た プロ グラ ム で ある 。 
フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ は デジ タル アー ツ の HyPER FRAME を 想 
定 し て いる が ,。 フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ ま わり の ルー チン を 置き 換 
えれ ば どの フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ で も よい 。 これ を 例え ば mel と 
いう 名 前 で コン パイ ル す る 。 

次 に , 図 4 の よう な デー タ を , 例え ば data と いう ファ イル 名 
で 用 意 し て お さく 。 

mel data く リ ダー ン 》 
で レン ダリ ング が 開始 する 。 


今回 は , 椿 円 メタ を と に か く 表 示し て みる た め に 最小 限 必要 
な ルー チン だ け を 紹介 し た 。 こ れ を 実用 的 に イン プリ メン ト す 
る に は , boundary box な ど を 用 いた さま ざま な 高速 化 手 法 , A 
明 体 。 テ クス チャ ・ マ ッ ピ ング , バン プ ・ マ ッ ピ ング , アン チ ・ 
エイ リア シン グ 。 互い に 融合 し な い 槽 円 メタ の グル ー プ 分 けが 
で きる デー タ 構 造 。 高速 で し か も 精度 の 高い ei( ) な ど を 導入 
する 必要 が ある 。 これ ら は 読者 の 手近 に ある レイ ・ ト レー シン 
グ ・ プ ログ ラム の ソー ス に , この 椿 円 メタ を 導入 する 際 に 試み 
られ た い 。 
さら に 。 中 心 の 位置 が びび ずれ た と ころ に ある 偏心 メタ な どの 新 
し い メ タ ボ ー ル の 登場 に よっ て , レイ ・ ト レー シン グ の 表現 力 
が 高まる こと を 期待 する 。 
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/* meta-ball ray tracing program */ 


tinelude <stdio. h> 

#include «math. h> 

#include «string. h> 

#include <conio. h> 

#include <ctype. h> 

#include «io. h> 

#include «assert. h> 

#define PI 3.14159265 

#define THD 1.0/3.0 

#define PMAX 200 /* 最大 2 00 個 の メタ ボー ル を 扱う */ 
#define INFIN 1000000.0 /* 無限 遠 */ 


"struct tlist ( 
int mel, spl; 
float tl, t2, t0; /* も リス ト の 要素 */ 
struct tlist *next; 


]; 


struct vect { 
float. X, ¥ Z; 


)s 
struct vect eye, ray; 


float nx, ny, nz, px, pz, py; 

float sqrx, sqry, Sqrz; 

float dg = PI/180.0: 

float tmp x, tNp.y; tap z, rt x, rt y rti z; 


FILE *fp; 

float a[PMAX], b[PMAX], c[PMAX]; 
float cx[PMAX], cy[PMAX], cz[PMAX]; 
float tx[PMAX], ty[PMAX], tz[PMAX]; 
int  er[PMAX], cg[PMAX], cb[PMAX] : 
float wgt[PMAX] : 

float cc[PMAX] : 

float la[PMAX], Ib[PMAX], lc[PMAX]: 
float 1x, ly, lz, amb; 

float daen(), sgn(), sarO, ei0. wil); 
float pix r, pix_g, pix b; 

int jx, iy, pmax; 

int bt, bg bb 

int y_b, ye xb xe; 

float r00, r01, r02, r10, rll, r12, r20, r21, r22; 


main (argc, argv) 
int argc; 
char *argv[]; 


( long ts, te; 
float sz - 100.0; 
float sx, sy, Op; 
float lex, ley, lez; 


float tmp x, tmp y, tmp z; 
inti, ik 


time(&ts) ; 
pm ——————————— 7 
fp = fopen(argv[1], "r^); 
if (fread (fp, 0) != 0) 
inerror (); 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー */ 
for ( k = 0; k < pmax; k++) { 


a[k] = sgn(a[k])/a[k]/a[k]: 
b[k] = sgn(b[k])/b[k]/b[k] ; 
c[k] = sgn(c[k])/c[k]/c[k] ; 


lex = eye. x-cx[k]; lcy = eye. y-cy[k]; lez = eye.z-cz[k]; 


/* rotate primitive #/ 
rot(tx[k], ty[k], tz[k]): 


tmp x = (a[k]*r00*r00+b[k]*r10*r10+c[k]*r20*r20) ; 
tmp y = (a[k]#r01*r01+b[k]*r11*r11+c[k]*r21*r21) ; 
tmp z = (a[k]*r02sr024b[k]sr12sr12*c [k]$r22$722) ; 
tx[k] = 2.0*(a[k]*r01*r02+b[k]*r11*r12+c[k]*r21*r22) ; 
ty[k] = 2.0*(a[k]*r00*r02+b[k]*r10*r12+c[k]*r20*r22) ; 
tz[k] = 2.0*(a[k]*r00*r01+b[k]*r10*r11+c[k]*r20#r21) ; 
a[k] = tmp x; 

b[k] = tmp_y: 

c[k] = tmp z; 

/&-——————————------—--------&/ 


cc[k] = lcx#lcx*a[k]+lcy*lcy*b[k]+1cz*1cz*c[k]-1.0: 
cc[k] = cc[k]+lcy*lcz*tx[k]+1cx*1cz*ty[k]+1cx*1cy*tZ[k] ; 
la[k] = lex*a[k]; 1b[k] = lcy#b[k]: 1c[k] = 1cz#c[k] : 
} 
/ キ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー キ / 
rot(rt x, rt y, rt 2); 
f M —————————————— / 


outp (0xee, 0xc0); /# ハイ パー フレ ー ム 初期 化 */ 
outp (0xd0, Oxal); 
I a 
/* main loop */ 
for (i = yb; i <= y_e; i ++) (sy = 200-i; printf("Line %d¥n", i); 
for (j = x_b; j <= xe; j ++ ) (sx = j-320; 
if ( kbhit() ) exit(0); 


jz = 4; ly = 1; 
op = sqrt (sx#sxtsy#sy+sz¥*sz) ; 


= sx/op; 
tmp_y = sy/op; 
tmp_z = sz/op; 


= tmp_x#r00+tmp_y#r01+tmp_z#r02; 
ray. y = tmp_x#rl0+tmp_y#r11l+tmp_z#r12; 
= tmp_x#r20+tmp_y#r21+tmp_z#r22; 


if (trace()) dsp(); 
else back(); 


/*—----------------------_—_---------------_-___--------------------+4/ 
time (&te) ; 
printf ("¥nTIME = %ld(sec)¥n", te-ts); 
ノー 
} 
trace() 


{ 

static int k, kk, flg; 

static float bright, td, tm, hi, da, db, dc, dd, tt, hx, hy, hz; 
static struct tlist list[50]; 

static struct tlist *pt, *np, root; 

static float ds, cmp, op, tmpa; 

static float t[] = { 0.0, 0.0, 0.0, 0.0, -INFIN } : 

static float cos a, phong, rfx, rfy, rfz; 


Sqrx = ray. x*ray. X; 
sqry = ray. y#ray. y; 
sqrz = ray. z*ray. zZ; 
/* 交点 を 求め る */ 
for (k = kk = 0; k < pmax; k++) 
{ 
if ( ( list[kk]. t1 = daen(k, &list[kk]. t2) ) != INFIN ) { 
list[kk]. t0 = list[kk]. t1; 
list [kk]. mel = k; 
list [kk]. sp] = 0; 
kk++; 
} 
if( kk !=0) { 
da = db = de = 0.0; 
flg = 0; 
for (::) 1 


if ( flg 0) flg =1; 

else ( ++(pt->spl); pt->t0 = t[pt-^spl]; ) 

/* も リス ト の ソー ト &/ 

root. t0 = -100000.0; mklist(&root, list, kk); 

for (k = 0; k < kk; k++) mklist(&list[k], list, kk) 
/ ま ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー キ / 


pt = root.next: 
np = pt->next; 


if ( np == NULL & pt->spl > 2 ) return 0; 


td = ((pt->t2) - (pt->t1))#0. 5; 
tm = pt->tl + td; 

hx = eye. xttm#ray. X-CX [pt->mel] ; 
hy = eye. y*tmtray. y-cy[pt->mel]; 
hz = eye. z+tm#ray. z-cz[pt->mel] : 
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/* hi (3X P odo PUREE AO CHL UNE < 2S AS CORRE ネ / dsp() /# メタ ボール の 色 を 表示 する */ 
( 


hi = sqrt (hx#hx#a[pt->mel ]+hythy#b[pt->mel ]+hz#hz+c[pt->mel ] int rr, gg, bb; 
+tx [pt->mel]*hy*hz+ty [pt->mel]*hx#hz+tz[pt->mel]*hx*hy) ; 
IT = (int)pix r; 
ds = td*(1.0 - ei(hi)); gg = (int)pix g; 
bb = (int)pix_b: 
t[0] = (pt->t1) : /* t[0]—t[3] は 、4 つ の 区 分 点 */ 
t[1] = (pt->t1) + ds; if (rr > 255) rr = 255: 
t[2] = (pt->t2) - ds; if (gg > 255) gg = 255; 
t[3] = (pt->t2); if (bb > 255) bb = 255; 
switch(pt->spl) { cgpset(jx, iy, rr, gg, bb); 
case 0: ) 
tmpa = wi(hi, pt->mel)/(ds#td) ; 
break; back() /* 背景 色 を 表示 する を */ 
case 1: { 
tmpa = wi(hi, pt->mel)/(ei (hi) #-ds#td) ; cgpset(jx, iy, b r, bg b b); 
break; } 
case 2: 
tmpa = wi(hi, pt->mel)/(ei (hi) #ds#td) ; float sgn(v) /* 符号 を 求め る t/ 
break; float v; 
case 3: ( 
tmpa = wi(hi, pt->mel)/(-ds#td) ; if (v != 0.0) return (( v < 0.0 ) ?-L0 : 1.0); 
break; else return 0; 
} 
da += tmpa; /* デル タ a, b, c の 加算 */ skip (f) /# スペ ー ス 文字 を スキ ッ プ する */ 
db += -2. 0&tmpatt [pt-^spl]; FILE f; 
dc += tmpatt [pt->spl]*t [pt->sp1] : ( 


int ch; 
if ( da == 0.0 ) continue; 
while (isspace (ch = gete (f)) && ch != EOF): 
dd = db+db-4. Osdas (dc-1.0) ; return ch; 
if {dd > 0.0 ) tt = (-db + sqrt(dd)) $0. 5/da; } 
else continue; 


if (tt < 0) continue; fread (f, chr) /# デー ター の 読み 込み */ 
if ( t[pt->spl + 1] < np->t0 ) cmp = t[pt->spl + 1 ]; FILE  &f; 

else cmp = np-^t0; int chr; 

if (cmp == -INFIN) cmp = np->t0; { 


int ch, 1, jn 
if (pt->t0 く tt && tt < cmp) { FILE  *f2; 
px = eye. xtray. x#tt; py = eye.y*ray. yttt; pz = eye.z*ray.z*tt; 


pmax = 0; 
getnorm(root. next) ; 
while (1) { 
ref (&rfx, &rfy, &rfz); switch (ch = skip (f)) { 
cos a = rfx#lx+rfy#lyt+rfz#lz; caso 4 9 
if (cos a く 0.0) cos a = 0.0; while ((ch = gete (f)) != 'Yn' && ch != EOF); 
phong = cos a*cos a*cos afcos a*cos atcos a; /* ハイ ライ ト の 大 き さ t/ break; l 
case ' f: 
bright = nxtlx*ny&ly*nztlz*phong*amb; if (fread (f, chr) != 1) 
if (bright < 0.0) bright = 0.0; inerror (); 
break; 
pix_r = pix r*bright; case | : 
pix g = pix gbright: return 1; 
pix b = pix b*bright: case D : 
return 1: fscanf(f, "XfXfXf^, &a[pmax], &b[pmax], &c[pmax]) : 
} fscanf(f, "XfXf*f^, &cx[pmax], &cy[pmax], &ez[pmax]) ; 
fscanf(f, "XfXfXf^, &tx[pmax], &ty[pmax], &tz[pmax]); 
) /* end of loop #/ fscanf(f, "XdXdXd', &cr[pmax], &cg[pmax], &cb[pmax]) : 
fscanf(f, "Xf^, &wgt[pmax]); 
else return 0; ++pmax; 
) /* end of trace() &/ break; 
case 'c': 
float daen(k, 1) /* MAME RS t/ fscanf(fp, "XfXfXf^, &eye.x, &eye.y, &eye. z): 
int k; fscanf(fp, "AfNfXf^, &rt x, &rt y, &rt z); 
float #1; fscanf(fp, "XfXfXf^, &lx, &ly, &lz): 
| fscanf(fp, "Xf^, &amb); 
float aa, bb, d; fscanf(fp, "XdXdXd', &b r, &b g, &b b); 
float lex, ley, lez: fscanf(fp, "XdXdXdXd", &y b, &y e, &x b, &x e); 
break; 
lex = eye. x-ex[k]; lcy = eye. y-cy[k]; lez = eye.z-ez[k]; case EOF: 
aa = sqrx*a(k]+sqry#b[k]+sqrz#c[k]; return 0; 
if ( aa == 0.0 ) return INFIN; default: 
bb = 2. 0#(ray. x#la(k]+ray. y#lb[k]+ray. z*lc[k]) ; inerror (); 
/* 回 転 / 
aa = aatray. yray. z*tx[k]*ray. x#ray. z*ty[k]+ray. x#ray. y*tz[k] : } 
bb = bb+(leztray. y+lcy#ray. z)#tx[k]+(lex#ray. z*lez&ray. x) &ty [k]* (1exsray. y+lcy#ray. x) &tz[k]; } 
A */ 
d = bbbb-4.0*aa#cc [k]; bere. が 1 
if (d< 0.0) return INFIN; fprintf (stderr, "Input error¥n” ); 
*] = (-bb + sqrt (d))#0. 5/aa; i exit (0); 


return ( -bb - sqrt (d))#0. 5/aa; 
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mklist(p, q, r) /* も リス ト を 作る */ outp(0xd8, r); 


struct tlist *p, *q: outp(0xda, g); 
int r; outp(0xdc, b); 
{ } 
int k; 
float dt; ref(rx, ry, rz) /* 反射 の ベク トル 計算 */ 
float 1st = INFIN: float *rx, *ry, *rz; 
for (k = 0; k <r; ke) { { 
if ( (q +k) !=p) { float w; 
dt = ((q+k)->t0 ) - ( p->10 ); w = -2*(ray. x#nxtray. y#nytray. z#nz) ; 
l rx = ray. x*tnxtw; 
if (( dt < lst) && ( dt >= 0.0 ) && '( dt == 0.0 && q +k < p )) *ry - ray. y*nytw; 
{ Ist = dt; ( p->next ) = q +k; } #rz = ray. ztnz#w; 
} 
} 
} rot(x, y, z) /* mW * 
if ( lst == INFIN ) ( p->next ) = NULL; float "e 2; / 


) { 

float snx, cnx, sny, cny, . 
float wi(di, i) / ま を メタ ポール の 分 相模 数 */ ha 
float di; cnx = cos(x*dg); snx 


m i; cny = cos(y#dg); sny 


sin(x#dg) ; 
sin(y#dg) ; 
cnz = cos(z*dg); snz = sin(z*dg); 


if (( 0.0 <= di ) & (di <= THD )) 


return (wet (i]#(1. 0-3. O#ditdi)); r00 = cny*cnZ: r01 = snx*sny#cnz-cnx*snz; r02 = cnx*#sny#cnztsnx*snZ; 
else if (( di >= THD ) & (di <= 1.0 )) rl0 = eny#snz; rll = snx#sny#snztcnx#cnz; r12 = cnx*snytsnz-snxtcnz; 
return (1. 5#wgt[i]#(1. 0-di)#(1. 0-di)); r20 = -sny  ; r21 = snx#cny ; T22 = enx*cny; 
else return 0.0; 
) ) 
float ei(r) /* メタ ボー ル の 近似 計算 の た め の 関 数 */ 
float r; 
{ 
if (r < 0.22) return (-0. 5#r+0. 33); 
return (0. 346#r+0. 243846) ; 
} viz} 4 
getnorm(p) /* 放線 ベク トル の 計算 */ l 
struct tlist *p; ( 
{ p 
float tpx, tpy, tpz; 78.000000 63.000000 63.000000 MAD 3X 
float r, pw, nxs, nys, nzs, Op; 0.000000 70.000000 0.000000 MAX SOMME (x, y, z) 
int k; 0.000000 0.000000 -90. 000003 WAX FOIA (x, y, Zz) 
pix_r = pix_g = pix_b = 0.0; 100 200 250 WAXY OH (r, g, b) 
nxs = nys = nzs = 0.0; 1. 500000 重み 
do { 
k = p->mel; p 
tpx = px-ex[k]; tpy = py-cy[k]: tpz = pz-cz[k]; 31. 500000 12.369316 12.369316 
r = tpx#tpx¢a[k]+tpy#tpy#b[k]+tpz#tpz#c[k]+tx[k] #tpy#tpz+ty [k] #tpx#tpzt+tz[k] #tpx#tpy; 0.000000 39. 500000 0. 000000 
if (<0) r=: 0.000000 0.000000 -90. 000003 
pw = wi(sqrt(r), k); 200 130 100 
1. 500000 
nxs += (a[k]#tpx+0. 5¢(tz[k]#tpy+ty[k]#tpz) ) #pw; 
nys += (b[k]*tpy*0. 5#(tz[k]#tpx+tx[k] #tpz) ) #pw; p 
nzs += (c[k]*tpz*0. 5* (ty [k]*tpx*tx[k]*tpy)) *pw; 67. 980881 11. 283524 11. 283524 
f -1.000000 -14. 500000 0.000000 
pix r += (float)cr[k]spw; 0.000000 0.000000 -90.000003 
pix g += (float)cg[k]*pw: 200 220 60 
pix b += (float)cb[k]&pw; 7. 344886 
) while ( ( p = p->next ) != NULL ); p 
117.613770 28.301943 28. 301943 
ii p -74.000000 33.000000 0.000000 
ny = nys; 0.000000 0.000000 37. 746805 
boda 20 200 100 
1. 500000 
op = sqrt (nx#nxtny#ny+nz#nz) ; $ 
H (op ee Nh ep * L0; 123. 541562 26.832817 26.832817 
nx = nx/op: 11.000000 33.000000 0. 000000 
ny = et 0.000000 0.000000 -29. 054604 
zie a 20 100 200 
ái 1. 500000 
| p 
E : 16. 020582 14. 504354 24. 657402 
— wr, E b) / ハイ パー フレ ー ム の 1 ドッ ト 表 示 ル ー チ ン t -1.000000 -19.000000 -49.000000 
és jb Pu 0.000000 0.000000 -95. 194430 
1 dii d d 20 20 200 
6.912585 
outp(0xd4, v ); 
outp(0xd5, v >> 8); 上 
Gta(6md8。 x): 0 0 -150.000000 カメ ラ の 座標 (x, y, Z) 
, , 000 カメ ラ の 回 転 角 (x, y, z) 
outp(0xd7, w >> 8); 00-1 REAR JV 
29 アン ピエ ント 
210 120 180 背景 の 色 
100 300 220 420 表示 スク リー ン の 領域 (y0 yl x0 xD) 


} 
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特集 己 づ 次 元 機械 設計 用 CAD/CAM- 一 最新 技術 動向 と ユー ザー に お ける 使い 方 


S Rat CAD MA 


設計 を 文 援 する コ 次 元 じ AD の 機能 こ , それ 


Aa の ソフ Rh の OFEM こ ハー ドア / の 


技術 に つい て 述べ る 。 


は じ め に 

先日 , ある 会 社 の CAD 導入 検討 を 担当 し て いる 方 と 会 う 機 
会 が あり , その 中 で 彼 は 次 の よう な こと を 話し て くれ た 。 

社内 の 技術 部 門 は 大 きく 分 け て , デザ イン 部 門 , 設計 部 門 , 
生産 部 門 の 3 つの 部 門 か ら な っ て お り , 導 入 し よう と する CAD 
シス テム に 対す る 要求 も 当然 、 それ ぞ れ の 部 門 で 全く 異な る 。 
まず , デザ イン 部 門 は , 商品 の デザ イン 検討 や プレ ゼン テー シ 
ョ ン な どの た め に 。 シス テム の コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ォ ィ ッ クス 
(CG) 機能 に 興味 が ある 。 生産 部 門 は も ちろ ん , CAM, NC デ 
ー タ の 出力 に つい て 強力 な シス テム を 欲し が っ て いる 。 と ころ 
が 設計 部 門 は と いう と , どう も CAD シス テム を 使い たがら な 
V3, ] 

この 会 社 の 設計 部 門 で は , 元 来 図面 を 書く と いう 作業 が 全体 
の 1 割 程度 で し か な く , 製図 の た め の CAD を 導入 する メリ ッ 
ト は 少な いと いう こと で ある 。 設計 の 中 の 製図 以外 の 作業 は , 
例え ば , 部 品 の 重量 計算 や , 簡単 な 機構 解析 や 干渉 チェ ッ ク , 
規格 と の マッ チン グ , 動作 シミ ュ レ ーション , 構造 解析 な ど と 
Epia; 

お そら く こ の 会 社 の 設計 部 門 の 方 々 は , 自分 た ち が 行 っ て い 
る さま ざま な 設計 作業 を ,。 コン ピュ ー タ 上 で 行え る は ず が な い 
と 思っ て いる の で あろ う 。 これ ら の 作業 は それ ぞ れ 複雑 で 互い 
に 絡み 合い 。 いわ め ゆる 設計 の 試行 錯誤 と よ ば れる 作業 で ある 。 

われ われ , シス テム を 開発 する 者 の 立場 か ら 言 わせ て も ら え ぇ え 
id, これ ら の どの 作業 要素 も 不可 能 な も の は な い 。 しかし, Z 
れ ら の 作業 の すべ て が , 「 統 合 化 さ れ て いる か 」「 設 計 者 に と っ 
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て 使い や すい か 」 と 問わ れる と , 現在 の ほとん どの 3 次元 CAD 
は 決し て 満足 の いく 解答 を 与え を て いな いこ と を 認め ざる を 得 な 
い 。 

当社 は 総合 シス テム ・ サ プラ イヤ と し て , CAD/CAM を 中 心 
と し た 総合 シス テム の 販売 と その 技術 サポ ー ト を 商品 と し て 提 
供し て いる 。2 次 元 設計 製図 用 CAD シス テム と し て , エン ジニ 
アリ ング ・ ワ ー ク ステ ーション (EWS) ベー ス の GRADE/DP 
235 0, 3 次 元 汎用 設計 CAD と し て GRADE/G が ある 。 また , 
メカ ニカ ル 分 野 の アプリケーション ・ ソ フト と し て 。GRADE/ 
G を ベー ス に CAM, 金 型 設 計 , 配管 設計 ( 図 1), 機構 解析 , 
構造 解析 な ど を 扱っ た シス テム が ある 。 特に, 複合 自由 曲面 切 
削 ・3 次 元 測定 機 デ ー タ 処理 ・DNC 機能 を 有 し , 金 型 設計 分 野 
で は 評価 ・ 実 績 を 得 て い る 。 

これ ら に 加え , 数 年 前 より 機械 設計 を 中 心 と し た 設計 全般 の 
文 援 ツ ー ル と し て の 3 次 元 CAD を ,。 ソリ ッ ド ・ モ デリ ング の 重 
要 な 応用 分 野 と し て 注目 し 開発 を 行っ て いる 。 

本 稿 で は , われ われ が 目指 す 3 次 元 設計 用 CAD の 機能 と , Z 
れ を 構成 する の に 不可 欠 な 技術 要素 に つい て , シス テム 提供 者 
の 目 か ら 整 理 を 試み る 。 ま ず , 設計 を 支援 する シス テム の 機能 
に つい て 述べ ,。 Mil, この シス テム に 必要 な 要素 技術 に つい て 
まとめ る 。 


BB IimgésAZTh 
常に 設計 者 の 傍ら ちら に あり , 設計 の 道具 と し て 設計 者 に 使っ て 
も ら う た め に , シ ステ ム に は いろ いろ な 機能 が 要求 され て いる 。 
CAE (Computer Aided Engineering) と いう 言葉 が これ ら の 
機能 の 総称 で ある と いえ る で あろ う 。 


※ ま ※ ま や ま も と お さむ 同社 開発 本 部 第 1 開発 部 
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ここ で は , これ を 以下 の 3 項目 に 区 分 し て まとめ る 。 


@ 形状 解析 
@ ビ ジュ アル ・ シ ミュ レー ショ ン 
@ 構造 解析 

B 形状 解析 


設計 者 は , 最初 は 曖昧 な 設計 イメ ー ジ か ら , さま ざま な 設計 
要件 や 製品 の 機能 仕様 を 満足 させ な が ら 徐 々 に 形状 を 規定 し て 
いく 。 こ と の よう な 設計 の 試行 錯誤 の 過程 に 対し て ,。 シス テム は 
以下 の よう な 形状 解析 機能 を 提供 で きる 。 

@ 任意 断面 形状 の 生成 

@ 断面 特性 の 計算 

@ 立体 の マス プロ パテ ィ 計 算 

e 材料 物性 デー タ や 物理 公式 な どの 登録 ・ 参 照 

e 2 物体 の 干渉 形状 の 人 算出 

e 2 物体 間 の 最短 距離 点 の 算出 

e 曲面 部 分 の 曲率 計算 。 お よび 最大 曲率 点 の 算出 


"YII. 
See 
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に ゴブ ヒー ババ ーー の 


例え ば , 任意 断面 形状 の 生成 は , 単に 図面 に 断面 図 を 付け 加 
える た め だ け に 必要 な の で は な い 。 作成 中 の 3 次 元 モ デル が 設 
計 要 件 に 適合 し て いる か (例え ば , 肉 厚 や 端 部 の 最小 R な ど ) 
を チェ ッ ク す る た だ ため に も 使用 され る ( 図 2 ) 。 ま た , ある 断面 で 
の 断面 積 ・ 断 面 2 次 モー メン ト ・ 断 面 係数 な どの 断面 特性 を 計 
算 さ きせ , この 数 値 を 使用 し て より 細部 の 形状 を 決定 し て いく と 
いう こと も 可能 で ある 。 

立体 の マス プロ パテ ィ 計 算 機能 に より 求まる 体積 や 表面 積 を 
利用 し て , その 製品 を 作る の に か か る 材料 や 塗料 の 見 積 り を し 
た いと いう 要求 は 多い 。 さ ら に , 組み 立て られ た 製品 全体 の 重 
心 位置 や 慣性 モー メン ト を 求め る こと が で きる の で , 製品 の バ 
ラン ス や パッ キン グ の シミ ュ レ ーション な ども 可能 で ある 。 

負 包 や アル ミニ ウム な ど , 主 な 物質 の 密度 ・ ヤ ング 率 ・ ポ ア 
ソン 比 な どの 物理 特性 を デー タベース 化し て シス テム 内 に も 
b, か つ 一 般 的 な 物理 公式 や 頻繁 に 使う 計算 式 を 登録 で きる 機 

ON 2 2 は 次 ペー ジ 。 
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1 隠 線 消去 され た 配管 組 図 
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2 機械 部 品 の 切断 面 


能 が 用 意 さ れ て いれ ば 便利 で ある 。 公 式 や 計算 式 の 変数 の 値 を 
形状 か ら 参 照 さ せ た り , MZ, 計算 結果 を 形状 の 修正 コマ ンド 
が 参照 で きれ ば 非常 に 有効 で ある と 思わ れる 。 

精密 機械 の 設計 に お いて は , 部 品 ど うし の 干渉 チェ ッ ク や 最 
短 距 離 点 の 算出 は 必須 の 機能 で ある 。 限 られ た スペ ー ス の 内 側 
に 多く の 部 品 を 最適 に 配置 し た り , 機構 部 の 当たり チェ ッ ク を 
正確 に 行う こと が 可能 で ある 。 これ に 加え , 3 次 元 グ ラフ ィ ッ ク 
ス の 力 を 借り れ ば , これ ら の 作業 は より 効果 的 に 行え る 。 

較 ビ ジュ アル ・ シ ミュ レー ショ ン 

近年 の CG に 関す る ハー ドウ ェ エア の 発展 は 目覚 ほしく, さま 
ざま な 分 野 の コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム の 可能 性 を 増大 きせ て い 


る 。 今後 10 年 間 の コン ピュ ー タ 技術 の 中 で 最も 重要 な テー マ 


u Al や ニュ ー ロ ロコ ンピュータ クタ など で は ほ は な く 。、 し で ある と き 
え 計 うん 人 も いる 。 

設計 用 CAD の 周辺 に ある ビジ ュ ア ル ・ シ ミュ レー ショ ン の 
例 を 取り 上 げ て みよ う 。 
D デザ イン シュ シミ ュ レ ーション 
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設計 者 の 頭 の 中 に ある デザ イン イメ ー ジ は ,。 設計 者 自身 で も 
明確 化す る こと が 難し く , また 他人 に 伝え に くい 。 こ こ で 。 設 
計 者 の 頭 の 中 の その デザ イン イメ ー ジ に , 設計 者 と 対話 し な が 
ら ど こま で リア ルル に 辿れ る か が デザ イシ * シ ミュ レー ショ ンジ ン の 
意味 で ある 。 こ の こと に よっ て , 設計 者 は デザ イン の 意図 を よ 
り 洗練 させ た か た ち で 製品 形状 に 盛り 込む こと が で きる 。 

カラ ー リ ング ・ 質 感 の 表現 ・ 半 透明 表示 ・ 光 源 の 設定 ・ ラ イ 
ティ ング 計算 な ど は 。 現状 で は すべ て ハー ドウ エア 化 き れ て お 
り 。 ダ イナ ミッ ク な シミ ュ レ ーション が 可能 で ある 。 

機械 設計 用 CAD と いう 意味 合い か らい えば , 過度 の CCK 
能 は 不要 で ある が , 上 記 程 度 の 機能 は 3 次 元 対 話 シ ステ ム の 標 
準 機能 に な りつ つ あ る と いえ る 。 

2) NC 加工 シミ ュ レ ーション 

シス テム が 計算 し た NC 加工 デー タ を 実際 の NC 工 作 機 に 
か ける の と 同じ イメ ー ジ で 。NC 加 工 シ ミュ レー タ は ディ スプ 
レイ 上 に 表示 し て くれ る 。 工具 の 実際 の 動き を アニ メー ショ ン 
化し て それ を 目 由 な アン グル か ら 見 回 す だ け で な く , 手元 の ダ 
イア ル を 使っ て 逆 再 生 や 正 再 生 を 何 度 も 見 る こと が 技術 的 に は 
可能 で ある し , 工具 と 切削 対象 物 と の 干渉 部 分 を 強調 表示 し た 
り 半 透明 表示 する こと も で きる 。 ま た , 工具 の 動き に 合わ せ て 
工具 と 切削 対象 物 と の 干渉 部 分 を 除去 し て いけ ば , カッ ター マ 
ー ク の 残っ た 加工 形状 が 現れ る 様子 も 視覚 化 で きる は ず で あ 
る 。 

この よう に NC 加工 シミ ュ レ ー タ で は 。,。 現実 の 加工 を 見 る 以 
上 に 加工 の 詳細 を われ われ に 示し て くれ る で あろ う 。 

3) ロボ ッ ト ・ シ ミュ レー タ 他 

NC 加工 シミ ュ レ ー タ と 同様 に 。 シス テム が 生成 し た ロボ ッ 
ト の 制御 デー タ を ロボ ッ ト ・ シ ミュ レー タ に 送れ ば , 実際 の ロ 
ボッ ト の 動作 の 様子 を 視覚 化 で きる 。 こ こ で は ロボ ッ ト や 部 品 
だ け で な く , その まわ り の 機械 や 構造 体 と の 干渉 チェ ッ ク も 宣 
要 な 目的 で ある 。 ま た , ロボ ッ ト の 動き を グラ フィ ックス を 通 
じ て 対 話 的 に 教え ん る, “イン タラ クティ ブ ・ オ フラ イン ・ テ ィ ー 
チン グ " も 可能 で ある 。 

ロボ ティ ックス と 似 た 応用 分 野 と し て の 機構 解析 も , その 3 
次 元 的 な 対話 の 必要 性 と 解析 結果 の アニ メー ショ ン 表 示 と いう 
性 質 か ら 。 まさ に ビジ ュ ア ル ・ シ ミュ レー ショ ン の 対象 分 野 の 
came? nos 
画 構 造 解 析 

機械 ・ 構 造物 の 解析 技術 は 。 コン ピュ ー タ の 発達 と と も に 目 
覚まし い 発 展 を 遂げ て きた 。 な か で も FEM に よる 解析 手法 は ,。 
線形 解析 ・ 非 線形 解析 の 一 部 が すでに 実用 段階 に あり , また 
FDM ある い は BEM に よる 解析 手法 は , 流体 力学 ・ 伝 熱 工 学 の 
分 野 で 重要 な 役割 を 果たし て いる 。 

この よう に 一 口 に 解析 と いっ て も 種々 の 手法 が あり , また 目 
的 に 応じ て さま ざま な 数 理 モ デル を 設定 し て 行わ れる 。 

一 般 に 製品 の 開発 ・ 設 計 に あたり , 解析 技術 を 次 の よう に 分 
類する こと が で きる 。 

1) 製品 の 応力 ・ 変 形 の 評価 を 行い , 信頼 性 向上 を 目的 と し た 
強度 信頼 性 解析 (応力 解析 振動 解析 ) 
(2) 製品 の 機能 ・ 性 能 向 上 を 目的 と し た 性 能 解析 (流体 解析 , 
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熱 伝導 解析 ) 

(3) 製品 製作 時 に お ける 成形 ・ 加 工 解析 (樹脂 流動 解析 , 凝固 
解析 ) 

(1) で 使用 され る 解析 ソフ トウ エア は , 製品 の 種類 に よら な い 
汎用 性 の ある 解析 プロ グラ ム (NASTRAN, SAP, MARC, 
ADINA) が 通常 よく 用 いら れる 。 (2), (3) で は 汎用 の 解析 プロ グ 
ラム だ け で は 不 十 分 な 場合 が 多く , 過去 の 実績 や 試験 デー タ を 
用 いた り , 設計 ノウ ハウ を 盛り 込ん だ 専用 の 解析 プロ グラ ム を 
使用 する こと が 多い 。 

この よう に 解析 技術 で は 各種 解析 プロ グラ ム を 利用 し て 製品 
の 信頼 性 ・ 性 能 を 評価 ・ 検 討 する わけ で ある が , それ ら の 多く 
は 相反 する 結果 を 生み 出す こと が 多く , その た め バ ラン ス の と 
れ た 解析 技術 が 要求 され る 。 

さて 近年 で は , コン ピュ ー タ 内 部 に 設計 対象 の 形状 を モデ リ 
ング し , 各種 数 理 モ デル と 数 値 解析 手法 に よっ て 製品 の 機能 ・ 
性 能 を 評価 する シス テム (CAE) が 提案 され つつ ある 。 こ れ は , 
開発 ・ 設 計 段 階 に お いて 従来 の 試作 一 試験 一 修正 つ 試 作 と いう 
ルー プ を コン ピュ ー タ 内 部 で 実現 する こと に よっ て , 開発 ・ 設 


CAD 


dry MO 
ーー ーー 
中 間 フ ァイル 


③ トランスレータ 


③ ファ イル ・ コ ン バ ー タ 


。 
中 間 フ ァイル 


QULA プロセッサ 


図 3 解析 シス テム の 流れ 


ON 4 — 7 は COLOR IMAGES 参照 。 


計 期 間 の 短縮 。 コ スト 低減 を 可能 に する も の で ある 。 

解析 シス テム の 一 例 を 図 3 に 示す 。 シ ステ ム を 構成 する 各 ソ 
フト ウエ ア に つい て 簡単 に 説明 する 。 

D デリ プロ セッ サザ 

本 来 解 析 デ ー タ の 作成 に は 膨大 な マン パワ ー を 要する だ け で 
な く , 人 為 的 ミス な ど に よっ て 解析 結果 の 信頼 性 を 損ね る こと 
も ある 。 プ リ ・ プ ロ セ ッ サ は これ ら の 問題 を 解決 する 有力 な 解 
析 支 援 ツ ー ル で ある 。 す な わ ち , 1 次 元 , 2 次 元 , 3 次 元 の 各 有 
限 要 素 を 自動 的 に 生成 する 機能 を 有 し , これ ら 要 素 を グラ フィ 
ッ ク 上 に 表示 する こと に よっ て 容易 に モデ ル チ ェ ッ ク を 行う こ 
と が で きる 。 通常 , CAD に よっ て すでに 幾何 形状 モデ ル が 作成 
され て いる 場合 が 多く , これ を ベー ス に 有限 要素 に モデ リン グ 
で きれ は け ば 作業 効率 も 上 が る 。 

2) ボス トブ プロセッサ ザ 

解析 の 結果 は 製品 の 開発 ・ 設 計 に 重要 な 情報 を 与え を る 。 ポス 
ト ・ プ ロ セ ッ サ は CO 機能 に よっ て さま ざま な 情報 を ビジ ュ ア 
ル に か つ ス ピー ディ ー に 表示 する だ け で な く , 必要 と する 情報 
の 編集 ,。 リス ティ ング, さら に は 各種 ルー ル に よる 評価 チェ ッ ク 
機能 を 備 を た も の も ある 。 

3) トラ ンス レー タフ ァイル ・ コ ン バ ー タ 

解析 プロ グラ ム の 多く は 固有 の 入力 出力 フォ ー マ ッ ト を も 
ち 。 一 方 、 プ リン ポス ト ィ プロ セッ サ は 共通 プ ァ イル を 介し て 
デー タ の 受け 渡し が 行わ れる 。 し た が っ て , 各 構 成 プ ログ ラム 
が フレ キシ ブル に 結合 さん た シス テム を 構築 する に は , トラ ン 
スレ ー タ と ファ イル ・ コ ン バ ー タ の 役割 が 重要 と な る 。 ト ラン 
スレ ー タ は , プリ ・ プ ロ セ ッ サ が 作成 する 共通 ファ イル より 各 
種 解析 プロ グラ ム の 入力 フォ ー マ ッ ト に 応じ て デー タ を 作成 す 
る 。 フ ァイル ・ コ ン バ ー タ ld, 解析 プロ グラ ム の 出力 デー タ を 
ポス ト ・ プ ブロ セッ サ の 入力 ファ イル に より 作成 する 。 

設計 に お いて 重要 な 要素 技術 の 一 つ で ある 解析 技術 は , 最近 
の 各種 CAE シス テム の 提案 に よっ て , 設計 者 に と っ て か な り 
身近 な も の と な っ て いる 。 し か し , 優れ た 解析 技術 や 解析 シス 
テム が 提案 きれ て も , これ を 利用 する 解析 者 の 能力 や 経験 が 非 
常に 重要 で ある 。 例えば, モデ ル 化 に よっ て コン ピュ ー タ に 負 
何 を か けず か つ 精 度 の 良い 結果 を 得る に は , 解析 者 の セン ス に 
よる こと が 多い の も 現状 で ある 。 

図 4ー6 に サー フィ ス ・ モ デル を シェ ー デ ィング し た 例 。 B 
7 に 解析 例 を 示す 。 

シス テム に 必要 な 妥 系 波 御 

設計 を 支援 する シス テム は 以前 か らい ろ い ろ な 場 で 論じ られ 
て きた が , ユー ザー か ら は まだ まだ 現実 に 使用 で きる シス テム 
と みな され 難かっ た よう に 思う 。 こ れ は それ ぞ れ の シス テム の 
基本 と な る 技術 が 未成 悪 だ っ た こと に 起因 し て いる と 考え られ 
る 。 近年, それ ぞ れ の 技術 は ある 程度 の レベ ル に 達し て き て , 
実用 面 か ら み て も 問題 の な い 設 計 支 援 シ ステ ム が 数 多く 発表 さき 
れ て いる 。 ここ で , シス テム を 構成 する それ ら 要 素 技術 に つい 
て 簡単 な が ら 解説 を 試み る 。 

以下 で 述べ る の は , 特に 重要 と 判断 され る 次 の 要素 技術 に 限 
定 する 。 


89 


gU — AT Yay 

@$ ネ ットワーク 

マン ャ マシ ン ・ イジ タプ ア ェ ー ス 

@ 形状 表現 
弄 ワ ー ク ステ ーション 

ワー クス テー ショ ン を , 価格 と 機能 を 合わ せ た 面 か ら ハ イエ 
ンド と ロー エン ド に 便宜 上 分 類 し て 話 を 進め る 。 
l| pue 

グラ フィ ッ ク 用 ハー ドウ ェ エア は 。GDT (Graphic Display 
TerminaD, GWS (Graphic Work Station) と な っ て 高速 , 
高 機能 化し て いる 。 

GDT は 表示 機能 だ け を 高速 ・ 高 機能 に 行う 専用 マシ ン で , 表 
示 の 制御 自体 は 他 の ホス ト ・ コ ンピュータ を 使用 する た め ホ ス 
ト と の 通信 ネッ ク や コス ト が 高く な る な ど が 考え られ る が , 機 
能 ・ 性 能 と も に 十分 満足 で きる も の が で て き て いる 。 

GWS は 表示 機能 を 高め た ワー クス テー ショ ン で あり , 単体 
で 表示 の 制御 まで 行い , HE, 各種 適用 分 野 で は 主流 を 占め て 
お り , グラ フィ ッ ク 性 能 も GDT に 迫り つつ ある 。 

例 と し て , 現在 われ われ が 提供 する 最上 位 シ ステ ム を 紹介 す 
る 。 それは EWS また は スー パー・ ミ ニコ ン に GDT を 使用 し た 
GRADE/NC-CUBE T, 3 次元 の モデ リッ ルッ グ 。 マシ ニシ グセ 
ンタ ー な どの NC デー タ 作 成 機能 を 有する 。 そ こ で は 3 次 元 形 
状 の 作成 を 行い , 任意 の 時 点 で 視点 を 変え な が ら 形 状 を 確認 で 
き , また 光源 の 設定 や 色 の 濃淡 な ど を ダイ ナミ ッ ク に 変化 させ 
な が ら 表 現 で きる 。 シ ステ ム で 使用 し て いる GDT で は , 以下 の 
グラ フィ ッ ク 表 示 機 能 ・ 性 能 を 有 し て いる 。 

e 機能 

・3 次 元 図形 を ダイ ナミ ッ ク に 回 転 ・ 拡 大 ・ 縮 小 表 示 
・ 最 大 8 光源 まで の ライ ティ ング 機能 
・ グ ロー (Gouraud) お よび フォ ン (Phong) シェ ー デ ィング 
・Ethernet を 用 いた 高速 イン タフ ェ ー ス 
e (ERE 
sA 月 ショ ー ト * ャ ペク トル / 秒 
・44.000 ポリ ゴン グ 秒 
* 1,677 万 色 同 時 表示 
・1.280 1,024 の 画面 解像度 

われ われ の シス テム は 前 節 で 述べ た ビジ ュ ア ル ・ シ ミュ レー 
ジョ ン に 対応 する も の と 考え て ち おり 。 こ の よう な ハー ドウ ェ エア 
を 持っ て 初め て 実用 に 耐え 得る 支援 シス テム を 提供 で きる に い 
hog. 

2 ロー エン ド 

今 ま で の ハイ エン ド / ロ ー エ ンド ・ マ シン の 区 別 は 正確 で は な 
く な っ て き て いる 。 ワ ー ク ステ ーション の 発達 は われ われ シス 
テム 開発 者 の 予測 を は る か に 上 回 る も の が ある 。 2, 年 前 まで 
は 個人 で の 使用 を 前 提 と し た ロー エン ド ・ マ シン の 処理 能力 の 
今後 も つべ き 最 良 の 値 と し て , 以下 の 3 個 の “1M” を 想定 し 
Thakre wie, 

e 画面 解像度 …1.024X1.024 三 1M ピク セル 

@ 主 記憶 …1M バイ ト 

e 処理 速度 …1MIPS 
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で ある 。 そ れ が 現在 で は 画面 解像度 は その 目標 値 に ほぼ 一 致し 
た が , メモ リ は 8M バイ ト 。, 処理 速度 は 4MIPS に な ろう と し て 
Va s 

この よう な 変化 が 現れ た の は 1980 年 ころ か ら で あ り , EWS 
が 高 機能 を 維持 し な が ら 価 格 を 下げ ,。 パー ソナ ルコ ンピュータ 
が 低 価 格 を 維持 し な が ら 機 能 を 上 げ て きた 。 3 次 元 形状 を リア 
ル に 表現 し 。 ダイ ナミ ッ ク に その 表示 を 変化 させ て いく よう な 
負荷 の 高い 処理 を ハイ エン ド ・ マ シン で 行い , 文書 作成 や 部 品 
図 の 作図 ・ 出 図 を する よう な 処理 は ロー エン ド ・ マ シン で 行う 
機能 分 散 型 の 作業 環境 に な っ て き て いる 。 

画 ネ ットワーク 

ハイ エン ド と ロー エン ド の マシ ン を 有機 的 に 結合 させ 。 機能 
分 散 処理 形態 を 実現 する た め に 不可 欠 な 技術 要素 と し て ネッ ト 
ワー ク が ある 。 ネ ットワーク は EWS と と も に 発達 し ,。 その ど ち 
ら か の 成長 率 が 低く て も 今日 の 状態 は 実現 し な か っ た と 考え ら 
れる 。 

ここ で 。 ネッ トワ ー ク を 利用 し た 設計 シス テム 環境 を 考え て 
みる 。 
1) ネッ トワ ー ク ・ ト ポロ ジ 

ネッ トワ ー ク を 利用 し て EWS を 接続 する 形態 (トポロジ ) に 
つい て 解説 する 。 ト ポロ ジ は ネッ トワ ー ク を 構成 する ハー ドウ 
ェ エア や 制御 ソフ ト に も 依存 する が , 大 きく 分 け て スタ ー 型 。 リ 
ング 型 。 バ ス 型 の 3 種類 に な る 。 
(1) スタ ー 型 

1 つの コン ピュ ー タ を 中 心 に 複数 の ロー エン ド ・ コ ン ピ ュ ー 
4E (スタ ー) 型 に 接続 する 。 高 価 で 複雑 な 制御 装置 や ソフ 
トウ エア を 必要 と せ ず 。 ローエ ンド の マシ ン 用 に 簡易 ネッ トワ 
ー ク と し て 使用 され る の み と み られ る 。 

(2 リン ダグ 型 

複数 の コン ピュ ー タ を 輪 (リン グ ) 状 に 接続 する 。 大 量 台数 
の EWS の 接続 時 に も 高速 処理 を 維持 で きた り , 障害 時 に も 強 
く で きる な ど だ 利点 の 多い トポロジ で ある 。 

代表 的 な も の と し て は , IBM が 提供 する トー クン ・ パ ッ シ ン 
グ 方 式 の も の や アポ ロ ・ コ ンピュータ が 提供 する DOMAIN が 
ある 。 

(3) バス 型 

復 数 の コン ピュ ー タ を 1 本 の 線 に ぶら 下げ る よう に 接続 す 
る 。 Ethernet を 用 いた この トポロジ の ネッ トワ ー ク が 現在 で は 
事実 上 標準 に な っ て お り 。 ロ ー エ ンド か ら ハ イエ ンド の マシ ン 
を 含ん で ネッ トワ ー ク 構築 が 可能 と な っ て いる 。 

UNIX の OS で 動作 する ファ イル 管理 ソフ ト の NFS な ど が 
標準 的 に 使用 きれ て いる 。 

2) 設計 シス テム 環境 

設計 シス テム 環境 を 構築 する 際 に ,、 どの トポロジ を ユー ザー 
が 選択 する か は 特に 大 き な 問 題 で は な い だ ろ う 。 間 題し と な る の 
は ユー ザー の 設計 シス テム を 正確 に 把握 ・ 分 析 し , どの 機能 
どの レベ ル の マシ ン に 分 担 さ せる か を 見 極め 、 それ に 最適 な ネ 
ットワーク を 構築 する こと で ある 。 そ れ を 実現 さき せる だ け の ハ 
ー ド ウェ エア の 技術 的 基盤 は 整備 され 始め て いる 。 

設計 シス テム の 機能 分 類 と ハー ドウ エア の 関係 の 整理 を われ 
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われ な り に 行っ て みる 。 
a) 外見 の 形状 な ど を 決め る 意匠 デザ イン ー ハ イエ ンド 
b) 形状 の 力学 的 な 解析 と その 妥当 性 を 判断 する シミ ュ レ 
ーション っ ハイ エン ド 
c) 既存 設計 デー タ を 有効 利用 する た め の デ ー タ ベー ス 処 理 
っ ハイ エン ド の 専用 マシ ン 
d) 作図 竹 よ び 測 較 ローエ ンド と ハイ エキ ンド 
e) 文書 作成 ローエンド 
a) 機 能 は 3 次 元 グ ラフ ィ ッ クス の 高速 ・ 高 機能 表示 が 不可 欠 
で あり , D) 機 能 は 複雑 な 数 値 計 算 を , c) 機 能 も 大 量 の デー タ を 高 
速 に 処理 する 必要 が ある 。d) 機 能 は 全体 構想 図 の よう に 複雑 な 
A1 サイ ズ の 図面 か ら A4 の 部 品 図 の よう に 簡易 な 処理 まで 考 
えら れる か ら で あ る 。 ハ ー ド ウェ エア の 台数 まで 考え る と ao) 
機能 は 少数 , d), e) 機 能 は 大 量 台数 に な る 。 
これ ら の ハー ドウ ェ エア は 単 一 の トポロジ の ネッ トワ ー ク で 接 
続 す る 必要 は な い 。 す な わ ち , お の お の の 処理 を 行う ハー ドウ 
エア に 見 合っ た ネッ トワ ー ク を 選択 する こと に な る 。 し か し , 
ネッ トワ ー ク 間 を 1 つ に 結合 する 全体 的 な ネッ トワ ー ク が 必須 
で あり , これ を バッ クボ ー ン ・ ネ ットワーク と 称し , 高速 の 光 


ファ イ バ を 用 いた も の が 使わ れ て いる 。 

図 8 で 示す よう な ネッ トワ ー ク 環境 は すでに 現実 の も の と な 
っ て お り , 今後 さら に 一 般 化 し て いく で あろ う 。 

國 マ ン ・ マ シン ・ イ ンタ フェ ー ス 

一 般 的 に コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム と 人 間 が 対話 を 行う 接点 の 
処理 の こと を マン ・ マ シン ・ イ ンタ フェ ー ス と よび , その 出来 
具合 に よっ て , シス テム の 機能 が いく ら 優 れん れ て いて も その 価値 
が 認め られ な い ほ ど 重 要 な も の と 認識 され 始め て いる 。 

そこ で 先駆 的 な 役割 を 果たし た シス テム を 概観 し , 今後 技術 
的 に その 背後 に ある 思想 的 に 求め られ る 内 容 に つい て 考え て み 
bs 
1) 先駆 的 な イン タフ ェ ー ス 

1980 年 以降 の ワー クス テー ショ ン に お ける マン ・ マ シン ・ イ 
ンタ フェ ー ス の ある べべ き 姿 を 方 向 付 ける こと に Macintosh が 
果たし た 役割 は 無視 で き な い 。 ほ と ん どす べ て の 操作 を 画面 上 
の 機能 を 意味 する 小さ な 絵 (アイ コン ) を 指示 し て マウ ス で 行 
A, 複数 の 作業 を 重なっ て 表示 され る 窓 (ツィ ンド ) 上 で 一 度 
に (人 間 か ら み て ) 行え る 。 な ど で あ る 。 これら の こと が で き 
る マシ ン は 以前 に も 存在 し た が , 低 価 格 の 量産 品 と し て これ ら 


ネッ トワ ー ク 環境 

① バッ クボ ー ン ・ ネ ットワーク 
100Mbps ( 光 フ ァ イ バ ) 

Qu LXX wy 
10Mbps 

③ バス 型 ネ ットワーク 
10Mbps 

DAS NE C» pU 
1Mbps 
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先駆 的 な イン タフ ェ ー ス を 全 世 界 の ユー ザー に 普及 させ た こと 
が お お い に 特 筆 る ほれ る の で ある 。 

その 特徴 点 を 整理 する と 次 の よう に な る 。 

a) デス クト ッ プ の 概念 の 導入 

b) マル チ ウ ィ ン ド の 実現 

c プル ダウ ン ・ メ ニュ ー の 採用 

d アイ コン の 採用 

e) マル チ ジ ョ ブ の 実現 (疑似 的 ) 
総括 する と その マン ・ マ シン ・ イ ンタ フェ ー ス の 良さ は ,。 操作 
する と き に シス テム と 対話 を する 規則 が 視覚 的 に 理解 し や すく 
か つ 曖 昧 に 指示 で き , 操作 者 の 思考 過程 に 即応 し て 複数 の 処理 
を 断片 的 に 実行 で きる 柔軟 な 構造 に な っ て いた , と いう こと で 
あろ う 。 
2) 設計 者 の 机 

設計 者 の 机 の まわ り に は 何 が ある の だ ろう か 。 そ の すべ て が 
設計 シス テム の 中 に 含ま れ て いる 必要 が ある 。 

e 製図 道具 

@ 筆記 用 具 

e 標準 部 品 一 覧 

e 各種 事典 

@ 電卓 

これ ら は 前 項 ま で に 述べ た 機能 分 散 と する ほど の も の で は な 
«€, どの 機能 の 中 に も 含ま れ て し か る べき も の で ある 。 

例え ば , ある 機構 の 設計 を 行っ て いる と き 全 く 別 の 機構 の 設 
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ae 477 を 思い つく と こと 


は 当 業 の よう に お る だ る ろう その め と 
&, な ん の 苦 も な く 即 座 に 覚書 と し て 残し て お き , また 再び も 
と の 作業 に 戻れ る 。 こ の よう な こと が すべ て の 設計 支援 シス テ 
ム に 標準 的 に 含ま れ な けれ ば な ら な い 。 

設計 者 が , 気まま で わが まま な 人 間 的 思考 過程 を 中 断 さ れる 
こと な く 作 業 を 続け られ る こと が 重要 で ある 。 
BERRE 

ここ で いう 形状 表現 と は , 設計 対象 物 を モデ ル 化 し て コン ピ 
ュー タ の 中 に 表現 する 手法 の こと で ある 。 

機械 部 品 の 多く が その 形状 に よっ て 機能 を 果たし て いる こと 
や 。 形 状 が 解析 ・ シ ミュ レー ショ ン ・ 加 工 ・ 組 立て な ど 。 設計 ・ 
生産 に か か わる すべ て の 情報 の も ちと に な っ て いる と いう 意味 に 
お いて , 形状 表現 は 3 次 元 設計 CAD の 基幹 と な る 要素 技術 で 
あり , か つ 最 も 困難 な テー マ で も ある 。 
1) 形状 表現 の 分 類 

通常 。 形状 表現 方 法 に つい て の 議論 は サー フィ ス ・ モ デル と 
ソリ ッ ド ・ モ デル と に 分 け て 行わ れる こと が 多い が ,。 これ ら の 
特徴 や 関係 に つい て は さて お き , ここ で は “自由 曲面 を 含ん だ 
ソリ ッ ド ・ モ デル " を 目的 の 形状 表現 と し て 話 を 進め る 。 

内 部 表現 と し て 以下 の 分 類 が 一 般 的 で ある ( 図 9 )。 
(1) CSG (Constructive Solid Geometry) 

基本 立体 ある い は 基本 曲面 の 集合 に より 物体 を 表現 し , その 
作成 過程 を デー タ と し て も つ 。 各 プリ ミ テ ィ ブ と その 間 の オペ 
レー タ 。 すなわち 和 ・ 差 ・ 積 が 主 な デー タ と な る 。B-Rep や 


Decomposition Model 


9 主 な 形状 表現 手法 
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Decomposition Model 7z な どの デー タ へ 変換 が 可能 で ある 。 
(2) B-Rep (Boundary Representation) 

物体 を , これ を 形成 する 境界 の 情報 に より 表現 する 。 校 線 , 
頂点 , 面 な どの 接続 関係 を 表す 位相 デー タ を も つ 。 複雑 な デー 
タ 構 造 を 形状 操作 の た びに 更新 する 必要 が ある が , 境界 を も っ 
た 面 (トリ ム さ れ た 面 ) 情報 を 明示 的 に も ちっ て いる こと は 他 の 
表現 方 法 に は な い 利 点 で ある 。 

(3) Decomposition Model 

物体 を あら か じ め 定 め た 単純 な 立体 ユニ ッ ト の 集合 で 表現 す 
る 。CSG や B-Rep で は , 物体 を その 境界 の 情報 か ら と ら え よう 
と する の に 対し , この 表現 で は 物体 の 内 空間 を デー タ 構 造 と し 
て 表現 し よう と いう 発想 が 大 きく 異な る と いえ る 。 基 本 的 な 演 
算 が 単純 で 統一 的 で ある が , 一 般 に 形状 表現 は 近似 的 で デー タ 
量 が 多く な る 。 構造 解析 用 の デー タ と 親密 性 が あり , この 分 野 
へ の 適用 例 が 多い と 思わ れる 。 

2) 表現 方 法 の 応用 

現在 の われ われ の モデ ラー で は CSG 情報 と B-Rep 情報 を 
併せ 持ち , 操作 に 応じ て 使い 分 ける 方 法 を と っ て いる 。 

CSG 情報 は , その 形状 の 成立 ちや 各部 の 特徴 を 表し て お り , 
内 部 演算 や デー タ の 応用 の 段階 に お いて 属性 デー タ と し て の 意 
味 を も つ 。 ま た , 履歴 操作 や パラ メト リッ ク な 形状 修正 に も 利 
用 で きる 。 

一 方 。 B-Rep 情報 は ワイ ヤー・ フ レー ム 表 示 や シェ ー デ ィ 
ング 表示 の た め の 表 示 デ ー タ を 直接 出力 で きる 。 ま た , 一 意 的 
に 形状 を 表現 し て いる の で , 体積 や 表面 積 な ども 高速 に 求め る 
こと が で きる 。CAM や 解析 な どの 応用 へ 出力 すべ き デ ー タ も 
Sic wie be Ths, 

この よう に , CSG 情報 と B-Rep 情報 は 互い に 相対 する 特徴 
を も っ て お り , 2 つの 表現 を 併せ 持つ 考え 方 は も は や 一 般 的 で 
ある と いえ る 。 し か し この こと は , デー タ 量 ・ 計 算 量 の 増大 と 
いう 点 で シス テム に 負荷 を か け て いる 。 実用 へ の 適用 性 と の ト 
レー ド オ フ で は ある が , 現実 の 要求 は さら に 高度 で ある た め , 
この 方 向 は 当面 変わ ら な いも の と 思わ れる 。 最 近 の GWS の 急 
速 な 進化 が 問題 の 見 方 を 変え た て くれ る か も し れ な い 。 

3) 形状 入力 手法 

形状 表現 に 関係 する われ われ の 課題 と し て , 形状 入力 の 手法 
の 改善 に つい て 取り 組ま な けれ ば な ら な いと 考え て いる 。 

ソリ ッ ド ・ モ デラ ー の 利用 者 か ら 多く 指摘 され る こと で ある 
DS, 現状 の 形状 入力 の プロ セス は 設計 者 の 形状 の と ら え 方 や 組 
立て 方 に マッ チ し て いな い 。 具体 的 な 点 を 以下 に あげ る 。 

@ 集合 演算 と いう 考え 方 が , 現実 の 世界 の “MFO” の 仕組 み 

と な じ さ な ない 
e 3 次 元 空間 に 対す る 操作 概念 が 理解 し に くい 。 

@ 設 計 者 の 頭 の 中 の 曖昧 な 形状 を 入力 する こと が 許さ れ て いな 

い 。 

@ 形状 の 修正 ・ 変 更 が 簡単 に 行え を な い 。 

われ われ は これ ら の 問題 に 対す る 解答 の 方 向 と し て , 形状 特 
fs (Form Feature) の 概念 に 注目 し て いる 。 形状 特 徴 と は , É 
状 の 部 分 的 な 特徴 , 例え ば 穴 , HÉQ 角 丸 め , 切欠 き , 勾配 な ど 
の こと で ある 。 こ れ ら を 形状 表現 の 一 部 と し て 明示 的 に も つと 


と も に , 形状 入力 や 修正 の 対象 と し て 利用 し よう と いう の が る そ 
の 概念 で ある 。 形 状 特徴 は 設計 者 が 頭 の 中 で 形状 を 組み 立て て 
いく と き の 構 成 要素 で あり , か つ 実 際 に 物 を 作る と き の 加 工 の 
構成 要素 で も ある 。 この 点 に お いて , 形状 特徴 の 概念 は 現状 の 
形状 入力 の 概念 に 比べ , 設計 者 に より 親しみ や すい と いう こと 
が いえ よう 。 さらに この 手法 が 有利 な 点 は , 形状 の 変更 が 容易 
で ある 点 で ある 。 例え ば, 穴 の 径 や 溝 の 位置 を 変え る と か , YJ 
欠き の も と の 形状 を 変更 し た り , 角 丸 め や 勾 配 を 変え たる な ど と 
いっ た 具合 に , よ り 柔 軟 に 形状 を 修正 し て いけ る 可能 性 が ある 。 
さら に この 手法 で は , 設計 者 の 形状 に 対す る 意図 が その まま 保 
持 さ れ て いる こと か ら , CAM や シミ ュ レ ーション な どの 応用 
段階 で の デー タ の 利用 に お いて も その 有効 性 が いわ れ て いる 。 

ま た , 3 次 元 空間 内 に 図形 を 作成 する た め の 補 助 機能 と し て , 
コン スト ラク ショ ン ・ プ レー ン (Construction Plane) 機能 は 
有効 で あろ う 。 これ は , 3 次 元 空間 内 の 任意 の 位置 に コン スト ラ 
クシ ョ ン ・ プ レー ン を 定義 する こと で ,。 こ の プレ ー ン 上 に 2 次 
元 形状 を 作成 し た り , それ を 深 さ 方 向 に 操作 し た り で きる と い 
う 機 能 で ある 。 デ ィ ス プレ イ に は コン スト ラク ショ ン ・ プ レー 
ン を 垂直 に 見 る ロー カル な ビュ ー と ,。 立体 形状 を ダイ ナミ ッ ク 
に 見 回 せる アイ ソ メ ト リッ ク な ビュ ー と を オー バー ラッ プ さ 
せ , 複数 の コン スト ラク ショ ン ・ プ レー ン を 切り 替え な が ら 作 
業 を 進め て いく の で ある 。 


$t 

一 般 的 な 技術 解説 と われ われ が 提供 し て いる シス テム の 紹介 
めい た 記述 が 混在 し , 読者 に 混乱 を 与え を た の で は な いか と 反省 
し て Ss. 

われ われ は 本 稿 で シス テム 開発 の 中 で 知り 得 た 情報 を も と 
に 。 設計 作業 の 中 で コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム が 果たす べき 理想 
的 な 役割 と 現状 の 技術 レベ ル と が どの 程度 な の か を 少し で も 読 
者 に 伝え た か っ た の で ある 。 

今後 も ハー ドウ エア と ソフ トウ エア の 発展 は 続き 。 数 値 ・ 文 
字 デ ー タ の みな ら ず 音声 ・ 画 像 デー タ を も 同列 に 扱う マル チ メ 
ディ ア ・ デ ー タ ベー ス ,。 B+ MIPS の 処理 性 能 を も つ EWS, 4M 
ピク セル の 高 解 像 度 デ ィ ス プレ イ と ,。 と ど ま る と ころ を 知ら な 
い 。 | 
われ われ は いつ の 間 に か ハー ドウ エア を 追い か け て いる 状況 
に 追い 込ま れ て いる よう に も みえ る が 。 反対 に , その 気 に な れ 
ば な ん で も で きる 環境 に 今 よ う や く な りつ つ あ る と も いえ る 。 
われ われ が 夢想 し て いた シス テム を これ か ら 現 実 の も の と し て 
提供 で きる よう に な る と 信じ 。 そ れ に 向かっ て 雰 力 し て いる 。 
参考 文献 
D 沖野 教 郎 :「 設 計 用 コン ピュ ー タ シス テム 構成 論 」, 機械 学会 , Vol. 91, 
No. 833, 1988 
2) 木村 文彦 :「 形 状 モ デリ ング と CAD/CAM), 精密 工学 会 。 Vol.53, 
No. 3, 1987 
3) 沖野 教 郎 :「TIPS/GS で 開く CAD の 新 世 界 グ ラフ ィ ッ クコ ミュ ニケ 
ーション 」, 日 経 メ カニ カル , 1986. 1. 13 
4) 「 コ ンピュータ 改 ネ ットワーク LAN」, オー ム 社 

@ 本 稿 中 特に 注記 は な い が , AT&T 社 , IBM 社 。 APOLLO 社 , サン ・ マ 


イク ロ シ ス テム ズ 社 な どの 各社 の 登録 商標 。 お よび 製品 商標 に 対し , T 
分 尊重 し て いる こと を お 断り し て お く 。 
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に 次 元 機械 設計 用 
CAD/CAM/CAE 


PIXEL 編集 部 で は , ユー ザー が 3 
用 CAD/CAM/CAE を どの よう に 認識 し , 利用 
し て いる か (利用 し よう と し て いる か ) に つい て の ア 
ン ケ ー ト 調査 を 1988 年 11 月 か ら 同 年 の 18 月 に か け 
て 実施 し た 。 以 下 に その 結果 を 報告 し た い 。 3 次元 
CAD/CAM の 概要 と 最近 の 動向 に つい て は , この 
特集 の 別 稿 を 参照 し て いた だ きた い 。 

この 調査 を 通し て いく つか の 興味 深い 結果 が 得 ら 
Altes 
e 使い 方 と し て は デザ イン ・ シ ミュ レー ショ ン , Y 

リッ ド ・ モ デリ ング に よる CAE 解析 , ロボ ティ 

ックス な ご どの CIM 指向 が 多い 。 

e CAD/CAM/CAE に お ける デー タ 互 換 で は , 
異な る CAD/CAM/CAE シス テム 間 の 水平 的 
な デー タタ 互換 と と も に , CAD か ら CAEP 
CAM, CIM や FA な ご ど へ の 垂直 的 な デー タ 交 
換 が 不可 欠 に な っ て き て いる 。 

ed 次元 は 使い に くい と いう 認識 が 強い た めか , f$ 
いや すい ソフ トウ エア を 望む 声 が 高い 

e ソフ トウ エア と ハー ドウ エア も で きる こと な ら 既 
成品 で 問 に 合わ せ た い と いう 意識 が 強い 。 

e その 場合 の ソフ トウ エア に は シス テム の 拡張 性 と 
自由 度 の 高 さ 。 カス タマ イズ の 強化 を 望む 声 が 高 
Lis 


次 元 機械 設計 


e (CAD c CAM の 連動 は 多く の 場合 これ か ら で あ 
る が , デー タタ 交換 で は な く デ ー タ を 共有 化し た い , 
同一 の シス テム で 処理 し た いと いう 希望 が 大 きい 。 

ed 次元 シス テム の 製図 機能 が 低い の が 問題 と いう 
意見 も あっ た 。 

e AD/CAM の た め の コ ン ビ ュー タ に つい て は , 
同じ CAD/CAM ソフ トウ エア を 大 型 か ら ワ ー 
クス テー ショ ン ま で , いろ いろ な 大 き さ の コン ピ 
ュー タ で 一 様 に 使い た いと いう 声 が 高い 

es ソリッド ・ モ デリ ング に つい て は , 現在 お よび 将 
来 は 有効 で ある と いう 意見 が 8796 と いう 高 率 の 結 
果 を 得 た 。 使 いや すさ や コン ビュ ー タ ・ パ ワー の 
問題 な ご ど が 解決 され れ ば 普及 が 見 通せ る で あろ っ つ 。 

e バー ソナ ル CAD に つい て は , ワー クス テー ショ 

_ー ン 以上 の CAD シス テム と の デー タタ 互換 が キー・ 
テク ノロ ジ に な る で あろ う 。 


3 次 元 シ ステ ム が 本 格 的 に 使わ れ て いく た め に は , 
まだ 多く の 問題 が 残さ そ され て いる 。 し か し CAD/ 
CAM は 使え る と ころ か ら 使 っ て いく と いう こと が 
原則 で あろ う 。 


現在 の 3 次 元 機械 設計 用 CAD/CAM/CAE の 
適用 業務 と 今後 の 適用 予定 業務 は 何 か 


ee ロボ ティ ックス , ソリ ッ ド に よる 車体 デザ イン , 流れ 解析 
現在 は 。CAD と し て デザ イ 外 板 , 内 板 ,。 シャ ー シ , コン 
ポー ネン ト な どの 車両 設計 。 エン ジン 設計 。 Die, 工場 内 レイ ア 
ウト ,CAM と し て は プレ ス 型 , 鋳造 型 。 ク レイ モデ ル 作 製 。CAE 
と し て は 構造 解析 。 空力 クラ ッシュ な どの シミ ュ レ ーション 
作業 工程 に 利用 し て いる 。 今後 は CAD データ を も と に し た 検 
査 シ ステ ム , 機構 設計 な どの メカ ニカ ル CAD を も と に し た 
パテ ィ ッ クス 。 3 次 元 サ ー フ ィ ス CAD も し く は ソリ ッ ド CAD 
を 利用 する 車 の デザ イン ・ シ ステ ム に 範囲 を 広げ る 予定 。 特 に 
CAE と し て は , 構造 解析 , 空力 。 ク ラッ シュ , 音響 解析 な ど は 
ee a 
流れ 解析 , 車 の 外 板 関 係 の スタ ン ピ ン グ 時 の 縮み 解析 な ど が あ 
(自動 車 製造 ) 
デザ イン を 強化 

MH RH & 。 デザ イン ・ モ デル 作成 
や デザ イン ・ モ デル NC 加工 , FEM プリ ・ プ ロ セ ッ サ 。 BER 
計 に 使用 し て いる 。 今後 は デザ イ モデ ル 能 力 を 高め る 予定 
で ある 。 (自動 車 製造 

@ CAM と CAE に よる 解析 

現在 は 目 動車 用 部 品 の 設計 に 使用 。 ま た , ヘッ ドラ ンプ や リ 
メー コン ピッ テラ テンプ な と の 朋 前 。 ド アミ ラー 條 ルー ム ミ ラー 
な どの 人 後 写 鏡 の 設計 に 使用 。 今 後 は 対象 品 は 先 に あげ た 部 品 の 
設計 と CAM の 量 の 拡大 と CAE 解析 業務 へ の 展開 を 図る 。( 自 
動車 部 品 製造 ) 

@ CAM 展開 に よる 加工 の 強化 

現在 は 自動 車 部 品 の 干渉 チェ ッ ク , レイ アウ ト 検 討 , FEM モ 


ル 作 成 。 ツ ー ル ・ パ ス 検 討 業務 に 使用 し て いる 。 今後 は 設計 


検討 業務 , 型 加工 や 製品 加工 な どの CAM へ の 展開 を 図る 。 ( 自 
動車 部 品 製造 ) 
@ 設 計 者 1 人 に 1 台 を 配備 , 解析 と 意匠 設計 
現在 は 航空 機関 連 の 機械 構造 物 の 設計 , 干渉 チェ ッ ク , 構造 
解析 な ど に 利用 し て いる 。 今後 は 各 適 用 業務 別に CAE を 導入 
し パソ コン CAD に よる 製図 を 検討 中 。 将 来 的 に は 設計 者 1 人 1 
台 の パソ コン CAD と 解析 専用 意匠 設計 専用 な どの CAE を フ 
ァイル ・ サ ー バ ー を 用 いて ネッ トワ ー ク 化す る 予定 。 (航空 機 部 
品 製造 ) 
@ 航空 機 の デジ タル ・ モ ッ ク ア ッ プ , 設計 ・ 生 産 の 一 元 化し た 
デー タベース 構築 
現在 は 航空 機 機体 形状 設計 , NC 機械 加工 部 品 の 一 部 に 使用 。 
今後 は 配置 検討 図 な どの エリ ア ・ マ ネジ メ 航空 機 機体 の 


U-Graph( セ イコ ー 電 子 工業 ) 


デジ タル ・ モ ッ ク ア ッ プ , 機構 解析 。 設計 ・ 生 産 用 デー タ ベ ー 
ス の 一 元 化 の た め に 機能 拡張 を 予定 。 (造船 ・ 重 機 製造 ) 

ソリ ッ ド に よる 和 干渉 チェ ッ ク , 意匠 の 検討 

現在 は 産業 機械 設計 ・ 解 析 の 際 の FEM メッ シュ デー タ 作 成 , 
解析 結果 の 表示 に 使用 。 今 後 は 組立 て の 際 の 3 次 元 ソ リッ ド 
モデ ル に よる 干渉 チェ ッ ク ,。 3 次元 ソリ ッ ド ・ モ デル に より 重量 
慣性 モー メン ト の 求 解 , 意匠 デザ イン の 検討 へ の 展開 を 予定 。 
(産業 機械 製造 

@ CAM へ の 展開 

現在 は 向 形 状 の 製品 設計 ・ 解 析 。 機械 要素 部 品 の 強度 解析 に 
利用 し て いる 。 今後 は CAM へ の 展開 を 検討 中 。 (BE) 

@ 金 型 設計 , NC 加工 , 射出 シミ ュ レ ーション 

現在 は 射出 成形 用 プラ スチ ッ ク 金 型 の 製品 部 加工 に 3 次 元 
CAM, 射出 成形 用 プラ スチ ッ ク 金 型 の 図面 作成 に 2 次 元 CAD 
を 利用 し て いる 。 今後 は プラ スチ ッ ク 人 金 型 の 設計 , NC 加工 , 射 
出 成 彩 シミ ュ レ ーション な どの トー タル ・ シ ステ ム と し て 展開 


を 図る 。( 金 型 製造 ) 
e 機構 解析 や 動 的 な 解析 の シ レー ショ ン 
didt ト 配管 設計 , 石油 掘削 用 ジャ ケッ ト の 設計 タ 


ー ビ ン 設計 。 幕 構造 物 (体育 館 ) 設計 ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン , 
船舶 設計 , 橋梁 設計 な ど に 適用 し て いる 。 今後 は 構造 解析 用 プ 
リ / ポ スト ・ プ ロ セ ッ サ を 充実 させ , 3 次 元 モ デル の 有効 利用 を 
進め た い 。 ま た , 機構 解析 な どの 動 的 解析 を 含め た シミ ュ レ ー 
ショ ン に も 取り 組む 予定 。( プ ラン ト 製 造 ) 
@ 3 次 元 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 実用 的 に 展開 
現在 は プレ ハブ 建設 物 の 設計 用 ・ 施 工 図 の 作図 、 プレ ゼン テ 
ーション 用 の 3 次 元 グ ラフ ィ ッ クス に 利用 。 今後 は 3 次 元 の プ 
レ ゼ ン テ ー シ ョ ン が 実施 レベ ル に 載せ られ る よう に シス テム 開 
発 を 行っ て いく 予定 で ある 。 (プレ ハブ 建設 ) 


e 自由 曲面 に よる 試作 品 づ くり 

現在 は 電子 部 品 の 2.5 次 元 で の 設計 ・ 製 図 , CAM に 利用 。 今 
後 は 試作 部 品 の 削り 出し を 早期 に か つ 正 確 に 実現 する た め に , 
2 次 元 設計 用 CAD/CAM デー タ を 活用 し た 試作 NC 加工 シス 
Fh, また その 試作 を 目的 と し た 自由 曲面 な ど を も つ 3 次元 形 
状 部 品 の 設計 ・ 製 図 へ と 展開 し た い 。 (電子 部 品 製造 ) 

@ CAE 機能 の 強化 と ロボ ッ ト へ の 適用 

現在 は FEM な どの メカ ニカ ル CAE の モデ ル 作 成 に 利用 し 
て いる 。 今後 は FEM な どの メカ ニカ ル CAE の モデ ル 生 成 の 
機能 拡張 を 図る 。MOLDFLOW を 用 いた モー ルド 金 型 製作 用 
の CAE や CAD/CAM の フラ イス な ど に 利用 し た い 。 Ek, 構 
造物 の ロボ ッ ト ・ ア ー ム な どの 干渉 チェ ッ ク や 相関 確認 に も 適 
用 範囲 を 広げ て いく 。 (電気 計測 器 製 造 ) 

@ デザ イン , NC 加工 へ 展開 

現在 は 家電 製品 ・ ブ 電気 部 品 の 意匠 設計 , NC 加工 デー タ 作成 に 
使用 。 今後 は 製品 の デザ イン , WA CAD, NC 加工 デー タ の 
作成 の 機能 拡張 を 図る 。 (家電 ・ 電 気 部 品 製造 ) 


現在 使用 中 の 3 次 元 機 械 設計 用 CAD/CAM/CAE 


ソフ トウ エア の 構築 方 法 は ア 
ソフ トウ エア ・ パ ッ ケ ー ジ を 購入 35% 
ハー ドウ エア と 一 体 に な っ た ソフ トウ エア を 購入 27% 
自社 開発 26% 
社外 に 依頼 | 8% 
ハー ドウ エア ・ メ ー カ ー お よび ソフ トウ エア ・ 
パッ ケー ジ ・ メ ー カ ー な ど と の 共同 開発 4% 


現在 使用 中 の S 次 元 機械 設計 用 CAD/CAM/CAE 
シス テム を 今後 拡張 さる 場合 , ご の よう な 万 法 を 取る か P 


ソフ トウ エア ・ パ ッ ケ ー ジ を 購入 3596 
ペー ドウ エミ ア と 一 体 に な っ た ママ テト マツ エア テア を 購入 037% 
自社 開発 20% 
バー ドウ ウエ アー メ イメー カー だ お よび ソフ トド ウツ エア 

パッ ケー ジ ・ メ ー カ ー な ど と の 共同 開発 1596 
社外 に 依頼 3% 


現在 と 今後 と を 比べ て みる と , ソフ トウ エア ・ パ ッ ケ ー ジ の 
書 人 と ハー ドウ エア デア ノ / ツ プア ト ウェ エア ーー 性 と な っ な いわ ゆる ター 
ン キ ー・ シ ステ ム 購 入 が 多い こと は 変わ ら ず 。 また 自社 開発 が 
や や 減少 し 。 ハー ドウ エア お よび ソフ トウ エア ・ メ ー カ ー な ど 
と の 共同 開発 が 増え る ,。 オー ダー メー ド の ソフ トウ ェ エア 開発 
委託 は 減少 と いう 結果 に な っ て いる 。 


現在 使用 中 の 機械 設計 用 CAD/CAM/CAE シス テ 
ム 構 築 の た め に か か っ た 費用 は 7 


@ ハ ー ド ウエ ア , ソ フト ウェ エア 込み で 50 億 円 以上 (自動 車 製造 ) 
@ ハ ー ド ウエ ア , ソフ トウ ェ エア 各 10 億 円 合わ せ て 20 億 円 ( 自 
動車 製造 ) 

@ ハ ー ド ウエ ア , ソフ トウ ェ ア 込 み で 約 10 億 円 (造船 ・ 重 機 製 
造 ) 

@ ハ ー ド ウエ ア , ソフ トウ エア 込み で 8 億 4,600 万 円 (自動 車 
部 品 製造 ) 

@ ハ ー ド ウエ ア , ソフ トウ ェ エア 各 3 億 円 の 計 6 億 円 (家電 ・ 電 
気 部 品 製 造 ) 

@ ハ ー ド ウェ エア が 約 3 億 円 。 ソフ トウ エア は 約 5,000 万 円 の 計 
約 3 億 5,000 万 円 (プレ ハブ 建設 ) 

@ ハ ー ド ウエ ア が 2 億 2,.000 万 円 ,。 ソフ トウ エア が 5,000 万 円 
Oat 218 7,000 万 円 ( 製 向 ) 

ああ ハー ドウ エア 1 債 皿 以上 。 ソ ラ ト ウ エア が 56.000 万 円 以上 ( 自 
動車 部 品 製造 ) | 
る ハバード ウエア, ソフ トウ ェ エア 込み で 1 億 5,000 万 円 (航空 関 
連 製 品 ) 

の ノー ドウ エア が 9.000 万 門人 以上 。 ソ フト ウエ ア が 4.000 万 円 
以上 (電気 計測 器 製 造 ) 

@ ハ ー ド ウェ エア (EWS) と CAE ソフトウェア で 1.,000 AA. 
mA ト * ュ コジ ピュ ー ダ と ら と 25 次 宛 CAD ソフ トウ エア を 加え て 
1 億 2.000 万 円 (印刷 機械 製造 ) 

@ ハ ー ド ウエ ア 。 ソ フト ウェ エア 込み で 1.,500 万 一 2,000 万 円 ( 金 
型 製造 ) 

金額 に つい て は 各社 で 要求 仕様 や 含ま れ て いる も の (特に 人 

件 費 ) な ど が 異な り , 時 期 や 期間 も 違う た め , 目安 程度 と 考え 

て > た だ だ きた いう 。 


3 次 元 機械 設計 用 CAD/CAM CAE シス テム を 
構築 ・ 選 択 す る 際 の 注意 点 は P 


@ 他 の シス テム と の 互換 性 ) シス テム が その 分 野 に お いて メジ 

ャ ー な も の か 

① ソ フト ウエ ア ・ パ ッ ケ ー ジ を 購入 する 場合 , 現在 所 有 の 他 
シス テム と の 互換 性 。 サ ポー ト の 良し 悪し な どの ベン ダー の 信 
頼 性 , ソフ トウ エア が 要求 する 機能 を 備 を て いる か どう か , f 
い 勝 手 の 良さ , 拡張 性 に 注意 し た , ② 要 求 す る 機能 を も つ ソ フ 
トウ エア ・ パ ッ ケ ー ジ が 市 販 さ れ て いな い 場 合 , 社内 開発 を 行 
ok, ⑨③ 採 用 予定 シス テム が その 分 野 に お いて メジ ャ ー な も の 
か どう か , その シス テム の 位置 付け), シス テム を 使用 する 予定 


の 分 野 に お ける 位置 付け な ど , 例え ば 鋳 鍛造 業界 で は その シス 
テム が 広く 使わ れ て いる か どう か ,。 また カー・ デ ザイ ン 分 野 で 
は その シス テム が メジ ャ ー な も の な の か どう か と いう 点 。( 自 動 
車 製造 ) 

@ 使 いや すさ , CAD デー タ の 互換 性 

① 初 心 者 に 親しみ や すく ,。 使い や すい シス テム と いう こと , 
②3 次 元 設計 ・ 検 討 は CAD の 方 が 圧倒 的 に 速い が , 手 作 業 と 同 
寺 以 上 の 2 次 元 製図 能力 を も つと いう こと 。③⑧ CAD デー タ が 
社内 の NC シス テム , FEM シス テム で 使用 で きる も の と し た 。 
(自動 車 製造 ) 

@ 自 由 曲面 , ネ ットワーク 化 , バー ジョ ン ・ ア ッ プ 

① 機 能 上 は , 自由 曲面 の ハン ドリ ング が 容易 な こと と NC 機 
能 が 豊富 で , シス テム の 拡張 性 , ネッ トワ ー ク 化 が 容易 な こと , 
② バ パー ジョ ン ア ッ プ な どの シス テム 開発 力 が 高く 。 サ ポー ト 体 
制 が し っ か り し て いる こと 。 (自動 車 部 品 製造 ) 

@ 2 次元 CAD と の デー タ 互 換 , ソリ ッ ド へ の 拡張 

2 次 元 CAD と の デー タ 互 換 性 , ソ リッ ド 化 な ど 将 来 へ の 拡張 
性 , シス テム の 実績 , コス ト の 問題 な ど 。( 自 動車 部 品 製造 ) 
@ 将来 の 拡張 と 処理 の 高速 性 

多 機能 で 将来 , 拡張 性 が 十分 に と れる も の , 高速 処理 が 可能 
な こと に 注意 し て シス テム 構築 し た 。 (航空 関連 製品 製造 ) 

@ 業務 提携 先 と の イン タフ ェ ー ス 

海外 , お よび 国内 の 同業 他社 と の イン タフ ェ ー ス を 考慮 し た 。 


GRADE/P( 日立 造 船 情報 シス テム ) 


(造船 ・ 重 機 製造 ) 

@ ハ ー ド ウエ ア は 標準 品 , ソ フト ウエ ア は コス ト ・ パ バ パフォーマ 
ンス 

EWS 上 の CAE シス テム の 場合 , ハー ドウ エア は 標準 ひな も 
D, ソフ トウ エア は コス ト ・ パ フォ ー マ ン ス の 点 に 注意 し て 構 
築 。 ホス ト ・ コ ンピュータ 上 の 2.5 次 元 CAD シス テム の 場合 
標準 的 な シス テム と し て 一 般 的 に 広く 使用 きれ て いる も の , レ 
スポ ンス の 良さ と シス テム の 拡張 性 な ど 。 (印刷 機械 製造 ) 

@ デー タベース の 一 元 化 , カス タマ イズ , 自由 曲面 

デー タベース の 一 元 化 が で きる こと , 早期 に 基本 的 な カス タ 
マイ ズ と 標準 部 品 の 登録 処理 が 実行 で きる こと , SE の 養成 , ソ 
フト ウエ の 一 元 化 。 PRs kh, OAK FU LPS 
元 に 対応 で きる こと 。 コス ト ・ パ フォ ー マ ン ス が 高い こと , 自 
由 曲 面 が 完全 に サポ ー ト され て いる こと な ど 。 (BHR) 

@ CAM, 他社 で の 使用 実績 

CAD だ け で は な く CAM へ の 展開 が で きる こと , 同業 他社 で 
の 使用 実績 , 作図 作業 の し や すさ , 応答 性 の 良さ な ど 。( 金 型 製 
造 ) 

@ ユ ー ザ ー・ イ ンタ フェ ー ス , シス テム の 拡張 性 , トラ ブル 時 
の サポ ー ト 

シス テム の 機能 と 操作 性 。 ユー ザー・ イ ンタ フェ ー ス の 容易 
性 。 シス テム の 拡張 性 と 開発 方 針 , 価格 トラ ブル 時 の サポ ー 
ト 体制 な どの 点 。( プ ラン ト 製 造 ) 

@ バッ ケー ジ の 場合 , 拡張 性 と 自由 度 

パッ ケー ジ ・ ソ フト ウェ エア を 購入 し て シス テム の 構築 を 行っ 
た が , パッケ ー ジ ・ ソ フト ウェ エア の 人 性能 を 十分 生か し な が ら 当 
社 独自 の 要求 に 合っ た シス テム を 作り 上 げ る こと を 目指 し て 開 
発 を 行っ た 。 パ ッ ケ ー ジ ・ ソ フト ウェ エア の 選択 時 に は 第 一 に 拡 
張 性 の 高い も の , 絵 を 描く うえ で の 自由 度 の 大 き な も の を 選択 
し た 。 (プレハブ 建設 ) 

@ 他 の CAD デー タ と の 互換 性 , シス テム の 拡張 性 と 使い や すさ 
CAE, 他 の CAD と の 互換 性 な どの シス テム の 拡張 性 と 使い 
や すさ と いう 点 。 (家電 ・ 電 気 部 品 製造 ) 

e 3 次 元 の モデ ル 生 成 機能 

まず 要求 仕様 に か な う 機 能 を も つ 3 次元 モデ ル 生 成 用 ソフ ト 
ウゥ エア の 選定 を 行い 。 そし て その ソフ トウ エア の 機能 を 十分 に 
生か すこ と の で きる ハー ドウ エア の 選定 を し て シス テム を 構 
築 。 (電気 計測 器 製 造 ) 

@ カスタマイズ, 処理 速度 

業務 に 適合 させ る カス タマ イズ 機能 が 充実 し て いる か , 機能 
開発 が 容易 に 行 を る か , シ ステ ム の 基本 機能 が 充実 し て いる か , 
シス テム の レス ポン ス は 実用 的 な 速度 を も っ て いる か の 点 に 注 
意 し て シス テム の 構築 を 行っ た 。 (電子 部 品 製造 ) 


3 ATEA CAD c CAM の 連動 は P 


現在 連動 し て いる 50% 
ジス テム と し て 結合 し て いる が まだ CAM は 

動い て いな い 19% 
CAD の 機能 し か な い 13% 
CAM の 機能 が 弱く 実務 で は 使え を を うに な い 6% 
その 他 12% 


CAD c CAM の 運動 に つい て は P 


e 3 次元 サー フィ ス で は CAM と 連動 , 加工 の こと を 設計 者 が 


よく 知ら な い ? 

3 次 元 CAD の 分 野 を いく つか に 分 け て 考え て いる 。 ま ず 。 3 
次 元 ワ イヤ ー・ フ レー ム ・ モ デル CAD で は CAM と の 連動 は 考 
えて いな い 。 し か し , キネ マテ ィ ッ クス を 使用 する 場合 は ロ 
ティ ックス CAM と の 連動 が ある 。 次 に , 3 次 元 サ ー フ ィ ス ・ モ 
デル の 場合 は , CAM と 連動 する こと に より 作業 の 日 程 短縮 , コ 
スト セー ビン グ に 効果 が あり , 収 入 を 得 ら れる シス テム と な る 。 
し か し 。 Ht CAD を 使っ て いる エン ジニ ア が 加工 の こと まで 
考え て モデ リン グ し て くれ れ ば よい の だ が 。 あ まり その よ 


は し て くれ な い 。 現場 で の 加工 方 法 を エン ジニ ア が 知ら な いと 
いう こと も ある よ (自動 車 製造 
@ 精度 の 高い 共通 フォ ー マ ッ ト が 必要 

CAD と CAM の 目的 は 本 来 異 な っ た デー タ 群 を 取り 扱う 


と で ある 。 CAD は 形状 デー タ か ら な り , CAM は 加工 方 法 の ノ 
ウ ハ ウ 体 系 か ら な る 。 し か し , CAD 上 の 基本 形状 を 利用 すれ ば 
CAM 化 の ミス 防止 と 作業 工程 の 効率 化 が 図れ そう で ある の 
C, ソフ トウ エア 上 の 工夫 が あれ ば 可能 性 は 非常 に 大 きい も の 
DA. テー ザー と し て ソラ トウ ェ エア 作成 者 に 上 み た い の は , 
2 次 元 の IGES で さえ あま り 互 換 性 が な い が , 3 次 元 を 取り 扱う 
に は デー タ が 命 と な る 。 互換 精度 の 高い 共通 フォ ー マ ッ ト を 決 
定 し て 市 販 を 行っ て ほし い 。 (自動 車 部 品 製造 ) 
@ CAD と CAM の バラ ンス の と れ た シス テム が 少な い 
CAD/CAM の 双方 の バラ ンス の と れ た シス テム が 少な く 。 そ 
の どちら か が 優れ て いる シス テム の 場合 が 多く て 困る 。 ま た 。 
今後 は 生産 情報 な ども 関連 を も て る よう な シス テム が で きる こ 
を 望む 。 (家電 ・ 電 気 部 品 製造 ) 
@ 2 次 元 製図 , 3 次 元 サ ー フ ィ ス , ソ リッ ド を 1 つの シス テム で 
2 次 元 で 製図 , 3 次 元 サ ー フ ィ ス で 形状 と カッ ター・ パ ス ,。 3 
太 吉 ツジ ルッ ド で 症 林 を 行う の で 。 リ ンク な ど と いう より も] っ つ 
0 の パッケージ の 中 で すべ て の 作業 の で きる シス テム 。 RH 
べ て の ワー クス テー ショ ン で 同時 に すべ て 同じ 作業 を する 必要 


自由 形状 設計 加 エ シス テム / フ レス ダム FRESDAM( ソ ニー・ テ クト ロニ クス ) 


は な い の で , なんら か の 作業 が 効果 的 に で きる シス テム が よい 。 
( 金 型 製造 ) 
@ CAD と CAM が 同一 シス テム で 

同一 シス テム 内 で CAD と CAM が 稼働 し な く て は 。 モデ ル 
製作 , 型 設計 , NC デー タ 作 成 の 全部 門 で 連携 を と りな が ら 業 務 


効率 の 向上 を 図る こと は 難し い 。 現在 は この よう な 条件 を 満た 
し た シス テム を 作成 し , 使用 し て いる 。 (自動 車 製造 


@ CAD と CAM の 連動 は 不可 欠 

CAD/CAM が 連動 し て いな いと 効果 が で な いし , シ ステ ム を 
導入 し て も 作業 工程 な どの 仕組 み も 変わ ら な い 。( 自 動車 部 品 製 
i) 
€ CAD/CAM 一 体 化 で 顧客 の ニー ズ に 迅速 に 対応 

CAD の 作図 デー タ は CAM に お ける デー タベース だ と 考え 
て いる の で , 多 品 種 ・ 少 量 生産 に 対応 し て いく た め に は CAD/ 
CAM を 一 体 で 考え て な けれ ば 顧客 の ニー ズ に 迅速 に 対応 で き 
な いと 思う 。 (プレ ハブ 建設 ) 
e 設計 と 製作 部 門 の 連動 が 必要 

CAD と CAM は 連動 し た 方 が 望ま ほし い が , その 連動 の た め に 
は 以下 の よう な 問題 点 も ある 。① 設 計 部 門 と 製作 部 門 の 組織 を 

含め た 体制 づく り が 必要 で ある , ② 同 一 部 門 で ある か , そう で 
な い の か で CAD/CAM の 連動 が スム ー ズ に いか な い 場 合 が あ 
る , ③ 設 計 , 技術 , 製作 の 各部 門 の 連動 が 組織 的 に 必要 で ある 。 
(造船 ・ 重 機 製造 

ソリ ッ ド ・ モ デル ・ レ ベル で の 連動 は これ か ら 

CAM の 中 で 鋳造 の 型 に つい て は 実用 化 の 段階 に ある と 考え 
る 。 し か し 。 3TH UHR FEL ソリ ッ ド ・ モ デル 
変換 し て か ら 加 工 情報 を 付加 する ほど , 3 次 元 機械 設計 用 の 
CAD と CAM の 連動 が 進化 し て いる と は 思わ な い 。 (産業 機械 


製造 ) 
@ 加工 時 で は 3 次 元 デ ー タ を 使用 し て いな い 

いま だ 実用 化し て いな い 状 況 で の 感想 と し て は , 第 1 に 当社 
製品 が モー ルド 型 な どの 3 次 元 加工 の 必要 性 が 低い 。 第 2 に モ 
ー ル ド 型 も 多用 し て いる が , ほとん ど が 設計 ・ 製 造 と も 行い や 
すい よう に 直線 , A, 斜線 の 合成 に よる 単純 形状 に し て いる た 
め , 加工 時 に は 2 次 元 デ ー タ に バラ し て 使用 し て いる 。 (電気 計 
測 器 製造 ) 

e 2. 次元 デー タ て 現状 は 十分 

3 次 元 的 な 形状 は ほとん ど な い の で , 2 次 元 CAD に アプ ブリ ケ 
ーション で 有人 Z 軸 を 追加 し て 2.5 次 元 の デー タ と し て 利用 し て 
ぃ いる 。 今 の と ころ は これ で 十分 で ある 。 (印刷 機械 製造 ) 

@ CAM と 連動 し な けれ ば 投資 効果 が で な い 

CAD だ け で は 投資 効果 が 十分 で は な い の で は な いか 。 CAD/ 
CAM で トー タル と し て 効果 が で る の で は ? (t) 

€ CAD シス テム に は CAMA, CAM シス テム に は CAD が そ 

れ ぞ れ 中 途 半端 な 機能 し か な い 

CAD か ら み た CAM, CAM か ら み た CAD が 付属 的 存在 で 
HO, 利用 者 に し て みれ ば 中 途 半 端 な 機能 し か な いた め に , 結 
ECAD > CAM と いう シス テム を 構築 せ ざ る を 得 な い の が 現 
状 で ある 。 今後 は 。 CAD は CAD の 機能 を , CAM は CAM の 
機能 を と いう よう に それ ぞ れ 独立 に 熟成 させ , 各 シ ステ ム で 相 
互 の 切り 口 を 用 意 し た も の が 必要 と な っ て くる 。 すなわち, 分 
野 別 専用 化 シ ステ ム と 授受 情報 の 明確 化 が 要求 され る 部 分 で 
る 。 (航空 関連 製品 製造 ) 

@ CAM 技術 者 の ノウ ハウ を デー タ や カス タマ イズ 機能 と し て 
盛り 込め る シス テム が 必要 

CAM の ノウ ハウ は CAD 利用 者 の も つ 技 術 と 異質 の 技術 で 
あり , CAD 利用 者 が CAM 技術 を 駆使 する こと は 容易 で は な 
vo, し た が っ て , CAM 技術 者 の ノウ ハウ を デー タ や カス タマ イ 
ズ 機 能 と し て 盛り 込め る CAD/CAM 機能 が 重要 と な り , CAD 
技術 者 と CAM 技術 者 の 接点 で イ ンタ フェ ー ス の 役割 を 果たす 
こと が CAD と CAM の 連動 の 最大 の ポイ ント と な る 。 (電子 部 


品 製造 ) 


3 RTEA CAD/CAM/CAE メー カー の 
ユー ザー に 対す る サポ ー ト 体制 は ア 


あま り 良 く な い 53% 
良い 13% 
普通 13% 
悪い 7% 


その 他 14% 


サポ ー ト 体制 が よく な いと され る 理由 は '? 


e 実際 の 機械 図面 は 3 面 図 どこ ろか , 2 面 図 十 断 面 形状 で ある 。 
これ を 情報 源 に NC テー プ が 作成 で きる と ころ まで 一 元 化 
し た シス テム あ を も っ て いる ペン ゲー が いら ない 

e メー カー は 機能 アッ プ よ り も 新しい ハー ドウ エア に 移植 する 
こと に 力 を 注い で いる 

@ 個別 質問 に 対し て は 回 答 が 遅い 。 長 期 的 に みれ ば 解決 され る 
DS, 現在 の トラ ブル の 解決 が な され な い 

@ バ パー ジョ ン ア ッ プ 後 の 他 シス テム と の 互換 性 が 悪い 

@ CAD/CAM ベン ダー が ユー ザー の 仕事 を よく 知ら な いと い 
うこ と と , ユー ザー も 企業 秘密 の た め CAD/CAM ベン ダー 
に 話せ な い 内 容 が ある 

@ メー カー や ベン ダー に 技術 の 高い 技術 者 が 少な い 

@ 外 国 製 ソフ トウ エア の た だ ため か, バー ジョ ン ア ッ プ や ソフ トウ 
ェ ア の バグ に 対す る 対応 が 遅い し 明確 で は な い 

@ ソ フト ウェ エア 開発 部 署 と 機能 の 使用 部 署 が 異な る た め , 実用 
化 へ の ステ ッ プ アッ プ が 必要 で 。 すぐ に 使え な い 状 況 に な っ 
て いる 


現在 使用 中 の 3 RATARA CAD/CAM/CAE 
シス テム の 機能 に つい て の 不満 や 改善 点 は 7? 


@ 得意 な 分 野 を も っ て いる こと , EWS だ け で な く 大 型 コ ン ビ 

ュー タ で も 実行 で きる こと 

サー フィ ス 機 能 追加 む ど の ユー ザー・ デ ファ イナ ブル な 機能 
を 強化 し て ほし い 。 万 遍 な く 機 能 強 化 を 図る の も 一 つの 方 法 だ 
と 思う が 。 得意 と する 分 野 は 少な く と も きち ん と し た 機能 を 提 
供し て ほし い 。 例え を ば, CAM に お ける ポス ト ・ プ ロ セ ッ サ で サ 
ポー ト す る NC フォー マッ ト の 種類 な ど , また 2 次 元 か ら 3 次 
JU. が ーー ジョ シン アップ 時 の アッ プク グル 呈 必 ドコ ン パ ナビ リティ 
mE, 同一 ベン ダー も し く は 同一 CAD/CAM シス テム 内 で の 
デー タ 変 換 は きち ん と 行っ て ほし い 。 そ れ か ら , すべ て の 処理 
を EWS 上 で 実行 する の は よい が や は り 処 理 に 馬力 を 必要 と 
する 計算 は ,。 それ な り の 大 型 計 算 機 で 実行 で きる よう な か た ち 
に シス テム を 設計 し て ほし い 。 (自動 車 製造 ) 

@ CAE は EWS, CAD は メイ ン フ レー ム と メー カー が 異な る 

た め デ ー タ 交換 が 面倒 

CAE は EWS。CAD は メイ ン フ レー ム と いう よう に メー カ 
ー が 異な る た め , デー タ 変 換 が 面倒 で ある 。 ソ フト ウエ ア が 別々 
の メー カー の た め , 結合 する た め の ソ フト ウエ ア は 自社 開発 し 
な く て は な ら な い 。 ソ リッ ド ・ モ デラ ー の 操作 性 が 良く な く , 
FEM モデ ル を 作成 する た め に 導入 し た の だ が , 通常 の プリ ・ プ 


ロ セ ッ サ で 作成 する 方 が 楽に 思え る 。 ソ フト ウェ エア の 価格 と サ 
ポー ト 料 が 高い の に バグ が 多い 。 (印刷 機械 製造 ) 

@ データ ベー ス が 重い , 日 本 語 化 が まだ 

管 男 上 で の メニ ュー チョ イス 方 式 を 採用 し て いる こと と ,。 F 
ー タ ベー ス が 重い た め オ ペレ ーション ・ ス ピー ド が 遅い 。 日 本 
語 化 きれ て いな い 。 (自動 車 部 品 製造 ) 

@ 他 の シス テム と の デー タ 互 換 が で き な い 

他 シ ステ ム と デー タ の 互換 性 が ほとん ど な い 。 例え ば , IGES 
な どの フォ ー マ ッ ト へ の イン タフ ェ ー ス を 標準 と し て ほし い ぃ 
が , IGES だ け で は 用 を な さ な い 。 (電子 部 品 製造 ) 

@ ホ スト ・ コ ンピュータ 使用 の た め 端 末 数 の 増加 に 伴い 待ち 時 
間 が 長く な る 

ホス ト ・ コ ンピュータ で デー タベース I/O, 図形 処理 集中 演算 
を や ら せ て いる が , 端末 数 の 増加 に つれ て 待ち 時 間 が 増加 し て 
いる 。 この た め 来 期 より 高速 の で WS タイ プ の シス テム に 置き 
換え て いき た い 。 (自動 車 製造 ) 

@ 扱 える モデ ル サ イ ズ が 小さ い 

シス テム の レス ポン ス が 吉 く , 扱 える モデ ル サ イ ズ が 小さき い 。 
コス ト が 高く 。 オペ レー タ の 教育 に 時 間 が か か る 。 (造船 ・ 重 機 
製造 ) 

€ CAM が 自動 プロ の た め 効 率 が 悪い 

3 次元 CAM は 自動 プロ な の で , オペ レー タ の 個人 差 が 大 き 
く 現れ る 。 ま た , 部 品 図 を 製図 し て それ か ら NC デー タ を 作る 
の で 効率 が 悪い 。 紙 テー プ に よる 運用 な の で 手間 が か か る し , 
CPU が 16 ビッ ト な の で 処理 能力 が 悪い 。( 金 型 製造 ) 


汎用 設計 援助 シス テム UNICAD( 日 本 ユニ シス ) 


@ CAM 加工 で の 完全 な 形状 定義 が 無理 

CAM へ ヘリ ンク し た 場合 , デ ー タ 不足 が 目立ち 人 力 に よる 補 
充 が 必要 で ある 。3 次 元 と いえ ども ソリ ッ ド で は な いも の が 多 
<, CAM 加工 に お ける 完全 な る 形状 定義 が 無理 。( 自 動車 部 品 
製造 ) 

e 製図 機能 が 弱い 

3 次 元 CAD ソフ トウ エア で あり , 製図 機能 , 特に 図面 と し て 
出力 する 機能 が 弱い の で , ソフト ウェ エア 付属 の 簡易 言語 に よる 
プロ グラ ム で サポ ー ト し た い 。( 製 向 ) 

@ サ ー フ ィ ス の た め 和 干渉 チェ ッ ク , 解析 な ど が 難し い 

現在 の シス テム は サー フィ ス ま で の 機能 で 干渉 チェ ッ ク , 解 
析 な ど に 対し て 作業 量 が 多い 。 ま た , 干渉 チェ ッ ク な ど は 画面 
上 で は 判定 し に くい 。 処理 速度 が 遅い 。 (航空 関連 製品 製造 ) 
€ CAD デー タ か ら CAM デー タ を 取り 出す の に 手間 が か か る 
当社 で 使用 し て いる パッ ケー ジ ・ ソ フト ウェ エア は 。 絵 を 描く 
うえ で は いう こと は な い の だ が ,CAD の 絵 か ら CAM の デー タ 
を 取り 出す の に 非常 に 手間 が か か る 。 (プレハブ 建設 ) 

@ 自由 曲面 の 設計 ・ 加 工 が 困難 

基本 的 に 2.5 次 元 の シス テム で , 面 の 機能 を も た な い 。 し た が 
っ て , 目 由 曲面 の 設計 ・ 加 工 が 単独 で は 困難 で ある 。 (電子 部 品 
製造 ) 


現在 運用 中 の 3 次 元 機械 設計 用 CAD/CAM/CAE 
シス テム は 予定 通り の 成果 を 上 げ て いる か P 


成果 を 上 げ て いる © 50% 

成果 を 上 げ て いな い 2996 

その 他 2196 
成果 を 上 け て いしい なし) 場合 の 理由 は P 


e 一 部 の 部 門 だ け の 適用 で は 効果 が 上 が ら な い 

設計 者 が 2 次 元 的 思考 に 慣れ て いる た め , オペ レー ショ ン の 
習慣 が な い 。 特定 部 門 だ け の 適用 で は な く , 全社 的 に トー タル 
に 取り 組み ,。 適用 を 図ら ちな いと 3 次 元 シ ステ ム の 効果 は 上 が ら 
な い が 。 その た だ ため の 体制 づく りや 現状 シス テム を 変え る こと に 
対す る コン セン サス を 得る の が 非常 に 困難 で ある 。( プ ラン ト 製 
造 ) 

@ 解析 な ど が で きる 一 方 て 導入 効果 が 図り に くい 

図面 と し て 出力 する 機能 が 弱い 。 解 析 が で きる の で 質 の 良い 
設計 が で きる と 思わ れる が , 設計 時 間 の 短縮 と いう 意味 で は 効 
果 を 把握 し に くい 。( 製 向 ) 

投資 の 割 に 効果 が 把握 で き な い 。 (産業 機械 製造 ) 


e 現在 で は 要求 仕様 が 満た され て いな い 

要求 仕様 に 対応 する シス テム が 構築 きれ て いな い 。3 次 元 設 
計 手 法 , 統合 デー タベース , 高速 通信 網 な どの 整備 が 必要 で あ 
る 。 (造船 ・ 重 機 製造 ) 
@ CAM 導入 の 効果 は すぐ に で な い 


CAM は 相当 の 訓練 を 要 し , すぐ に は 効果 が で な い 。( 自 動車 。 


部 品 製造) 


3 次 元 機械 設計 用 CAD/CAM/CAE の 
ソン フト ウエ ア ・ バ パッ ケー ジ に 対す る ユー ザー の 期待 は P 


@ 操作 が 容易 て, いろ いろ な プロ セス が 高速 に 取り 扱え る 
まず オペ レー ショ ン が 容易 で モデ リン グ か ら 解 析 ま で の プロ 
セス が 速い こと 。 断面 形状 ・ 要 素 特性 な どの 属性 情報 を 容易 に 
取り 扱え を る こと 。 他 機種 と の ネッ トワ ー ク が 組め る こと な ど 。 
(航空 関連 製品 製造) 
@ 同 一 の ソフ トウ エア が いろ いろ な 階層 の コン ピュ ー タ で 使え 
る 
ュー ザー 部 門 で も も う 少 し 手軽 に 使え る よう に 操作 性 が 良 
く 。 メ イン フレ ー ム ーEWS 一 パー ツナ ルコ ンピュータ な どの よ 
う に 階層 的 に 使え を る シス テム 構成 が と られ , 処理 の 分 散 プ デー 
タベース の 集中 ・ 一 元 化 が 可能 な も の で , CAD/CAM/CAE の 
み で な く < く CAT の 機能 も 有する も の 。 (造船 ・ 重 機 製造 ) 
@ 通 常 は 2 次 元 シ ステ ム と し て 使え , 必要 な と き に 3 次 元 機能 
に 拡張 で きる 
通常 は 操作 性 の 良い 2 次 元 CAD と し て 利用 で き , 必要 な と 
き に 2 次元 か ら の 拡張 と し て 3 次 元 モ デル を 作成 で き て , な お 
か つ ソ リッ ド ・ モ デラ ー と し て FEM/CAM へ の 展開 が で きる 
も の 。 慣性 モー メン ト , 重心 位置 , 接続 の 判定 な どの 解析 機能 
の ある も の 。 最終 的 に は プロ ダク ト ・ モ デル を 扱う た め の 十 分 
な 機能 を も つ ソ フト ウエ ア を 望む 。 (印刷 機械 製造 ) 
@ 他 の CAD/CAM シス テム と の デー タ 互 換 性 と 単 一 の アー キ 
テク チャ 
他 の CAD/CAM シス テム と の デー タ の 互換 性 を も ち , 操作 
も デー タ も 単 一 アー キテ クチ ャ を も つ ソ フト ウエ ア で , 生産 情 
報 な どの DP 部 門 と の デー タ 互 換 が 図れ ,。 な お か つ バ ー ジ ョ ン 
アッ プ 時 の カス タマ イズ の 簡単 な も の を 希望 する 。( 電 子 部 品 製 
造 ) 
@ ユ ー ザ ー が カス タマ イズ を 簡単 に で きる 
マル チ ベ ン ダー 対応 で , ユ ー ザ ー 側 の カス タマ イズ が 容易 で , 
シス テム の 発展 性 将来 性 が 有望 な ソフ トウ エア を 希望 する 。 
(電気 計測 器 製 造 ) 
e 2 次 元 製 図 も ソリ ッ ド ・ モ デル の 作成 も で きる 


操作 性 の 良い ソフ トウ エア で 設計 か ら 加 工 ま で 行え , 強力 な 
2 次 元 作図 機能 と サー フィ ス 機 能 を も ち , ソ リッド ・ モ デル に 対 
応 し て いる ソフ トウ エア を 望む 。 ( 金 型 製造 ) 
@ コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス と の 連動 

ソリ ッ ド ・ モ デル が 容易 に 扱え , CG と CAD/CAM と の 連動 
が 容易 に な る デー タベース を も つ ソ フト ウェ エア を 期待 する 。( 目 
動車 部 品 製造 ) 
@ イ ン テ リ ジェ ント 機能 で ユー ザー の 人 負担 軽減 

人 工 知能 型 CAD/CAM/CAE の よう な 利用 者 の 負担 を 減ら 
す も の が よい 。 (造船 ・ 重 機 製造 ) 
@ 日 本 語 と 3 次 元 デ ー タ の 規格 化 

日 本 語 規格 と 3 次 元 デ ー タ の 規格 の 統一 が きち ん と 図ら れ た 
ソフ トウ ェ エア を 希望 する 。( 自 動車 部 品 製造 ) 
@ 3 次 元 ソ リッ ド ・ モ デル の 作成 

2 面 図 十 断 面 情報 か ら 3 次 元 ソ リッ ド ・ モ デル を 作成 で きる 
ソフ トウ エア を 望む 。 (産業 機械 製造 ) 
e 2 次元 情報 か ら 簡 単に 3 次 元 モデ ル が で きる 

2 次 元 で 描か れ た 図面 を 3 次 元 で 手軽 に 描く こと が で き , ま 
た CAM デー タ に 手軽 に 落と すこ と が で きる ソフ トウ エア が 欲 
Liis (プレ ハブ 建設 業 ) 


ユー ザー が 期待 する 3 次 元 機械 設計 用 
CAD/CAM/CAE シス テム の 形態 は P 


ワー クス テー ショ ン に よる パー ソナ ル な シス テム 48% 


スー パー・ ミ ニコ ン に よる 小型 シス テム 1996 
パー ソナ ルコ ンピュータ に よる 低 価 格 な シス テム 14% 
大 型 コ ンピュータ に よる 大 規模 シス テム 9% 
€ 0 fth 10% 


3 次 元 機械 設計 用 AD/CAM/CAE シス テム に 

ユー ザー が 今後 求め る ハー ドウ エア 

@ 低 価格 で 高速 の 3 次 元 グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ 。 低 価格 
で LINPACK 値 2 MFLOPS 以上 の 倍 精度 浮動 小数 点 演算 能 
力 を も つ ワ ー ク ステ ーション 。 低 価 格 で 大 型 コ ンピュータ と 
同等 の 速度 の デー タベース I/O 能力 を も つ ワ ー ク ステ ー シ 
ョ ン (自動 車 製 造 ) 

@ コ ンピュータ ・ パ ワー が 良く て 信頼 性 が 高く シス テム 構成 が 
柔軟 で あり , 高 解像度 の CRT で 3 次 元 対応 可能 な も の 。 例 え 
ば , YHP 社 の HP 370 SRX ( 金 型 製 造 ) 

@ 解析 &CG で レス ポン ス の 速い も の , CRAY 並み の 処理 速度 
を も つ ワ ー ク ステ ーション (自動 車 部 品 製造 ) 


MELCAD-MD シス テム (三菱 電機 ) 


@ 2.000 万 円 程度 で シミ ュ レ ーション が リア ル タ イ ム で 可能 な 
ミニ ・ ス ー パ ー コ ンピュータ と ,。 複数 の ユー ザー が 同時 に 操 
作 で きる 環境 を 小型 シス テム で 可能 と する ハー ドウ ェ ア GE 
業 機械 製造 ) 

@ UNIX も MS-DOS も 走る EWS で 低 価格 な も の (印刷 機械 
製造 ) 

@ 異 機種 の ハー ドウ エア を 簡単 に つなぐ こと が で き , 管理 が 非 
常に 簡単 で し か も 計算 速度 の 速い ハー ドウ エア (プレ ハブ 建 
設 ) 

移 ホ スト * コ ン ピ ュ ー ダ 並み か ぞ れ 以上 の 能力 と カス タマ イズ 
機能 を も ち , Ethernet な ど に よっ て ネッ トワ ー ク 化 で きる 
EWS (電子 部 品 製造 ) 

e 低 価 格 で 高速 処理 の 可能 な 高 解像度 ディ スプ レイ (家電 ・ 電 
気 部 品 製造 ) 

@ ワ ー ク ステ ーション の レス ポン ス ・ タ イム の 速い も の 。 高速 
で 安価 な 通信 が 可能 な シス テム (造船 ・ 重 機 製造 ) 

@ マル チタ スク は 当たり 前 。 低 コス ト で 通信 機能 の スピ ー ド ア 
ッ プ を 図っ た ハー ドウ ェ エア (自動 車 部 品 製造 ) 


ソン リッ ソ ド に ・ モ デル に つ し て は っ 
現在 の 業務 に は 有効 で は な い が , 将来 的 に 有効 47% 


現在 の 業務 内 容 に 対し て 有効 4096 
現在 , 将来 と も 効果 的 で は な い 076 


その 他 1376 


S 次 元 機械 設計 用 CAE に つい て は 7 


現在 の 業務 内 容 に 対し て 有効 6726 
現在 の 業務 に は 有効 で は な い が , 将来 的 に 有効 26% 
現在 。 将来 と も 効果 的 で は な い 076 
その 他 7% 


S 次 元 機械 設計 用 AE の 導入 に つい て は P 


すでに 導入 済み 53% 
導入 を 具体 的 に 進め て いる 27% 
導入 を 前 提 に 調査 ・ 勉 強 中 で ある 1505 
導入 の 予定 は な い 796 


S 次 元 機械 設計 用 CAE の 適用 事例 と し て は P 


emmtBbt 277, た わ み 歪み ・ 変 形 シ と ミュ レー ショ ン , 
共振 ・ 固 有 値 の 振動 解析 。 形状 を 小さ く 抑 える た め の 重 量 の 
削減 と 材料 費 削 減 の た め の 強 度 シ ミュ レー ショ ン (家電 ・ 電 
気 部 品 製造 ) 

e ri FEM を 使用 し た 解析 が 有効 で , 工数 の か か る モデ ル 作 
成 を CAD で 行っ て いる 。CAE の 適用 部 品 と し て は ピス ト 
v, コン ロッ ド ,。 クラ ンク シャ フト や 二輪 車体 の 大 物 部 品 が 
ある (自動 車 製造 ) 

@ 光学 設計 シミ ュ レ ーション 。 オン マウ ント の 振動 解析 樹脂 
流動 解析 (自動 車 部 品 製造 ) 

e 航空 機 の 脚 お よび 扉 の 機構 解析 , 航空 機 諸 元 検討 プロ グラ ム , 
数 値 風洞 ・ 構 造 解析 に 使用 (造船 ・ 重 機 製造 ) 

@ 射出 成形 の シミ ュ レ ーション , 金 型 内 の 冷却 回 路 の 検討 。 射 
出 圧 に よる 人 金 型 の 変形 シミ ュ レ ーション ( 金 型 製造 ) 

@ レ イア ウト 検討 。 組立 性 ・ 加 工 性 検討 実 モ デル に よる 設計 
評価 , FEM モデ ル 作 成 (自動 車 部 品 製造 ) 

e FEM の プリ / ポ スト 処理 (産業 機械 製造 ) 

@ 構造 解析 , 空力 シミ ュ レ ーション 。 クラ ッシュ 時 の シミ ュ レ 
ーション , FBR, メカ ニカ ル ・ ア ナリ シス (自動 車 製造 ) 

e 計測 機 セ ン サ ー 類 や 制御 機器 ノ 筐 体 類 を 対象 と し た 構造 解 
Pr, 振動 解析 , 電磁 場 解析 。 流体 解析 (電気 計測 器 製造 ) 

@ ジ ャ ケッ ト の 3 次 元 モ デル か ら 自 社 開発 プリ ・ プ ロ セ ッ サ を 
介し て 構造 解析 ソル バー と リン ク し て いる (プラ ント 製造 ) 
@ FEM, Eù, 慣性 モー メン ト (GD?) の 解析 。 製 図 は 2.5 次 

元 の 別 CAD シス テム で 行っ て いる (印刷 機械 製造 ) 
@ ユー ザー 言語 に よる 半自動 設計 シス テム の 構築 (パラ メー タ 


設計 ) 


@ イ メー ジ デ ー タ ーー フォ ト デ ー タ ・ シ ステ ム 構 築 。2.5 次 元 NC 
シス テム 開発 (フラ イス ) 

e ユーザー CAD と の 図面 交換 。 簡易 デジ タル ・ パ ター ン 設 計 機 
能 開発 (電子 部 品 製造 ) 


バ ソ コン を 中 心 こし た 次 元 機械 設計 用 
バー ソナ ルビ AD/ ビ AM シス テム に つい て は T 


ハー ド , ソフ ト と も に 現在 の 業務 で は 使え な い 2696 
価格 の 割 に 良く で き て いる が 業務 で は 使え な い 26% 
ソフ ト は 良い が ハー ド が 貧弱 16% 
ハー ド は 良い が ソフ ト が 人 非 充 実 11% 


ハー ド , ソフ ト と も に 十分 に 現在 の 業務 で 使え る 6% 
ハー ド , ソフ ト の 機能 は 良い が サポ ー ト の 問題 が 心配 5% 
よく 知ら な い 096 
その 他 5% 


バ ソ コン を 中 心 こし た 3 次 元 機械 設計 用 
CAD/CAM シス テム の も つ 商 題 点 

@ 上 位 シ ステ ム と の 互換 性 

今後 の 増設 に 対し て 安価 な パソ コン ・ ベ ー ス の ソフ トウ エア 
(製図 機能 の み ) を 検討 し た い が , ソフ トウ エア が 異な る と デー 
タベース の 変換 が うま くい か な いよ う で ある 。IGES に つい て 
も 図面 形状 の み の 互 換 レ ベル だ と の 話 も ある 。 上位 シ ステ ム と 
互換 性 の ある パソ コン ・ レ ベル で の 安価 な CAD ソフ トウ エア 
が 望ま れる 。( 製 向 ) 

@ 処理 速度 が 遅い 

現在 の パソ コン ・ ベ ー ス の CAD は か な り レ ベル が 上 が っ て 
きた と 思う が ,。 EWS な ど と 比較 する と 処理 速度 と いう 点 で 問 
題 が ある 。 3 次 元 設計 を 行う 場合 , 機能 . オペ レー ショ ン の 面 で 
まだ まだ 制約 が 多い 。 た だ し , 価格 面 まで 考慮 する と この 点 に 
お いて は 勝っ て いる と 思う 。 (航空 関連 製品 製造 ) 

@ ソ フト ウエ ア と デー タ の メイ ン テ ナ ンス , 大 型 CAD と の デ 
ー タ 互換 . パー ソナ ルコ ンピュータ の 信頼 性 

ソフ トウ エア や デー タ が 分 散 す る た め の メ イン テ ナ ン ス ・ 管 理 
上 の 問題 と , 小 メ ー カ ー が 多い た め 特 に 大 型 CAD な どの 他 シ 
ステ ム と の デー タダ の 記 欄 が な いこ と 。 そし て パー ソナ ルコ ゴン ピ 
ュー タ や ハー ドウ エア の 信頼 性 が 低い こと が あげ られ る 。( 電 気 
計測 器 製 造 ) 

@ 扱 える デー タ 量 が 少な い 

デー タ 量 の 少な い 小 物 部 品 の 設計 に は 有効 だ が , デー タ 量 の 
多い 図面 (A 2 サイ ズ 以 上 ) で は 処理 能力 不足 の た め , 自動 車 製 


造 の 分 野 で は 手 作 業 以上 の 能率 を 上 げ る こと は 難し いと 思わ れ 
る 。 (自動 車 製造 ) 

@ デー タ の 精度 , ネッ トワ ー ク 

基本 的 に は よく で き て いる が 。 突っ 込ん で 使う と デー タ の 精 
E, 図形 お よび 寸法 線 の 編集 。 パラ メト リッ ク 図 形 自動 トリ ミ 
ング , ハッ チン グ ,。 AÁILBUROBHEBR, JAF Ca; 
ネッ トワ ー ク な どの 制約 が ある 。( 金 型 製 造 ) 

@ NC 機能 , CAD > CAM > CAE へ の 展開 

NC 処理 時 の コン ピュ ー タ ・ パ ワー, OS の 違い に よる デー タ 
の ポー タビ リティ , デー タ の 集中 管理 , 例え ば CAD > CAM > 
CAE の よう な デー タ の 応用 , 以上 の 4 点 の 問題 が ある 。( 自 動車 
製造 ) 

@ モ デリ ング 機能 。 コン ピュ ー タ 処理 能力 

モデ ラー の 機能 不足 , メイ ン フ レー ム CAD/CAM と の デー 
タベース の 一 元 化 の 問題 , CPU 処理 能力 の 不足 , 操作 性 の 問題 
が ある 。( プ ラン ト 製 造 ) 

@ ソ フト ウエ ア の 拡張 性 

一 般 的 な CAD シス テム と の デー タ の 互換 性 。 ハ ー ド ウェ エア 
の 性 能 。 ソ フト ウエ ア の 拡張 性 な どの 問題 が ある 。 (印刷 機械 製 
造 ) 

@ 周辺 機器 

CPU パワ ー は 良い レベ ル に 達し て いる が , 周辺 機器 が まだ ま 
だ 弱い 。 (プレ ハブ 建設 ) 

@ 複雑 な 形状 の モデ リン グ 

単純 な 機械 部 品 を 扱う の が 限界 で , 複雑 な 構成 品 が 表現 で き 
な い 。 (産業 機械 製造 ) 


現状 の 次 元 機械 設計 用 CAD/CAM/CAE 
シス テム の 問題 点 は 7 


€ CAD > CAM, CAD CAE の 流れ に お ける デー タ の 授受 
CAD > CAM, CAD > CAE の 流れ を 考え た 場合 , デー タ の 
授受 に 問題 が ある 。 例え ば , CAE に お ける プリ お よび ポス ト ・ 
プロ セッ サ に デー タ を 渡 そ うと し た 場合 , 中 間 フ ォ ー マ ッ ト が 
それ ぞ れ 異な っ て いる 。CAE を 考え た 場合 1 つの プリ / ポ ス 
ト ・ プ ロ セ ッ サ で NASTRAN や MARK, ABACUS や SAP 
な どの すべ て は 取扱 い が で きず ,。 それ ぞ れ の ソル バー ご と に 適 
レ し た プリ / ポ スト ・ プ ロ セ ッ サ が 必要 で ある 。CAM を 考え た 場 
合 は , 実際 の われ われ の 仕事 の 手順 に 合う よう に 設計 され て い 
な い 。 3 次 元 CAD は まだ まだ 2 次 元 CAD と 比較 する と 安定 せ 
ず に エラ ー が 多い 。 メ ー カ ー は 営業 の 人 員 を 強化 する の と 同様 
に SE も 強化 し て ほし い 。 中 に は 図面 の 読め な い SE も いる 。 ユ 
ー ザ ー が 独自 の 機能 追加 を 行う 場合 が ある が , この 場合 FOR- 


TRAN で コー ディ ング する CAD/CAM シス テム が まだ ある 。 
全部 の FORTRAN を な くせ と は いわ な い が , 少な く と も 
CAD/CAM の コマ ンド を その まま 使え る よう な 機能 に し て ほ 
し い 。 (自動 車 製造 ) 

@ ソ リッ ド と サー フィ ス 間 の デー タ の 互換 性 , モデ ラー と ソル 
バー の 間 の イン タフ ェ ー ス の 標準 化 

ソリ ッ ド と サー フィ ス の 考え 方 が 異な り デ ー タ の 互換 性 が な 
く 。 ほとん どの シス テム が 独自 の デー タ 構 造 を も つた め に , A 
機種 病 で デー タ の や り 取 り を する と モデ ル の 精度 が 落ち る 。 ま 
た , 用 語 も 統一 され て いな いた め シ ステ ム が 異な る と 操作 し づ 
らい 。B-Spline。 NVI, クー ンズ な どの 面 の 考え ぇ 方 を 統一 ま 
た は 整理 し , ソリ ッ ド と サー フィ ス の デー タ の 共有 化 を 図り , 
モデ ラー と ソル バー の 間 の 標準 イン タフ ェ ー ス の 整備 が 期待 さ 
れる 。 CAT や ロボ ティ ックス , キネ マテ ィ ッ クス な ど へ の シミ 
ュ レ ーション 分 野 の 拡張 が 必要 。 また , 3 次 元 測定 機器 か ら の デ 
ー タ を モデ リン グ に 利用 で きる よう な 入力 シス テム の 開発 が 必 
要 で ある 。 (家電 ・ 電 気 部 品 製造 ) 

@ 3 次元 で な 〈 25 次 元 CAD で も か な り の こと が で きる 

2 次 元 CAD に 比べ て 3 次 元 CAD は 操作 性 が 良く な く , スピ 
ー ド が 遅い 。 3 次 元 で 設計 し た と し て も 加工 側が その デー タ を 
利用 で き な け れ ば 何 の 意味 も な い , 結局 2 次 元 図面 に し な く て 
は な らら な いらい の で 一 覧 シス テム に し な けれ ば メリ ッ ト は で な い 。 
当社 で も CAE で FEM モデ ル 用 ソリ ッ ド ・ モ デラ ー を 導入 し 
た が , 操作 性 が あま り 良 く な い 。 も っ と や さ し く 取り 扱え る よ 
うに な ら な けれ ば 2 次元 の CAD の よう に 使え な い 。 2.5 次 元 を 
3 次元 CAD と よぶ の で あれ ば その CAD は 当社 で も 使用 し て 
いる が , 2 次元 じ CAD と し て し が 利用 し て いな り い 。 LAL, 二分 
な アデ リタ ーション が あれ ん ば 29 hs CAD で も か な り の と と 
が で きる と 思う 。CAM な ど で は 25 次 元 を 3 次 元 に 立ち 上 げ て 
自由 曲面 な ど が 生成 で きる も の も ある よう な の で ,。 CAMEL 
て は こち ら の 方 が ソリ ッ ド ・ モ デラ ー を 使用 する より よい よう 
に 思わ れる 。 (印刷 機械 製造) | 

@ 3 次元 CAD の 2 炊 元 作図 機能 , 2 次 元 と 3 次 元 で メー カー や 
ハー ドウ エア が 別々 

CAD/CAM で DNC 加工 する に し て も 組立 て , 修正 , 改造 , 
打合せ は すべ て 人 手 に よる も の な の で , 質 の 高い 2 次 元 の 図面 
へ の 要求 は 高い 。 現 状 の CAD は 2 次 元 用 と 3 次 元 用 と で 開発 
が 別々 の 場合 が 多く , それ ぞ れ に 一 番 良 いも の を 選ぶ と ソフ ト 
ウエ ア お よび メー カー が 別々 で 。 そ の うえ ハー ドウ エア まで 
別々 に な る 場合 が 多い 。 同 じ 人 間 が 作業 内 容 に よっ て これ ら を 
使い 分 ける の で は 効率 が 良い と は いえ な い 。 多 く の 3 MIL CAD 
の 2 次 元 作図 機能 は あま り 進 歩 し て いな いよ うに 思う 。 ま た , 
操作 性 が 悪い も の も 多い 。 すべ て の CAD に いえ る こと は , 表示 


画面 が 小さ きさく, 大 き な 図 面 を 原寸 で 全体 が 見 られ な い 。 37 イン 
チ の CRT を 使う わけ に も いか な い の で , CRT を 2 台 サ ポー ト 
する か スク ロー ル 機 能 を つけ て ほし い 。 ( 金 型 製造 ) 

e 操作 の 複雑 さ , レス ポン ス の 悪さ , デー タベース の ボリ ュー ム 
2 次元 っ 3 次 元 時 の オペ レー ショ ン の 難解 き と 作 業 負 荷 の 増 
K, 2 次 元 に 比べ た と き の レ スポ ンス の 劣化 , デー タベース の ボ 
リュ ー ム , 他 シ ステ ム と の デー タ 交 換 の 問題 を 改善 する 必要 が 
ある 。 (電子 部 品 製造 ) 

@ 入力 の 難し さ 

3 次元 の 入力 後 の 多 用 性 と 有効 性 は 理解 し て いる つも り だ 
DB, 入力 が いか に も 難し そう に みえ る 。 こ れ ま で の 手書き 製図 
技法 が 身 に つい た 設計 者 に は 現状 の 入力 方 法 は いずれ も 違和感 
が あり , 簡単 で は な いと いう 偏見 が 全般 的 に あり そう だ 。 (電気 
計測 器 製 造 ) 

@ マ ン ・ マ シン ・ イ ンタ フェ ー ス の 向上 

当社 で は 建築 図面 を 描く た め 対 話 式 で タブ レッ ト 入 力 を し て 
いる が 。 や は り タ ブレ ッ ト は 鉛筆 の 代用 品 で し か な く , せっ か 
< 高い CAD を 導入 し て いる の だ か ら も っ と 高 機能 の 入力 方 法 
が な いか と 常に 考え て いる 。 そ の よう な 意味 か ら CPU パワ ー 
が 大 きく な る に つれ て マン ・ マ シン ・ イ ンタ フェ ー ス の 向上 が 
問題 と な っ て くる と 思わ れる 。 (プレハブ 建設 ) 

€ CAM 関連 ソフ トウ エア の 不備 

検 図 業 務 の 際 , 相関 が 理解 し に くい 。 本格 ソフ トウ エア は 高 
額 過 ぎる 。CAM 関連 ツ ソフ トウ エア の 不備 が 多く , 80% 以 上 は 自 
社内 で ソフ トウ エア 開発 が 必要 。( 自 動車 部 品 製造 ) 


InterAct—32C シリ ー ズ と 300 シリ ー ズ に 用 意 さ れ た 
デュ アル ・ ス クリ ー ン ・ ワ ー ク ステ ーション (武藤 工業 ) 
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パソ コ ゴン 画像 処理 
編 ノ テレ ビジ ョ ン 学 会 
著 ノ 花木 真一 , 岩下 正雄 , 寺嶋 廣 克 
発行 所 ノ 昭 晃 党 
T 03(269)3449 
初版 発行 日 昭和 63 年 9 月 20 日 
定価 /2,700 円 
判 型 ノ A5 判 
ペー ジ 数 212 ペー ジ 


ここ 数 年 の ハー ドウ エア の 発展 に 伴 
pu アゲ ャ ー ソ ナル コン ピュー アゲ ア も 8 ピット 
が から .16 ば ぁみ ト 。 最近 で は ビッ トド まで 
多く の 機種 が 発表 きれ て いる 。 パ ー ソ ナ 
ルコ ンピュータ が 発表 きれ る 以前 は 一 部 
の 専門 家 だ け の も の で あっ た コン ピュ ー 
タ も 一 般 に 広く 利用 きれ る よう に な り , 
従来 は 非常 に 大 量 の メモ リ を 必要 と し た 


CAE 新 製 品 開発 ・ 設 計 文 援 
編著 の 相澤 龍彦 , 前 川 佳 徳 
発行 所 共立 出版 
7? 03(947)2511 
初版 発行 日 昭和 63 年 6 月 10 日 
. 定価 /2,800 円 
判 型 ノ A5 判 
ペー ジ 数 226 ペー ジ 


CAD/CAM が 産業 界 に 普及 し て きた 
SA, 試作 品 を 数 多く 作ら な く と も コン 
ピュ ー タ 上 で 設計 物 を 構築 し 。 シミ ュ レ 
ーション な どの テス ト を 行う CAE に 注 
目 が 集まっ て いる 。 試作 品 の 製作 工数 を 
短縮 で きる CAE に は , 開発 期間 の 短縮 


画像 処理 の 分 野 に お いて も パソ コン 画像 
処理 と いう 一 分 野 が 確立 され つつ ある 。 
本 書 は 。 テ レビ ジョ ン 学 会 誌 に 講座 「 パ 
ソコ ン に よる 画像 処理 」 と し て 連載 し た 
も の を ベー ス に まとめ 直し た も の で あ 
Ss 

本 書 の ね らい と し て 。 パ ー ソ ナル コン 
ピュ ー タ 程度 で 手軽 に 画像 処理 を 行い た 
いと いう 読者 の 手引 き と な る よう な 情報 
の 提供 デジ タル 画像 処理 の 手法 を 理解 
する た め の 入 門 向 け で し か も 背景 と し て 
パソ コン 環境 を 強く 意識 する よう な 情報 
の 提供 を 中 心 に , パソ コン 画像 処理 の 実 
現 形 態 と 特色 , 効果 , 現状 , 今後 の 発展 
に 関心 を も つ 読 者 に 対し て 情報 の 提供 を 
ELTEL DONT OJo 

企業 の 研究 所 に 属し , 画像 処理 , パタ 


VE 


化 お よび 高 精度 化 が 要求 され る , 現在 の 
激烈 な 開発 競争 に 打ち 勝つ た め の 期 待 が 
か けら れ て いる の で ある 。 

同書 の 置 頭 に も ある よう に ,CAE は こ 
の よう に 実用 問題 に 汎用 的 に こたえ 得る 
技術 と し て 展開 され , 特に 作 今 の 高 機 
能 ・ 高 品質 を 要求 され る 新 製品 開発 お よ 
び 設 計 に あたっ て は 。 欠か すこ と の で き 
な い コ ンピュータ ・ ツ ー ル で ある と の 認 
識 を も た れ て き て いる 。 そ の 観点 か ら 本 
書 は , CAE と いう 有用 な コン ピュ ー タ ・ 
ツー ル を 多く の 方 々 が 実務 的 に 役立つ も 
の と し て 学ぶ こと を 留意 し て , 実践 的 活 
用 事例 に 重点 を お いて 解説 を 行っ て い 


ー ン 認識 , 画像 処理 プロ セッ サ 。 マン ・ 
マシ ン ・ イ ンタ フェ ー ス な どの 最新 の 実 
務 的 な 研究 を 重ね て いる 著者 ら の 豊富 な 
経験 が , 実例 と し て 多数 掲載 され て いる 。 
研究 所 で の 最新 事例 を 中 心 に , 大 学 や 他 
の 研究 機関 か ら 学会 で 発表 きれ た テー マ 
まで 幅広 く 取 り 上 げ て いる 。 

これ か ら 画 像 処理 に 取り 組 も うと 考え 
て いる 方 に と っ て 画像 処理 の 入門 書 と し 
て 最適 で ある 。 

本 書 は 9 章 か ら な り , 各 章 は 次 の 通り 。 
⑨ 緒 論 つ ディ ジタル 画像 処理 の パソ コン 
の 発展 と 画像 処理 〇 画像 処理 シス テム 〇 
画像 処理 の 基本 手法 の ソフト ウェ ア と イ 
ンタ フェ ー ス ⑨ コ ンピュータ グラ フィ ッ 
クス 動画 像 と ビデ オォ 処理 〇 画像 処理 応 
用 事例 


る 。 執筆 者 も , 各 分 野 に お いて 意欲 的 に 
CAE 技術 を 展開 し て きた 著名 な 先進 的 
CAE の 実践 担当 者 が 中 心 で ある 。 

CAE 技術 を 実務 的 観点 か ら ま と め る 
と と も に , CAE を 構成 する 個別 技術 に つ 
ぃ いて も 基礎 的 事項 の 要約 と 体系 化 を 図 
り , 初心 者 で も 基礎 的 事項 か ら 全 体 の 把 
握 ま で 十分 理解 で きる よう に 解説 され て 
ky ゐる 。 

本 書 は 6 章 か ら な り , 各 章 は 次 の 通り 。 
© CAE 入門 〇 CAE の 個別 技術 〇 個別 
技術 者 の 適用 例 ① 実 践 的 活用 事例 ⑥ 
CAE 技術 の 動向 〇 高度 CAE 技術 一 非 
線形 問題 一 
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特集 JUNI 


CAD/CAM を 効果 的 に 利用 する た め の 重 要 な ポイ ント の 一 つ 
と し て , 汎用 的 に つく られ て いる CAD/CAM シス テム を 実際 に 


使用 する ユー ザー の 仕様 に 


きめ 細か く 対 応 す る カス タム 化 (カス タ 


マイ ゼー ショ ン ) が あげ られ る 。 
例え ば , 建築 と か 機械 設計 と 一 口 に いっ て も , 使用 する 企業 に よ 
っ て 使い 方 が まち まち で ある 。 PIXEL 編集 部 が 行っ た いろ いろ な 
CAD/CAM ユー ザー 調査 に お いて も , 今後 CAD/CAM ソフ ト 
ウエ ア を 自社 開発 する と いう 傾向 は 大 幅 に 少な く な っ て き て いる 。 
ご され ま で は 自重 の カス タム ・ ソ フト ウエ アル を つく うき て ざた が ご れ 


か ら は 良質 な バッ ケー 


ジ ・ ソ フト ウエ ア が あれ ば それ を 使い た いこ 


いう の が 平均 的 な 意見 で ある 。 
LAL, CAD/CAM パッ ケー ジ を つく り , 定期 的 に メイ ン テ ナ 
ンス し て いく た め , 平均 的 な 要求 仕様 に 応じ て ソフ トウ エア を 設計 
し な けれ ば いけ な い 。 各 企業 の 設計 行為 を 市 販 さ れ て いる CAD/ 
CAM に 合わ せる こと は 困難 で ある か ら , いか に 簡単 に カス タム 化 
で きる よう に CAD/CAM ソフ トウ エア が 柔軟 に つく られ て いる 
か が ボイン ト に な る 。 


0 ちな プレ キシ ビリ ティ に 志ん だ バッ ケージ ・ ソ フト ウエ ア 
の 構築 と いう の は , な に も CAD/CAM に 限定 され た こと で は な 
€. どの よう な アフ リケーション シィ ソフ トド ウエ ア に も 可 用 さ れる ご 
と で ある 。 CAD/CAM 分 野 で は , この カス タム 化 が 他 の アプ リ ケ 
ーション 以上 に CAD/CAM シス テム 運用 の 大 き な 鍵 に な っ て い 
る こと は 事実 で ある 。 


これ まで の よう に CAD と は いい な が ら も 製図 機能 の 領域 を 出 な 
か っ た 時 代 か ら , 設計 行為 また は 製図 の 周辺 に まで 食い 込ん で くる 
AA ane CR 極端 に い 


Ald, 標準 的 に 提供 され て いる バッ ケー 
不 十分 と まで いえ る か も し れ な い 。 


"ソラ フト ドウ ワウ エア だ け で は 


CAD/CAM ソフ トウ エア の カタ ログ の 「 この ソフ トウ エア は カ 
スタ ム 化 が 容易 で す 。 カ スタ ム 化 の 機能 が 充実 し て いま す 」 と いう 
キャ ッ チ フレ ー ズ は , お お い に 歓 迎 し た いも の で ある 。 


AD/CAM 


RADU AIA] C 
ユー ザー に お ける 


Auto CAD OHIEHEIE 
ーー オー プン ・ ア ー キ テク チャ 


オォ オートデスク 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
AutoCAD は 現在 , 全 世 界 で 12 万 セッ ト を 超え , 建築 ・ 機 械 ・ 
金 型 ・ 電 気 な ど あ ら め ゆる 分 野 で 利用 きれ て いる 。 こ こま で 
AutoCAD が 設計 分 野 に 進出 し た の は , 汎用 CAD と し て の 豊 
富 な 作図 ・ 編 集 機能 の 他 に , ユー ザー が 用 途 に 合わ せ て 独自 の 
シス テム を 構築 する た め の カ スタ マイ ズ 機 能 も また 豊富 に 用 意 
され て いる だ めで ある 。 そ の 一 つと し て AutoLisp が ある 。 
AutoLisp は CommonLISP に 最も 近い LISP 言語 で , AutoCAD 
と の イン タフ ェ ー ス を と る た め に , 図形 情報 を 取り 扱う た め の 
さま ざま な 命令 を も っ て いる 。 AutoLisp で プロ グラ ム を 作成 
する こと に より ,。 ユー ザー 独自 の コマ ンド を AutoCAD に 追加 
する こと が 可能 と な る 。 ま た , AutoCAD の 一 連 の コマ ンド を テ 
キス ト ・ フ ァイル に 書い て お き , 書き 込ま れ た コマ ンド を すべ 
て バッ チ 処 理 き せる こと が で きる 。 こ れ に より , 用 紙 サ イズ の 
設定 な ど 作 図 す る うえ で 必要 な 一 連 の 環境 設定 を すべ て マク ロ 
453 50523 0235,75, どの よう な 分 野 で も よく 便 用 する 
図形 (シン ボル ) が ある が , AutoCAD は これ ら の シン ボル に 部 
品番 号 , 規格 TAREE, その 図形 が も つ 属 性 を つけ て 登録 
する こと こと が で きる 。 こ こ で 作成 され た 属性 デー タ を ファ イル に 
書き 出し , 他 の ソフ トウ エア に 引き 渡す こと に より , 部 品 表 や 
見 積 表 な どの 作成 が 可能 と な る 。 

また だ た 。 コ マン ド を 実行 する を 際 に 便 用 ずる メニ ュー と し て , 
AutoCAD は スク リー シャ メニュー。 ダブ レッ ド ・ メ ニュ ー。 WH 
タ シ ュ ゃ メニュー。 ブル ダウ ン ・ メ ニュ ー。 ア イコ シン ・ メ ミユ ュー 
な ど を 用 意 し て お り , 必要 に 応じ て 各 メ ニュ ー か ら 目 由 に コマ 
ンド を 実行 で きる が 。 これ ら は すべ て ユー ザー 独自 の メニ ュー 
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に 作成 する こと が で きる 。 前 述 し た マク ロ 機 能 を 使っ て , 1 つ 
の メニ ュー を 選ぶ こと に より 一 連 の コマ ンド 群 を 自動 実行 させ 
た り , シン ボル 名 ある らい は その シン ボル の 形状 を メニ ュー と し 
て 表す こと が で きる 。 そ の 他 に も AutoCAD i, "DXFZ»4 
ル 」 と いう ASCII 形式 の ファ イル を 用 意 し て お り , AutoCAD 
の 図面 デー タ と 他 の ソフ トウ エア で 作成 し た デー タ を 双方 向 で 
や り 取 りす る こと が で きる 。 これ に より 大 型 CAD と の デー タ 
交換 や NC テー プ へ の デー タ 転 送 , 構造 解析 へ と 発展 させ る こ 
と が で きる 。 こ の よう に , AutoCAD を ペー ス に し て ユー ザー が 
手 を 加え る こと に より , 自社 に 合っ た 独自 の 専用 CAD シス テ 
ム を 模 委 で きる と いう 「 オ ー プ ン ぃ ・ ア ー キ テク チャ 」 を 。 
AutoCAD は 設計 思想 と し て いる 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
(1) 名 称 : GAUDI-SUPER2 
2) 目的 : 建築 意匠 設計 用 CAD 
3) 開発 元 : 兼松 エレ クト ロニ クス 
4) カス タム 構成 

@ ス クリ ー ン ・ メ ニュ ー 

@ ク タプ レット ・ メ ニュ ー(3 枚 ) 

@ AutoLisp に より 記述 され た コマ ンド 群 

@ 建築 用 シン ボル デー タ 
(5) 開発 経緯 

当社 は , 従来 より 汎用 ミニ コン と CAD を ベー ス に し た 建築 
専用 CAD を 販売 し て きた が , 3 年 前 に パソ コン CAD と し て 機 
能 が 高く か つ カ スタ ム 化 の 容易 な AutoCAD を ベー ス に ミニ 
コン 建築 CAD 相当 の GAUDI を 開発 し た 。 その後, AutoCAD 
の バージョン ア ッ プ と と も に 3 回 の パー ジョ ン ア ッ プ を 重ね , 
名 実 と も ち に パソ コン 建築 CAD の トッ プ の 座 を 獲得 する に いた 
eae 


(6) カス タム 化 内 容 


( 
( 
( 


@ メニ ュー 
GAUJI の メニ ュー は,。 ス タリ ー シ ェ メニ ュー と タダ デル レッ 
ト ・ メ ニュ ー の 2 つ に 分 か れ , スク リー ン ・ メ ニュ ー は 階層 
選択 方 法 に より 使用 頻度 の 低い も の , 例え ば 図面 縮尺 設定 な 
ど が 配置 され て いる 。 タ プレット ・ メ ニュ ー は , 直接 選択 方 
法 に より 使用 頻度 の 高い 柱 ・ 壁 ・ 開 口 な どの コマ ンド が 配置 
され て いる 。 
る AutoLisp に よる プロ グラ ミン グ 
GAUDI の コマ ンド 群 は すべ て AutoLisp に より プロ グラ 
ミン グ さ れ て お り , 他 の 言語 を あえ て 使用 し て いな い 。 こ れ 
に より AutoCAD が 稼働 する 多数 の コン ピュ ー タ へ の 移植 
性 の ある アプ リケーション を 実現 し て いる 。 
カス タム 化 に 対す る 方 針 
前 述 の よう に AutoCAD は , その 開発 当初 より 「 カ スタ ム 化 」 
の 必要 性 を 考え て 対応 し て きた 。 そ し て アプ リ ケ ー ョ ン ・ ソ フ 
ト と し て 多く の サー ド パ ー テ ィ よ り 開 発 。 販売 が 行わ ん て いる 。 
現在 , 世界 で 400 以上 の ソフ トウ エア が , ま た 日 本 で は 120 以 
上 の ソフ トウ エア が オー ト デ ス ク 社 に 登録 きれ て いる 。 ア プリ 
ケー ショ ン の 分 野 も , 建築 , 機械 。 電気 ・ 電 子 な ど 幅 広く , fm 
いや すい シス テム と し て 提供 きれ て いる 。 
今後 は , 現在 と 同様 。 よ り 使い や すい シス テム と な る よう に す 
る と と も に ,。 マン ・ マ シン ・ イ ンタ フェ ー ス の 向上 な ど 基 本 と 
な る べき 土台 を 固め る 。 また , 次 元 機能 の 充実 シェ ー デ ィ ン 
グ , アニ メー ショ ン な ど 先 進 的 な 技術 に も 取り 組み , 多く の 方 
が 手軽 に 使う こと の で きる シス テム を 提供 し て いく 予定 で あ 
Do 
Mats: 7- rFPAZA 営業 部 
$150 RR ABA K REESE 1-19-15 
® 03(473) 9511 
開発 元 : Autodesk Inc. (米国) 


製 記 の フル カス タム 人 を 春 本 ご する CADIX シス テム 


キャ ディ ックス 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
CADIX 社 に お ける CAD/CAM シス テム 開発 の 基本 的 考え 
Ald, 作り 出さ れる 製品 は 同じ で あっ て も ユー ザー に は ユー ザ 
ー 独 自 の 業務 / 設 計 フ ロー が あり , お の ず か ら CAD/CAM シス 
テム に 対す る 要求 も ユー ザー ご と に 異な る 。 こ の 要求 を 満足 き 
せる た め に 「 フ ルカ スタ ム 化 が 可能 な シス テム の 開発 」 が あっ 
た 。 こ の た め ハ ー ド ウエ ア お よび ソフ トウ エア と も 。 ベー ス そ 
の も の か ら フ ルカ スタ ム 化 が 十分 可能 な シス テム と な っ て い 
る 。 
カス タム 化 の ツー ル は 以下 の 通り で ある 。 
U “Fray 
e 自動 図面 読取 り 装 置 : ユー ザー の 取り 扱っ て いる 既存 図面 な 
どの チェ ッ ク や デー タベース 化 の た め に , ユー ザー の 仕様 に 
合わ せ て シス テム へ 自動 的 に 取り 込む 。 
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e 高速 汎用 EWS : ユー ザー の 各種 ソフ ト ウエ ア に 対す る 要求 
を 満足 させ る た め に 多く の 既存 ソフ トウ ェ エア が 利用 で きる 。 
@ 各種 周辺 装置 : ユー ザー ご と の シス テム 構成 に 合わ せ た 周 辺 

装置 の サポ ー ト 。 

Q) ツア ト ウェ エア 

@ 汎用 グラ フィ ッ ク ・ デ ー タ ベー ス : 256 レイ ヤー, 256 サブ レ 
イ ヤー, 256 階層 構造 , 各種 図形 エレ メン ト な どの ベー ス を も 
5, ユー ザー ご と に 自由 に 設定 可能 。 

@ ユ コー ザー・ イ ンタ フェ ー ス : ユー ザー ご と に 作成 可能 な グラ 
フィ ッ ク ・ メ ニュ ー。 

@ ユー ザー 言語 と 業界 標準 フォ ー マ ッ ト の サポ ー ト : イン タラ 
クティ ブ に グラ フィ ッ ク に アク セス 可能 な ユー ザー 言語 と , 
IGES, GERBER, STREAM な どの 業界 標準 フォ ー マ ッ ト や 
各種 中 間 フ ォ ー マ ッ ト に 対す る FORTRAN, Pascal, C な ど 


PIXEL (No. 77) 


の 汎用 言語 に よる バッ チ 的 アク セス 。 

@ 豊富 な ソフ トウ ェ エア 資源 : 過去 長年 に わた っ て フル カス タム 
公夫 前 提 と し で 条 っ て きた マヤ マップ 。 メ カニ ル 。 PCB な どの 
各種 アプ リケーション に 対す る 開発 の 結果 と し て の 多く の プ 
ログ ラム 群 と その ゆ の ノウ ハウ 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
電子 ・ 電 気 設計 分 野 に お いて 最も 多く 存在 する 運用 形態 と し 

て , 設計 者 が 回 路 設 計 を 行い アー トワ ー ク 展開 を 外注 業者 に 依 

頼 し , 出来 上 が っ た 手 張 りや フィ ルム ・ ア ー ト ワー ク と 回 路 図 

の チェ ッ ク を 設計 者 自身 が 行う と いう も の で ある 。 こ の 形態 の 

問題 点 と し て は , 

@ チェック に 設計 者 自身 が 多く の 時 間 を 費やし て いる 
@ RF CAD シス テム へ の 取込み に 時 間 が か か る た め , 設計 
変更 に 素早 く 対 応 で き な い 

が あげ られ る 。 これ ら の 問題 点 を 解決 する た め に , この ユー ザ 

ー 向 け に フル カス タム ・ シ ステ ム を 開発 。 納入 し た 。 
シス テム 構成 は , 自動 図面 読取 り 装 置 と 高速 EWS か ら 成 り 

っ て お り 。 これら は ネッ トワ ー ク や で 肥 存じ CAD シス テム と つっ 

な が っ て いる 。 こ の 回 路 図 と アー トワ ー ク の チェ ッ ク の 合理 化 

の た め に アー トワ ー ク を 自動 図面 読取 り 装 置 で ベク トル 化し , 

NUTS  T の の | ス 
リス ト ・ デ ー タ (同一 パタ ー ン 内 に ある ドリ ル ホ ー ル の 同 電位 情 

DEME CAD VAT Ar 7 4 AGI 8. 回 路 図 デー タ 
と 部 品 配置 デー タ 。 ト レー スリ スト ・ デ ー タ が CAD 上 で 自動 照 

合 さ れる た め , doi o Laud と の 目視 チェ ッ ク に 比 

べ て 大 幅 な 時 間 短 縮 を 実現 し た 。 ま た ,。 この アー トワ ー ク は , 

CAD デー タベース と し て 従来 の 手 入 力 に 比べ は る か に 高速 に 

取り 込ん を で お ける の で 再度 外注 業者 へ 依頼 する 必要 が な く , 


CAM 情報 と いっ た 製造 情報 も すぐ 出力 で きる た め に ます ます 
増え て くる 設計 変更 に 対し て 素早 い 対応 が 可能 で ある 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

最初 に 述べ た よう に , 初期 の 開発 の 時 期 か ら CAD/CAM シ 
ステ ム の フル カス タム 化 を 基本 と し て いる た め 。 今後 も この 方 
針 で 進む 。 また, それ が 可能 な シス テム と し て 十分 に 考慮 され 
て いる 。 ユー ザー の 現行 業務 フロ ー お よび 要求 の 把握 も 。 より 
ユー ザー の 中 に 入り 込ん だ か た ち で 行い 。 ソ フト ウエ ア は も ち 
ろ ん の こと ハー ドウ エア も 含め た 開発 。 納入 を 行い , 納入 後 も , 
より シス テム の 完成 度 を 上 げ る た め に バー ジョ ン ア ッ プ を 行っ 
て いる 。 

0 IIS の 読取 り 装 置か ら 出 発 
L, 電子 ・ 電 気 設計 分 野 , 機械 設計 ・ 設 備 設 計 分 野 , 地図 応用 
DEUM E m t 
スタ ム 化 を 目指 し て 発展 し て きた が , 今 後 も ユー ザー の 要求 は 

e さら に 高度 な 認識 技術 を 利用 し た 本 来 の 意味 で の 自動 読 

り 
@ 各 ユー ザー の 要求 に 合わ せ た シ ステ ム の イン テグ レー ト 
@ 衛星 通信 な ど を 利用 し た 各種 デー タ の 通信 (ネッ トワ ー ク 
の 広域 化 ) 
へ と 進ん で き て お り 。 こ れ ら の ニー ズ に 対し 、 今後 も これ まで 
Myrtle alode 

し ,「 各 分 野 ご と に 特 化し た 諾 poiché iq dui 
結合 性 を より 密 に する 開発 」 を テー マ と し て 進ん で いく こと 
な る で あろ う 。 
問合せ 先 : 内 キャ ディ ックス 営業 本 部 
85154 東京 都 世田谷 区 桜 新町 1-12-10 
03 (427) 0401 


2 次元 汎用 CAD/CAM シス テム Tekni CAD/CAM の カス タム を 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

(1) TekniCAD 
TekniCAD は 汎用 の 2 次 元 CAD シス テム で ある 。 し た が っ 

て カス タム 化 の ニー ズ は 数 年 前 より あり , これ に 対応 する た め 

に マク ロ 言 語 を 開発 し , ddr t el 

は CAD 用 の BASIC 言語 と も いえ 。TekniCAD の 操作 を 覚 
れ ば 簡単 に プロ グラ ム す る こと が で きる 。 

@ TekniCAD が も つ メ ニュ ー の 各 機 能 を マク ロ 言 語 で 使用 す 
る こと が で きる 。 マ クロ 言語 は TekniCAD の コマ ンド 入力 
モー ド で 用 いる 3 文字 の ニモ ニッ ク を 利用 し て お り ,。 覚え や 

No 複合 し た 一 連 の 操作 を 1 回 の オペ レー ショ ン で 実行 で 
& 5, 

@ TekniCAD の デー タベース へ の アク セス が 可能 で ある 。 デ 
ー タ ベー ス 構 造 を 意識 せ ず に 図形 情報 や 属性 デー タ の 検索 , 
追加 , 削除 が 可能 で ある 。 

e TekniCAD の 一 つ に , オ ペレ ーション 中 に OS の モー ド へ 割 


ソン ニー ザク トロ ニク ス 


込む 機能 が ある (ビジ ッ ト OS, 図 1)。 この 機能 を 利用 する 
bg eaaeo a A A 
クロ ャ プロ ゼ グ ラム の 中 で 実行 きせ る こと が で きる 。 プ ァイル 
を 介し て ユー ザー・ ア プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム と マク ロ ・ 
プロ グラ ム 間 の デー タ 授 受 も 可能 で ある 。 

@ 図面 デー タ の ビ ピック, 座標 値 の 入力 。 シ ステ ム 環 境 パ ラメ ー 
タ の 更新 。 各 メ ッ セ ー ジ エリ ア へ の 文字 出力 な ど , きめ 細か 
い 図 形 処理 が 可能 で ある 。 

@ マ クロ 自動 生成 機能 を も つ 。 入力 され た 一 連 の 操作 を 自動 的 
に 記憶 で きる 。 不要 な 操作 が 入っ た 場合 ,、 ス テッ プ モ ー ド に 
より 操作 を 確認 後 . エディ タ で 修正 する 。 
その 他 。 シン ボル ・ デ ー タ の 利用 に よる カス タム 化 も 可能 で 

ある 。 数 多く の シン ボル を 登録 する こと に より , 専用 化し た レ 

イア ウト ・ シ ステ ム が で きる 。 

(2) TekniCAM 
TekniCAD に より 作成 され た 図面 か ら 2.5 軸 まで の NC 7 
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ー タ を 作成 する 。 マ シ ニ ン グ ・ セ ンタ ー/ フ ライ ス , ワイ ヤー カ 
ッ ト 。 ガ スレ ー ザ ー,。 タ レッ ト ・ パ ンチ を サポ ー ト する 。NC マ 
シン は , 制御 装置 と の 組合 せ に より 異な る コー ド を 必要 と する 
場合 が 多く , これ に 対応 する た め に ポス ト ・ プ ロ セ ッ サ を 作成 

し た 。 ポ スト ・ プ ロ セ ッ サ は 工具 , 切削 条件 , 加工 工程 ( 図 2), 

ポス ト ・ パ ラメ ー タ な どの ファ イル を も ち , ユー ザー が 各 フ ァ 

イル に 固有 の デー タ を 入力 で きる 。 これ ら を 登録 する こと に よ 

0, 各種 NC マ シン に 対応 する こと が 可能 と な り , ユー ザー は 

QUA ト ャ パラ メー タグ の 釧 称 を 入 妨 する だ けり で 異 念 る N し デー タク 

を 作成 で きる 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

(1) TekniCAD 

画 マ クロ の 利用 

e TekniCAD で 作成 され た 2 次 元 デ ー タ か ら 3 次 元 デ ー タ を 
作成 する 機能 を 実現 し て いる 。 ワ イヤ ー・ フ レー ム ・ モ デル 
か ら 隠 線 消去 し た り , カラ ー・ シ ェ ー デ ィング する 機能 まで 
付加 し て いる 。 メ ニュ ー も 完全 に 独自 の 形式 を 実現 し て いる 。 
また 。3 次元 の プリ ミ テ ィ ブ を 定義 し , CSG 方 式 に よる 3 次 
元 入 力も 可能 と し て いる 。 ア イソ メ 図 の 作成 に 有効 で ある 。 

e 自由 曲線 の 入力 を 実現 し た 例 も ある 。B6ezier 曲線 。B-Spline 
曲線 な ど を 入力 され た 連続 点 か ら 近 似 計 算 し , 作図 する 。 近 
似 計算 の スピ ー ド アッ プ を 図る た め , 計算 プロ グラ ム を 別途 
に FORTRAN で 作成 し て いる 。 

e タイ ヤ の 断面 形状 を 自動 作成 する マク ロ を 用 意 し た ユー ザー 
も ある 。 諸 条件 を 対話 形式 で 入力 し た 後に , 断面 図 や 寸法 線 , 
各種 表 へ の 記入 , 図面 デー タ の 格納 な ど を 自動 的 に 行う 。 

MoV KV OA 
設備 図面 専用 の シン ボル を 約 40,000 件 入力 し , 図面 作成 , 積 

算 作業 の 簡単 化 を 図っ て いる ユー ザー が ある 。 固有 の シン ボル 

を 配置 し きえ すれ ば 後 は 配線 。 注釈 の 入力 だ け で よく , 効率 の 

良い 専用 シス テム と いえ る 。 

(2) TekniCAM 
TekniCAM 一 式 で 20 種 以 上 も の 工作 機械 を サポ ー ト し て い 

る ユー ザー が ある 。 も ちろ ん 制御 装置 の 型 名 / バ バー ジョン, + 

ブ ・ プ ログ ラム の 使用 な ど が NC マシ ン に より 異な る が ( 図 3), 
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図 1 パラ メト リッ ク な 作図 例 
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ポス ト ・ パ ラメ ー タ を 変更 する こと に より 対応 が 可能 と な っ て 
いる 。 また, 同一 の 製品 を 作成 する 場合 で も ,。 メー カー に より 
加工 する 手順 が 異な る 。 加 工 工程 テー ブル を 作成 する こと に よ 
0, 独自 の 手順 に よる 加工 が 可能 と な る 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

汎用 の CAD/CAM シス テム で あれ ば , カス タム 化 の ニー ズ 
os CCS, し か し 。 汎用 シス テム な の で すべ て の ニー〆 
に 対応 する の は 難し い 。 大 多数 の ユー ザー が 望ま ない 機能 も 含 
まれ て し まう 可能 性 が ある か ら で ,CAD/CAM メー カー と し て 
は , 専用 シス テム を 開発 し て ある 決ま っ た マー ケッ ト に 販売 す 
Sm, 汎用 シス テム に より 広い マー ケッ ト に 販売 する か の ど ち 
ら か で あろ う 。 専用 シス テム は 限ら ちら れ た こと を 可能 に する が , 
多目的 な 利用 に は 不向き な 面 が ある 。 一 方 , 汎用 シス テム は 多 
目的 な 利用 に 向い て いる が , 専用 シス テム に 比べ て きめ 細か い 
サポ ー ト は 難し い 。 汎 用 CAD/CAM シス テム を 販売 する 当社 
と し て は , ユー ザー が 独自 に カス タム 化 で きる 使い や す ぃ ツー 
ル を 拡充 し , 解放 し て いき た いと 考え て いる 。 基 本 的 に は 。 シ 
ステ ム 本 体 と カス タム 化 で きる 部 分 が 切り 離せ る 形式 を と る 。 
その ロー つ の 方 汗 と し て 者 ん えら れる の が C ま た た は FORTRAN 
の プロ グラ ム か ら TekniCAD の 各 機 能 を 直接 コー ル で きる よ 


図 2 加工 条件 入力 
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うに する 方 法 で ある (ライ ブラ リ 化 )。 作 成 し た ユー ザー・ プ ロ 
グラ ム は ,。 TekniCAD の 中 か ら サ ブ ・ プ ロ セ ス と し て 起動 で き 
る 。 と の 方 法 は 。 マク ロ 言 語 に よる カス タム 化 に 比べ て きめ 細 
か く 大 規模 な カス タム 化 を 実現 で きる 。 TekniCAD を ベー ス に 
し た 新規 シス テム の 構築 も 可能 で ある 。 現 バー ジョ ン で は サポ 
ー ト され て いな い が , 将来 は サポ ー ト を 予定 し て いる 。 

現在 の TekniCAD を ベー ス に し た 別 シ ステ ム の 構築 は 行わ 
な い 。 実 際 に 電気 系 CAD の 構築 を 試み た こと も ある が , 結局 作 


り 直 し て し まっ た 経験 も ある 。 WKH, マク ロ 言 語 と ユー ザ が 

ー・ プ ログ ラム の 利用 に よる カス タム 化 を 推奨 し て いる 。 
カス タム 化 の た め の イ ンプ リ メ ン ト 作 業 は 基本 的 に ユー ザー 

が 行う 。 当 社 は , その た め の 良 い ツ ー ル を 提供 する こと に 集中 

し , 汎用 的 な 機能 の 拡充 に 力 を 注い で いく 方針 で ある 。 

問合せ 先 : ソニ ー・ テ クト ロニ クス 幌 情報 機器 部 

& 141 東京 都 品川 区 大 崎 1-6-4 

Z 03(779) 7602 
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デザ イン ・ オ ー ト メー ショ ン 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

デザ イン ・ オ ー ト メー ショ ン で は , ユー ザー の カス タム 化 要 求 
レベ ル に 応じ て 多様 な 手段 を 用 意 し て いる 。 カ スタ ム 化 の 深 さ 
と カス タム 化 を 行う ユー ザー の 技術 レベ ル に 合わ せ て ,。 対話 的 
な 条件 設定 か ら 高 級 言語 に よる 大 規模 アプ リケーション の 開 
発 。 さらに は CAD シス テム 本 体 を 構成 する ライ ブラ リ の 提供 
まで 可能 で ある 。 
(1) メニ ュー お よび オペ レー ショ ン 方 法 の カス タム 化 

ュー ザー が 。 コ マン ド ・ メ ニュ ー お よび オペ レー ショ ン 方 法 
の 一 部 を 目 分 の 望む か た ち に 設定 する 機能 で ある 。 す べ て 専用 
ソフ トウ エア に より 対話 的 に 設定 可能 で あり , ユー ザー は コン 
ば ュー タダ や プロ グラ ミン グ の 知生 を 一 間 導 概 と し な い 。 コ マン 
ド ・ メ ニュ ー の メッ セー ジ と その 位置 を 自由 に 指定 で き , キー 
ボー ド か ら の 指定 方 法 も 設定 可能 で ある 。 タ ブレ ッ ト ・ メ ニュ 
ー の 場合 も 同様 。 任意 の 形状 で CAD 機能 を 活用 し て 作成 で き 
る 。 
(2) シス テム ・ パ ラメ ー タ に よる 各種 処理 条件 の 設定 

作図 ・ 編 集 ・ 運 用 な ど に 関す る さま ざま な 条件 を 一 括 し て パ 
ラメ ー タ 設定 で きる 機能 で ある 。 寸 法 記 入 の 詳細 条件 , プロ ッ 
クタ 出力 条件 , ズー ム 表 示 の 倍率 な ど , 数 十 項 目 に わた る 設定 が 
可能 で ある 。 設定 方 法 は 。 パラ メー タ ・ フ ァイル を エディ タ に 
より 書き 換え る 方 法 か ら , 対話 的 に 設定 する 方 法 ま で ユー ザー 
レベ ル に 応じ て 用 意 さ れ て いる 。 
(3) イン タプ リタ 言語 に よる ユー ザー・ ア プリ ケー ショ ン 
国内 で 最も ポピュラー な N88- BASIC 準拠 の 高 水準 イン タ 
ブリ タ 言 語 に より , 高度 な ユー ザー・ ア プリ ケー ショ ン を 自由 
に か つ 短 期間 で 開発 で きる 。 BASIC 言語 か ら CAD 基本 部 の さ 
まさ ざま な 機能 を 呼び 出し , 高速 度 で 処理 する こと が で きる 。 fF 
E], BRE, ファ イル 入出 力 な ど , 図形 処理 に 必要 な すべ て の 機 
能 の 他 , BASIC の 各種 機能 を 活用 で きる 。 
(4) コン パイ ラ 言 語 に よる ユー ザー・ ア プリ ケー ショ ン 

C 言語 に より , 高度 で 大 規模 な ユー ザー・ ア プリ ケー ショ ン を 
開発 で きる 。 標準 の C 言語 を 用 いて 開発 で きる た め 。 特殊 な 専 
用 言語 を マス ター する 必要 が な く , 効率 的 で 自由 度 の 高い 開発 
が 可能 で ある 。C 言語 の 関数 と し て CAD 基本 部 の 各種 機能 
用 いる こと が で きる 。 


(5) ラ イプ ラリ に よる 完全 カス タム 化 

C 言語 で 記述 され た ライ ブラ リ を 組み 合わ せ て 用 い 。 ソ ー ス 
レベ ル で の 改造 も 加え を る こと に より , デー タ 構 造 を も 含む 完全 
な カス タム 化 を 行う こと が で きる 。 十分 な 開発 力 を 有する ハイ 
レベ ル な ユー ザー 向け の カス タム 化 方 法 で ある 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

quy FAC, AVM; FAT AU Ose Ie, 
実例 を あげ て 説明 する 。 
(1) イン タプ リタ 言語 に よる カス タム 化 例 

CADPAC-SPS H0 x —7 —SiB 'DA-TALK,; に よる ペー 
ザー・ ア プリ ケー ショ ン 作 成 の 例 は 無数 に ある 。 関西 に ある 大 
手 土木 関連 コン サル タン ト の 場合 は , 高速 道路 設計 の た め に , 
各種 の 曲線 を 発生 する アプ リケーション を 「DA-TALK」 を 用 
いて 短期 間 ・ 小 人 数 で 開発 し , 実用 化し て いる 。 

また 関東 の 大 手 電 気 製品 メー カー で は , 電気 回 路 作 図 用 の 機 
BEC LC, 配線 上 に 部 品 を 配置 し た 場合 , その 下 に ある 線 を 自 
動 的 に 切り 取っ て 消去 する ポッ プイ ン 機 能 を 実現 し , 多数 台 の 
使用 と 相まって 高い 実用 効果 を 上 げ て いる 。 
(2) コン パイ ラ 言 語 に よる カス タム 化 例 

CADPAC-FAS の ユー ザー・ ア プリ ケー ショ ン 開 発 機能 を 用 
いて ,C 言語 に より 業種 別 ア プリ ケー ショ ン が 多数 作成 され , E 
用 ・ 販 売 さ れ て いる 。 見積 り 機能 , 部 品 集計 , CAM 連動 な どの 
wrote 各種 部 品 の 自動 配置 

こよ り , ある レベ ル で の 自動 設計 を 可能 と し た 電気 設備 設計 専 
用 CAD シス テム , その 他 , 木工 用 CAD, 点字 作成 の た め の 
CAD/CAM シス テム 。 カッ ティ ング ・ プ ロッ タ と 組み 合わ せ た 
シー ル 作 成 シ ステ ム な ど 。 高い レベ ル の カス タム 化 を 行っ た 専 
用 CAD が 多数 存在 する 。 
(3) ライ ブラ リ に よる 完全 カス タム 化 の 例 

C 再 博 ライ デラ テリ の 全 ソ ツー ズ を 用 いる こと こと に より 。 OS-9 や 
UNIX な どの 別 OS へ の 移植 , 68000 系 な どの 別 CPU へ 移植 し 
た 例 が ある 。 さ ら に , デー タベース 構造 を 改変 し し ユー ザー の 
望む 属性 デー タベース を 付加 し た 例 が ある 。 ま た , 必要 最小 限 
の 軽い シス テム へ と 縮小 させ た ケー ス も ある 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

今後 と も , カス タム 化 の 度合 いと 。 ユー ザー レベ ル の すべ て 


の 階層 に 幅広 く こ た えら れる カス タム 化 手 段 の 品ぞろえ を 強化 
し て いく 予定 で ある 。 
(1) 浅い レベ ル の カス タム 化 を より 容易 に する 

オペ レー ショ ン の カス タム 化 や 既存 機能 の 一 部 仕様 設定 な ど 
浅い レベ ル で の カス タム 化 を より 容易 に 。 プロ グラ ム を 意識 す 
る こと な く 可 能 と な る 方 法 を 強化 拡大 する 。 
(2) マグ ロコ マン ド 作 成る より 容易 記す る 

既存 の コマ ンド を 組み 合わ せ , 新た な コマ ンド と する マタ クロ 
コマ ンド 機能 を 充実 きせ,。 プロ グラ ミン グ の 知識 を 要 せ ず に 対 
庄 的 に 新しい 機能 を 作成 で きる よう に する 。 
(3) 基本 関数 また は サブ ルー チン の 高級 化 

イン タプ リタ お よび コン パイ ラ 言 語 か ら コ ー ル され る 関数 ま 
た は サブ ルー チン の レベ ル を より 高い も の と し , 高度 な アプ リ 
ケー ショ ン を 少な い ス テッ プ 数 で コン パク ト に 実現 可能 と す 


s 
(4) アプ リケーション 領域 を 拡張 する 

イン タプ リタ 。 コンパ イラ と も , その プロ グラ ム 領 域 を 拡張 
L, より 複雑 で 大 規模 な アプ リケーション 作成 を 可能 と する 。 
(5) ライ ブラ リ の 整備 と カス タム 化 サ ポー ト 力 の 強化 

大 幅 な 変更 を 必要 と する ハイ レベ ル の カス タム 化 を 支援 する 
kb, ライ ブラ リ の 機能 を より 充実 さき せる と と も に カス タム 化 
その も の を 支援 し , ある い は 受注 開発 し 得る 組織 を 用 意 し , 
CAD の カス タム 化 全体 を 強力 に か つ 効 率 良 く サ ポー ト で きる 
体制 を 整備 する 。 
問合せ 先 : デザ イン ・ オ ー ト メー ショ ン 績 営業 部 
電 181 東京 都 三 鷹 市 上 連雀 1-1-5 
@ 0422(55) 5731 


CA TIS の カス タム 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
CATIS/DRAW に は 以下 の カス タム 化 ツ ー ル が あり , 目的 に 
よっ て 使い 分 ける こと で 効率 的 に 専用 CAD を 構築 する こと が 
C2 Gx 

る カス タム ・ メ ニュ ー シ ジ シート 

@ ユ コー ザー・ コ マン ド 機 能 (マク ロ 化 機能 ) 

@ バ パラ メト リッ ク 図 

e UDI(User Data Interface) 

@ UCSP (User Control Subroutine Package) 
1) カス タム ・ メ ニュ ー シ ー ト 

CATIS の 標準 メニ ュー シー ト の 中 の 必要 な コマ ンド を 抜粋 
し , ユー ザー・ コ マン ド , 部 品 。 文字 な ど と 混合 し て レイ アウ 
KL, ユー ザー 独自 の メニ ュー シー ト を 作成 する 機能 で ある 。 
フロ ー 型 メニ ュー シー ト や 業務 別 の 専用 メニ ュー な ど , 作業 上 
に 最適 な メニ ュー を 作成 で きる 。 
(2) ユー ザー・ コ マン ド 

CATIS/DRAW の コマ ンド を 組み 合わ せる こと に より , ユー 
ザー 専用 コマ ンド を 作成 する 機能 で ある 。 ユ ー ザ ー・ コ マン ド 
は , 変数 ・ 演 算式 ・ 条 件 判断 文 ・ ユ ー ザ ー と の 対話 処理 ・ フ ァ 
イル と の 入出 力 な ども 組み 込む こと が で き , より 効果 的 な 機能 
を 実現 する こと が で きる 。 作成 方 法 に は , 既存 入力 図面 か ら の 
目 動 生 成 や 操作 手順 を 敬 え る 方 法 も ある 。 
(3) パラ メト リッ ク 図 

図形 間 の 距離 ・ 角 度 ・ 位 置 な ど を あら か じ め 変 数 と し て 定義 
し , この 変数 に 値 を 設定 する こと に より 類似 形状 の 設計 を 迅速 
に 行う 機能 で ある 。 変 数 の 定義 は 管 面 を 見 な が ら 対 話 型 で 行え 
So kk, 値 の 設定 は 個々 の 変数 に 値 を 与え る 方 法 と , テー ブ 
ル 名 の 指定 に よる 一 括 入 力 が 可能 で ある 。 
(4) UDI(User Data Interface) 

CATIS デー タ ペ ー ス へ アク セス する た だ ため の ツウ ツール で ある 。 
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ディ スプ レイ 画面 で の 確認 を 必要 と し な い 定 型 的 な バッ チ 型 自 
動 製図 。 あるいは 他 シ ステ ム と の デー タ の 共有 化 な ど を 行う イ 
ンタ フェ ー ス で ある 。 
(5) UCSP(User Control Subroutine Package) 

ュー ザー の プロ グラ ム を CATIS/DRAW に 組み 込む た め の 
ツー ル で ある 。 ATIS 実行 中 に イン タラ クティ ブ ・ モ ー ド で リ 
アル タイ ム に 処理 で きる の で , 設計 部 門 で 蓄積 さん た ノウ ハウ 
を 組み 込ん だ 独自 の シス テム 構築 が 可能 と な る 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

CATIS を 利用 し た カス タム 化 の 例 の うち 主 な も の に つい て 
記述 する 。 

e KK 鉄工 社 : ダク ト 積 算 シ ステ ム 

e AH: 金 型 標準 メニ ュー, 図面 管理 ( 検 図 ・ 検 印 ・ 検 索 ) 

@ TT ガス 社 : 建物 内 配管 自動 設計 シス テム 

o Bit: 環境 機器 レイ アウ ト 設 計 。 見 積 り シス テム 

@C 社 : アル ミサ ッ シ 収 まり 図 設計 シス テム 

@ Dit: 自動 車 生産 ライ ン 治 具 設 計 シ ステ ム 

e Ett: 図面 管理 ( 光 フ ァ イ ル ), 骨組 解析 ・ 設 計 ・ 積 算 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

以前 は CAD/CAM シス テム を 構築 する と いう こと は , ユー 
ザー が コン ピュ ー タ を 利用 し て 独自 に シス テム を 設計 ・ 開 発 す 
る こと で あっ た 。 し か し 最近 で は , 手 っ 取り 早く 既存 の 市 販 シ 
ステ ム を 選択 ・ 導 入 す る こと を 意味 する 場合 が 多い 。 問 題 は こ 
こ か ら 発 生 す る 。 

設計 ・ 製 造 の 業務 は 部 門 ご と に その 要求 が 多彩 で あり , パッ 
ケー ジ ・ ソ フト ウエ ア の 世界 で 汎用 的 に これ ら の 業務 を 支援 す 
る の は 困難 で ある 。 

既存 の 市 販 シ ステ ム を 導入 する 場合 , 上 記 の 問題 点 を 十分 考 
慮 し た うえ で 。 い か に 「 自 社 シ レス テム 」 と し て 構築 ・ 運 用 で き 
る か を 検討 し な けれ ば な ら な い 。CATIS は , その 意味 で 「' 目 社 
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シス テム (カス タム 化 ) 」 と する た め の さ ま ざ ま な 方 法 が ツー ル 
と し て 用 意 さ きれ て いる 。 

また , CATIS を ツー ル と し て ユー ザー 独自 の シス テム を 構 
築 する 場合 。 その 開発 を 請け 負う こと も 可能 で ある 。 


問合せ 先 : 幌 東 洋 情報 シス テム 応用 シス テム 営業 部 
8105 東京 都 港 区 新橋 1-11-7 
f? 03(575) 4021 


UNICAD の カス タム 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
UNICAD は 500 以上 も の 豊富 な 基本 コマ ンド 群 を 背景 に 以 

下 に 示す カス タム 化 機能 に より , 設計 ・ 製 図 か ら 統 合 設計 生産 

シス テム まで 幅広 い 分 野 で 適用 きれ て いる 。 

(1) UDL(Unicad Design Language) 

UDL は 手続 き 型 プロ グラ ミン グ 言 語 で 次 の よう な 特徴 を も 
Ee 
e 図形 処理 機能 (図形 型 の 変数 。 POINT 型 の 演算 子 ズ 関数 ・ 

形 入出 力 ) 

e DB 操作 機能 (検索, 削除, 変更 , 創成 ) 

@ コ マン ド 実 行 機能 (UNICAD コマ ンド の ほとん どす べ て を 
呼び 出す こと が で きる 。DB 検索 結果 , 図形 処理 結果 を 引数 と 
し て 与え る こと が で きる 。 実行 結果 の 図形 デー タ や DB 識別 
子 を プロ グラ ム 内 で 使用 で きる ) 

e 外部 入出 力 機 能 ( 日 本 語 を 含む 文字 列 の 入出 力 。 画 面 上 の 任意 
の 位置 に テン ポラ リ 図 形 ・ 文 字 の 表示 が で きる 。FORTRAN 
アプ ァイル 和信 軸 力 。 チ テキ スト 人 人 負 旋 。 テー デル 入力) 

@ バッ チ 処 理 機能 

(2) メニ ュー 再 配置 
コマ ンド ・ メ ニュ ー を タブ レッ ト に 自由 に 配置 で きる 。UDL 

で 作成 し た プロ グラ ム を メニ ュー に 配置 する こと が で きる 。 

(3) UFIO (Unicad File Input Output Utility) 

DB と FORTRAN ファ イル と の 相互 デー タ 変 換 ユ ー テ ィ リ 
74, UFIO で 変換 され た FORTRAN ファ イル を 介し て 他 シ 
ステ ム と の 連動 が で きる 。 

(4) 結合 RAN 
FORTRAN な ど で 作 成 し た ユー ザー・ プ ログ ラム を コマ ン 

ド と し て 実行 する と と が で きる 。 

(5 漢字 メニ ュー の 再 配 置 ・ 辞 書 登録 
NF, ME, マー ク な どの 登録 が で きる 。 漢字 タブ レッ ト ・ 

メニ ュー の 配置 が 自由 に で きる 。 ま た カナ 漢字 変換 機能 で 使用 

する 辞書 の 登録 が で きる 。 

(6) 寸法 モー ダル 値 の 設定 
寸法 線 丸め 幅 , 寸法 形状 な どの モー ダル 値 の 初期 値 を 設定 す 

の た な が で きる 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
図 1 は UFIO と 結合 RAN を 利用 し て , 社内 製図 規格 に 合わ 

せ た 図 面 を オン ライ ン で プロ ッ タ に 出力 する と いう 処理 の 概要 

で ある 。 
メニ ュー 再 配置 に よる 操作 性 向上 か ら , 自動 製図 や 設計 手順 


El 
€ 


日 本 ユニ シス 


の 取込み 。 さら に は 図 2 に 示す よう な 他 シ ステ ム と の 連動 化 ま 
T, UNICAD の カス タム 化 の 機能 は その 要求 に 応じ て 幅広 く 
柔軟 に 対応 する こと が で きる 。 
カス タム 化 に 対す る 方 針 

ュ ユー ザー 独 目 の シ ステ ム を 構築 する うえ で UDL は カス タム 
化 の 強力 な 手段 で あり , ユー ザー の 個々 の 要求 に 対応 で きる 能 
力 が ある 。 また ユー ザー は ,。UFIO な ど デ ー タ ベー ス ・ イ ンタ フ 
ェ ー ス を 利用 し , 生産 管理 , 情報 検索 , 一 般 事 務 処 理 な どの ソ 
フト ウェ エア と UNICAD を 連動 させ る こと も で きる 。 

UNICAD ix, 当社 が 提供 し て いる 豊富 な 商品 群 と 併せ て 設 
計 か ら 生 産ま で の 幅広 い 領 域 で 利用 され る 統合 設計 生産 シス テ 
ム を 指向 し て お り , 今日 まで ユー ザー 内 で の 利用 形態 や 適用 業 
務 の 拡大 を 考慮 し な が ら 各 機能 の 充実 が 図ら れ て いる 。 

また , 万 全 な 開発 体制 ちよ び サ ービス 体制 に より , 教育 , 導 

⑧ 図 2 は 次 ペー ジ 。 


UNICAD 図面 出力 概略 フロ ー 


e 結合 RUN て 制御 


GT 
し 


ジー トド ト ・ フ ブロック の 指示 〔( 虹 天 7 ブロック) 
図面 枠 の 指示 
図面 の 種類 な ど 


RO OE 5»9995,09 00 €9 0/8 2/99 $ 9 (à 49 0/9 B £O 9/8 CEO. BS d/e GO S à 0/6 0/0 0/9 WU 0,8 6 016 0100161618 OO 


eUNICAD DB っ FTN ファ イル に 変換 


e* 最 大 7 プ ブロック を 1 ファ イル ご と に 分 類する 
(マル チ 処 理 を し , 処理 時 間 を 短縮 する ) 


配 E *A4 一 特 AO 判 ま て の 図面 を 紙上 に 最適 配置 する 
* XE DSP 7 ファ イル を 創成 する 


e 社 内 規格 に 編集 する 
Mee So だ の する 
e オ ン ラ イン EPP デー タ に 変換 する 


© UNICAD 端末 と 対 に し た EPP QUEUE に 送る 


Cn 
ob 


1 A 社 に お ける 図面 出力 処理 概要 
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解析 評価 プロ グ クラム 


DB 


| 他 シ ステ ム に ーー 結合 RUN 


UNICAD 
DB 


e マイ ラー 図 読取 り 
AAT us 

@ CAD デ ー タ 授受 

AAT Ls 


e シー ル 材 解析 シス テム 

e ツヤ 汎用 シス テム 

@ ブ レス 曲 け 集 開 
CAD/CAM シス テム 

SUA デー カッ トド MD シス テム 
= rN SETA 

exc: 8838 NC シス テム 

e 3;/X7L Dd 8701 LAT A 


e CAD・FEM 連動 シス テム 
@ 測定 デー タ 処 理 シ ステ ム 


e プレ ス 打 抜き 型 
CAD/CAM シス テム 

@ ピス トン 金 型 

CAD/CAM 


2 A 社 に お ける UNICAD 連動 シス テム 


A, 適用 。 カス タム 化 な どき め 細 か な 対応 を 行っ て いる 。 
今後 と も この 姿勢 を 堅持 し , 新 技術 の 取込み な ども 積極 的 に 


問合せ 先 : 日 本 ユニ シス 幌 CIM マー ケティング 部 
&» 107. 東京 都 港 区 赤坂 2-17-51 


行っ て いく 方 針 で ある 。 A 03 (587) 8692 
SOLU TIONGS000 YD U—KZOARILIE 

プ ァ モテ ィ ク 
CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 @ 強力 な マク ロ 機 能 


SOLUTION 3000 の オー プン ・ ア ー キ テク チャ 設計 は 。 ユー 
ザー に 操作 性 の 向上 と 専用 アプ リケーション の 開発 を 可能 に し 
た 。 特 に カス タマ イズ する た め に ,。 ソー スレ ベル や サブ ルー チ 
ン 形 式 の 変更 と いっ た 専門 的 な プロ グラ ム の 知識 が な い 一 般 の 
ユー ザー で も 簡単 に カス タマ イズ で きる よう に 設計 され て い 
"s 

ユー ザー・ メ ニュ ー は いく つも 作成 する こと が で きる 。 し か 
も すべ て に 専用 エディ タ が 付属 し て いる 。 

人 あ ス クリ ーー シャ メニ ュー( ポ ボ ポップアップ メデ ル ダ ウ シ ) 

グル グッ ウシ メニ ュー は よく 使う コマ ンド 群 の 見 出し ゃ 人 時 , 

AG => Eig CSS, 

ボ ポップアップ ・ メ ニュ ー は マウ ス や タブ レッ ト の 第 2 ボタ ン 

に 割り 付け られ て お り , それ ぞ れ 画面 の 左右 に 別々 の メニ ュ 
ー を も つこ と が で きる 。 ど ちら の メニ ュー を 表示 きせ る か は 
ボタ ン を 押し た 位置 に より 決定 され る 。 

@ ク ブレ ッ ト ・ メ ニュ ー 

よく 使う コマ ンド は タブ レッ ト 上 に 登録 で きる 。 
© > 3 — h +— SHE 
9 て の 0 キー に マク グロ を 割 0 付 ける と こと が で きる 。 
この 機能 に よっ て コマ ンド を 全部 入力 する 必要 は な い 。 
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1 つの ファ イル に は 最大 50 マク ロ ま で 登録 可能 で ある 。 
また 1 つの マク ロフ ァイル に は 最大 5 層 ま で ネス ティ ング す 
らっこ と が で きる 。 さら に マタ 性 成 用 エディ ャ タ に EE は 文法 チ s 
ッ ク 機 能 も 付加 され て いる た め に , メイ ンプ ログ ラム に 戻り 
デバ ッ グ する 必要 が な い 。 

@ 条件 分 岐 や ルー プ , ファ イル 管理 , RARE, 演算 と いっ た 
機能 を も つ BASIC に 似 た 覚え や すい アプ リケーション 開発 

tig 「DGL」 を 装備 し て いる 。 

@ ア プリ ケー ショ ン 実 行 の た め に 利用 で きる メモ リサ イズ に は 
RRT e し た が っ て 。 どの よう な デア ブリ ケー ショ ン も ち も メ 
モリ サイ ズ を 気 に す る こと な く 開 発する こと が 可能 で ある 。 

@ 他 の CAD シ ステ ム と の デー タタ 交換 に は DXFE フ ァイル や 
IGES, IGES サー フィ ス な ど を 用 意 し て いる 。 

@ 3 次 元 デ ー タ を NC 用 の デー タ と し て 利用 する た め の APT 
ファ イル は ASCI 形式 で (x, y, z お よび 7?。 j, kg) の 座標 値 
Sie oa we CES, 

@ マルチ ・ ポ スト ・ フ ォ ー マ ッ タ 言語 に よる ユー ザー 専用 の 加 
工 機械 に NC デー タ を 送る こと が で きる 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
標準 で 設定 され て いる メニ ュー 例 を 以下 に あげ る 。 
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@ ス クリ ー ン ・ メ ニュ ー 
プル ダウ ン ・ メ ニュ ー に は CAD ノ サー フィ ス /NC な どの モ 
ジュ ー ル 別 の メイ ン メ ニュ ー が ロー ド で きる 。 
左側 の ポッ プア ッ プ ・ メ ニュ ー に は ,。 ズー ム や パン な どの 画 
面 操作 に 関す る コマ ンド , 右側 に は XY/ZXZ/YZ/ISO な 
どの 視点 を 設定 する コマ ンド が 割り 付け られ て いる 。 も ちろ 
À, この よう な コマ ンド は 他 の コマ ンド 実行 中 に も 割込み が 
可能 で ある 。 

旬 ペ デレ ウト ャ メニ ュー 
作図 を 中 心 と し た コマ ンド が 登録 きれ て いる 。 

@ シ ョ ー ト キー 機能 
作図 に 関す る コマ ンド を 中 心 に し た マク ロ が すべ て の キー に 
割り 付け られ て いる 。 

@ マク ロ 機 能 
いく つか の 便利 な マク ロコ マン ド が 登録 され て いる 。 

@ 他 の CAD シ ステ ム と の デー タ 人 交換 に は DXEF フ ァイル や 
IGES, IGES サー フィ ス な ど が 用 意 さ きれ て いる 。 
また 各自 動車 メー カー(GM, フォ ー ド , クライスラー) 向け の 
標準 フォ ー マ ッ ト と の コン バー タ に より , 実際 に デー タ を や 
り 取 り し て いる 。 

e APT ファ イル に より 作成 し た 3 次 元 デ ー タ を 3 HD o5 5 S 
まで の NC で 利用 で きる 。 も ちろ ん , ASCII 形式 で 記述 され 
た この ファ イル を 他 の エディ タ や アプ リケーション な ど て で 編 
集 し , 再 利用 する こと も で きる 。 

@ マル チ ・ ポ スト ・ フ ォ ー マ ッ タ 言語 は ユー ザー の 工作 機械 用 
イード を 生成 で きる 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

ぁゃ 准 で 名 利用 で きる ユー ザー ャ イジ ンタ フェ ー ス 
SOLUTION3000 シリ ー ズ で は 3iX7z5 CAD, サー フィ ス , NG 


な どす べ て の モジ ュー ル に お いて ソー ス ま た は サブ ルー チン 
レツ ペル に よる カス タマ イズ と いう よう な も の で は な く 。 プロ 
グラ ム の 知識 が な い 一 般 の ユー ザー に も 簡単 に カス タマ イズ 
で きる よう な オー プン ・ ア ー キ テク チャ 設計 を と っ て いる 。 

@ 専 用 エディ タ を 装備 
カス タマ イズ を より 人 簡単 に 行う こと が で きる よう に , カス タ 
マイ ズ の た め の 専 用 の エディ タ も 別に 用 意 き れ て いる 。 マク 
ロ 用 エディ タ に は 文法 チェ ッ ク 機 能 も 付加 され て いる た め , 
メイ ンプ ログ ラム に 戻っ て デバ ッ グ する 無駄 を 省 い て いる 。 

@ ア プリ ケー ショ ン に 利用 で きる メモ リサ イズ 
アプ リケーション を 作成 する 場合 に メモ リサ イズ を 気 に す 
る 必要 は な い 。 

@ デー タ の 一 貫 性 
SOLUTION3000 シリ ー ズ で は CAD モジ ュー ル や サー フィ 
ス で 作成 され た デー タ が 。 そ の まま 3 次 元 の NC デー タ と し 
て 利用 で きる 一 貫 性 を も っ て いる た め , 別々 に 開発 され た 
CAD シス テム や CAM シス テム の よう に デー タダ の や り 取 り 
に 別 の 変換 プロ グラ ム を 用 意 す る 必要 が な い 。 

e APT ファ イル 
ASCII 形式 で 記述 され た APT ファ イル に より , 作成 し た 3 
次 元 デ ー タ (x,y,z お よび ?, j, ん ) を 3 軸 か ら 5 軸 ま で の NC 
で 利用 で きる よう に し て ある 。 

67 — ャ コン パー アダ 
他 の シス テム と の 間 で DXEF ファ イル や IGES, IGES Y —7 
ィ ス に よっ て 図形 デー タ の 共有 が 可能 で ある 。 

問合せ 先 : ファ モテ ィ ク 賜 

8150 東京 都 渋谷 区 代官 山 7-8 

Z 03(780) 4681 

開発 元 : Micro Engineering Solutions,Inc. (米国 ) 


ICAD の カス タマ イス 計 能 こそ の 考え 万 
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CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

ICAD ix, ユー ザー 固有 の CAD/CAM シス テム の 基礎 と な 
る こと を 最大 の ね らい と し て , 当社 独自 で 開発 し た シス テム で 
bz. | 

ICAD の シス テム 体系 を 図 1 に 示す 。ICAD は 標準 的 な 設計 ・ 
銀 ! 図 業務 お よび カス タム 化 を 支援 する ICAD/SDS (Standard 
Design System) と , 業務 ご と の 設計 機能 を 担当 する 業種 パッ ケ 
ー ジ 和 群 か ら な る 。 こ の うち カス タム 化 に 最も 関係 する の が 
ICAD/SDS で あり , 数 々 の 開発 支援 機能 を も っ て いる 。 
e ICAD/SDS の 開発 支援 機能 

ICAD/SDS は 大 きく 基本 プロ ダラ ム と コマ ンド に 分 か れる 。 

基本 プロ グラ ム の 中 心 は , オ ペレ ー タ と の 対話 を 行っ て CAD 
機能 の 実行 に 必要 な 入力 パラ メー タ を 取り そろ える 対話 部 と , 
図形 デー タベース を 管理 し 端末 へ の 図形 表示 も 行う 図形 処理 部 
で ある 。 コ マン ド は 線 を 引く , 部 品 を 配置 する と いっ た 個々 の 


CAD 機能 を 実現 し て いる 部 分 で あり , 一 般 の 設計 ・ 製 図 に 必要 
な 標準 の も の が あら か じ め 用 意 き れ て いる 。 ユ ー ザ ー は コマ ン 
ド の 位置 に 自分 の プロ グラ ム を 組み 込め る 。 以下, プロ グラ ム 
組込み を 容易 に する た め の 機 能 を 説明 する 。 

(リズ ログ ベラ 組込み イシ タプ ブラ ミー 

ュー ザー・ プ ログ ラム は FORTRAN77 で 作成 され , CALL 
文 で 図形 処理 部 を 呼び 出し て 機能 の 実行 を 命令 する 。 こ の た め 
各種 レベ ル の イン タフ ェ ー ス が 200 以上 用 意 き れ て いる 。 

一 般 に 対話 型 図形 処理 プロ グラ ム の ステ ッ プ 数 の 6 一 7 割 は 
図形 の 入出 力 部 分 だ と いわ れ て いる 。1ICAD で は 対話 部 と 図形 
処理 部 の 工夫 に より , ユー ザー・ プ ログ ラム の 負荷 を 大 幅 に 軽 
減 し て いる 。 イ ンタ フェ ー ス の 特徴 は 次 の 通り で ある 。 

@ ユ ラー ザー・ プ ログ ラム は 業務 処理 に 専念 で きる @ イ ンタ フ 
ェ ー ス の レベ ル が 多様 @ バ ッ チ プロ グラ ム の 作成 も 容易 
(2) デー タ ペ ー ス ( 図 1 は 117 ペー ジ 。) 
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材料 集計 , NC デー タ の 自動 生成 , 解析 プロ グラ ム の た め の デ 
ー タ 作成 と いっ た 業務 を ユー ザー・ プ ログ ラム と し て 作成 する 
と き に は , 単なる 絵 の デ ー タ だ け で な く デ ー タ と デー タ の 関係 
や 非 図形 デー タ が 必要 に な っ て くる (業務 デー タ )。ICAD で は 
この よう な 業務 デー タ を 次 の 4 つの レベ ル で 扱え る 。 

@ 業務 特有 の セグ メン ト の 作成 @ 任 意 の 情報 を 属性 と し て 付 
生 図形 と 図形 の 間 の 接続 情報 の 管理 @ 汎 用 ブ デー タベース 
と の 連動 

(3) 文字 デー タ の た め の 対 話 機能 

業務 に 依存 し た ユー ザー・ プ ログ ラム で は , 業務 固有 の 文字 ・ 
数 値 デ ー タ を 対話 で 扱う 必要 が で て くる 。 

ICAD に は 日 本 語 フ ルス クリ ー ン 画面 の フォ ー マ ッ ト が 簡単 
に 定義 で きる ツー ル が あり , ユー ザー・ プ ログ ラム は 可変 デー 
タダ だ け げ け を 意識 すれ ば よい よう に な っ て いる 。 

(4) 標準 コマ ンド の 利用 

ICAD の 標準 コマ ンド を 部 品 と し て 利用 し , ユー ザー・ プ ログ 
ラム の 開発 量 を 減ら すこ と が で きる 。 
(5) 定型 処理 へ の 対処 

ある 一 種 の ユー ザー・ プ ログ ラム や 標準 コマ ンド を 連続 し て 
実行 し た い 場 合 の 対処 と し て 2 つの 手段 を 用 意 し て いる 。 

ー つ は マク ロ 機 能 で あり 。 コ マン ド 列 を ファ イル に 記述 し て 
お く こ と に より 。, 対 話 オ ペレ ーション 時 に いつ で も 呼び 出せ る 。 

ゃ うー つ は 。 対話 の た め に 作っ た プロ グラ ム を その まま バッ 
チ プ ログ ラム と し て 動か す 機 能 で ある 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
e 適用 事例 

ICAD を カス タム 化し て 使用 中 の 適用 業務 を 表 1 に まとめ 
た 。 こ の 表 で は 製図 だ け に 使っ て いる 例 や ICAD の 業務 パッ ケ 
ー ジ を その まま 利用 し て いる 例 は 除い て ある 。 カ スタ ム 化 の 代 
表 例 と し て , 大 和 ハ ウス 工業 に お ける 住宅 設計 。 東洋 エン ジニ 
アリ ング に お ける プラ ント 設計 , 出光 興産 に お ける 設備 管理 , 
古河 電気 工業 に お ける 電気 設計 , 若 築 建 設 に お ける 土木 設計 な 
ど が ある 。 

また 当社 も ICAD の カス タム 化 機能 を フル に 活用 し て いる 。 
プリ ント 板 設計 シス テム を は じ め 板 金 加 工 シ ステ ム や 順 送り 金 
型 設計 シス テム は ,。 当社 の 工場 部 門 で 開発 され た も の で あり , 
それ を ベー ス に 商品 化し た も の で ある 。 
カス タム 化 に 対す る 方 針 

ICAD の カス タム 化 に 対す る 考え 方 を 示す 。 

(1) 基本 部 と 応用 部 の 分 離 

ICAD 全体 の 設計 方 針 は , 基本 部 (SDS) と 応用 部 (ユー ザー・ 
プロ グラ ム , 業種 パッ ケー ジ ) の 完全 分 離 で ある 。 

企業 の 基幹 シス テム た り 得 る 信頼 性 の 保証 , レベ ル ア ッ プ 時 
の ユー ザー 資産 の 保証 (互換 性 ) な ど は , 基本 部 で 解決 され て い 
ie 

ICAD で は この よう な 技術 を 盛り 込ん だ 基本 部 に 開発 支援 機 
能 を 付加 し , 応用 部 を 作り 込め る (カス タム 化 ) よ うに 配慮 され 
て いる 。 

(2) デー タベース の 重視 
ICAD が 提供 する 図形 デー タベース で は ,。 応用 部 を 作る うえ 
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で 必要 と な る 非 図 形 デ ー タ (設計 シー ル , 部 品 特性 な ど ) を 入れ 
込め る 柔軟 性 と それ を 効率 良く 扱う 仕組 み が 配 慮 され て いる 。 
(3) 総合 的 な プロ グラ ム 開 発効 率 の 向上 

ICAD で は , 単に プロ グラ ム 開 発 の た め の イ ンタ フェ ー ス が 
公開 され て いる と いう レベ ル で は な く ,。 プロ グラ ム 開 発 の きま 
さま な フェ ー ズ を 効率 的 に 行う 仕組 み を 提供 し て いる 。 こ れ ら 
の 中 に は 開発 を 行う 人 の た め の 教 育 (機能 と 導入 。 コマ ンド 開 
76, 目 習 シ ステ ム な ど ) や 。 CAD 専任 SE の 全国 配置 に よる SE 


Rl カス タム 化 の 適用 業務 例 
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ICAD/SDS 


サポ ー ト も 含ま れる 。 

最近 の ICAD 利用 者 の 動向 を みる と , ユー ザー が カス タム 化 
を 行う だ け に と ど ま ら ず 。 ソ フト ハウ ス が 開発 し た ICAD ベー 
ス の パッ ケー ジ を ユー ザー と し て 利用 し た り , 数 社 が 共同 で プ 
ログ ラム 開発 を 行っ た り , 開発 し た プロ グラ ム を ユー ザー 同士 
で 流通 きせ た り と いう 多様 な か た ち が で て き て いる 。 
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ICAD ベー ス の パッ ケー ジ や コマ ンド の 流通 に 積極 的 に 取り 
組み ,「 そ の 企業 に と っ て 最も 役立つ ソフ トウ エア を 手 に 入れ る 
こと (カス タム 化 ) 」 を より 容易 に し て いく 所 存 で ある 。 
問合せ 先 : ZLAR メカ トロ ニク スシ ステ ム 部 
&»105 東京 都 港 区 西新 橋 3-21-8 
f? 03(437) 5111 
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武藤 工業 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

@ ユ コー ザー・ コ マン ド 言 語 

BASIC に 似 た 習得 が 容易 む な プ ログ ラミ ング 言語 。 基 本 コマ ン 
ド の マク ロ 化 や 新 機能 の 作成 に 用 いる 。 条件 分 岐 や サブ ルー チ 
ンコ ー ル な どの 他 区 。 ズ クリーン ・ メ ニュ ー の コン ジン トロール 。 
高級 言語 プロ グラ ム と の イン タフ ェ ー ス , デー タベース ・ マ ネ 
ー ジ メン ト ・ シ ステ ム と の イン タフ ェ ー ス 機能 を 備 を て いる 。 
図形 デ ゲー タフ ァイル へ の 直接 アク セス や 図形 処理 ソフ ト の 実行 
時 パラ メー タ の コン トロ ー ル 機能 に より 高度 な 機能 の 実現 も 可 
能 。 イ ンタ プリ タ 型 だ が 実行 速度 は 速い 。EWS や パー ソナ ルコ 
ンピュータ で は コン パイ ル し て スピ ー ド を さら に 上 げ る こと も 
で きる 。 

人 だ ログ ラペ ドイ アグ ン ュ ネェ ー ス 

図形 処理 ソフ ト と 高級 言語 (FORTRAN, C) で 作成 する プロ 
グラ ム を 連動 きせ る た め の 機 能 。 イ ンタ フェ ー ス ・ ル ー チ ン の 
ライ ブラ リ が あり , それ を 高級 言語 プロ グラ ム か ら 呼 び 出 し て 
使う 。 図 形 ソ フト の 基本 コマ ンド は すべ て 使用 可能 。 ユ ー ザ ー・ 
コマ ンド 言語 や デー タベース ・ マ ネー ジメント ・ シ ステ ム と の 
イン タフ ェ ー ス の 他 に 基本 コマ ンド を 拡張 し た 機能 も も つ 。 高 
度 な 機能 の 開発 や ユー ザー 独自 の 大 規模 な アプ リケーション の 
開発 に 用 いる 。 

@ メ ニュ ー・ シ ステ ム 

さま ざま な 形式 の メニ ュー が あり , 用 途 や 状況 に 応じ て 適切 
な も の を 使い 分 ける こと が で きる 。 メ ニュ ー の 編集 シス テム が 


完備 され て いる た め 独 自 の メニ ュー も 容易 に 作る こと が で き 
る 。 図形 処理 ソフ ト や ユー ザー・ コ マン ド / ユ ー ザ ー・ プ ログ ラ 
ム と の イン タフ ェ ー ス 方 式 も 統一 され て いる 。 特に ICON メニ 
ュー は 3 次元 ボ タン (指示 する と, あたかも ボタ ン を 押し た よう 
に 見 える ) を 含む , 使い や すく わか りや すい メニ ュー に な っ て い 
Do 

e デー クタ 構造 の 公開 

より 高度 な カス タム 化 の た め に , 図形 デー タ の 内 部 構造 を ユ 
ー ザ ー に 公開 し て いる 。 

@ デ ー タ ベー ス ・ マ ネー ジメント ・ シ ステ ム と の イン タフ ェ ー 

va 

VAX ベー ス の シス テム で は ネッ トワ ー ク 型 の DB で ある 
DMRS と の イン タフ ェ ー ス が 提供 きれ る 。EWS で は リレー シ 
ョ ナル DB の Informix, Oracle, Ingres Sa シダ フォ ー ジ メ の 
提供 され る 。 こ れ に より , 大 量 の 属性 デー タ を 扱う アプ リ ケ ー 
ショ ン の 開発 が 可能 と な る 。 

@ ウ ィ ン ド ・ シ ステ ム 

Environ V と いう プロ グラ ミン グ 機 能 を 備 を た UNIX 上 の 
ウィ ンド ・ シ ステ ム が あり , 図形 ソフ ト の ウィ ンド に 独自 の ウ 
ィ ン ド や 独自 の メニ ュー・ シ ステ ム を 組み 込む こと が で きる 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

e A 社 ( 建 築 関係 ) 

CAD に よる 製図 の 効率 を より 上 げ る た め に , 独自 の 建築 製図 
機能 を ユー ザー・ コ マン ド 言語 と プロ グラ ム ・ イ ンタ フェ ー ス 
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に より 作成 上 し て に る 。 まな た な, 企画 目 影 の アデ リケーション シィ ・ ツ 
フト ウエ ア も 上 記 の ツー ル を 用 いて 開発 し 。 イン ター グラ フ ・ 
シス テム と 連動 きせ て いる 。 メ ニュ ー・ シ ステ ム ん を 活用 し て い 
る 点 も 特徴 。 

e D 社 (地図 関係 ) 

都市 の すべ て の 公共 設備 (電気 。 ガス , 水道 ) デ ー タ を 図形 と 
属性 に 分 け , 地図 ゲー タベース に 登録 する シス テム は カス タム 
化 ツー ル を 駆使 し て 構築 。 特に デー タベース ・ マ ネー ジメント ・ 
シス テム と の イシ タフ ア ェ ュー ス 部 分 に 。 デ ー タ ⑳ 介 人 外 と 大 攻 デ ー 
夕 (数 ギガ ・ バ イト ) の 扱い を 考慮 し た カス タム 化 が 行わ れ て い 
る 。 デ ー タ 構造 の 公開 が 開発 時 に 大 き な 助 け と な っ て いる 。 

e C 社 (機械 関係) 

カメ ラ の 電子 制御 系 の フレ キシ ブル 基板 を 設計 する アプ リ ケ 
ーー ショ ジッ w ソ フト ウェア を ユー ザー コマ ンド 衣 語 モグ プロ グラ 
ム ・ イ ンタ フェ ー ス を 使っ て 構築 。 

@ D 社 (エン ジニ アリ ング 関係 ) 

空調 設備 の 実施 設計 を 3 次 元 で 行い , 施工 情報 まで を 取り 出 
す ア プリ ケー ショ ン ・ ソ フト ウエ ア を ユー ザー・ コ マン ド 言 語 
と プロ グラ ム ・ イ ンタ フェ ー ス を 使っ て 構築 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

ュー ザー と CAD/CAM メ ー カ ー の 相互 の 利益 と CAD/ 


CAM シス テム の 健全 な 発展 を 考え る と , カス タム 化 は 現在 の 
' 独 目 の シ ステ ム を 作り 上 げ る 」 と いう レベ ル か ら 「 微 調整 し て 
使い や すい よう に する 」 と いう レベ ル に 変化 する 方 が よい 。 Fh 
目 の ノ ソフ トウ エア を 開発 する 時 代 か ら 既存 の ソフ トウ エア を い 
か に 利用 する か の 時 代 に な りつ つ あ る と いわ れる よう に な っ て 
きた の は ,CAD/CAM シス テム が 真 の 普及 期 に 入り つつ ある 証 
で あろ う 。 こ の 流れ の 中 で は , ユー ザー は 自ら カス タム 化 を 進 
め る より も メー カー に 対し て 既存 の パッ ケー ジ ・ ソ フト ウェ エア 
を 改良 する 要求 を 出し た 方 が よい 。 ま た 。 メ ー カ ー も ユー ザー 
の 要求 に 対し て どこ まで こたえ て いけ る か が 生き 残り の ポイ ン 
BETIS, 

当社 は 。 これ まで は ユー ザー の カス タム 化 の 要求 に 個別 に 対 
応 し て きた が , 今後 は 要求 を まとめ て パッ ケー ジ ・ ソ フト ウエ 
ア に 反映 させ る 方 式 に も 重点 を お く こ と を 考え て いる 。 ユ ー ザ 
ー が 大 規模 な シス テム づく り を 要求 し て きた 場合 は 。 コン サル 
デー ショ ン や サシ プル ・ ブ ログ タム の 提供 な ど を 中 必 と する ザ 
ポー ト を これ か ら も 実施 し て いく 。 
問合せ 先 : 武藤 工業 内 イン ター グラ フ 事 業 部 営業 部 
$8153. 東京 都 目黒 区 中 目黒 4-6-1 
Z 03(760) 6111 
開発 元 : Intergraph Corp.( 米 国 ) 


CATIA DAAD LA mE 


日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
CATIA が 提供 し て いる カス タム 化 の ツー ル は ,。 大 きく 分 け 

る と 次 の 2 つか ら な る ( 図 1)。 

e API (アプ リケーション ・ プ ログ ラム ・ イ シン タフ ェ ー ス ) 

生じ ATIA ユ ー ザ ー・ イ ンタ ジェ ー ス 
以下 に 。 お の お の に つい て 説明 する 。 

API li 4 つの サブ ルー チン 群 で 構成 され て いる 。 

① CATGEO サブ ルー チン : CATIA デー タ ( モ デル 。 ア トリ ビ 
ュー ト ,。 …) の 読取 り , 書込み , 修正, 削除 や CATIA 資源 の 
管理 を 行う 。 

(2 CATMSP サブ ルー チン : CATIA 内 部 で 使用 し て いる 数 学 
関連 の ルー チン で ある 。 こ の ルー チン を 使用 する こと に よっ 
C, 既存 の デー タ を 使用 し て その 交点 を 取っ た り , ブー リア 
ン ・ オ ペレ ーション を 行っ た りす る こと が 可能 で ある 。 

ODIM (デー タ ・ イ ンプ ッ ト ・ マ ネー ジャ ) : ユ ー ザ ー が 
CATIA セク ショ ン 中 に , その 対話 手順 の 中 で 何 を 行っ た か 
を 取り 出し て 解析 する 。 

④ CGI (CATIA グラ フィ ックス ・ イ ンタ フェ ー ス ) : これ を 使 
用 し , CATTIA 画面 内 に ポッ プア ッ プ ・ ウ ィ ン ド を 作成 する こ 
EPCS Ge 
API は 以上 の バッ チ ・ サ ブル ー チ ン 和 群 を も っ て ,。 ユー ザー 作 

成 の バッ チ ・ プ ログ ラム や 後述 の CATIA ユー ザー・ イ ンタ フ 

ェ ー ス に 組み 込む せこ と に よっ て 。 対話 式 ア プリ ケー ショ ン ・ プ 
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ログ ラム を 容易 に 作成 する こと が で きる 。 

CATIA ユ ー ザ ー・ イ ンタ フェ ー ス は 2 つの も の か ら な る 。 

€ 3, IUA (Interactive User Access) コマ ンド 言語 が ある 。 
IUA は API の CATGEO や CATMSP を 利用 し て ,。 ユー ザー 
開発 の プロ グラ ム を 対話 方 式 で 実現 する イン タプ リタ 言語 で あ 
る 。 対話 機能 は IUA ファ ンク ショ ン 内 で 実行 され , ユー ザー・ 
プロ グラ ム 登 録 リ スト の 中 か ら 使用 し た いも の を 選択 する こと 
に よっ て 起動 する 。 ま た マク ロ 機 能 を も ち , す で に 標準 で 300 以 
上 の マク ロ が 用 意 さ きれ て いる うえ , ユー ザー が 新規 に 登録 する 
こと も 可能 で ある 。 こ の マク ロ は CATIA の どの セク ショ ン 中 
か ら も 呼び 出せ , マク ロ 機 能 終了 後 は 引き 続き 前 の セッ ショ ン 
区 戻る よう な っ て めい る 。 

も う 一 つ は , GII (Graphic Interactive Interface) 機能 で あ 
る 。GII は CATIA モジ ュー ル の 開発 用 ツー ル で , API 各 サ ブル 
ー チ ン を フル に 利用 する こと に よっ て , ユー ザー 開発 の アプ リ 
ゲー ジョ シン シャブ ロダ タム を CATIA の ファ ンク ショ ン と し て 作 
成す る こと が で きる 。 こ れ に より ユー ザー は 。, CATIA 環境 内 で 
CATIA と 同じ 対話 方 式 を 使用 し て 独自 の 処理 を 行う こと が で 
きる 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

CATIA の カス タム 化 の 例 と し て , 建設 業 の 設計 業務 に 密着 
し た 先進 の ユー ザー・ ア プリ ケー ショ ン 事 例 。 鹿島 建設 が 開発 
し た REALS, SPACIO と いう 2 つの 例 を 紹介 する 。 
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REALS は 意匠 検討 , 照明 検討 を 行う 際 に 非常 に 視覚 的 な イ 
メー ジ (REAL な イメ ー ジ ) を 作成 する こと に よっ て 支 援 する 
ツー リル の あめ ある 。 

CATIA の 3 次 元 モ デリ ング 機能 で 計画 建築 と 背景 ,。 ある い 
は 内 観 と 照明 な どの モデ ル を 作成 する 。 こ の モデ ル に 対し て ユ 
ー ザ ー 指 定 の 材質 と 光源 の 情報 を 付加 し , シェ ー デ ィング ・ イ 
メー ジ を 計算 する 。 そ の 結果 は CATIA の ピク チャ ー・ デ ー タ 
と し て 返す こと が で き ,。 また これ ら の イメ ー ジ を 連続 し て 作成 
し , 施主 プレ ゼン テー ショ ン に 活用 で きる アニ メー ショ ン ・ フ 
ィ ル ム を 作成 する こと も で きる ( 図 2)。 

SPACIO ix, 建築 企画 ・ 設 計 の 法規 チェ ッ ク を 効率 良く 行い , 


計画 地 に 対し て 最大 建築 可能 空間 を 計算 する 最適 設計 の た め の 
シミ ュ レ ーション ・ ツ ー ル で ある 。 CATIA の 優れ た 2 次 元 機能 
(特に ソリ ッ ド と ブー リア ン 尊 算 ) を 活用 し 。 ユー ザー・ イ ンタ 
フェ ー ス に WA を 使用 し て CATIA の 対話 環境 に 完全 に 統合 
され て いる 。 そ の た め 設 計 者 は 思考 を 中 断 す る こと な く , 一 連 
の 使い や すい オペ レー ショ ン で 企画 設計 を 効率 良く 進め る こと 
が 可能 で ある ( 図 3)。 

その 他 , 重工 業 で の ロボ ッ ト に 関す る オフ ライ ン ・ テ ィ ー チ 
ング の 例 な ど , 多数 の 実例 が ある 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

CATIA Ver.3 の 最大 の 特徴 は オー プン ・ ア ー キ テク チャ に 


AI アプ リ ケ ー ン ション: 
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図 2 REALS の 例 


4 図 3 SPACIO の 例 
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ある 。 オ ー プ ン ・ ア ー キ テク チャ の 採用 に より , ユー ザー は 次 
の 点 で カス タム 化 後 も 利益 を 受け る こと が で きる 。 

@ 単 一 の オペ レー タ ・ イ ンタ フェ ー ス (対話 手順 ) の 確保 

@ デー ター 元 管理 の 確保 : アク セス 方 式 の 統一 。 バッ チ 処 理 , 
対話 方 式 で 共通 の デー タ を 使用 
@ API の 永続 的 サポ ー ト 
@ ユー ザー 作成 プロ グラ ム の 独立 : CATIA か ら , OS (オペ レ 
ー テ ィング ・ シ ステ ム ) か ら 

これ ら に より , ユー ザー が CATIA 上 に 独自 の アプ リ ケ ー シ 
ョ ン を 構築 し た 後 ,。 た と え CATIA が バー ジョ ン ア ッ プ や リリ 
ー ス アッ プ を 行っ た 場合 で も , また ハー ドウ エア (機械 ) が 機 


能 向 上 し た 場合 で も ,。 それ まで の ユー ザー・ プ ログ ラム は な ん 
ら 変 える こと な く 使 用 する こと が 可能 で ある 。 

また , シス テム の 基本 的 な 機能 (デー タベース の 管理 。 マ ン ・ 
マシ ン ・ イ ンタ フェ ー ス の 管理 な ど ) は CATIA の 機能 を 利用 
する と と が で きる の で 。 プ ログ ラム の 開発 が 容易 と な る 。 
問合せ 先 : HETI E- IAB エン ジニ アリ ング ・ シ ス 
TAPES EE? 
9163 東京 都 新宿 区 西新 宿 2-6-1 
® 03(344)1311 
開発 元 : Dassault Systems ft (fA) 
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CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
GRADAS は ,。 M シリ ー ズ ・ ホ スト 型 汎用 コン ピュ ー タ , E 
た は エン ジニ アリ ング ・ ワ ー ク ステ ーション 2050G を ハー ドウ 
エア と し 。 図 1 に 示す アデ リケーション シン プログ ラム 冬 か ら な 
る 。 以 下 で 。 その カス タム 化 機能 に つい て 述べ る 。 
(1) ユー ザー に よる メニ ュー の 変更 
画面 に 表示 され る コマ ンド の メニ ュー の ツリ ー 構 造 , 表示 内 
, パラ メー タ の 種類 と 個数 な ど を ユー ザー が 変更 ・ 追 加 す る 
と が で きる 。 また, シート ・ メ ニュ ー の 定義 も 自由 に 変更 可 
CD Sig 

マク ロコ マン ド 機 能 
マク ロコ マン ド は 。 一 連 の コマ ンド 和 群 を 組み 合わ せ て 1 つの 
コマ アシッド と し て 実生 で きる よう に し た も の で ある 。 マ クロ コマ 
ンド は 対話 で 作図 し な が ら , 変数 も 組み 込ん で 定義 ・ 編 集 す る 
こと が で きる 。 本 機能 は 設計 製図 シス テム , 3 次 元 設計 シス テ 
A, ワー クス テー ショ ン 型 製図 シス テム で 用 意 き され て いる 。 
(3) ユー ザー・ ノ ウ ハ ウ の 組込み 
① ユー ザー 作成 コマ ンド の 組込み 

ユー ザー が 独自 の 専用 コマ ンド 処理 ルー チン を 作れ る よう 
IZ, コマ ンド ・ パ ラメ ー タ の 入力 , 形状 デー タ ま た は 属性 デー 
タ の 参照 ・ 更 新 ・ 作 成 , 幾何 計算 な どの ユー ザー・ イ ンタ フェ 
ー ス ・ ル ー チ ン を 用 意 し て いる 。 さら に 。 各 コマ ンド 処理 ルー 
チン へ 制御 を 渡す た め の ユ ー ザ ー・ コ マン ド 出 品 ル ー チ ン を 組 
み 込 め る よう に し て いる 。 この 機能 は , 設計 製図 シス テム , 3 次 
元 設計 シス テム ,。 ワー クス テー ショ ン 弄 製図 シス テム な ど で 用 
意 さ きれ て いる 。 

② ユー ザー 情報 の ライ ブラ リ 化 

2 次 元 NC 加工 シス テム で は , 加工 手順 , 工具 の 選択 , 切削 条 
件 に 関す る ユー ザー の ノウ ハウ を , また , 工作 機械 の 仕様 や NC 
テー プ ・ フ ォ ー マ ッ ト を 指定 し た デー タ を ライ ブラ リ に 登録 し 
て お ける 。 

(4) ユー ザー・ プ ログ ラム に よる デー タ の 参照 ・ 更 新 


a CN D 
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日 立 製作 所 


前 項 (① の ユー ザー・ イ ンタ フェ ー ス ・ ル ー チ ン を 利用 し て , 
ュー ザー・ プ ログ ラム か ら シ ステ ム の デー タ を 参照 し た り , 更 
新 し た り で きる 。 ま た , 論理 回 路 設 計 シ ステ ム や プリ ント 基板 
実装 設計 シス テム で は , ファ イル を 介し て 部 品 の 割付 け 状態 や 配 
線 パターン, シル ク 図 , 部 品 情報 な ど を 取り 出し た り , 逆 に 設 
EL て 返し た か たり で きる 。 

(5) ユー ザー 独自 部 品 の 登録 

プレ ス 金 型 設 計 シ ステ ム で は , 標準 金 型 部 品 の 他 ,. ユー ザー 
が 部 品 形状 や 加工 情報 , 部 品 の 取付 け 角 な ど を 定義 で き , 自由 
な 金 型 構造 を 設計 で きる 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

設計 製図 シス テム の カス タム 化 機能 を 利用 し て , メカ トロ ニ 
クス 製品 の 機構 設計 か ら 生 産 情報 管理 まで の CIM シス テム を 
構築 し て いる 例 を 図 2 に 示す 。 こ の 中 で , 製図 支援 ・ 解 析 支 援 
サブ シス テム は 前 述 の (1) て (3)-① の 機能 を 利用 し て 実現 され て 
お り , その 一 例 を 次 に 示す 。 

@ ベル ト お よび プー リー な どか ら な る 搬送 路 自動 作画 機能 : 紙 


機械 系 シス テム 
設計 製図 


SEE E 2 次 元 NC 加工 
板金 加工 
プレ ス 人 金 型 設計 
目 由 曲面 加工 
| 人 
構造 解析 


3 次 元 設計 

e — SF 
ワー クス テー ジョ ン PENNE DAI Bou 
UE FL LP EB CE 


電気 系 シス テム 


論理 回 路 設 計 
プリ ント 基板 実装 設計 
目 動 制御 設計 
1 GRADAS 主要 アプ リケーション ・ プ ログ ラム 


製造 支援 
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E, 伝票 な どの 搬送 路 を 自動 作画 する と と も に , ベル ト の 接 
触角 や 長 さ を 自 動 計算 する 。 変更 も 容易 に で きる (E3. 
@ リン ク グ 機 構 解析 図 作成 機能 : 図形 どう し が 相互 接触 する まで 
の 移動 また は 回 転 挙動 を 解析 し , 作図 する 。 ま た , 図面 管理 
サ プ シ ステ ム で は , 前 述 の (1), (3), (4) の 機能 を 活用 し , 図面 
の 審査 ・ 承 認 署 名 の CAD 化 , デー タ ・ セ キュ リティ の 確保 
図面 の 入庫 や 生産 手配 へ の 情報 出力 な ど を 実現 し て いる 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

e ニー ズ の レベ ル に 応じ た カス タム 化 機能 

簡単 に 作れ る マク ロコ マン ド や 標準 値 ・ 形 状 の 変更 機能 の レ 
ベル か ら , ユー ザー・ イ ンタ フェ ー ス ・ ル ー チ ン を 利用 し て ユ 
ー ザ ー 専 用 の シス テム を 作る レベ ル ま で , ニー ズ の 深 さ に 応じ 
た カス タム 化 機 能 を そろ えて いる 。 

6 イー グ ス ベス アー ジョン ・ ホ スト の ネト ワー タク に よる CM の 
構築 を 支援 


モン ジニ アリ ング ワー クス テー ショ ン と ホス ト ・ コ コンピ ュ 
L3 製図 支援 
図面 管理 設計 ノノ フト 解析 支援 
サ プ ブシ ステ ム 情報 "モデル サブ シス テム 
図面 OB トコ ゴト ンー 
TEE し 


搬送 路 作 図 
| 図面 タイ トル 情報 i 
外部 接続 図面 属性 d 
(ramens ) Dat: n 
| 外部 シス テム | 他 シ ステ ム 同 期 情 報 シス テム 
その 他 TIERE A T dA 製 図 管理 情報 (NC デー タ 他 ) 
その 他 


図 2 メカ トロ ニク ス 製 品 の 設計 ・ 生 産 CIM 化 構成 例 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
(1) 自由 定義 だ で きる メニ ュー( 画 面 レ イア ウト ) 

設計 者 独自 の 操作 環境 を 提供 で きる メニ ュー・ マ ネー ジャ を 
bb, メニ ュー の 形状 , 項目 の 変更 が 自由 自在 に で きる 。 そ し 
て デザ イン ワー ク の 目的 に より 。 プル ダウ ン ・ メ ニュ ー, iil 
面 メ ニュ ー,。 タブ レッ ト ・ メ ニュ ー な ど を 任意 に 組み 合わ せ て 
使用 する こと も で きる 。 これ ら の 変更 は プロ グラ ム を 毎回 修正 
する の で は な く , 外 部 定義 ファ イル の み の 修正 で 簡単 に 行え る 。 
(2) 専用 CAD 言語 の 提供 

カス タム 化 を 容易 に する た め に 専用 CAD 言語 「 ス ー パ ー ラ 
ン ゲ ー ジ 」 が 用 意 きれ て いる 。 


この スー パー ラン ゲー ジ は 。 一 般 に よく 利用 きれ て いる 


CAD SUPER ZU—XOZAX*S L (hts 


ー タ で ネッ トワ ー ク を 構成 し , 解析 な どの 負荷 の 重い 処理 や デ 
ー タ ベー ス 的 役割 を ホス ト ・ コ ンピュータ に も た せ た う を え で 。, 
CAD/CAM シス テム の 情報 を 参照 し た り , 逆 に CAD/CAM シ 
ステ ム へ 情報 を 与 を た りす る 手段 を 提供 する こと に よっ て , 2 
ー ザ ー が ホス ト ・ コ ンピュータ の 生産 管理 シス テム や 情報 管理 
シス テム な ど と 連結 し て , トー タル シス テム CIM を 構築 で き 
な お の 区 し PA る 


問合せ 先 : 帆 日 立 製作 所 情報 シス テム 営業 部 


電 140 東京 都 品川 区 南大 井 6-27-18 
A 03 (763) 2411 


= リー 作図 


1) ベル ト 掛 け す る 
順序 て 円 を ピッ 
ク 。 ベル ト 厚 さ 

を 指定 


(2) 目 動 ベ ルト 掛け 
目 動 測 長 し 長 さ 
を 表示 


1) 変更 後 の ベ ルト 
長 さ 指定 

(2) 変更 後 の プ ー リ 

方向 を 指定 


(1) ベル ト 厚 さ の 同 
忌 円 を 書く 


LNG=85.69 


1) EHAN). hth 
け 


TH= 189.60 


(2) 接線 を 引く 


TH=193.74 TH=191.94 


2) 変更 後 の ブ ー リ 
ー 位 置 を 表示 


(4) 不要 線 を 消す |(5) 各 要 素 を ピッ ク |(1 
し 測 長 する 


ogo 


3 搬送 路 自動 作画 機能 と 従来 の 標準 機能 の 比較 


) 作図 時 間 の 短縮 
1/20 
2) 部 品 図 展開 
(3) 精度 の 向上 
(4) 変更 が 容易 


アン ドー ル 


BASIC 衣 語 に よく 似 た 内 容 と な っ て お り ,。 BASIC を 知っ て い 
れ ば 簡単 に 使い に な すこ と が で きる よう に な っ て いる 。 こ の ス 
ー パ ー ラ ン ゲ ー ジ で は CAD SUPER の 基本 機能 は すべ て 合用 
する こと が 可能 。 ま た , ここ で 作成 され た 追加 機能 は 前 述 の メ 
Sao REEN X. NECS DERE ELS 
CS S720 Ce < CAD YVATFZSVSE LVS Cee Ree 
る 利用 で きる の で 。 ア アリ ケー ショ ン な どの オリ ジ ナ ル ヽ ユー 
テディ リティ を 作る こと が で 吉 る 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
(1) 画面 メニ ュー と タダ タプ レッ ト ・ メ ニュ ー 
当社 で は , CAD SUPER EX/M の 画面 メニ ュー と タブ レッ 
ト ・ メ ニュ ー と を 標準 で 提供 し て いる (ユー ザー に よる 最初 の 設 
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定 で 切り 換え て 使う こと が 可能 ) 。 

し か し ユー ザー に よっ て 不要 な コマ ンド が あっ た り 。 ま た レ 
イア ウト も 希望 通り に は な っ て いな い 場 合 も ある た め , ユー ザ 
ー 側 で 変更 し て 使用 し て いる 例 も ある 。 ま た , コマ ンド 名 と し 
て 使用 し て いる 言語 . メッ セー ジ な ども 社内 で 使わ れ て いる も 
の に 合わ せ て 変更 し て いる 例 も ある 。 

(2) スー パー ラン ゲー ジ の 活用 

複雑 な 部 品 な ど 通 常 の 操作 で は 数 十 オ ペレ ーション を 要する 
もの を スー パー ラシン ゲー ジ で 記述 し 。 設 対 者 と 対語 し て いく て 
と に より 少な い オ ペレ ーション で の 作図 を 可能 に し て いる 。 ま 
た , 当社 が 標準 で は 提供 し て いな い 特 殊 な 作図 コマ ンド を 組み 
込ん で の 合用 例 も ある 。 

(3) 専用 部 品 表 の 作成 

シン ボル に は 複雑 な 属性 を も た せる こと が で きる 。 ま た 。, 部 
品 表 の 様式 も ユー ザー の 必要 に 応じ て 外部 ファ イル で 定義 する 
こと が で きる の で 。 ユー ザー の 要望 に フィ ッ ト し た 部 品 表 の 作 


成 が 可能 で ある 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

現状 の カス タム 化 は 。 ユー ザー 自身 が 行っ て いる か 。 あ る い 
は ソフ ト ・ メ ー カ ー が 別注 ソフ ト と し て の 開発 を 行い この 場 
合 は 高額 の 開発 費 を 必要 と する と いう の が 一 般 的 で あっ た 。 こ 
れ に 対し , 当社 が 開発 し た CAD SUPER EX CORE ld, どの 
よう な アプ リケーション に も 耐え 得る CAD ソ フト の コア と な 
る 機能 を も っ て いる 。 そのため, 今後 は コマ ンド ・ レ ベル の カ ヵ カ 
スタ ム 化 か ら 全く 業種 の 異な る アプ リケーション の 開発 まで こ 
の CAD SUPER EX CORE を ベー ス に 行っ て いく 予定 で ある 
(コア 部 は 変更 する こと な く , 外 部 ファ イル の 定義 変更 ある い は 
アプ リケーション を 作り 替え る だ け で 異な っ た CAD シス テム 
ET els 

問合せ 先 : アン ドー ル 則 シス テム 営業 部 
8103 東京 都 中 央 区 日 本 橋 富 沢 町 5-5 
Z 03(639) 1451 


Pro/ENGINEER の カス タム 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
(D メニ ュー。 メッ セー ジジ の カス タム 化 

Pro/ENGINEER の オン ライ ン ・ メ ニュ ー と メッ セー ジ は そ 
れ ぞ れ テ キス ト ・ フ ァイル に な っ て お り , メニ ュー の 文字 メッ 
セー ジ の 中 身 を 自由 に 変更 する こと が で きる 。 
D l 牛 條 と じ デ ログ ラム * ャ イジ グフ ブ ェ ー ネ スズ 

寸法 値 の リレー ショ ン の 拡張 機能 と し て C プ ログ ラム の イ 
ンタ フェ ー ス が 可能 で , C で 作成 され る 計算 結果 を 寸法 値 に 反 
映 さ せ , 形状 を その 値 に 従っ て 変更 する こと が で きる 。 
(3 Pro/FEATURE 

PeoyEEATURE は オプ ショ ン ャ パッ ケー ジ で 。 FEATURE 
の マク ロ 化 機能 で ある 。Pro/ENGINEER で サポ ー ト し て いる 
FEATURE: 穴 。 ス ロッ ト 。 フ ィ レ ッ ト な ど ) の マク ロ 化 が 
可能 で 。 かつ その FEATURE に 付属 する 寸法 値 を 実行 時 に 目 
由 に 変更 し 形状 を 作成 する こと が 可能 で ある 。 
(4) Pro/DEVELOP 

Pro/DEVELOP は オプ ショ ン ・ パ ッ ケ ー ジ で 。 Pro/ENGI- 
NEER の カス タム 化 の た め の サ ブル ー チ ン を 用 意 し て お り , 
① メ ニュ ー。 メッ セー ジ , ユー ザー 入力 の 機能 

② 図 形 デ ゲー タベース の ダイ レク ト ・ ア クセ ス 機 能 

⑬③ オ ブ ジ ェクト ・ ベ ー ス の デー タベース 登録 機能 

@ Pro/ENGINEER 上 で 稼働 する 機能 (Pro/EXEC) 

か ど を も ち も っ て る 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
(1) プロ グラ ム に よる 形状 の 自動 変更 
Pro/ENGINEER で 作成 され た ソリ ッ ド の 自由 曲面 部 分 と 
別 の サー フィ ス 計 算 シ ステ ム で 計算 きれ た 新しい 点 和 群 デ ー タ を 
読み 取り 。 その 点 群 デー タ に 基づい て 自動 的 に 曲面 部 分 が 変更 
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東京 エレ クト ロン 


され だ た ソリッド ・ モ デル を 作成 する 。 こ れ に より 3 次 元 形状 の 
自動 変更 が 実現 し , FEM, NC, 組立 図 な ど へ の 自動 変更 が 短 時 
BOTTA る 。 
(2) Pro/DEVELOP の 利用 

ュー ザー 独自 の FEATURE を 新た に 作成 する こと に より , 
従来 の モデ リン グ ダ 手 法 が 大 幅 に 短縮 され る 。 ま た , この 新しい 
FEATURE に 付属 情報 (ATTRIBUTE) を 新た に 付加 する こ 
と が 可能 な た め , NC 加工 情報 と し て 必要 な 文字 情報 を ソリ ッ 
ド 形 状 と 結び 付け て デー タベース に 登録 し 。 その 出力 デー タ を 
も と に 自動 NC 加 工 処理 を する こと が で きる 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 
(1) 機能 改善 要求 

Pro/ENGINEER の 現 機能 に 対す る 改善 要求 に つい て は , ユ 
ー ザ ー の ニー ズ を も と に 積極 的 に 実施 し て いる 。 
(2) 日 本 化 機能 

米国 製品 に 対し て よく いわ れる 日 本 化 に つい て は , PTC HEE 
共同 で 作業 を 進め て お り , メッ セー ジ の 日 本 語 化 , 日 本 語 注記 
入力 機能 , JIS 寸法 線 表 示 , 日 本 語 マ ニュ アル な ど を リリ ー ス す 
る 予定 で ある 。 
(3) デジ ジュ クト 

大 幅 な 機能 改善 や 新しい 技術 の 組込み な どの プロ ジェ クト ・ 
ペー スズ の 開 人 選 つい て で て は 。 そ の つろ うど プ ロジ ェクト ・ ペ ー ス と し 
て 取り 扱っ て お り , 見 積 り し , 条件 な ど を つめ て 実施 し て いる 。 
問合せ 先 : 東京 エレ クト ロン 幌 CIM シス テム 部 
8163 東京 都 新宿 区 西新 宿 1-26-2 
A 03(344) 8904 

開発 元 Parametric Technology Corp. (米国 ) 


PIXEL (No. 77) 


ブー プン シス テム こし て の EUCLID-IS OME 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

(1) EUCLID-IS の カス タム 化 機能 

e ESL 言語 : EUCLID-IS の アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 
開発 する た め の 言 語 で , FORTRAN プロ グラ ム か ら 使 用 で 
きる サブ ルー チン の ライ ブラ リ か ら な っ て いる 。 図 形 や 文字 , 
寸法 の 作成 , 編集 , デコ ー ド (作成 の 反対 に , 情報 を 取り 出す 
操作 ) , 図形 演算 , グラ フィ ックス 機能 , デー タベース ・ マ ネ 
ー ジ メン ト 機 能 を は じ め , EUCLID-IS の も っ て いる ほとん 
どの 機能 を プロ グラ ム か ら 呼 び 出 し て 使う こと が で きる 。 

@ イ ンタ ー ラ クティ ブ ・ モ ニタ ー : EUCLID-IS の 対話 処理 を 
する 部 分 で 。 グラ マー と よ ば れる 文法 を 用 いて 画面 上 の メニ 
ュー や 高度 な 対話 処理 を 設計 で きる 。 ま た , オペ レー タ ・ イ 
ンタ フェ ー ス を 統一 する の で ,。 誰が プロ グラ ム を 作成 し て も 
自然 に EUCLID-IS の 操作 環境 に 適合 する 。 例 えば , 入力 エ 
ラー の 援 ゅ いや 。 プ ロン シン プ ト ( 久 力 妥 求 メ ッ セ ー ジ )。 エ ラー メ 
ッ セ ー ジ の 表示 , デー タ の 検索 手順 。。 ファ ンク ショ ン ・ キ ー 
の 使い 方 。、 コ マン ド の リカ バリ ー 方 法 な ど が 統一 され 。 操作 
者 に 違和感 の な い 操 作 方 法 と な る 。 

e FORTRAN イン タプ リタ : ESL 言語 の イン タプ リタ 版 で , 
メニ ュー や コマ ンド を 使っ て の 作業 中 に プロ グラ ム を 作成 し 
て 利用 で きる 。 

@ マ クロ コマ ンド モー ド : 
AETS So 

@ パ ラメ トリ ッ ク ・ デ ザイ ン : 寸法 を 入れ る こと に よっ て 形状 
を 変化 きせ る こと が で きる 標準 部 品 を 作成 する こと が 可能 。 

@ ア プリ ケー ショ ン ・ パ ッ ケ ー ジ : 基本 モジ ュー ル だ け で な く , 
アプ リケーション ・ パ ッ ケ ー ジ に 対し て も ESL 言語 が サポ ー 
ト す る 。 

@ その他 : シス テム の デフ ォ ル ト 値 の 設定 , ダ イナ ミッ ク ・ ス 
クリ ー ン ・ メ ニュ ー。 タブレット ・ メ ニュ ー の レイ アウ ト な 
ど が ある 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
小 規模 な 例 。 例え ば メニ ュー の プロ ンプ ト の 変更 , デフ ォ ル 

ト 値 の 変更 , 標準 部 品 の 作成 , ユー ザー・ ア プリ ケー ショ ン の 

開発 な ど は 多く の 企業 で 当たり 前 に 行っ て いる の で 新鮮 味 が な 

Vite, 特に EUCLID-IS の 内 部 の デー タ 構 造 と 深く か か わっ 

た 例 を 紹介 する 。 
ある ヨー ロッ パ の 研究 機関 で は , 6 万 点 に 上 る 部 品 の ソリ ッ 

ド ・ モ デル を 作成 し て いる 。 これら の 部 品 を 使用 し た 装置 は 最 

大 5 階層 の アセ ンプ ブリ と な る 。 あ る 装置 は 約 800 個 の ハー フ コ 

ン ポ ー ネ ン ト か ら な り , 各 ハー フ コ ン ポー ネン ト は 平均 40 (HO 

シス テム に より 構成 され る 。 こ こ で は 。 少な く と も ハー フ コ ン 

ポー ネン ト を 組み 合わ せ た 図 面 を 作成 する 必要 が ある 。 ま た 装 

置 は 最大 30km に も 及ぶ の で , デー タ は メー トル 単位 と ミリ 

メー トル 単位 の も の が ある 。 こ れ を EUCLID-IS の ラー ジア セ 


コマ ンド や メニ ュー= 欄 人 必 を プロ グラ 


マト ラ ・ デ ー タ ビジ ョ ン 

ン ブ リ 機能 で 表示 する の は 困難 で あっ た 。 そ の た め 次 の よう な 
プロ グラ ム を 開発 し た 。 

巨大 な 装置 の 図面 を 作成 する 。 そ の 際 に , 

@ 各部 品 の 長 さ の 単位 を 自動 的 に 合わ せる 

@ 表 示す べき 部 品 だ け を 記述 し た リス ト を 参照 する 

e 下位 レ ベル の 部 品 を どの 層 ま で 表示 する か を 指定 する 

e 部 品 の 配置 を 同時 に 行え る 

@ 他 の 表示 デー タ を イン ポー ズ で きる 

@ 結果 を EUCLID の LASS 機能 と 同じ デー タ 構造 ( デ ィ ス 

プレ イリ スト ) に 作成 する 

と 0 ラプ ログ シム で お ある 。 
カス タム 化 に 対す る 方 針 

シス テム の 開放 と ユー ザー 資産 の 保護 と いう 課題 は ある 意 
味 で 矛盾 する 命題 を 背負 っ て いる 。 す な わ ち , シス テム の 開放 
を シス テム の 核 の 内 部 まで 進め て し まう と 。 メーカー に よる シ 
ステ ム の 能力 の 改善 (バー ジョ ン ア ッ プ ) が 行わ れ た と き に ユー 
ザー・ プ ログ ラム が 追従 し きれ な く な る と いう 問題 が ある か ら 
で ある 。 

ユー ザー の プロ グラ ム 資 産 の 保護 を 図り な が ら シ ステ ム を で 
きる か ぎり 開放 し て いく た だ ため に は , ユー ザー・ プ ログ ラム ・ イ 
ンタ フェ ー ス と いう チャ ネル を 介し て , 内 部 の 情報 を 可能 な か 
ぎり 普遍 的 な か た ち に モデ ィ フ ァ イ し て 提供 し て いく と いう , 
地道 な 努力 を 積み 上 げ て いく 以外 に は な いよ うに 思う 。 

また , デー タ 構 造 に 関し て は 完全 に オー プン で あり , ユー ザ 
ー が 十分 な 知識 を も つ な ら その 情報 を すべ て 利用 で きる 。 
将来 的 に は , 部 分 的 に ユー ザー が デー タ 構 造 を 決め る こと も 
で きる よう に ずる 予定 で ある 。 

また , マニ ュ ア ル な どの 一 層 の 充実 に より , 実質 的 な 開放 度 
を 高め る こと も 重要 と 考え て いる 。 


長期 に わた っ て 安定 的 に 供給 で きる 部 分 に つい て は , 可能 な 
の きり オー ジン に し て カス タム 化 を サボ ポート し て いき た いらい 。 = 
た 。 それ が 可能 と な る アー キテ クチ ャ を 追求 し て いる 。 ELT, 
それ を 実質 的 に 可能 に する サポ ー ト 力 の 強化 に 努力 し て いき た 
と 考え て いる 。 
問合せ 先 : マト ラ ・ デ ー タ ビジ ョ ン 貫 営業 部 
電 170 東京 都 豊島 区 東池袋 3-1-1 
Z 03 (988) 1035 
開発 元 : Matra Datavision (1A) 


HP デザ イン セン ターME YU—-RONAD LA bere 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

HP デザ イン セン ター ME シリ ー ズ の カス タム 化 機能 は ,「 カ 
スタ ム 化 の 容易 さ 」 と いう 言葉 に 集約 され る 。 各 CAD/CAM ^ 
シン シダー は 「 カ スタ ム 化 で きる CAD/CAM シス テム 」 を うた っ て 
いる わけ だ が , その カス タム 化 機能 は と も すれ ば 導入 側 に と っ 
て 慕 大 な 経費 と 時 間 の か か る シス テム に な っ て し まう 。 

ME シリ ー ズ は 使い や すい ぃ い シ ステ ム と し て 広く ユー ザー に 受 
け 入 れ ら れ て お り , カス タム 化 機能 も その 例外 で は な い 。 当社 
の ユー ザー・ ア ン ケ ー ト で も , ME シリ ー ズ 導入 の ポイ ント に シ 
ステ ム の カス タム 化 の 容易 さ が 必 ず あ げ ら れ , 導入 後 も 90% 以 
上 の ユー ザー が な ん ら か の カス タム 化 を 行っ て いる 。 

ME シリ ー ズ の ソフ トウ ェ エア 構成 を 簡単 に 示す と 図 1 の よう 
に な る 。HP-UX(UNIX) オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム 上 で 稼働 
し 。 コ アシ ステ ム は 基本 モジ ュー ル 。 デ ー タ 
(管理 ) モ ジュ ー ル 。 バ リエ ーション ・ デ ザイ ン ・ モ ジュ ー ル で 
構成 され る 。 

カス タム 化 の 種類 , ツー ル と し て は , 

介 ス スグ リー シッ メニ ュー。 ダ プレ w ゅ トゥ メニ ェ ュー、 ギ キー ボー 

F ド の カス タム 化 を サポ ー ト する シス テム マク ロ 
@ ユ ー ザ ー 作 成 コ マン ド の 付加 , 作図 手順 の 一 体 化 , 自動 設 
計 を サポ ー ト する ユー ザー マク ロ 
e NC 自動 プロ グラ ミン グ , FEM 解析 ソフ トウ エア , 他 の 
CAD シス テム へ の デー タ 転 送 に お いて 独自 の 機能 を サポ 
ー ト する MI( モ デル ・ イ ンタ フェ ー ス ) 
@ データ ベー ス へ の アク セス 項目 を 変更 ・ 定 義 む する デー タ ・ 
マネ ジメント ・ シ ステ ム の カス タム 化 

@ シン ボル , テキ スト 書体 の カス タム 化 
な ど が ある 。 ユ ー ザ ー が 他 の プロ グラ ミン グ 言 語 (C, Pascal) で 
作成 し た 計算 プロ グラ ム を ME シリ ー ズ 内 に 取り 込み 。 カ スタ 
ム 化 する こと も 可能 で ある 。 ま た ., 日 本 語 入力 機能 に お ける ユ 
ー ザ ー 辞 書 登録 機能 も 一 つの カス タム 化 機能 と いえ る 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 
(1) メニ ュー・ レ イア ウト の カス タム 化 

ME シリ ー ズ は , ス クリ ー ン ・ メ ニュ ー を 画面 上 の 任意 の 位置 
に 定義 で きる 。 “MENU LAYOUT" コ マン ド を 使い 。 ME シリ 
ー ズ の エディ タ 内 で キー ボー ド を 利用 し て 定義 を 行う 。 こ の よ 
うに 定義 むる と , ME シリ ー ズ の 右 下 画面 に メニ ュー・ レ イア ウ 
ト が 作成 され る 。 ユ ー ザ ー は 同様 の 手順 で 右上 , 左下 な ど に メ 
ニュ ー・ レ イア ウト を 定義 で き , メニ ュー の 大 き さ な ど を 自由 
に 作成 で きる 。 

(2) メニ ュー・ コ マン ド の カス タム 化 

ME シリ ー ズ は 標準 コマ ンド や ユー ザー 作成 コマ ンド を メニ 

ュー・ レ イア ウト 上 に 自由 に 定義 で きる 。 
MENU BLACK WHITE ' POINT'31 
と キー ボー ド 上 で 入力 する と 。 メ ニュ ー・ レ イア ウト の 上 か ら 
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横 河 ・ ヒ ュー レッ ト ソ パッ カー ド 


3 番目 , 左 か ら 1 番目 の 部 分 に “ 点 ” と いう 表示 で バッ ク が 峰 , 文 
字 が 黒 で 出る 。 コ マン ド は "POINT" と いう 標準 コマ ンド が 定義 
され る 。POINT の 代わ り に ユー ザー 作成 コマ ンド を 定義 する 
こと も 可能 で ある 。 同様 の 操作 で 定義 し た の が 図 2 で ある 。 ま 
た , 図 3 の 下段 の メニ ュー は ユー ザー が この 機能 を 利用 し , 作 
成 し た カス タム 化 例 で ある 。 
(3) ユー ザー・ コ マン ド の 作成 

簡単 な プロ グラ ミン グ で ユー ザー が 独自 の コマ ンド を 作成 で 
きる 。 こ の コマ ンド は 直線 を 等 間隔 に 任意 の 数 に 分 割 す る コマ 
ンド で , ユー ザー は “A line dividing” と いう プロ グラ ム 名 を 使 
用 し , 前 述 の よう に 

MENU BLACK WHITE ’#RO 478 ’A_line_dividing’ 2 1 
と すれ ば , メ ニュ ー・ レ イア ウト の 上 か ら 2 番目 , 左 か ら 1 番目 
の 部 分 に “ 線 の 分 割 " と 表示 され , この コマ ンド を 選択 する と “A_ 
line dividing" の プロ グラ ム が 実行 され る 。 
カス タム 化 に 対す る 方 針 

CAD/CAM シス テム の 導入 を 考え る 側 に と っ て 最も 重要 に 
な る ポイ ント は , その シス テム が 自分 た ちの 要求 する 仕様 に い 
か に 近い シス テム で ある か , と いう 点 で ある が , ユー ザー の 要 
求 する 仕様 に 対し 100% 対 応 で きる CAD/CAM シス テム は 残 
分 な が ら 存 在 し な い だ ろ う 。 

この よう な 状況 の 中 , ベン ダー 側 の 対応 と し て は , カス タム 
公 ぞ きる シス テム や ツー ル を 相 供 する と いう こと と だ ろう 。 し か 
し ここ で 見 落と し て は な ら な い の は , ユー ザー が カス タム 化 を 
考え る と き , ツー ル が そろ っ て いて も 使え な けれ ば 何 の 意 味 も 
も た な い 点 で ある 。YHP で は ユー ザー の カス タム 化 の レベ ル 
に 応じ 。 それ ぞ れ の サー ビス を 提供 し て いる 。 
(1) トレ ー ニ ング ・ サ ービス 
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図 1 ME シリ ー ズ の ソフ トウ エア 構成 
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ME シリ ー ズ の トレ ー ニ ング ・ コ ー ス の 中 に カス タム 化 の コ 
ー ス が 設け られ て いる 。 こ と で は メニ ュー,。 コマ ンド 。 シンポ 
ル , BE EDERE ND, Zl DLF}, Z 
の コー ス を 受講 する こと に より 基本 的 な カス タム 化 が 行え る 。 
(2) コン サル ティ ング ・ サ ービス 

カス タム 化 を は じ め と する 各種 コン サル ティ ング に 対応 する 
72, SE 部 門 が 各 支 社 に 設け られ て いる 。 機械 系 CAD 専任 の 
SE に より 。 ネ ットワーク 環境 , デー タベース 環境 を 考え た カス 
タム 化 , また , バー ジョ ン ア ッ プ 時 に お ける カス タム 化 へ の 対 
応 な ど を 中 心 に コン サル ティ ング を 行っ て いる 。 

(3) デ ロ ジ ェ グ トッ サー ビス 

ME シリ ー ズ の 大 幅 な 仕様 変更 , それ に 伴う 特注 ソフ トウ ェ エ 
ア の 開発 は 。 プロ ジェ クト ・ セ ンタ ー を 中 心 に 対応 し て いる 。 
YHP で 提供 する 電子 系 CAD シ ステ ム に と ど ま ら ず ,。 他社 
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' 水平 線 ′ "LINE HORIZONTAL’ 5 2 

' 鉛直 線 ' 'LINE VERTICAL’ 6 1 

' 平行 線 ” ‘LINE PARALLEL’ 6 2 

' 垂直 線 ' 'LINE PERPENDICULAR’ 7 1 


! 円 の 接線 ′ ‘LINE TAN PT' 7 2 

2 円 の 接線 ′ 'LINE TAN2' 8 1 

) 角度 と 長 さ ′ 'LINE PT ANG DIST’ 8 2 

》 長方形 ′ ! LINE RECTANGLE’ 9 1 

BLACK WHITE ' 円 ' 'CIRCLE CENTER’ 10 1 
thay & #7’ 'CIRCLE CENTER’ 10 2 

‘3 点 ' ‘CIRCLE THREE_PTS’ 11 1 

‘#422 BM’ ' CIRCLE TAN2 PT! 11 2 

' 同心 円 ' 'CIRCLE PARALLEL’ 12 1 

' 直 7’ 'CIRCLE DIAMETER’ 12 2 

BLACK WHITE "円 3{’ ‘ARC THREE PTS' 13 1 
'S AMPE’ 'ARC THREE PTS' 13 2 
半径 と 角度 ′ 'ARC CEN RAD ANG' 14 1 

! 中心 と 2 点 ′ 'ARC CEN BEG END' 14 2 


Eg 
i Esi 
半径 と 角度 | 中 心 と 2 点 


2 コマ ンド 定義 例 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

ュー ザー が カス タム 化 を 行う 条件 と し て は , 頻繁 に 類似 (相似 
形 ) の オペ レー ショ ン を 行う 必要 が 生じ る こと で ある 。 し た が っ 
T, ある 程度 一 定 の パタ ー ン 化 さ れ た オペ レー ショ ン が ある 場 
合 に 。 その オペ レー ショ ン を CAD/CAM シス テム の 一 つの コ 
マン ド に で きれ ば 便利 で ある 。 セ ジュ ー ル -A の カス タム 化 ツ 
ー ル と し て は 次 の 2 つの 機能 が ある 。 

@ パー ツ 登 録 

CAD 機能 を 使っ て 作成 し た 図形 を パー ツ ( 部 品 ) と し て 登録 
で きる 。 登録 し た パー ツ は 直接 パー ツ 名 を 入力 する か , メニ ュ 
ー で 指示 する こと に より , 指定 し た 位置 と 倍率 で 呼び 出す こと 
が で きる 。 よ く 使 う ユ ー ザ ー 独 自 の 部 品 , 例え を ば ボル ト な ど を 
登録 し て お く と 便利 で ある 。 


セ ジ ュー ル -A OfÉiBIEBIH Cd- 52 X S ATL 


CAD シス テム を も 含め た プロ ジェ クト の 中 で の カス タム 化 。 そ 
し て , その 導入 手順 な ど が プロ ジェ クト ・ セ ンタ ー に よっ て サ 
ボート され る 。 


YHP で は , HE, ME シリ ー ズ の OEM 開発 を 行っ て いる 。 
今後 この 分 野 に 対し さら に 積極 的 に 力 を 入れ る た め , OEM 2 
ー ザ ー に 対し て の カス タム 化 ツ ー ル , サポ ー ト の 強化 を 進め て 
いく 方 針 で ある 。 


問合せ 先 : 横 河 ・ ヒ ュー レッ ト ・ パ ッ カ ー ド 幌 第 1 コン ピュ 
ー タ 部 門 CAME 課 

8» 168 東京 都 杉並 区 高井 戸 東 3-27-21 

Z 03 (335) 8234 


開発 元 : Hewlett-Packard Co.( 米 国 ) 


シャ ー プ ブ 精機 

シャ ー プ シス テム プロ ダク ト 
@ 推論 設計 
パー ツ 登 録 機能 で は , 定型 的 な 形状 し か 対応 で き な い 欠点 が 
HS. そこ で ,。 構造 的 に は 同一 形状 で ある が 寸法 が 相似 形 で は 
な い 場 合 や , 一 部 分 の み 異 な っ た 形状 が ある 場合 に は 推論 設 
機能 が 便利 で ある 。 こ の 機能 は , ユー ザー が CAD 機能 を 使っ て 
作成 し た 図形 を その まま 変数 化し て 登録 で きる 。 ま た , 登録 さ 
れ た 変数 化 部 分 を グラ フィ ッ ク ・ デ ヂ ディスプレイ で 対話 的 に 追 
加 ・ 修 正す る 知識 登録 機能 も ちあ る 。 知識 登録 は C 言語 に よる if 
~then 方 式 で 記述 し て いく が , 文法 チェ ッ ク な ど は シス テム が 
行う た め ユ ー ザ ー は な ん ら 特 殊 言 語 の 知識 を 必要 と し な い 。 こ 
の よう に し て 登録 し た パラ メト リッ ク 設 計 マ ァイル た を サイ プル ー 
チン 化し て 階層 構造 に し , 複雑 な 機構 部 品 の 設計 を 行っ た り , 
ファ イル に より 他 言 語 (FORTRAN な ど ) と の デー タ の 受渡 し 


pu 


も 可能 と な っ て いる 。 推論 設計 の 実行 は 知識 登録 し た パラ メト 
リッ ク ・ フ ァイル 名 を 入力 する と 。 シス テム は 変数 化し た 寸法 
Pet. Se. これ ちら を 入力 する と 。 ダ タラ フィ ッ タ * デ ィ ス デア 
レイ に 寸法 線 の 入っ た 図形 が 出力 され て くる 。 

推論 設計 機能 の 最大 の 特徴 は ,CAD で 作っ た 図形 を その まま 
パラ ウス メトリック 化し 登録 で きる と こと で ある 。 し た が っ て ュー 
ザー は プロ グラ ミン グ を 行う 必要 は 全く な く , 誰 で も 簡単 に カ 
スタ ム 化 が 可能 で ある 。 

図 1 に 推論 設計 の 手順 を 示す 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

セ ジ ュー ル -A は 人 金 型 自動 設計 の 機能 が ある の で , 金 型 メー 
カー だ に 多く 使っ て も ら っ て いる 。 し た が っ て 。 カス タム 化 も 
金 型 設計 に 対す る も の が 多い 。 その 一 例 と し て モー ルド ベー ス 
設計 の カス タム 化 が ある 。 こ れ は , 成形 品 の 大 ま か な 形 状 と 金 
型 タ イプ を 対話 形式 で 入力 する と 自動 的 に モー ルド ベー ス が 設 
計 さ れ , 市 販 の モー ルド ベー ス が 寸法 線 の 入っ た 図面 と し て 出 
力 さ れる と いう も の で ある 。 図 2 に 出力 例 を 示す 。 

カス タム 化 の 手法 は , 前 述 の よう に CAD 機能 を 使い 適当 な 
大 き さ の モー ルド ベー スス 図 を 描く そして,。 この モー ルド ペー 
ス の 各 寸 法 を 変数 化し , 成形 品 の 大 きき と モー ルド ベー ス の 各 
変数 値 関係 を if--then 方 式 で 定義 し て いけ ば よい 。 これ に よっ 
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CAD 機能 を 使い パラ メト リッ ク 
図形 を 適当 な 大 き さ て 入力 する 。 


知識 登録 


変数 値 を 追加 ・ 修 正 し , 登録 する , 
変数 化 の 不足 部 分 は シス テム が 
ダー タダ Si yea © «aL, 


シス テム が 質問 し て きた 変数 値 を 
HSIN AJT Ac ELL R 
形 が 目 動 出 力 する 。 


1 推論 設計 の 手順 


€, 成形 品 形状 か ら 自 動 的 に モー ルド ベー ス 図 面 を 出力 する ユ 
ー ザ ー 独 自 の コマ ンド を 確立 で きる 。 
カス タム 化 に 対す る 方 針 
当社 は ,CAD/CAM シス テム は 専用 化す れ ば する ほど 効果 が 
上 が る と 考え て いる 。 したがって, ユー ザー・ カ スタ ム 化 の 機 
能 に つい て は 最 優先 開発 項目 と し て いる 。 ま た ,。 どの よう な 業 
種 の ユー ザー で あっ て も 対応 で きる 柔軟 さや , 特別 な 言語 を 必 
要 と し な い 簡 便 き も さら に 追求 し て いく 考え で ある 。 ま た , 現 
在 の 当社 の 推論 設計 の 推論 部 分 は if--then に よる も の で ある 
23, 将来 は 本 格 的 な AI を 用 い , 知識 登録 の 容易 さや 推論 の 並列 
処理 の 多様 性 の 向上 を 図り た い 。 つ まり , ユー ザー 独自 の エキ ス 
パー ト ・ シ ステ ム を 誰 で も 簡単 に 構築 で きる よう 目指 し た い 。 
当社 の カス タム 化 機能 は ,CAD 機能 で 作成 し た 図形 を も と に 
パラ メト リッ ク 化 する よう に な っ て いる た め , 大 幅 な 変更 が 生 
じ た 場 合 で も ユー ザー が 簡単 に 対応 で きる 。 
問合せ 先 : シャ ー プ 精機 帆 営業 部 
& 581 大 阪 府 八 尾 市 跡部 本 町 1-41-33 
@ 0729 (91) 0681 


[2 モー ルド ベー ス 図 面 の 出力 例 


PIXEL (No. 77) 


TUL KB CAE, CAD/CAM ネッ トワ ー ク ステ ーション 


CR-3000 DHZ ILAE 


図 研 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

図研 の プリ ント 基板 用 CAE, CAD/CAM ネッ トワ ー ク ステ 
ーション CR-3000 は 。 ユー ザー・ ノ ウ ハ ウ を 反映 し た 利用 環境 
Crath, 
(1) CAD の コマ ンド を ユー ザー が 簡単 に つく れる ZCL 

ZCL と は Zuken Command Language Of TC, CAD の コマ 
ンド 作成 用 の 簡易 言語 で ある 。 

簡易 言語 と は , FORTRAN や C な どの プロ グラ ム 言 語 の 経 
験 の な い 者 で も 利用 で きる よう 目的 に そっ て 簡易 化し た 言語 で 
の ある 。 こ と で は 「CAD の オリ ジン ナル コマ ンド 作成 」 と いう こと 
に 対応 し て いる 。 簡単 な 例 と し て は 複数 コマ ンド を 一 命令 に 定 
義 す る こと が ある 。 これ は 使用 する ユー ザー 環境 , 運用 に より 
必ず 一 連 の 連続 し た 命令 を する 場合 に 便利 で ある 。 例 えば パタ 
ー ン 設計 終了 時 に 必ず バッ クア ッ プ 操作 を し た い 場 合 ,「 終 了 」 
と いう 命令 に この 一 連 の 操作 を も た せ て お く と オペ レー ショ ン 
は 楽に な り 。 パ ッ ク ア ッ プ を 閥 れる こと も な く な る 。 
(2) デー タダ ペー ス ・ ア クセ スラ イプ ラリ 

こち ら は 簡易 言語 と 違い 。 FORTRAN や C な どの 言語 を 使 
いこ な し て いる ユー ザー 向け の ツー ル で ある 。 

CR-3000 の デー タ ベ ペー ス を ユー ザー が FORTRAN や C な 
どの 言語 に よる プロ グラ ム 中 に 容易 に アク セス で きる よう 。 必 
要 な ライ ブラ リ を まとめ た も の で ある 。 


設計 ファ イル の 読出 し や ファ イル へ の 書込み を 行う こと に な 
る の で , プロ グラ ム 言 語 と CR-3000 の デー タ 形 式 の 完全 な 理解 
が 必要 で ある 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

CR-3000 は 64 年 1 月 に 発売 され た も の で , 現在 の と ころ 具 
体 的 な 実施 例 は 記載 で きる も の が な い 。 
カス タム 化 に 対す る 方 針 

シス テム の 拡張 。 最適 化 ( カ スタ ム 化 ) が ユー ザー 自身 の 手 で 
容易 に で きる こと は , 今後 , CAD/CAM シス テム の 不可 欠 な 要 
素 に な る と 思う 。 

ユー ザー ご と 設計 基準 や 設計 フロ ー。 オ ペレ ー テ ィング 方 
法 は 異な る で あろ うし , シス テム を 使い こなし て いく 過程 に お 
ゅ いて ノウ ハツ ウツ も 蓄積 さん て いく の で , ユー ザー は より 自分 に 合 
っ た シス テム づく り を 行い 。 設 計 の 効率 向上 や 均質 化 を 行う こ 
Elta. 

CAD/CAM の メー カー と し て は ユー ザー ニー ズ の 取入れ を 
積極 的 に 行っ て いく が ,「 カ スタ ム 化 」 そ の も の が ユー ザー ニー 
ズ と な る 日 は 近い と 思う 。 
問合せ 先 WR シス テム 営業 部 
© 222 神奈 川 県 横浜 市 港北 区 新横浜 3-1-1 
人 045 (473) 6866 


E-CAD OAADAIE 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

ワコム の 電気 系 CAD 「E-CAD」 シリ ー ズ お よび 機械 系 CAD 
「 ぁ CAD」 は 。 と も に パー ソナ ルコ ンピュータ を ベー ス と し な が 
ら も 優れ た 設計 環境 を 提供 し て いる 。 

その 結果 , 多く の ユー ザー か ら ワ ー ク ステ ーション や ミニ コ 
ンピュータ 以上 の CAD の 入力 マシ ン に 採用 し た いと の 要望 が 
あり , それ に 対し て は デー タベース ・ フ ォ ー マ ッ ト を 公開 し , 
ユー ザー サイ ド で の カス タム 化 を 可能 と し て いる 。 ま た 条件 に 
よっ て は ソー ス ・ プ ログ ラム の 公開 も 可能 で ある 。 

さら に , ユー ザー・ プ ログ ラミ ング 言語 「MISTY」 を 提供 。 
これ を 使用 する こと に より ユー ザー 独自 の カス タム 化 CAD の 
構築 が 可能 で ある 。 

また ワコム で は , カ スタ マイ ズ セ ンタ ー に SE を 配置 し , ユー 
ザー と 一 体 と な っ た CAD シス テム の 構築 に も 積極 的 で ある 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

E-CAD の ユー ザー で ある A 社 で は 。 ワ コム の 公開 し た デー 
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タ ・ フ フォー マット か ら 独 自 に ADAM と の デー タ 変 換 プ ログ 
ラム を 作成 し, 効果 的 な 利用 を 行っ て いる 。 すなわち , E-CAD 
で 見 積 り 用 の 概略 図面 の 入力 を 行い , JOB の 正式 に スタ ー ト し 
た も の に つい て も E-CAD デー タ を CADAM に リン ク し, 正式 
に 図面 と し て 仕上 げ て いる 。 

まだ, この よう に ユー ザー サイ ド で 開発 きれ だ た E-CAD OF 
辺 プ ログ ラム は ,。 E-CAD の アプ リケーション ・ ソ フト と し て 他 
D E-CAD ユー ザー に 提供 する こと も 可能 で ある 。 
問合せ 先 WII 第 2 営業 部 
8171 東京 都 豊島 区 池袋 4-394-1 
Z 03(985) 7911 
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CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
GDS (Graphics Design System) は , 建築 ・ 土 木 ・ エ ンジ ニア 
リン グ 関 連 分 野 の た め の 本 格 的 な 汎用 設計 製図 シス テム で あ 

る 。 GDS は 。 オブジェ クト 指向 の 高 性 能 デ ー タ ベー ス 構 造 と 製 

図 の た め の 強 力 な 入力 ・ 編 集 機 能 。 お よび ユー ザー 独自 の 運用 

を 可能 に する カス タマ イズ 機能 を 特徴 と し て いる 。 

(D 操作 性 を 向上 きせ る カス タマ イズ 機能 

e GDS ライ ブラ リ 機 能 : 複数 の ユー ザー が 共用 で きる 共通 部 
品 , 標準 部 材 な ど を 収め て ある ドロ ー イ ング ・ フ ァイル で あ 
る 。 ユ ー ザ ー 独 自 で 自由 に 作成 ・ 登 録 を する こと が で きる 。 

る メニ ュー シス テム 機能 : 登記 に 備え られ て いる コマ ンド や 
ュー ザー が 作成 する デー タ 。 マ クロ ファ イル, 入力 ファ イル , 
プロ グラ ム な ど を メニ ュー と し て 簡単 に 登録 で きる 。 

@ ラ イン スタ イル / キ ャ ラク タス タイ ル 機 能 : より 精 級 な 図面 
表現 を 行う た め に 多数 の スタ イル を 提供 し て いる が , さら に 
ュー ザー 独自 に 作成 ・ 登 録 も 容易 に 実行 で きる 。 

(2) BASIC 言 語 に よる 自動 設計 , ユ ー ザ ー・ プ ログ ラミ ング ( 図 1) 
設計 製図 の 中 で 演算 や 条件 の チェ ッ ク が 必要 な 作図 の た め , 

BASIC 言語 を 用 いて GDS 上 で ユー ザー・ プ ログ ラム を 組む こ 

と が で きる 。 パラメトリック 図形 の 作図 や , 演算 ・ 判 断 を 必要 
と する 設計 作業 の た め に ユー ザー 独自 の コマ ンド を 作成 し , fF 

業 能率 を 向上 さき せる こと が 可能 。 ま た , GDS の デー タベース と 

密接 に 連携 し , デー タ 検 索 ・ 更 新 を 行う 自動 設計 シス テム を 構 

築 す る こと が で きる 。 求 積 図 作成 ・ 建 具 表 作 成 ・ 断 面 リ スト 作 

成 な どの 専門 アプ リケーション を 作成 で きる 。 

(3) GDS 属性 の デー タ シ ス テム ( 図 2) 

GDS の デー タベース は , 図形 情報 と 属性 情報 を 密接 に 関連 き 

せ て 蓄積 し , 仕様 に 関す る 文字 情報 や コス ト ・ 数 量 な どの 数 値 

情報 を 扱う こと が で きる 。 数値 情報 を 四則 演算 し て 加工 で き , 
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d ue i X,Y 
ARC KYR 
Be. ARG LIT (CONTINUE? , 
1128 GET ARG LIT L9 
1138 IF L9»? THEN 1168 
1148 RESTORE 
1188 GOTO 240 


um END [m 
1178 REM A1,A2,A3,81,82,A4 (TATEGU BUNPO)~ 
Med DATA a MPH M 

X,Y 


1 BASIC シス テム 
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ュー ザー は 自由 な 書式 で 概算 コス ト や 部 品 一 覧 表 な どの 積算 情 

報 を 出力 する こと が で きる 。 

(4) デー タ の 拡張 ,EPI( 外 部 プロ グラ ム ・ イ ンタ フェ ー ス ) 
EPI は , ユー ザー・ プ ログ ラム と GDS が デー タ や コマ ンド を 

交換 する た め の リ ンク を 提供 する シス テム で ある 。TFOR- 

TRAN。Pascal。C な どの 言語 プロ グラ ム を サポ ー ト し 。 リ ン 
ク を 通し て GDS の あら め る 機能 を 利用 で きる 。 ア プリ ケー シ 
ョ ン の 開発 の 際 に 多数 提供 され て いる GDS と の 対話 用 サブ ル 

ー チ ン を 用 いて 開発 コス ト を 抑え つつ , ユー ザー 独自 の アプ リ 
ケー ショ ン を 構築 する こと が で きる 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

田 施 工 図 作成 シス テム ( 図 3, 4) 

施工 図 作成 シス テム は 。GDS ユー ザー。 大 日 本 土木 1986 年 

3 月 導入 ) が 開発 し た プロ グラ ム で ある 。GDS の BASIC シス テ 

ム に より , GDS の 強力 な 図形 入力 ・ 編 集 機 能 を 利用 し て 機械 的 

な 製図 作業 の 部 分 を 最大 限 に 自動 化し , 施工 図 を 迅速 か つ 容 易 

に 作成 する 。 

@ 一 連 の 操作 手順 が メニ ュー 化 さ れ , 機能 と 入力 手順 が ビジ ュ 
アル 化 さ きれ て いる の で , 初心 者 に も すぐ 操作 で きる 。 

@ タブレット は わか りや すい 図形 と 日 本 語 に よる 表示 で ある 。 
e GDS で 行う オプ ジェ クト や ライ ンス タイ ル は シス テム 内 で 
設定 し て いる の で 。 オ プ ジ ェ クト 名 や ライ ンス タイ ル を 気 に 
する こと な く < く 後 の 作業 に も 便利 な 整合 性 の ある 設定 が で き 
25 

@ 頻繁 に 使用 する 定形 の 図形 や シン ボル は , すべ て パラ メト リ 
ッ ク に 描け る よう に マク ロ 化 され , 作図 時 間 の 短縮 が 可能 。 
@ 杭 伏 図 , BRAM, 基礎 伏 図 。 一 般 断 面 図 , 一 般 伏 図 , タイ 
ル 割 付図 な ど が ある 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 


図 2 属性 デー タ シ ス テム 
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図 3 施工 図 作 成 シ ステ ム の メニ ュー 


GDS で 用 意 し て いる ユー ザー・ プ ログ ラム ・ イ ンタ フェ ー ス 
を 用 いれ ば ,。 か な り の 範囲 の ニー ズ に こたえ る こと が で きる 。 
また , 外部 の デー タベース (例え ば 。 リ レー ショ ナル ・ デ ー タ ベ 
ー ス ) と リン ク し 区 シス テム を 直 ん だ り , 他 の デ ロ グ な ら な の デ 
ー タ 交換 を する こと で ,。 さら に 広範 な シス テム 拡張 が 可能 で あ 
る 。 HE, 世界 で 800 以上 の ユー ザー サイ ド で 同一 の シス テム 
が 稼働 し て いる の で , 信頼 性 の 高い シス テム グレ ー ド アッ プ ・ 
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図 4 施工 図 (提供 : 大 日 本 土木 ) 


メン テ ナ ン ス を し て いく た め に は , 特別 な 別 プ ログ ラム に 改造 
すべ き で は な いと 考え る 。 全体 の シス テム 拡張 を 考え 合わ せな 
が ら , ユー ザー の 要望 を 取り 入れ て 改良 し て いく 方 針 で ある 。 
問合せ 先 エイ ・ ア ー ル ・ シ ー・ ヤ マギ ワ 幌 営業 部 

8$ 151 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 1-7-16 

Z 03(405) 7811 

開発 元 : Apllied Research of Cambridge Ltd. (Eg) 
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CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 
(1) ユー ザー 側 で 独 目 に 行え を る カス タム 化 
@ デ ー タ ファ イル の 内 部 構造 の 公開 : ユー ザー が , ダイ ナパ ー 
ス で 作成 し た デー タ を 別 の ソフ トウ エア で 読み 込み , 加工 で 
B5 ES, 州 の ソフ トウ エア で ダイ か パース 用 め の デ ー 
タ を 作成 し , ダイ ナパ ー ス 上 で 編集 ・ 加 工 が で きる 。 
e DXF 形式 の デー タ を 入出 力 で きる オプ ショ ン を 別途 販売 ・ 
DXF 対応 の ソフ トウ エア (例え ば AutoCAD) と の 間 で デー 
タ の 互換 が 可能 。 
e 多種 類 の 周辺 機器 へ の 対応 : ダイ ナパ ー ス 3 で は , タブ レッ 
ト , プロ ッ タ 。 プリンタ 。 フ レー ム ・ バ ッ フ ァ な どの 周辺 機 
器 へ の 対応 条件 を , ある 程度 ヘ メー ザー 側 で 独自 に 設定 で きる 
(ダイ ナパ ー ス 2 の 場合 は 制限 付き )。 
① 通 常 の タイ プ の 周辺 機器 で あれ ば , 通信 条件 の 変更 は ソフ 
トウ エア 上 に お ゅ て ウン タッ チ で 可能 。 

コマ ンド の 異な る 周辺 機器 に も , コマ ンド の 内 容 を 記述 し 
た テキ スト ・ フ ァイル の 変更 に より 対応 可能 。 

③ 特 別 な が コマ ンド を も つ 周 辺 機器 の 場合 も ,、 ユー ザー が 独自 
に ドラ イ バ ・ ソ フト を 開発 し , 対応 きせ る こと が 可能 (た だ 
し , 別途 契約 が 必要 )。 

(2) ダイ ナウ ェ ア 側 で 行っ て いる カス タム 化 
ュー ザー の 目的 ・ 要 望 に 合わ せ た ソ フト ウエ ア の 仕様 変更 


ダイ ナウ ェ ア 


機能 追加 な ど を 随時 別途 費用 に て 実施 。 

カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

(D 公開 され て いる デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト を 利用 し た ユー ザー 
事例 

@ 地図 か ら 等 高 線 を 入力 し 。 ダイ ナパ ー ス の 敷地 の デー タ と し 
て 利用 で きる シス テム の 開発 。 

@ 大 型 機 で 行っ た 構造 計算 用 の 3 次 元 デ ー タ を ダイ ナパ ー ス 用 
の フォ ー マ ッ ト に 変換 し て 表示 する 。 

@ ダイ ナパ ー ス の デー タ を 大 型 機 の 日 照 計 算 用 の デー タ に 変換 
し , 大 型 機 上 で 日 照 計算 を 行う 。 

@ グ イナ パー ス で 作成 し た デー タ を 大 型 機 上 で 作動 する 3 次 元 
と CAD ソフ ト 上 に 読み 込み , 利用 する 。 

ダイ ナース で 作成 し た ゲー タク を 。 SOC es AT HK sS 
ン 上 で 作動 する 3 次 元 レ ンダ リン グ 用 ソフ ト 上 に 読み 込み , 
利用 する 。 

(2) DXF 形式 に 変換 し た デー タ を 利用 し た ユー ザー 事例 

@ AutoCAD で 家具 の 平面 配置 プラ ン を 作成 し . これ を 
AutoCAD の 3 次 元 用 デー タ と し て DXF 形式 で 登録 し た 
後 。 ダ イナ パー ス で 読み 込ん で 家具 の 配置 の 3 次 元 プ レ ゼン 
テー ショ ン を 行う 。 

@ ダイ ナ バ パース で 作成 し た 建物 の 3 次 元 デ ー タ の うち , 任意 の 
平 ・ 立 面 図 を DXF 形式 で 登録 し , これ を AutoCAD で 読み 込 
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A, SHEER パッチ テング な ど を 生れ て 利用 する 。 
(3) ダイ ナウ ェ ア 側 で 行っ た カス タム 化 事例 
@ グイ ナパ ー ス に 部 品 の 積算 見 積 機能 を 追加 し , 店 頭 で 3 次 元 
お よび 積算 見 積 レ シミ ュ レ ーション を 同時 に 行え を る シス テム の 
開発 。 
@ ア ニメーション 撮影 用 の シス テム 開発 。 
① パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ と 16mm カメ ラ を 連動 させ, アニ 
メー ショ ン を 作成 する た め の シ ステ ム の 開発 。 
②⑫ 8 次 元 ワ ー グ クス デーション 上 で , コマ 撮り VTR を コン ト 
ロー ル し , アニ メー ショ ン を 作成 する シス テム を 開発 。 
@ シ ステ ムキ ッ チ ン の レイ アウ ト 用 の シス テム を , 他 の シス テ 


IRIS シス テム の カス タム 


ム ハ ウ ス と 共同 で 開発 。 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

@ 今後 も デー タ 構 造 を ユー ザー に 公開 する 。 

@ ユ ー ザ ー が 独自 に ソフ トウ エア を 変更 , 機能 追加 で きる 部 分 
を 増やし て vs て 。 

@ ソ フト ウエ ア の 仕様 の 大 幅 な 変更 を 必要 と する よう な ケー ス 
に 対し て も , 別途 。 別 料金 で 対応 し て いく 。 

問合せ 先 : 内 ダイ ナウ ェ ア 編集 部 

8$ 563 大 阪 府 池田 市 石橋 1-9-13 

Z 0727 (62) 8173 


エイ ・ ア デイ ・ テ クノ ロジ ー 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

現在 , CAD/CAM/CAE は 急速 に 普及 , パー ソナ ル 化 が 進み 
適用 業種 の 広がり が み ら れ る 中 , 統合 CAE シス テム IRIS は , 
構造 解析 の みな ら ず 流動 ・ 磁 場 な ど 種々 の 解析 業務 を サポ ー ト 
で きる よう 。 開発 当初 か ら 「 カ スタ ム 化 」 の た め の ツ ー ル の 開 
発 を 手がけ て きた 。 以下 に 主 な ツー ル を あげ て みる 。 

る メニ ュー 設定 

IRIS シス テム の メニ ュー は コマ ンド ・ フ ァイル に 定義 され , 
解析 プロ グラ ム に 合わ せ て 修正 が 可能 で ある 。 プ リ ・ プ ロ セ ッ 
サ で は 拘束 条件 , 物性 条件 な ど 解 析 プ ログ ラム (構造 , 流動 , 磁 
場 な ど ) に 合わ せ て メニ ュー を 設定 で きる 。 ポ スト ・ プ ロ セ ッ サ 
で も 同様 に , 解析 条件 に 合わ せ た タ イト ル ・ メ ニュ ー の 設定 が 
Te 4. 

e 知識 ベー ス 

IRIS シス テム は 知識 ベー ス を 用 い , 形状 生成 ・ デ ー タ 変換 作 
業 の 効率 化 が 図れ る よう に 設計 され て いる 。「DKNOW」 と いう 
ジェ ー ル が ユー ティ リティ と し て 用 窟 き まれ て いる 。 

if~then ルー ル , 多岐 選択 , 四則 演算 入力 機能 な ど を も つ 独 自 
の 文法 で 定義 き 8 れ た 知識 ベー ス に より , 形状 生成 時 に は 材料 ・ 
何 車 ・ 拘 束 デ ー タ や パラ メト リッ ク 図 形 な どの 作成 に 。 また, 
各 解 析 プ ログ ラム の トラ ンス レー タ で は コン トロ ー ル 作成 記 要 
素 変換 な ど に 利用 さき され て いる 。 ユ ー ザ ー は 知識 ベー ス を 自由 に 
変更 ・ 追 加 す る こと が で き , ユー ザー 独自 の コン サル ティ ング ・ 
シス テム と し て 利用 可能 で ある 。 

e HELP 機能 

IRIS に は HELP 機能 が あり , HELP 7 ファ イル に 登録 され た 
各 コ マン ド の 説明 文 や 図 化 情報 を 画面 に 出力 で きる 。 

HELP 情報 も 知識 ベー ス に 登録 され る た め ,。 if~then ルー ル 
に 従っ て , ツリ ー 構 造 の HELP メニ ュー を 作成 で きる 。 
キー ザー ャ トラ テン スレ ー タ 

カー ドイ メー ジ と パイ ナリ イメ ー ジ の 相戸 の ファ イル 変換 ユ 
ー テ ィ リ ティ 「TREILE」 の 拡張 機能 と し て , 形状 デー タ や 解 
析 デ ー タ を ユー ザー 用 ファ イル ・ フ ォ ー マ ッ ト に 変換 し て 登録 


130 


する 機能 が ある 。 こ の 変換 機能 は ユー ザー 作成 ルー チン と 知識 
ベー ス で 構成 され , 用 意 き さき れ た サブ ルー チン を ユー ザー 側が コ 
ー デ ィング ・ 修 正 ・ 追 加 し た り , ユー ザー・ メ ニュ ー を 登録 す 
る こと な ど に より 独自 の トラ ンス レー タ を 短 時 間 で 作成 する こ 
LUCR. 

@ バ パラ メト リッ ク 図 形 

直線 ・ 円 弧 ・ ス プラ イン 曲線 ・ 面 な どの 基本 図形 に 対し , E 
形 生成 手順 を 知識 ベー ス 内 に 組み 込む こと に より パラ メト リッ 
ク 図 形 を 生成 させ る こと が で きる 。 こ れ に より 類似 形状 の 入力 
も 必要 な パラ メー タ を 与え る だ け で 入力 で き , 入力 の 省力 化 を 
図る こと が で きる 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

具体 的 な 実施 例 と し て 資料 提供 が あっ た キヤ ノン の 射出 成形 
CAE シス テム 「CAPLAS」 を あげ る ( 図 1)。 

CAPLAS プロ グラ ム は , 樹脂 が 金 型 内 に 充填 され る 過程 を 
解析 する 「MFLOW-SHELL」 と , Fes Reh SH Dd RK 
り 出 すま で の 冷却 過程 を 解析 する 「MCOOL-SHELL」 の 2 つの 
解析 モジ ュー ル か ら な る 。 こ の シス テム の 標準 プリ プ ポ スト ・ 
プロ セッ サ と し て IRIS が 使用 され て いる ( 図 2)。 

標準 の IRIS の プリ ・ プ ロ セ ッ サ で は 物性 値 な どの 設定 は 構 
造 解析 や 熱 解析 が 主体 で ある た め , 以下 の よう な 諸 条 件 を プ 
リ ・ プ ロ セ ッ サ 内 で 入力 させ る た め に さま ざま な 改良 を 試み て 
いる 。 

B ANALYSIS で は 

e 解析 の 選択 : 流動 。 冷却 , 流動 十 冷 却 

@ 解析 レベ ル の 選択 : 簡易 解析 , 本 解析 

@ 樹脂 の 選択 : キヤ ノン 独自 の デー タベース を 使用 し て 樹脂 を 
選択 | 

@ 解析 ステ ッ プ 数 の 指定 

e 樹脂 温度 の 指定 

B GATE で は 

@ 型 温 の セッ ト 

@ 射出 方 法 , 時 間 の セッ ト 


PIXEL (No. 77) 


物性 ・ 荷 重 ・ 拘 束 条 件 の 設定 メニ ュー を 専用 メニ ュー に 修正 
L, 解析 ・ 境 界 条 件 な どの 各 要 求 項目 は 知識 ベー ス を 修正 し て 
IRIS の デー タ に 割り 当て て いる 。 

プリ ・ プ ロ セ ッ サ で 入力 され た 種々 の デー タ は , 解析 する た 
め プ リ ・ ト ラン スレ ー タ で デー タ 変 換 さ れる 。 こ の トラ ンス レ 
ー タ は 「TREILE」 の 拡張 機能 を 利用 し , 用 意 き れ た サブ ルー 
チン を コー ディ ング し て 独自 の トラ ンス レー タ を 便 用 し て い 
あぁ 

カス タム 化 に 対す る 方 針 

CAD/CAM/CAE の 適用 業種 ・ 業 務 が 大 きく 広がっ た 現在 
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1 CAPLAS 専用 の 境界 条件 セッ ト の メニ ュー 


ュー ザー の ニー ズ が 多様 化し 細分 化 さ れ て きた 。 今後 こう し た 
ュー ザー の ニー ズ を 調査 ・ 分 析 し , さら に ユー ザー の ノウ ハウ 
を 組み 込め る よう な ソフ トウ エア 開発 を し て いき た いと 考え て 
いる 。 

また ,。 ソ フト ウェ エア 開発 の みな ら ず ユー ザー が IRIS を 効率 
良く 利用 で きる よう 。 ユー ザー 教育 ・ コ ン サ ル テ ィ ン グ ・ 保 守 
に 積極 的 に 取り 組ん で いき た いと 考え て いる 。 
問合せ 先 : 帆 エ イ ・ ア イ ・ テ クノ ロジ ー 営業 管理 課 
85101. 東京 都 千代 田 区 東 神田 2-6-2 
@ 03(864) 6912 
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図 2 IRIS の メニ ュー 


SDRC FOEAS の カス タマ イズ ・ ツ ー ル 


電通 国際 情報 サー ビス 


CAD/CAM シス テム が 提供 し て いる カス タム 化 の 機能 

I-DEAS の カス タマ イズ ・ ツ ー ル と し て は 。I-DEAS プ ブログ 
ラミ ング 言語 (Ideal) を 応用 し た 1I-DEAS 内 部 で の カス タマ イ 
ズ と 。I-DEAS プ ロジ ェクト ・ デ ー タ ベー ス ・ マ ネー ジャ ー 
(Pearl), また は SDRC ユニ バー サル ファ イル を 使っ た 他 の 応 
用 プロ グラ ム と の 統合 化 イ ンタ フェ ー ス が ある 。 

e I-DEAS 言語 (Ideal) 

I-DEAS で は , コ マン ド や 数 値 を 変数 で 与 を たり,I-DEAS の 
出力 を スカ ラー/ ベ クト ル 変 数 に 代入 し て これ ら の 関数 処理 , 演 
算 を 行っ た り , IF 判定 , GOTO 分 岐 を 使っ て 繰返し 処理 を 行う 
な どの 定型 業務 の 自動 化 が 可能 で ある 。 ま た , マク ロコ マン ド 
の 定義 。 ファ ンク ショ ン ・ キ ー の 定義 。 ピッ ク 可 能 な ユー ザー 
コマ ンド の メニ ュー 出力 が で き 。 これ ら を 利用 する と ユー ザー 
に よる カス タマ イズ が , あたかも I-DEAS の ネイ ティ ブ な 機能 
で ある か の よう に で きる 。 これら の 一 連 の コマ ンド は Ideal と 
よ ょ ば れる プロ グラ ミン グ 言 語 で 書か れん て いる が , Ideal は FOR- 


TRAN な どの 言語 に つい て 基礎 知識 を も っ て いる 人 で あれ ば 
容易 に 使う こと が で きる 。 
e I-DEAS Pearl お よび SDRC ユニ バー サル ファ イル 

Pearl は 。 プ ロジ ェクト ・ デ ー タ ベー ス と よ ば れる リレー ショ 
ナル 型 の デー タベース に 対し て , Join, Intersect な どの 関係 演 
算 。 作 表 。 プロ ッ ト 表 示 を 行う デー タベース ・ マ ネー ジャ ー で 
HZ, Pearl は , -DEAS デー タベース と プロ ジェ クト ・ デ ー タ 
ベー ス 間 で 形状 デー タ 。 FEM モデ ル の デー タ ,。 テ ステ ィング ・ 
デー タ を 転送 する 機能 を も っ て いる 。 つ まり , ユー ザー 作成 プ 
ログ ラム か ら も 1I-DEAS の デー タ を イン タフ ェ ー ス の 容易 な 
テー ブル 形式 で アク セス で きる こと を 旋 味 し て いる 。 ユ テー ザー 
作成 プロ グラ ム か ら プ ロジ ェクト ・ デ ー タ ベー ス に アク セス す 
る 方 法 は 。 Pearl コ マン ド に よっ て 入出 力 で きる テー ブル 形 工 
デー タフ ァイル を 介する か 。 Pearl サブ ルー チン 群 を コー ルレ し 
て 直接 アク セス する か の 2 通り が 用 意 さ きれ て いる ( 図 1)。 

SDRC ユ ニ バ ー サ ルフ ァイル は , I-DEAS の 応用 プロ グラ 
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ム ・ モ ジュ ー ル が 入出 力 で きる カー ドイ メー ジ の テキ スト ( 文 
字 ) フ ァイル で ある 。 こ の ファ イル は , いわ ば I-DEAS デー タ ベ 
ー ス に 記録 され て いる バイ ナリ ・ デ ー タ を フォ ー マ ッ ト 化 し た 
よう な も の で 。I-DEAS か ら 効 率 良く 入出 力 す る こと が で きる 。 
この ジ ァ イル の も う 一 つの 利 店 は 。 プ リン タ 有 出力 字 エ ディ タ で 
編集 で きる た め , イン タフ ェ ー ス ・ プ ログ ラム の 作成 時 に デバ 
ッ グ が 容易 に 行え を る こと で ある 。 
カス タム 化 の 具体 的 な 実施 例 

I-DEAS 言語 (deal) に よる 繰返し 処理 や 定型 業務 の 自動 化 
は 非常 に 容易 で 。 ほ と ん どす べ て の I-DEAS ユー ザー が 利用 し 
て いる 。 同じ よう な 部 品 を いく つも モデ ル 化 する 必要 が ある 場 
S, 大 き さ や 半径 を パラ メー タ で 与え る だ け と し た り 。, FEM R 
析 の 結果 と し て いつ も 最大 主 応力 と 最小 主 応力 が 必要 で あれ ば 
これ ら の 表示 を 自動 化す る な ど , 少し の 工夫 で 大 き な 省 力 化 が 
達成 され る 。 ま た , ある グル ー プ また は 全社 的 に 共通 な 定型 処 
理 が ある ユー ザー の 場合 は 。 カ スタ マイ ズ の セッ ト ア ッ プ が 1- 
DEAS の 起動 時 に 自動 的 に 行わ れる よう 設定 し て いる 例 も あ 
る 。 こ の よう な 設定 を 行っ て も , 個人 が 作っ た Ideal プロ グラ 
ム ・ フ ァイル へ の アク セス が 制限 され る こと は な い 。 

Pearl や SDRC ユニ バー サル ファ イル は 。 IDEAS が サポ ー 
ト し て いる NASTRAN, ANSYS, ADAMS な ど と の イン タフ 
ェ ー ス で も 使わ れ て いる カス タマ イズ ・ ツ ー ル で ある 。 ユ ー ザ 
ー が イン タフ ェ ー ス ・ プ ログ ラム を 開発 する と き に 必要 な 情報 
は TI-DEAS の マニ ュ ア ル に すべ て 記さ れ て いる が ,。 通常 1- 
DEAS ユー ザー で は な く プ ログ ラミ ング に 経験 の ある 通常 の 
プロ グラ マ に よっ て 開発 され て ぃ いる 。 当社 が 開発 ・ 提 供し て い 
る ADINA インタフェース や Moldflow イン タフ ェ ー ス は ,。 っ ュ ユ 
ニ バ ー サ ルフ ァイル を 利用 し て いる 。 


I-DEAS 


Geomod 
応用 ログ ラム ・ 


カス タム 化 に 対す る 方 針 

I-DEAS は I-DEAS 自体 の カス タマ イズ を 許し て いな い が 。, 
I-DEAS は カス タマ イズ ・・ ツ ー ル を 提供 し て いる 。 テ 矛盾 する よ 
うに 思わ れる か も し れ な い が , 当社 は I-DEAS の カス タマ イ 
ズ ・ ツ ー ル が 現在 最も 良 ム ソリ ュー ショ ン と 考え て いる 。 

e 高 品質 と 高 性 能 の 提供 

I-DEAS は 安定 し た 信頼 性 を も ちっ て いる 。 し か し , ユー ザー・ 
サ プ ブルー チン と TI-DEAS が リン ク き され る か た ちの ソフ トウ ェ エ 
ア で あれ ば , 障害 の 発生 時 に それ が ユー ザー の 誤り に よる も の 
D>, それ と も I-DEAS の 誤り に よる も の か を 切り 分 ける の に 多 
く の 時 間 と 費用 を 要 し , 結果 と し て 現在 の 安定 さき を 実 現 で き な 
カ の: っ だ で お お あお る うう 。 

一 方 , I-DEAS デー タベース の 仕様 は , 性 能 向 上 の た め に 改 
良 が 常に 加え られ て いる 。 も し ユ ュー ザー が I-DEAS デー タ ベ ー 
ス の 仕様 を 知り , I-DEAS デー タベース を 直接 アク セス する イ 
ング フェ ー ス ・ デ ログ ラム 名 作成 し た と し て も 。 DEAS OH 
ー ジ ョ ン ア ッ プ の た びに ユー ザー 作成 プロ グラ ム の 変更 が 余儀 
な くさ れ , 決し て ユー ザー の 利益 に は な り 得 な い 。 
オー ブン アー キテ タク チャ 

I-DEAS は カス タマ イズ を , I-DEAS プロ グラ ム の 変更 と し 
て で は な く “ カ スタ マイ ズ 機 能 " と し て 提供 し て に る 。 そ の 目的 
と する と ころ は , 高 信 頼 性 を 維持 し , か つ I-DEAS の バー ジョ 
ン ア ッ プ に よる ユー ザー 作成 の 既存 カス タマ イズ へ の 影響 を 最 
/MEU, I-DEAS デー タベース に 保存 きれ た デー タ へ の アク セ 
ス を 開放 (オー プン ・ ア ー キ テク チャ ) す る こと で ある 。 
問合せ 先 : 山 電 通 国際 情報 サー ビス 東京 営業 二 部 
8164 東京 都 中 野 区 中 野 4-11-10 
Z 03 (228) 6140 
開発 元 : Structural Dynamics Research Corp. (KE) 
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図 1 |-DEAS の オー プン ・ ア ー キ テク チャ (デー タ ア クセ ス ) 
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ここ まで きた リア リズ ム 


HEH DER 


CG が 誕生 し て か ら 四 半 世 紀 , リア リズ ム の 進歩 に 


つい て SIGGRAPH を 中 心 に その 動向 を 探る 。 


は じ め に : 
チョ ゴリ 姿 の お 嬢 さき ん の プラ カー ド を 先頭 に , 華やか な マー 
チ に の っ て 日 本 選手 団 の 入場 行進 が 続く ーー ソウ ルオ リン ビッ 
ク 開 会 式 の 一 幕 一 一 。 

プラ カー ド の お 嬢 さん , な ん と 大 学 で の 専門 は 電子 計算 機 , 
日 本 で コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス (CG) の 勉強 を し た いと い 
う 。 CG も 遂に ここ まで きた か , と の 想い が 強い 。 ラン ド セル を 
背 省 っ た と まし ゃ くれ た 子 が ,' これ が いわ ゆる コン ピ ェ ュー クタ ・ 
グラ フィ ックス か 一 」 と 雑誌 を 広げ な が ら 話 し 合っ て いる の を 
渋谷 の 本 屋 で 見 か けた の は , 確か 5 年 ほど 前 だ っ た よう に 思う 。 
MIT の 大 学院 生 で あっ た LE.Sutherland が 対話 型 の 図形 表 
示 シ ステ ム Sketchpad を 発表 し て 世間 を 驚か せ た の が 1963 年 
だ か ら , あれ か ら す で に 四半 世紀 が 過ぎ た 。 今日 数 万 人 を 集め 
て 催さ きれ る SIGGRAPH (Special Interest Group on 
GRAPHics) が , 600 人 の 参加 者 に よっ て 初め て 開か れ た 1974 
年 か ら 数 えて も 15 年 が 経過 し た こと に な る 。 プ ラ カ ー ド の お 嬢 
きん は まき に じ に CG 世代 の 申し 子 で あり 。 また NIES の 追い 上 げ 
の 急 を 告げ る 警鐘 と も と れる 。 今日 で は 。 テレ ビ の コマ ー シ ャ 
ル や 天気 予報 な ど CG は 完全 に 茶の間 に 入り 込み , “物書き に と 
っ て 現在 ワー プロ が 必要 不可 欠 な 道具 で ある の と 同じ よう に , 
ご く 近 い 将 来 CG が 芸術 家 の ア トリ エ で きわ め て 重要 な 役割 を 
占め る だ ろう ” と いう 記事 が News Week の よう な 週刊 誌 に 載 
る ほど まで に ,。 先進 国 で は 広い 分 野 に わた っ て 実用 化 の 時 代 に 
入っ た 観 が ある 。 

この よう に みて くる と , 今 の 時 点 で CG の 発展 の 推移 を 概観 
、 今 後 の 動 向 に つい て 考え る こと は 意味 の ある こと の よう に 
思わ れる 。 今日 CC が カバ ー す る 分 野 は きわ め て 多岐 に わた っ 
て いる 。 こ こ で は , より リア ル な 画像 創成 の た め の CG と いっ た 
立場 か ら , 主として その 表示 技法 の これ まで の 進歩 や 動向 に つ 
いて 観察 し て みた い 。 内 容 の 性 質 上 , SIGGRAPH の 論文 が 中 心 


中 前 


2 X BD 


@ 図 一 部 COLOR IMAGES 参照 。 
に な ら ざ る を 得 な い 点 を ご 容赦 いた だ きた い 。 


CG 創 生 期 1963 一 1969) 


前 述 の よう に , 1963 年 に IE.Sutherland が 対話 型 の 2 次 元 図 
形 表 示 シ ステ ム を 開発 する と , すぐ L.G.Roberts が 3 次 元 表示 
法 を 開発 し た 。 こ れ が コン ピュ ー タ に よっ て リア ル な 画像 を つ 
くり 出 そ う と し た 最初 の も の で あろ う 。 1964 年 に は S.A.Coons 
が 自由 曲面 表示 の た め の 曲 面 要素 の 補間 法 を 発表 し , この よう 
な 動き が 大 き な イ ン パ クト を 世間 に 与 を , 明日 に で も CG が 実 
用 化 き ん れる か の よう な 錯覚 を も た らし た の も 事実 で や る 。 し か 
L, 1960 年 代 は この よう な 夢 と 現実 と の 大 き な ギ ャ ッ プ の 中 
C, 企業 , 特に 航空 産業 か ら の 強い 要望 を 背景 に し AD と し て の 
2 次 元 線 図形 表示 技法 の 開発 が 進め られ , 今日 の CADAM (u 
ッ キ ー ド 社 が 機械 設計 の た め の 2 次 元 製図 用 CAD と し て 開発 
し た も の で , 現在 で は 広く 一 般 企 業 で 利用 され て いる ソフ トウ 
I) の 基礎 な ど が 構築 きれ た 時 期 で あっ た 。 

一 方 。 3 次 元 図形 に と っ て は , この 期間 は その 基礎 的 な 図法 の 
開発 期 と いう こと が で きる 。1966 年 に Sutherland が “ 隠 面 消去 
に お ける 10 の 解決 すべ き 問 題 点 ” を 指摘 し り , 1967 年 に は A. 
Appel が 初め て 影 を も っ た 陰影 表示 技法 を 発表 し た ?。 これ は 
1980 年 代 へ 入っ て か ら の レイ ・ ト レー シン グ 法 ( 図 1) の 基礎 
を 与え を た も の で ある が , 当時 の 表示 装置 は まだ XX-Y プロッタ 
や モノ クロ の ラン ダム ・ ス キャ ン 型 CRT が 主力 で あり , ハー フ 
トー ン 表 示 ( 階 調 表示 ) を する に は , 図 2 に 示す よう な ライ ン 
プリ ンタ の 重ね 印字 や X-Y プロ ッ タ で XX 印 な ど を 描く し か な 
く , 当 時 の 計算 機 の 速度 や 記憶 能力 か ら み る と 負担 が 大 き 過ぎ , 
レイ ・ ト レー シン グ が 実現 する まで に は これ か ら 10 年 以上 の 歳 
月 を 要 し て いる 。 

この よう な 条件 の も と で 。1967 年 に G.Romney ら が 物体 を 
三角 形 の 集合 と し て 取り 扱い , 初め て 透視 法 に よる ハー フト ー 
ン 表 示 を 発表 し 3?。1968 年 に は R.A.Schumacker ら が 人 手 を 介 


あな か まえ えい は ちろ う 


広島 大 学 - 上 学部 第 2 類 ( 電 気 系 ) 89724 東 広 委 市 西条 時 下見 
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M2 X-Y プロ ッ タ と ライ ンプ リン タ の 重ね EH 字 に よる 陰影 表示 
(情報 処理 , 74 年 1 HS, p24, 図 9 よ り ) 


し て で は ある が 隠 面 消去 の た め の 優 先 順 位 法 ( 図 1) を 提案 し ?, 
1969 年 に は LE.Warnock が 画像 空間 領域 を 細分 し て 隠 面 消去 
する 方 法 を 発表 し た りこ と に も み ら れ る よう に , 隠 面 ・ 隠 線 消去 
手法 の 基礎 の 確立 に その 努力 が 傾注 され た 。 し か し , 3 次 元 図形 
に 限れ ば , 1960 年 代 は アメ リカ で も 数 少な いい くつ か の 大 学 ・ 
研究 所 で 研究 が 行わ れ た だ け で , まだ 学会 的 な 活動 に は いた ら 
な か っ た 。 こ の こと は , 1970 年 代 前 半 ま で の 参考 文献 に ある 投 
稿 先 か ら み て も 明らか な こと で , 先達 ら の 苦労 を 垣 間 み る こと 
が で きる 。 わ が 国 で は , わずか に 東京 大 学 の 穂坂 教授 が 自由 曲 
面 の 発生 法 に つい て 研究 を 進め 9?。 気 を 吐い た に すぎ な か っ た 。 


画素 単位 
OZ パッ フ ア 法 


視野 内 の 
物体 抽出 


隠 面 消去 


領域 単位 : 領域 細分 法 


の 


画面 単位 : 優先 順位 法 


1 処理 手順 の 概要 
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M3 2 次 元 テ クス チャ ・ マ ッ ピ ング 
(加藤 俊明 氏 , PIXEL 88 年 3 月 号 よ り ) 


物体 の 陰影 表示 基礎 技法 の 確立 (1970 一 1974) 


1970 年 代 の 前 半 は , ラス ター・ ス キャ ン 型 CRT の 出現 に 圭 
い ぃ を 得 て , 物体 の より リア ル な 3 次 元 画像 表示 技法 の 基礎 が 確 
立 さ れ た 時 期 で あっ た と いえ る の で は な い だ ろ うか 。 ハー フト 
ー ン 表示 に よる 多面 体 や 曲面 の 陰影 表示 技法 が 開発 され , 物体 
の 形状 に 関す る 表示 技法 (GRR PRK) と 濃淡 表示 技法 が 
ほぼ 確立 され た 。 1972 年 に は 人 間 の 手 の 動き を アニ メー ショ ン 
化し て 世間 を 驚か せ , また 今日 隆盛 を 極め て いる 前 述 の SIG- 
GRAPH が 誕生 し た 時 期 で も ある 。 

1970 年 に は J.E.Bouknight が 画像 空間 で の 隠 面 消去 アル ゴ 
リズ ム を 発表 し 7?,。 また 彼ら は 平行 光線 と 点 光 源 に 対す る 陰影 
表示 法 を 提案 し た 。G.S.Watkins は Warnock の 方 法 を 発展 さ 
+T, 走査 線上 で の サン プル スパ ン ・ ア ル ゴ リ ズム を 開発 し め 。 
スキ ャ ン ラ イン < アル ゴリ ズム の きっ か け を つく っ た 。 さら に 。 
1974 年 に は 筆者 ちら が, 光源 と 視点 の それ ぞ れ か ら 可 視 面 を 求め 
て 陰影 表示 を 行う いわ ゆる 2 段階 法 を 提案 し た 9 。 

また , CRT の ハー フト ー ン 表示 機能 の 向上 に 伴っ て , 曲面 の 
陰影 表示 が 本 格 化 し た 時 期 で も ある 。 す な わ ち 1971 年 に は 
Bézier Z に より いわ ゆる ベジ ェ 曲 面 !? が 。 ま た 1973 年 に は REF. 
Riesenfeld ら に よっ て B-Spline が 発表 さき され, 1971 年 に は H. 
Gouraud Z に よっ て スカ ラー 補間 に よる 曲面 の スム ー ズ ・ シ ェ ー 
ディ ング が 実現 する よう に な っ た '?②。 き さら に 。1974 年 に EE. 
Catmull が Z バ ッ フ ァ 法 ( 図 1) に よる 曲面 表示 と 2 次 元 テ クス 
チャ ・ マ ッ ピ ング 法 を 発表 し た 3) ( 図 3)。Z バ パ バッファ 法 は その 


図 4 曲面 の 表示 法 
左 : 三角 パッ チ , PR: 輝度 値 の 線形 内 挿 , 
右 : 面 の 法 線 ベ クト ル の 線形 内 挿 
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Phong の 反射 モデ ル 


図 5 鏡面 反射 モデ ル の 比較 


後 , メモ リ の 低 価 格 化 と その アル ゴリ ズム の 簡単 さ の た め に お 
お い に 普 及 す る よう に な っ た 。 ま た , 光 の 屈折 を 考慮 し て いな 
いと は いえ , 半 透 明 表 示 法 (1972 年 ) が M.E.Newell ら に よっ 
て 示さ れ た の も この 時 期 で ある *?。 


画質 の 高 品質 化 と 材質 感 表 示 法 の 基礎 的 な 開発 
(1975~1979) 


1970 年 代 後半 に な る と 計算 機 の 能力 が か な り 向 上 し , ミニ コ 
ンピュータ が 普及 する よう に な り , ま た 1975 年 に は 1 つの チッ 
プ に 演算 装置 を 搭載 し た MITS 社 の 組立 て キッ ト が 発表 され , 
ゅ いわ ゆる マイ クロ コン ピュ ー タ が 世に 出 た 年 で も ある 。 一 方 , 
記憶 素子 の 低 価 格 化 に 伴っ て CRT の 多 色 化 が 進み , 512512 
ビグ セル を も っ た プル カラ ー【(R、 G B888» t; 1,600757 
色 同 時 表示 ) の も の が まだ ま が 高 価 で は あっ た が 市 販 さ れる よ 
うに な り , 3 次 元 CG の 開発 環境 は 少な く と も アメ リカ で は 急 
速 に 明る く な り , カラ フル で リア ル な 映像 が 世間 の 注目 を 浴び 
始め , 再び アメ リカ で CG の 可能 性 が 見 直さ れ 始 め た 時 期 で あ 
る 。 

この よう な ハー ドウ ェ ア 環 境 の 進歩 を 背景 に し て , 1975 年 に 
は Bui T.Phong が ベク トル 補間 に よる 曲面 表示 ( 図 4) と 近似 
的 な 鏡面 反射 を 提案 し た ( 図 5)。 さ ら に 1976~78 年 に か け 
t,].F.Blnn 2E SU 次元 テア ク スチ ャ マッ ピン グ ゆ 守 。 


Cook, Torrance の 反射 モデ ル 


図 6 バン プ ・ マ ッ ピ ング 
(加藤 俊明 氏 ,PIXEL 88 年 3 月 号 よ り ) 


バン プ ・ マ ッ ピ ング "7) (M6), さら に 精密 な 鏡面 反射 ! り な E, 
物体 を より リア ル に 表現 する た め の 技 法 を 矢継ぎ早 に 発表 し 

また , この 期間 は 被 照 物体 に よっ て 生じ る 影 に 対し て 関心 が 
集まり 始め た 時 期 で も ある 。 す な わ ち 1977 年 に F.C.Crow が 影 
多角 形 の 概念 を 発表 し ゆ ,。 1978 年 に は L.Williams Z 7 vy 7 
ァ 法 に 対す る 影 の 表示 アル ゴリ ズム を 開発 し た 29。 

この よう に 陰影 表示 技法 が 向上 し て くる と , 画素 の 粗 さ に よ 
る サン プリ ング ・ エ ラー, すなわち 物体 どう し の 境界 上 の 各 ピ 
クセ ル (画素 ) が 明瞭 に 現れ る , いわ ゆる エイ リア シン グ が 目 
記 ち 。 気 に な る よう に な っ た ( 図 )。 て この 現象 を ソフ トウ エア 
的 に 除去 する 方 法 と し て , 1978 年 に 面積 計算 法 に よる 方 法 が 
Catmull £ 5 C*5, また 1979 年 に は 多角 形 グ リッ ピ ジ シグ に よ 
る 方 法 が H.Fuchs SiC k o CHES HN”, 1980 年 代 の 各種 ア 
ンチ ・ エ イリ アシ ング 手法 の 開発 の ロ 火 を 切っ た 。 


3 次 元 CG 表現 の 多様 化 (1980 一 1985) 


"The Computer Graphics Revolution" と いっ た セン セー 
ショ ナル な 記事 が 1981 年 初頭 の IEEE の Spectrum に 載る ま 
で も な く , 1980 年 代 に 入っ て か ら CG の 周辺 が に わか に 騒が し 
く な っ て きた 。 これ は 1980 年 に T.Whitted が レイ ・ ト レー シン 
グ 法 を 発表 し て 23) カラ ー 写 真 の よう に リア ル で きら びやかな 


EU ZIE 


エイ リア シン グ あ り 


図 ? エイ リア シン グ の 除去 


図 8 異 方 性 を も っ た 光 の 屈折 (横井 茂樹 氏 , PIXEL 88 年 11 ASS U) 


9 ロー カル ・ レ イ ・ ト レー シン グ 


画像 を 創出 し た こと に よる だ け で な く , 1983 年 に ゼロ ックス 社 
が パー ソナ ル 化 し た マイ クロ コン ピュ ー タ を 発表 し た の を きっ 
か け に , その 後 16 ビッ ト , 32 ビッ ト の ワー クス テー ショ ン が 
次 々 と 発表 きれ る よう に な っ て ます ます コン ピュ ー タ の パー ソ 
ナル 化 が 進み 。 コン ピュ ー タ その も の が 家庭 に まで 普及 し 大 衆 
化し て きた こと に も 起因 し て いる 。 こ の 期間 の CG の 研究 に は, 
より 複雑 な も の を より リア ル に , より 高速 に 表現 する た め の 論 
文 が 数 多く 発表 され, また いわ ゆる CG の 研究 者 だ な け で な く 放 
送 。 芸術 関係 を 含め て 各 方 面 か ら の SIGGRAPH へ の 参加 者 が 
うな き 登 り に 増加 し た 。 わ が 国 で も ジャ ー ナ リズ ム が 取り 上 げ 
る よう に な り , SIGGRAPH へ の ツア ー が 組ま れる よう に な っ 
だ た だ の も 。 この ころ か ら で あ る 。 
DU レイ * ャ トド レーシ ング の 條 束 公 と エイ リア シン グ の め の 除 寺 
前 述 の よう に 1980 年 に Whitted に よっ て レイ ・ ト レー シン 
グ 法 が 発表 きれ た が , その 最大 の 欠点 の 一 つ は , 1 つ 1 つの 画 
素 ご と に レイ を 発生 させ 独立 に 計算 する 必要 が ある た め 膨 大 な 
計算 時 間 が か か る こと で あっ た 。 ま た それ に より 。,。 画素 間 が 互 
い の 関 連 性 を も た な いた め に 生じ る エイ リア シン グ も 大 き な 問 
題 と し て 残っ た 。 これら の 克服 の た め に , Whitted 自身 同じ 年 
に 引き 続い て 物体 空間 の 分 割 に よる 高速 化 を 試み ??⑳, 1983 年 に 
は TCCleary に よっ て マル チチ プロセッサ に よる ハー ドウ ェ エア 
の 面 か ら の 高速 化 が 提唱 され 2%, 一 方 。 ソ フト ウエ ア の 面 か ら は 
D.P.Greenberg ら に よる 階層 構造 を も っ た 外 接 領域 法 ?。 AS. 
Glassner や 東京 大 学 の 國井 教授 ら に よる 種々 の 物体 分 割 法 な 
prese, 枚挙 に いと ま が な い ほ ど 高 速 化 手法 が 競 わ れる よう に 
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図 11 成長 の 規則 性 に よる 木 の 表 現 ( 千 葉 則 茂 氏 ら , PIXEL88 年 2 月 号 よ り ) 


な っ た 。 エ イリ アシ ング の 問題 に つい て も , 1984 Fiz is J. 
Amanatides の コー ン ・ レ イ ・ ト レーシング P.S.Heckbert ^ 
の ビー ム ・ レ イ ・ ト レー シン グ "% ゆ が 発表 され, 反射, 屈折 , 透過 
現象 の 表示 も 含め て ,。 より リア ル な 画像 表示 と 華 鹿 な 画像 が 
続々 と 発表 され る よう に な っ た ( 図 8, 9), 
(2) 自然 物 の 表示 技法 の 開発 

この 期間 に 開発 され た 3 次 元 CG の 主 な 分 野 と し て は , 前 述 
の レイ ・ ト レー シン グ 法 の 他 に , これ まで の 人 工 物体 だ け で な 
く 山 や 木 な ど に 代表 され る 自然 物 の 表示 法 の 着手 が あげ られ 
る 。 

すなわち ,1982 年 に A.Fournier や L.Carpenter は ,。 パ ラメ ト 
リッ ク な パッ チ に 確率 統計 推計 要素 を 加え た 方 法 と , 三角 形 パ 


図 10 フラ クタ ル に よる 山 の 表 現 (宮田 一 乗 氏 , PIXEL 88 年 2 月 号 よ り ) 
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図 12 半 透 明 テ クス チャ ・ マ ッ ピ ング に よる 雲 


ッ チ を 再帰 的 に 分 割 する 方 法 に よっ て 地形 を 表現 し 3 り ( 図 10), 
1983 年 に は W.T.Reeves が 推計 法 を 用 いた 手続 き モ デル を 発 
表し 32, 炎 や 爆発 の 様子 を アニ メー ショ ン 化 し , その 後 さ ら に こ 
れ を 発展 させ て 革 や 木 な どの 発生 を 可能 に し た 39。 次 いで 1984 
年 に は 國井 教授 ら と A.R.Smith が それ ぞ れ 木 の 成 長 規 則 モ デ 
753935 ( 図 11) を ,G.V.Gardner が 印象 派 モ デル と も いえ る モ 
ネ の 絵画 を 想起 させ る 半 透 明 の テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング 法 を 発 
RO (B12) L, 自然 物体 の 表示 法 の 開発 意欲 を 触発 し た 。 
(3) 各種 光源 の 開発 

また , 1980 年 代 の 前 半 は 各種 光源 に よる 光 と 影 の シミ ュ レ ー 
ショ ン が 注目 を 集め 始め た 時 期 で も ある 。 1983 年 に 面 光源 の よ 
うな 大 き さ を も っ た 光源 に よる 半 影 の 表示 法 が 筆者 ら に よっ て 
発表 され 7⑳。 ま た 配 光 特 性 や 線 光源 に つい て も 開発 が な され 


図 13 線 光源 に よる 半 影 と 本 影 


図 14 金属 の 鏡面 反射 左下 か ら 人 金 , 銀 , 銅 , 左上 か ら 鉄 , アル ミ 


電力 設備 


jc J 
Hom 


図 15 


画像 合成 の 例 
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(£442 a =F 94 UMFLOPS) 


Cay 


e 図 13 一 15 は 前 ペー ジ 。 


モー シヨ ョ シャ プラ 
総合 シス テム 研究 所 , RATER £ !) ) 


図 16 
(日 本 ビク ター 幌 


た 39)( 図 13)。 ま た 1984 年 に は J.Amanatides が コー ン ・ レ イ ・ 
トレ ー シ ン グ に よる 半 影 の 表示 を 可能 に し ?⑳。1980 年 代 後 半 の 
多様 な 光 の シミ ュ レ ーション の 基礎 が 固まっ た 。 
(4) 材質 感 の 向上 と 画像 合成 

一 方 , 物 体 を より リア ル に 表示 する た め の レ ンダ リン ダグ 技法 
が 1970 年 代 後半 に 引き 続き 用 いら れ た 。 例 えば 金属 の 反射 に つ 
いて いう と 。1982 年 に R.L.Cook と K.L.Torrance に よっ て 光 
の スペ クト ル を 考慮 に 入れ た きわ め て 精巧 な 金属 の 鏡面 反射 モ 
デル が 発表 きれ た 39( 図 14)。 こ の よう に CG で 創成 され る 画像 
が ます ます 巧妙 で 精 紋 に な っ て くる と , 必然 的 に プロ グラ ム も 
複雑 で 膨大 に な っ て くる 。 これ に 対処 する た め の 手 段 と し て , 
1981 年 に は T. Whitted 52S "Test-Bed" と 名 付け た 画像 合成 
法 を 発表 し *?, 1984 年 に は L.Carpenter が ジャ グフ リー の 合成 
法 を 開発 し り 。 プ ログラム の モジ ュー ル 化 が 進め られ た (A 
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図 17 スー パー・ コ ンピュータ の 速度 の 推移 
MFLOPS : 100 万 回 / 秒 の フ ロー ティ ング ・ ポ ボイン ト 演算 
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15) ER, エイ リア シン グ の 除去 法 が 数 多く 発表 され , 特に 2 
次 元 の テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング の 問題 が な ほぼ 解決 され た 時 期 で 
も ある 。 主 な も の と し て 1980 年 の C.F.R.Weiman の ズー ミン 
TREAT bO, R.L.Cook ら に よる 軸 対 称 フ ィ ル タ %⑳。 1982 年 
の A.Norton ら の 関数 系 の テク スチ ャ に 対す る も の *?⑫, 1983 年 
の L.Williams (i£ k 2 Mip Map と よ ば れる 階層 構造 を し た エ 
イリ アシ ング ・ フ リー の テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング %⑮⑲。 1984 年 の 
F.C.Crow に よる 高速 な マッ ピン グ な ど が あげ られ る % ぐ 9⑲。 

その 他 , 1982 年 に は M.Potmesil ら は これ まで の ピン ホー ル 


1983 年 に は これ を さら に 発展 させ て 時 間 軸 の サン プリ ング 誤 
差 に よる エイ リア シン グ の 除去 を 動き の ブレ に 利用 する こと を 
提案 し ( 図 16)、 よ り ス ムー ズ な 動き の 表現 法 の 研究 の 口 火 を 
Wore, 


自然 物理 現象 の 表現 1985 一 ) 


1980 年 代 前 半 を 山 や 樹木 な ど 自 然 物体 の 表現 法 の 開発 が 
AX の 注目 を 集め た 時 代 と する と , その 後半 は 自然 界 の 物理 現 
象 表現 法 の 開発 に 関心 が 集まっ て いる 時 代 と いう こと が で きよ 
うか 。 図 17 に 志す よう な 計算 機 の 高速 化 ・ 高 機能 化 に 伴っ て , 
これ まで の 人 工 的 な 光源 だ け で は な く , 光 の 相互 反射 , 天空 光 , 
光 堅 と いっ た 自然 現象 と し て の 光 と 影 の 問題 , また 自然 界 の 物 
理 現象 。 すなわち 波 , 雲 や 炎 と いっ た これ まで の 個体 と は 異な 
る 液体 や 気体 の 動き を 含め た 表現 。 ま た 個体 に つい て も これ ま 
で の 固定 し た 形状 の 表示 だ け で は な くそ の 力学 的 な 運動 や 変形 
問題 が 取り 扱わ れる よう に な り , 人 間 や 動物 の 動き に つい て も , 
写真 や 実物 の 動き の コピ ー と し て の CG で は な く , 人 体 の 運動 
機能 , 筋肉 の 動き に 基づい た より 科学 的 な 裏付け の ある リア ル 
な アニ メー ショ ン の 試み を は じ め , さら に 鳥 や 魚の 群れ の 動き 
な ど エ コロ ジー (生態 学 ) を も 取り 入れ た 広い 意味 で の 自然 現 
象 の 表現 技法 の 開発 へ と 広がり を みせ て きた 。 

少し 大 げ さ に いえ ば ,。 これ か ら の CG は も は や 単なる 絵画 的 
な 表示 技術 か ら 一 歩 踏 み 出 し て , TUER RE RMT S 
た め の 技 法 へ と 発展 し つつ ある か に みえ る 。 

(1) 本 格 化 し て きた アニ メー ショ ン 

1980 年 代 後 半 の 大 き な 特 徴 の 一 つ は , 本 格 的 な 3 次 元 ア ニ メ 
ーション へ の 試み が 開始 され, 多く の 人 々 の 注目 を 浴び て いる 
こと で ある 。 もちろん, これ まで に も 多く の アニ メー ショ ン が 
制作 され て きた が , これ ら は 例え ば , 車 の 動き を 加速 度 , 軌道 
な ど を あら か じ め 設 定 し て 内 挿 法 を 用 いて 行っ た り , 人 や 動物 
の 動き も 実物 の 動き の コピ ー や 簡単 な 関数 に よる 近似 で あっ た 
り し た 。 言い 換え る と , 物体 の 動き に つい て は 個体 の 人 為 的 な 
移動 で あっ て , アニ メー ター の 手 作 業 に 負う と ころ が 多く , 弾 
性 体 , 非 弾 性 体 の 外力 に よ る 運動 や 変形 。 衝突 現象 。 布 の よう 
な 柔軟 な 物体 の 動き や 波 な どの 液体 の 変形 な ど に つい て は ほ と 
ん ど 手 が つけ られ て いな か っ た 。 これ ら の 動き を 忠実 に 描く こ 
と は まさ に これ ら 物 理 現象 の シミ ュ レ ーション 結果 の 表示 その 
も の で あり , 一 般 的 に は 3 次 元 空間 内 で の 非線形 現象 の 過渡 解 
析 に 他 な ら な い 。 し た が っ て , 解析 その も の に 多大 の 時 間 と 記 
憶 容量 を 必要 と する も の で あり , 物理 的 な 諸 条 件 を どこ まで 近 
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[] 20 天空 光 を 計算 し た 屋外 風景 


似 的 に 取り 扱う か と いう 問題 に 帰着 する 。 そ の 近似 の 度合 い は 表 
示 目 的 一 一 例え ば , 純粋 な 物理 現象 の 解明 の 手段 と し て や , 7 
ライ トシ ミュ レー タ の 表示 へ の 適用 。 コマ ー シ ャ ル ・ フ ィ ル ム 
や ファ イン ・ ア ー ト へ の 利用 な ど に よっ て 異な る 。 そ れ に 
し て も , この よう な 問題 が 取り 扱え る よう に な っ た 大 き な 要 因 
ld, ハー ドウ エア の 進歩 に よる 計算 速度 の 高速 化 , メモ リ チ ッ 
プ の 大 容量 化 , それ に 伴う 計算 機 の 低 価 格 化 と パー ソナ ル 化 や , 
ネッ トワ ー ク 化 に よる ソフ トウ エア の 開発 環境 が 急速 に 良く な 
っ う て き だ こと に よる と ころ が 大 きい )。 

1986 年 は 。W.T.Reeves ら と D.R.Peachey 23, ROMS, E 
に 海岸 線 で の 波 の 複雑 な 変化 の 表現 に 期 を 同じ くし て 成功 
し *950) まだ た 本.Weil に よっ て 初め て カー テン の よう な 柔らか 
い 布 の は た めき が カテ ナリ ー 曲 線 を 用 いて 表現 され た "年 で あ 
る ( 図 18)。 引き続き AJBarr o (X, 弾性 理論 を ゴム や 紋 条 や 
旗 な ど に 適用 し て , これ ら の 動き を 外力 に 対す る 時 間 的 な 変形 
問題 と し て 取り 扱っ た 。 すなわち, これ ら の 運動 を 表す 微分 方 
程 式 を 解く こと に よっ て リア ル な アニ メー ショ ン を 可能 に し 
725), さらに,。1988 年 に は , これ ら の 和 柔軟 構造 体 の 衝突 や 外力 
に よる 変形 の アニ メー ショ ン を 発表 し ?%。 また 鎖 の よう に 剛体 
の つなが っ た も の の 振動 を 表示 する 物理 モデ ル を 矢継ぎ早 に 発 
表し た 1988 年 は この よう な 物理 モデ ル の オン パレ ー ド と も 
いえ る ほど 。 種々 の 物理 モデ ル が 発表 きれ た 年 で も ある 。 主 な 
も の だ け で も K.Fleischer ら の 非 弾性 体 の 変形 。 破砕 を 取り 扱 
っ た も の 59。 同じ く 自 動車 や 椅子 な どの 非 弾性 体 の 運動 を 取り 
扱っ た J.K.Hahn の も の 59。 ま た 剛体 どう し の 衝突 問題 を dom- 
ino に 適用 し て アニ メー ショ ン 化 し た 了 了 Wilhelms 0 $ 
の 52?。 ス プリ ング の 振動 作用 を 利用 し て 軟体 動物 ( 蛇 や みみ ず ) 
の リア ル な 表現 を 行っ た G.S.P.Miller の も の 9 な ど 。 枚挙 に い 
まま が な い 。 

一 方 。 人 体 の アニ メー ショ ン に つい て も , これ まで の キー フ 
レー ム の 内 挿 に よる も の か ら , より 力学 的 要素 を 加え た 現実 の 
動き に 忠実 な 手法 の 模索 が 開始 きれ た 。 す な わ ち , 1985 年 に は 
M.Girard ら は 人 間 の 足 の 動き に つい て 手続 き 的 な 手法 を 提案 
L, 足首 と 地面 と の 相互 作用 を 考慮 し た も の を 開発 し?》。1987 
ficu F Cohen ら が これ まで の キー フレ ピー ム ・ デ ニメーション 
を 許容 する “運動 の 拘束 条件 "と, 動作 に 必要 な 力 と 加速 度 に 
対す る 時 々 刻々 の 状態 を 表す 動作 関数 , お よび 特定 の 動き を 実 
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行 す る の に 必要 な 力 を 決め る た め の “TR” HARD 
方 法 を 提案 し %⑳。 各 関節 の 調和 の と れ た 動き を 開発 し て ダン ス 
や 体操 な どの 人 体 の より 自然 な 動き の 創成 に 意欲 を みせ て い 
る 。 ま た , 人 体 の 顔 の 表情 は きわ め て 微妙 で 最も 表現 の 難し い 
も の の 一 つ で ある が , K.Waters は 顔 の 筋肉 モデ ル を 提案 し 9 
この 面 で の 一 つの 突破 口 を 開い た 。 

この 他 , 1987 年 に 発表 され た C.W.Reynolds (£ X 2 R55» f&7z 
どの 群れ と し て の アニ メー ショ ン は 生態 学 的 な 手法 に よる も の 
で あり 692, 今後 の 広範 囲 に わた る 分 野 で の アニ メー ショ ン の 可 
能 性 を 示唆 し て いる 。 

この よう に 1980 年 代 後半 は , 計算 機 の 高速 化 た ソフ トウ エア 
の 開発 が 相まって 本 格 的 で リア ル な 3 次元 アニ メー ショ ン の 可 
能 性 を 切り 開き つつ ある と いう こと が で きる 。 
(2) より 精密 な 環境 光 表 現 

1980 年 代 後半 は , 光 と 影 の 面 か ら も 写真 の よう な リア ル な 目 然 
に し つつ ある 。 すなわち , 前 述 の ひよ うに , 
1980 年 代 前 半 の 光源 に 関す る 基礎 的 な 開発 を も と に より 微妙 
な 光 と 影 の 問題 が 議論 され ん る よう に な っ た 。 すなわち, CHE 
で 直射 光 の 当たら な い 影 の 部 分 は 。 いわ め ゆる 環境 光 と よ ば れる 
適当 な 一 定 の 明る さ が 与 え を られ て いた 。 1985 年 に は , これ に 取 
っ て 代わ る も の と し て 物体 表面 を 完全 拡散 面 と 考え , それ ら の 
相互 反射 に よる 間接 光 の 効果 を 表す 方 法 が , D.P.Greenberg ら 
と 筆者 に よっ て 発表 され た $36 ヵ ( 図 19) 。 これ は 熱 の 表面 放射 と 


図 19 光 の 相互 反射 Radiosity 
E : 相互 反射 を 考慮 し た 表示 
A: 直接 昭 度 の み の 表 示 と そ 
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21 指数 関数 を 用 いた 遠近 法 と 投光器 で 照ら され た ビル 


キイ スッ フアン タダ ショ シン が し 
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図 22 ヘッ ドラ イト で 照ら され た 霧 の 表現 


同じ 考え 方 が 利用 で きる こと か ら , この 効果 は Radiosity と よ 
ば れる が , 計算 時 間 が か か る の が 難点 で あっ た 。Greenberg ら 
は 引き 続き 鏡面 反射 を 含む も の や 高速 化 に つい て の 研究 を 進 
め 69-62、 一 見 写真 と 間違え る よう な きわ め て 写実 的 な 画像 を 創 
出し て 人 々 を 和 驚かせ た 。 また , 1988 年 の SIGGRAPH の 展示 会 
で は ワー クス テー ショ ン 上 で Radiosity を 表現 する も の が 現 
れ , 実用 化 へ の テン ポ の 速 さ が 人 目 を 引い た 。 こ こ で 扱わ れる 
相互 反射 効果 は , 主として 屋内 また は 屋内 へ の 光 の 射 込み に 対 
し て 有効 に 活用 で きる 。 これ に 対し て , 屋外 に お ける 環境 光 と 
も いえ る 天空 光 を 筆者 ら が 開発 し , 晴天 時 や 曇天 時 の 建物 の 
微妙 な 見 え 方 の 変化 の 表現 が 可能 に な っ た ( 図 20, 前 ペー ジ )。 

霞 効 果 に よる 遠近 感 の 表示 法 と し て は , これ まで は 単に 距離 
が 遠く な る に 従っ て 指数 関数 的 に 色彩 の コン トラ スト を 落と す 


方 法 が 用 いら れ て いた ( 図 21) 。 これ に 対し て , 1986 年 に N.L. 
Max が 大 気 中 の 微粒 子 に よる 光 の 放射 ・ 散 乱 ・ 吸 収 効 果 を 考慮 
し , 自然光 に よる 雲間 か ら の 光束 の 表示 法 を 発表 し 9, 1987 年 
に は 室内 へ の 陽射し や へ ヘッ ドラ イト 効果 の 表示 な ど が K.E. 
Torrance ら や 筆者 な ど に より 実現 し 7⑳73 ( 図 22。23 さら に 
R.V.Klassen に よっ て 太陽 光 の 大 気分 子 や エア ゾル に よる 屈 
折 ・ 散 乱 ・ 吸 収 効果 に お ける 天空 の 色 の 表現 。 す な わ ち 夕焼け 
な どの 目 然 現象 の 表示 が 可能 に な っ た 7?? ( 図 24)。 

(3) 精 紋 な モデ ル と 高速 処理 

上 述 の ひよ うな リア ル な 動き と 光 環 境 表 現 が 可能 に な る と と も 
に , より 精 功 で 精 紋 な モデ ル の 開発 が 試み られ る よう に な っ た 。 
その 一 つ は , 1985 年 に D.R.Peachey に よっ て 行わ れ た 3 次元 
テク スチ ャ で あり や 。 これ に よっ て 木 や 大 理 石 の 任意 の カッ ト 


29 ソリ ッ ド ・ マ ッ ピ ング に よる 大 理 石 の 表現 


図 23 煙 と 光束 の 表現 図 24 空 の 色 の 表現 
(横井 , 岡田 氏 , PIXEL 88 年 8 月 号 よ り ) 
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断面 の 木目 や 肌 理 表現 が 可能 に な っ た ( 図 25) 。 植物 , 樹木 に つ 
いて も さら に 細か い 表 現 と アニ メー ショ ン 化 の た め に , フラ ク 
タル を 用 いた 分 岐 モ デル が P.E.Oppenheimer ka C79, また 
光 日 特性 な ど を 加え た 植物 の 生長 過程 を 表現 する も の が P. 
Prusinkiewicz (iz ko C9, より 精密 な 木 の 法則 性 を 取り 入 
れ た モデ ル が P.D.Reffye7? め ら に よっ て 次 々 と 発展 し つつ ある 
( 図 26)。 こ の よう な 個々 の 表示 対象 物 の より リア ル な 表現 法 の 
開発 と は 別に , 無数 と いっ て よい 自然 物 の 複雑 な 形状 を 高速 に 
表現 する た め に これ ら を 微細 な 小片 に 分 解 し , 階層 リス ト 構 造 
と する こと に よっ て 高速 に 処理 し よう と する AH Barr SOR 
み 7?⑳ は 注目 に 値する 。 彼 ら は , 例え ば 4,000 億 個 も の 小片 か ら 構 
成 さ れる 広大 な 草原 の 光景 の 表示 に 成功 し て いる 。 

この よう な ソフ トウ エア の 面 か ら の 高速 化 は , 特に レイ ・ ト 
レー シン グ に 関し て 1980 年 代 前 半 に 引き 続き 種々 試み られ て 
いる が , 1980 年 代 後半 の 高速 化 の 特徴 は 。 む し ろ ハ ー ド ウェ エア 
に よる 高速 化 が 研究 段階 し し て で は な く 実 用 化 に 根差し た 開発 
と し て 進め られ て いる こと で ある 。 そ の 主 な も の と し て 1985 年 
の 富士 通 の 井上 氏 ら に よる セル ・ ア レイ ・ プ ロ セ ッ サ に よる ソ 
リッ ト ・ モ デル の 高速 表示 シス テム 7⑳ が ある 。 ま た HL.Fuchs ò 
に よる “Pixel-Planes” と よ ば れ て いる フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ を 
構成 する アレ イ 構 造 の 論理 メモ リ チ ッ プ 7⑳ は 。 単に 画像 の 記憶 
だ け で な く ピ クセ ル ・ レ ベル で の 領域 の 決定 。 可視 計算 , 着色 
が 可能 で , さら に 凸 多 面体 集合 の 高速 , 陰影 」 テクスチャ, 半 
透明 的 表示 を 行う エン ジン で ある 。 ま た, 1987 年 に J.G.Torbor- 
g が 発表 し た パラ レル ・ プ ロ セ ッ サ は 上 単 一 プロ セッ サ と 同じ よ 
うに ブロ グラ ム で きる の で 。 マルチ プ ロ セッ サ の 利点 を 生か し 
な が ら 簡 単に ソフ トウ ェ ア の 開発 を 行う こと が で きる %90。1988 
PEAD E, まり コン グラブ ィ ッ ツ ス が パイ プラ イン プロセ 
yt, ベク トル ・ プ ロ セ ッ サ , アレ イ ・ プ ロ セ ッ サ を 駆使 し た 
並列 化 に よっ て 1 秒間 に Gouraud の shading を 施し た 10 A 
個 の 四辺 か ら な る ポリ ゴン の 表示 可能 な アー キテ クチ ャ を 発表 
L'A 多 テ ラ * コ ンピュータ は 同じ く 万 個 の 三角 形 / 秒 を 実 
現 で きる 製品 を 発表 し 2。 いよ いよ リ り リアルタイム の スー パー・ ワ 
ー ク ステ ーション の 時 代 と も いえ る 時 期 を 迎え た 感 を 呈し 始め 
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以上 , リア ル な 画像 の 創成 技法 の 観点 か ら こ の 25 年 間 の CG 
の 歩み を 概観 し た 。 

それ で は , 今後 CC は どの よう な 発展 を 遂げ る の で あろ うか 。 
筆者 の 頭 で 予 測 す る に は あま り に その 進歩 が 激しく , その マー 
ケッ ト も 大 き な 広 が り を みせ つつ ある 。 前 述 し た よう に ,。 1980 
年 代 は 「 コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ ク 大 革命 」 と いう に ふさ わ 
し い ほ ど そ の 表現 能力 を 向上 きせ , きわ め て 今日 的 な 話題 性 に 
富ん だ 分 野 と し て 世間 か ら か な り 脚 光 を 浴び て いる が , 道具 と 
し て は まだ まだ 未熟 で 使い 勝手 の 悪い も の で あり , その 活用 に 
は 専門 知識 が 要求 され , また 高価 で も ある 。 

し か し , CG の 開発 者 と 利用 者 の 人 口 は 着実 に 増加 し て お り , 
いよ いよ 本 格 的 な 実用 化 の 時 代 へ 向かっ て その 門戸 を 開き つつ 
ある 。 1990 年 代 に は CG の 利用 が 日 常 茶飯 事 化し , 高度 情報 化 


社会 に お いて 欠く こと の で き な い 道具 と し て 使わ れる よう に な 
る で あろ う 。 
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| は じ め に | 


国内 に お ける 立体 図 の 本 格 利用 の 元 年 と も ちい える 昭和 36 年 
C4, 今 は すでに 生産 中 止 と な っ た 国産 初 の 中 型 旅客 機 YS-11 
に よっ て 正式 な 画 法 に よる 立体 図 の 採用 が 実施 きれ , 大 量 の 立 
体 図 作成 の た め の シ ステ ム が 考案 され て いく 。 

この 挿 監 期 。 今 は 亡き 冨田 素 中 先生 の 果たし た 役割 の 偉大 さき 
に われ われ は 感謝 し な けれ ば な ら な い 。 先生 は , 戦後 の 航空 機 
産業 の 受難 時 。 元 立川 米 空軍 基地 で の 航空 機 設 計 。 補給 カタ ロ 
グ 作 成 シ ステ ム を 実地 取得 され , その 貴重 な 経験 を YS-11 の サ 
ービス ・ ド キュ メン ト 業 務 に 100% 活 用 し , 今日 の 立体 図 作成 の 
基礎 を 確立 し た 。 特に , この プロ ジェ クト 終了 時 (昭和 41 年 ) に 
発刊 きれ た 「 テ クニ カル ・ イ ラス トレ ーション の 基礎 画 法 」 に 
kot, 学問 的 な 体系 化 。 実践 に 基づく 制作 手法 。 仕様 を 決定 
し た 。 さらに, 軸 測 投影 法 に よる 基礎 作図 理論 を 設定 し , 等 測 
(等 角 ) 投影 図法 に よっ て 効率 化 の 道 を 開い た 。 そ れ ま で 絵 の 世 
界 で 非 効率 に 作成 され た 立体 図 作成 手段 に .。 お お いな る ショ ッ 
ク グ を 号 え た だ の で ある 。 

ー つ の 基礎 画 法 が 確立 され る こと に よっ て ,。 周辺 の 用 
AK, 制作 手段 , 教育 の 全 分 野 で 開発 テー マ が 明確 に な り 
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に 業界 と し て の か た ち が 整 備 さ れ て いく の で ある 。 

以下 , 現在 に いた る まで 20 余年 の 種々 の 変遷 を 振り 返り , 将 
来 の 方 向 を 模索 し , 今 , な ぜ CAD 化 が 必要 な の か ? 改め て 考え 
て みる 。 

当社 で は , すでに 40 台 近 い CAD が 稼働 し て いる 。 昭 和 59 年 
に 1 号機 導入 以来 , どの よう に CAD 化 を 進め た の か ? CAD 化 
へ の 動機 は 何で あっ た の か ? CAD の 効果 は あっ た の か ? CAD 
化 に よっ て 何 が 変化 し た の か を , ここ に オー プン に し て 読者 諸 
氏 と 一 緒 に 考え て みた いと 思う ( 図 1)。 


YS-11 の 需要 に み ら れ る よう に , 立体 図 利 用 の 大 半 は 補修 部 
品 の 補給 カタ ログ 指図 用 と し て で ある 。 本 来 は 設計 図面 を その 
まま 利用 すれ ば よい わけ で ある が , 設計 図 に 対す る 機密 漏洩 の 
問題 , 仕向 地 (海外 諸国 ), 業者 と の 言葉 の 違い な ど , 部 品 調達 
上 の 不備 点 を 解消 する た め に 立体 図 が 採用 され て いる 。 特に 広 
大 な 地域 間 の トラ ブル は , 生産 性 に 大 き な 問 題 を 引き 起こ す 。 

この よう な 立体 図 を 基本 媒体 と し た パー ツ ・ カ タロ グ の 発想 
は , 第 二 次 世界 大 戦 に きか の ぼる 。 広域 な 戦場 を 維持 し , 破壊 
され た 武器 の 補修 。 消耗 品 の 調達 を 迅速 に 実行 する た め , 補給 
兵 郊 部 隊 が 多用 し た と いわ れる 。 日 本 に お いて も , 戦国 時 代 の 
絵巻 物 を 見 る と 戦時 の 武器 補給 調達 が 絵 に よっ て 行わ れ て いる 
こと に 気がつく 。 これら の 時 代 に お いて は , 補給 部 品 調達 の 正 
確度 , タイ ミン グ が その まま 生命 を 左右 する 出来 事 で あろ うこ 
と が 容易 に 予測 で きる 。 さ ら に , アメ リカ に お いて この よう な 
パー ツ ・ カ タロ グ が 普及 を 続け た 背景 は , 第 二 次 世界 大 戦 以 降 
の 中 東 問題 , 東南 アジ ア , 朝鮮 半島 の 社会 情勢 を みて も 想像 で 
きる し , 現在 も まさ し く 了 臨戦 状況 と 変わ りな い 情 景 さ え 推 測 で 
B5. 

さら に アメ リカ の 航空 機 産 業 は , 自由 圏 諸 国 へ の 戦闘 機 輸出 
の 役割 も 大 きい 。 ま た , ジャ ン ボ 旅客 機 を 頂点 と し た 種々 の 民 
間 航 空 機 の 開発 。 生産 も 世界 の 需要 の 大 半 を 賭 っ て お り , 航空 
機 の も つ 特 有 な 定期 整備 性 ある い は サー ビス 拠点 の 多面 性 な ど 
の 理由 に より , 立体 図 を 利用 し た パー ツ ・ カ タロ グ な どの 需要 
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が 最も 高く , そ の 利用 体系 は 産業 界 に 大 き な 影 響 を 与え を て いる 。 
大 量 の 人 命 を 預かり , 部 品 欠陥 を 起因 と する 万 一 の 事故 も 引き 
起こ せな い 航 空 機 業 界 の サー ビス 体制 を 先達 と し て , 人 命 を 預 
か り 移動 型 の 形態 を ちっ て いる 自動 車 ・ ト ラッ ク な どの 自動 車 
製造 工業 に お いて も , 全国 各地 の 販売 店 に お ける 部 品 サ ービス 
ネッ ト の 情報 源 と し て 立体 図 化 さ れ た 部 品 帳 を 完備 し て いる 。 
さら に 類似 形 の 業種 と し て 建設 機械 業界 も , 自動 車 業界 ほ ど 大 
規模 で は な い が 立 体 図 利用 体系 に 移行 し て いる 。 

以上 , 代表 的 な 利用 例 を みる か ぎり , 立体 図 の 利用 は , 大 量 
生産 品 。 地域 制限 性 の な い 移動 型 製品 。 人 命 預託 型 製品 の 製造 
業 が 最初 は 渋々 体制 作り を 始め , その 効果 が 発生 する と 大 規模 
な サー ビス シス テム の 伝達 媒体 と し て 立体 図 を 重視 し , 今日 に 
いた だ っ て いる 。 ちなみに, 国内 に お ける 自動 車 業界 の 年 間 補 給 
部 品 販売 額 は 8,000 億 円 に 達する 。 そして, 多用 化す る 商品 群 , 
ライ フサ イク ル の 短い 商品 群 。 輸出 依存 企業 の いずれ も サー ビ 
ス 体 制 の 欠如 が 販売 戦略 に 与え る 影響 力 に 気づき , 航空 機 ・ 目 
動車 業界 の 形態 を 基本 に し な が ら 昭 和 50 年 代 後 半 に 立体 図 を 
媒体 と し て , 種々 の サー ビス 資料 (特に パー ツ ・ カ タロ グ ) の 作 
成 を サー ビス シス テム の 根本 に 位置 付け し 。 シス テム 整備 を 行 
い 。 未完 成 な が ら 発展 の 方 向 を 示し , 現在 に いた っ て いる 。 

この よう に , 立体 図 利 用 の 背景 は 日 本 独自 の 発想 で は な く 《 先 
進 国 より の 押付 け 型 で あり 。 さら に 人 命 重視 型 製品 の 採用 に よ 
り 後 押し され , 普及 し て いる 。 WE, 全 製造 業 に お ける 採用 率 
は 60% を 超え て いる 。 そ し て ,。 その 利用 部 門 は サー ビス 部 門 に 
よっ て 90% 以 上 占め られ て いる 。 


設計 図面 を 作成 する た め の 用 具 は , 明治 時 代 よ り 英 式 ・ 独 式 
と 若干 の 相違 が あっ た が , 円 を 描く た め の コ ン パ ス , 寸法 採り , 
転写 の た め の デ バイ ダー な ど を 代表 に 今日 まで 基本 形状 を 変え 
ず に 利用 され て いる 。 製図 機 に お いて も , T 定規 と 三角 定規 を 
利用 し た 方 法 が 昭和 30 年 代 は も ちろ ん , 昭和 40 年 代 の 前 半 ま 
で 一 般 的 で あっ た 。 昭 和 40 年 代 前 期 より 普及 し 始め た 製図 機械 
も アー ム 式 の 製図 機 が 主流 を 占め , 昭和 50 年 代 初め の トラ ッ ク 
式 製図 機 の 出現 まで その 地位 を 占め て いた 。 し か し , 現在 アー 
ム 式 製図 機 を 見 る こと は 皆無 に 近い 。 製図 機 に お いて すら この 
よう な 状況 の 中 で , 昭和 40 年 代 初期 の 立体 図 作成 の 用 具 は , E 
産 の 製図 機 メ ー カ ー よ り 購 入 す る こと は 不可 能 で あっ た 。 こ の 
よう な 環境 の 中 で , 冨田 先生 の 提唱 され た 軸 測 投影 法 は タイ ム 
リー な 動き と し て と ら え られ , 輸入 業者 の アメ リカ 製 用 具 の 紹 
fr, 国産 製図 機 メ ー カ ー に お ける 国産 化 の 方 向 へ と 進む の で あ 
る 。 

BRAEH 
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製図 用 の コン パス で は 作図 が 不可 能 で ある 。 そのため, 各種 の 
角度 を も っ た テン プレ ー ト が 必須 な 道具 と な る 。 当 時 , 塩化 ビ 
ニー ル 製 の 薄板 加工 技術 が 未 確 立 で あり , 必要 の 生じ た 作成 者 
は , 上 自ら ボー ル 紙 や プラ スチ ッ ク 板 を 切り 抜い た 手作り 品 を 用 
ゅ て 制作 し て いた 。 

この よう な 手作り 用 具 に お いて 極小 椿 円 定規 を 作る こと は 不 
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可能 で あり , KXRBAT YU SU—b R LEEND»? 
ズ は Al サイ ズ か ら 畳 1 枚 の 大 き さ に まで 及 ん だ と いわ れる 。 
その た め コ スト 対応 が 不可 能 と な り , 一 時 的 に デッサン の 得意 
な 人 た ち が 絵 と し て 立体 図 を 作成 する 画 法 無視 の 方 向 を た ど 
0, 現在 に お いて も その 技術 が 継承 され て いる 。 た だ , この よ 
うな 動向 は 急速 に 増え た 輸入 品 の テン プレ ー ト に より 解決 の 方 
向 を 見 い だ し て いく の で ある 。 さらに , 国産 の 製図 機 メ ー カ ー 
が 製造 を 開始 し , つい に 安価 で 良質 な テン プレ ー ト の 製造 に 成 
功 す る の で ある 。 

昭和 45 年 ころ で あっ た と 記憶 し て いる 。 テ ンプ レー ト に つい 
て は 第 2 次 と も いえ る 立体 図 の 高 需要 期 に タイ ミン グ 良 く 量産 
が 可能 に な っ た こと に より , 急速 に 立体 図 を 生業 と する 業者 が 
乱立 を 始め た の で ある 。 

一] 定規 お よび ドラ フタ 

一 方 , 立体 図 に は 120° の 角度 で 交わ る X, Y,Z の 三面 を 構成 
する 基軸 線 が 必要 で ある 。 こ の 水平 面 に 対し て 左右 に 30* の 角 
度 を も つ 線 分 を 作成 する こと も , 正 投影 の 世界 と 大 きく 異な る 
部 分 で ある 。 

T 定規 を 利用 し て いた 昭和 30 年 代 後半 に お いて は , 30* の 三 
角 定 規 に よっ て この 基軸 線 を 左右 へ 傾け な が ら 数 多く の 線 分 を 
描い た 。 こ れ が 徐々 に アー ム 式 ドラ フタ の 普及 と と も に 立体 図 
作成 に 活用 きれ て いく 。 ド ラフ タ の 角度 分 割 は 5* の 角度 刻み で 
あり , 30* の 基軸 線 作 成 に は 随分 と 労力 を 費やす も の で あっ た 。 
その た め 。 ド ラフ タ に 3 本 の スケ ー ル を も っ た 専用 製図 機 も 開 
発 さ れ た が , 操作 勝手 の 悪さ や 画面 の エリ ア に 占め る スケ ー ル 
の 配分 な ど に 問題 が あり , ほとん ど 実 用 化 さ れず に 現在 実機 を 
見 る こと も な い 。 最 終 的 に は 立体 図 作成 用 の 専用 製図 機 の 開発 
は 行わ れず , 製図 機 の 不 自 由 を 承知 し た うえ で 利用 し , 現在 に 
US だ っ て いる の で ある 。 

画 ト レー ス 用 ニー ドル ペン 

また 。 HN LRAT TL FU} ee CHE nr iA ls 
種々 の 作図 補助 線 が 図 中 に 数 多く あり , 元 図 の まま 次 工程 ( 印 
刷 ) へ 移行 で き な い 。 その た め , イン キン グ ト レー ス ( 墨 入 れ ) を 
施し , 印刷 版 下 と し て の 形態 を 整え る 必要 が あっ た 。 

昭和 30 年 代 後 半 に お いて , トレ ー ス を する た め の 用 具 は カラ 
スロ だ け で あっ た 。 カ ラス ロロ は , TX, 三角 定規 の 端面 に 沿 
っ て 利用 する 形状 に な っ て いる 。 この 用 具 を 析 円 形状 に 合わ せ 
て 使う こと に な っ た 。 こ の よう な 時 代 が ほぼ 10 年 近く も 続い 
た 。 こ れ は 熟練 者 だ け の 世界 で あり , 大 量 の 需要 が 発生 し た 時 
期 に 大 き な 問 題 を 引き 起こ す 。 今 か ら 考 える と 単純 な 問題 で は 
ある が , 複雑 な 曲線 を 描く に は 万 年 筆 形 の 用 具 な ら 簡 単に 解決 
で きる こと 選 気 づか を か っ た の で あり 。 また 国内 EE お En て FE 
年 筆 形 の ニー ドル ペン が 存在 し て いな か っ た の で ある 。 FEF 
者 が アメ リカ 製 の 特殊 専用 ペン を 購入 し て 利用 し て いた が , ftl 
業者 が 知る こと に な る の は 数 年 後 の こ と で あっ た 。 こ の た め , 
新規 参入 業者 は , トレ ー ス 工程 に お いて 大 き な 遅 れ を と る こと 
に な っ た 。 そ の 半面 , 製図 機械 輸入 メー カー が ドイ ツ な ど で 市 
販 さ れ て いる 万 年 筆 形 ト レー スペ ン を 目新し い 商品 と し て 試験 
輸入 を 始め た の も この ころ で ある 。 難 濾し て いた だ け に ., 1 社 の 
採用 と 同時 に その 効果 が 認識 され , 急速 に 普及 し て いく の で あ 
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4. その後 , 国内 メー カー も 生産 を 始め た が , ドイ ツ 製 の 製品 
を 上 回 る 物 は いま だ に 現れ て いな い 。 ペ ン に よる トレ ー ス 手法 
が 確立 され て 20 年 に な る が , 現在 カラ スロ を 使う 人 を 見 る こと 
は は と ん ど な い 。 

万 年 筆 形 の トレ ー ス ペン は 当初 ,0.3~0.5mm が 主流 で あっ た 
た め , ペン 先 の 太 さ に 合わ せ た 元 図 の 作成 が 要求 され , 必然 的 
に 用 紙 サ イズ が 大 きく な り , コ スト が 高く な る 要因 で あっ た が , 
10 年 前 より 0.1—-0.2mm 程度 の ペン 製造 技術 が 安定 し た こと 
と , 椿 円 テン プレ ー ト の 極小 化 が 進ん だ 結果 , Al より A2, A2 
か ら A3, A4 判 へ と 作成 サイ ズ が 変化 し , 生産 性 , 作業 性 に 大 
SAME Re LR. NY 1 個 の 精度 が 立体 図 作成 の 歴史 を 大 
きく 変え た の で ある 。 ま た ,。 CAD 化 時 代 に な り , ペン ・ プ ロッ 
タ を 利用 する と , 再度 この ペン の お 世話 に な り , ニー ドル 式 ペ 
ン の 選択 が 正しかっ た こと が 証明 され た 。 
画用紙 

さら に 作成 用 紙 の 変遷 も 見逃せ な い 。 

絵 と し て 描か れ て いた 時 代 に は , カラ スロ の 補助 と し て 筆 を 
使っ た な トリミング , ある い は 白 ペ イン ト を 利用 し た 修正 な ど を 
行う た め , 厚手 の ケン ト 紙 が 利用 され て いた 。 これ が 万 年 筆 形 
の ペン を 利用 する 時 代 に な る と 作成 工程 に も 変化 が 起こ り , ト 
レー サー と し て の 職種 が 独立 し て くる の で ある 。 そ れ に 伴い , 
元 図 を 下 に 置き , 透過 性 の 良い トレ ー シ ン グ ・ ペ ー パ ー へ 写す 
よう に な る 。 こ の 時 点 で は 薄手 の 紙 で よかっ た が , 新人 の 参加 
で 修正 の 工程 も 無視 で き な く な り , 破れ ず , 透過 性 が 良く 。 ト 
レー ス 性 の 高い 用 紙 の 要請 が で て きた の で ある 。 窮 すれ ば 通 ず 
の 例え の ご と く , この と きも 地図 ・ 測 量 用 図面 の 作成 原図 と し 
て 伸縮 性 と 湿度 に 対す る 対策 を 講じ た 特殊 紙 が 開発 され て いた 
OCHS, 昭和 48 年 で あっ た と 記憶 し て いる 。 表裏 に 従来 の 
レー シン グ ・ ペーパ ー を を 内陣 に 老化 ビニ ー ル を 本 し 。 サ ン ギ イ 
ッ チ 状 に 成形 し た 紙 で ある 。 以 降 , 現在 に いた る まで ほぼ 全 業 
者 で 利用 され て いる 。 最近 で は , さら に 改善 され た 和紙 を 利用 
し た 製品 も 利用 され て いる 。 CAD 化 に 移行 し た 現在 も , MOR 
速 な 送り スピ ー ド と, 紙 の 圧着 する 力 に 耐え る 用 紙 と し て 多用 
され て いる 。 

画 ま と め 

以上 , 25 年 に 及ぶ 用 具 ・ 用 紙 の 変遷 が , コン ピュ ー タ 化 を 図 
る うえ で 多く の ヒン ト を 与え る ポイ ント を も っ て いる こと に 気 
が つく 。 椿 円 テン プレ ー ト , 等 測 基 軸線 は , コン ピュ ー タ の ソ 
ント の エア で すべ て カバ パー ラ 札 る 。 き らし 。 ト レー スズ 用 引 ペ シ 
は ペン ・ プ ロッ タ の ペン に よっ て 代替 され , トレ ー ス 用 の 特殊 紙 
は ペン *・ プ ロッ タ の ピン チロ ー ラ の 圧力 え る こと が で きる 。 

コン ピュ ー タ お よび CAD ソフ ト 。, 周辺 の 機器 は 。 シス テム と 
し て 上 記 の すべ て の 要素 を 盛り 込め る 。 す な わ ち , 道具 と し て 
25 年 間 で 蓄積 され た 技術 。 そ の 他 の ノウ ハウ の すべ て の 肩 代 わ 
り が 可能 な の で ある 。 


四半 世紀 に 及ぶ 年 月 を 経て , 作図 技術 者 (チク ニカ ル ・ イ ラス 
トレ ー タ ー) は 今 , 大 き な 岐 路 に 立っ て いる 。 
手 描 さ に よる 従来 手法 の 継続 か ? HED? さら に 廃業 を 余儀 


な くさ れ て いく の か ? ある い は コン ピュ ー タ 時 代 へ の 対応 の た 
め , CAD 時 代 へ 突き 進む の か ? 生死 を 賭け た 問題 が 山積 み し て 
いる 。 

な ぜ こ の よう な 状況 まで 放置 し て いた の か , どう すれ ば 解決 
で き 今 後 の 四半 世紀 を 運営 で きる の か を , これ まで の 25 年 間 を 
振り 返り な が ら 考 えて みる 。 

一 創業 期 (昭和 36~43 F) 

立体 図 作成 が 本 格 化 し た の は , 昭和 36~37 年 ころ の YS-11 
の 生産 時 で あっ た こと は 前 項 で も 述べ た 。 

立体 図 の 生産 実績 が 皆無 に 等 し い 環境 へ 。 いき な り 膨 大 な 需 
要 が 飛び 込ん だ の で ある 。 YS-11 は 国 を あげ て の ナシ ョ ナル ・ 
プロ ジェ クト で あり , 戦後 の 民間 機 製造 の 第 1 号 で ある 。 航空 
機 の 製造 図 は , 従来 の 経験 で は 解釈 で き な い 難解 な も の で あっ 
た 。 機体 。 油圧 , 空調 配管 , エ レキ シス テム , 各種 の シス テム 
が 大 量 の 図面 で 構成 され , 立体 図面 の 作成 以前 の 図面 解読 と シ 
ステ ム 解 釈 に 問題 が 発生 し た 。 当 然 。 機械 設計 経験 者 が 立体 図 
作成 の 候補 者 と し て 選ば れ , 故 富田 素 思 先生 の 指導 下 で 立体 図 
の 基礎 画 法 か ら 学 習 を 始め た の で ある 。 潤沢 な 予算 と 納期 の 設 
ET, 恵まれ た スタ ー ト を 切り , 本 格 的 な 立体 図 生 産 が 始ま っ 
た の で ある 。 富田 先生 は , 正しい 理論 体系 を 作り , 数 多く の 技 
術 者 を 育成 し , 今日 の 業界 の 基礎 を 作ら れ た 。 

YS-11 の プロ ジェ クト は 数 年 間 継 続 さ れ , 正統 な 理論 体系 と 
高度 な 業務 に 従事 し た 技術 者 あみ は プロ ジェ クト 終了 と 同時 に 
次 々 と 独立 し , 未開 拓 の 分 野 で ある 産業 機械 。 自動 車 業 界 , 精 
密 機 械 業界 へ と 立体 図 の 普及 に 全力 投球 し , 需要 の 基礎 を 形成 
Lys 

この 時 代 , 立体 図 は 新 技 術 と し て も て は や され , 各 メ ー カ ー 
は こぞって 立体 図 の 採用 を 行い , 技術 者 不足 も あり 長い 間 , m 
価格 な 取引 と 超 多 忙 が 続い た 。 

YS-11 に 始ま り 他 業界 へ の 啓蒙 , 普及 を 経て , また また 航空 
機 生産 の ピー ク に 出合 う の で ある 。 三 菱 重工 業 の MU-2 シリ ー 
A, 新 明 和 工 業 の US-1, 富士 重工 業 の TT-1 な ど , 当時 の 技術 
者 は 最も 恵まれ た 環境 下 で 第 1 次 の ブー ム を 謡 歌 し た の で あ 
T 

この よう に , 創業 期 は 航空 機 生産 の ピー ク に よっ て サポ ー ト 
され た も の で あり , 真 の ノウ ハウ を も た な か っ た 素人 集団 が 教 
育 , 育成 され た 時 期し とい える 。 

また 。 航空 機 の よう な 特殊 な オー ダー で あっ た か ら こ そ 。, 高 
価格 , 長 納期 と いう 恵まれ た 条件 が そろ っ た の で あり , この と 
き の 甘 い ぃ 環境 が 業界 の 形成 に 役立っ た こと は 事実 で ある が , Z 
の 後に 起き る 撤退 劇 を みる か ぎり , BORN SENTIS f o 7-38 
因 に な っ て いる の も 真実 で ある 。. 
mh HA (ARAN 44~54 年 ) 

需要 の 活発 な 数 年 が 過ぎ 航空 機 の プロ ジェ クト 終了 と と も に 
終止 状態 に 入り , 蓄積 され た 立体 図 作成 の パワ ー が 一 般 産業 機 
械 へ 振り 向け られ る こと に な る 。 当時 の 工作 機械 を は じ め と す 
る 産業 機械 メー カー は 低 価格 な 商品 を 海外 向け 1 本 に し ぼり , 
外貨 確保 に 必死 に な っ て いた 。 汎 用 旋盤 な ど を 1 社 で 月 産 500 
~600 台 と 生産 し , 輸出 し て いた の で ある 。 

当然 。 補 修業 務 の 基礎 が 確立 され て いる アメ リカ で は , 購入 
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に あたっ て の 条件 と し て パー ツ ・ カ タロ グ の 常備 は 必須 で あっ 
た が 。 メー カー で は 立体 図 利 用 の 体験 も な く , 設計 図 を その ま 
ま 使 うこ と で 逃げ 切っ た の で ある 。 ま だ が 海外 に お ける サー ビス 
業務 の 重要 性 を 認識 し て いな か っ た と いえ る 。 

と ころ が , 国内 有 カ メー カー が 立体 図 活 用 の パー ツ ・ カ タロ 
グ を 整備 する と , 現地 ディ ー ラ ー が 一 気 に 他 メー カー に 同等 品 
を 要求 し 始め , 産業 機械 メー カー に も 立体 図 の オー ダー が 発生 
し た 。 た だ , 価格 ・ 納 期 面 で は 航空 機 の 50% 以 下 で 提示 され , 
品 軸 ・ 納 期 ・ 価 格 の すべ て の 面 で 大 幅 な 改善 を 実施 し な いと 対 
応 で き な く な り , 大 き な 技 術 革新 が 要求 され た の で ある 。 

10—15 年 の 開発 サイ クル を も つつ 航空 機 オ ー ダ ー が 終了 し た 
以上 , 輸出 型 商 品 に その 活路 を 見 い だ す し か な いわ け で あり , 
必 け て 通れ な い 関 門 で あっ た 。 製 図法 の 確立 , 用 具 の 開発 ・ 改 
立新 人 の 教育 手段 な ど , 昭和 44 年 か ら 昭和 48 年 ころ に か け 
て 種々 の 工夫 が 各社 で 実施 され た 。 その 結果 , 昭和 48 年 初期 に 
は 低 コ スト 化 の 対応 力 が つき , 現在 の 原形 に 近い 作業 工程 が 完 
戚 し た 。 

従来 , 1 人 の 技術 者 が 全 工 程 を 担当 し , トレ ー ス に よっ て 製品 
の 良否 が 定まっ て いた 。 す な わ ち , 鉛筆 作成 の 工程 を 自分 の わ 
か る 範囲 まで 省略 し , ほぼ 完成 し た 状態 で 構図 の 変更 な ども 成 
り 込 みな が ら イ ン キ ング トレ ー ス を 施し 。 完成 させ て いた 。 も 
と も と 元 図 作成 の 技術 は , 図面 の 解読 ・ 組 立 状 態 の 把握 。 さら 
に 立体 図法 の 取得 と 幅広 いも の で あり , 1~2 年 の 経験 で コス ト 
的 に 採算 の と れる 製品 作り は 不可 能 で ある 。 そ こ へ 異質 な トレ 
ー ス 作業 を 組み 込ん だ と ころ に , これ まで の 作業 工程 に 問題 が 
あっ た 。 高い コス ト , 長い 納期 が 許さ れる 時 代 で は 済ん だ こと 
で は ある が , しかし, 20 年 を 経た 今日 で も 大 半 の 立体 図 作成 会 
儲 は この 工程 を 採っ て いる 。 後述 する が , この 非 生産 的 手法 が 
今後 の 大 き な 障 害 に な っ て いく の で ある 。 

この 上 旧来 手法 を 改善 する に は 工程 の 分 離 が 最も 近道 で ある 。 

比較 的 簡単 に 訓練 で きる トレ ー ス 業務 を 分 離し て 2 次 工程 へ 
回 す , 1 次 工程 で ある 元 図 作 成 者 は 製図 板 に 向かっ て 製図 に 専 
沼 す る の で ある 。1 次 工程 は 鉛筆 で 作図 し , 客 に 検 図 の 依頼 を 
L, その 間 に ト レー サー が トレ ー ス を 先行 する 。 非 常に 簡単 な 
こと で ある が ,。 この 時 期 よ り テ クニ カル ・ イ イラストレーター の 
職 質 が 大 きく 変わ っ て いく の で ある 。 テ クニ カル ・ イ ラス トレ 
ー タ ー と 呼称 せ ず , 立体 図 制 作 技術 者 , 立体 図 ト レー サー と 分 
業 体制 が 確立 され て いき ,。 トレ ー サ ー の 技術 レベ ル が 高まる に 
つけ 元 図 作成 の 用 紙 サ イズ まで 影響 を 及ぼ し て くる 。 AD 判 か 
ら Al 3 さら に A2 判 か ら A3 判 と 乾式 複写 機 の 発達 に 伴う よ 
うに 化し た 

ちょ うど この ころ , 中 東 問題 に 端 を 発し た オイ ル シ ョ ッ ク 。 
ー ニ クノ ソン ・ シ ョ ッ ク ,。 ドル ショ ッ ク に 唱和 遇 し 。 国内 の 輸出 産業 
が 大 打撃 を 受け る の で ある 。 

軸 出 企業 が 大 半 の ユー ザー で ある 立体 図 業 者 は 。 相次ぐ 受注 
の キャ ン セ ル を 受け る 。 キ ャ ン セ ル を 避け て も 大 幅 な 値引き と, 
大 変 な ピン チ を 迎え た 。 四苦八苦 し て コス ト 低 減 の 努力 を し , 
体制 を 整え た 直後 で も る 。 さら に 各社 。 創業 10 年 以上 , ある い 
は 57-6 年 と 経て , 107-50 人 程度 の 人 員 を 擁し て いた だ け に , 作 
業 量 確保 不良 の 業者 , コス ト 対 応力 の な い 業 者 を 中 心 に , 半数 
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以上 の 会 社 が 転 廃業 を 余儀 な くさ れ た の で ある 。 創業 期 よ りお 
よそ 15 年 経過 し て いた 。 こ の と き に 立体 図 の 将来 を 見 切っ た 人 
た ちの 大 半 は 2 度 と 業界 に 復帰 し て いな い 。 立体 図 の も っ て い 
る 魅力 に 取り つか れ た 会 社 。 ある い は 個々 の 技術 者 ら が 。 この 
困難 な 時 代 を か ろう じ て 生 き 残 っ た の で ある 。 現在 。 SHEE 
FULTS 40 歳 代 の 経営 者 , ある い は 大 手 の 40 歳 代 の 技術 者 
の み が 知 る , 小さ な 歴史 で ある 。 

この よう な 産業 界 全体 を 揺 き ぶる 現象 の 中 で , 立体 図 の 作成 
価格 が どん どん 低下 し て いき , さら に 多く の 改善 を 施す 必要 が 
で て きた 。 こ の 時 点 で の コス ト 改 善 は 前 述 し た 分 業 制 の 工程 削 
減 し か な か っ た の で ある 。 す な わ ち 。, 鉛筆 描き の 状態 (1 次 工程 ) 
で 製品 化し , 品質 の 劣化 に 目 を 閉じ ,。 ひたすら に 市 況 の 回 復 を 
待つ こと で あっ た 。 し か し ,。 こ の と き の 不 況 は 長く 。 これだけ 
の 改善 で も 対応 が 不可 能 に な り , 遂に 部 品 デ ー タ ベー ス 化 を も 
くろ むこ と に な る 。 繰返し 利用 する 部 品 を すべ て ワッ ペン に し 
て 貼っ て いく の で ある 。 を その後, 普及 の 著しい 乾式 複写 機 で 複 
SL, 製品 化し た 。 この と き 繰 り 返 し 受難 し た 出来 事 が 現在 の 
CAD 化 に すべ て 役立っ て いる こと を 思う と , いか な る 困難 な 時 
期 に お いて も 最善 を 尽く すこ と の 大 切 さ を 感じ て いる 。 

昭和 40 年 代 後 期 よ り 昭 和 50 年 代 初期 の 数 年 間 は 業界 の 大 き 
な 受難 期 で あっ た 。 そ の 半面 , 業者 に よっ て は , 印刷 部 門 ・ デ 
ザイ ン 部 門 ・ 設 計 部 門 ・ テ クニ カル ・ ラ イ テ ィ ング の 分 野 へ と 。 
立体 図 作成 の 技術 を 生か し た 進出 も 活発 に 行わ れ , 後日 発生 す 
る 第 2 次 需要 期 を 控え 大 量 の 技術 者 を 温存 し た 動向 も 見逃せ な 
い 。 現在 の 立体 図 専門 業者 を 体系 別に 分 ける な ら ば , ほとん ど 
上 記 の 部 門 を 主体 ある い は 補助 的 に も ちな が ら 運 営 さ れ て い 
る 。 す べ て が この と き を 教訓 に し て いる と 思わ れる し, 現在 
100% 立 体 図 専門 業者 は 全国 的 に みて も 19%% に も 満た な い 。 

当時 の 立体 図 作成 の 従事 人 口 は 全国 で 200 名 を 割っ て いた 。 
し か し , 現在 の 業界 の 底辺 は この 時 期 に 作ら れ た も の で あり , 
今後 の 指導 者 層 も この と き の 若 者 の 中 か ら 現 れる こと は 確実 で 
ある 。 

画 発 展 期 (昭和 54~60 年 ) 

長い 不況 も よう や く 回 復 期 に 入り , 産業 界 に お いて 草 新 的 な 
技術 改革 が 実施 きれ , 新しい 船出 を する た め の 諸 条件 を すべ て 
満た し , 意気 上 が る 年 始め で あっ た と 記憶 し て いる 。 

例え ば , 工作 機械 業界 に お いて は NC 制御 技術 が 確立 され 。 
従来 の 手動 型 の 機械 か ら 半 自動 ・ 全 自動 化 の 方 向 を 歩み だ し , 
産業 革命 に 等 し い 総 入替 え に 近 い 需 要 を 作り 出す の も この 時 期 
で ある 。 高級 化 , 省力 化 へ の 移行 で ある 。 

RIC, オー ディ オ 機 器 メ ー カ ー に お いて も ビデ オカ メラ ・ 
ビデ オデ ッ キ を 普及 させ , 市 民 の 生活 パタ ー ン を 一 新 す る の で 
ある 。 ま た , 宅地 造成 。 高速 道路 工事 も 実施 され , 建設 機械 が 
次 か ら 次 へ と モデ ル チ ェ ンジ され て いっ た 。 さら に 。 民間 航空 
機 の 開発 。 防衛 庁 向け の 戦闘 機 の 開発 も 相次ぎ , まさ し く 立 体 
図 の 2 次 ブー ム が 訪れ ん た の で ある 。 

皮肉 で は ある が , 立体 図 業 界 で は この ブー ム 直 前 に は 身 を 小 
さく し, 最小 の 規模 で まさ し く 細 々 と 営業 し て いた 。 需要 は 発 
生 し た が 。, 人 手 不足 の 状況 で 好況 期 を 迎え た の で ある 。 不況 期 
に 独立 し た 人 々 , 307-50 人 の 技術 者 を 維持 し て いた 会 社 も ある 
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が , 大 半 は 5—6 名 の 集団 で あり , 15 人 の 組織 な ら 大 手 と も いわ 
れ た 。 創業 期 の ブー ム は すべ て に 環境 が 恵まれ て いた が , 今 
の 需要 期 は 納期 面 で 非常 に 苦し い 立 場 に 追い 込ま れ , 価格 より 
期限 を 争う た め 人 手 な し で は 消化 で き な い 状況 に な り , 各社 は 
次 々 と 外注 政策 を と る 一 方 , 新人 の 確保 ・ 教 育 ・ 訓 練 に 追い 込 
まま れる 。 

東京 で 立体 図 の 教育 を 専門 に 行う 学校 が 出現 し た の も この こ 
ACH), 在京 の 業者 が 自ら 講師 と な り 卒 業 生 を 自社 内 に 就職 
させ る よう な 現象 も 数 多く み ら れ た 。 さらに, 全国 の 業者 な ど 
の 連絡 協議 会 , 業務 の 融通 を 図る た め の 協 会 も 発足 し , 強化 き 
れ て いく 。 ま た , 会 員 相 互 問 の 技術 協力 向上 の た め , 教育 教材 
- が 数 多く 企画 され , 急速 に 立体 図 作成 者 の 育成 が 行わ れ た 。 さ 
ら に , 国家 検定 の 職種 に も 採用 され , 通信 教育 な ど で 技 術 を 取 
得 し た アマ チュ ア ・ レ ベル の 技術 者 が 大 量 に 有 資 格 者 と し て 業 
界 に 参加 する の で ある 。 

この よう に し て 短期 養成 され ん た 人 た ち は 。 基礎 工学 的 知識 ・ 
機械 ・ 装 置 類 の 基本 構造 の 知識 は 教育 され ず , 立体 図 の 基本 作 
図 技 術 の み を 身 に つけ た 新しい 世代 の イラ スト レー ター で あっ 
Ka 

昭和 50 年 代 の 中 期 に は 立体 図 の 本 格 利用 も 20 年 を 迎え , fx 
術 レ ベル に 対す る 評価 は 随分 と 高く な っ て お り , ユー ザー で あ 
る メー カー 各社 の 担当 者 は 自社 用 の 仕様 を 作成 し , すべ て を 業 
者 に 委ね る こと は な く な っ て いた 。 

メー カー に お いて , 立体 図 を 利用 し た パー ツ ・ カ タロ グ は す 
で に 業務 体制 に 組み 込ま れ , 市 民権 を 得 て い た の で ある 。 当然 , 
オー ダー の 発生 と 同時 に 業者 間 の 競合 が 日 常 茶飯 事 に な り , Ed 
の 品質 ・ 価 格 ・ 納 期 面 す ベ て に チェ ッ ク の 目 が 注 が れ た 。 数 年 
前 まで は 品質 低下 を 許容 し た うえ で の 生産 指示 で あっ た も の 
が , 景気 回 復 と と も に 再び 高 品質 ・ 短 納期 ・ 低 価格 へ の 要望 が 
高まっ た 。 

絵 か ら 図面 へ の 転換 で も ある 。「 た だ 図 が 並ん で いれ ば よい , 
それ 以上 の 期待 は し な いか ら …」 が 一 変 し た の で ある 。 こ の 背 
景 に は 数 年 前 より 始ま っ た , 全 産 業 レ ベル で の 技術 革新 の 動き 
を 見 逃 せ な い 。 新 技術 に よっ て 構築 きれ た 種々 の 装置 は , 高 精 
度 の 維持 と 高生 産 性 を 要求 きれ て いた の で ある 。 ト ラブ ル 解 決 
は 迅速 に , 補給 部 品 の 調達 も 正確 に 速く で ある 。 

立体 図 を 媒体 と し た パー ツ ・ カ タロ グ に , 機能 的 な 役割 と 部 
品 調達 時 の 精度 が 要求 きれ て きた 。 こ の メー カー の 要望 は 立体 
図 業界 に 大 き な 変化 を 起こ し 始め た 。 

技術 力 が 高く , 製品 の 解析 力 に 強い , 部 品 デ ー タ まで 処理 で 
きる 会 社 へ オー ダー が 流れ 始め た の で あり , 総合 技術 力 の 問わ 
れる 業態 へ と 変化 し て いく 。 前 に も 述べ た よう に , 立体 図 作成 
会 社 の 若手 社員 は 立体 図 の 基礎 画 法 の み を 学ん だ 製図 士 で あ 
り , 複雑 な 組立 て を 理解 する 訓練 も 不足 し , 経験 も な い 。 社内 
教育 の 指導 力 の 良否 が , 即 , 生産 性 の 低下 を 招く 事態 に な っ た 
の で ある 。 経営 者 ,. ベテラン の 技術 者 の 職人 芸 か ら チ ー ム ワー 
ク に よる 組織 力 を 問わ れ た の で ある 。 こ の 時 点 よ り , 業界 で は 
極端 に 人 員 増 を 控え , 少数 精鋭 主義 を と り 始 め た 。 個 人 プレ ー 
に 卓越 し て いて も 組織 力 こ と よる 業務 遂行 が 苦手 で あり , 当事者 
も 訓練 され て いな か っ た の で ある 。 


一 方 , 作業 の 増え 続け る メー カー で は この 消極 策 に 待ち 切れ 
3, 技術 指導 を 提供 する 代わ り 人 材 の 派遣 を 要請 し て くる よう 
に な り , 折 か ら の 派遣 社員 ブー ム に 乗り , 技能 検定 合格 者 が 有 
資格 者 と し て 大 量 に 派遣 会 社 に 採用 され て いく 。 そ の 半面 。 30 
人 程度 の 技術 者 を 擁する 業者 で は , 現状 維持 の 努力 と 組織 力 重 
視 策 を と り , 発展 ・ 成 長 を 目指 し た の で ある 。 各 社 が 三 者 三 様 
の 形態 を と りな が ら 数 年 推移 し , 今度 は CAD 化 問題 に 遭遇 し 
て いく の で ある 。 


CAD 化 へ の 基本 的 な 考え 方 


画 コ ンピュータ で イラ スト は 描け る の か 2? 

手描き に お ける 作業 道具 は , X- ア -Z 軸 を 作る た め の ス ケー 
v, BASH ROORATLYTU-—h, HS, tn 
度 器 で ある 。 

EF, これ ら の 道具 を すべ て コン ピュ ー タ が 肩代わり で きる 
か どう か を 考え て みる 。 析 円 は 真 円 を 短 軸 の 比率 変換 で 自由 な 
角度 に 作れ , テン プレ ー ト は 一 功 不要 に な る 。 次 は 基軸 線 。CAD 
ソフ ト は 平面 図 を 作成 する 専用 機 で あり , 角度 の 指定 を 与え る 
だ け で あら ゆる 角度 に 簡単 に 対応 する 。 鉛 筆 は , マウ ス , ライ 
トペ ン の スイ ッ チ 操作 で カバ ー で きる 。 RRISHADER. 
円 分 度 器 を 作る とき 。 計 算式 を 用 いた は ず で ある 。 そ の 計算 式 
を コン ピュ ー タ に イン プッ ト す れ ば ワー クツ ー ル と し て 用 意 で 
き , 数 値 入力 の み で 利用 で きる 。 

現在 , 市 場 に 出 て いる すべ て の CAD ソフ ト が 立体 図 作成 を 
可能 に し て いる 。 

画 ト レー ス は で きる の か 2? 文字 ・ 番 号 は 記入 で きる の か ? 

ペン ・ プ ロッ タ を 利用 すれ ば , ペン サイ ズ 0.1~0.5mm, 用 紙 
も A4 か ら A2 判 , いずれ も 自由 に 選択 で きる 。 通常 の 分 解 図 は 
10 分 程度 で 出力 で きる 。 製品 の 出来 具合 は , 単線 処理 比較 で は 
20 年 の 経験 者 ね も か な わな い 。 さらに, レー ザー ビー ム ・ プ リン 
A. サー マル ・ デ リン クタ,。 WEOUILAXU, ペン ・ デ ロッ タク 
より 数 段 性 能 の 高い 機械 が 安価 に 出回っ て いる 。 特 に, 夜間 の 
出力 業務 (無人 化 ) は 魅力 の ある 動向 で ある 。 これら の 出力 機 は 
近い 将来 , 文字 デー タ と と も に 編集 や 出力 が 可能 に な り , 版 下 
な し の 状態 で 印刷 まで 実行 で きる よう に な る 。 

一 度 描い た も の を 再度 転写 する , 今 の 時 代 こ の 発想 は 許さ れ 
な い 。 ト レー スズ 業務 は 姿 を 消し て し まう だ ろう 。 当社 で は 昭和 
63 年 12 月 に 9599% ま で トレ ー ス を 廃止 し た 。 

CAD ソフ ト は 独自 の 図形 文字 を も っ て いる 。 書 体 に 規制 され 
な けれ ば サイ ズ ・ 太 さ ・ 傾 斜 文字 な ど 自 由 に 出力 で きる 。 ま た , 
出力 機 に よっ て は 自由 に 文字 フォ ント を 選択 で き , 写植 機 と 同 
等 の 文字 も 使え を る の で ある 。 

画 コ ンピュータ で どの 程度 の イラ スト が 描け る の か 2? 

立体 図 は 空想 図 で は な い 。 す べ て 設計 図 を 基本 に し て いる 。 
手描き に お いて も , 就 練 技術 者 は 瞬時 に 頭 の 中 で 平面 図 より 立 
体感 を シミ ュ レ ー ト する 。 そ の 後 で きる だ け 効 率 良 く , 少な い 
線 分 で 作図 を 実行 する 。 

コン ピュ ー タ で 作図 する 場合 で も , 立体 感 を 思考 する の は 技 
術 者 の 頭 で あ り 。 目 で ある こと に は 変わ り は な い 。 い わ め ゆめ る 道 
具 と し て の 違い の み で ある 。 道 具 と し て の 違い は 前 述 し た 通り , 
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コン ピュ ー タ に は 多く の 可能 性 が 潜ん で いる こと で ある 。 立体 
図 を 描く た め の 専 用 機 を 開発 する な ら は 道具 と し て 考え れ ば よ 
い が ,CAD シス テム を 搭載 し た コン ピュ ー タ は 設計 図 を 描く た 
め の 専 用 機 で ある 。 すなわち , CAD に よっ て 作成 され た 平面 図 
の デジ タル 情報 を どの よう に 活用 する か で 作成 の プロ セス が 一 
変 す る の で ある 。 

コン ピュ ー タ に より , 立体 図 の 作成 を 目指 す ナ と き メ ー カ ー が , 
な ぜ CAD シス テム を 活用 する の か 予測 ・ 研 究 す る 必要 が ある 。 
メー カー は 物 を 作っ た り 金 属 を 加工 する の が 仕事 で ある 。 当 然 。 
CAD デー タ を 基本 と し た CAM デー タ を 最終 的 に 欲し て いる 。 
この 欲望 を も っ て いる か ぎり , メー カー の CAD 化 投資 は と ど 
まる こと は な い 。 当然, 近い 将来 CAD 化 さ れ た 図面 の デジ タル 
情報 が 図面 出 図 量 の 大 半 を 占め る こと に な る 。 そ れ だ け に 。 Z 
れ か ら の 立体 図 作成 は この CAD デー タ を 応用 し た 作成 シス テ 
ム を 構築 する こと が 最善 で 最適 な の で ある 。 

設計 図面 は 正確 な 製造 情報 を 与え を る た め , 情報 を 欠如 させ る 
こと が で き な い 。 そ の 製造 用 デー タ を 最小 限 選 択 し 。 次 か ら 次 
へ と 立体 変換 きせ て いく の で ある 。 あ る 部 分 は フェ ー ス 単位 
ある い は ソリ ッ ド の 単位 で よい 。 素早 く 擬 似 立体 図 の 姿 へ と も 
っ て いく の で ある 。 こ の 後 は 技術 者 の 頭 の 仕事 と な り , コン ピ 
ュー タ と 対等 に 対話 式 で 完成 まで 導く の で ある 。 コ ンピュータ 
に よる 作図 に お いて 。 ワー クツ ー ル は 改善 を 怠ら ず 。 基礎 デー 
タ の 利用 体系 を 守れ ば どの よう に 複雑 な 部 品 で も 作図 可能 で あ 
る 。4 年 の 実績 を も と に 結論 を 述べ る と , 手描き 時 間 以 下 で 新人 
が 複雑 な 単品 図 を 日 夜 作成 し て いる 。 
副 立 体 凶 の 編集 ・ レ イア ウト の 問題 は ? 

パー ツ ・ カ タロ グ に 利用 され る 立体 図 作成 工程 で , 最も 技術 
力 を 必要 と する の が 編集 ・ レ イア ウト で ある 。 単品 レベ ル の 作 
図 で は , 難易 度 の 高い 部 品 を 除く か ぎり 経験 の 差 , 能力 の 差 は 
生じ な い 。 これ は コン ピュ ー タ 作図 に お いて も 同様 の 結果 が で 
て いる 。 

レイ アウ ト , 編集 時 の 作業 工程 を 大 別 す る と 次 の よう に な る 。 
① フォ ー マ ッ ト の 決定 (用 紙 サ イズ の 決定 ) : ユー ザー 別に フ 

ォ ー マ ッ ト 作 成 
② 組立 手順 の 把握 : CAD 化 と と も に 計画 グル ー プ へ 移管 
(9 単品 作図 お よび グル ー プ 設定 : CAD グル ー プ 
(4) 基本 構図 の プラ ン : CAD 化 と と も に 計画 グル ー プ へ 移管 
(5 作成 スケ ー ル の 決定 : CAD グル ー プ 
(6 部 品 アイ テム 番号 ・ タ イト ル の 記入 : CAD グル ー プ 
⑦ リ スト ・ 表 作成 : CAD 化 と と も に 計画 グル ー プ , DP グル ー 
プ へ 移管 

これ まで 1 人 の 技術 者 が この 工程 を 1 人 で 賭 っ て きた の で あ 
る 。 1 枚 の イラ スト を 10 時 間 以 内 で 作成 する に は 8~10 年 の 経 
験 が 必要 で ある 。 

コン ピュ ー タ の 画面 に お いて ,。 画像 は 自由 に 拡大 ・ 縮 小 , 反 
転 。 移動 , 複写 , 消去 な ど が で きる こと は 当然 と いえ , AEO 
試行 錯誤 の 繰返し は 時 間 の 浪費 で ある 。 画面 を 数 時 間 止 め て , 
組立 手順 を 思案 する こと も 問題 が 多い 。 特に CAD ld, Fd, Z 
れ か ら も , 経験 の 少な い 若 人 が 担当 する こと と な る 。 

トレ ー ス 工程 を CAD 化 に よっ て 吸収 し た 以上 , Slee 
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v y : 


図 2 立体 図形 の デー タベース 


CAD グル ー プ へ 委ね る こと は 無理 が ある 。20 年 近い 業 歴 を も 
つ 会 社 に は 手描き 作業 の ベテラン が 健在 し て いる 。 彼 ら が CAD 
化 へ 移行 する 過程 で 重要 な 役割 を 果たす こと が で きる 。 過去 の 
経験 を 生か し ,CAD グル シー プ へ フリ ー ハ ンド で 描か れ た 計画 図 
を 受け 渡す の で ある 。 不足 し て いる 技術 を 経験 者 が カバ ー し レ し , 
CAD グル ー プ の 初期 の 立 上 が り を 補助 し て いく 。 こ れ に より , 
作成 スケ ー ル の 決定 , グル ー プ 設定 な ど が 容易 に な り , CADO 
特徴 を フル に 発揮 さき させ, 6 ヵ月 程度 の 訓練 で 手描き 技術 者 の 5 
~6 年 程度 の 力 を も つこ と が 可能 に な る 。 

CAD ソフ ト お よび コン ピュ ー タ は, 立体 図 作成 上 , 最大 の 難 
関 で ある , レイ アウ ト ・ 構 成 を 軽く ジャ ンプ させ て くれ る 。 こ 
の 問題 が 解決 され る か ぎり , コン ピュ ー タ 導入 に 失敗 は な いと 
確信 で きる 。 さ ら に , 手描き 世代 と コン ピュ ー タ 世代 と が 互い 
に 融合 で き , 新しい シス テム 展開 が 可能 に な る の で ある 。 

田 コ ンピュータ 化 に よる 部 品 の デー タベース 化 

手描き 時 代 に 立体 図 の コス ト 対 応 の た め , すでに ボル ト な ど 
の 部 品 を ワッ ペン 化し た こと を 述べ た 。 

コン ピュ ー タ 化 に よる 最大 の 特徴 は 。 フロ ッ ピ ディ スク また 
は ハー ド デ ィ スク に コン ピュ ー タ に より 作成 され た デー タ を 保 
管 ・ 収 納 し , 再 使用 で きる こと で ある 。 手 描き 作品 は 常に オリ 
ジ ナ ル で あり , 再 使用 は 複写 工程 を 経る こと に な り , 使用 回 数 
に 比例 し て 品質 が 劣化 し て いく 。 さら に , 縮小 ・ 拡 大 後 の 修正 ・ 
改訂 は 不可 能 で ある 。 

パー ツ ・ カ タロ グ に 代表 され る 立体 図 作成 に お いて 。 ボ ルト 
な どの ファ スナ 類 ,O リ ング や ベア リン グ や オイ ル シ ー ル な ど 
の 機械 機能 部 品 。 配管 関係 の 継手 類 , スイ ッ チ ・ セ ン サ ー な ど 
の 電気 パー ツ , コネ クタ や レセ プ タ ク ル な どの 電子 パー ツ , & 
ら に 油 ・ 空 圧 シ リン ダ , 油 ・ 空 圧 制御 機器 。 これ ら の 部 品 は 1 枚 
の 立体 図 の 中 に 常に 10720 点 の 発生 が あり , 50—100 枚 で 構成 
され る パー ツ ・ カ タロ グ で は 膨大 な 数 量 と な る 。 そ し て これ は 
全 産 業 に も 通じ る こと で ある 。 

これ ら を 立体 図形 で コン ピュ ー タ ヘ へ ライブラリ と し て 登録 し 
て お け ば , 大 き さ , 角度 は も ちろ ん , 数 量 の 制限 も な く , 統一 
性 の 高い 部 品 を 組立 て 工場 の 部 品 の よう に 利用 で きる 。 

簡単 で 単純 な 仕事 を 解除 で きる の が コン ピュ ー タ で ある 。 部 
品 の デー タベース 化 は 限り な く 前 進 き せる こと が 可能 で あり , 
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将来 の 多目的 利用 . コス ト 低減 に も 期待 が な も て る の で ある ( 図 
25 
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パー ツ の デー タベース 化 は 分 解 図 を 作成 する た め の 補 助 ツ ー 
ル で あり , 真 の デー タベース 化 の 効果 は 作成 され た 分 解 図 に 潜 
ん で いる 。 あ ら め ゆめ る 機械 装置 類 は , 常に 改善 ・ 更 新 を 繰り 返す 。 
立体 図 に も ちこ の サイ クル が あり , デジ タル 化 さ れ た 立体 図 情報 
は この 段階 で 初め て コン ピュ ー タ 時 代 に 沿っ た 利用 形態 を 歩み 
出す こと が 可能 に な る の で ある ( 図 3 )。 
田 デ ー タ ベー ス 化 され る 立体 図 の 可能 性 

前 述 し た よう に ,。 現在 , 立体 図面 の 大 半 の 利用 は サー ビス 部 
門 に お いて で ある 。 サ ービス 部 門 に お ける 目的 と 効果 は 先刻 承 
知 の 通り で ある 。 

立体 図 作成 の 時 期 は , 開発 設計 と の 並行 作業 も 可能 で ある し , 
試作 設計 完了 時 で も 同様 で ある 。 メ ー カ ー の 開発 部 門 に CAD 
化 が 進行 する E, 設計 デー タ BU, 磁気 テー プ , 磁気 ディ スク , 
ある い は 通信 で 入手 で きる 。 サ ービス 部 門 で 発揮 きれ て いる 効 
果 は , 製造 企業 の 生産 技術 , 部 品 の 手配 。 資材 手配 , 作業 要領 
書 な どの 分 野 に お いて も 有効 な 役割 が 果たせ る 。 

コン ピュ ー タ 化 に よっ て 立体 図 作成 が 簡単 に で きる 方 向 性 を 
示し 始め て いる 。 FS, 立体 図 の 作成 を 思い 切り 企業 活動 の 上 流 


図 3 立体 分 解 図 の 作成 例 


に 位置 付け し , 媒体 と し て の 最大 の 利点 を 生か す 運 動 と 活動 が 
必要 に な っ て いる 。 四半 世 紀 に 及ぶ 手描き 作成 時 代 に 果たせ な 
か っ た 立体 図 の 多目的 利用 が , コン ピュ ー タ に よっ て 今 , 実現 
bka ELTS, 
MCAD 化 さ れ た 立体 図 と DTP 時 代 

コン ピュ ー タ 技術 の 発展 は 目覚 まし く , 16 ビッ ト か ら 32 ビ 
ッ ト 。 デ スク トッ プ か ら ラ ッ プ トッ プ へ と 目的 ・ 用 和 途 に 合わ せ 
て 選択 で きる 時 代 に 突入 し た 。 特 に ,。 ドキ ュ メ ント ・ マ ニュ ア 
ル 類 の 文書 を 作る た め の DTP の 普及 は , タイ プ , 写真 植 字 機 , 
ワー ド プ ロ セ ッ サ の 領域 を 急速 に 凌 焦 し 始め て いる 。 種々 の ド 
キュ メン ト 類 に は 必ず 説明 図 が 挿入 され る 。 特に テク ニカ ル ・ 
ドキ ュ メ ント 類 は , 説明 図 の 内 容 に よっ て 理解 力 が 左右 され る 。 
手描き 図 を イメ ー ジ ・ ス キャ ナ で 入力 し , 編集 を 行う こと は 工 
FOSS, デー タ の 要素 量 に お いて 致命 的 欠点 を も っ て いる 。 
CAD に よっ て 作成 され た ペク トル デー タ は 同じ コン ピュ ー ダ 
の ハー ド デ ィ ス み の 中 で ファ イル で き 。 衣 たと データ の コシ パ 
ー ト が 可能 に な り , DTP 時 代 の 編集 効果 , 工程 に 大 き な 変 革 を 
も た ら す こと が 可能 で ある 。 手描き 技術 ,」 ス キャ ナ , CAD を 巧 
み に 組 み 合わ せれ ば , 就 練 技 術 者 し か で き な か っ た 写真 トレ ー 
ス 業 務 が 短 時 間 に , 新人 で も ベク トル 化す る こと も 可能 に な っ 
て いる ( 図 4)。 
Bic» 

国内 に お ける 立体 図 の 本 格 利 用 か ら 25 年 , 今 , 軸 測 投影 法 が 
コン ピュ ー タ 化 の た め に 体系 化 さ れ た 画 法 で あっ た と 実感 と し 
て 受け 止め て いる 。 

手 で 描く 時 代 は 終わ っ た 。 こ れ は 改め て 認識 する こと で あり , 
杏 定 し て も 仕方 の な いこ と だ と 思う 。 

今後 の 四半 世紀 を 生き て いく た め の 生 活 が あり , 顧客 の 要望 
に こたえ , 生産 の 継続 責任 も ある 。 

今日 か ら で も コン ピュ ー タ や CAD ソフ ト に つい て 真剣 に 人 研 
究 し , 新しい 生産 体系 を 作り , 立体 図 が コン ピュ ー タ 化 時 代 の 
情報 伝達 媒体 と し て 利用 され る 環境 を 創造 し , 確か な 自信 と , 
立体 図 作成 の 貴重 む な ス キル を 生か し て 産業 界 に 貢献 し て いき た 
いも の で ある 。 


X 


図 4 CAD に よる 写真 トレ ー ス 作成 例 
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これ まで 自由 曲面 を 取り 上 げた と き 
に , 等 角 投 影 法 に よる 表示 を 行っ た が , 
表示 の 際 の 投影 法 や 等 角 投 影 法 に つい て 
は まだ 説明 し て いな か っ た 。 何 回 か 自由 
曲線 ・ 曲 面 の 説明 が 続い た の で , 今回 か 
ら 表示 法 や 投影 法 に つい て 説明 する 。 表 
ぶ と いう と , Bn, 面 表 示 , 隠 線 消 
去 表 示 。 レン ダリ ング 表示 な どい ろ い ろ 
な 表示 が あり , 形状 モデ ル の 表現 方 法 も 
含め な けれ ば な ら な い の で 。 ここ で は 形 
状 は ワイ ヤー・ フ レー ム な どの 簡単 な 構 
造 を 対象 に し て お く 。 今回 は , 3 面 図 や 
寺 月 投影 の 表示 方 法 に つい て 説明 する 。 


3 次 元 の 形状 に 関す る 情報 を 表示 装置 
に 出力 する た め に ,。 3 次 元 の 座標 を 2 次 
元 に 変換 する の が 投影 で ある 。 よ く 知 ら 
れ て いる よう に 。 投影 に は 中 心 投影 と 平 


| コン ビュ ー タ ・ グ プラ フィ ックス で 扱わ れる 図 学 一 | 
図形 処理 の 基礎 学 に つい て , プロ グラ ムリ スト を 示し 
な が ら 説 明 す る 。 — | 


投影 面 ( ス クリ ー ン ) 


中 心 投影 と 平行 投影 


まな が し ま LOS 東京 大 学 教養 学部 情報 ・ 図 形 科学 教室 電 153 東京 都 目 黒 区 駒場 3-8-1 
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行 投影 が ある ( 図 1) 。 普通 の 表示 で は , 人 
が 物 を 見 た 感じ に 近い 中 心 投影 一 透視 図 
が 用 いら れる が , 平行 投影 も 図面 と し て 
の 表示 に 用 いら れる 。 

図面 で 代表 的 な の が 3 面 図 で あり , 3 
面 図 は 図 2 (1) の よう に , 正面 図 ・ 平 面 図 ・ 
側面 図 の 3 通り の 投影 を 組み 合わ せ た 表 
示 で ある 。 こ の よう な 投影 を 正 投 影 ま た 
は 主 投影 と いう 。 正 投影 は 図 2 (2) の よう 
に 座標 値 の 2 成分 を 選び , 拡大 お よび 平 
行 移 動 を 行っ て 画面 の 座標 値 と し て 表示 
すれ ば よい 。 

立体 の 回 転 を 行え ば 任意 方 向 か ら の 表 
示 が で きる が ,。 斜め の 方 向 か ら 見 た 投影 
を 行う 軸 測 投影 図 の 例 を 図 3 に 示す 。 コ 
ンピュータ を 使え ば 任意 方 向 か ら の 投影 
は 容易 に 計算 ・ 表 示 で きる が , 手書き の 
製図 で は 作図 が 面倒 な の で , 従来 か ら 簡 
単に 見 取 図 な ど を 作図 で きる 軸 測 図 が よ 
く 有 用 いら れ た 。 図 3 は 1 辺 の 長 さ が 1 の 
立方 体 を 表示 し た 場合 の 投影 面 に お ける 
辺 の 長き さと 角度 を 示し た も の で , 三 軸 測 
Eq, 二 軸 測 図 , 等 測 図 , カバ リエ 投影 図 , 
ミリ タリ 投影 図 な ど が ある 。 等 測 図 は 特 
に よく 用 いら れ , 等 角 投 影 図 と よ ば れ て 
ba. 

な お 三 軸 測 図 。 二 軸 測 図 , 等 測 図 は 直 


«[x2 3 面 図 


側面 


ERU — $A 


等 測 図 カバ リエ 投影 図 ミリ タリ 投影 図 


3 軸 測 図 の 例 


図 4 等 角 投 影 法 (等 測 図 ) 
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ON 4 4 は 前 ペー ジ 。 

軸 測 図 で ちり, 投影 線 ( 視 線 ) と 投影 面 が 
垂直 に 交わ っ て いる 。 カバ リエ 投影 図 
ミリ タリ 投影 図 は 垂直 ! Ebo tete 
DT, PHIM E vo1o1v2, ERK 
AE E a 

よ ょ ば れ , 直 投 影 の tineis aic 
TLD 。 


———ÉEmmj&——— — — 

ここ で は , 正面 図 ・ 平 面 図 ・ 側 面 図 の 
3 面 図 の 表示 を 行う 投影 法 と 等 角 投 影 法 
の 変換 式 に つい て 説明 する 。 

xyz 軸 が 図 2 (2) の よう に 表示 され る と 
ZAR, スク リー ン 上 の 座標 系 を ( ヵ ,。 v) と 
する と, 正面 図 で は 

h=y v=z 
平面 図 で は 

Hy q——xX 
側面 図 で は 

ルー ィ y-z 
に な る 。 (h, v) の 座標 系 は さら に , ディ 
スプ レイ の 座標 系 に 合わ せる た め の 拡 
大 ・ 縮 小 と 平行 移動 が 必要 に な る 。 

寺 角 投影 図 は xyz 軸 が 図 4 の よう に 表 
示さ れる 変換 で あり , スク リー ン 上 の 座 
EUR, 2) とし, 図 に お いて 各 軸 の 長 
さ を 1 と する と 。 ャ 成分 だ け に 注目 すれ 
E 


—43/2x v=—1/2x 

Sn y 成分 に つい て は , 

h=/3/2y v=—1/2y 
s 成 分 に つい て は , 

h=0 v=z 
Eis, し た が っ て (EO, 7; に 
つい て は それ ぞ れ の 和 を と れ ば よい か 
zm" 

m 4432 Jd 2y 

pes—1/29y—1/2-1-« 
と な る 。3 面 図 同様 , ディ スプ レイ の 座標 
系 に 合わ せる た め の 拡 大 ・ 縮 小 と 平行 移 
動 が 必要 で ある 。 等 角 投 影 図 に は 右側 の 
3 種類 の 投影 法 も ある 。 


———ERZBEZIB— — — 
ワイ ヤー・ フ レー ム で 表 さ れ た 立体 を 
3 面 図 と 等 角 投 影 図 で 表示 する プロ グラ 
Aw, 図 5 に 示す 。 対象 と する 立体 は 
枝 線 に あたる 線 分 の デー タ だ け を も っ た 
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1: { *** ワイ ヤブ レー ム の 三面 園 ・ 等 角 投 影 画 表 示 *** } 
2: program isometric; 
4: 
4: ($I plot.lib) | ゲラ フィ クッ ライ ブラ リ # 
5: 
6: type dim - array[1..3] of integer; 
7: const now - 15; ( ワイ ヤ 数 と 端点 の 座標 値 } 
8: wire : array[1l..now,1..2,1..3] of integer = ( 
gi ((0,0,0),(100,0,0)),((100,0,0),(100,150,0)),((100,150,0),(0,150,0)), 
10: ((0,150,0),(0,0,0)),((0,0,0),(0,0,150)),((0,0,150),(50,0,150)), 
11: ((50,0,150),(50,0,50)),((50,0,50),(100,0,50)),((100,0,50), (100,0,0)), 
12: ((100,0,50),(100,100,50)),((100,100,50),(50,100,50)), 
13: ((50,100,50),(50,0,50)),((0,0,150),(0,150,0)), 
14: ((50,0,150),(50,100,50)),((100,100,50),(100,150,0))); 
15: 
16: procedure isome(vtx : dim; var hh,vv : integer); ( SAREN } 
17: const scl = 1.0; sq32 = 0.8660254; 
18: var xx, yy : real; 
19: begin 
20: xx := -sq32*vtx[1] + sq32*vtx[2]; 
21: yy := -0.5*vtx[1] - 0.5*vtx[2] + vtx[3]; 
22: hh := round( xx*scl + 500.0); 
23: vv :- round(-yy*scl + 200.0); 
24: end; 
25: 
26: procedure orth(vtx : dim; var k,hh,vv : integer); { 正 投影 ) 
27: const cx : dim - ( 50, 50,350); { 中 心 座標 } 
28: cy : dim - (100,380,380); 
29: xy: : dia = ( 2,.2, 1): { xyz 成 分 の 選択 } 
20: 1322 s dim = ( 1; 3, 3): 
31: sclh : dim = ( 1, 1,-1); ( xyZ 軸 の 向き ) 
32: scly : din = ( 1,-1,-1); 
33: begin 
34: hh := sclh[k]*vtx[xyz1[k]] + cx[k]: 
35 vv := sclv[k]#vtx[xyz2[k]] + cy[k]; 
36: end; 
aT: 
38: var sp, ep : din; { メイ ンプ ロ ゲ ダラ ム ) 
39 i, j, k, hl, vl, h2, v2 : integer; 
40: begin 
41: g init 
42: gels: 
43: for i :- 1 to now do begin { 線 分 描画 の 繰り 返し ) 
44: for j := 1 to 3 do begin 
45: Sp[j] := wire[i,1,j]: 
46: ep[j] := wire[i,2,j]; 
47: end; 
48: for k :- 1 to 4 do begin 
49: if k < 4 then begin 
50: g_color(4); { k:1 ERR } 
51: orth(sp,k,hl,vl); { k:2 平面 園 } 
52: orth(ep,k,h2,v2); { k=3 側面 園 } 
53: end 
54: else begin 
55: g color(7); 
56: isome(sp,hl,v1); { ks:4 SEIN } 
57: isome(ep,h2, v2); 
58: end; 
59: g_line(hl,vl,h2,v2); 
60: end; 
61: read; { リタ ー ン キー を 押す } 
82: end; 
63: end. 


5 3 面 図 ・ 等 角 投影 図表 示 プ ログ ラム 


ワイ ヤー・ フ レー ム ・ モ デル と よ ば れる 
構造 を 用 いる 。 実際 の 応用 分 野 で は , 面 
の デー タ を も っ た サー フィ ス ・ モ デル や 


. 中 実 の 立体 を 表現 し た ソリ ッ ド ・ モ デル 


な ど が 利用 きれ る 。 

ワイ ヤー・ フ レー ム の 立体 を 表現 する 
に は , EOR E ZN DORRI O ilm 53 
の 座標 値 の デー タ を 与え る 。 立 体 の ワイ 


ヤー の デー タ は 始点 ・ 終 点 の 座標 値 の 組 
の 集合 で ある 。 プ ログ ラム の 中 に デー タ 
を 入れ た が (7 一 14 行 ),、 ファ イル か ら 読 
み 込 む の が 普通 で ある 。 キ ー ボ ー ド か ら 
入力 する の は , キー の 打ち 間違え や 再 実 
行 を 考え る と か な り 面 倒 で ある 。 

メイ ンプ ログ ラム (38 一 63 行 ) で は , B 
線 に 相当 する ワイ ヤー の デー タ を 4 種類 
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Ee プロ グラ ム の 表示 結果 


の 変換 を 行っ て それ ぞ れ 表示 する 。 配列 
sp, ep は 3 次 元 空間 に お ける 始点 ・ 終 点 
の 座標 値 で ある (457-36 fT) 。 変数 k の 値 
に より , 正面 図 ・ 平 面 図 ・ 側 面 図 ・ 等 測 
図 の た め の 投 影 変換 を 手続 き に 行わ せ 
2,hl, vl, h2, v2 は ディ スプ レイ 座標 
系 に お ける 始点 ・ 終 点 の 座標 値 で ある 。 
本 線 1 本 ご ど ご と に リタ ー ン キー を 入力 する 
よう だ な っ て る の で (01 生 )。 bole 
の 生 線 が 各 投 影 に お いて どの よう に 表示 
され る か が わか る 。 

手続 き isome(16~24 fT), orth (26 
--36 行 ) は, それぞれ 等 角 投 影 図 , 3 HX 
を 表示 する た め の 手 続き で , 3 次 元 の 実 
数 型 の 座標 値 を 画面 上 の 2 次 元 の 整数 型 
の 座標 値 に 変換 する 。 定 数 sq32 は /3/2 
の 値 で ある 。 正面 図 , 平面 図 , 側面 図 , 


等 角 投 影 図 の 中 心 座標 は 画面 上 で それ ぞ 
れ (50, 100), (50, 380), (350, 380), (500, 
200) に な っ て いる 。 

な お , コメ ント { の 中 の " 図 ' と いう 
文字 の 代わ り に 古い 漢字 が 使わ れ て いる 
Bo: Sree oO JIS コー ド ( シ フス PS 
コー ド ) の 第 2 バイ ト が '}) "と 同じ で ある 
た めで ある 。 コ メン ト の 記号 を { | か 
(ne *) に 変え れ ば よい 。 

この プロ グラ ム の 出力 結果 を 図 6 に 示 
す 。 図 6 (1) は 途中 の 表示 で , Bd 6 (2) が 最 
終 的 な 出力 図 で ある 。 


前 回 (88 年 12 月 号 ) の 練習 問題 [9-1」 
の 答え に つい て 説明 する 。 これ 以外 に つ 


いて は , 次 回 以降 説明 する こと に する 。 
e [9-1] 3 Bezier Hif P, = (0,0), 
P,= (3,0), Ps=(0,3), P,= (3,3) è 
t=1/3, 2/3 で 3 つの 曲線 に 分 割 す る 
ae 
3 次 Bezier Hifi P, P, P, P, 2787 2 
ー タ t Tadaa, と の の 2 の 94 に 分 ける 
Es 
a, = P, 
a; — (1— t) P, + tP, 
e —(l—-D'P-21-—-DiB-"P 
ESI- PAUN 
T301l-—-0PP-HPP 
qı — a 
g= U= RATI =e ee, 
q: = (1— t) P, + tP, 
q. — P, 
で ある か ら , ERO thee X31—1/3 
で 2 つの 曲線 に 分 割 する と , 
6 510,0), 057 (00, D; 
a, = (4/3, 1/3), a= (13/9, 7/9) 
の = (13/9, 7/9), a= (5/3, 5/3), 
q,— (1,3), q= (3, 3) 
に な る 。 次 に 曲線 dig2egqsgg を さら に 2 
つ に だ 分割 す る の で パラ メー タ 値 1/2 で 
bib, bb, t c ccc に 分 割 す る と , 
b, — (13/9, 7/9), b,— (14/9, 11/9), 
b, = (13/9, 16/9), b,— (14/9, 20/9) 
cı = (14/9, 20/9), e= (5/3, 8/3), 
€; = (2,3), e,— (3, 3) 
と な る 。 し た が っ て gosgw) b, b, b, bis 
eeeese。 で 表 さ れる 3 つの 曲線 が , 
P,P,P;P,% 3 分割 し た 曲線 群 で ある 。 
ちな み に , b COBERP PPP, >% t= 
2/3 で 分 割 し た 後半 の 曲線 みみ みみ 
i, 
d, = (14/9, 20/9), d= (5/3, 8/3), 
d,— (2,3), d= (3,3) 
と な っ て we。cac,。 に 完全 に 一 致す る こ 
と が わか る 。 


練習 問題 
[10-1] 任意 方 向 か ら の 平行 投影 の 変換 
式 は ? 


[10-2] 等 角 投影 図 の 軸 の 縮小 率 は ? 
[10-3] 等 角 投影 図 の 残り の 3 つ ( 図 4) 


の 変換 式 は ? 


[10-4] 正 投影 。 斜 投影 の 変換 行列 は ? 
[10-5] 頂点 に 番号 を つけ た ワイ ヤー・ 


フレ ー ム の デー タ 構 造 は ? 
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今回 の シリ ー ズ の 最終 段階 と し と, スム ー ズ ・ ジ エー 
ディ ング と マッ ピン ツ グ ま て Il 朋 人 デ ノ ス * ノ バッ ノア の 
ゾー ス ・ プ ログ ラム に つ / り 解説 する 。 


① スム ー ズ ・ シ ェ ー デ ィング の み 


debut ver.2 の 概要 


また し て も 前 回 (88 年 11 月 号 ) の 予告 

と 違う の だ が , 今回 は デプス ・ バ ッ フ ァ 

に よる に < シダ リン グッ アル ゴイ リズ みみ を 解 

説 す る この シリ ー ズ の 最終 段階 と し て , 

debut ver.. を 発展 させ , ver.2 と し て 

Phong の スム ー ズ ・ シ ェ ー デ ィング 。 そ 

し て テク タス ズ スズ チャ ャ で ッ ピン シン ダグ まで 可能 な 

バー ジョ ン の サン プル ・ プ ログ ラム と そ 

の 解説 を 行い た いと 思う 。 
ソー ス ・ プ ログ ラム の 使用 方 法 は 前 回 

の ver.1 と 同様 で ある 。 す な わ ち , 

e ver.1 の ヘッ ダ surfh の 代わ り に , > 
回 全 導 ん れ 久 パー ジョ ン ア ッッ ア し た 
phong.h を 使用 する 。 

€ main () を 今回 , HERTS ver.2 用 
main ( ) に 置き 換え る 。 

@ 今回 新た に 定義 する 関数 群 を ver.1 で 
使用 し た 関数 群 に すべ て 付け 加え る 。 


* で ぶち りょう いち ろう 


154 


② マ ッ ピ ング の み 

た だ し , 例え ば ReadObjFile2 ( ) の 
よう に , 2 が 関数 名 の 最後 に 付け られ 
て いる 関数 は , それ が 付け られ て いな 
い 関 数 (この 場合 。 ReadObjEile ( ) ) 
の 一 部 を 修正 し た バー ジョ ン ア ッ プ 版 
で あり , こう し た 関数 に つい て は も と 
の 関数 は プロ グラ ム 内 で 実際 は 使用 し 
て いな い 。 も し も , 余計 な 関数 で ソー 
ス の 長く な る の が 気 に な る 人 は , それ 
ら を 取り 除い て も ら っ て も か まわ な 
い 。 


頂点 属性 の 中 割り で ある 。 今回 の シリ ー 
ADEIT TA kg y 43e 
ライ ン ・ ア ル ゴ リ ズム で は 。 通常 。 ポリ 
TMS つべ と し てい WS 。 ポリ コン は いい 
くつ か の 頂点 の 連なり で 表 さ れる の だ 
が , 各 頂 点 に は さま ざま な 属性 を 割り 当 
て る こと が で きる 。 頂点 座標 (Cy。 2, w) 
は 当然 で も る が , その 他 , 頂点 法 線 ベ ク 
トル (2,¥% 2), 頂点 カラ ー 値 ( ヶ , g, の, 
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も 割り 当て る こと が で きる 。 属 性 と は , 
オブ ジェ クト の 表面 特性 を 与え を る すべ て 
DAFA- に つい て 考え たる こと が で き 
る 。 頂点 を サン ズル 県 と し て それ に を 
れ ら 属性 を 適当 に も た せ て お き , それ 以 
外 の ポリ ゴン 上 の 点 で は サン プル 点 の 属 
性 を リニア 補間 し て 疑似 的 に 属性 を 与え 
AED es Ces, COLE, 
Aur S 7 of oO Be vee 
も 考え 方 は 基本 的 に 同じ で ある 。 

頂点 法 線 ベク トル を 補間 する こと に よ 
り ス ペー ズ ・ ッ シェー ディ ング を 行う の が 
Phong の 法 線 ベク トル 補間 濃淡 付け 
(normal Vector interpolation shad- 
ing) で あり "頂点 明度 を 補間 する こと 
に より スム ーー ズ ・ ジ シェ ー デ テディ ジン ジング を 行う 
の が Gouraud の 明度 補間 濃淡 付け 
(intensity interpolation shading) で あ 
る ?。 また , マッ ピン グ 座 標 を 補間 し て 各 
ピク セル に その マッ ピン グ 座 標 に 対応 し 
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た 明度 値 を マッ ピン グ ・ テ ー ブ ル か ら 拾 
うそ くる の が 。 ボリ り ゴ メジ を ペー ス と し 古 
場合 の いわ ゆる テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング 
で ある 。Phong の スム ー ズ ・ シ ェ ー デ ィ 
ング は Gouraud に よる も の より も マッ 
ハバ ンド 間 題 を 減じ て いる と いわ れる 。 
その た め , debut ver.2 で は Phong に よ 
る も の を 採用 し , 色 を 用 いた 補間 は 行っ 
Chil, た だ だ し 。 光 に よる スム ー ズ ・ 
ンジ モ エー ディ ッ ング と ほ 別 に オデ ジェ クト の 
カラ ー リ ング の 特殊 な 表現 と し て , SIA 
点 に 好き な 色 を 割り 当て , それ を 補間 す 
る と いう 手法 に Gouraud は 使用 で きる 
と 思う 。(Northern Arizona University 
の Craig Caldwell の 作品 , “Looking In" 
で の に じん だ 虹 の よう な 色彩 を し た ロッ 
キン グチ ェ ア に 腰掛 ける 人 物 (サイ ボー 
7?) の よう な 効果 を つけ る こと が で き 
る 。) 

連載 第 1 回 (88 年 6 月 号 ) の 中 で, 
debut を 用 いて スム ー ズ ・ シ シェー ディン 
グ を 行う 場合 、 すべ て の ポリ ゴン を 三角 
分 割 す る 必要 が ある と 仕様 を 決め た が , 
実際 は 三角 形 以上 の 多角 形 で も 行え る よ 
Suc uycAB Genes, 
三角 形 で な い 場 合 は 凹 多 角形 の 場合 な ど 
きれ い に ス ムー ズ ・ シ ェ ー デ ィング が か 
か ら な い 場 合 が ある の で 。 やはり 三角 分 
割 さ れ て いる こと が 好ま し い 。 

debut ver.2 で 書き 直さ れ た 関数 の ほ 
と ん ど は , それ まで の 関数 に この 頂点 属 
性 を 付け 加え る 必要 が あっ た も の が 大 部 
分 で ある 。 属 性 を も っ た 頂点 に つい て は , 
今回 の phongh の 中 で Point と いう 
typedef に 定義 し て ある 。CalPolygon- 


1 頂点 属性 の 補間 


Edge2 ( ), CalPolygonRegion2 ( ), 
CalPolygonCenter2 ( ), CalPolygon- 
Normal? (), CalPixelColor ( ) など 
が , Point を 付け 加え られ た 関数 で ある 。 
PolygonClip2 (), CalCrossWall2 ( ) 
lt, 頂点 属性 を も つ ポ リ ゴ ン が クリ ッ ピ 
ング ィ ウ ツィ ンド で クリ ッ ピ ング され た 場 
合 , 再 定 義 き 8 きれ る クリ ッ ピ ング され た ポ 
リ ゴ ン の 頂点 を 考え れ ば , その ウィ ンド 


て いな けれ ば な ら な い は ず で ある 。 そ の 
た め 。 以 前 の 関数 を 手直し し て 新た に ク 
リッ ピン グ の た め の 関 数 を 定義 し て い 
Dig 


SmoothPolygonProcess( ), Polygon- 


ScanConvert2 () は 。 スムーズ <・ シ ェ ー 
ディ ング と マッ ピン グ の た め の メ イン ル 
ー チ ン で ある 。InBetweenMidAtribute 
( ) は , ある 線 分 の 両端 の Point を 中 割 
る Point を それ ぞ れ の y ヶ 座標 値 を も と に 
し て 求め る も の で ある 。InBetweenPixel- 
Atribute ( ) iX, 同様 の こと を < ヶ x 座標 値 
を も と に し て 実行 する も の で ある 。 
OpenMapFile ( ), CloseMapFile ( ), 
CalMapFile ( ) は マッ ピン グ の た め の 
関数 群 で ある 。 


頂点 属性 の 補間 


図 1 の よう に ポリ ゴン ABCD が ある 
と する 。 そ し て スク リー ン 座 標 ッ を と る 
スキ ャ ン ラ イン が 図 の よう に 線 分 4/ 
の 分 割 点 7 か ら 進 入 し , 線 分 BC の 分 割 
点 か ら 退 出す る も の と する 。 各 頂点 の 
属性 を 例え ば Ar, スクリーン 座標 を 4,, 
4。 の よう に 典 す と する と 。, 

L= D:;+ (Ac— D) (ムー の )/(4 ッ ーー の) 

Ri= Gc (&— C) Ge — O9 / (— G) 

P,— Lh (GR — E) Gx— D) / (Rx— Tx) 

(1) 
CHS”, 

まず 線 分 4 の の スキ ャ ン ラ イン に よ 
る 分 割 点 7 の 属性 を 頂点 4, の と スキ ャ 
ン ラ イン の y ヶ 座標 か ら 補間 し て 求め , 線 
分 DC か ら 同 様 に 分 割 点 ア の 属性 を 補 
間 し て 求め る 。 最 後に , 線 分 IR の 分 割 点 
P の 属性 を 点 7/。 R, PP の x 座標 に より 
補間 し て 求め て いる の で ある 。 こ うし て 
(RIZED, スキ ャ ン ラ イン 上 の 各 ピ ク 


ON 2 2 は 次 ペー ジ 。 
セル P の 属性 選 が リニア 補間 に よっ て 
求め られ る 。 

レン シン ダリ ジン ジング アル ゴリ ズム に ES お CT 
は , 視点 座標 系 に 透視 変換 を 行い 正規 
透視 座標 系 に 直し て か ら ポ リ ゴ ン の スキ 
ャ ン ・ コ ン バ ー ト を 行う の が 普通 で ある 。 
それ は , 前 回 説明 し た よう に ポリ ゴン の 
デプス ソー ト が 楽 で あり 。 また 頂点 属性 
の 中 割り を 考え る 場合 に お いて も 有意 義 
CHS. Riz, 視点 座標 系 で 上 記 の 式 に 
より リニア 補間 を する こと を 考え る と , 
次 の よう な 面倒 が 生じ る 。 

も し も 。 ポリ ゴン ABCD が 投影 スク 
リー ン に 平行 で ある 場合 は どう な る か ? 
例え ば , 線 分 4 の が スク リー ン ャ 座標 に 
垂直 で ある と すれ ば , ポリ ゴン ABCD 
は 可視 で ある に も か か わら ず 線 分 AD 
と 線 分 PC は 同一 ヶ 座 標 上 に 重なり 合 
っ て も まい sy を 座標 を も と に し た リニア 
補間 を 行う こと が で き な い 。 し か し , B 
視 変換 を 行っ て いれ ば この 問題 は 生じ な 
ゅ い 。 も し 。 ポリ ゴン ABCD が 投影 スク リ 
ー ン に 垂直 で あれ ば 。 その ポリ ゴン の 法 
線 ベ クト ル は 視線 と 垂直 で あり , ちょ う 
ど 見 えな い 場 合 で ある か ら , back facing 
polygon removal (前 回 説明 し た ) の 機 
能 に より , その ポリ ゴン は 消去 され て い 
る は ず で ある か ら で あ る 。 

し か し , 透視 変換 を 行っ て いる と , ま 
た 新た な 問題 が 生じ る 。 そ れ は 透視 変換 
に より 空間 の ひずみ が 生じ , 正しい リ ニ 
ア 補 間 が 1) 式 に よっ て 得 ら れ な いと いう 
こと で ある 。4。, BB。 を 視点 座標 系 内 の 2 
点 と し , その 透視 変換 後 の 対応 点 を Ap, 
Ba, スク リー ン へ の 投影 を 4。。 BET 
る 。 ス クリ ー ン 上 で 線 分 4 の ある 分 割 
me M&T, 透視 座標 内 で は x, y 値 
に つい て は 。4。= テ 4。。 Bs= Bp, Ms= M, 
で ある 。 と ころ が , So=|Mp—Apl/|Bo— 
4 と する と , 図 2 の よう に 透視 変換 前 の 
S を 考えれ ば , Se=|Me—Ael/|Be—Ae|T 
Act 選 が 同一 グ 値 で な けれ ば S; St 
な っ て し まう 。 こ れ で は , As, を 補間 
に 利用 する か ぎり 4。 と 万 の 間 を うま く 
リニア 補間 で き な い こと に な る 。 こ れ を 
解決 する た め に は , Ap, Bp の 同 次 座標 の 
w 値 を 使っ て も と の Ae 万 に 戻し て 考 
えな けれ ば な ら な い 。 だ が , MOTOR 
/7。 は 未知 で ある (も し 視点 座標 系 内 な 
b, これ は 光線 追跡 で 求め あら れる で あろ 
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投影 スク リー ン 


図 2 透視 変換 に よる ひずみ 


う が )。 し か し , これ ら は 4 ん が A と B, 
どの よう な 比 で 分 割 し て いる か と いう 値 
Se が わか れ ば 求め る こと が で きる は ず で 
ある 。 実際 S。 は 結果 だ け 示 せ ば 次 の 式 で 
表 さ れる 。 

Se= Aw * Sp/ (By — Av) * Sy — By) 


(2) 
だ だ Ls 
[Xe Ye Ze 1] Tp=[Xp Yp Zp wp] 
Xp = Xp/ Wp 
Yo = Yp/ wp 
= Bpl We (3) 


は 透視 変換 マト リク ス と する ?。 

つま り , BA, 点 の w 値 を 用 いて S。 
が 求め られ る と いう こと で ある 。 COS, 
を 用 いて , 

M; — Ait See (B:— At) (4) 
tM 点 の 属性 を ニ リ ア 補間 する こと が 
で きる 。CorrectDistortPoint ( ) が この 
ひずみ を 修正 する た め の 関 数 で ある 。 


スム ー ズ ・ シ ェ ー デ ィング 
前 述 し た よう に , 頂点 属性 の 補間 に よ 
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る スム ー ズ ・ シ ェ ー デ ィング に は Gour- 


aud に よる も の と Phong に よる も の が 
ある 。 Gouraud の 明度 補間 濃淡 付け は , 


補間 法 に より 決定 する も の で ある 。 し か 
し , Gouraud の 方 法 で は マッ ハバ ンド の 
問題 が な 生じ る 場合 が ある 。 Phong の 法 線 


の 代わ り に 頂点 に お ける 法 線 ベ クト ル を 
利用 する も の で ある 。 前 回 示し た よう に , 
明度 決定 に か か わる diffuse 値 も speculer 
値 も 物体 表面 の 法 線 ベク トル に か か わっ 
て いる 。 レイ ・ ト レー シン グ 法 に お いて 
も 追跡 中 の 光線 と プリ ミ テ ィ ブ と の 交点 
に お ける 法 線 を 求め 。 それ を 用 いて その 
点 で の 明度 を 計算 し て いる 。 こ の 法 線 べ 


より , すべ て の 表面 上 の 明度 を 滑ら か に 
決定 で きる の で ある 。 

頂点 法 線 ベク トル を 求め る た め に は 次 
の 手順 を 踏め ば よい 3. 

@ 現在 の 頂点 V に 接続 し て いる ポリ ゴブ 


ン を すべ て 求め る 。 

@ それ ら の ポリ ゴン の 法 線 ベク トル を 求 
め る (あら か じ め 求 め て お いて も よ 
い ) 。 

@ それ ら の ポリ ゴン の 法 線 ベ クト ル の 平 


均 を 現在 の 頂点 の 頂点 法 線 ベク トル と 
T $e. 
すなわち , 

N= S NU n (5) 


i=0 
た だ し , MHARA V の 頂点 法 線 ベ ク 
hv, Milt V に 接続 する 7 番目 の ポ 
リ ゴ ン 。z は に 接続 する ポリ ゴン の 
数 。 
PrePolygonProcess () 23, RY F 


ける 法 線 W。 は 通常 リニア に 補間 する が , 
これ は 処理 の 高速 化 の た めで あり , AY 
に それ が 一 番 よ いか は 別 問 題 で ある 。 例 
えば , 4 と 万 に 接し 4 と 万 で の 法 線 べ 
クト ル を 与え る ある 半径 の 円 弧 上 の 
法 線 ベク トル を ん Az と ん を 補間 する 法 線 
ベク トル に 採用 し た 方 が 。 ある い は 滑ら 
か な スム ー ズ ・ シ ェ ー デ ィング が 行え る 
の か も し れ な い 。 

また だ 。 と この 方法 に よる スム ー ズ ・ ッ ジェ 
—F 447 O-BO Rei, Ea 
ト を 構成 する ポリ ゴン 数 が 十分 多く な い 
場合 は いく ら 滑 ら か に シェ ー デ ィング が 
か か っ て いる よう で も , その エッ ジ は 多 
角形 に よる ガタ ガタ が その まま 残っ て し 


図 3 頂点 法 線 ベク トル 


PIXEL (No. 77) 


まう と いう こと で ある 。 こ れ を 解決 する 
た め に は ポリ ゴン 数 を 増やす し か な い の 
7333, それ は メモ リ の 限界 や CPU OFF] 
題 な ど ハ ー ド ウェ エア の 制限 を 大 きく 受け 
Chee oO. これ は ボリ ゴン ジン を ペー と し 
た レン ダリ ング ・ ア ル ゴ リ ズム の 共通 の 
問題 点 で ある 。 これ を 本 質 的 に 解決 する 
た め に は , 例え ば PIXAR 社 が 採用 し て 
いる bicubic bézeir patch の よう な 自由 
曲面 に よる パッ チ を 用 いる し か な いで あ 
ろう 。 (ちなみ に , 今年 の SIGGRAPH で 
PIXAR 社 の RenderMan の 説明 会 で も 
その 点 を 強調 し て いた よう だ 。 と ころ で , 
PIXAR machine 自体 に は モデ リン グ や 
アニ メー ショ ン ・ デ ー タ を 作成 する 機能 
は な く , 本 質 的 に レン ダリ ング と 画像 処 


理 の た め の マ シン で ある 。 し か し Wave- 


ron Qu. の 克 二 デリ ング アデ メー 
ョ ン ・ デ ー タ を ワー クス テー ショ ン 上 で 
イン タラ タク ティ TOSS Te は , 

最近 の り の コンピュー タッ ダラ ダダ ィ ックス 
(CG) ツ フ トウ エエ た の ス カシ ター ギド た な 
りつ つ あ る と 思う 。RenderMan の は じ 
め の 発想 は 。 他 の モデ ラー や アニ メー シ 
ョ ツ ュ ツー ル に より 作ら れ た だ レン ダリ ン シ 
グ ・ デ ー タ を PIXAR 用 の デー タ へ と コ 
ン バ パー ジョ ン す る ソフ トウ エア を 書く こ 
と を 支援 する ツー ル で あっ た よう な 気 が 
する 。 つい で の つい で だ が , Wavefront 
は その ユー ザー の 作っ た アプ リ ケ ー シ ョ 
ン ・ ソ フト を “Ripples”" と し て ユー ザー 間 
で 取引 し て 提供 し 合う こと を 始め た よう 
CHS, ハリウッド の @ の し ジロ ダグ クシ ョ 
7, ReZ-n8 の メタ モル フォ ー ゼ ・ ソ フ 
ト , Dv8 な ど が 主 な と ころ で ある 。 事 者 
の モデ リ シ グ / 陸 み ー ペ ョ アン ィ ツー ル 。 
Dynamation System も これ に 載せ る こ 
と を 計画 中 で ある 。 ただ, “Ripples’(& 
SHR) と いう ネー ミン グ が 少々 気に入ら 
な い が …… バ ) 


マッ ビッ ング 


TIES? G T FIZIET SAET 
ー タ テー ブル 上 の カラ ー 値 を オプ ジェ ク 
ト の 上 の 各 点 に 対応 きせ , その 点 で の 明 
度 を 決定 する も の で ある 。 マ ッ ピ ング ・ 
テク スチ ャ の た め の デ ー タ テー ブル は 通 
常 x メッ の 縦横 数 を も っ た 配列 で ある 。 
CO x, y ORK, 最小 を 0 か ら 1 に 対応 


させ , オブ ジェ クト の 上 の uv 座標 値 に 
よっ て この デー タテ ー ブ ル の ある 位置 の 
デー タ を 読み 出し て くれ ば よい の で あ 


則 に よっ て uv 値 を 対応 きせ る よう , 5 
ら か じ め オ プ ジ ェ クト ・ デ ー タ を 作成 し 
て お け ば , 前 述 し た 方 法 で ポリ ゴン 上 の 
すべ て の 点 に お ける w 値 を リニア 補間 
に より 得る こと が で きる (zz 値 の 決定 に 
は 極座標 や オブ ジェ クト を 形作る メッ シ 
ュ へ の 対応 を 考え る こと が 多い )。debut 
で は , 第 1 回目 で デー タ 形式 定義 し た . 
obj の 中 の MV が この マッ ピン グ 座 標 に 
あたる 。 ポ リ ゴ ン デー タ SF の 中 で , (VX, 


座標 と マッ ピン グ 座 標 を 結び 付け て いる 。 
実際 の プロ グラ ミン グ 上 の 話 で ある 
が 。 この マッ ピン グ 用 の デー タテ ー デ ズル 
を プロ グラ ム の 中 に 配列 と し て 持た せ て 
お く と すれ ば , 慕 大 な メモ リ を 必要 と し 
て し まう 。 要 し て マッ ピン グ ・ デ ー ダ は 
Ae Sees, まだ いく つも の マッ 
ピン グ を 使用 する 場合 ちよ く あ る こと で 
ある 。 こ の 問題 を 解決 する た め に debut 
Tibi ほ ダテ アー を アオ ォ メ スグ ド 
プア ァイル の 形 と し て 導い て おき 。 デ ログ 
ラム 中 で ファ イル を オー プン し て 必要 に 
応じ て lseek () で ファ イル 中 を 検索 し , 
必要 な デー タ を 拾っ て くる よう 工夫 され 
て いる 。 これ に より , ディ スク の 容量 が 
許す か ぎり 大 き な マ ッ ピ ング ・ デ ー タ を 
いく つも 用 意 で きる の で ある 。 も ちろ ん , 
ファ イル の 検索 は 処理 時 間 上 の 問題 が あ 
5, lseek ( ) に は , 絶対 アド レス で デー 
タ を 読み 出す モー ド と 相対 アド レス で 読 
み 出 す モ ー ド と が ある 。 絶 対 モ ー ド と は , 
例え ば ファ イル の 先頭 か ら 何 バイ ト 目 
か ? と いう 探し 方 を する の に 対し て , 相対 
モー ド で は 現在 の 位置 か ら の 相対 的 な 移 
動 量 に より デー タ を 読み 出す 。 ポ リ ゴ ン 
を スキ ャ ン ・ コ ン バ ー ト に 人 従っ て 各 ピ ク 
セル の 色 を 決定 する こと を 考え れ ば , ア 
ル ゴ リ ズム 上 。 一 つ 前 に 探し た マッ ピン 
グ ・ テ ー ブ ル の 位置 と 次 に 探す テー ブル 
の 位置 に は 大 き な 相 関 が あ る と 考え て よ 
い 。 こ れ を も と に debut で は lseek ( ) 
を 相対 モー ド で 使用 する よう 工夫 され て 
いる 。 明らか に 絶対 モー ド で 使用 する よ 
り も 高速 化 が 図ら れ て いる こと が , 実際 
に テス ト を 行っ て みて 確か め ら れ た 。 


debut ver.2 T, 一 応 今 回 の シリ ー ズ に 
お ける レン ダリ ング ゲ ・ サ ング デル ・ ア アキ 
の 紹介 は 終わ り と する 。 最 後に . この ソ 
ント ウツ エア る 考え る うえ で きま ざま な 助 
言 を 与え て いた だ いた 吉本 圭一 氏 に 感謝 
する (特に , 視点 座標 系 を 透視 座標 系 に 
変換 する こと に よる ひずみ に 関す る 論議 
は 彼 の 理論 に よる も の で ある )。 

次 回 は , 最終 回 と し て 前 回 予告 し た よ 
ji, いく つか の カラ ー 作 品 と それ を 作 
る た め の デ ー タ と その 作成 の 仕方 (特に 
ツリ ー 構 造 デ ー タ の 復習 ), モ デリ ング の 
た め の 簡 単 な ツ ー ル を 紹介 し , 最後 に 
CG ツー ル 環 境 を 整え る た め の 今 後 の 発 
展 に 対す る いく つか の 助言 を し て , この 
シリ ー ズ を 終わ り に し た いと 思う 。 

@ debut ver.0,ver.1 の ちょ っ と し た バ 
グ を レポ ボート する 。 

@ ver.0 の WirePolygonProcess () の 
中 の /* put wire dump file */ の コメ 
ント の 後 。 fprintf (fp,"95f 96f",s 
point (j) * view.sc2.x + view.sc2.x, * 
(point (j) 4-1) * view.sc2.y ^ view. 
sco); fprintf (fp,"965f£ yf 
point(j) * view.sc2.x + view.sc2.x, * 
(point (j)--1) ** view.sc2.x t view. 
scl. vy) ; に 直す 。 

@ ver.1 の SurfacePolygonProcess ( ) 
の 中 の /* viewport transformation 
*※/ の コメ ント の 後 で , * (point (j) + 
1)=* (point (j) - 1) * view.sc2.y + 
view.sc2.y;*, ** (point (j)-- 1) 2 * 
(point ) +1) * view.sc2.x t view. 
sc2.y に 直す 。 
いずれ も , ビュ ー ポ ボー ト の y ヶ 方 向 倍率 

を view.sc2.y か Ò view.sc2.x に 変更 す 

る も の で ある 。 も し も これ ら を 行わ な け 

tid, 縦 方 向 の 画面 範囲 以上 に 上 下 が ク 

リッ ピン グ さ れ た 画像 が で き て し まう 。 
参考 文献 

1) Bui-Tuong Phong : “Illumination for 
Computer-Generated Pictures”, Communi- 
cations of the ACM, Vol. 18, No. 6, pp. 311- 
317, 1975.6 

2 H. Gouraud : “Continuous Shading of 
Curved Surfaces", IEEE Transactions on 
Computers, C-20, No. 6, pp. 623-628, 1971. 6 

3) J. D. Foley, A. van Dam (今宮 淳 美 訳 ) : 
"ay a—2 8 7274 972.5, Bae 
ュー タ 協 会 , 1984 


4) 山口 富士 夫 :「 コ ンピュータ ・ デ ィ ス プレ イ 
に よる 図形 処理 工学 」, 日 刊 工業 新聞 社 , 1981 


to 


マリ スト 


(debut ver.0, ver.1, ver.2 は 著作 権 法 上 , 個人 と し て 利用 する 他 は 


営利 活動 へ の 使用 , 無断 転載 を 禁じ ます 。 


COPY RIGHTO1988 R.DEBUCHI 


Scc fe afe afe oe oe oje oje ke oe oje ok ahe ae ae afe ahe afe ate ae afe oie akc 


*  PHONGH * 


xke ke sje oke afe he ke je ae oje oje oje oc je oje je afe ke ahe fe 2c aie ke 2k 


header file for debut ver 2 
(criate Phong-shading & mapping iamge program) 


+ * € € ee ED 


#ifdef MAIN /* must define in main file*/ 


#define STRUCT struct 
#define FLOAT float 
#define INT int 

#define SHORT short int 
#define CHAR char 


#else 


#define STRUCT extern struct 
#define FLOAT extern float 
#define INT extern int 

#define SHORT extern short int 


typedef struct { 
float from[3]; 
float at[3]; 
float vrot; 
} Look; 
struct TreeData { 


char labell[MAXLINE]; 
char sign; 

char label2|MAXLINE]; 
char name[MAXLINE]: 


char tyDe: 
int next; 
int lower; 
int obj; 


float matrix[4][4]; 
float rmatrix[4][4]; 
float mat[4][4]: 


World wld; 
Look look; 


4 
STRUCT TreeData branch MAXTREE]; 


ee k k keak kee eie eee eee / 
た Object */ 


/* forobjectunit */ 
[6e e e e ede ede / 


#define CHAR extern char 

#endif 

#define MAXLINE 240 /* string buffer length */ 
#define MAXTREE 32 /* number of branches */ 

#define MAXPOLI 5000 /* number of poligons */ 
#define MAXOUT 5 /* number of outline vertice */ 
#define MAXEDGE 10 /* MAXOUT * 2 (for cliping) */ 
#define MAXPOINT 10000 /* number of points */ 


#define MAXSCREENX 640 /* max screen size x */ 

#define MAXSCREENY 640 /* max screen size y */ 

#define MAXLIGHT 16 /* number of lights */ 

#define MAXMATFILE 4 /* number of material files */ 

#define MAXLABEL 16 /* number of material labels */ 

#define MAXMATERIAL 36 /* number of materials */ 

#define MAXCONNECT 8 /* number of connect polygons or vertice */ 
#define MAXMAPVERT 10000  /*number of mapping vertex */ 
#define MAXMAPFILE 8 /*number of mapping file .map */ 


#define PAI 3.141592 


#define EQUAL 0 
#define TRUE 1 
#define FALSE 0 
#define NIL -1 
#define BYTE 255 
#define ERR -1 
#define SMOLE .000001 
#define ON 1 
#define OFF 0 
#define HEADER 3 


#define ABS(x) (x >= 0.0 ? x : -1.0 * x) 


struct Object{ 
char name[MAXLINE]; 
int tptr; /* pointer to branch */ 
int pptr; /* pointer to vertex */ 
int eptr; /* pointer to element */ 
int mptr; /* pointer to material */ 
int vptr; /* pointer to mapvert */ 
int PointNum; 
int ElemNum; 
int MapVertNum; 


char usemtl[2]| MAX LINE]; 
char mtllib[MAXLINE]: 


STRUCT Object object[MA XTREE]; 


#define MAX(x, y) 
#define MIN(x, y) 
#define SGN(x) 


(x»-y)?x:y) 
(x « y)? x : y) 
(x»20)?((x»0)?1:0):-1) 


typedef unsigned char U, Char; 
struct U. buffer( 


F: 
struct F_buffer{ 
h 


STRUCT U buffer 
STRUCT F buffer 


U Char buf MAXSCREENY][MAXSCREENX] 


float buf MAXSCREENY][MAXSCREENX]; 


Red, Green, Blue; /* color buffer */ 
Depth; /* depth buffer */ 


[Tto omi eite obe tolo o oO opo ol olo f 


/* TreeData */ 


/* for node unit of tree-structure */ 
foto ee oben obe ie iei ce / 


typedef struct( 
U Char prio; 
float rot[3]: 
float ran[ 3]: 
float scale; 
) World; 
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typedef struct( 
float » 
y 
Z; 
} Vector3f; 
typedef struct { 
float I, 
g 
) Color; 
struct Light( 
char name[MAXLINE]: 
int tptr; /* pointer to branch */ 
int Itype; /* light type */ 
Color color; /* illumiantion */ 
Vector3f direct; /* direction */ 
Vector3f posi; /* position */ 
Vector3f center; /* transformed position */ 
Vector3f vec; /* transformed direction */ 
float rate; /* dumpping rate */ 
float start; /* dumpping start point*/ 
) 
STRUCT Light light(|(MAXLIGHT]; 


ether tob oe todo e 


/* Vertex | 


/* for vertex coordinates */ 
[PEETERESSEESSSESESESEESES EN ESS/ 


struct Vertex { 
Vector3f coord; 
Vector3f norm; /* normal vector */ 
short int CntPolyNum; 


PIXEL (No. 


77) 


short int cntpoly[MAXCONNECT]; /*connect polygon*/ 


J; 
STRUCT Vertex vertex[MAXPOINT]; 


typedef struct ( 
float u, 
V; 
} Vector2f; 
struct — MapVertex( 
Vector2f map; 


IE 
STRUCT MapVertex mapvert[MAXMAPVERT]: 


/ ド ヤセ ポキ ポキ ポキ キキ ポポ ポポ ホ ポポ ポポ ポポ ポポ ホホ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ 


/* Element */ 


/* for outline connectivity of poligon */ 
/ だ ホホ ポポ ポポ ポポ ホ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポキ ポキ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ / 


struct Element{ 


short int VertNum; 

short int vert[MAXOUT]: 
short int mapv[MAXOUT]: 
Vector3f center; 

Vector3f norm; 


STRUCT Element element[MAXPOLI]: 


人 


J* Edge */ 
だ for one outline of individual polygon — */ 
が 


typedef struct{ 


float min; 
float max; 
) Minmax; 
typedef struct{ 
int min; 
int max; 
) Minmaxi; 
typedef struct( 
Vector3f posi; /* edge vertex coordinate */ 
int flag; 
Minmax valy; /* y-value min-max */ 
int vpO; /* pointer to vertex */ 
int vpl; 
float cline; /* incriment x/y */ 
float zinc; /* incriment z/y */ 
) Edge; 
[Po hekekeke ke eoe ke oe ke ke o ke eoe ok oe ke ke ke je ke ke oe ke hohe e ke ele ke ke ee 2 fe ee 2 fee ae ke ae ae ke fe oko kee ee 
I" Illum ba 
i for relationship of lights and individual polygon */ 
Pe ee ke ke ade ok oe ok ke ke oe afe ke ade ke ke koe ade ee fee 3de sde afe 38e ae fee afe afe kee ke fee ade afe 38e afe ade afe ale ak ale ade ade ale ale ie / 
typedef struct{ 
Vector3f vec; /* vector:polygon -> light */ 
float distance; /* distance:polygon -> light*/ 
float dump; /* illumination dumped rate */ 
) Illum; 
Jookokokokokokokokekokokokokokokokekokekolokokokokokelololokolokoololololololor 
/* Polygon " 
lia for individual polygon — */ 
[Pk ee ke te ke ke coke ke ok ada te ahe she fe ada ade ahe fe ae ie 2 kee fe ake fe ake ae fe ae te / 
typedef struct{ 
Vector3f center; 
Vector3f norm; 
Vector3f center2; /* after perspective */ 
Vector3f norm2; /* after perspective */ 
float cn; /* center2 * norm2 */ 
float zinc; /* incriment z/x */ 
Color color; 
Minmax valy; /* y-value min-max */ 
int EdgeNum; 
int LitNum; 
int mptr; /* pointer to material */ 
) Polygon; 
typedef struct( 
float X. 
y, 
Z, 
w; 


} Vector4f; 


typedef struct { 
Vector3f coord; /* before perspective */ 
Vector4f coord2; /* after perspective */ 
Vector3f norm; 
Vector2f map; 
Color color; 
} Point; 


に ドド ポキ ポポ ポキ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ ポキ ポポ ポポ ポポ ポポ ポポ / 


た Mapfile «J 

/* for mapping of objects " 

[estet rib o ob ob | 

typedef struct( 
int X, 

y; 
} Vector2i; 

struct Mapfile( 
char name[MAXLINE]: /* mapfile name*/ 
Vector2i size; /* mapfile size */ 
FILE *fp; /* FILE pointer */ 
int fd; /* FILE discripter */ 
Vector2i posi; /* current position */ 
long pos; /* file position */ 
long line; /* length 1 scan line */ 
Color color; /* current color */ 


}; 
STRUCT Mapfile mapfile[MAXMAPFILE]; 


typedef struct { 
int flag; /* mapping flag */ 
char name[MAXLINE]: /* mapping file */ 
int mptr; /* pointer to mapfile */ 
Vector2f time; /* times */ 
float rate; /* mixing rate (color & map) */ 

) Mapping; 

ドキ 

/* Material N 

"in for material of objects */ 


PPESESSESSSSSSESSESESSSOS SSS SS ES qid i 


typedef struct { 
char name[MAXLINE]; 
int mptr; /* pointer to material */ 
) MatLabel; 
struct MaterialFile{ 
int MatNum; 
char name[MAXLINE]; 
MatLabel 1abelIMAXLABEL]: 


h 
STRUCT MaterialFile matfileIMAXMATFILE]: 


struct Material( /* not complete defined in this version */ 


int fptr; /* pointer to material file */ 
int Iptr; /* order of new label */ 
char name[MAXLINE]: 

int Imodel; /* light model */ 

Color ambient; 

Color diffuse; 


Color  speculer; 
Mapping ambmap; 
Mapping difmap; 
Mapping specmap; 
float expo; /* expornent of speculer*/ 
int smooth; /* smoothing flag */ 
int map; /* mapping flag */ 
) 


STRUCT Material materialIMAXMATERIAL]: 


[PE e ae k eae ae ae e e ake ak e ake e eee e k eee ek / 
/* View */ 


for camera view */ 
aieo a a aa i 


typedef struct { 
float left, 
right, 
bottom, 
top; 
} Window; 


struct View( 
char name[MAXLINE]: 
Vector3f from, 
at。 


vector; 


float heather; 

float yon; 

float angle; 

float paral, /* heather / (screenx / 2) */ 


para2, /* heather / (screeny AL 
para3; /* yon / (yon - heather) */ 


float scale; 


Vector2i screen; 
Vector2i sc2; 


Window window; 


P 
STRUCT View view; 


INT ObjNum, TreeNum, LitNum, MatFileNum, MapFileNum; 
INT PointSum, ElemSum, MatSum, MapVertSum; 

INT const fg, map fg, smooth fg; 

INT ambmap. fg, difmap fg, specmap. fg; 

FLOAT pai; 

FLOAT ClipMat[4][4]; 

CHAR ReadFile[MAXLINE], SaveFil(MAXLINE]; 


a, 
* 


ak vk ake ake oke oke fe oke oke ake ok ok oe je ahe oe oje kc oke ate afe afe afe afe oe ae fe akc ake ake ake oie ake 


li DEBUT Ver2(Smooth  * 


xj ke kc ake ok ake kc je je oje afe ake sje oc oje je jeje oje oke joke fe abe af ofc ke afe 2k aie ake ae ake 


Written by: Ryoichiro Debuchi 
(CATDOG - - is a brand name of all my works) 
Date: Aug. 1988 c & p R. Debuchi 


Function: 
Criate RGB color images. 
By using of polygonal surface with smoothing & mapping. 
Read structure file (.str) and put RGB file (.rgb) 
This version program consists of several main parts: 
Read object file and tree-structure file, 
modeling transformation by tree-structure, 
view transformation, clipping, perspective transformation, 
viewport transformation, scan-convert polygon, 
calculate pixel color with lights ,smoothing, and mapping, 
update depth and color buffers, 
and output RGb color file. 


Usage: 


4€ X 03€ d dX 3 03€ HEHEHE HE HEHE HE HE € HE HE HE HE HE HE HK OF 


debut2 read.str write.rgb 


* 
E 


#include <stdio.h> 
#include <math.h> 
#define MAIN 1 

#include "phong.h" 


#define COMMENT a 
#define SWITCHD "[D" 
#define UPPER "wt 
#define ROOT "ROOT" 
#define DEFAULT "default" 
#define SAME " 
#define UNDER > 
#define CAMERA "KC 
#define WORLD 'O' 
#define DAMMY gru 
#define LIGHT de 
#define CONSTRUCT an © 
#define WIREDUMPCODE "WireDump" 
/* 
* ake aje aje ahe afe ake ake aje ake ake afe ake ake ake ake ke 
* * main * 
* に [まま まま まま すま も まま まま まま まま 3 
* 
* Function: 
* main routine for debut ver 2. 
*/ 
main(argc, argv) 
int argc; 
char *argv[]; 
{ 

int r 


float tm [4][4], rtm[4][4]; 
FILE *fp, *fopen(); 
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pai = PAI / 180.0; 


ClearLight(); 

ClearMaterial2(); 

ReadArg2(argc, argv); 

MatFileNum = 0; 

MapFileNum = 0; 

MapVertSum = 0; 

ReadTree(ReadFile); 

SetView(); 

UnitM at44(ClipMat); 

ClipMat[0][0] = view.paral; 

ClipMat[1][1] = view.para2; 

RotEye(tm, rtm); 

Tree(branch, 0, tm, rtm); 

for(i = 0; i « LitNum; i++) 
WorldTransLight(light+i); 

ClearBuf(); 

ClearVertex(); 

for(i = 0; i< ObjNum; i++) 

{ 
WorldTrans Vertex (object+i); 
PrePolygonProcess(object+i); 

SmoothPolygonProcess(object+i); 

fp = fopen(SaveFile, "w"); 

if(fp == (FILE *)NULL) 

{ 


fprintf(stderr, "Can’t Open File %s\n", SaveFile); 
exit(1); 


OutputColorBuffer(fp); 
fclose(fp); 


/* New Functions for Debut ver. 2*/ 


#include <stdio.h> 
#include <math.h> 
#include "phong.h" 


#define VERTEX "VX" 
#define SURFACE "SF" 
#define MATERIAL "MT" 
#define MAPVERT "MV" 


/* 

* Sc ake ake afe afe afe afe ke ae afe jeje ose joo 

> * ReadObjFile2 * 

* ak oe ke oje je oke afe oje je ke ake oke ae ake oie ake 

* 

ie Function: read object file ver. 2 (with mapping vertice) 
id Usage: 

* struct Object *op (input) - pointer to object 
*/ 

ReadObjFile2(op) 


struct Object *op; 


{ 


char tank[MAXLINE], line(MAXLINE]; 


char *p; 

int i, n, m, q; 

int vertn; 

int en, pn, qn, mp; 

int vn[MAXOUT], vm[MAXOUT]: 
float vp[3]; 


FILE *fp, *fopen(); 


fp = fopen(op->name, "r"); 

if(fp == (FILE *)NULL)( 
fprintf(stderr, "Can't Open File %s\n", op->name); 
exit(1); 


) 


op->pptr = PointSum; 
op->eptr = ElemSum; 
op->vptr = MapVertSum; 


neo 
m= 0; 
q= 0, 
while(1) 
p = fgets(line, MAXLINE, fp); 
break; 


sscanf(line, "%s", tank); 

if(stremp(tank, VERTEX) == EQUAL){ 
pn = PointSum + n; 
if(pn >= MAXPOINT)( 


PIXEL 


( No. 77) 


fprintf(stderr, 


"Vertice too Large (<= 96d) (At %s)\n", MAXPOINT, op->name): 


) 


exit(1); 


) 

sscanf(line, "96s %f %f %f", tank, vp, vp*1, vp+2); 
(vertex+pn)->coord.x = vp[0] * 100; 
(vertex+pn)->coord.y = vp[1] * 100; 
(vertex+pn)->coord.z = vp[2] * 100; 

n+=1; 


else if(strcmp(tank, MAPVERT) == EQUAL) { 


qn = MapVertSum + q; 
if(qn >= MAXMAPVERT){ 
fprintf(stderr, 


"MapVert too Large (<= %d) (At %s)\n", MAXMAPVERT, op->name); 


) 


exit(1); 


} 

sscanf(line, "%s %f %f", tank, vp, vp+1); 
(mapvert+qn)->map.u = vp[0]; 
(mapvert+qn)->map.v = vp[1]; 

q += 1; 


else if(strcmp(tank, SURFACE) == EQUAL){ 


en = ElemSum + m; 
if(en >= MAXPOLI){ 
fprintf(stderr, 


"Face Outline too Large (<=%d) (At %s)\n", MAXPOINT, op-»name); 


exit(1); 


vertn = GetElem(line, vn, vtn); 
if(vertn > MAXOUT)( 
intf(stderr, 


fprin 
"Poingon Vertice too Large (<=%d) (%d SF line) (%s)\n", MAXOUT, m, op-»name); 


exit(1); 
) 
(element+en)->VertNum = vertn; 
for(i = 0; i< vertn; i++) 
{ 
*((element+en)->vert+i) = *(vn+i) + PointSum; 
*((element+en)->mapv+i) = *(vin+i) + MapVertSum: 
} 


m += 1; 


} 
else if(strcmp(tank, MATERIAL) == EQUAL) 


) 


op-»PointNum - n; 


MaterialFileProcess(line, op); /* add op 8/16 */ 


op->ElemNum = m; 
op->MapVertNum = q; 


PointSum += n; 
ElemSum += m; 
MapVertSum += q; 


mp = op-»mptr; 


if((material+mp)->map == ON){ 
if(op->MapVertNum == 0){ 


fprintf(stderr, 
"No Mapping Vertex !! (obj=%s)\n", op-»name); 
exit(1); 
} 
} 
fclose(fp); 

} 
#define NEWLABEL "NEW" 
#define LIGHTMODEL "LTM" 
#define AMBIENT "AMB" 
#define DIFFUSE "DIF" 
#define SPECULER "PC" 
#define EXPONENT "EXP" 
#define SMOOTH "SMS" 
#define AMBMAP "MAM" 
#define DIFMAP "MDI" 
#define SPECMAP "MSP" 
/* 
* ake vk sje je ke je kc oe sje sje ke ke je e sje oje We ake ake oie ake 
* * ReadMaterialFile2 * 
* ake ake ake ke je ake ke fe sje sje oke afe afe ahe oe ake ae ake ake dfe ke 
* 
* Function: reading material file ver. 2 (with mapping & smooth shading) 
- Usage: 
? char *name (input) - filename .mat 
i 
ReadMaterialFile2(name) 
char *name; 


{ 


char line[ MAXLINE], tank[MAXLINE], Iname(MAXLINE]; 
char tank2[MAXLINE]: 


char 
float 
int 
int 
int 


FILE *fp, *fopen(); 


fp = fopen(name, "r"); 
if(fp == (FILE *)NULL){ 


) 


while(1) 


{ 


fprintf(stderr, "Can't Open File %s\n", name); 
exit(1); 


p = fgets(line, MAXLINE, fp); 

if(p == NULL) 
break; 

sscanf(line, "%s", tank); 

if(stremp(tank, NEWLABEL) == EQUAL){ 
In++; 
Ip = In + MatSum - 1; 
sscanf(line, "%s %s", tank, Iname); 
strcpy((material+lp)->name, Iname); 
(material+lp)->fptr = MatFileNum; 
Im = In - 1; 
(material+lp)->Iptr = lm; 
(matfile+MatFileNum)->label[lm].mptr = Ip; 
strcpy((matfile+MatFileNum)->label[lm].name, Iname); 
l fg = TRUE; 


) 
else if(stremp(tank, AMBIENT) == EQUAL){ 
if(]_fg == FALSE)( 
fprintf(stderr, 
"New Material Label undefined (%s)\n", name); 
exit(1); 


sscanf(line, "%s %f %f %f", tank, val, val+1, val+2); 
(material+lp)->ambient.r = “val; 
(material+lp)->ambient.g = *(val+1); 
(material+lp)->ambient.b = *(val+2); 


} 
else if(stremp(tank, DIFFUSE) == EQUAL){ 
if(l_fg == FALSE)( 
fprintf(stderr, 
"New Material Label undefined (%s)\n", name); 
exit(1); 


sscanf(line, "%s %f 9of %f", tank, val, val+1, val+2): 
(material+lp)->diffuse.r = *val; 
(material+jp)->diffuse.g = *(val+1); 
(material+lp)->diffuse.b = *(val+2); 


} 
else if(stremp(tank, SPECULER) == EQUAL){ 
if(l_fg == FALSE)( 
fprintf(stderr, 
"New Material Label undefined (%s)\n", name); 
exit(1); 


) 

sscanf(line, "%s %f %f %f", tank, val, val+1, val+2); 
(material+lp)->speculer.r = *val; 
(material+lp)->speculer.g = *(val+1); 
(material+lp)->speculer.b = *(val+2); 


} 
else if(strcmp(tank, EXPONENT) == EQUAL){ 
if(l_fg == FALSE){ 
fprintf(stderr, 
"New Material Label undefined (%s)\n", name); 
exit(1); 
) 
sscanf(line, "%s %f", tank, val); 
(material+Ip)->expo = *val; 


} 
else if(strcmp(tank, LIGHTMODEL) == EQUAL){ 
if(1_fg == FALSE)( 
fprintf(stderr, 
"New Material Label undefined (%s)\n", name); 
exit(1); 


sscanf(line, "%s %d", tank, &1); 
if(1« 1) 1=0; 
else if(1 > 3) 1-3; 
(material+lp)->lmodel = 1; 
} 
else if(strcmp(tank, SMOOTH) == EQUAL) { 
sscanf(line, "%s %s", tank, tank2); 
if(stremp(tank2, "off") == EQUAL) 
(material+lp)->smooth = OFF; 
else 
(material+Ip)->smooth = ON; 
} 
else if(stremp(tank, AMBMAP) == EQUAL){ 
sscanf(line, "%s %s %f 9of Pf", 
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. tank, tank2, val, val+1, val+2); 
if(*val < SMOLE Il *(val+1) < SMOLE)( 
fprintf(stderr, 
"Mapping time must > 0 ! (%s material=%d\n", name, Ip); 
exit(1); 


strcpy((material+]p)->ambmap.name, tank2); 
(material+lp)->ambmap.time.u = *(val); 
(material+lp)->ambmap.time.v = *(val+1); 
(material+lp)->ambmap.rate = *(val+2); 
(material+lp)->ambmap.mptr = MapFileProcess(line); 
(material+lp)->map = ON; 
(material+lp)->ambmap.flag = ON; 


) 
else if(strcmp(tank, DIFMAP) == EQUAL){ 
sscanf(line, 
"の s %s %f Pf Yo", tank, tank2, val, val+1, val+2); 
if(*val < SMOLE II *(val+1) < SMOLE)( 
fprintf(stderr, 
"Mapping time must > 0 ! (%s material=%d\n", name, Ip); 
exit(1); 


strepy((material+lp)->difmap.name, tank2); 
(material+lp)->difmap.time.u = *(val); 
(material+lp)->difmap.time.v = *(val+1); 
(material+lp)->difmap.rate = *(val+2); 
(material+lp)->difmap.mptr = MapFileProcess(line); 
(material+lp)->map = ON; 
(material+lp)->difmap.flag = ON; 


} 
else if(stremp(tank, SPECMAP) == EQUAL){ 
sscanf(line, "%s %s 9of 9of Mf", 
tank, tank2, val, val+1, val+2); 
if(*val < SMOLE Il *(val+1) < SMOLE)( 
fprintf(stderr, 
"Mapping time must > 0 ! (%s material=%d\n", name, lp); 
exit(1); 


strcpy((material+lp)->specmap.name, tank2); 
(material+lp)->specmap.time.u = *(val); 
(material+lp)->specmap.time.v = *(val+1); 
(material+lp)->specmap.rate = *(val+2); 
(material+lp)->specmap.mptr = MapFileProcess(line); 
(material+lp)->map = ON; 
(material+lp)->specmap.flag = ON; 


) 
MatSum += In; 
return(1n); 
) 
int MapFileProcess(line) 
char *line; 
{ 
int i, j, same. fg, mp, 1n, lp; 
char tank[MAXLINE], mapf[MAXLINE]; 


sscanf(line, "96s 96s", tank, mapf); 
for(i = 0, same fg = FALSE; i « MapFileNum; i++) 
{ 
if(stremp((mapfile+i)->name, mapf) == EQUAL)( 
same_fg = TRUE; 
mp = 1; 
break; 
} 
} 
if(same_fg == FALSE){ 
mp = MapFileNum; 
ReadMapFile(mp, mapf); 
strcpy((mapfile+mp)->name, mapf); 
MapFileNum++: 
) 


return(mp); 


ーー 


coke ok fe fe ke oje ok oje je oj ke afe 34e ke 


* ReadMapFile * 


S ye ke ke ake ke ke oje sje sje oje sje ake akc ake 


Function: reading mapping file header 

Usage: 
int mp (input) - mapping file number 
char *name (input) - mapping file name 


"Ec lm 


ReadMapFile(mp, name) 


int mp; 
char *name; 
{ 
int fd. s, kl, K2; 
long pos; 
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U Char head[6]: 

FILE *fp; 

fp = fopen(name, "r"); 

if(fp == (FILE *)NULL)( 
fprintf(stderr, "Can't Open File %s\n", name); 
exit(1); 

fd = fileno(fp); 


s — read(fd, head, HEADER); 


if(s == ERR)( 
fprintf(stderr, "Read Error! \n"); 
exit(1); 

k1 = *(head+1); 

k2 = *(head+2); 

(mapfile+mp)->size.x = ( k2 << 8) | k1; 

k1 = *(head+3); 

k2 = *(head+4); 


(mapfile+mp)->size.y = ( k2 << 8) | k1; 


(mapfile+mp)->line = (long)((mapfile+mp)->size.x); 


fclose(fp); 
) 
/* 
* ake ve ke fe ke oe ahe oje je je ahe je je je je ahe afe ake afe ake ake 
» * PrePolygonProcess * 
* ojokelokokeokolokokolokelelolololelelok 
* 
* Function: search polygon conectibility to each vertex & 
" & calculate each vertex normal vector 
* Usage: 
» struct Object *op (input) - pointer to object 
"f 
PrePolygonProcess(op) 
struct Object  *op; 
{ 
int Lj) 
int ep, Vp, vn, pn; 
float sq; 
float Point[MAXEDGE][4]: 
Vector3f vector, sum; 
/* search polygon conectibility to vertex */ 
for(i = 0; i < op->ElemNum; i++) 
{ 
ep = i + op-»eptr; 
vn = (element+ep)->VertNum; 
for(j = 0; j < vn; j++) 
{ 
vp = (element+ep)->vert[j] - 1; /* vertex start from 0*/ 
pn = (vertex+vp)->CntPolyNum; 
*((vertex+vp)->cntpoly+pn) = ep; 
(vertex+vp)->CntPolyNum += 1; 
*(point[j]) = (vertex+vp)->coord.x; 
*(point[j]+1) = (vertex+vp)->coord.y; 
*(point[j]+2) = (vertex+vp)->coord.z; 
*(point[j]+3) = 1.0; 
} 
CalPolygonCenter(&((element+ep)->center), vn, point); 
CalPolygonNormal(&((element+ep)->norm), vn, point); 
) 
/* calculate vertex normal vector */ 
for(i = 0; i « op->PointNum; i++) 
vp = i + op-»pptr; 
pn = (vertex+vp)->CntPolyNum; 
sum.x = sum.y = sum.z = 0; 
for(j = 0; j < pn; j++) 
{ 
ep = *((vertex+vp)->cntpoly+j); 
sum.x += (element+ep)->norm.x; 
sum.y += (element+ep)->norm.y; 
sum.z += (element+ep)->norm.z; 
) 
vector.x — sum.x / (float)pn; 
vector.y — sum.y / (float)pn; 
vector.z = sum.z / (float)pn; 
UnitVector(&((vertex+vp)->norm), vector); 
) 
) 
Clear Vertex() 


int Y 
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ua ve 


t dk dk 3 FE 3x * 


Er ANE o: 


* 0*3 & X X * OF 


* 
~~ 


for(i = 0; i < PointSum; i++) 


(vertex --i)-»CntPolyNum = 0; 


fe fe sk ok oke ke oko ak ake ake oke ke je ke ake ake fe ake af afe dfe fe dfe 


* CorrectDistortPoint * 
Akak ak ak kk ok ok oje 2c okc oe ake fc ok okeokeoke ok oie ake 2k oe 


Function: correct distortion between perspective coord. and eye coord. 
Usage: 
float sO (input) - value on perspective coord. (1-0) 
Point *va, *vb (input) - pointer to two terminal points 
float s (output) - value on eye coord. (1-0) 


CorrectDistortPoint(sO, va, vb) 
s0; 
*va, *vb; 


float E 


s = -va-»coord2.w * s0 / ((vb->coord2.w - va->coord2.w) * s0 


- Vb-»coord2.w); 


return(s); 


ヒト よ ま まま まま まま まま まま ます 


* PersProject2 * 
[まま まま まま まま まま ます まま すま 


Function: PersProject ver. 2 (with w) 


Usage: 


Point *po (input) - pointer to point 
int pn (input) - number ofvertice 


PersProject2(po, pn) 


Point 
int 


{ 


FILE 


— 
* 


* * 0*0 & X * X* * 


* 
o 


*po; 

pn; 

int Lh 

float val; 

Point out[MAXEDGE]: 


for(i = 0, j = 0; i < pn; i++) 


) . 
pn = jj 


if((po+1)->coord.z > 0.0){ 
(out+j)->coord2.x = view.paral * (po+i)->coord.x / 


(po+i)->coord.z; 


(out+j)->coord2.y = view.paral * (poti)->coord.y / 


(po+1)->coord.Z: 


(out+j)->coord2.z = view.para3 * (1.0 - view.heather / 
(po+1)->coord.Z): 
if(ABS(view.paral) < SMOLE) /* impossible case */ 
val - SMOLE; 
else 
val = view.paral; 


(out+j)->coord2.w = (poti)->coord.z / val; 
PointCopy V(out+j, po+i); 
jt; 


for(i = 0; i < pn; i++) 
{ 


) 


(po+i)->coord2.x = (out+i)->coord2.x; 
(po+i)->coord2.y = (out+i)->coord2.y; 
(po+i)->coord2.z = (out+i)->coord?2.z; 
(po+i)->coord2.w = (out+i)->coord2.w; 
PointCopy V(po+i, out); 


retum(pn); 


*fopen(); 


xj e ke oj ae ake sje oj je e ke ae jeje ake ke ae ahe ake ae ae ae 2 ae 


* SmoothPolygonProcess * 


sje kc sje oj ke oje oe ke je je be ke ae ke sje abe ae abe ahe a ate a ae ale 


Function: backfacing polygon removal/clipping/perspective transform/ 
rendering with smooth shading and mapping(if they are necessary) 


Usage: 


struct Object *op (input) - pointer to object 


_ SmoothPolygonProcess(op) 


struct Object *op; 


{ 


int i, j, null fg; 

int ep, Vp, Vn, pn, mp, ap, ip; 
float zval|MAXEDGE]; 

float sq, vis fg; 

Vector3f eye, vector; 

Polygon polygon; 

Illum illum[MAXLIGHT]: 
Edge edge[MAXEDGE]: 

Point point|[(MAXEDGE]; 


mp = op->mptr; 
if((material+mp)->map == ON){ 


) 


else 


map fg = ON; 
if((material+mp)->ambmap.flag == ON)( 

ambmap_fg = ON; 
i OpenMapFile((material+mp)->ambmap.mptr); 
else 

ambmap_fg = OFF; 
if((material+mp)->difmap.flag == ON){ 

difmap_fg = ON; 
, OpenMapFile((material+mp)->difmap.mptr); 
else 

difmap_fg = OFF; 
if((material+mp)->specmap.flag == ON){ 

specmap_fg = ON; 

OpenMapFile((material+mp)->specmap.mptr); 


else 
specmap_fg = OFF; 


map_fg = OFF; 


if((material+mp)->smooth == ON) 


else 


smooth_fg = ON; 
smooth_fg = OFF; 


for(i = 0; i < op->ElemNum; i++) 
{ 


ep = i + op->eptr; 

vn = (element+ep)->VertNum; 
polygon.norm.x = (element+ep)->norm.x; 
polygon.norm.y = (element+ep)->norm.y; 
polygon.norm.z = (element+ep)->norm.z; 


polygon.center.x = (element+ep)->center.x; 
polygon.center.y = (element+ep)->center.y; 
polygon.center.z = (element+ep)->center.z; 


for(j = 0; j < vn; j++) 
{ 


vp = (element+ep)->vert[j] - 1;/*Element start from 1*/ 
(point+j)->coord.x = (vertex+vp)->coord.x; 
(point+j)->coord.y = (vertex+vp)->coord.y; 
(point+j)->coord.z = (vertex+vp)->coord.z; 
(point+j)->norm.x = (vertex+vp)->norm.x; 
(point+j)->norm.y = (vertex+vp)->norm.y; 
(point+j)->norm.z = (vertex+vp)->norm.z; 
if(map_fg == ON){ 

ap = (element+ep)->mapy[]] - 1; 

/* Mapvert start from 1*/ 

(point+j)->map.u = (mapvert+ap)->map.u; 

(point+j)->map.v = (mapvert+ap)->map.v; 


} 


/* backfacing surface removal */ 

vector.x = -(element+ep)->center.x; 

vector.y = -(element+ep)->center.y; 

vector.z = -(element+ep)->center.z; 

null fg = UnitVector(&eye, vector); 

if(null fg == 1) 
eye.z = -1; 

vis fg = eye.x * (element+ep)->norm.x + eye.y 
* (element+ep)->norm.y + eye.z * (element+ep)->norm.z; 

if(vis fg » 0.0) /* visible case */ ( 
polygon.LitNum - LitNum; 
polygon.mptr = mp; 


[tte he hee bee e e be eb de e eee eode ee / 


/* clipping at view point pyramid */ 


PPPASSSSSSSSSSSSSS SSS THESE SHE SHEETS / 


pn = PolygonClip2(point, vn, 0, 0); 
pn = PolygonClip2(point, pn, 0, 1); 
pn = PolygonClip2(point, pn, 1, 0); 
pn = PolygonClip2(point, pn, 1, 1); 


-————ááÁáá——— eee 


人 


/* perspective transformation */ 
fexta Ee EE d poete olo loloetop d / 


pn = PersProject2(point, pn); 


/*** wirte polygon into z-buffer *********/ 


/* with viewport transformation ki 
[PEE k k kk k ake eak ak k akk ak ake eak ke e kkk kk | 


if(pn > 2)( 


/* viewport transformation */ 
for(j = 0; j < pn; j++) 


{ 
(point+j)->coord2.x = 
(point+j)->coord2.x * view.sc2.x + view.sc2.x; 
(point+j)->coord2.y = 
(point+j)->coord2.y * view.sc2.x + view.sc2.y; 
/* fix bug Sep. 9 */ 


) 
CalPolygonNormal2(&polygon.norm?, pn, point); 
if(ABS(polygon.norm2.z) >= SMOLE)/* visible */( 
CalPolygonCenter2(&polygon.center2,pn, point); 
polygon.cn = 
polygon.center2.x * polygon.norm2.x 
* polygon.center2.y * polygon.norm2.y 
* polygon.center2.z * polygon.norm2.z; 
polygon.zinc = -polygon.norm2.x 
/ polygon.norm2.z; 
CalPolygonRegion2(&polygon.valy, pn, point); 
CalPolygonEdge2(edge, pn, point); 
polygon.EdgeNum - pn; 
PolygonScanConvert2(polygon, edge, point); 
) 


) 
) 
ifímap fg == ON)( 
ifíambmap fg == ON) 
CloseMapFile((material+mp)->ambmap.mptr); 
if(difmap_fg == ON) 
CloseMapFile((material+mp)->difmap.mptr); 
if(specmap_fg == ON) 
CloseMapFile((material+mp)->specmap.mptr); 


typedef struct { 
int flag; 
int CrossNum; 
int etable[MAXEDGE]: /* edge table */ 
float ctableIMAXEDGE]: /* x-cross value table */ 
int itable[MAXEDGE]: /* integer x-cross */ 
) Cross; 
/* 
* Sc oe ke fe ake oke fe oke sje oje je sje ok afe fe ahe sje ake afe fe ake ake ake 
* * PolygonScanConvert2 * 
* ake ke ke ae ke ke sje oke sje oke afe ae fe je ojeoke afc ake ate ie aie ake oe 
* 
* Function: scan convert a polygon with vertex atribute 
* Usage: 
^ Polygon polygon (input) - current polygon 
" Edge *edge (input) - pointer to edge 
* Point *point (input) - pointer to point 
*/ 
PolygonScanConvert2(polygon, edge, point) 
Polygon polygon; 
Edge *edge; 
Point *point; 
{ 
int y, K, x, i, sgn, ep, ep0, epl; 
int under, up; 
int left, right, in_flag; 
float depth, depth0, midr; 
U Char ReorderColor(); 
Cross Cross; 
Color color; 
Point mid[2]; 


if(polygon.valy.min « 0) under - 0; 


else under = polygon.valy.min; 
if(polygon.valy.max >= view.screen.y) up - view.screen.y - 1; 
else up = polygon.valy.max; 


for(y = under; y <= up; y++) 

{ 
SearchCross(&cross, y, polygon.EdgeNum, edge); 
if(cross.flag != -1){ 


ep = *(cross.etable); 

depthO = (polygon.cn - polygon.norm2.y * (float)y) / 
polygon.norm2.z; 

sgn = (cross.CrossNum + 1) / 2; 

for(k = 0; k < sgn; k++) 


{ 
ep) =2 * k: 
epl = epO + 1; 
left = *(cross.itable+ep0); 
right = *(cross.itable+ep1); 
for(x = left, in flag = FALSE; x <= right; x++) 
{ 


depth = polygon.zinc * (float)x 
+ depth0; 
if(depth < *(Depth.buf[y]+x)) { 
if(in_flag == FALSE){ 


InBetweenMidAtribute(mid, 
&midr, y, edge, point, *(cross.etable+ep0), *(cross.etable+ep1), polygon); 
in_flag = TRUE; 


} 
InBetweenPixelAtribute(&color, 
x, mid, midr, polygon); 
*(Depth.buf[y]+x) = depth; 
*(Red.buf[y]+x) = 
ReorderColor(color.r); 
*(Green.buf[y]+x) = 
ReorderColor(color.g); 
*(Blue.buf[y]+x) = 
ReorderColor(color.b); 


} 


ClearMaterial2() 
{ 


int L 
for(i = 0; i < MAXMATERIAL; i++) 
{ 


(material+i)->ambient.r = (material+i)->ambient.g 

= (material+i)->ambient.b = 0; 
(material +i)->diffuse.r = (material+i)->diffuse.g 

= (material+i)->diffuse.b = 0; 
(material+i)->speculer.r = (material +i)->speculer.g 

= (material+i)->speculer.b = 0; 
(material+i)->lmodel = 0; 
(material+i)->expo = 1; 
(material+i)->smooth = OFF; /* add for ver. 2 8/25 */ 
(material+i)->map = OFF; 
(material+i)->ambmap.flag = OFF; 
(material +i)->difmap.flag = OFF; 
(material+i)->specmap.flag = OFF; 


/* 

* に し よ ま まま ます まま まま まま ま ます 

* * PolygonClip2 * 

* Sk ee sje sje ke ke ke afe fe afe 3e ake ae ke akc 

* 

" Function: polygon clipper with vartex atribute 

* Usage: 

= Point *point (input) - pointer to point 
* int vn (input) - number of point 
j int fg1, fg2(input) - clipping flags 
*/ 


PolygonClip2(point, vn, fg1, fg2) 
Point *point; 


int vn; 
int fgl, fg2: 
{ 
int Lil 
int pn, bio, pio, sio; 


float vO, z0, ag0: 
float pnt[4], clpm[MAXEDGE][4]: 
Point mp, vert[MAXEDGE]: 


if(fg1 == 0) ag0 = 1; 
else ag0 = -1; 


for(i = 0; i < vn; i++) 

{ 
*pnt = (point+i)->coord.x; 
*(pnt+1) = (point+i)->coord.y; 
*(pnt+2) = (point+i)->coord.z; 
*(pnt+3) = 1.0; 


164 


PIXEL ( No. 77) 


=0; 


CalMatV(clpmhil, pnt, ClipMat); 


pn 
v0 = ag0 * clpm[0][fg2]; 
z0 = -1.0 * clpm[0][2]; 


if(vO « z0) 


else( 


} 


bio = sio; 


sio = 0; 


sio = 1; 
PointCopy V (vert, point); 
pn 


for(i = 1; i< vn; i++) 


{ 


il =i-1; 
v0 = ag0 * clpm[i][fg2]; 
z0 = -1.0 * clpm[i][2]; 


if(vO < z0){ 
pio = 0; 
if(bio == 1){ 
CalCrossWall2(point+i, point+il, &mp, fg1, fg2); 
PointCopy V(vert+pn, &mp); 
pn++; 
) 
) 
else( 
pio = 1; 
if(bio == 1){ 
PointCopy V(vert+pn, point+i); 
pne 
) 
else( 
CalCrossWall2(pomt+i, point+il, &mp, fg1, fg2); 
PointCopy V(vert+pn, &mp); 
pne 
PointCopy V(vert+pn, point+i); 
pn++; 
) 
) 
bio = pio; 
) 
il = vn - 1; 


if((bio == 0 && sio == 1) Il (bio == 1 && sio == 0)){ 


CalCrossWall2(point, point+il, &mp, fg1, fg2); 
PointCopy V(vert+pn, &mp); 


pn 
) 
for(i 20;i« pn; i++) 
PointCopy V(point+i, vert); 
return(pn); 


) 


CalCrossWall2(vt, vm, mp, fg1, fg2) 
Point *vt, *vm, *mp; 


int fg1, fg2; 
{ 
float 
float 


if(fg2 == 


clp, t, ak, bk, ck, z; 


Xrg, yrg, Zrg; 

0){ 

if(fg1 == 0) clp = view.paral; 

else clp = -1.0 * view.paral; 


ck = vm->coord.z - vt-»coord.z; 


if(ABS(ck) >= SMOLE){ 
bk = -1.0 * clp * (vm->coord.x - vt->coord.x); 
zrg = ck - bk; 
if(ABS(zrg) >= SMOLE){ 
ak = -1.0 * clp * vt->coord.x; 
z = (ak * ck - vt->coord.z * bk) / zrg; 
t = (z - vt->coord.z) / ck; 
InBetweenPointAtribute(mp, vt, vm, t); 
mp->coord.x = vt->coord.x +t 
* (vm->coord.x - vt->coord.x); 
mp->coord.y = vt->coord.y +t 
* (vm->coord.y - vt->coord.y); 
mp->coord.z = Z; 


else 
PointCopy V (mp, vm); /*impossible case */ 


mp-»coord.z = vt-»coord.z; 


mp-»coord.x = -1.0 * vt->coord.z / clp; 
xrg — vm-»coord.x - vt-»coord.x; 
if(ABS(xrg) >= SMOLE)( 
t = (mp->coord.x - vt->coord.x) / xrg; 
mp->coord.y = vt->coord.y + t 
* (vm->coord.y - vt-»coord.y); 
InBetweenPointAtribute(mp, vt, vm, t); 


else /* imposible case */ 
{ 
mp->coord.y = vt->coord.y; 
mp->norm.x = vt-»norm.X; 
mp->norm.y = vt->norm.y; 
mp->norm.z = vt-»norm.Z; 
if(map_fg == ON){ 
mp->map.u = vt->map.u; 
mp-»map.v = vt->map.v; 


else { 
if(fg1 == 0) clp = view.para2; 
else clp = -1.0 * view.para2; 


ck = vm->coord.z - vt->coord.z; 


if(ABS(ck) >= SMOLE)( 
bk = -1.0 * clp * (vm->coord.y - vt->coord.y); 
zrg = ck - bk; 
if(ABS(zrg) >= SMOLE){ 
ak = -1.0 * clp * vt->coord.y; 
z = (ak * ck - vt->coord.z * bk) / zrg; 
t = (z - vt->coord.z) / ck; 
InBetweenPointAtribute(mp, vt, vm, t); 
mp-»coord.x = vt-»coord.x + t 
* (vm-»coord.x - vt->coord.x); 
mp-»coord.y = vt->coord.y + t 
* (vm->coord.y - vt->coord.y); 
mp->coord.z = Z; 


else 
PointCopyV(mp, vm); /*impossible case */ 


mp->coord.z = vt->coord.z; 

mp->coord.y = -1.0 * vt->coord.z / clp; 

yrg = vm-»coord.y - vt->coord.y; 

if(ABS(yrg) >= SMOLE)( 
t = (mp->coord.y - vt->coord.y) / yrg; 
mp-»coord.x = vt->coord.y + t 

* (vm->coord.x - vt->coord.x); 

InBetweenPointAtribute(mp, vt, vm, t); 


else /* imposible case */ { 
mp->coord.x = vt-»coord.x; 
mp->norm.x = vt->. 
mp-»norm.y = vt-»no 
mp-»norm.z = vt->norm.., 
if(map_fg == ON){ 
mp->map.u = vt->map.u; 
mp-»map.v = vt->map.Vv; 


p ES 
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* InBetweenPointAtribute * 


ak je sje oj ake sje oje ak oj ke ake ae ake ke ake oje ake ake ake ke ate a ate le ake ake 


Function: inbetween point atribute 

Usage: 
Point *vt, *vm (input) - two terminal point of one line 
Point *mp (input) - inbetween point 
float t (input) - inbetween value 


* 0 * * X X X* * * OF 


* 
— 


InBetweenPointAtribute(mp, vt, vm, t) 
Point *mp, *vt, *vm; 
float t 


( 


Vector3f vector; 


vector.x = vt->norm.x + (vm-»norm.x - vt-»norm.x) * t; 
vector.y = vt-»norm.y + (vm-»norm.y - vt-»norm.y) * t; 
vector.z = vt->norm.z + (vm-»norm.z - vt->norm.z) * t; 
UnitVector(&(mp-»norm), vector); 


—_ rr ee 


if(map_fg == ON){ 
mp->map.u = vt->map.u + (vm->map.u - vt->map.u) * t; 
mp-»map.v = vt->map.v + (vm-»map.v - vt-»map.v) * t; 


PointCopy V (copy, orig) 

Point *copy, *orig; 

( 
copy->coord.x = orig->coord.x; 
copy->coord.y = orig->coord.y; 
copy->coord.z = orig->coord.z; 


copy->norm.x = orig->norm.x; 
copy->norm.y = orig->norm.y; 
copy->norm.z = orig->norm.z; 


copy->color.r = orig->color.r; 
copy->color.g = orig->color.g; 
copy->color.b = orig->color.b; 


copy->map.u = orig->map.u; 
copy->map.v = orig->map.v; 


) 


CalPolygonEdge2(edge, pn, point) 


Edge *edge; 

int pn; 

Point *point; 

{ 
int L3G 
float ay; 


for(j = 0; j < pn; j++) 
{ 


jl=j+1; 
if(jl == pn) jl =0; 


ay = (point*j1)-»coord2.y - (point+j)->coord2.y; 
if(ABS(ay) < SMOLE) (edgetj)->flag = -1; 
else { 
(edge+j)->flag = 1; 
(edge+j)->cline = ((point*j1)-»coord2.x 
- (point+j)->coord2.x) / ay; 
) 
(edge+j)->posi.x = (point+j)->coord2.x; 
(edge+j)->posi.y = (point+j)->coord2.y; 
(edge+j)->posi.z = (point+j)->coord2.z; 
(edge+j)->valy.min = MIN((point+j)->coord2.y, 
(point+j1)->coord2.y); 
(edge+j)->valy.max = MAX((point+j)->coord2.y, 
(point+j1)->coord2.y); 
(edge+j)->vp0 = j; 
(edge+j)->vp1 = jl; 


} 


CalPolygonRegion2(valy, vn, point) 
Minmax *valy; 

int vn; 

Point *point; 

{ 


int i 


valy->min = valy->max = point->coord2.y; 

for(i = 1; i < vn; i++) 

{ 
valy->mm = MIN(valy->min, (pointti)->coord2.y); 
valy->max = MAX(valy->max, (point+i)->coord2.y); 


CalPolygonCenter2(center, vn, point) 


Vector3f *center; 

int vn; 

Point *point; 

| . 
int 1, 
Vector3f sum; 


sum.x = sum.y = sum.z = 0; 

for(i = 0; i < vn; i++) 

{ 
sum.x += (point+i)->coord2.x; 
sum.y += (point+i)->coord2.y; 
sum.z += (point+i)->coord?.z; 


) 


center->x = sum.x / (float)vn; 
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center->y = sum.y / (float)vn; 
center->z = sum.z / (float)vn; 


} 
CalPolygonNormal2(norm, vn, point) 


Vector3f *norm; 

int vn; 

Point *point; 

{ 
int i, j, vnl; 
float sq; 
Vector3f sum; 


sum.x = sum.y = sum.z = 0; 
vnl = vn - 1; 
for(i = 0; i < vn; i++) 
{ 
if(i == vnl) j=0; 
else j=i+ i 
sum.x += ((point+i)->coord2.y - (point+j)->coord2.y) 
* ((point+i)->coord2.z + (point+j)->coord2.z); 
sum.y += ((point+i)->coord2.z - (point+j)->coord2.z) 
* ((point+i)->coord2.x + (point+j)->coord2.x); 
sum.z += ((point+i)->coord2.x - (point+j)->coord2.x) 
* ((point+i)->coord2.y + (point+j)->coord2.y); 
) 
UnitVector(norm, sum); 
/* positive = clockwize */ 
norm-»x *- -1.0; 
norm-»y *- -1.0; 
norm-»z *- -1.0; 
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* * InBetweenMidAribute * 

* fe fe kc ke sje ke ke ke ke oke sje sje sje ok ke afe afe ake ake ake ake ake afe ke 

* 

" Function: inbetween two points with Y-direction 

* Usage: 

i Point ^ *mid (input) - pointer to inbetween point 
* float *midr (input) - inbetween value 

E int y (input) - screen Y value 

Edge *edge (input) - pointer to edge 

* Point *point(input) - pointer to point 

を int etO, etl (input) - the numbers of edge of current line 
| 


InBetweenMidAtibute(mid, midr, y, edge, point, et0, etl, polygon) 


Point *mid; 


float *midr; 
int y; 

Edge *edge; 
Point *point; 
int etO, etl; 


Polygon polygon; 
{ 


float sq, 5, t, 81, EL, r1, 80, 10, 10: 
int i, vpO, vpl, vq0, vq1: 
float CorrectDistortPoint(); 


vp0 = (edge+et0)->vp0; 
vpl = (edge+et0)->vp1; 
vq0 = (edge+et1)->vp0; 
vql = (edge+et1)->vp1; 


s = (point+vp1)->coord2.y - (point+vp0)->coord2.y; 

if(ABS(s) >= SMOLE) s0 = (y - (point+vp0)->coord2.y) / s; 
else s0 = 0; 

sl = CorrectDistortPoint(s0, point+vp0, point+vp1); 
LinearInBetween(mid, point+vp0, point+vp1, s1, polygon); 


t = (pomt+vq1)->coord2.y - (point+vq0)->coord2.y: 

if(ABS(t) >= SMOLE) t0 = (y - (point+vq0)->coord2.y) / t; 
else 10 = 0: 

tl = CorrectDistortPoint(t0, point+vq0, point-vq1); 
LinearInBetween(mid+1, point+vq0, point+vq1, t1, polygon); 


PersProject2(mid, 2); 
for(i = 0; i < 2; i++) 

(mid+i)->coord2.x = (mid+i)->coord2.x * view.sc2.x + view.sc2.x; 
*midr = (mid+1)->coord2.x - mid-»coord2.x; 


/* 
* ake ake obe obe oe ke ahe oje je oe je obe ae ae ahe ahe ode je afe ake ake ae ae oie ke ake 
* * [nBetweenPixelAtribute * 
* に しま よ まま すま すま ます ょ まま ます まま まま よ ま まま すま すま すう 
* 
» Function: inbetween two points with X-direction 
y Usage: 
Color *color (input) - pointer to color 
= Point *mid (input) - pointer to inbetween point 
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float *midr (input) - inbetween value 
int x (input) - screen X value 
Polygon polygon (input) - current polygon 


InBetweenPixelAtribute(color, x, mid, midr, polygon) 


Color 
int 
Point 
float 
Polygon 


{ 


ーー 
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*color; 

X; 

*mid; 

midr; 

polygon; 

float r0, rl; 

Point hit; 

Vector3f eye; 

Illum illum[MAXLIGHT]; 
float CorrectDistortPoint(); 
if(ABS(midr) >= SMOLE)  r0- ((float)x - mid-»coord2.x) / midr; 
else rÔ = 0; 


rl = CorrectDistortPoint(r0, mid, mid+1); 
LinearInBetween(&hit, mid, mid+1, r1, polygon); 


polygon.center.x = hit.coord.x; 

polygon.center.y = hit.coord.y; 

polygon.center.z = hit.coord.z; /*for using CalPolygonIllum()*/ 
CalPolygonlllum(illum, polygon); 


UnitVector(&eye, hit.coord); 


eye.x *= -1.0; 
eye.y *- -1.0; 
eye.z *= -1.0; 


CalPixelColor(color, polygon, hit, illum, eye); 
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* LinearInBetween * 
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Function: Inbetween two point atribute 

Usage: 
Point ^ *mid (input) - inbetween point 
Point ^ *edO, *edl (input) - two terminal point 
float r (input) - inbetween value 
Polygon polygon (input) - current polygon 


LinearInBetween(mid, ed0, ed1, r, polygon) 


Point 
float 
Polygon 
{ 


} 


*mid, *ed0, *ed1; 
Ij 

polygon; 
Vector3f vector; 

mid->coord.x = (ed1 ->coord.x - ed0-»coord.x) * r + ed0-»coord.x; 
mid->coord.y = (ed1-»coord.y - ed0->coord.y) * r + ed0->coord.y; 
mid->coord.z = (ed1-»coord.z - ed0->coord.z) * r + ed0->coord.z; 


if(smooth_fg == ON){ 


vector.x = (ed1 ->norm.x - ed0->norm.x) * r + ed0->norm.x; 
vector.y = (ed1 ->norm.y - ed0->norm.y) * r + ed0->norm.y; 
vector.z = (ed1 ->norm.z - ed0->norm.z) * r + ed0->norm.z; 


UnitVector( &(mid-»norm), vector); 


else( 
mid->norm.x = polygon.norm.x; 
mid->norm.y = polygon.norm.y; 
mid->norm.z = polygon.norm.z; 


) 
ifímap fg == ON)( 


mid->map.u = (ed1->map.u - ed0->map.u) * r + ed0-»map.u; 
mid->map.v = (ed1-»map.v - ed0->map.v) * r + ed0->map.v 


UnitVector(vector, orig) 


Vector3f 


( 


*vector, orig; 
float sq; 
int flag; 


sq =sqrt((double )(orig.x * orig.x + orig.y * orig.y + orig.z * orig.z)); 


if(ABS(sq) >= SMOLE)( 
vector->x = orig.x / sq; 
vector->y = orig.y / sq; 
vector->z = orig.z / sq; 
flag = 0; 


else { 
vector->x = 0; 
vector->y = 0; 
vector->z = 1; 


g 
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* 
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flag = 1; 


return(flag); 
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* CalPixelColor * 
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Function: calulate pixel color with mapping color 

Usage: 
Color  *color (input) - pointer to color 
Polygon polygon (input) - current polygon 
Ilum . *illum (input) - pointer to illum 
Vector3f eye (input) - eye vector (to current dot) 


CalPixelColor(color, polygon, hit, illum, eye) 


Color 
Polygon 
Point 
Illum 
Vector3f 
{ 


*color; 
polygon; 
hit; 
*illum; 
eye; 


int j mptr; 

float shading, reflect, bright; 

float Sq; 

float rate, urate; 

float Shading(), Speculer(); 

Color bri, hi, lpw, ambm, difm, specm; 


bri.r = bri.g = bri.b = 0; 

hi.r = hi.g = hi.b = 0; 

for(j = 0; j < polygon.LitNum; j++) 
{ 


shading = Shading((illum+j)->vec, hit.norm); 
mptr = polygon.mptr; 
if((material+mptr)->lmodel > 1) 


reflect = Speculer((illum+j)->vec, hit.norm, eye, 


(material+mptr)->expo); 


Ipw.r = (light+j)->color.r * (illum+j)->dump; 
Ipw.g = (light+j)->color.g * (illum+j)->dump; 
Ipw.b = (light+j)->color.b * (illum+j)->dump; 


bri.r += lpw.r * shading; 
bri.g += lpw.g * shading; 
bri.b += lpw.b * shading; 


if((material+mptr)->Imodel > 1)( 
hi.r += reflect * Ipw.r; 
hi.g += reflect * lpw.g; 
hi.b += reflect * Ipw.b; 

} 


} 
if(map_fg == OFF) { 
color->r = (material+mptr)->ambient.r 
+ (material+mptr)->diffuse.r * bri.r; 
color->g = (material+mptr)->ambient.g 
+ (material+mptr)->diffuse.g * bri.g; 
color->b = (material+mptr)->ambient.b 
+ (material+mptr)->diffuse.b * bri.b; 
if((material+mptr)->Imodel > 1)( 
color->r += (material+mptr)->speculer.r * hi.r; 
color->g += (material+mptr)->speculer.g * hi.g; 
color->b += (material+mptr)->speculer.b * hi.b; 


) 


else( 
'if(ambmap fg == ON)( 


CalMapColor(&ambm, (material+mptr)->ambmap.mptr, 
(material+mptr)->ambmap.time, hit); 


rate = (material+mptr)->ambmap.rate; 
urate = 1.0 - rate; 
color->r = (material+mptr)->ambient.r * urate 


color->g = (material+mptr)->ambient.g * urate 


color->b = (material+mptr)->ambient.b * urate 


else { 
color->r = (material+mptr)->ambient.r; 
color->g = (material+mptr)->ambient.g; 

l color->b = (material+mptr)->ambient.b; 

if(difmap fg == ON) { 
if(CompareMap((material+mptr)->ambmap, 


+ ambm.r * rate; 
+ ambm.g * rate; 


+ ambm.b:* rate; 


(material 4mptr)-»difmap) == TRUE) 


ColorCopy(&difm, ambm); 
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) 


else 
CalMapColor(&difm, (material+mptr)->difmap.mptr, 
(material+mptr)->difmap.time, hit); 
rate = (material mptr)-»difmap.rate; 
urate = 1.0 - rate; 


color->r += ((material+mptr)->diffuse.r * urate 

+ difm.r * rate) * bri.r; 
color->g += ((material+mptr)->diffuse.g * urate 

+ difm.g * rate) * bri.g; 
color->b += ((material+mptr)->diffuse.b * urate 

+ difm.b * rate) * bri.b; 


) 

else( 
color-»r += (material+mptr)->diffuse.r * bri.r; 
color->g += (material+mptr)->diffuse.g * bn.g: 
color->b += (material+mptr)->diffuse.b * bri.b; 

) 


if((material+mptr)->lmodel > 1){ 
if(specmap_fg == ON)( 
if(CompareMap((material+mptr)->ambmap, 
(material+mptr)->specmap) == TRUE) 
ColorCopy(&specm, ambm); 
else if(CompareMap((material+mptr)->difmap, 
(material+mptr)->specmap) == TRUE) 
ColorCopy(&specm, difm); 
else 
CalMapColor(&specm, 
(material+mptr)->specmap.mptr, (material+mptr)->specmap.time, hit); 
rate = (material+mptr)->specmap.rate; 
urate = 1.0 - rate; 


color->r += ((material+mptr)->speculer.r* urate 
+ specm.r * rate) * hi.r; 

color->g += ((material+mptr)->speculer.g* urate 
+ specm.g * rate) * hi.g; 

color->b += ((material+mptr)->speculer.b* urate 
+ specm.b * rate) * hi.b; 


else { 
color->r += (material+mptr)->speculer.r * hi.r; 
color->g. += (material+mptr)->speculer.g * hi.g; 
color->b += (material+mptr)->speculer.b * hi.b; 


CompareMap(compl, comp2) 
Mapping compl, comp2; 
( 


) 


int flag - FALSE; 


if(comp1.flag == ON)( 
if(stremp(compl.name, comp2.name) == EQUAL) { 
if(comp1.time.u == comp2.time.u) { 
if(comp1.time.v == comp2.time.v) 
flag = TRUE; 


} 
} 
retum(flag); 


ColorCopy(copy, orig) 


Color  *copy, orig; 
{ 
copy->r = orig.r; 
copy-»g = orig.g; 
copy-»b - orig.b; 
) 
OpenMapFile(ip) 
int ip; 
{ 
long pos; 
(mapfile+ip)->fp = fopen((mapfile+ip)->name, "r"); 
if((mapfile+ip)->fp == (FILE *)NULL){ 
fprintf(stderr, "Can't Open File %s\n", (mapfile+ip)->narme): 
exit(1); 
} 
(mapfile+ip)->fd = fileno((mapfile-ip)-»fp); 
(mapfile+ip)->posi.x = 0; 
(mapfile+ip)->posi.y = 0; 
(mapfile+ip)->pos = (long)HEADER + 2L * (mapfile+ip)->line; 
pos = lseek((mapfile+ip)->fd, (mapfile+ip)->pos, 0); 
if(pos == -1L)( 
fprintf(stderr, "Seek Error !! (OpenMapFile pos=%ld)\n", pos); 
exit(1); 
} 
} 
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CloseMapFile(ip) 


int 


( 


X = 
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* 
ig- 


Ip; 


fclose((mapfile+ip)->fp); 
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* CalMapColor * 
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Function: calculate mapping color 
Usage: 
Color *color (input) - pointer to color 
Vector2f time (input) - turn of mapping 
int ip (input) - No. of mapfile 
Point hit (input) - current hitting point 


CalMapColor(color, ip, time, hit) 


Color 
Vector2f 
int 

Point 


{ 


*color; 
time; 
ip; 

hit; 


int iv col: 
U_Char tank[1]; 
long rel, pos; 


x = hit.map.u * ((mapfile+ip)->size.x - 1) * time.u; 
y = hit.map.v * ((mapfile+ip)->size.y - 1) * time.v; 
if(x « 0) x =0; 
if(x >= (mapfile+ip)->size.x) x = x % (mapfile+ip)->size.x; 
if(y < 0) y =0; 
if(y >= (mapfile+ip)->size.y) y =y % (mapfile+ip)->size.y; 
rel = (3L * ((long)y - (long)(mapfile+ip)->posi.y) - 2L) 
* (mapfile+ip)->line + ((long)x - (long)(mapfile+ip)->posi.x) - 1L; 
pos = lseek((mapfile+ip)->fd, rel, 1); 
if(pos == -1L){ 
fprintf(stderr, 


"Seek Error! (CalMapColor pos=%ld map=%d new:x=%d y=%d old:x=%d y=%d rel=%ld)\n", 


pos, ip, x, y, (mapfile+ip)->posi.x, (mapfile+ip)->posi.y, rel); 
exit(1); 


) 

read((mapfile+ip)->fd, tank, 1); 

col = (int)(*tank); 

color->r = col / (float)BYTE; 

pos = lseek((mapfile+ip)->fd, rel, 1); 


if(pos == -1L){ 
fprintf(stderr, 

"Seek Error !!(CalMapColor pos=%ld map=%d x=%d y=%d)\n", pos, ip, x, y); 
exit(1); 


J 

read((mapfile+ip)->fd, tank, 1); 
col = (int)(* tank); 

color->g = col / (float)BYTE; 


rel = (mapfile+ip)->line - 1L; 
pos = lseek((mapfile+ip)->fd, rel, 1); 


if(pos == -1L){ 
fprintf(stderr, 

"Seek Error !!(CalMapColor pos=%ld map=%d x=%d y=%d)\n", pos, ip, x, y); 
exit(1); 


} 

read((mapfile+ip)->fd, tank, 1); 
col = (int)(*tank); 

color->b = col / (float)B YTE; 


(mapfile+ip)->posi.x = x; 
(mapfile+ip)->posi.y = y; 
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米国 に お ける GIS の 現状 
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前 回 は GIS 発展 の 動向 を 約 四半 世紀 に わた っ て 解説 し た 。 本 
稿 を 投函 し た 直後 に ある 専門 誌 (American Cartographer,1988 
年 7 月 号 ) が 手元 に 届い た が , 皮肉 に も GIS の 発展 史 を 特集 し 
て いた 。GIS 史 の 主人 公 と も いえ る 人 た ち が 執 筆 し て いる の で , 
ぜひ 一 読 を お 勧め する 。GIS 史 に 関し て は , 歴史 が 浅い た めか 
あま り 公 表 さ れ て いな い 面 が 多く , GIS 発展 史 の 研究 に 携わる 
人 た ち に と っ て この 特集 号 は 貴重 な 文献 と な ろう 。 続い て 本 稿 
で は GIS の 現状 が どう な っ て いる の か , 探っ て みた い 。 
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GIS と いえ ば 4,5 年 前 まで は 一 揚 の 専門 家 に 知ら れ て いた に 
すぎ な か っ た が , 最近 に な っ て 市 場 が 急速 に 拡大 し , 内 容 が 詳 
し く 把 握 さ れ て いる か どう か は と も か く , 一 般 に も 広く 知ら れ 
る よう に な っ て きた 。 最近 の 「Computer Graphics Today; && 
に 載っ た 米国 デー タク エス ト 社 の 調査 に よれ ば , 1988 年 の GIS 
市 場 は 2 億 9.600 万 ドル と 推定 され て いる 。 前 調査 の 推定 で は 1 
億 9,200 万 ドル で あっ た か ら , な ん と 35% も 予想 を 上 回 っ た こ 
と に な る 。 また, この 数 字 を 見 て も いか に GIS の 市 場 が 急 転 し 
て いる か が お わか り に な ろう 。 各 方 面 の 現場 の 声 を 聞い て みる 
と , この 傾向 に 今後 ます ます 加速 が か か る と 予測 され る ( 図 1, 
次 ペー ジ )。 最 近 の GIS 関連 の 学会 な どの 参加 者 の 統計 を 見 て 
みる と , 現状 で は ほぼ 60~70% が 政府 , 地方 自治 体 関係 者 また 
は ユー ザー で ある が , 最近 の 傾向 と し て 民間 企業 や コン サル タ 
ント の 数 が 急増 し て いる こと が 注目 され る 。 こ れ は , GIS の 価 
格 低減 な どの 要因 も あっ て , 民間 企業 も よう や く 最 近 に な っ て 
GIS の 利用 価値 を 見 い だ し 始め た こと と し て 受け 取れ よう 。 
「GIS World 」 誌 の 8 月 号 に 掲載 さん れ て いる 人 事 募 集 欄 で は 
50% 強 が 民間 企業 か ら の も の で あり , この 事実 を 裏付け る も の 
TES ja 

民間 企業 の 増大 に も 深く 関係 が ある 傾向 か も し れ な い が , 376 
来 AM/FM ある い は CAD と し て 開発 され た ソフ トウ エア に 
GIS 特有 の 機能 を 付加 し て , GIS 市 場 に 参入 する 企業 が 急増 し 
て いる 現象 も 注目 に 値 し よう 。 これ を 全体 面 か ら と ら え れ ば ぱ ば, 
GIS の 定義 その も の が 薄弱 化し , 今 ま で 明確 に あっ た AM/FM 
また は CAD と の 境界 が 消滅 し か け て いる も の と も 受け 取れ , 
その 半面 , 新しい 意味 で の GIS 市 場 が 拡大 し て いる と も 読み 取 
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れる 。 し か し 当初 に も 述べ た よう に , 真 の GIS に は マッ ピン グ , 
デー タベース 検索 , 解析 の 3 機能 が ある べき で , 最近 の GIS に 
it, GIS と よぶ に は ふさ わし く な い シ ステ ム も 出現 し て いる の 
で 注意 が 必要 で ある 。 

クッ ペー ドウ エア 。 ツ ソフ トウ エア 面 を みて みる と GIS も CAD, 
AM/FM 市 場 と 同様 ワ ソー クス テー ショ ン 時 代 に 入っ て お り , 
Sun, DEC, HP と いっ た プラ ッ ト フ ォ ー ム が 普及 し 始め て い 
る 。 オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム の 方 も CMS, VMS と いっ た 
メー カー 独自 の も の か ら UNIX へ と , バー ジョ ン は 異な る に し 
て も 一 応 統 一 へ と 向かっ て いる 。 ソ フト ウエ ア に つい て も 。,。 当 
然 こ の よう な シス テム 上 で 動く も の が 有望 に な っ て くる と 考え 
られ る 。 一 方 , パー ソナ ルコ ンピュータ も 新 時 代 に 移り つつ あ 
0, 一 昔 前 の ミニ コン ピュ ー タ の 演算 能力 を し の ぐ 機 種 が 大 半 
に な っ て き て いる た め 。 汎用 と いう メリ ッ ト を 考慮 すれ ば , Z 
れ か ら ま すま す GIS の 世界 で 利用 きれ て いく こと が 予想 され 
oe 
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さて , ここ で GIS 関連 の 中 枢 的 存在 と な っ て いる 企業 を みて 
みよ う 。 前 回 に も あげ た が , GIS の 先端 を 走る の は まぎれ も な 
く ロ サン ゼル ス 近 郊 に 本 社 の ある ESRI で あろ う 。ESRI の 
GIS ソフ トウ エア ARC/INFO は , 日 本 で も パス コ か ら 発 売 き 
れ て いる の で 一 部 の 読者 に は お な じみ と 思う が , 1987 年 度 の 数 
字 で は GIS 市 場 の 50 て 60% 程 度 の シェ ア を も っ て お り , 今 後 市 
場 が さら に 拡大 する に つれ ARC/INFO の マー ケッ ト ・ シ ェ ア 
も 増大 し , 応用 分 野 に よっ て は 60~809 に も な る こと が 予想 さ 
れる 。 前 述 の 「Computer Graphics Today」 誌 に よれ ば , 1987 年 
度 の 同社 の 売上 高 は 約 3.000 万 ドル で あっ た と いわ れる 。ARC/ 
INFO は これ まで プラ イム , DEC, デー タ ゼ ネ ラ ル , IBM の プ 
ラッ ト フ ォ ー ム 上 で 動い て いた が , 最近 か ら Sun の UNIX 上 
で も 走る よう に な り , 現在 Sun の ワー クス テー ショ ン は 同社 の 
推奨 ハー ドウ エア と も な っ て いる 。 現在 HP, Apollo な どの ワ 
ー ク ステ ーション に も 移植 中 で , 1988 年 の 末 頃 まで に は 発売 に 
いた る よう で ある 。 ARC/INFO の 特徴 と し て は , デー タ に ト ポ 
ロジ の 考え 方 が 導入 され て お り , 機能 的 に は 優れ て いる が アル 
ゴリ ズム の 効率 に 疑問 の 多い 人 も 少な く は な い 。 筆者 の 経験 か 
らい えば , 入力 用 プロ グラ ム (ADS) は 他 の シス テム に 比べ て 
劣る よう で ある 。Ver.4.0 で は AML (Arc Macro Language) 


EBBE と お る 


アイ ダ ホ 大 学 準 教授 GIS 研究 室長 College of Art & Architecture, University of Idaho, Moscow, Idaho 83843 U.S.A. 
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1988 89 90 91 92 年 


1 米国 に お ける 今後 5 年 間 の GIS 市 場 の 伸び 予測 
(資料 : デ ー タ クエ スト 社 , Computer Graphics Today 誌 に よ る ) 


や プルダウン メニ ュー が 使え る まう に りー 
タフ ェ ー ス の 質 が 向上 し た も の の , 複雑 な シス テム の た め に 使 
いこ な せる まで に は 長期 の 訓練 が 必要 で ある 。 同 クラ ス の シス 
テム に も 共通 し て いえ る こと だ が 。 教育 用 の シス テム と し て は 
上 級 向き で , 入門 用 の GIS と し て は 不適 で ある 。 

続い て ESRI を 追い 上 げ る の は , 日 本 に も 支社 の ある イン タ 
ー グ ラフ 社 で ある 。 同社 の 市 場 は 土地 の 登記 や 道路 施設 管理 と 
いっ た AM/FM の 世界 , ある い は 建築 土木 方 面 の CAD と いっ 
た 分 野 が 主体 で ある が ,80 年 代 前 半 か ら GIS の 機能 を 追加 し 始 
i, 現在 は DEC の VAX の プラ ッ ト フ ォ ー ム で 動い て いる 。 イ 
ンタ ー グ ラフ GIS は VAX 上 で の み 動 作 す る こと が 弱点 で あ 
る が , CAD の 世界 か ら 発 展 し た GIS だ け に 優れ た 入力 用 プロ 
グラ ム を 備え て いる の が 特徴 で ある 。 特 に 先進 の スキ ャ ナ 技 術 
を 持ち 合わ せ て いる の で , コス ト さ え 下 が れ ば 一 層 普 及 す る だ 
ろう 。1986 FRAO GIS の 売上 高 は 1.500 万 ドル と み ら れ て いる 。 
IBM は 売上 高 で は 第 3 位 に ラン ク さ れ て お り , 同社 の メイ ン 
フレ ー ム 上 で 動く GFIS を 発売 し て いる が , 1986 年 に は 1,000 
万 ドル の 売上 げ が あっ た と み ら れ て いる 。 これ は 純粋 な GIS と 
は 少々 異な る が 。 電力 会 社 な どの 施設 管理 面 で 売上 げ を 伸ばし 
て いる 。 

以下 テキ サス 州 に 本 部 の ある シナ コム テク ノロ ジー 社 と カナ 
ダ の ジオ ォ オビ ジョン 社 が 4 位 の 座 を 競っ て いる が 。 と も に VAX 
ベー ス の GIS CHS. 前 者 は AM/FM 分 野 で 多く 使用 され て 
i30, 日 本 で も NCG 社 が 販売 を 担当 し て いる 。 シ ナコ ム の GIS 
機能 は , 元 来 は EMIS (Environmental Management Informa- 
tion System) に あっ た が , 同社 の リレー ショ ナル ・ デ ー タ ベー 
ス INFORMAP に 統合 され た 。 EMIS iX, 前 回 に も 取り 上 げた 
ハー バー ド 大 学 LCGSA の ODYSSEY の 市 販 版 で ある の で , 
あえ て いえ ば ARC/INFO と は 遠縁 関係 に ある も の と も いえ 
る 。 一 方 。 ジ オビ ジョ ン 社 は 長い 間 米 国 以外 の 市 場 を 開拓 し て 
きた が , 最近 , 米国 市 場 で も 売上 げ を 伸ばし て いる 。 

以上 , 米国 市 場 に お ける 主要 GIS を あげ た が , ここ で 忘れ て 
は な ら な い GIS に 「GRASS (Geographic Resource Analysis 
Support System) ; 」 が ある 。GRASS は 80 年 代 前 半 に 陸軍 工兵 
隊 の 土木 工学 研究 所 ・ 環 境 部 門 に お いて 開発 され た ラス ター・ シ 
ステ ム で , いく つか の 連邦 政府 機関 が 利用 し て いる が , 最近 に 
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な っ て ベク ター 機能 も 使え る よう に な り 有 望 視 され て いる 。 
GRASS は Sun, MASSCOMP の UNIX, DEC の VMS 上 で 動 
き , 現在 他 の プラ ッ ト フ ォ ー ム 上 へ と 移植 きれ て いる も よう で 
ある 。C 言語 で 書か れ て いる の で 移植 が 容易 で あり , ソ ー ス コー 
ド が パブ リッ ク ・ ド メイ ン な の で 比較 的 安価 に 入手 で きる と い 
う 利 点 が ある 。 それ め ゆえ , 目的 に 合っ た シス テム が 構成 で きる 
点 も メリ ッ ト で ある し 。 ラ スタ ー・ シ ステ ム で ある の で ラン ド 
サッ ト , スポ ッ ト ' な どの 衛星 デー タ 解 析 に も 最適 で ある 。 
ELE, ワー クス テー ショ ン を ベー ス と し た GIS を 取り 上 げ て 
みた 。 最近 に な っ て パー ソナ ルコ ンピュータ を プラ ッ ト フ ォ ー 
ム に し た 優秀 な ソフ トウ エア が 次 々 と 開発 され て き て いる の 
C, 主要 な も の を 紹介 し た い が , 残念 な が ら 誌面 の 都合 で 別 の 
会 に 譲る こと と し た い 。 


wR » 89r 9 — (National 
Center for Geogreohio Information 
Analysis : NOGIA) 


日 本 国内 で も 既知 と 思う が , 米国 科学 財団 (NSF) の 援助 に 
よっ て NCGIA と いう 組織 の 設立 が 正式 に 決定 し た 。NCGIA 
と いう の は ,。 米国 の 大 学 を 何 校 か 選ん で GIS 研究 ・ 教 育 の 拠点 
と し, この先 1995 年 度 まで 総額 1.000 万 ドル を 費やす 計画 で あ 
る 。 設立 過程 に つい て は 詳し く 書 か れ て いる 記事 が ある の で 参 
照 さ れ た いり!。 NCGIA は , GIS 関係 者 か ら の 長年 に わた る 設立 
要請 に こたえ て この ほど 最終 選考 が 終了 し , 中 途 で 応募 全校 か 
ら 数 校 が 選出 され た 後 , 1988 年 6 月 ウィ スコ ン シ ン 大 学 と カリ 
フォ ルニア 大 学 サ ンタ バー バラ 校 (UCSB) の 2 校 が 候補 校 と し 
て 残っ た が , 1988 年 8 月 19 日 最終 決定 が な され , UCSB 校 に 決 
まっ た だ 。 ニ ュー ヨー ク 州 立 大 学 バ ッ フ ァ ロ ー 校 と メイ ン 大 学 オ 
ロ ノ 校 も UCSB の コン ソー シア ム と な っ て いる の で , 研究 費 を 
分 か ち 合 うこ と に な る 。 この 決定 に よっ て 米国 大 学 の GIS 関連 
プロ グラ ム は お お い に 動 揺 し て いる の が 現状 で ある 。NCGIA 
に 関し て は , 日 本 に お いて も 一 種 の モデ ル と し て 注目 し て いっ 
だ ら よ だ ろう 。 


あめ り の 


今回 は 最新 GIS ソフ トウ エア と NCGIA に つい て 述べ た が , 
現状 と いえ ば 他 に も 数 限り な い ト ピッ ク が あろ う 。 残念 な が ら 
誌面 の 都合 で この 2 点 に 限ら ち れ て し まっ た が , 前 述 し た よう に , 
パー ソナ ルコ ンピュータ 版 GIS ソ フト ウエ ア に つい て は 別 の 

会 に 紹介 する と し て , 次 回 は GIS の 今後 の 課題 に つい て 追っ 
TS LEKT os 
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PIXEL (No. 77) 


ラス ター・ グ ラフ ィ ッ クス の ソフ トワ エア 


レイ ・ ト レー シン グ 5) 


曲面 バッ チ の レイ ・ ト レー 


シン グ を 行う た め の 人 道具 


を そろ える と と も に , 光線 と 曲面 と の 交点 を 求め る 
Kajiya の 方 法 に つい て 考え る 。 


は じ め に 


前 回 (88 年 9 月 号 ) は , 代表 的 な 曲面 パ 
ッ チ で ある 克 8 炊 パッ と Beery 
チ に つい て 。 その 定義 を 示し , また 例 を 
与え た 。 前 回 に も 述べ た よう に , 20 2 f& 
類 の 曲面 パッ チ は 相互 に 容易 に 変換 で 
き , 表現 形式 が 異な る だ け で , 実質 的 に 
は 同じ も の で ある と いっ て 差 じ 支え な 
い 。 今回 の 説明 で は , この 2 つの 曲面 パ 
ッ チ の 定義 が 非常 に 重要 で ある の で , ま 
ず こ れ を 簡単 に 復習 し て お こう 。 

@ 双 3 次 バッ チ 

2 つの パラ メー タ ぁ %。 ゥ を も つ 双 3 次 
Avs Glu, v), banal, 0€vsl i, 
曲面 の 4 隅 で の 位置 ア ,,。 u 方 向 の 傾き 
R4, v 方 向 の 傾き Sy, それ に ね じ れ T; 
に 基づき , 次 の よう に 定め られ る 曲面 で 
Hoi 1.790. D. 


G (u,v) =[h(u) h(u) hoQu) hi(u)] 
Poo Po: Soo So || (の ) 
Py Pa Sio Su || (v) 
Roo Ro Too Toi ho(v) 
Ri Ru To Tu Iu (v) 
ここ で , w, h, he ヵ 」 は それ ぞ れ 次 
の よう に 定義 きれ る 3 次 多項式 で , 混ぜ 
合せ 関数 (blending function) と よ ば れ 
6 
h(t) =2 ぴー3 だ 十 1 
h(t) 2 —2P--3-—h(1—1) 
wlt) 26—2 P +t 
h= t-r) 
e Bézier パッ ナチ 
Bezier パッ チ H(wv), 0€ux1, 0€ 
v €1 は , 16 個 の 制御 点 4 に 基づい て 次 
の よう に 定義 され る 曲面 で ある (2, 7 三 0, 
1,2, Soe 
H (u, v) 


(1) 


(2) 


— [wo (4) w(u) w(u) w(u)] 


A AC 


Mo Mo Mo Mos Wo (v) 
«| Mo Mi Mz Mis wi (v) 


(3) 
M» Ma Mo M U» (v) 
Mso Msi M32 Mzz Us (Vv) 
CC O 重み 関数 Woy s ts は , それ 


ぞ れ 次 の よう に 定義 され る 3 次 多項式 と 


する 。 
i= 
w(t) =3 t(1—t)? 
(4) 
we (1) =3 #? 0-1?) 
wai) =r 


法 線 ベ クト ル の 計算 


式 (1) や ent 
表現 され た 曲面 上 の 点 F (u, v) -lf (uv), 
glu, v), hlu, v)] €T, MS 
る 法 線 ベ クト ル を 求め る と き に は , まず 
この 曲面 の 接点 ベク トル を 2 本 求め € 


"BEO ILE 慶応 義塾 大 学 
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DEKbOORANRT bVICSEBRITSES 
うな 方 向 と し て 法 線 さ ク トル を 決定 する 
ここ が て きる 。 

具体 的 に は , F(u, の) か ら u を 微少 量 
増やし た 方 向 へ の 接線 ベク トル 


2 F(u, 2) と, 同様 に 2 方 向 へ の 接線 ベク 


トル が の と か ら , この 2 つの 接線 ペ 


7b VOMBELF (u, v) X-F (u, の 
を 求め れん ば よい (た だ し , 2 つの 接線 
ベク トル の うち どちら か が ゼロ ベク ト 
ル に な っ て し まう よう な 場合 に は , 別 の 
方 向 へ の 接線 ベク トル を 求め る 必要 が あ 
9s 

M3 次 パッ チ Glu, v), Bezier パッ チ 
H (u, vw) の 場合 に は それぞれ 次 の よう 
に な る 。 


の 
au C (2t, v) 


Poo Por Soo So || (の) 
P Pu Sio Su || aw) 
Roo Ro Too Toi Áo (v) 
Ro Ru To Tu Jn (v) 
—[6 u(u—1) 6 z( 一 Z 十 1) 
(3 u—1) (z 一 1) z(3 z 一 2) ] 
Poo Por Soo So || (2) 
E Pi Pu Sio Su || (wv) 
Roo Ro Too To || (2) 
Ro Ri To Tajla (v) 


(5) 


d 
Bp C% v) 


=[w(u) w(u) hlu) h(u)] 

Poo Po Soo Son 

Py Pu S» Siu 

Roo Ror Too To 

Ro Ri To Ta 
6v(v—1) 

6 v(—v+1) 

(3 2 一 1) (2 一 1) | 
POS 7—2. 


o 
a, A lw v) 


= Sf un) Wi(u) w(u) ws(u) | 


Moo Mo Moz Mos || wo(v) 
Mio Mi M M33 || wv) 
M» Ma Me Ms || w2(v) 
Mso Ma M32 Mss || (の) 


=3[—(u—1)’ (3 一 1) (一 1) 
(1 一 3 u) u’] 
Moo Mo Mo Mos || wow) 
" Mio Mi Mi? Mis || wi (v) 
Mo Ma Mz Mz || ww) | 
Mso Mai Ms; Mss || ws (v) 


fa) 
a, A u, v) 


—[wo(u) w(u) w(u) ws(u)] 
Mo Mo Mo Mos 
" Mi, Mi. Mi; Mis 
M» Mo, Mz Mzz 
Mso M3, Msz Mss 
—(v—1)? 
» (9 が 一 1) (カー ヤリ) 
が (1 一 3 v) 


v? 


光線 と 曲面 パッチ の 交点 


じ イ * ト レー シシ ンダ で 低 。 桶 固 を 行う 
た め に 光線 と 物体 と の 交点 の 計算 を 非常 
に 多数 回 繰り 返す 必要 が ある 。 と ころ が 


前 回 に も 述べ た よう に , パラ メト リッ ク 
な 曲面 パッ チ の 場合 に は , XKR, す な わ 
ち 直 線 と の 交点 を 求め る 直接 的 な 手段 が 
な い 。 と これ ま で に と られ 友 方 法 は 次 の 2 
種類 に 大 別 で きる 。 

(1) 交点 計算 が 直接 で きる よう な 形 に 問 
題 を 変形 し , 数 値 計算 の 手法 を 利用 し 
て 解く 。 

(2) 曲面 パッ チ を , 直線 と の 交点 を 計算 
LPT va, HZ IRE CAA CHS, 
その 球 と 直線 と の 交点 の 有無 を 調べ 
る 。 も し 交点 が あれ ば , パッ チ を 細分 
化し て 各 小 パッ チ を 包む 球 を 求め , 同 
様 の 計算 を 繰り 返す 。 

一 般 的 に いっ て , 第 2 の アプ ロー チ の 
方 が わか りや すい が 。 交点 の 位置 が 求 ま 
る まで に 時 間 が か か る 。 第 1 の アプ ロー 
チ で は , 数 値 計算 の 理論 や 手法 に 関す る 
知識 が 必要 で ある が , 計算 速度 を 向上 で 
きる 可能 性 が 強い 。 

本 連載 で は , まず 前 者 の 代表 的 な アル 
ゴリ ズム と し て J.T Kajiya DAR + 
JP L deux, 


a —— P» E. 0) BB AR の 


PLENDAR C 


@ は 曲面 パッ チ と と 平面 選 と の 交 線 
@ の は 曲面 パッ チ と と 平面 REDE 


図 1 パッ チ と 直線 と の 交点 


PIXEL (No. 77) 


Kajiya の アル ゴリ ズム 


前 回 に も 述べ た よう に , 双 3 次 パッ チ 
も Bezier パッ チ も , それぞれ の 式 を 展開 
する こと に よっ て 容易 に 次 の 形 に 変換 す 
る こと た が で きる 。 


F(u, v) 
Ass As Asi Aso p? 
- [à - " 1] As Az An Ao y 
Ais Aiz Ai Aio U 


Aos Ao Ao: Aoo}| 1 


の 
2 
[u? «w? u 114 
の 
1 
y" 3 Te 
= 22, Auv” (9) 


計算 上 は , これ が 最も 簡単 な 形 な の で , 
以後 は この 形 で 考え る こと に する 。 
Bao 
Kajiya の アル ゴリ ズム で は , 直線 
と 式 (9) の 曲面 パッ チア と の 交点 を 直接 
に 求め る の で は な く , いっ た ん この 問題 
を 3 次 元 空間 中 の 2 本 の 曲線 の 交点 を 求 
め る 問題 に 帰着 させ て か ら 解 く 。 そ の た 
dD, 直線 し を 2 枚 の 平面 B, PORR と 
し て 表現 する 。 ます る と 。 FELLOZA 
lt, F, P, PD 3 者 の 交点 で あり , それ 
ik FtBoOSDUGt,Fct BORD 
りり CE と の 交 記 で ある 。 いう まで も な さく 
Cit Sv F FEFR Pi E OE ÉR C db 
0, Co は パッ チア と 平面 用 と の 交 線 で 
ある の で , この 2 本 の 空間 曲線 の 交点 を 
求め れ ば , 最初 の 問題 が 解決 で きた こと 
に な る ( 図 1)。 

PH P% 

be Met LU y+ LO z + u0 
371055, 
pL 
es 
L” 
Lo 

e Deux qi (10) 
で 表し , 同様 に し て 平面 P 


ん の 


Iv x 1j 


L^ 
[x y z 1] Lo 


bo 


= (e921) 2° (11) 


で 表現 する こと に する 。 こ の よう に する 
と , 曲線 は 式 (9 の 各 ベ クト ル 4。 が 同 
次 座標 で 


Ag-[A;9 A,U? AST Ay] 


et Ceo lS OOS TTI G, 
j=0, 1, 2, 3), 


3. 3 
2 2 Auv L” sa (12) 


の 解 と し て 表 さ れる 。 こ の 式 で 
=A (の ) A p A 9» A dd 


と お け ば 。 xD 
3 3 
る 252 の =0 (13) 


の 形 に 書け る の で 。 これ を 解い て 例え ば 
gz を っ ヵ の 関数 で 表す こと が で きれ ば , そ 
れ を 式 (9) に 代入 し て 曲線 a が 求まる こ 
と に な る 。 同様 に し て , 


id" 
(2) 
= LA ATP AP? ATP] o 
ND 
と お け ば ,。 曲線 は 
3 3 
24246 gu v = (14) 


の 解 と し て 表現 で きる 。 し た が っ て , Z 
の 2 本 の 曲線 O, C200 8C Ex (A03) と A14) 
の 共通 解 , すなわち , この 2 本 の 式 を 連 
立方 程 式 と し て , TOR z 王 ん ,。 の ゥ ニッ を 
求め れ ば よい 。 最 後に この 解 を 式 (9) に 代 
入 す れ ば , 曲面 パッ チア と 直線 し と の 
交点 の 座標 が 求まる こと に な る 。 

B 終結 式 

式 3 と 式 ⑭ は 未知 数 2 個 の 連立 方 程 式 
で ある が , これ を 解く 前 に , 未知 数 1 個 
の 連立 方 程 式 を 解く こと を 考え る 。 

6(z) を u に 関す る m 次 多項式 と し , 
a(u) —0 の 解 を ai, as, …。 ame 3 5 と, 
次 の よう に 書け る 。 

a(u) 
= Daa" 
= qeu" + mu” 十 … 十 2。-i 十 の 


= My (U— a) (4 — a2) …( 一 みみ ) (15) 


同様 に し て , b(w)* u に 関す る nix 
項 式 と La blu) =0 の 解 を Jom f, EN 
BELT, 次 の よう 書く 。 


= bt 

= bou" + bu? +++ bs au + bn 

= b(u— 4) (u— fh) +++ (4 — Bn) (16) 
この と き , a(u)t blu) の 終結 式 (resul- 
tant) R (a, b) を 次 の よう に 定義 する 。 


R(a, b) 2 at bt (— 1) DI (ai— 85) 
5 x Mee 
(17) 


終結 式 に 関し て は 次 の 性 質 が 成り 立つ 
(例え ば 文献 5) の p.163, p.227 参照 ) 。 
「2 つの 方 程 式 a(u) -0 と b(u)=0 le 
共通 の 解 が 存在 する た め の 必 要 十 分 条 
件 は , その 終結 式 (a, b) に つい て 
R(a, の ) =0 が 成り 立つ こと で ある 。」 
終結 式 Ra, の) は mas, gw や Bis 
Batts 訪 の 値 を 知ら な く て も (すなわち , 
HEA alu) —0 や b(u) —0 を 解 か な く 
Th), それ ぞ れ の 多項式 の 係数 ao, a, 


w Amy Ds. diy cc, を 用 いて 次 の よう 
に 書く こ dl inb 
R(a, b) 
do a *** Cm 
の a "| Qm P. 
n TT 
M Qo da Gm (18 
bo bi j b, 
bo by … bn p 
m TT 


も ちろ ん 空 所 は 0 を 意味 する 。 
特に , 現在 われ われ に 関心 が ある の は 
m=n=3, すなわち a(u) も b(u) も 3 次 
多項式 で ある 場合 , つま り alu) =aue+ 
mu?’ + mut da, b (u) = by? d- bu’ + but 
ム と 書け る 場合 で ある 。 こ の と き 式 9 は 
次 の 形 に な る 。 
R(a, b) 
Qo a Qo as 
do Qd d» dà 
m Qo ( Q2 の 
bb bb 
b b b b 
bo bi b b 
この 値 が 0 で ある か どう か を 調べ れ ば , 
a(u)=0 と b(u) =0 が 共通 解 を も つか 
どう か が わか る わけ で ある 。 
Kajiya は 終結 式 の 計算 に , よく 知ら れ 
た 式 ⑲ で な く , より 計算 に 便利 な ベ ズ ー 
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の 行列 式 形 式 (Bezout determinantal form) 
と よ ば れる 次 の 形式 を 採用 し た 。 
R(a, b) 


M bo b by bs 
Qo Qi Qo Q2 Qo Q3 
_ || %]| 55||5 || 5 
Qo Q2 Qo Q3 Q Qo Q の 3 
by b b bs b bs 
do Gs Q の Qo (3 
(20) 
画 交 点 の 計算 


前 項 で alu), 2(2) が と も に z の 3 次 
多項式 で ある と き 。, 方 程 式 z(z) =0, 
b(u) 0 が 共通 解 を も つた め の 必 要 十 分 
条件 が , 式 ⑳0 で 定義 され る 終結 式 (2, D) 
に 関し て , R(a, の ) 三 0 が 成立 する こと で 
ある こと が わか っ た 。 

と ころ で 。 わ れ わ れ が 解き た い 間 題 で 
a(u)=0, b(u)=0 に 相当 する も の は 式 
(13), HCHO, これ ら は 実は uw, v に 関 
する 3 次 の 多項式 で あっ た 。 そ ぞ そこで, 
式 (13) を 


(Medm 
すなわち 。 


(3315 + do3? + au + ds) v? 
+ (asa? + azu? + azu + wz) v? 
+ (aya? + au? tanut dan) の 
+ (aso? + awu" + aout t+ ao) =0 0⑳ 
の 形 を し て いる も の と 考え る こと に す 
da ここ で 


3 
ailu) = = 2 の の 


すなわち , 
a (u) =a33u + azu? + asu + dos 
Qo (u) = azu? + azu? + azu + doo 
a (u) = au? anu + au + a 
Qo (14) = Axo? + dou? + mou + ao 
と お け ば ,。 式 ⑬ は 次 の 形 で 表す こと が で 
きる 。 
@3(u)-v?+@(u)-v?+a(u)-v+a(u) =0 
(22) 
同様 に 式 (4⑳ は 


b; (u) = D buu’ 
と 3 さく こと に EE 
= (bzu? + bzu? + bisu + bys) v? 
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+ (bzu? + boo? + bzu + boz) v? 
$ (bu + bau’ + biu + bo) U 


T (mo + bou + biou + boo) 
=b(u) v +b (u) v? -- bh (u) v - by(u) 
=0 (23) 


の 形 と みな すこ と が で きる 。 こ れ ら の 式 で 
係数 と し て 現れ る z の 3 次 多項式 2,(z) 
や bilu) を 式 ⑳0 の gg や な の 代わ り に 使用 
すれ ば , 終結 式 R (a, b) が alu) や bilu) 
の 6 次 式 すなわち u に 関す る 18 次 多 
項 式 と な り ( そ れ を ヶ (z) と 書く )。 方 程 
を (放り を 解け ば 解 wn, pry …, gz が 
KES, これが は じ め の 曲面 パッ チア と 
直線 ん と の 交点 が 存在 する u の 値 で あ 
る 。 それ ぞ れ の = テル に 対す る vOv; 
を 決定 し て 実際 の 交点 の 位置 を 求め よう 
と いう の が Kaiya の アイ デア で ある 。 

この アル ゴリ ズム を 実現 する た め に 
lk, 少な く と も 次 の 2 つの 問題 を 解決 し 
な けれ ば な ら な い 。 

1) JEA ru) =0 を どの よう に し て 

解く か 。 
2) 解 z ニ ん: か ら ど の よう に し て ? ヵ の 
値 を 求め る か 。 

画 高 次 代数 方 程 式 の 解法 

18 次 方 程 式 (u) —0 を 解く に あたっ 
て Kajiya は 。 ニ ュー トン 法 に 似 て ニュ ー 
トン 法 よ り も 安定 な ラゲール (Laguerre) 
の 方 法 を 採用 し た 。 ラ ゲー ル の 方 法 の 誘 
導 は , 例え ば 文献 4) の pp.380-383 に 述 
べら れ て いる 。 こ の 方 法 で は , 解 の 適当 
な 推定 値 あか ら 出発 し , 次 の 式 に よっ て 


à, あ , … を 解 に 収束 させ る 。 
Ro i NF O 
mama CAEN: (C7 € 


ここ で z は 多項式 ヶ (2) の 次 数 (この 場 
合 に は 18) で あり , 分 母 の 平方 根 に つく 
人 符号 は (る ) と 合わ せる 。 ま た , AE) は 
次 の よう に 定義 され る 。 

H (£) 2(n—1)l(n—1)v' (£f 

— nr (8) v" (8)] (25) 

RE un2okEoJ:56,r(u)*u-—uctsl 
tid, 方 程 式 の 次 数 が 1 つ 下 が る 。 Mid, 
その 方 程 式 に 対し て 同様 に ラゲール の 方 
法 を 適用 すれ ば よい 。 

r (u) =0 ic ix 18 個 の 解 が ある が , Z 
の 中 で われ われ に 意味 が ある の は , SR 
で し か も 0 か ら 1 まで の 範囲 に ある も の 
だ け で ある 。 

e 例 


ラグ ゲー ル の 方 法 を 使い 。 例 えば ゲー 
2=0 の 解 を 1 つ 求 め て みよ う 。 この 場合 
の ヶ (% は 5 次 式 で ある か ら z ヶ = ニ 5 で あ 
る 。 ま た 簡単 な 計算 に よっ て , 次 の こと 
が わか る 。 

が 1 が 2 ひ ーー ク 

r (u) 一 且 u 

r” (u) —20 u" 

H (u) =800 u’ 

JH (u) =20 usu 
し た が っ て , r (Ex) は 常に 非負 で あり , 反 
復 の た め の 式 は 次 の よう に な る 。 

Ti 

$7 BELG BD Gr 

例え ば , G=1 を 初期 値 に 選ぶ と , 次 の 
よう に わずか 2 ステ ッ プ で 解 。 すなわち 
2 の 5 乗 根 が 小数 7 桁 ま で 求まる 。 

ステップ 1 &=1.1502211 

@ ス テッ プ 2 &=1.1486984 

@ ス テッ プ 3,… &=1.1486984, - 
圏 り か ら v を 求め る こと 

ヶ (z) =0 OFF z= ニ Aa が 求 ま っ た ら 。 € 
れ に 対す る v OMB va, vas, … を 求め な け 
れ ば な ら な い 。 式 ⑬ と 式 (⑳ に u= mE 
入 す る と , v の 連立 3 次 方 程 式 


(26) 


33 6 
24 24 auus = 

(27) 
> 2 biu d =() 


7=07=0 


が 得 ら れる 。 こ れ も 前 と 同様 に 終結 式 を 
利用 し て 解く こと も で きる が , Kajiya の 
提案 は , この 2 つの 式 の 最大 公約 数 を 求 
め れ ば , も っ と 簡単 に 解け る と いう も の 
で ある 。 

2 つの 多項式 の 最大 公約 数 を 求め る に 
は , 2 つの 整数 の 最大 公約 数 を 求め る た 
め の ユ ー ク リッ ド (Euclid) の 互 除法 が そ 
ML LL 

, 例え ば 文献 3) の p.251 に 詳し い 解 
eot 手順 の 概略 は 次 の 通り で ある 。 
@ ユ ー ク リッ ド の 互 除法 

2 つの 多項式 を alu), blu) と する 。 ま 
た , a (wu) の 係数 の 最大 公約 数 を cont (a) 
と 書き , b(u) の 係数 の 最大 公約 数 を 
cont(5) と 書く 。 

・ ス テッ プ 1 cont(2) と cont (2) の 最 
大 公約 数 を 7 と する 。Z(z) と (2) / 
contia) と し , 同様 に 2(z) ー b(u)/ 
cont(2) と する 。 

・ ス テッ プ 2 g( め /2(%) の 余り (%) を 


PIXEL (No. 77) 


KOS. rlu) =z DAF 9» 74 
に いく 。 ヶ (2 が 0 で な い 定 数 な ら ヵ (の 
キー だ し て スス デップ 411445 

・ ス テッ プ 3 alu)—b(u), b(u)<—r(u)/ 
cont(y) ¢ bl, ステ メッ デ グ 2 選民 る 。 

・ ス テッ プ 4 計算 終了 。・62(z) が 求 
め る 最大 公約 数 で ある 。 

@ 例 

例え ば , 
atu) =(u—1) (u—2)(4—3)(Qr—4) 
elg +35 — 500+ 24, 

ヵ (z) = (u—1) (u—2) (u +1) (ut+2) 
=u*—5 4〆 十 4 
の 場合 を 試し て みよ う 。 

・ ス テッ プ 1 cont(a) 三 cont (2 ヵ ) =1 
で ある か ら ,〆ー1。 ま た 。 ZZ(z) 一 
@(4)/1。 bla) blu) 1 EFS, 

・ ス テッ プ 2 a(w)/b(u)O5U0 r (u) 
は 一 10Z〆 十 40/〆ー50z 十 20 CHS, 
Y (u) は 定数 で は な い の で ステ ッ プ 
3 に いく 。 

“AT wf. sodt-u—5u T4 
する 。 ま た , cont( ヶ ) -10 で ある の 
T, blu) u thu —5u2kT 
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今 , コ ンピュータ ・ マ ッ ピ ング と か 地図 


情報 処理 と 総称 され て いる 分 野 が 大 変 注 . 


目 き され て いる 。 

そもそも コン ピュ ー タ ・ マ ッ ピ ング と 
は 何 な の だ ろう か 。 そ し で 一体 どの よう 
に 活用 し た ら よ いも の な の か 。 ま だ 特殊 
で 非常 に 新しい 分 野 で あり , また その 技 
術 も 日 進 月 歩 と いう 状況 で ある 。 

本 書 は , コン ピュ ー タ ・ マ ッ ピ ング の 
入門 用 と し て 書か れん た も の で ある 。 編集 
に あたっ た 日 本 コ ユ コンピュータ ・ グ ラフ ィ 
ックス 協会 は コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ 


d 
・ ス テッ プ 2 alu)/blu) の 余り r(u) 
は 6 w—18 ut12 で ある 。 ヶ (2%) は 定 
数 で は な い の で , ス テッ プ 3 に いく 。 
・ ス テッ プ 3 alu)<——ui+4u?—-5u 
T2434 So まだ, conttr) を で あ 
る の で 。 ム (2 で /〆ー3 十 2 と する 。 
* ステ デップ 2 alub は ちょ うど 
割り 切れ て , 余り ヶ (%) は 0 CHS, 
ルー プ か ら 抜 け 出し て ステ ッ プ 4 に 
いく 。 
* ス テッ プ 4 deb(u)—-wW—395-2— 
(4 —1) (一 2) が 求め る 最大 公約 数 
CHS, 


今回 は , 曲面 パッ チ の レイ ・ ト レー シ 
ング を 直接 的 な 数 値 計算 を 利用 し て 行う 
Kajiya の アル ゴリ ズム に つい て , その 手 
順 の 概要 を 解説 し た 。 し か し この まま で 
ik, まだ プロ グラ ム に する に は いろ いろ 
な 問題 が ある 。 次 回 は その 点 に つい て 考 
えて みた い 。 | 


ックス の 普及 活動 な ど を 目的 と し た 社団 
法人 で ある 。 そ し て この 協会 の 分 科 会 の 
ー つ に マッ ピン グ 分 科 会 が ある 。 

マッ ピン グ 分 科 会 で は ,。 コン ピュ ー 
タ ・ マ ッ ピ ング に 関す る 情報 交換 , 研究 
発表 , 動向 調査 , NICOGRAPH の 準備 な 
どの 活動 を し て いる が ,。 ここ で の 議論 に 
教育 の 問題 が あっ た 。 コ ンピュータ ・ マ 
ッ ピ ング の 急速 な 普及 に 対し , 教育 の 遅 
れ が 目立っ て きた の で ある 。 

日 本 で は 。 大 学 で コン ピュ ー タ * マ ッ 
ピン グ に 関す る 専門 教育 を 行っ て な いた 
b, この 分 野 に 携わる 企業 で は 技術 者 を 
社内 で 養成 する 必要 が 生じ て いる 。 ま た, 
地方 自治 体 な ど び で も シス テム が 導入 され 
だ し た だ ため, ユー ザー 教育 が 大 き な 課 題 
の 一 つと な っ て き て い ゆい る 。 

本 書 は , 現時 点 で の 地図 情報 処理 を 理 
論 と 応用 の 両面 か ら 解説 し 。 1 冊 に ま と 
め 上 げた 初 の 本 格 的 入門 書 で ある 。 地図 
情報 処理 に すでに 携わっ て いる 方 に と っ 
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て より 一 層 理 解 を 深め る た め に , そし 
て 初心 者 の 方 に に と っ て は また と な い 優 れ 
た 入門 書 で ある 。 

本 書 は 15 章 か ら な り , 各 章 は 次 の 通り 。 
〇 イン トロ ダク ショ ン 〇 地図 の 基礎 知識 
⑨ コ ロジ ピュ ー ダ *・ マ ッ ピ ング の 歴史 ③ コ 
ンピュータ ・ マ ッ ピ ング の 定義 と 分 類 〇 
コン ピュ ー タ ・ マ ッ ピ ング の シス テム 構 
成 〇 ハー ドウ エア 図形 記述 方 法 づ デー 
タベース 空間 解析 〇 地理 情報 シス テム 
(GIS) 〇 施設 管理 の ナビゲーション 〇 
AM デジ タル 地図 の 作成 〇 標準 化 〇 コ 
ンピュータ ・ マ ッ ピ ング の 将来 


HEAGA 3 次 元 レ ンダ リン グ を 
高速 処理 する ディ スプ ブレ イ 
COMTEC 3555 レン ダリ ング ツー バボ 


テク スチ ャ & バン プ ・ マ ッ ピ ング を は じ め , 


従来 ソフ 


トウ エア で 処理 し て い だ 高 度 な レン ダリ ング 機能 を ハ 
ー ド ウエ ア 化 し た 3 次 元 CG の 概要 と , 特徴 に つい 


て 述べ る 。 


は じ め 上 に 


ダイ キン 工業 は , 電子 機器 事業 に 参入 
し て 以来 , 特に 3 次 元 コ ンピュータ ・ グ 
ラフ ィ ッ クス (CG) の 分 野 に お いて 斬新 
な 製品 を 次 々 と 開発 。 3 次元 グ ラフ ィ ッ 
クッ ディ ォ ス ネス デレ イイ サー アテ と し て の 
役割 を 果たし て きた 。 特 に, COMTEC 
DS300 シリ ー ズ は リア ル タ イ ム に 3 次 
元 グ ラフ ィ ッ ク の 処理 を 実現 する 優れ た 
性 能 ・ 機 能 を 有 し , ロー カル 3 次 元 を 実 
用 化す る ディ スプ レイ と の 評価 を 得 , 3 
次 元 CG の 需要 を 喚起 し て きた 。 

LOL 3 次 玩 ア プリ ケー ショ ン の 三 
=A 條 人 サイ エッ ンチ ティ フィ ッ ク ・ ビ ジュ ア 
ライ ゼー ショ ン (Scientific Visualiza- 


tion, 高度 な レン ダリ ング 画像 に よる プ 


レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と いう よう に ます ます 
高度 化し 。 グラ フィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ 
に 対し て も , 複雑 な 3 次元 モ デル を “ よ 
り 高 速 に 。 も っ と リア ル に "” と いう ハー 
ド な 要求 が さら に 強まっ て き て いる 。 
当社 で は “Reality&Realtime” を 3 次 
Ju CG 開発 の 基本 思想 と し , 常に グラ フ 
ィ ッ ク ・ ア プリ ケー ショ ン の 要望 を 先取 
りす る 高 性 能 ・ 高 機能 ディ スプ レイ の 開 
発 を 目指 し て いる 。 そ し て この ほど 超 高 
速 ・ 高 機能 グラ フィ ッ ク ・ デ ヂ ディス プレ イ 
COMTEC3555 を ベー ス に 。 レン ダリ ン 
グ 機 能 を 大 幅 に 強化 し た COMTEC3555 
RT (Rendering Turbo) を 開発 し た 。 
GOMIEC3GDBDRT は テク スズ チャマ 
Iw. 
トラ ンス 


ッ ピ ング (Texture Mapping), 
マッ ピン グ (Bump Mapping), 


[x] 
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画 課 $163 東京 都 新 宿 区 西新 宿 2-6-1 


増田 x 


ペア レン シィ (Transparency : 透明 感 表 


示 ) な どの レン ダリ ング 機能 や 曲面 プリ 


ミ テ ィ ブ な どの モデ リン グ 機 能 を 国産 機 
と し て 初め て ハー ドウ エア で も ち 。 以上 


の 機能 に よる リア ル な 3 次 元 画像 を 。 簡 
単 な 操 作 で スピ ー デ ィ ー に 表示 する こと 
を 可能 に し た 。 


昨年 (1988 年 ) 8 月 に アト ラン タ 
(Atlanta) で 行わ れ た SIGGRAPH'88 に 
参考 出展 し た と ころ ,。 その 高度 な 3 次 元 
機能 が 非常 に 高い 評価 を 得 た 。 そ し て さき 
ら に 最終 的 な プラ ッシュ アッ プ を 経て , 
11 月 に 正式 に リリ ー ス され た ( 図 1)。 


Nit) 

COMTEC3555RT は , 超 高 速 レ ェ ー デ 
ィング (Gouraud Shading) 処理 。 フォ 
ン (Phong) シェ ー デ ィング 機能 。 ロー カ 
ル ・ ラ イ テ ィ ング 機能 な ど を 搭載 し た 
COMTEC3555 €, 上述 り レン ダリ ン 
グ 交 モデ リン グ 機 能 を 追加 し た 新 製品 で 
ある 。 以 上 の 機能 を 実現 し た こと に より , 
機械 設計 の みな ら ず 意匠 設計 まで を 含め 
た 本 格 的 な トー タル 3 次 元 CAD や , I 
業 製品 ・ 建 築 景観 分 野 の ダイ ナミ ッ ク な 
デザ イン ・ シ ミュ レー ショ ン が 可能 に な 
る 。 設計 ・ デ ザイ ン 環 境 を 一 変 す る パワ 
ー を 秘め た ス lo wea ISP =< 
シン と し て , その 威力 が 発揮 され る も の 
と 自負 し て いる 。 
画 テ クス チャ ・ マ ッ ピ ング 

テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング は , 図柄 ・ 模 
様 な どの 2 次 元 画像 を 3 次 元 物体 の 表面 
に 張り 付け る レン ダリ ング 技術 で ある 。 


ー ノ バー * 
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[x] 6 線 織 面 


COMTEC3555RT で は 。 イメージ ・ ス キ 
ャ ナ な ど で 読 み 込ん だ 画像 パタ ー ン を デ 
ィ ス プレ イ の も つつ 専用 メモ リ に 描き 込 
み , ポリ ゴン や 任意 曲面 で 構成 され た 3 
次 元 モ デル に 対し て 高速 に マッ ピン グ を 
(nie 

具体 的 な 方 法 を 以下 に 示す 。 ま ず ,。 7 
クス チャ ・ デ ー タ を ディ スプ レイ 内 部 
の ミュ レー ショ ツン シッ ャ プロセッサ か ら 
VME パ を Pb 
ググ プロ セッ サビ の T0284X1.024 ビク ヤセ 
ル の マッ ピン グ ・ メ モリ に 描き 込む 。 F 
Of, ユー ザー は メモ リ の U (RAM) 
と ( 縦 方 向 の アド レス を 指定 する こ 
と に より , メモ リ 上 の 任意 の 位置 に デー 
Y を 登録 する こと が で きる 。 

3 次 元 モ デル に マッ ビ ピング す る と きき 
は , モデ ル の どの 部 分 に テク スチ ャ を 張 
り 付 けた いか を , 対応 する 頂点 ご と に マ 


V1,023 


IVMAX .-— - 


0  IUMIN 


FIRT T 


図 7 フィ レッ ト 曲 面 


ッ ピ ング ・ メ モリ の ひび ・ アド レス で 指 
EY el, アジ ォ キン ジェ ー デ ィ ン ツメ アメ ャ ブ 
ロッ サザ サ が デック スナ チャ * ッ テー タダ を デル 
の 各 ピ クセ ル に つい て 張り 付け て いく < 
( 図 2). 

テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング 機能 は 。 フォ 
ン ・ シ ェ ー デ ィング 時 に 使用 で きる 。 
COMTEC3555RT iX, 3 次 元 モ デル を 形 
成す る 領域 内 の 各 ピ クセ ル ご と に 法 線 べ 
クト ル を 求め 、。 この ベク トル を 用 いて 光 
源 や 視線 の 方 向 を 考慮 し な が ら 輝 度 値 を 
求め る 計算 を する と いう ,。 フォ ン の アル 


ゴリ ズム を 忠実 に 行い な が ら 画 像 表示 し 
て いる (テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング を する 
際 に は , 物体 の 色 と し て その ピク セル に 
対応 する マッ ピン グ ・ メ モリ の 人 色 を 使い , 
HERAT). LDZ. yr- 
ディ ング は 8 個 の プロ セッ サ で 並列 処理 
を 行う た ため 。 


リア ル な シェ ー デ ィング を 


図 8 スイ ー プ 曲面 


施し た マッ ピン グ 画 像 を 瞬時 に 表示 する 
こと が で きる 。 

また 。 マッ ピン グ 時 に は ロー カル ・ ラ 
イ テ ィ ング 機能 も 併用 で きる た め , 光源 
の 種類 (平行 光源 ・ 点 光源 ) や 数 (1 つの 
ビュ ー に つき 最大 8 個 ), 周囲 の 環境 光 の 
明る さ が 上 自由 に 設定 で きる 。 さ さらに, v 
ッ ピ ング し た 結果 に 対す る 周辺 の 散乱 光 
S». 鏡面 反射 の シミ ュ レ ーション も 可能 
で ある 。 マ ッ ピ ング し た 3 次 元 物体 に よ 
り リ アル な 質感 を 与え , さら に 現実 に 近 
ぃ 光 の 条件 下 で 素早 く 表 現す る こと が で 
きる ( 図 3)。 

WER Z OREI, ホス ト 
タ 上 の ソフ トウ エア で 膨大 な 時 間 を か け 
て 処理 し て いた が , 専用 ハー ドウ エア の 
開発 に よっ て ,。 これ まで の 処理 時 間 を 
1/15---1/30 に 短縮 し た (当社 ベン チマ ー 
ク テ ス ト に よる 。DEC 社 VAX-11/750 
比 )。 処理 時 間 の 大 幅 な 短縮 に よっ て , マ 
ッ ピ ング し た モデ ル の 高速 表示 , イン タ 
ラク ティ ブ な 視点 の 変更 が 可能 と な っ 
leo 
画 バ ンプ ・ マ ッ ピ ング 

バン プ ・ マ ッ ピ ング は 滑ら か な 物体 の 
表面 に 凹凸 に よる 陰影 を 発生 きせ , 凹凸 
感 の ある 表面 を 表示 する こと に より , Æ 
デル の 材質 感 を 表現 する マッ ピン グ 技 法 
で ある 。 

具体 的 な 方 法 は , 原則 と し て テク スチ 
pw EYP EMU CHS. Y 
デー タ (凹凸 表す 8 ビッ ト の デー タ ) 
空 プ ォ ン ッ シ ェ ー デ ィング ッッ デブ ロ セッ サ 
上 の マッ ピン グ ・ メ モリ に 登録 し 3 次 元 
モデ ル の どの 部 分 に 対応 きせ る か を マッ 


<・ コ ン ビ ュー 


177 


(9 カー プ ブ メ ッシュ 曲面 


€ [3 6—8 は 前 ペー ジ 。 
ピン グ ・ メ モリ の ひ ・ レ アド レス で 指定 
する 。 さ ら に , 3 次 元 モ デル の 法 線 ベ クト 
ル を どちら の 方 向 へ 振ら せる か を 決め る 
NYP UV ベク トル を 指定 する 。3 次 元 
モデ ル の 各 ピ クセ ル に 対応 する バン プ ・ 
デー タ を 法 線 ベク トル を 振ら せる 重み 
(振り 幅 ) の 係数 と し て 使用 し , バン プ 
UV ベク トル に 掛け 合わ せ て 求め た べべ 
クト ル を 各 ピ クセ ル の 法 線 ベク トル に 加 
える こと に より 。 も と の 法 線 ベク トル を 
振ら せ て 表面 の 凹凸 感 を 表現 する 。 
テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング と 同様 。 フォ 
ン ・ シ ェ ー デ ィング 時 に 利用 が 可能 で あ 
0, ロー カル ・ ラ イ テ ィ ング 機能 と の 併 
用 が で きる 。 さらに テク スチ ャ 
ング も 併せ て 使う こと が で きる ( 図 4)。 
また 専用 ハー ドウ エア の 開発 に より , 従 
来 と 比 ペ て テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング の 頂 
で 述べ た の と 同等 の 処理 時 間 の 短縮 を 実 
現し て いる 。 
画 ト ラン スペ アレ ン シ イ ィ イィ 
シェ ー デ ィング 時 に 透明 面 の 
透明 率 を 指定 する こと に よっ て 。 BAA 
と その 背景 の 面 の 色 を 透明 率 の 割合 で 合 
成 し て 表示 する 。 透明 面 の 各 ピ クセ ル ご 
と に 面 の 角度 を 考慮 し な が ら 色 と 輝度 を 
求め て 表示 し て いく た だ ため 。 従来 の スタ クリ 
ー ン ドア 方 式 に よる 半 透 明 表 示 以 上 の リ 
アル な 透明 感 が 得 ら れる 。 ガ ラス や プラ 
スチ ッ ク の よう な 質感 を 表す の に 最適 で 
ある 。 ま た 。 テ クス チャ ・ マ ッ ピ ング や 
バン プ ・ マ ッ ピ ング と の 併用 が 可能 な の 
C ステ ンド ダグ ラス や クリ スタ ルイ メー 
ジ な ど 高 度 な 3 次 元 画像 の 表示 が 実現 で 
きる ( 図 5)。 


・ マ ッ ピ 
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図 10 ポイ ント メッ シュ 曲線 


BHEZUi:TA47 

自由 曲面 は 平面 や 簡単 な 立体 プリ ミ テ 
47 (ÈR. BÈRE) で は 表現 で き な い 
微妙 な 曲面 が 生成 で きる も の と し て , R 
近 と み に 注 目 を 集め て いる 機能 で ある 。 
自動 車 の 車体 か ら 家 電 製 品 に いた る ま 
で , 今日 の 工業 製品 ・ 設 計 物 で 曲面 形状 
を 人 千 ま な いき も の は ほぼ と ん ど な い と ゆっ て 
も 過言 で は な い 。 そ れ だ け に それ ら の 製 
品 の 設計 ・ デ ザイ ン 評 価 な ど を CG で 行 
う 場合 , 曲面 形状 を いか に , 簡単 に 短 時 
間 で リア ル に 表現 で きる か と いう こと が 
重要 な 問題 と な る 。 

COMTEC3555RT は 上 自由 曲面 を プリ 
ミ テ ィ ブ と し て ハー ドウ エア に 搭載 し , 
上 述 の 問題 の 解決 を 図っ た 。 さらに, さ 
まさ ざ まな パタ ー ン の 曲面 形状 表示 を 実現 
TARO, 多種 多様 な 曲面 プリ ミ テ ィ ブ 
を 採用 し て いる 。 
1) 線 織 面 

2 本 の NURBS (Non - Uniform 
Rational B-Spline) 曲線 の 対応 する 点 を 
直線 で 結ん で で きる 曲面 ( 図 6)。 
2) フィ レッ ト (Fillet) 曲面 

中 心 の NURBS 曲 線 と 外周 の NURBS 
曲線 2 本 か ら で き る 円 弧 に よっ て 生成 
され る 曲面 ( 図 7)。 
3) スイ ー プ (Sweep) 曲面 

断面 を 定義 むす る キャ ラク タカ ー ブ の 間 
を , ガイ ドカ ー ブ に 沿っ て 補間 し て 作成 
され る 曲面 ( 図 8)。 
4) カー ブ メ ッシュ (Curvemesh) 曲面 

4 端 の 曲線 を 補間 する タイ プ の クー ン 
A (Coons) 曲面 ( 図 9)。 
5) ポイ ント メッ シュ (Pointmesh) 曲面 


図 11 トリ ム 曲 面 


制御 点 の 座標 , 2 つの 接線 ベク トル , Y 
イス ト ・ ベ クト ル で 指定 され る 双 3 次 の 
クー ンズ 曲面 ( 図 10)。 

6) トリ ム (Trim) 曲面 

トリ ミン グ 機 能 に より 自由 曲面 の 切 取 
りや 穴あけ も 可能 で ある (上 記 の すべ て 
の 曲面 に 対し て 指定 可能 。 図 11)。 

その 他 , 球 ・Revolution (NURBS H 
線 に よる 回 転 体 ) な どの 立体 プリ ミ テ ィ 
7, Bézier, Spline, B-Spline, NURBS 
な どの 曲線 プリ ミ テ ィ ブ も 装備 し て いる 。 

この よう な 機能 を ロー カル 側 で も つこ 
と に より ,“ デ ー タ 量 の 低減 に よる ホス ト 
CPU 負荷 の 軽減 と 高速 レス ポン ス "『 微 
妙 な 曲面 の リア ル な 表現 "モデ リン グ 作 
業 時 間 の 低減 "な ど 多 く の メ リッ ト が 得 
られ る ( 図 12)。 


以上 , RT の 新 機能 を 中 心 に 説明 し た 。 
この 他 に も テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング の 項 
で あれ か た フォ ンジ シェー デ ィ シ グダグダ 。 豆 ー 
カル ・ ラ イ テ ィ ング を は じ め , 超 高 速 シ 
ェ ー デ ィング 処理 。 全 方 向 高速 ベク トル 
描画 , 1,670 万 色 同時 表示 , 高速 セク ショ 
ニン グ , 32 ビッ ト 浮 動 小 数 点 に よる 図形 
定義 空間 。 16 ビッ ト Z ク バッ ファ な ど 。 A 
ま ざ ま な 3 次 元 ア プリ ケー ショ ン ・ ニ ー 
ズ に 対応 する 性 能 ・ 機 能 を 有 し て いる 。 


問合せ 先 

ダイ キン 工業 則 電子 機器 事業 部 
東京 谷 03(344) 8103, Kc 2306 (373) 1201, 
名 古屋 容 052 (562) 4727 

※ シ ョ ー ル ー ム で 随時 デモ ンス トレ ー シ 
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冨士 通 が 「 国 際 花 と 縁 の 博 
覧 会 」. へ の 出展 計画 を 発表 


富士 通 は 1990 年 4 月 か ら 大 阪 で 開催 
され る 「 国際 花 と 緑 の 博覧 会 」 へ の 出展 
計画 を まとめ だ 。 同 社 の パビリオン で あ 
D 富士 通 パ ビリ オン 」 で は , 2790 
アイ マッ ツ ス ズ 社 の 新 全 天 周 映写 機 に よる 
立体 上 映 方 式 を 用 い だ 立 体 フ ルカ ラー の 
コン ピコ ユー タ ・ プ ラフ ィ ッ クス (CG) 映 
BOB 24 m の 全 天 周 ス フリ ー ン に 映 
うさ ご れる 。 映像 制作 に は , 元 ロ ー レ ンス ・ 
リバ モア 研究 所 の ネル ソン ・ マ ックス を 
中 店 こ と し た だ ヒカリ キネ マ 社 こと 富士通 こ が 
共同 で あ だ る 。 な お , CG の 制作 に は 富 
TENA HA AS PS 
ー ズ が 用 いら れる 。 

RIS, 分 子 生物 学 , 生物 組織 学 の 最 
新 の 科学 理 調 と デー タダ を も と に 制作 され 
C450, BPO 5E OD; 8) C 8D OD RP; 
IOWI CAS CRERRIS 
cuvot Sos CHSC, 同社 で は 
述べ て いる 。 太陽 の エネ ルギー が 植物 の 
中 で 光合成 に よ つ て 変換 され , ELT 
BAN, その 植物 を 人 間 や 動物 が 食べ , 
糖 が 皿 液 に よ つ て 筋肉 細胞 に 運ば れ て そ 
こ で 分 解 され 運動 エネ ルギー に 変換 さ 
N, 人 間 や 動物 が 動く こと が で きる と い 


う ス トー リー を CG と 実写 を 織り 混ぜ 


て 映像 化し て いる 。 

上 映 時 間 は 約 17 分 間 で , 収容 人 員 は 1 
回 330 à, 期間 中 に 約 170 万 人 の 来館 を 
見 込ん で いる 。 


oars 


兼松 エレ クト ロニ クス が 
建築 CAD 展示 会 


兼松 エレ クト ロニ クス は , 2 月 15 日 が 
ら 1/ 日 まで 東京 ・ 銀 座 で 建築 用 CAD 
シス テム の 展示 会 「 第 7 回 KEL 建築 コ 
ン ピ ユ ー タ 展示 会 」 を 開催 する 。 新 バー 
Zagv!gGaudi-Super 3」 の 発表 の 他 , 
他 の 建築 CAD, CAD セミ ナー を 行う 。 
日 時 1989 年 2 月 15 日 ( 水 ) ~ 17 B 
GE) 

会 場 銀座 文 祥 堂 イ ベン ト ホ ー ル (東京 
都 中 央 区 ) 

問合せ 先 兼松 エレ ノ ト ロニ クス 起 mu 
用 シス テム 事業 部 CAD 営業 部 

Z 03(436)9621 


oue 


'88 国 隊 画 像 機器 展 


第 19 回 画像 工学 コン ファ レン ス と の 


併催 に よる 66 国際 画像 機器 展 が , 東京 産 


BARC 1988 年 12 月 7 日 が ら 98 
まで 開催 これ だ 。 本 展示 会 は 今回 で 10 回 
目 を 迎え , 出展 社 数 も 120 社 こ この 分 野 
で は 最大 の 規模 で ある 。 ブ ー ス は いざ ずれ 
も 派 ま な 飾り つけ が ガ な くく デ スグ ク トップ ・ 
ディ スプ レイ の 展示 の み だ が , コン パニ 
オン が いな い 分 , 中 身 が 濃い 充実 し だ 展 
志 会 こと いう 印象 が びあ つた 。 今年 は 3 日 間 
で 15,750 人 を 集め る 感 況 だ つた 。 
工場 に お ける 製品 の 自動 目視 検査 な ど 
を ター ゲ ツ ト に し た 製 尼 が 比較 的 多 ご 見 


富士 通 パ ビリ オン の 外観 図 


受け られ だ が , 今回 は 特に パー ソナ ルコ 
ン ピ ユ ー タ を 用 いた 画像 処理 シス テム の 
多 さ ご が 目立つ だ 。 パ ソコ ン 画 像 処理 は , 


ID AF —— 3 EG JJ コテ マン 


を ベー ス に し た シス テム より も 安価 な ご 
と がら, PAIL TOSPIX の 入力 用 に 
PC-9801 を 使え る よう な お 製品 も 登場 し 
Chie. 一 万 , 入力 機器 こし て は CCD 
カメ ラ の オン パレ ー ド と いう 感じ で , ご 
の 分 野 の 技術 進歩 の 速 さ が 実感 され だ 。 
こつ し た 周辺 機器 の 低 価格 化 は シス テム 
自体 の 一 極 化 , つま りほ ぼ 定 着 し だ 感 の 
DO! X LY RBBB ATLA, コス 
kK VJA IVAH RCL ENEE 
D/ WV DY BRLBY AT LOME, 
一 層 拍 車 を お ひけ る こと に な る だ ろう つう 。 


日 本 IBM が 3 次 元 グ ラフ 
を リリ サー ズ ス 


ズ 用 と し て , ファ モテ ィ ク が 販売 し て い 
3 表 売 ツラ ウィ ッ の トラ イダ ラリ 
HOOPS の 国内 販売 を 行う と 発表 し 
が 

HOOPS は 米国 イサ カ ・ ソ フト ウエ 
ア 社 が 開発 し た も の で , レン ダリ ング 機 
能 と オブ ジ エ ク ト 指向 の 3 次 元 階層 構造 
を も つ ソ フト ウェア で ある 。 米国 で は 
VersaCAD, SOLUTION 3000, 
MOI な お どの アプ リケーション に 採用 さ 
れ て お り , ソフ トウ エア 開発 者 用 の ブラ 
フィ ッ ク ・ ツ ー ル と し て 使用 され て いる 。 


GRADE 用 に アボ ポロ ・ 
© ea AT SE 
年 間 10 億 円 受注 


d 


日 本 ア や ポロ コンピュ ユー タ は , 日 立 造船 
情報 シス テム が 開発 ・ 販 売 し て いる 汎用 
CAD/CAM ¥ AT L GRADE X J 
ー ズ 用 の コン ピュ ー タ と し て , 10 億 円 分 
の ワー クス テー ショ ン を OEM 供 結 す 
る 契約 を 日 立 造船 情報 シス テム と 締結 し 
だ 。 この 契約 は 1989 年 に 発効 する が , 現 
任 新規 の 引き 合い だ け で 40 件 以上 を 超 
えて いる だ め , 年 内 に 累計 で 100 BOR 
注 が 見 込ま れ ね る と し て いる 。 中 選 と な つ 
て いる アボ ポロ DOMAIN シリ ー ズ は 
DN 3500 C, 一 部 DN 4500 も 含ま れ て 
いる 。 
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ィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ HOOPS 


-|RIS28EE 


AIT 


国内 外 の EWS で 実績 の ある 対話 型 統 
€ CAE シス テム IRIS が ,。 シリ コン グラ 
フィ ックス 社 の GWS(IRIS- 4D) に 移植 
され , IRIS ダブ ル が 誕生 し ま し た 。 3 次 
元 処 理 が 迫 ら れる 今 , AIT で は IRIS-4D 
の ジオ メト リ ・ エ ンジ ン を 便 有 用 し 。 より 
対話 的 で リア ル タ イ ム な 3 次 元 処理 が 可 
能 な CAE シス テム を 実現 し まし た 。 こ 
れ に より ,。 3 次 元 処理 に 重点 を お いた 対 
EuS CAE シス テム . "IRIS". を ユー 
ザー に 提供 で きる よう に な り ま し た 。 

詳細 に つき まし て は , 下記 に お 問い 合 
わせ 下さ い 。 
問合せ 先 
内 エイ *・ ア イ *・ テ チク ノロ ジー 
8101. 東京 都 千代 田 区 東 神田 2-6-2 
タカ ラビ ル 9F 容 03(864)6912 


アー ク ブ レイ ン よ り の お 知ら せ 


パッ ング SEM か 


アー ク プ レイ ン で は , C 言語 用 グラ フ 
4-922479 ‘Ultra C Graph, 
の , 最近 新た に 各社 より 発売 され た C コ 
ン パ イラ へ の 対応 を 済ま せま し た 。 動作 
確認 を 済ま せ た C コ ン パ イラ は 以下 の 
通り で す 。 

@ Microsoft Quick C Ver. 1. 1 

@ Microsoft C Ver. 5. 1 (MS-DOS fix) 
e TURBO C Ver. 2. 0 

e Lattice C Ver. 4. 0 

「 マ ドレ ー ル SF, "Ultra C Graph, 
の 販売 店 用 デモ プロ グラ ム を 用 意 致 し ま 
し た の で 。 ぜひ ご 利用 下さ い 。 
問合せ 先 
アテ アーク プレ イン 
15] 東京 都 渋 谷 区 幡ヶ谷 3-20-2-207 
03 (375)8968 FAX 03(375) 8767 


VENUS リリ ー ス 


dr 7 


3 次 元 ソ リッ ド ・ モ デラ ーVENUS 
は , 東京 大 学 精密 機械 工学 科 ・ 木 村 研究 
室 の 協力 を 得 て , 当社 と デザ イン ・ オ ー ト 
メー ショ ン で 開発 し て まい り ま し た が , 
いよ いよ 1 月 末 よ り 発 売 を 開始 する こと 
に な りり ま . し た 。 

ソリ ッ ド ・ モ デラ ー は , BO 3 次 元 モ 
デラ ー と し て これ まで 多く の 人 に 求め ら 
れ な が ら あ まり 普及 し ませ ん で し た 。 F 
tid, 「 応答 性 」「 操 作 性 」「 価 格 」 に 問題 
が あっ た た めで し た 。 VENUS は これ ら 
の 問題 を 解決 し , 次 世代 の 3 次 元 CAD 
の プラ ッ ト フ ォ ー ム と する こと を 目指 し 
て いま す 。 また , 価格 もち ロー ド ・ モ ジュ 
ー ル で 85 万 円 と し ,。 ソ リッド ・ モ デラ ー 
と し て は 導入 し や すい 価格 と な っ て いま 
M 

教育 ・ 公 的 研究 機関 に 対し て は , アカ 
デミ ッ ク ・ プ ライ ス と し し て 30 万 円 で 提供 
いた し ます 。 で ぜひ 3 次 元 CAD の 教育 用 
と し て ご 検討 下さ い 。 操 作 が 簡単 な た め , 


reverse, vindov 8 
reverse vindow 8 


短い 授業 時 間 内 で も 十分 操作 を 覚え ら 
Nn, ソリ ッ ド ・ モ デラ ー の 概念 を 理解 す 
Bo Ce Se oe T 

今回 の VENUS の リリ ー ス は , Sun- 
3, Sun-4 用 で す 。 GMW ウィ ンド ・ シ ス 
テム 上 で 稼働 し ます 。 その 他 の 機種 に 
つい て も いく つか 予定 し て いま す が , ご 
希望 が ご ざい まし た ら ご 連絡 下さ い 。 
問合せ 先 
ATAT YZ 
8150 東京 都 渋谷 区 道玄坂 1-22-12 
長島 第 一 ビル 3F 
会 03(477)1541 FAX 03(476)0183 


強力 な コン ピュ ー テ ィング 高度 な グラ 
フィ ックス 。 アサ ヒス テラ (GOI0UU は 
時 代 の 先端 ニー ズ と 対話 する と ころ か ら 
生ま れ ま し た 。 


旭 テ クノ コン ピュ ー タ 


アサ ヒス テラ GS1000 は 。 革新 的 技術 
有する きわ め て 優れ た 頭脳 集団 と し て 名 
高い 米国 ステ ラ 社 が 生み 出し た , 全く 新 


アス テッ クノ 出力 例 


PIXEL (No. 7) 


List 70g Yea FP で すこ スー バ パ 
ー・ コン ピュ ー タ と ダラ フォックス の 統 
合 を イン タラ クティ ブ 環 境 で 実現 し た 画 
期 的 な シス テム で す 。 
テク ノイ ゴ の だ ビ ピュー タ は : ATI 
世界 の お 客 様 に 提供 する 製品 ・ 教 育 ・ サ 
ポー ト ・ サ ービス に 。 旭化成 グル ー プ な 
ら で は の 広範 な 科学 技術 分 野 で の 豊か な 
経験 と 実績 と を 生か し た ノウ ハウ を 付加 
し て , 日 本 の お 客 様 に お 届け し て いき ま 
5 

アサ ヒス テラ GS1000 の 並列 処理 アー 
キテ クチ ャ の 心臓 部 と も いえ る SPMP 
(ジン 婦 尽 ナス ぁ の ズラ ウラ イン * ャ アル チチ ジ 
ロ セ ッ サ ) は , 多重 パラ レル 機能 ユニ ッ 
ト と 広 バ ンド 幅 の DataPathT" 機 能 と で 
構成 され て いま す 。 内蔵 さ れ た 4 個 の マ 
ル チ プ ロ セ ッ サ が 50ns 単 位 で きわ め て 
効率 良く 同期 実行 を 行い ます 。 また, 
DataPath に よっ て デー タ 転 送 速 度 は 
3G バ イト ノア 秒 以上 の 高速 と な っ て いま 
Ts 

グラ フィ ッ ク 機 能 も 際 だ っ た 数 値 計算 
能力 と 同様 に 強力 で あり , 完全 に 一 体 化 
され て いま す 。 

より 速く 。 より 柔軟 に , より 美しく … 
時 代 の 先端 ニー ズ を 満た す ア サ ヒ ステ ラ 
(33100033, C410 9502370 a= 
ゼー ショ ン を リー ド し ます 。 
旭 テ クノ コン ピュ ー タ 幌 営業 本 部 
Z 03 (507) 2316 


高度 な 照明 ソ ミ ュ レ ーション を 
可能 に する ター ポピー ム ト レ ー シ ン グ 


が 
ター ボビー ム ト レ ー シ ン グ (TBT) 
は , 556 & A RARE 7v (Complete 
Global Illumination Model) を 。 インテ 
グラ 独自 の 双方 向 レ イ ・ ト レー シン グ 法 
を 用 いて 表現 し た , 高度 な 照明 シミ ュ レ 
ーション を 可能 に する 画像 生成 シス テム 

C35 

TBT は , 従来 の レイ ・ ト レー シン グ 法 
に よる 写真 の よう な 実在 感 を も つ 画 像 生 
成 機能 に 加え , 照明 シミ ュ レ ーション に 


イン テグ ラン 照明 シミ ュ レ ーション 例 


は 不可 欠 で ある 拡張 反射 光 と 鏡面 反射 光 
の それ ぞ れ に つい て 光線 の 複雑 な 相互 反 
射 を 追跡 計算 し ます 。 こ れ に より , ラジ 
オシ ティ 法 な どの 照明 シミ ュ レ ーション 
を 高い 精度 で 実現 で き , その 実行 も 双方 
向 レ イ ・ ト レー シン グ 法 に より 非常 に 短 
時 間 で 行う こと が で きま す 。 

問合せ 先 

内 イン テグ ラ 

8170 東京 都 豊島 区 有 駒込 2-7-11 比 米 
ビル 2F 容 03(949)6620, 6640 


Sun-3 用 リア ル タ イ ム 
男 像 処理 ボー ド 発 売 


uif d dum o PK 


MATROX 社 は , すでに VMEbus 用 
リア ル タ イ ム 画 像 処理 ボー ド 「MVP- 
VME」 シ リー ズ を 販売 し て いる が , 4 
新た に サン ・ マ イク ロ シ ス テム ズ 社 の 
「Sun-3」 ワ ソーク ステ ーション に スロ ッ ト 
イン し て 使用 で きる ,。 リア ル タ イ ム 画 像 
処理 ボー ド 「MVP-S」 シ リー ズ の 販売 を 
開始 し た 。 


MVP-S は , 特定 領域 に 対す る ウィ ン 
ド 処 理 . リ アル タイ ム 画 像 間 演 算 , 32 ビ 
ッ ト ・ プ レー ン の フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ を 
「Sun-3」 上 で 提供 し て いる 。 さら に 強力 
な グラ フィ ックス 機能 を 搭載 し て , テキ 
スト 。 グ ラフ ィ ッ クス の オー バレ イ を 高 
速 に 実行 で きる 。 ま た MC68000 を ロー 
カル CPU と し て 措 載 する こと に よっ 
T, 画像 処理 時 の ホス ト CPU の 負荷 を 
大 幅 に 軽減 する こと が 可能 と な っ た 。 ソ 
TERET = Ded DAE, oF Hebe IY 
の 画像 処理 コマ ンド 「IMAGER」 が ファ 
ー ム ウェ エア で 提供 きれ, MVP-S/LIB( エ 
ミュ レー ショ ン ・ ソ フト ) と の 併用 に よ 
っ で Sun OS 上 で アプ リケーション 開発 
を サポ ボー トド ト し て いる 。 

MVP-S iz, 自動 検査 , 画像 計測 , 位置 
決め , ロボ ッ ト 制 御 。 形 上 認識 な どの マ 
シン ビジ ョ ン ・ ア プリ ケー ショ ン 。 画質 
改善 が 求め られ る 医用 画像 処理 . ソナ ー 
画像 処理 . リ モー ト セ ン シ ン グ と いっ た 
アプ リケーション に お いて , 高 機能 リア 
ル タ イ ム ・ シ ステ ム を 「Sun-3」 上 で 実現 
EK 
問合せ 先 
イン ター ニッ クス (株 ) 
$8160 東京 都 新宿 区 西新 宿 7-4-7 
Z 03(369) 1438 
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《 仕 事 の 内 容 > 


PIXEL の 取材 お よび 編集 
PIXEL 編集 部 で は , 誌面 充実 の た め , 
編集 スタ ッ フ (正社員 ) を 募集 いた し < 応募 方 法 > 
Li ます 。 応募 され る 方 は , 事前 に 連絡 の うえ , 

第 回 PIXEL CG グラ ンプ ブリ < 応募 資格 > 履歴 書 を 下記 まで ご 送付 下さ い 。 
bx 1RXEBES 4 年 制 大 学 を 卒業 し た 27 歳 位 ま で の 

方 で 。 コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス 図形 処理 情報 セン ター 担当 : 河内 
多数 の 応募 を お 侍 ち し て いま す また は コン ピュ ー タ に つい て の 知識 の F10l 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-54 


ある 方 。 雑 誌 編集 の 経験 は 問い ませ ん 。 


第 1 回 PIXEL CG グラン プリ は コン ピュ 


ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス を 使用 し た 静止 画 作 
品 の コン テス ト で , プロ ・ ア マ お よび 使用 
する ハー ドウ エア を 問わ ず ご な た で も 応募 
で きま す 。 ア ー ト ば かり で な く , 産業 シミ 
ュ レ ーション や プレ ゼン テー ショ ン も 応募 
で きま す の で , 幅広 い ア プリ ケー ショ ン か 
ら の 作品 を お 待ち し て いま す 。( 詳 細 は 色紙 
の 告知 ペー ジ に あり ます ) 


CAD/CAM や コン ピュ ユー タ ・ ブ グラ フィ ッ 
プス の 担当 者 は , 非常 に 特殊 な シス テム を 扱っ 
て いる と いう スペ シャ リス ト 意 識 の お か げ て で , 
尊 酷 な 労働 や 低 賃 金 (失礼 , ご く 一 部 の 話 だ け 
CID) を も の と も せ ざ に 頑張 つて こら れ だ わ 
け で し よう が 。 い つま で も スペ シャ ル で あっ つて 
IS, スペ シヤ ル と いう こと は 数 少な いと いう ご 
cC, いけ な いわ け で す 。 

この 分 野 は 奥 が 深い で す ガ ら , 入門 ガ ら 奥義 
を 極め る まで に は いく つが の 階層 が あり , APS 
部 分 を 開放 し だ と し て も , スペ シャ ル 意 識 を ご 
すぐ れる 部 分 は まだ まだ 多い と 思わ れ ま す 。 


DCAD/CAM や コン ピュ ユー タ ・ プ ラフ ィ ッ 
グ ス が より 開 が おれ ね だ も の に な つて いく ぐ だめ に は , 
何 ガ が 特別 な も の と いう 印象 で は な く , CCBA 
に ュー な ジス そし で に で て 本 誠に て で も し に 
だ が な ぐ て は いけ な いも の の よう で す 。 

RA Cid, や や 専門 的 な 知識 , トレ ー ニ ング , 
セン スズ , 業界 (通常 は 村 や 部 落と こよ ば れ て いま 
d) で の 付合い , 学会 や ブル ー プ へ の 加担 な ど , 


⑧ 本 誌 88 年 12 B5 "NEW PRODUCTS, 
69 ペー ジ の 日 本 アイ テッ ク 社 の 記事 中 に 一 部 
誤り が あり まし だ 。TDI EXPLORE # IR- 
IS-4D シリ ー ズ へ の 移植 も 進め られ る 予定 
で ある 。 と いう 部 分 で す が , すでに 日 本 ワイ テ 
ッ ク 社 で は 4D シリ ー ズ へ 移植 を 完了 し , RR 
売 を 行 つ て いま す 。 ARESU HELLT 
訂正 を い だ し ます 。 


まだ まだ 近代 化 さ れ て いな いよ うお 部 分 が 残さ 
れれ て いる よう で す 。 


一 別 弄 『 ア プリ ケー ショ ン 」』 
定価 4.500 円 送料 無料 
画 別 冊 『 グ ゲラ フィ ックス ガイ ド 」』 
定価 3,300 円 送料 無料 
WB CAD/CAM/CAE の 基礎 
定価 2.800 円 送料 無料 
E2 CAD/CAM, CG 総覧 '88」 
定価 3.500 円 送料 無料 


定期 購読 継続 の お 申込 み 方 法 
本 号 で 定期 購読 が 切れ た 方 は , 巻末 ハ ガ 
キ を 利用 し て 継続 の 手続 き を し て 下さ い 。 
その 際 , 必ず 購読 者 番号 を ご 記入 下さ い 。 
< 申込 み 先 : 販売 部 > 


EMRE DRBOGSAIS 
本 誌 は 毎月 | 日 発行 (前 月 20 日 発売 ) で す 。 
全国 の 書店 で 発売 され ます が , 最寄り の 書 
店 に な い 場 合 は , 直接 購読 を お 勧め し ます 。 

定期 購読 料 は 送料 込み で , 

半年 5,800 円 1 年 11,500 円 
新しく 定期 購読 を 申し 込ま れる 方 (継続 
の 方 は 下記 を ご 参照 下さ い ) は , と じ 込 み 
ハガキ を こ 利 用 下さ い 。 購読 料 の お 支払 い 
は , 雑誌 と と も に 郵送 する 郵便 振替 用 紙 も 
し く は 現金 書留 で お 願い し ます 。 

本 誌 は '80 年 月 , 『 図 形 と 画像 」 (季刊 ) 
と し て 創刊 され , "83 年 | A, 隔月 刊 と な り 
『PIXEL」 と 改題 され まし た 。'84 年 | 月 か 
ら 月 刊 発行 で す 。 

バッ ク ナ ン バー, 別冊 号 は 次 の 通り 。 

一 ' 図 形 と 画像 』(81/ 秋 "82/ 冬 。 創 刊 号 ,81 

/ 春 , 夏 は 売切れ ) 定 価 1,200 円 送料 250 円 
BI PIXEL; (83/1-2—11-12,'84/1B8 S —) 
定価 980 円 送料 95 円 


PIXEL 89/252 


1989 年 2 月 1 日 発行 No77 
編集 ・ 発 行人 河内 隆幸 


広告 の お 申込 み 方 法 
誌 に 広告 掲載 を 検討 され て いる 方 は , 
広告 媒体 資料 を お 送り いた し ます 。 
- < 申込 み 先 : 広告 部 > 
お 申込 み は FAX で も お 受け いた し て お り ま す , 
FAX : 03(293)6164 


発行 所 図形 処理 情報 セン ター 
TiO 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 |-64 
神保 町 協和 ビル 6 階 電話 03(293)6161( 代 表 ) 
発売 元 オー ク 出 版 サ ービス 電話 03(291)7031 
印刷 所 千代 田平 版 社 

Æ ffi 980 円 (送料 95 円) 


郵便 振替 東京 5-50653 


© 1989 図形 処理 情報 セン ター 
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神保 町 協和 ビル 6F  2:03(093)6181 


次 号 の ご 案内 


69 年 3 月 号 ( 2 月 20 日 発売 ) 


大 特集 保存 有 版 レン ダリ ング アニ メー 
ショ ン 2D シス テム 総覧 

く 解説 記事 > 

e シス テム の いろ いろ と 選び 方 

e ユー ザー の た め の 3 次 元 シ ステ ム の 機能 
と 使い 方 

e ユー ザー の た め の 2 次 元 シ ステ ム の 機能 
と 使い 方 

@ 3 次 元 ア ニメーション の 作り 方 

e パー ソナ ルレ CG シス テム 

< 製品 記事 > 

€ Wavefront @ ALIAS 

@ PERSONAL LINKS 

€ EMA, MARK-2D/3D, YUI 

€ image maker € Intelligent Light 

€ monolith € VISHAD @ RIO 

@ Super Tableau € EXPLORE 

€ ChapReyes 9€ S-Products 

€ ANTICS, MOSLA 

e MOVIE. BYU € REALS 

e RAY-TREKII € ARTS 

e TURBO BEAM TRACING 

e BS, 彩子 © PSY-CRONE 

e C-TRACE € FINEPAC 

€ ARTSTAR @ PictureMaker 

(順不同 ) | 


⑧ 弊社 に て , バッ ク ナ ン バー や 既刊 別冊 , ま 
た 最新 の 別冊 号 「CAD/CAM,CG 年 鑑 '89」 
の 販売 も 行っ て いま す 。 ご 利用 下さ い 。 


! 
JR 水道 橋 駅 | | 新宿 
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図形 処理 情報 セン ター 
神保 町 協和 ビル 6F | 
住友 BK (F:CDC ハン ギャ ラリ -) 


駿河 台 下 交差点 


東京 
Vr» | 4 


PIXEL (No. 77) 


料金 受取 人 払 


利 田 局 承 談 


9463 


郵便 は が き 
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Ea 
差出 有効 期間 読 情 保 | 代 
1990411 H 者 sH 町 »* HH 
24H & C 1 t 協 四 区 
切 ビ * All 神 
F 2T 48 N 
T Iz J JV fil 
要 Vi 保 
行 | E 
会 社名 
(学校 名 ) 
所 属 
部 課 名 
上 記 の 
住 所 
〒 電話 
Gee $4 男 ・ 女 
EE o noon. Midi. epee 


シス テム 会 社 , 輸送 用 機器 , 
重 電 , 弱電 , 建築 ・ 土 木 , MH, 
シン ポニ デア リン シン の 


マス コミ 。 学校 (RR, 4), 


業務 設計 , 研究 ・ 開 発 , 


ン フ ト 開 発 。 デザ イン , 経営 者 , 技術 , 


d tgp P. 


Li SiS, 営業 技術 , 


その 他 ( 


pie. rabo a 
Wm LIII M 
その 他 ( 


do LL SI ね 


一 般 産 業 用 機械 , 工作 機械 , 精密 機械 , 
地図 , 機械 部 品 , 
ED - 製版 。 デザ イン , 


郵便 は がき 


料金 受取 人 払 


TER Fog S 


9463 


—OV nid ai SEE 


101- 


0. | 


0 


B — F 
差出 有効 期間 i Es 1 代 
1990 年 11 月 者 My H 
24 日 まで 1 協 py は 
y E Al IH 
E A に 
^ Z JV 伸 
Tf n 
íT 町 
会 社名 
(学校 名 ) 
所 OK 
部 課 名 
上 記 の 
住 所 
T 電話 
da 年 令 男 ・ 女 
OE を お つけ 下さ い 
コン ンピュータ ・ メ ーー カー, 図形 処理 機器 メー カー, ソフ ト 会 社 , 


管 aE aoe: SENE 


シス テム 会 社 , 輸送 用 機器 , 
SS, 弱電 , 建築 ・ 土 木 , 繊維 , 
EH 刷 |・ RAR, デザ イン , 


en が 三 i) シル が" 
マス コミ , 学校 (RA, 
設計 , 研究 ・ 開 発 , 
ソン フト 開発 ,。 デザ イン, 


経営 者 , 


地図 |, 


技術 


機械 部 品 , 


学生 )。 コン サル タタ ント, その 他 ( 
技術 管理 , 営業 技術 , 


その 他 ( 


一 般 産 業 用 機械 , 工作 機械 , 精密 機械 , 
CRT oo b, 
PILAE =P eS, 


ーー ie hs. Cts. Dm TR 2 hE Fe hh, 


PIXEL 89/2 R= 
PIXEL 資料 請求 f 
ご 入 用 な 広告 ペー ジ の 資料 請求 番号 を 〇 で お 囲み 下さ い 
Bo BB $5412 34507 89 1011 12 13 14 15 16 17 


18 19 20 21 22 23 24 25 PB 27 2H £9 30 81 32 se 94 
35 '86 9/ 38 


PIXEL 89/252 
PIXEL 資料 請求 ul 


ご 入 用 な 広告 ペー ジ の 資料 請求 番号 を 〇 で お 囲み 下さ い 

Be S5 m2. 3454,87 B 8B 10 13. 12 13 14 15 18, 17 
18 18 20 21 22 29 24 25 26 27 28 29.8D 81 32 33 34 
oo 36 87 38 


- = ab a x mm ms RU di us db dE . Ub US a WS EE -- GÀ WS Gas GE. WE e 4e UE «d GS GS (« 9 UN wd EU 


ーー 
_ 


PEL F” r=} 
・ 本 号 で お も し ろ ガ つた だ 記事 の タイ トル を 2 つ ご 記入 下さ い 


・ 本 写 で お も し ろ ぐ な が つた だ 記事 の ツイ トル を 2 つ ご 記入 下さ い 


・ 本 誌 に 対す る 要望, 感想 , 批判 な ど 自 由 に お 書き 下さ い 


1) 
e) 


13 
2) 


PIAEL ¥ wap 
・ 本 号 で お も し ろ ガ つ だ 記事 の ツタ イト ル を 2 つ ご 記入 下さ い 
"AY 
2) 
・ 本 号 で お も し ろく な ガ つ だ 記事 の ツタ イト ル を 2 つこ 記入 下さ い 
1) 
23 
・ 本誌 に 対す る 要望 , 感想 , 批判 な ど 自 由 に お 書き 下さ い 


ーー 


に 


- =- á- —- - 


L 


. 本誌 の お 買い 求め 万 法 は 直接 購読 書店 


・ 本 誌 の お 買い 求め 万 法 は 直接 購読 書店 
・ 当 セン ター が ガ ら の DM は 届い て いる 届い て いな い の で 送 つ て ほし い ノ 不要 


・ 当 セン ター が ガ ら の DM は 届い て いる 届い て いな い の で 送 つ て ほし い ノ 不要 


PIXEL 定期 購読 ・ 別 冊 号 申込 請求 書 : 要 ノ 不要 ' PIXEL 定期 購読 ・ 別 冊 号 申込 請求 書 : 要 ノ 不要 
口 本 号 で 定期 購読 が きれ まし だ の で 89 年 3 月 号 よ り 半年 1 年間 継続 を 品 本 号 で 定期 購読 びき れ ま し だ の で 89 年 3 月 号 よ り 半年 1 年 間 継続 を 
申し 込み ます / 中 止 し ます (購読 者 No ) 申し 込み ます / 中 止 し ます (購読 者 No ) 
口 新規 に 定期 購読 を "89 年 3 月 号 よ り 半年 1 年 間 申し 込み ます 口 新規 に 定期 購読 を 89 年 3 月 号 よ り 半年 1 年 間 申し 込み ます 
ロバ パッ ツク ナン バー を 申し 込み ます 別冊 ロバ ツク ナン バー を 申し 込み ます Ps 
"PIXEL 」 2e 号 「 ア プリ ケー ショ ウッ 」 CPIXEL 」 2 アプリ ゲーション, 
89/1, 4 号 「 プ ブラ フィ ックス ガイ ド 」 89/1, 4 号 「 プ ブラ フィック スガ イド 」 
88/1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 1215 号 「CAD/CAM/CAE の 基礎 」 88/1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12 |58 "CAD/CAM/CAE の 基礎 」 
87/1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12 CAD/CAM アル ファ Ne 1 /Na2 87/1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 8, 10, 11, 12 CAD/CAM アル ファ Ne 1 Na2 
[]8IR78'CAD/CAM, CG 3880, +$ LAA t. [] BIRGS'CAD/CAM, CGSB & UA $$. | []8IR7S CAD/CAM, CC 年 久 9」 を 申し 込み ます 日 BIROS'CAD/CAM, CO 総員 6」 を 申し 込み ます . 
お 送り 先 (葉書 の お も て 面 と 同じ 場合 は 不要 ) 1 お 送り 先 (葉書 の お も て 面 と 同じ 場合 は 不要 ) 
住所 〒 住所 〒 
社名 ・ 部 署 社名 ・ 部 署 
E ES 氏名 zz 


PE. 


れ は CAD/CAM シ ステ ム の 代名詞 で す 。 


そし て いま 、CADAM は 大 きく 発展 し て いま 


e IPC( 電 子 回 路 設 計 ) 


@ISD (対話 型 ノ リッ ド 設 計 ) 


e 3 次 元 対話 
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Oy FONI wy "aste 1 


e IUE 


du o キャ タム シス テム 株 式 会 社 ーー 


L3 
"VN /| Vd 本 社 TI 東京 都 品川 区 大 崎 3 丁目 5 番 2 号 エス テー ジ 大 崎 5F 人 材 募集 


7? (03)491-56484Q Fax.(03)491-5720 CAD/CAM 和 経験 者 
CADAM ARR% T530 大 阪 市 北 区 芝田 | 丁目 4 番 !4 号 芝田 町 ビル 3F ES gig EM 
SUSTEMS COMPANY 分 (06) 376-0408) Fax.(06) 376-1027 


Xx CADAM® は CADAM Inc. の 登録 商標 で す 


(資料 請求 番号 3) 


PEMË 


300dpi で 高 精 細 プ リン ト 
し か も Ad を 55 秒 で 出力 する 
高速 ・ 鮮 明 カ ラー ハー ドコ ピー 


CAD/CAM、CG の 画像 処理 な ご ど 色 々 な 
分 野 で 活躍 し て いる 神鋼 電機 の カラ ー ハ ー ド 
コピ ー ロ HH シリ ー ズ 。 300dpi の 高 解 像 
度 ・ 高 速 タ イプ も 各種 シリ ー ズ 化し 、 ひ と 
きわ 高 精 細 な プリ ント が 、 ハ イス ピー ド で 
プリ ント アウ ト で きま す 。 し か も パソ コン 
用 の プリ ンタ ドラ イ バ な ご ど に より 、 い っ そう 
簡単 に 出力 で きる よう に な り ま し た 。 


定価 980 円 


1989 年 2 月 1 日 発行 / 毎 月 1 |n] 1 日 発行 / 通 巻 77 呈 
1984 年 5 月 2 日 第 3 種 郵便 物 認可 


A~K コー 


図形 処理 情報 セン ター 


T101 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-64 
神保 町 協和 ビル 電話 03(293) 6161 


UAI LATAL — E&M O Ft ME H 


C 


画 98 シ リー ズ の 出力 が 簡単 に な り ま し た ! 
NEC PC98/9801 シ リー ズ に 追 装 する 
だ け で 手軽 に CRT 画面 の ハー ドコ ピー が 取 
れる 専用 ボー ド が 登場 。 セ ント ロニ クス を 
介し 無 調整 で 動作 で き 、 市 販 さ れ て いる ほ 


と ん どの ソフ ト に 対応 で きま す 。 


カコ -/7』- だ コビー 


OA PR 支 社 プ 大阪 市 東 区 北浜 3-1 大 阪 グ リー ン ビ ル 


UHU 


画 お 問い 合せ は 一 神鋼 電機 株 式 会 社 端末 機器 本 部 へ 
e^ 社 グ 東京 都 中 央 区 日 本 橋 3-18-8 朝日 ビル 
T103 容 (03)874-1189 


(資料 請求 番号 表 4) 


ili 
ilii 


2L—AN»27SPI-3 
と 組合 わせ た CHGC 


画 57 万 色 の スー パー マル チカ ラー も 可能 ! 

さら に 上 位 コ ンピュータ な どの ビデ オ 信 号 
を 短 時 間 で 取 込 む と と も に 、 各 種 の 画像 処 
理 機能 を 内 蔵 し た 「 フ レー ム バ ッ フ ァ 8P| 

-3」 を 組合 わせ れ ば 、 最 高 97 万 色 の 超 多 色 
表現 な ご ど 、 よ り 美 し い 処 理 が で きま す 。 
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SHINKO ELECTRIC CO.,LTD. 
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T541 2 (06) 203-2244 


@ 名 古屋 支社 名 古屋 市 中 村 区 名 駅 4-6-18 名 古屋 ビル 


T450 (052) 581-8544 


雑誌 07651-2 
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